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室
外
ユ
ニ
ッ
ト

11-1

使用目的 / 用途

● PUZ-ZRMP40 ～ 63(S)KA4, PUZ-ERMP40 ～ 63(S)KA4, PU-CRMP40 ～ 63(S)KA4

エアガイド

仕　様

対象ユニット

外形図（組立図）（単位：mm）
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●“エアガイド ”は、室外ユニットの送風機がファンコントローラ作動時に低速
回転となった場合のファン逆回転防止、台風やビル風等の強風が吹出口に直接
吹き付ける場所での送風機の保護等にご使用ください。

● 外気温－5℃以下（－15℃まで）で冷房運転を行う場合には、本品の取り付
けが必要です。

注　意

・室外ユニットの両側面および上方に障害物がある設置場所では、本品のご使
用はおやめください。ショートサイクルの原因になります。

・	ユニットの背面に直接風が当たる向き・場所には絶対に設置しないでください。
・本品取り付けにより、能力ダウン（2 ～ 3％）および室外ユニットの騒音アッ

プ（1 ～ 2dB 程度）があります。

形　　名 PAC-SJ06AG

外装

色 アイボリー
マンセル№ 3.0 Ｙ 7.8/1.1
材　　質 合金化溶融亜鉛メッキ鋼板
表面処理 アクリル樹脂塗装

質　　量 2.7㎏

付属部品
取付用座付ネジ（M4 × 16）× 4〈鉄 / 亜鉛ニッケル合金メッキ〉
スプリングワッシャー× 4〈SUS304 / 無〉
ワッシャー× 4〈SUS304 / 無〉

エアガイド
● PAC-SJ06AG
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使用目的 / 用途

● PUZ-ZRMP112 ～ 160KA4 	（2 個使い）
● PUZ-ZRP224･280KA10 	 （2 個使い）
● PUZ-ERMP112 ～ 160LA4	（2 個使い）
● PUZ-ERMP112･140LA5	 （1 個使い）
● PUZ-ERP224･280KA10 	 （2 個使い）
● PU-CRMP112 ～ 160LA4	 （2 個使い）
● PUZ-HRMP80 ～ 160KA	 （2 個使い）

形　　名 PAC-SH95AG

外

装

色 アイボリー
マンセル№ 3.0Y7.8/1.1
表面処理 アクリル樹脂塗装
材　　質 合金化溶融亜鉛メッキ鋼板

質　　量 3.5㎏
付属部品

〈材質 / 表面処理〉
取付用ネジ（5 × 15）× 4

〈鉄線（SWCH18A）/ 亜鉛ニッケル合金メッキ〉

●“エアガイド ”は、室外ユニットの送風機がファンコントローラ作動時に低速
回転となった場合のファン逆回転防止、台風やビル風等の強風が吹出口に直接
吹き付ける場所での送風機の保護等にご使用ください。

● 外気温－5℃以下（－15℃まで）で冷房運転を行う場合には、本品の取り付
けが必要です。

室外ユニット

エアガイド

仕　様対象ユニット

外形図（単位：mm）
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0
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付
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付
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注　意
・室外ユニットの両側面および上方に障害物がある設置場所では、本品のご使

用はおやめください。ショートサイクルの原因になります。
・	ユニットの背面に直接風が当たる向き・場所には絶対に設置しないでください。
・本品取り付けにより、能力ダウン（2 ～ 3％）および室外ユニットの騒音アッ

プ（1 ～ 2dB 程度）があります。

エアガイド
● PAC-SH95AG
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取付説明書

11-3

エアガイド : PAC-SJ06AG, SH95AG

B
H
79
G
74
0K
04

三
菱
電
機
パ
ッ
ケ
ー
ジ
エ
ア
コ
ン
別
売
部
品

エ
ア
ガ
イ
ド
据
付
工
事
説
明
書

PA
C
-S
H
95
AG

室
外
ユ
ニ
ット
K/
Lシ
リ
ー
ズ
用

PA
C
-S
J0
6A
G

室
外
ユ
ニ
ット
Kシ
リ
ー
ズ
用

(1
)単
独
設
置
時

〔
単
位
：
㎜
〕

(2
)複
数
台
設
置
時
　
　
※
連
続
設
置
は
5
台
以
内
と
し
て
く
だ
さ
い
。

(1
)本
体
①
を
ワ
ッ
シ
ャ
ー
③
と
ス
プ
リ
ン
グ
ワ
ッ
シ
ャ
ー
④
と
取
付
ネ
ジ
②
で
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
に
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

P
A
C
-S
H
9
5
A
G
の
場
合

P
A
C
-S
J0
6
A
G
の
場
合

2
　
 設
置
ス
ペ
ー
ス
の
確
認

3
　
 取
付
方
法

1
　
部
品
の
確
認

安
全
の
た
め
に
必
ず
守
る
こ
と

●
据
付
完
了
後
､試
運
転
を
行
い
異
常
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
､こ
の
据
付
工
事
説
明
書
は
取
扱
説
明
書
と
と
も
に
､お
客
様
で
保
管
い
た
だ
く

　
よ
う
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
お
使
い
に
な
る
方
が
代
わ
る
場
合
は
､新
し
く
お
使
い
に
な
る
方
に
お
渡
し
い
た
だ
く
よ
う
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

●
据
付
け
は
､こ
の
｢安
全
の
た
め
に
必
ず
守
る
こ
と
｣を
よ
く
お
読
み
の
う
え
､確
実
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
こ
こ
に
示
し
た
注
意
事
項
は
安
全
に
関
す
る
重
大
な
内
容
を
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
､必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
生
じ
る
危
険
と
そ
の
程
度
を
､次
の
表
示
で
区
分
し
て
説
明
し
て
い
ま
す
。

据
付
け
(移
設
)・
電
気
工
事
を
す
る
前
に

誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
、

死
亡
や
重
傷
な
ど
に
結
び
つ
く

可
能
性
が
あ
る
も
の
。

誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
、

軽
傷
ま
た
は
家
屋・
家
財
な
ど

の
損
害
に
結
び
つ
く
も
の
。

据
付
け
は
､販
売
店
ま
た
は
専
門
業
者
に
依
頼
す
る
。

●
お
客
様
自
身
で
据
付
工
事
を
さ
れ
不
備
が
あ
る
と
､水
漏
れ
や
感
電
･

　
火
災
等
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

据
付
け
は
､こ
の
据
付
工
事
説
明
書
に
従
っ
て
確
実
に
行
う
。

●
据
付
け
に
不
備
が
あ
る
と
､水
漏
れ
や
感
電
･火
災
等
の
原
因
に

　
な
り
ま
す
。

冷
媒
配
管
の
断
熱
は
結
露
し
な
い
よ
う
に
確
実
に
行
う
。

●
不
完
全
な
断
熱
工
事
を
行
う
と
配
管
等
表
面
が
結
露
し
て
､露
タ
レ
等
を

　
発
生
し
､天
井
･床
そ
の
他
､大
切
な
も
の
を
濡
ら
す
原
因
に
な
り
ま
す
。

こ
の
“エ
ア
ガ
イ
ド
”は
､室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
送
風
機
が
フ
ァ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
作
動
時
に
低
速
回
転
と
な
っ
た
場
合
の

フ
ァ
ン
逆
回
転
防
止
､台
風
や
ビ
ル
風
等
の
強
風
が
吹
出
口
に
直
接
吹
き
付
け
る
場
所
で
の
送
風
機
の
保
護
な
ど
に
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
､外
気
温
－
5
℃
以
下
(－
1
5
℃
ま
で
)で
冷
房
運
転
を
行
う
場
合
に
は
本
品
の
取
付
け
が
必
要
で
す
。

な
お
､本
品
の
取
付
け
の
際
に
は
､次
の
点
に
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

1
)外
風
の
影
響
を
避
け
る
た
め
､ユ
ニ
ッ
ト
の
背
面
を
必
ず
壁
面
に
向
け
て
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

2
)ユ
ニ
ッ
ト
の
背
面
に
直
接
風
が
当
た
る
向
き
､場
所
に
は
絶
対
に
設
置
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

3
)本
品
取
付
け
に
よ
り
､能
力
ダ
ウ
ン
(2
～
3
%
)お
よ
び
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
騒
音
ア
ッ
プ
(1
～
2
dB
程
度
)が
あ
り
ま
す
。

4
)室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
両
側
面
お
よ
び
上
方
に
障
害
物
が
あ
る
(吹
出
し
空
気
が
障
害
物
に
当
た
る
)よ
う
な
設
置
場
所
で
は
､

　
本
品
の
ご
使
用
は
お
め
や
く
だ
さ
い
｡シ
ョ
ー
ト
サ
イ
ク
ル
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

2
フ
ァ
ン
タ
イ
プ
の
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
に
ご
使
用
の
場
合
､本
品
は
2
セ
ッ
ト
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
､ご
注
意
く
だ
さ
い
。

電
源
配
線
は
､電
流
容
量
に
合
っ
た
規
格
品
を
使
用
す
る
こ
と
。

●
漏
電
や
発
熱
･火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

ド
レ
ン
配
管
は
､据
付
工
事
説
明
書
に
従
っ
て
確
実
に
排
水
す
る
よ
う

施
工
し
､結
露
が
生
じ
な
い
よ
う
保
温
す
る
こ
と
。

●
配
管
工
事
に
不
備
が
あ
る
と
水
漏
れ
し
､天
井
･床
そ
の
他
家
財
等
を

　
濡
ら
す
原
因
に
な
り
ま
す
。

ポ
リ
袋
は
幼
児
の
手
の
届
く
と
こ
ろ
に
置
か
な
い
。

●
頭
か
ら
か
ぶ
る
な
ど
し
た
と
き
に
口
や
鼻
を
ふ
さ
ぎ
窒
息
す
る
原
因
に

　
な
り
ま
す
。

こ
の
箱
の
中
に
は
､こ
の
説
明
書
の
ほ
か
に
下
記
部
品
が
入
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

①
本
体

②
取
付
ネ
ジ

P
A
C
-S
H
9
5
A
G
の
場
合

　
　
　
　
 5
×
1
5
…
6
本

P
A
C
-S
J0
6
A
G
の
場
合

　
　
　
　
 4
×
1
6
…
4
本

P
A
C
-S
H
9
5
A
G
の
場
合

　
　
　
　
 　
　
　
…
6
個

P
A
C
-S
J0
6
A
G
の
場
合

　
　
　
　
 　
　
　
…
4
本

P
A
C
-S
H
9
5
A
G
の
場
合

　
　
　
　
 　
　
　
…
6
個

P
A
C
-S
J0
6
A
G
の
場
合

　
　
　
　
 　
　
　
…
4
本

③
ワ
ッ
シ
ャ
ー

④
ス
プ
リ
ン
グ
ワ
ッ
シ
ャ
ー

1
台

( 本マニュアル用に変更 ･ 修正しています )
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11-4

使用目的 / 用途

● PUZ-ZRMP80(S)HA4
● PUZ-ERMP80(S)HA4
● PU-CRMP80(S)HA4

形　　名 PAC-SJ03AG

外

装

色 アイボリー
マンセル№ 3.0Y7.8/1.1
表面処理 アクリル樹脂塗装
材　　質 合金化溶融亜鉛メッキ鋼板

質　　量 3.3㎏
付属部品

〈材質 / 表面処理〉
取付用ネジ（5 × 15）× 4

〈鉄線（SWCH18A）/ 亜鉛ニッケル合金メッキ〉

●“エアガイド ”は、室外ユニットの送風機がファンコントローラ作動時に低速
回転となった場合のファン逆回転防止、台風やビル風等の強風が吹出口に直接
吹き付ける場所での送風機の保護等にご使用ください。

● 外気温－5℃以下（－15℃まで）で冷房運転を行う場合には、本品の取り付け
が必要です。

室外ユニット

エアガイド

仕　様対象ユニット

外形図（単位：mm）

559（室外ユニットの取付ピッチ）

588
(371)

200

10

45
°

15525ビード4ヶ所

13
0

53
958
4

50
9

R2
0

R30

R2
0

R20

(2
2.
5)

13
0

13
0

(3
4.
5)

40
40

58
4

55
9(
室
外
ユ
ニ
ット
の
取
付
ピ
ッ
チ
)

（
20
0）

4-φ7穴

11 50

(1
0)
10

（1 個使い）
（1 個使い）
（1 個使い）

注　意
・室外ユニットの両側面および上方に障害物がある設置場所では、本品のご使

用はおやめください。ショートサイクルの原因になります。
・	ユニットの背面に直接風が当たる向き・場所には絶対に設置しないでください。
・本品取り付けにより、能力ダウン（2 ～ 3％）および室外ユニットの騒音アッ

プ（1 ～ 2dB 程度）があります。

エアガイド
● PAC-SJ03AG
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取付説明書
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エアガイド : PAC-SJ03AG
2
　
  設
置
ス
ペ
ー
ス
の
確
認

3
　
 取
付
方
法

（
１
）
単
独
設
置
時

（
２
）複
数
台
設
置
時
　
※
連
続
設
置
は
５
台
以
内
と
し
て
く
だ
さ
い
｡

〔
フ
ァ
ン
ガ
ー
ド
の
仕
様
に
よ
り
､取
付
方
法
が
異
な
り
ま
す
の
で
､図
示
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
｡〕

1
　
 部
品
の
確
認

こ
の
箱
の
中
に
は
､こ
の
説
明
書
の
ほ
か
に
下
記
部
品
が
入
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
｡

２
フ
ァ
ン
タ
イ
プ
の
室
外
ユ
ニ
ット
に
ご
使
用
の
場
合
､本
品
は
２
セ
ット
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
､ご
注
意
く
だ
さ
い
｡

①
本
体

１
台

こ
の
“エ
ア
ガ
イ
ド
”は
､室
外
ユ
ニ
ット
の
送
風
機
が
フ
ァ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
作
動
時
に
低
速
回
転
と
な
っ
た
場
合
の
フ
ァ
ン
逆
回
転
防
止
､台
風
や

ビ
ル
風
等
の
強
風
が
吹
出
口
に
直
接
吹
き
付
け
る
場
所
で
の
送
風
機
の
保
護
な
ど
に
ご
使
用
く
だ
さ
い
｡

ま
た
､外
気
温
－
５
℃
以
下（
－
１
５
℃
ま
で
）で
冷
房
運
転
を
行
う
場
合
に
は
本
品
の
取
付
け
が
必
要
で
す
｡

な
お
､本
品
の
取
付
け
の
際
に
は
､次
の
点
に
ご
留
意
く
だ
さ
い
｡

１
）外
風
の
影
響
を
避
け
る
た
め
､ユ
ニ
ット
の
背
面
を
必
ず
壁
面
に
向
け
て
設
置
し
て
く
だ
さ
い
｡

２
）ユ
ニ
ット
の
背
面
に
直
接
風
が
当
た
る
向
き
､場
所
に
は
絶
対
に
設
置
し
な
い
で
く
だ
さ
い
｡

３
）本
品
取
付
け
に
よ
り
､能
力
ダ
ウ
ン（
２
～
３
％
）お
よ
び
室
外
ユ
ニ
ット
の
騒
音
ア
ッ
プ（
１
～
２ｄ
Ｂ
程
度
）が
あ
り
ま
す
｡

４
）室
外
ユ
ニ
ット
の
両
側
面
お
よ
び
上
方
に
障
害
物
が
あ
る（
吹
出
し
空
気
が
障
害
物
に
当
た
る
）よ
う
な
設
置
場
所
で
は
､本
品
の
ご
使
用

　
 は
お
や
め
く
だ
さ
い
｡シ
ョ
ー
ト
サ
イ
ク
ル
の
原
因
に
な
り
ま
す
｡

B
H
7
9
G
7
4
0
H
0
3

②
取
付
ネ
ジ
５
×
１
５
４
本

③
ワ
ッ
シ
ャ
ー

４
個

④
ス
プ
リ
ン
グ
ワ
ッ
シ
ャ
ー
４
個

PA
C
-S
J0
3A
G

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
用

（
１
）フ
ァ
ン
ガ
ー
ド
固
定
ネ
ジ

（
外
周
５
本
）を
取
外
し

て
､フ
ァ
ン
ガ
ー
ド
を
外

し
て
く
だ
さ
い
｡

（
２
）フ
ァ
ン
ガ
ー
ド
の
爪
を

エ
ア
ガ
イ
ド
の
角
穴

に
挿
し
こ
ん
で
く
だ

さ
い
｡

（
４
）ワ
ッ
シ
ャ
ー
③
と
ス
プ
リ
ン

グ
ワ
ッ
シ
ャ
ー
④
と
ネ
ジ

②
で
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
に
取

付
け
て
く
だ
さ
い
｡

　
   
※
ハ
ン
ド
ル
部
分
に
つ
い

　
て
は
既
存
の
ネ
ジ
を
使

　
用
し
て
く
 だ
さ
い
｡

（
３
）フ
ァ
ン
ガ
ー
ド
の
爪（
４
ヶ

所
）を
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
本

体
に
設
け
て
あ
る
取
付

穴
に
挿
し
こ
ん
で
く
だ

さ
い
｡

（
１
）フ
ァ
ン
ガ
ー
ド
固
定
ネ
ジ

（
外
周
４
本
）を
取
外
し

て
､フ
ァ
ン
ガ
ー
ド
を
外

し
て
く
だ
さ
い
｡

（
２
）フ
ァ
ン
ガ
ー
ド
の
爪
を

エ
ア
ガ
イ
ド
の
長
穴

に
挿
し
こ
ん
で
く
だ

さ
い
｡

（
４
）ワ
ッ
シ
ャ
ー
③
と
ス
プ
リ
ン

グ
ワ
ッ
シ
ャ
ー
④
と
ネ
ジ

②
で
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
に
取

付
け
て
く
だ
さ
い
｡

（
３
）フ
ァ
ン
ガ
ー
ド
の
爪（
２
ヶ

所
）を
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
本

体
に
設
け
て
あ
る
取
付

穴
に
挿
し
こ
ん
で
く
だ

さ
い
｡

三
菱
電
機
パ
ッ
ケ
ー
ジ
エ
ア
コ
ン
別
売
部
品

エ
ア
ガ
イ
ド
 据
付
工
事
説
明
書

安
全
の
た
め
に
必
ず
守
る
こ
と

●
据
付
完
了
後
､試
運
転
を
行
い
異
常
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
､こ
の
据
付
工
事
説
明
書
は
取
扱
説
明
書
と
と
も
に
､お
客
様
で
保
管
い
た
だ
く

　
よ
う
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
｡　
ま
た
､お
使
い
に
な
る
方
が
代
わ
る
場
合
は
､新
し
く
お
使
い
に
な
る
方
に
お
渡
し
い
た
だ
く
よ
う
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
｡

●
据
付
け
は
､こ
の
｢安
全
の
た
め
に
必
ず
守
る
こ
と
｣を
よ
く
お
読
み
の
う
え
､確
実
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
｡

●
こ
こ
に
示
し
た
注
意
事
項
は
安
全
に
関
す
る
重
大
な
内
容
を
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
､必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
｡

●
誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
生
じ
る
危
険
と
そ
の
程
度
を
､次
の
表
示
で
区
分
し
て
説
明
し
て
い
ま
す
｡

据
付
け
(移
設
)・
電
気
工
事
を
す
る
前
に

誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
､

死
亡
や
重
傷
な
ど
に
結
び
つ
く

可
能
性
が
あ
る
も
の
｡

誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
､

軽
傷
ま
た
は
家
屋・
家
財
な
ど

の
損
害
に
結
び
つ
く
も
の
｡

据
付
け
は
､販
売
店
ま
た
は
専
門
業
者
に
依
頼
す
る
｡

●
お
客
様
自
身
で
据
付
工
事
を
さ
れ
不
備
が
あ
る
と
､水
漏
れ
や
感
電
･

　
火
災
等
の
原
因
に
な
り
ま
す
｡

据
付
け
は
､こ
の
据
付
工
事
説
明
書
に
従
っ
て
確
実
に
行
う
｡

●
据
付
け
に
不
備
が
あ
る
と
､水
漏
れ
や
感
電
･火
災
等
の
原
因
に

　
な
り
ま
す
｡

冷
媒
配
管
の
断
熱
は
結
露
し
な
い
よ
う
に
確
実
に
行
う
｡

●
不
完
全
な
断
熱
工
事
を
行
う
と
配
管
等
表
面
が
結
露
し
て
､露
タ
レ
等
を

　
発
生
し
､天
井
･床
そ
の
他
､大
切
な
も
の
を
濡
ら
す
原
因
に
な
り
ま
す
｡

電
源
配
線
は
､電
流
容
量
に
合
っ
た
規
格
品
を
使
用
す
る
こ
と
｡

●
漏
電
や
発
熱
･火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
｡

ド
レ
ン
配
管
は
､据
付
工
事
説
明
書
に
従
っ
て
確
実
に
排
水
す
る
よ
う

施
工
し
､結
露
が
生
じ
な
い
よ
う
保
温
す
る
こ
と
｡

●
配
管
工
事
に
不
備
が
あ
る
と
水
漏
れ
し
､天
井
･床
そ
の
他
家
財
等
を

　
濡
ら
す
原
因
に
な
り
ま
す
｡

ポ
リ
袋
は
幼
児
の
手
の
届
く
と
こ
ろ
に
置
か
な
い
｡

●
頭
か
ら
か
ぶ
る
な
ど
し
た
と
き
に
口
や
鼻
を
ふ
さ
ぎ
窒
息
す
る
原
因
に

　
な
り
ま
す
｡

●
2
0
kg
以
上
の
製
品
は
原
則
と
し
て
2
人
以
上
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
｡P
P
バ

　
ン
ド
な
ど
所
定
の
位
置
以
外
を
も
っ
て
製
品
を
動
か
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
｡

●
素
手
で
部
品
端
面
や
フ
ィ
ン
な
ど
に
触
れ
る
と
ケ
ガ
を
す
る
場
合
が

　
あ
り
ま
す
の
で
保
護
具
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
｡

製
品
の
運
搬
は
十
分
注
意
し
て
行
う
｡

1
5
0
～
4
0
0

壁
面

壁
面

壁
面

壁
面

5
0
0
以
上

エ
ア
ガ
イ
ド

1
5
0
以
上

500以上

150～400

150～400 500以上

壁
面

5
0
0
以
上

1
5
0
以
上

5
0
0
以
上

5
0
0
以
上

150～
      400

爪

爪

③
④
②

爪
爪

③
②
④

( 本マニュアル用に変更 ･ 修正しています )
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11-6

室
外
ユ
ニ
ッ
ト

11-6

使用目的 / 用途

● PUZ-ZRMP40 ～ 63(S)KA4
● PUZ-ERMP40 ～ 63(S)KA4
● PU-CRMP40 ～ 63(S)KA4

●“吹出ガイド ”は、室外ユニットを店先や通路等に据え付けた際、室外ユニッ
トの熱風（冷房運転時）または冷風（暖房運転時）の吹出方向を上向き、下向
き、または横向きに変えるものです。

● 路地に設置した室外ユニットから出る風が直接通行人に当たらないようにします。
● 室外ユニットの正面に建物がある場合、スマッジングによる外壁の汚れを防止

できます。
● ショートサイクルの対策にも利用ができ、室外ユニット前方に障害物がある場

合や室外ユニットの集中設置時に効果的です。

吹出ガイド

仕　様

対象ユニット

外形図（単位：mm）

507

Z

Z-Z

Z

4-φ5穴 465
106.8
55.8

14

48
0

46
2

55
4

57
1

48
52
°

53
.7

8×
48
(=
38
4)

462
489.6

形　　名 PAC-SJ07SG

外装
色（マンセル） アイボリー（3.0 Ｙ 7.8/1.1）

材　　質 吹出ガイド本体：合金化溶融亜鉛メッキ鋼板
表面処理 アクリル樹脂塗装

質　　量 2.8㎏
吹出方向 上向き、下向き、横向きの何れかに変更

付属部品×数量
< 材質／表面処理 >

ネジ（Ｍ 5 × 10）× 4〈鉄 / 亜鉛ニッケル合金メッキ〉
ネジ（Ｍ 4 × 12）× 4〈鉄 / 亜鉛ニッケル合金メッキ〉

（1 個使い）
（1 個使い）
（1 個使い）

注　意
・積雪が予想される場所では“上向き”での使用は絶対におやめください。
・本品取付により、能力ダウン（2 ～ 3％）および室外ユニットの騒音アップ
　（1 ～ 2dB）があります。
・室外ユニットの背面と両側面に障害物があるような場所では“上向き”での使

用はおやめください。

吹出ガイド
● PAC-SJ07SG
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室
外
ユ
ニ
ッ
ト

取付説明書

11-7

吹出ガイド : PAC-SJ07SG

3
　
  設
置
ス
ペ
ー
ス
の
確
認

4
　
 取
付
方
法

2
　
 取
付
完
成
図

幅
8
0
9×
高
さ
6
3
0×
奥
行
3
0
0
m
m
の

室
外
ユ
ニ
ット

●
シ
ョ
ー
ト
サ
イ
ク
ル
を
お
こ
さ
な
い
よ
う
以
下
の
周
囲
必
要
空
間
を
確
保
の
う
え
､可
能
な
限
り
障
害
物
の
な
い
場
所
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

１
）単
独
設
置
時
の
周
囲
必
要
空
間

   
　
●
下
図（
３
）,（
５
）の
よ
う
な
場
合
は
本
品
の“
上
吹
き
”で
の
ご
使
用
は
お
や
め
く
だ
さ
い
。

（
１
）正
面
に
障
害
物
が
あ
る
場
合

 　
（
背
面
､側
面
､上
方
は
開
放
）

（
１
）正
面
に
障
害
物
が
あ
る
場
合

　
 （
背
面
､側
面
､上
方
は
開
放
） 

（
１
）1
台
多
列
設
置
の
場
合

（
２
）複
数
台
多
列
設
置
の
場
合

（
２
）背
面
と
正
面
に
障
害
物
が
あ
る
場
合

  　
（
側
面
､上
方
は
開
放
）

（
３
）背
面
と
上
方
に
障
害
物
が
あ
る
場
合

　
  （
正
面
､側
面
は
開
放
）

（
２
）背
面
と
正
面
に
障
害
物
が
あ
る
場
合

　
  （
側
面
､上
方
は
開
放
） 

（
３
）背
面
と
上
方
に
障
害
物
が
あ
る
場
合

  　
（
正
面
､側
面
は
開
放
）

（
４
）背
面
と
側
面
に
障
害
物
が
あ
る
場
合

　
  （
正
面
､上
方
は
開
放
）

（
５
）背
面
と
側
面
お
よ
び
上
方
に
障
害

  　
物
が
あ
る
場
合（
正
面
は
開
放
）

２
）複
数
台
設
置
時
の
周
囲
必
要
空
間

   
　
●
横
連
続
設
置
の
場
合
､ユ
ニ
ット
間
は
3
5
0
以
上
確
保
し
て
く
だ
さ
い
。

   
　
●
下
図（
３
）の
よ
う
な
場
合
は
本
品
の“
上
吹
き
”で
の
ご
使
用
は
お
や
め
く
だ
さ
い
。

１
）サ
ポ
ー
ト
②（
２
個
）を
ネ
ジ
④（
４
本
）で
室
外
ユ
ニ
ット
に
固
定
し
､枠
を
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。

２
）組
み
立
て
た
サ
ポ
ー
ト
に
､吹
出
ガ
イ
ド
①
を
ネ
ジ
③（
４
本
）で
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　
●
吹
出
方
向
は
４
方
向
選
択
で
き
ま
す
の
で
､吹
出
ベ
ー
ン
の
向
き
を
ご
確
認
の
う
え
､現
地
に
合
っ
た
方
向
で
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

〈
吹
出
方
向
の
設
置
〉

上
向
き

下
向
き

左
向
き

右
向
き

①
吹
出
ガ
イ
ド
…
…
…
…
１
個
②
サ
ポ
ー
ト
…
…
…
…
…
２
個
③
取
付
ネ
ジ
 ５
×
１
０
…
…
４
本
④
取
付
ネ
ジ
 ４
×
１
２
…
…
…
４
本

B
H
7
9
R
2
7
2
H
0
2

 50
0以
上

50
0以
上
10
0以
上

50
0以
下

20
0以
上1000以上

10
00
以上

10
00
以上

10
00
以上

30
0以
上

40
0以
上

※
別
売
吹
出
ガ
イド
を“
上
吹
き
”以
外
で

　
ご
使
用
の
場
合
20
00
以
上

10
0以
上

50
0以
上

50
0以
上

40
0以
上

※
別
売
吹
出
ガ
イド
を“
上
吹
き
”以
外
で

　
ご
使
用
の
場
合
10
00
以
上

10
00
以上

30
0以
上

20
0以
上

10
0以
上

35
0以
上

50
0以
下

30
0以
上

15
0以
上

35
0以
上

1000以上

30
0以
上

30
0以
下

10
00
以上

1000以上

※
横
連
続
設
置
は
3台
ま
で
と
し
､

　
そ
れ
以
上
の
場
合
は
上
図
に
示
す

　
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
て
く
だ
さ
い
。

P
A
C
-S
J0
7
S
G

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
 Ｋ
シ
リ
ー
ズ
用

三
菱
電
機
パ
ッ
ケ
ー
ジ
エ
ア
コ
ン
別
売
部
品

吹
出
ガ
イ
ド
 据
付
工
事
説
明
書

安
全
の
た
め
に
必
ず
守
る
こ
と

●
据
付
完
了
後
､試
運
転
を
行
い
異
常
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
､こ
の
据
付
工
事
説
明
書
は
取
扱
説
明
書
と
と
も
に
､お
客
様
で
保
管
し
て
い
た
だ
く

　
よ
う
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
｡ま
た
､お
使
い
に
な
る
方
が
代
わ
る
場
合
は
､新
し
く
お
使
い
に
な
る
方
に
お
渡
し
い
た
だ
く
よ
う
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

●
据
付
け
は
､こ
の
｢安
全
の
た
め
に
必
ず
守
る
こ
と
｣を
よ
く
お
読
み
の
う
え
､確
実
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
こ
こ
に
示
し
た
注
意
事
項
は
安
全
に
関
す
る
重
大
な
内
容
を
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
､必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
生
じ
る
危
険
と
そ
の
程
度
を
､次
の
表
示
で
区
分
し
て
説
明
し
て
い
ま
す
。

据
付
け
(移
設
)・
電
気
工
事
を
す
る
前
に

誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
､

死
亡
や
重
傷
な
ど
に
結
び
つ
く

可
能
性
が
あ
る
も
の
。

誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
､

軽
傷
ま
た
は
家
屋・
家
財
な
ど

の
損
害
に
結
び
つ
く
も
の
。

据
付
け
は
､販
売
店
ま
た
は
専
門
業
者
に
依
頼
す
る
。

●
お
客
様
自
身
で
据
付
工
事
を
さ
れ
不
備
が
あ
る
と
､水
漏
れ
や
感
電
･

　
火
災
等
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

据
付
け
は
､こ
の
据
付
工
事
説
明
書
に
従
っ
て
確
実
に
行
う
。

●
据
付
け
に
不
備
が
あ
る
と
､水
漏
れ
や
感
電
･火
災
等
の
原
因
に

　
な
り
ま
す
。

冷
媒
配
管
の
断
熱
は
結
露
し
な
い
よ
う
に
確
実
に
行
う
。

●
不
完
全
な
断
熱
工
事
を
行
う
と
配
管
等
表
面
が
結
露
し
て
､露
タ
レ

　
等
を
発
生
し
､天
井
･床
そ
の
他
､大
切
な
も
の
を
濡
ら
す
原
因
に

　
な
り
ま
す
。

こ
の
“吹
出
ガ
イ
ド
”は
､室
外
ユ
ニ
ッ
ト
を
店
先
や
通
路
等
に
据
付
け
た
場
合
､室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
熱
風
(冷
房
運
転
時
)

ま
た
は
冷
風
(暖
房
運
転
時
)の
吹
出
方
向
を
上
向
き
､下
向
き
､ま
た
は
横
向
き
に
変
え
る
も
の
で
す
。

な
お
､本
品
の
取
付
け
の
際
に
は
､次
の
点
に
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

1
)積
雪
が
予
想
さ
れ
る
場
合
で
は
､“
上
吹
き
”で
の
ご
使
用
は
絶
対
に
お
や
め
く
だ
さ
い
｡

　
ガ
ー
ド
内
に
雪
が
溜
ま
り
､フ
ァ
ン
等
が
破
損
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

2
)本
品
取
付
け
に
よ
り
､能
力
ダ
ウ
ン
(2
～
3
%
)お
よ
び
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
騒
音
ア
ッ
プ
(1
～
2
dB
程
度
)が
あ
り
ま
す
。

3
)室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
背
面
と
､両
側
面
に
障
害
物
が
あ
る
(吸
込
み
空
気
を
ユ
ニ
ッ
ト
上
方
か
ら
取
入
れ
る
)よ
う
な

　
設
置
場
所
で
は
“上
吹
き
”で
の
ご
使
用
は
お
め
や
く
だ
さ
い
｡シ
ョ
ー
ト
サ
イ
ク
ル
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

4
)配
置
ス
ペ
ー
ス
に
つ
い
て
は
代
表
機
種
に
つ
い
て
記
載
し
て
あ
り
ま
す
｡

　
念
の
た
め
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
据
付
工
事
説
明
書
､も
し
く
は
カ
タ
ロ
グ
の
設
置
ス
ペ
ー
ス
の
項
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

電
源
配
線
は
､電
流
容
量
に
合
っ
た
規
格
品
を
使
用
す
る
こ
と
。

●
漏
電
や
発
熱
･火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

ド
レ
ン
配
管
は
､据
付
工
事
説
明
書
に
従
っ
て
確
実
に
排
水
す
る

よ
う
施
工
し
､結
露
が
生
じ
な
い
よ
う
保
温
す
る
こ
と
。

●
配
管
工
事
に
不
備
が
あ
る
と
水
漏
れ
し
､天
井
･床
そ
の
他
家
財
等

　
を
濡
ら
す
原
因
に
な
り
ま
す
。

ポ
リ
袋
は
幼
児
の
手
の
届
く
と
こ
ろ
に
置
か
な
い
。

●
頭
か
ら
か
ぶ
る
な
ど
し
た
と
き
に
口
や
鼻
を
ふ
さ
ぎ
窒
息
す
る
原
因

　
に
な
り
ま
す
。

こ
の
箱
の
中
に
は
､こ
の
説
明
書
の
他
に
下
記
部
品
が
入
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

1
　
 部
品
の
確
認

吹
出
ガ
イ
ド

62

吹
出
方
向

吹
出
方
向

吹
出
方
向

吹
出
方
向

④

①③

②

( 本マニュアル用に変更 ･ 修正しています )
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室
外
ユ
ニ
ッ
ト

11-8

使用目的 / 用途

● PUZ-ZRMP80(S)HA4	 （1 個使い）
● PUZ-ERMP80(S)HA4	 （1 個使い）
● PU-CRMP80(S)HA4	 （1 個使い）

●“吹出ガイド ”は、室外ユニットを店先や通路等に据え付けた際、室外ユニッ
トの熱風（冷房運転時）または冷風（暖房運転時）の吹出方向を上向き、下向
き、または横向きに変えるものです。

● 路地に設置した室外ユニットから出る風が直接通行人に当たらないようにします。
● 室外ユニットの正面に建物がある場合、スマッジングによる外壁の汚れを防止

できます。
● ショートサイクルの対策にも利用ができ、室外ユニット前方に障害物がある場

合や室外ユニットの集中設置時に効果的です。

吹出ガイド 

仕　様

対象ユニット

外形図（単位：mm）

571.4
559（吹出しガイド本体と取付サポートの取付ピッチ）

303（取付サポートと室外ユニットの取付ピッチ）

5
7
1
.4

5
5
9（
吹
出
し
ガ
イ
ド
本
体
と
取
付
サ
ポ
ー
ト
の
取
付
ピ
ッ
チ
）

4-φ5穴

4-6×8長穴49.7

1
7
.8

2
4

2
0×
2
4（
＝
4
8
0
）

□
5
1
7
.7

3
2
°

形　　名 PAC-SJ04SG

外装
色 アイボリー

マンセル 3.0 Ｙ 7.8/1.1
材　　質 吹出ガイド本体：ＰＰ樹脂

質　　量 1.2㎏
吹出方向 上向き、下向き、横向きの何れかに変更

付属部品 取付用座付きネジ（M5 × 40）× 4< 鉄線（SWCH18A）／亜鉛メッキ >
スペーサー× 4

注　意
・積雪が予想される場所では“上向き”での使用は絶対におやめください。
・本品取付により、能力ダウン（2 ～ 3％）および室外ユニットの騒音アップ
　（1 ～ 2dB）があります。
・室外ユニットの背面と両側面に障害物があるような場所では“上向き”での使

用はおやめください。

吹出ガイド
● PAC-SJ04SG
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室
外
ユ
ニ
ッ
ト

取付説明書

11-9

吹出ガイド : PAC-SJ04SG
( 本マニュアル用に変更 ･ 修正しています )

3
　
 設
置
ス
ペ
ー
ス
の
確
認

4
　
 取
付
方
法

2
　
 取
付
完
成
図

〔
下
図
に
お
い
て（
  ）
内
寸
法
は
 Ｃ
タ
イ
プ
の
場
合
 を
示
し
ま
す
。な
お
、（
  ）
の
併
記
が
な
い
寸
法
は
シ
リ
ー
ズ
共
通
で
す
。単
位
m
m
〕

●
シ
ョ
ー
ト
サ
イ
ク
ル
を
お
こ
さ
な
い
よ
う
以
下
の
周
囲
必
要
空
間
を
確
保
の
う
え
、可
能
な
限
り
障
害
物
の
な
い
場
所
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

１
）単
独
設
置
時
の
周
囲
必
要
空
間

   
　
●
下
図（
３
）,（
５
）の
よ
う
な
場
合
は
本
品
の“
上
吹
き
”で
の
ご
使
用
は
お
や
め
く
だ
さ
い
。

（
１
）正
面
に
障
害
物
が
あ
る
場
合

   
  （
背
面
、側
面
、上
方
は
開
放
）

（
１
）正
面
に
障
害
物
が
あ
る
場
合

   
  （
背
面
、側
面
、上
方
は
開
放
）

（
１
）1
台
多
列
設
置
の
場
合

（
２
）複
数
台
多
列
設
置
の
場
合

（
２
）背
面
と
正
面
に
障
害
物
が
あ
る
場
合

   
  （
側
面
、上
方
は
開
放
）

（
３
）背
面
と
上
方
に
障
害
物
が
あ
る
場
合

   
  （
正
面
、側
面
は
開
放
）

（
２
）背
面
と
正
面
に
障
害
物
が
あ
る
場
合

   
  （
側
面
、上
方
は
開
放
）

（
３
）背
面
と
上
方
に
障
害
物
が
あ
る
場
合

   
  （
正
面
、側
面
は
開
放
）

（
４
）背
面
と
側
面
に
障
害
物
が
あ
る
場
合

   
  （
正
面
、上
方
は
開
放
）

（
５
）背
面
と
側
面
お
よ
び
上
方
に
障
害

   
  物
が
あ
る
場
合（
正
面
は
開
放
）

２
）複
数
台
設
置
時
の
周
囲
必
要
空
間

   
　
●
横
連
続
設
置
の
場
合
、ユ
ニ
ット
間
は
１
０
以
上
確
保
し
て
く
だ
さ
い
。

   
　
●
下
図（
３
）の
よ
う
な
場
合
は
本
品
の“
上
吹
き
”で
の
ご
使
用
は
お
や
め
く
だ
さ
い
。

１
）既
存
の
フ
ァ
ン
ガ
ー
ド
を
固
定
し
て
い
る
ネ
ジ（
４
本
）を
取
外
し
て
く
だ
さ
い
。

２
）ス
ペ
ー
サ
③（
４
個
）を
フ
ァ
ン
ガ
ー
ド
の
ネ
ジ
固
定
箇
所
に
あ
て
、吹
出
ガ
イ
ド
①
を
フ
ァ
ン
ガ
ー
ド
の
上
か
ら
ネ
ジ
②
で
室
外
ユ
ニ
ット
本
体
に
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　
●
吹
出
方
向
は
４
方
向
選
択
で
き
ま
す
の
で
、吹
出
ベ
ー
ン
の
向
き
を
ご
確
認
の
う
え
、現
地
に
合
っ
た
方
向
で
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

〈
吹
出
方
向
の
設
置
〉

上
向
き

吹
出
ガ
イ
ド

吹
出
ベ
ー
ン

下
向
き

横
向
き（
左
ま
た
は
右
）

①
吹
出
ガ
イ
ド
…
…
…
１
個

②
取
付
ネ
ジ
 ５
×
４
０
…
…
４
本
③
ス
ペ
ー
サ
…
…
…
…
…
４
個

B
H
7
9
G
7
5
6
H
0
5

 50
0以
上

50
0以
上
（1
50
）

10
0以
上

（3
00
）

50
0以
下

20
0以
上1000以上

10
00
以上

10
00
以上

10
00
以上

30
0以
上

（5
00
）

（1
50
0）

（1
50
0）
（6
00
）

40
0以
上

※
別
売
吹
出
ガ
イド
を“
上
吹
き
”以
外
で

　
ご
使
用
の
場
合
20
00
（
30
00
）以
上

10
0以
上

50
0以
上

（1
00
0）

（1
00
0）
（1
50
）

（6
00
）

50
0以
上

40
0以
上

※
別
売
吹
出
ガ
イド
を“
上
吹
き
”以
外
で

　
ご
使
用
の
場
合
10
00
（
20
00
）以
上

10
00
以上

（5
00
）

30
0以
上

20
0以
上

（3
00
）

10
0以
上

（2
00
）

（2
00
）

40
～6
3形

は3
50
以上10
0以
上

50
0以
下

30
0以
上

（5
00
）

40
～6
3形

は3
50
以上

15
0以
上

（2
50
）

（2
50
）

15
0以
上

1000以上
（1500）

30
0以
上

（5
00
）

30
0以
下

10
00
以上

（1
50
0）

1000以上
（1500）

※
横
連
続
設
置
は
3台
ま
で
と
し
、

　
そ
れ
以
上
の
場
合
は
上
図
に
示
す

　
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
て
く
だ
さ
い
。

①
③

フ
ァ
ン
ガ
ー
ド

②幅
9
5
0×
高
さ
7
4
0×
奥
行
3
3
0
m
m

の
室
外
ユ
ニ
ット

Ａ
タ
イ
プ
の
場
合

幅
9
5
0×
高
さ
9
4
3×
奥
行
3
3
0
m
m

の
室
外
ユ
ニ
ット

Ｂ
タ
イ
プ
の
場
合

幅
9
5
0×
高
さ
1
,3
5
0

×
奥
行
3
3
0
m
m
の

室
外
ユ
ニ
ット

Ｃ
タ
イ
プ
の
場
合

三
菱
電
機
パ
ッ
ケ
ー
ジ
エ
ア
コ
ン
別
売
部
品

吹
出
ガ
イ
ド
 据
付
工
事
説
明
書

安
全
の
た
め
に
必
ず
守
る
こ
と

●
据
付
完
了
後
､試
運
転
を
行
い
異
常
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
､こ
の
据
付
工
事
説
明
書
は
取
扱
説
明
書
と
と
も
に
､お
客
様
で
保
管
い
た
だ
く

　
よ
う
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
お
使
い
に
な
る
方
が
代
わ
る
場
合
は
､新
し
く
お
使
い
に
な
る
方
に
お
渡
し
い
た
だ
く
よ
う
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

●
据
付
け
は
､こ
の
｢安
全
の
た
め
に
必
ず
守
る
こ
と
｣を
よ
く
お
読
み
の
う
え
､確
実
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
こ
こ
に
示
し
た
注
意
事
項
は
安
全
に
関
す
る
重
大
な
内
容
を
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
､必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
生
じ
る
危
険
と
そ
の
程
度
を
､次
の
表
示
で
区
分
し
て
説
明
し
て
い
ま
す
。

P
A
C
-S
J0
4
S
G

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
用

据
付
け
(移
設
)・
電
気
工
事
を
す
る
前
に

誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
、

死
亡
や
重
傷
な
ど
に
結
び
つ
く

可
能
性
が
あ
る
も
の
。

誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
、

軽
傷
ま
た
は
家
屋・
家
財
な
ど

の
損
害
に
結
び
つ
く
も
の
。

据
付
け
は
､販
売
店
ま
た
は
専
門
業
者
に
依
頼
す
る
。

●
お
客
様
自
身
で
据
付
工
事
を
さ
れ
不
備
が
あ
る
と
､水
漏
れ
や
感
電
･

　
火
災
等
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

据
付
け
は
､こ
の
据
付
工
事
説
明
書
に
従
っ
て
確
実
に
行
う
。

●
据
付
け
に
不
備
が
あ
る
と
､水
漏
れ
や
感
電
･火
災
等
の
原
因
に

　
な
り
ま
す
。

冷
媒
配
管
の
断
熱
は
結
露
し
な
い
よ
う
に
確
実
に
行
う
。

●
不
完
全
な
断
熱
工
事
を
行
う
と
配
管
等
表
面
が
結
露
し
て
､露
タ
レ

　
等
を
発
生
し
､天
井
･床
そ
の
他
､大
切
な
も
の
を
濡
ら
す
原
因
に

　
な
り
ま
す
。

こ
の
“吹
出
ガ
イ
ド
”は
､室
外
ユ
ニ
ッ
ト
を
店
先
や
通
路
等
に
据
付
け
た
場
合
､室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
熱
風
(冷
房
運
転
時
)

ま
た
は
冷
風
(暖
房
運
転
時
)の
吹
出
方
向
を
上
向
き
､下
向
き
､ま
た
は
横
向
き
に
変
え
る
も
の
で
す
。

な
お
､本
品
の
取
付
け
の
際
に
は
､次
の
点
に
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

1
)積
雪
が
予
想
さ
れ
る
場
合
で
は
､“
上
吹
き
”で
の
ご
使
用
は
絶
対
に
お
や
め
く
だ
さ
い
｡

　
フ
ァ
ン
ガ
ー
ド
内
に
雪
が
溜
ま
り
､フ
ァ
ン
等
が
破
損
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

2
)本
品
取
付
け
に
よ
り
､能
力
ダ
ウ
ン
(2
～
3
%
)お
よ
び
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
騒
音
ア
ッ
プ
(1
～
2
dB
程
度
)が
あ
り
ま
す
。

3
)室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
背
面
と
､両
側
面
に
障
害
物
が
あ
る
(吸
込
み
空
気
を
ユ
ニ
ッ
ト
上
方
か
ら
取
入
れ
る
)よ
う
な

　
設
置
場
所
で
は
“上
吹
き
”で
の
ご
使
用
は
お
め
や
く
だ
さ
い
｡シ
ョ
ー
ト
サ
イ
ク
ル
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

4
)配
置
ス
ペ
ー
ス
に
つ
い
て
は
代
表
機
種
に
つ
い
て
記
載
し
て
あ
り
ま
す
｡

　
念
の
た
め
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
据
付
工
事
説
明
書
､も
し
く
は
カ
タ
ロ
グ
の
設
置
ス
ペ
ー
ス
の
項
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

電
源
配
線
は
､電
流
容
量
に
合
っ
た
規
格
品
を
使
用
す
る
こ
と
。

●
漏
電
や
発
熱
･火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

ド
レ
ン
配
管
は
､据
付
工
事
説
明
書
に
従
っ
て
確
実
に
排
水
す
る

よ
う
施
工
し
､結
露
が
生
じ
な
い
よ
う
保
温
す
る
こ
と
。

●
配
管
工
事
に
不
備
が
あ
る
と
水
漏
れ
し
､天
井
･床
そ
の
他
家
財
等

　
を
濡
ら
す
原
因
に
な
り
ま
す
。

ポ
リ
袋
は
幼
児
の
手
の
届
く
と
こ
ろ
に
置
か
な
い
。

●
頭
か
ら
か
ぶ
る
な
ど
し
た
と
き
に
口
や
鼻
を
ふ
さ
ぎ
窒
息
す
る
原
因

　
に
な
り
ま
す
。

こ
の
箱
の
中
に
は
､こ
の
説
明
書
の
ほ
か
に
下
記
部
品
が
入
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

2
フ
ァ
ン
タ
イ
プ
の
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
に
ご
使
用
の
場
合
､本
品
は
2
セ
ッ
ト
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
､ご
注
意
く
だ
さ
い
。

1
　
 部
品
の
確
認

86

188

8664
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使用目的 / 用途

● PUZ-ZRMP112 ～ 160KA4, PUZ-ZRP224･280KA10　（2 個使い）
● PUZ-ERMP112 ～ 160LA4, PUZ-ERP224･280KA10　（2 個使い）
● PUZ-ERMP112･140LA5　 （1 個使い）
● PU-CRMP112 ～ 160LA4　（2 個使い）
● PUZ-HRMP80 ～ 160KA　（2 個使い）

●“吹出ガイド ”は、室外ユニットを店先や通路等に据え付けた際、室外ユニッ
トの熱風（冷房運転時）または冷風（暖房運転時）の吹出方向を上向き、下向
き、または横向きに変えるものです。

● 路地に設置した室外ユニットから出る風が直接通行人に当たらないようにします。
● 室外ユニットの正面に建物がある場合、スマッジングによる外壁の汚れを防止

できます。
● ショートサイクルの対策にも利用ができ、室外ユニット前方に障害物がある場

合や室外ユニットの集中設置時に効果的です。

吹出ガイド 

仕　様

対象ユニット

外形図（単位：mm）

本　体 サポート
598 150

62
5

638

62
6

28
5

28
5

50

6×
85
（
＝
51
0）

85

45
°

形　　名 PAC-SH96SG

外装
色 アイボリー

マンセル 3.0 Ｙ 7.8/1.1
材　　質 吹出ガイド本体：合金化溶融亜鉛メッキ鋼板

質　　量 7㎏
吹出方向 上向き、下向き、横向きの何れかに変更

付属部品 取付用座付きネジ（M5 × 15）× 12< 鉄線（SWCH18A）／亜鉛メッキ >
ワッシャー× 12, スプリングワッシャー× 12

注　意
・	積雪が予想される場所では“上向き”での使用は絶対におやめください。
・	本品取付により、能力ダウン（2 ～ 3％）および室外ユニットの騒音アップ
　（1 ～ 2dB）があります。
・室外ユニットの背面と両側面に障害物があるような場所では“上向き”での使

用はおやめください。

吹出ガイド
● PAC-SH96SG
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吹出ガイド : PAC-SH96SG

三
菱
電
機
パ
ッ
ケ
ー
ジ
エ
ア
コ
ン
別
売
部
品

吹
出
ガ
イ
ド
 据
付
工
事
説
明
書

(1
)正
面
に
障
害
物
が
あ
る
場
合

　
 (背
面
､側
面
､上
方
は
開
放
)

(2
)背
面
と
正
面
に
障
害
物
が
あ
る
場
合

　
 (側
面
､上
方
は
開
放
)

〔
単
位
：
㎜
〕

(3
)背
面
と
上
方
に
障
害
物
が
あ
る
場
合

　
 (正
面
､側
面
は
開
放
)

(5
)背
面
と
側
面
お
よ
び
上
方
に
障
害
物
が

   
  あ
る
場
合
(正
面
は
開
放
)

●
シ
ョ
ー
ト
サ
イ
ク
ル
を
お
こ
さ
な
い
よ
う
以
下
の
周
囲
必
要
空
間
を
確
保
の
う
え
､可
能
な
限
り
障
害
物
の
な
い
場
所
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

1
)単
独
設
置
時
の
周
囲
必
要
空
間

　
●
下
図
(3
),(
5
)の
よ
う
な
場
合
は
本
品
の
“上
吹
き
"で
の
ご
使
用
は
お
や
め
く
だ
さ
い
。

2
　
 設
置
ス
ペ
ー
ス
の
確
認

P
A
C
-S
H
9
6
S
G

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
K
/L
シ
リ
ー
ズ

(4
)背
面
と
側
面
に
障
害
物
が
あ
る
場
合

　
 (正
面
､上
方
は
開
放
)

(1
)正
面
に
障
害
物
が
あ
る
場
合

　
 (背
面
､側
面
､上
方
は
開
放
)
(2
)背
面
と
正
面
に
障
害
物
が
あ
る
場
合

　
 (側
面
､上
方
は
開
放
)

(3
)背
面
と
上
方
に
障
害
物
が
あ
る
場
合

　
 (正
面
､側
面
は
開
放
)

(1
)1
台
多
列
設
置
の
場
合

(2
)複
数
台
多
列
設
置
の
場
合

2
)複
数
台
設
置
時
の
周
囲
必
要
空
間

　
●
横
連
続
設
置
の
場
合
､ユ
ニ
ッ
ト
間
は
2
5
以
上
確
保
し
て
く
だ
さ
い
。

　
●
下
図
(3
)の
よ
う
な
場
合
は
本
品
の
“上
吹
き
"で
の
ご
使
用
は
お
や
め
く
だ
さ
い
。

※
横
連
続
設
置
は
3
台
ま
で
と
し
､

　
そ
れ
以
上
の
場
合
は
上
図
に
示
す

　
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
て
く
だ
さ
い
。

※
別
売
吹
出
ガ
イ
ド
を
“上
吹
き
"以
外
で

　
ご
使
用
の
場
合
2
0
0
0
以
上

※
別
売
吹
出
ガ
イ
ド
を
“上
吹
き
"以
外
で

　
ご
使
用
の
場
合
3
0
0
0
以
上

　
●
吹
出
し
方
向
は
4
方
向
選
択
で
き
ま
す
の
で
､吹
出
ベ
ー
ン
の
向
き
を
ご
確
認
の
う
え
､現
地
に
合
っ
た
方
向
で
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

(1
)既
存
の
グ
リ
ル
の
上
か
ら
サ
ポ
ー
ト
②
を
ワ
ッ
シ
ャ
ー
④
と

　
 ス
プ
リ
ン
グ
ワ
ッ
シ
ャ
ー
⑤
と
取
付
ネ
ジ
③
(6
ヶ
所
)で

　
 室
外
ユ
ニ
ッ
ト
に
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

(2
)本
体
①
の
吹
出
ベ
ー
ン
を
任
意
の
方
向
に
合
わ
せ
､

　
 ワ
ッ
シ
ャ
ー
④
と
ス
プ
リ
ン
グ
ワ
ッ
シ
ャ
ー
⑤
と
取
付
ネ
ジ
③

　
 (6
ヶ
所
)で
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
に
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

〈吹
出
方
向
の
設
置
〉

上
向
き

吹
出
ベ
ー
ン

吹
出
ガ
イ
ド

B
H
7
9
G
7
4
0
L0
3

下
向
き

横
向
き
(左
ま
た
は
右
)

3
　
 取
付
方
法

安
全
の
た
め
に
必
ず
守
る
こ
と

●
据
付
完
了
後
､試
運
転
を
行
い
異
常
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
､こ
の
据
付
工
事
説
明
書
は
取
扱
説
明
書
と
と
も
に
､お
客
様
で
保
管
い
た
だ
く

　
よ
う
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
お
使
い
に
な
る
方
が
代
わ
る
場
合
は
､新
し
く
お
使
い
に
な
る
方
に
お
渡
し
い
た
だ
く
よ
う
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

●
据
付
け
は
､こ
の
｢安
全
の
た
め
に
必
ず
守
る
こ
と
｣を
よ
く
お
読
み
の
う
え
､確
実
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
こ
こ
に
示
し
た
注
意
事
項
は
安
全
に
関
す
る
重
大
な
内
容
を
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
､必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
生
じ
る
危
険
と
そ
の
程
度
を
､次
の
表
示
で
区
分
し
て
説
明
し
て
い
ま
す
。

据
付
け
(移
設
)・
電
気
工
事
を
す
る
前
に

誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
、

死
亡
や
重
傷
な
ど
に
結
び
つ
く

可
能
性
が
あ
る
も
の
。

誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
、

軽
傷
ま
た
は
家
屋・
家
財
な
ど

の
損
害
に
結
び
つ
く
も
の
。

据
付
け
は
､販
売
店
ま
た
は
専
門
業
者
に
依
頼
す
る
。

●
お
客
様
自
身
で
据
付
工
事
を
さ
れ
不
備
が
あ
る
と
､水
漏
れ
や
感
電
･

　
火
災
等
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

据
付
け
は
､こ
の
据
付
工
事
説
明
書
に
従
っ
て
確
実
に
行
う
。

●
据
付
け
に
不
備
が
あ
る
と
､水
漏
れ
や
感
電
･火
災
等
の
原
因
に

　
な
り
ま
す
。

冷
媒
配
管
の
断
熱
は
結
露
し
な
い
よ
う
に
確
実
に
行
う
。

●
不
完
全
な
断
熱
工
事
を
行
う
と
配
管
等
表
面
が
結
露
し
て
､露
タ
レ

　
等
を
発
生
し
､天
井
･床
そ
の
他
､大
切
な
も
の
を
濡
ら
す
原
因
に

　
な
り
ま
す
。

ド
レ
ン
配
管
は
､据
付
工
事
説
明
書
に
従
っ
て
確
実
に
排
水
す
る

よ
う
施
工
し
､結
露
が
生
じ
な
い
よ
う
保
温
す
る
こ
と
。

●
配
管
工
事
に
不
備
が
あ
る
と
水
漏
れ
し
､天
井
･床
そ
の
他
家
財
等

　
を
濡
ら
す
原
因
に
な
り
ま
す
。

ポ
リ
袋
は
幼
児
の
手
の
届
く
と
こ
ろ
に
置
か
な
い
。

●
頭
か
ら
か
ぶ
る
な
ど
し
た
と
き
に
口
や
鼻
を
ふ
さ
ぎ
窒
息
す
る
原
因

　
に
な
り
ま
す
。

こ
の
“吹
出
ガ
イ
ド
”は
､室
外
ユ
ニ
ッ
ト
を
店
先
や
通
路
等
に
据
付
け
た
場
合
､室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
熱
風
(冷
房
運
転
時
)

ま
た
は
冷
風
(暖
房
運
転
時
)の
吹
出
方
向
を
上
向
き
､下
向
き
､ま
た
は
横
向
き
に
変
え
る
も
の
で
す
。

な
お
､本
品
の
取
付
け
の
際
に
は
､次
の
点
に
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

1
)積
雪
が
予
想
さ
れ
る
場
合
で
は
､“
上
吹
き
”で
の
ご
使
用
は
絶
対
に
お
や
め
く
だ
さ
い
｡

　
ガ
ー
ド
内
に
雪
が
溜
ま
り
､フ
ァ
ン
等
が
破
損
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

2
)本
品
取
付
け
に
よ
り
､能
力
ダ
ウ
ン
(2
～
3
%
)お
よ
び
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
騒
音
ア
ッ
プ
(1
～
2
dB
程
度
)が
あ
り
ま
す
。

3
)室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
背
面
と
､両
側
面
に
障
害
物
が
あ
る
(吸
込
み
空
気
を
ユ
ニ
ッ
ト
上
方
か
ら
取
入
れ
る
)よ
う
な

　
設
置
場
所
で
は
“上
吹
き
”で
の
ご
使
用
は
お
め
や
く
だ
さ
い
｡シ
ョ
ー
ト
サ
イ
ク
ル
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

4
)配
置
ス
ペ
ー
ス
に
つ
い
て
は
代
表
機
種
に
つ
い
て
記
載
し
て
あ
り
ま
す
｡

　
念
の
た
め
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
据
付
工
事
説
明
書
､も
し
く
は
カ
タ
ロ
グ
の
設
置
ス
ペ
ー
ス
の
項
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

こ
の
箱
の
中
に
は
､こ
の
説
明
書
の
ほ
か
に
下
記
部
品
が
入
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

①
本
体
　
　
　
　
  1
台
②
サ
ポ
ー
ト
 　
  1
台

④
ワ
ッ
シ
ャ
ー

 1
2
個
⑤
ス
プ
リ
ン
グ

　
ワ
ッ
シ
ャ
ー

③
取
付
ネ
ジ

　
5
×
1
5
1
2
本

1
2
個

2
フ
ァ
ン
タ
イ
プ
の
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
に
ご
使
用
の
場
合
､本
品
は
2
セ
ッ
ト
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
､ご
注
意
く
だ
さ
い
。

1
　
 部
品
の
確
認

電
源
配
線
は
､電
流
容
量
に
合
っ
た
規
格
品
を
使
用
す
る
こ
と
。

●
漏
電
や
発
熱
･火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

( 本マニュアル用に変更 ･ 修正しています )
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11-12

室
外
ユ
ニ
ッ
ト

11-12

使用目的 / 用途

● PUZ-ZRMP40 ～ 63(S)KA4
● PUZ-ERMP40 ～ 63(S)KA4
● PU-CRMP40 ～ 63(S)KA4

形　　　　名 PAC-SJ08DS
接続ドレン配管 PVC 管　VP-25 または内径 25mm のビニールホース
使用環境条件 凍結なきこと（寒冷地での使用はしないでください）
材　　　　質 EPT ゴム
構 成 部 品 ドレンソケット：1 個

● 室外ユニットの底面にはドレン排水用の穴があけてあります。
“ドレンソケット”は、設置場所によりドレンホースで排水する場合に余分な
穴を塞ぎ、１カ所より集中排水するための部品です。

● 室外ユニットを吊り設置した場合や設置面を濡らしたくない場合に使用します。

ドレンソケット
ビニールホースまたは
硬質ビニール管(VP25)

仕　様

対象ユニット

外形図（単位：mm）

ドレンソケット

φ56

φ42

φ20

φ25

4

2
5

注　意
・寒冷地では使用しないでください。ドレン配管が凍結するおそれがあります。

ドレンソケット
● PAC-SJ08DS
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室
外
ユ
ニ
ッ
ト

取付説明書

11-13

ドレンソケット : PAC-SJ08DS

ビニールホースまたは
硬質ビニール管（VP２５）

①

三菱電機パッケージエアコン別売部品
ドレンソケット据付工事説明書

 形　　名　PAC-SJ08DS
 形名コード　7D2J08

室外ユニットの底面にはドレン排水用の穴をあけてあります。この目的は排水を容易にするためです。
ドレンソケットは､設置場所によりドレンホースで排水する場合に､１ヶ所より集中排水するための部品です。
なお､寒冷地では使用しないでください。ドレン配管が凍結するおそれがあります。 
※室外ユニットの底面には部品取付穴等が設けられており､それらの穴より結露水が滴下する場合があります。
　結露水の滴下を完全に防止するためには､集中排水ドレンパンをご使用ください。

①ドレンソケット

1　部品の確認 この袋の中には､この説明書の他に下記部品が入っていますのでご確認ください。

2　ドレンソケット取付方法
（１）ユニット底部にあるドレン排水穴に､ドレンソケット①を
　　接着剤（現地手配）をつけて取付ける。
     〈注〉接着剤は水漏れを防ぐシールを兼ねるので確実
　　　  に塗布してください。
     〈注〉接着剤はゴム－金属用接着剤をご使用ください。
　　　  推奨品：セメダイン社､スーパーX
（２）ドレンソケット①に市販の内径２５㎜のビニールホース､または
　  硬質ビニール管VP２５を取付けドレン配管工事を行ってください。

 ☆接着剤は現地手配願います。

RG79T558L02

１個

適用機種
室外ユニット用
・Kシリーズ

安全のために必ず守ること

●据付完了後､試運転を行い異常がないことを確認するとともに､この据付工事説明書は取扱説明書とともに､お客様で保管していただく
　ように依頼してください｡また､お使いになる方が代わる場合は､新しくお使いになる方にお渡しいただくように依頼してください。

●据付けは､この｢安全のために必ず守ること｣をよくお読みのうえ､確実に行ってください。
●ここに示した注意事項は安全に関する重大な内容を記載していますので､必ず守ってください。
●誤った取扱いをしたときに生じる危険とその程度を､次の表示で区分して説明しています。

据付け(移設)・電気工事をする前に

誤った取扱いをしたときに､
死亡や重傷などに結びつく
可能性があるもの。

誤った取扱いをしたときに､
軽傷または家屋・家財など
の損害に結びつくもの。

据付けは､販売店または専門業者に依頼する。
●お客様自身で据付工事をされ不備があると､水漏れや感電･
　火災等の原因になります。

据付けは､この据付工事説明書に従って確実に行う。
●据付けに不備があると､水漏れや感電･火災等の原因に
　なります。

冷媒配管の断熱は結露しないように確実に行う。
●不完全な断熱工事を行うと配管等表面が結露して､露タレ
　等を発生し､天井･床その他､大切なものを濡らす原因に
　なります。

電源配線は､電流容量に合った規格品を使用すること。
●漏電や発熱･火災の原因になります。

ドレン配管は､据付工事説明書に従って確実に排水する
よう施工し､結露が生じないよう保温すること。
●配管工事に不備があると水漏れし､天井･床その他家財等
　を濡らす原因になります。

ポリ袋は幼児の手の届くところに置かない。
●頭からかぶるなどしたときに口や鼻をふさぎ窒息する原因
　になります。

( 本マニュアル用に変更 ･ 修正しています )
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11-14

室
外
ユ
ニ
ッ
ト

11-14

使用目的 / 用途

● PUZ-ZRMP80(S)HA4, PUZ-ZRMP112 ～ 160KA4, PUZ-ZRP224･280KA10
● PUZ-ERMP80(S)HA4, PUZ-ERMP112 ～ 160LA4, PUZ-ERMP112・140LA5, PUZ-ERP224･280KA10
● PU-CRMP80(S)HA4, PU-CRMP112 ～ 160LA4

形　　　　名 PAC-SH71DS, PAC-SJ73DS
接続ドレン配管 PVC 管　VP-25 または内径 25mm のビニールホース
使用環境条件 凍結なきこと（寒冷地での使用はしないでください）
材　　　　質 EPT ゴム

構 成 部 品 ドレンソケット：1 個、ドレンキャップφ33：5 個、ドレンキャップφ12：2 個、
断熱材：2 枚（液管用 1 枚、ガス管用 1 枚、）、バンド：8 本

● 室外ユニットの底面にはドレン排水用の穴があけてあります。
“ドレンソケット”は、設置場所によりドレンホースで排水する場合に余分な
穴を塞ぎ、１カ所より集中排水するための部品です。

● 室外ユニットを吊り設置した場合や設置面を濡らしたくない場合に使用します。

ビニールホースまたは
硬質ビニール管(VP25)

仕　様

対象ユニット

外形図（単位：mm）

ドレンソケット ドレンキャップφ33

ドレンキャップφ12

φ12

φ20

3
4

φ33

φ47
φ47

φ33

φ25

φ20

2
5

4

注　意
・寒冷地では使用しないでください。ドレン配管が凍結するおそれがあります。

ドレンソケット
● PAC-SH71DS  ● PAC-SJ73DS
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室
外
ユ
ニ
ッ
ト

取付説明書

11-15

ドレンソケット : PAC-SH71DS

R
G
79
T5
58
K
06

三
菱
電
機
パ
ッ
ケ
ー
ジ
エ
ア
コ
ン
別
売
部
品

ド
レ
ン
ソ
ケ
ット
据
付
工
事
説
明
書

安
全
の
た
め
に
必
ず
守
る
こ
と

●
据
付
完
了
後
､試
運
転
を
行
い
異
常
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
､こ
の
据
付
工
事
説
明
書
は
取
扱
説
明
書
と
と
も
に
､お
客
様
で
保
管
い
た
だ
く

　
よ
う
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
お
使
い
に
な
る
方
が
代
わ
る
場
合
は
､新
し
く
お
使
い
に
な
る
方
に
お
渡
し
い
た
だ
く
よ
う
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

●
据
付
け
は
､こ
の
｢安
全
の
た
め
に
必
ず
守
る
こ
と
｣を
よ
く
お
読
み
の
う
え
､確
実
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
こ
こ
に
示
し
た
注
意
事
項
は
安
全
に
関
す
る
重
大
な
内
容
を
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
､必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
生
じ
る
危
険
と
そ
の
程
度
を
､次
の
表
示
で
区
分
し
て
説
明
し
て
い
ま
す
。

適
応
機
種

形
　
　
名
　
P
A
C
-S
H
7
1
D
S

形
名
コ
ード
　
７
D
2
H
7
1

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
用

･G
シ
リ
ー
ズ

･H
シ
リ
ー
ズ

･K
シ
リ
ー
ズ

･L
シ
リ
ー
ズ

据
付
け
(移
設
)・
電
気
工
事
を
す
る
前
に

誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
、

死
亡
や
重
傷
な
ど
に
結
び
つ
く

可
能
性
が
あ
る
も
の
。

誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
、

軽
傷
ま
た
は
家
屋・
家
財
な
ど

の
損
害
に
結
び
つ
く
も
の
。

据
付
け
は
、
販
売
店
ま
た
は
専
門
業
者
に
依
頼
す
る
。

●
お
客
様
自
身
で
据
付
工
事
を
さ
れ
不
備
が
あ
る
と
､水
漏
れ
や
感
電
・

　
火
災
等
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

据
付
け
は
､こ
の
据
付
工
事
説
明
書
に
従
っ
て
確
実
に
行
う
。

●
据
付
け
に
不
備
が
あ
る
と
､水
漏
れ
や
感
電
・
火
災
等
の
原
因
に

　
な
り
ま
す
。

冷
媒
配
管
の
断
熱
は
結
露
し
な
い
よ
う
に
確
実
に
行
う
。

●
不
完
全
な
断
熱
工
事
を
行
う
と
配
管
等
表
面
が
結
露
し
て
､露
タ
レ
等
を

　
発
生
し
､天
井
・
床
そ
の
他
､大
切
な
も
の
を
濡
ら
す
原
因
に
な
り
ま
す
。

電
源
配
線
は
､電
流
容
量
に
合
っ
た
規
格
品
を
使
用
す
る
こ
と
。

●
漏
電
や
発
熱
･火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

ド
レ
ン
配
管
は
､据
付
工
事
説
明
書
に
従
っ
て
確
実
に
排
水
す
る
よ
う

施
工
し
､結
露
が
生
じ
な
い
よ
う
保
温
す
る
こ
と
。

●
配
管
工
事
に
不
備
が
あ
る
と
水
漏
れ
し
､天
井
 •
 床
そ
の
他
家
財
等
を

　
濡
ら
す
原
因
に
な
り
ま
す
。

ポ
リ
袋
は
幼
児
の
手
の
届
く
と
こ
ろ
に
置
か
な
い
。

●
頭
か
ら
か
ぶ
る
な
ど
し
た
と
き
に
口
や
鼻
を
ふ
さ
ぎ
窒
息
す
る
原
因
に

　
な
り
ま
す
。

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
底
面
に
は
ド
レ
ン
排
水
用
の
穴
を
数
個
所
あ
け
て
あ
り
ま
す
｡こ
の
目
的
は
排
水
を
容
易
に
す
る
た
め
で
す
｡

ド
レ
ン
ソ
ケ
ッ
ト
は
､設
置
場
所
に
よ
り
ド
レ
ン
ホ
ー
ス
で
排
水
す
る
場
合
に
､余
分
な
穴
を
ふ
さ
ぎ
､1
ヶ
所
よ
り
集
中
排
水

す
る
た
め
の
部
品
で
す
。

な
お
､寒
冷
地
で
は
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ド
レ
ン
配
管
が
凍
結
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

※
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
底
面
に
は
部
品
取
付
穴
､配
管
取
出
し
用
ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
穴
(ス
リ
ッ
ト
)等
が
設
け
ら
れ
て
お
り
､

　
そ
れ
ら
の
穴
よ
り
結
露
水
が
滴
下
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
｡結
露
水
の
滴
下
を
完
全
に
防
止
す
る
た
め
に
は
､

　
集
中
排
水
ド
レ
ン
パ
ン
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

こ
の
袋
の
中
に
は
､こ
の
説
明
書
の
ほ
か
に
下
記
部
品
が
入
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

(1
) ユ
ニ
ッ
ト
底
部
に
あ
る
数
個
所
の
穴
の
う
ち
､ド
レ
ン
排
水
に
使
用
す
る
穴
に
ド
レ
ン
ソ
ケ
ッ
ト
①
を
接
着
剤
(現
地
手
配
)を

　
  つ
け
て
取
付
け
る
。

(2
) ド
レ
ン
キ
ャ
ッ
プ
②
に
接
着
剤
(現
地
手
配
)を
つ
け
て
残
り
の
穴
を
ふ
さ
ぐ
｡…
…
機
種
に
よ
り
穴
の
数
が
異
な
り
ま
す
。

　
　
〈注
〉接
着
剤
は
水
漏
れ
を
防
ぐ
シ
ー
ル
を
兼
ね
る
の
で
確
実
に
塗
布
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
〈注
〉接
着
剤
は
ゴ
ム
一
金
属
用
接
着
剤
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
推
奨
品
：
セ
メ
ダ
イ
ン
社
､ス
ー
パ
ー
X

(3
) ド
レ
ン
ソ
ケ
ッ
ト
①
に
市
販
の
内
径
2
5
㎜
の
ビ
ニ
ー
ル
ホ
ー
ス
､ま
た
は
硬
質
ビ
ニ
ー
ル
管
V
P
2
5
を
取
付
け
ド
レ
ン
配
管
工
事

　
　
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
ド
レ
ン
ソ
ケ
ッ
ト

1
個

1
枚

1
枚

サ
イ
ズ
大

サ
イ
ズ
小

8
枚

大
5
個

小
2
個

※
機
種
に
よ
り
使
用
数
が
異
な
り
ま
す
。

②
ド
レ
ン
キ
ャ
ッ
プ

③
断
熱
材
(液
管
側
)

④
断
熱
材
(ガ
ス
管
側
)
⑤
バ
ン
ド

1
　
部
品
の
確
認

2
  ド
レ
ン
ソ
ケ
ッ
ト
取
付
方
法

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
ス
ト
ッ
プ
バ
ル
ブ
に
断
熱
材
を
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

※
断
熱
材
は
配
管
接
続
後
に
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

※
機
種
に
よ
り
ス
ト
ッ
プ
バ
ル
ブ
近
傍
に
チ
ェ
ッ
ク
バ
ル
ブ
が
あ
り
ま
す
の
で
､そ
の
時
は
断
熱
材
③
④
に
適
宜
逃
し
穴
を
設
け
て

　
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　
(1
)断
熱
材
③
を
液
管
側
に
､断
熱
材
④
を
ガ
ス
管
側
に
取
付
け
ま
す
。
穴
を
バ
ル
ブ
の
キ
ャ
ッ
プ
に
合
わ
せ
て
､配
管
接
続
部
全
体
を

　
　
 覆
う
よ
う
に
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　
(2
)バ
ン
ド
⑤
で
断
熱
材
③
④
を
固
定
し
て
く
だ
さ
い
。

ガ
ス
側
バ
ル
ブ
の
大
き
さ
に

合
わ
せ
て
､ガ
ス
管
側

断
熱
材
④
を
右
図
の
よ
う
に

適
宜
カ
ッ
ト
し
て
く
だ
さ
い
。 斜
線
部
を
適
宜
カ
ッ
トビ
ニ
ー
ル
ホ
ー
ス
ま
た
は

硬
質
ビ
ニ
ー
ル
管
(V
P
2
5
)

ビ
ニ
ー
ル
ホ
ー
ス
ま
た
は

硬
質
ビ
ニ
ー
ル
管
(V
P
2
5
)

②

②
大
②
小

②
大

①

①

イ
ン
バ
ー
タ
ー
H
シ
リ
ー
ズ

幅
8
0
0
×
高
さ
6
0
0
×
奥
行
3
0
0
の
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
場
合

③
④

キ
ャ
ッ
プ

ス
ト
ッ
プ
バ
ル
ブ

⑤
⑤

隙
間
が
あ
か
な
い

よ
う
に
し
っ
か
り
と

バ
ン
ド
を
締
付
け
て

く
だ
さ
い
。

バ
ン
ド
の
先
端

は
締
付
後
カ
ッ
ト

し
て
く
だ
さ
い
。

3
　
断
熱
材
取
付
方
法

☆
接
着
剤
は
現
地
手
配
願
い
ま
す
。

( 本マニュアル用に変更 ･ 修正しています )
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R
G
7
9
T5
5
8
N
0
1

三
菱
電
機
パ
ッ
ケ
ー
ジ
エ
ア
コ
ン
別
売
部
品

ド
レ
ン
ソ
ケ
ット
据
付
工
事
説
明
書

②
大

安
全
の
た
め
に
必
ず
守
る
こ
と

●
据
付
完
了
後
､試
運
転
を
行
い
異
常
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
､こ
の
据
付
工
事
説
明
書
は
取
扱
説
明
書
と
と
も
に
､お
客
様
で
保
管
い
た
だ
く

　
よ
う
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
お
使
い
に
な
る
方
が
代
わ
る
場
合
は
､新
し
く
お
使
い
に
な
る
方
に
お
渡
し
い
た
だ
く
よ
う
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

●
据
付
け
は
､こ
の
｢安
全
の
た
め
に
必
ず
守
る
こ
と
｣を
よ
く
お
読
み
の
う
え
､確
実
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
こ
こ
に
示
し
た
注
意
事
項
は
安
全
に
関
す
る
重
大
な
内
容
を
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
､必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
生
じ
る
危
険
と
そ
の
程
度
を
､次
の
表
示
で
区
分
し
て
説
明
し
て
い
ま
す
。

適
応
機
種

形
　
　
 名
　
P
A
C
-S
J7
3
D
S

形
名
コ
ー
ド
　
７
D
2
 J
7
3

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
用

･G
シ
リ
ー
ズ

･H
シ
リ
ー
ズ

･K
シ
リ
ー
ズ

･L
シ
リ
ー
ズ

据
付
け
(移
設
)・
電
気
工
事
を
す
る
前
に

誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
、

死
亡
や
重
傷
な
ど
に
結
び
つ
く

可
能
性
が
あ
る
も
の
。

誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
、

軽
傷
ま
た
は
家
屋・
家
財
な
ど

の
損
害
に
結
び
つ
く
も
の
。

据
付
け
は
、
販
売
店
ま
た
は
専
門
業
者
に
依
頼
す
る
。

●
お
客
様
自
身
で
据
付
工
事
を
さ
れ
不
備
が
あ
る
と
､水
漏
れ
や
感
電
・

　
火
災
等
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

据
付
け
は
､こ
の
据
付
工
事
説
明
書
に
従
っ
て
確
実
に
行
う
。

●
据
付
け
に
不
備
が
あ
る
と
､水
漏
れ
や
感
電
・
火
災
等
の
原
因
に

　
な
り
ま
す
。

冷
媒
配
管
の
断
熱
は
結
露
し
な
い
よ
う
に
確
実
に
行
う
。

●
不
完
全
な
断
熱
工
事
を
行
う
と
配
管
等
表
面
が
結
露
し
て
､露
タ
レ
等
を

　
発
生
し
､天
井
・
床
そ
の
他
､大
切
な
も
の
を
濡
ら
す
原
因
に
な
り
ま
す
。

電
源
配
線
は
､電
流
容
量
に
合
っ
た
規
格
品
を
使
用
す
る
こ
と
。

●
漏
電
や
発
熱
･火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

ド
レ
ン
配
管
は
､据
付
工
事
説
明
書
に
従
っ
て
確
実
に
排
水
す
る
よ
う

施
工
し
､結
露
が
生
じ
な
い
よ
う
保
温
す
る
こ
と
。

●
配
管
工
事
に
不
備
が
あ
る
と
水
漏
れ
し
､天
井
 •
 床
そ
の
他
家
財
等
を

　
濡
ら
す
原
因
に
な
り
ま
す
。

ポ
リ
袋
は
幼
児
の
手
の
届
く
と
こ
ろ
に
置
か
な
い
。

●
頭
か
ら
か
ぶ
る
な
ど
し
た
と
き
に
口
や
鼻
を
ふ
さ
ぎ
窒
息
す
る
原
因
に

　
な
り
ま
す
。

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
底
面
に
は
ド
レ
ン
排
水
用
の
穴
を
数
ヶ
所
あ
け
て
あ
り
ま
す
｡こ
の
目
的
は
排
水
を
容
易
に
す
る
た
め
で
す
｡

ド
レ
ン
ソ
ケ
ッ
ト
は
､設
置
場
所
に
よ
り
ド
レ
ン
ホ
ー
ス
で
排
水
す
る
場
合
に
､余
分
な
穴
を
ふ
さ
ぎ
､1
ヶ
所
よ
り
集
中
排
水

す
る
た
め
の
部
品
で
す
。

な
お
､寒
冷
地
で
は
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ド
レ
ン
配
管
が
凍
結
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

※
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
底
面
に
は
部
品
取
付
穴
､配
管
取
出
し
用
ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
穴
(ス
リ
ッ
ト
)等
が
設
け
ら
れ
て
お
り
､

　
そ
れ
ら
の
穴
よ
り
結
露
水
が
滴
下
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
｡結
露
水
の
滴
下
を
完
全
に
防
止
す
る
た
め
に
は
､

　
集
中
排
水
ド
レ
ン
パ
ン
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

こ
の
袋
の
中
に
は
､こ
の
説
明
書
の
ほ
か
に
下
記
部
品
が
入
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

(1
) ユ
ニ
ッ
ト
底
部
に
あ
る
数
ヶ
所
の
穴
の
う
ち
､ド
レ
ン
排
水
に
使
用
す
る
穴
に
ド
レ
ン
ソ
ケ
ッ
ト
①
を
接
着
剤
(現
地
手
配
)を

　
  つ
け
て
取
付
け
る
。

(2
) ド
レ
ン
キ
ャ
ッ
プ
②
に
接
着
剤
(現
地
手
配
)を
つ
け
て
残
り
の
穴
を
ふ
さ
ぐ
｡…
…
機
種
に
よ
り
穴
の
数
が
異
な
り
ま
す
。

　
　
〈注
〉接
着
剤
は
水
漏
れ
を
防
ぐ
シ
ー
ル
を
兼
ね
る
の
で
確
実
に
塗
布
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
〈注
〉接
着
剤
は
ゴ
ム
一
金
属
用
接
着
剤
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
推
奨
品
：
セ
メ
ダ
イ
ン
社
､ス
ー
パ
ー
X

(3
) ド
レ
ン
ソ
ケ
ッ
ト
①
に
市
販
の
内
径
2
5
㎜
の
ビ
ニ
ー
ル
ホ
ー
ス
､ま
た
は
硬
質
ビ
ニ
ー
ル
管
V
P
2
5
を
取
付
け
ド
レ
ン
配
管
工
事

　
　
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
ド
レ
ン
ソ
ケ
ッ
ト

1
個

1
枚

1
枚

サ
イ
ズ
大

サ
イ
ズ
小

8
枚

大
5
個

小
2
個

※
機
種
に
よ
り
使
用
数
が
異
な
り
ま
す
。

②
ド
レ
ン
キ
ャ
ッ
プ

③
断
熱
材
(液
管
側
)

④
断
熱
材
(ガ
ス
管
側
)
⑤
バ
ン
ド

1
　
部
品
の
確
認

2
  ド
レ
ン
ソ
ケ
ッ
ト
取
付
方
法

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
ス
ト
ッ
プ
バ
ル
ブ
に
断
熱
材
を
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

※
断
熱
材
は
配
管
接
続
後
に
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

※
機
種
に
よ
り
ス
ト
ッ
プ
バ
ル
ブ
近
傍
に
チ
ェ
ッ
ク
バ
ル
ブ
が
あ
り
ま
す
の
で
､そ
の
時
は
断
熱
材
③
④
に
適
宜
逃
し
穴
を
設
け
て

　
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　
(1
)断
熱
材
③
を
液
管
側
に
､断
熱
材
④
を
ガ
ス
管
側
に
取
付
け
ま
す
。
穴
を
バ
ル
ブ
の
キ
ャ
ッ
プ
に
合
わ
せ
て
､配
管
接
続
部
全
体
を

　
　
 覆
う
よ
う
に
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　
(2
)バ
ン
ド
⑤
で
断
熱
材
③
④
を
固
定
し
て
く
だ
さ
い
。

ガ
ス
側
バ
ル
ブ
の
大
き
さ
に

合
わ
せ
て
､ガ
ス
管
側

断
熱
材
④
を
右
図
の
よ
う
に

適
宜
カ
ッ
ト
し
て
く
だ
さ
い
。 斜
線
部
を
適
宜
カ
ッ
ト

ビ
ニ
ー
ル
ホ
ー
ス
ま
た
は

硬
質
ビ
ニ
ー
ル
管
(V
P
2
5
)

ビ
ニ
ー
ル
ホ
ー
ス
ま
た
は

硬
質
ビ
ニ
ー
ル
管
(V
P
2
5
)

ビ
ニ
ー
ル
ホ
ー
ス
ま
た
は

硬
質
ビ
ニ
ー
ル
管
(V
P
2
5
)

排
水
を
容
易
に
す
る
た
め

ド
レ
ン
ソ
ケ
ット
①
は
図
の

位
置
に
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

②

②
大
②
小

②
大

①
①

イ
ン
バ
ー
タ
H
シ
リ
ー
ズ

幅
8
0
0
×
高
さ
6
0
0
×
奥
行
3
0
0
の

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
場
合

イ
ン
バ
ー
タ
Lシ
リ
ー
ズ

オ
ー
ル
ア
ル
ミ
熱
交
換
器
搭
載
の

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
場
合

③
④

キ
ャ
ッ
プ

ス
ト
ッ
プ
バ
ル
ブ

⑤
⑤

隙
間
が
あ
か
な
い

よ
う
に
し
っ
か
り
と

バ
ン
ド
を
締
付
け
て

く
だ
さ
い
。

バ
ン
ド
の
先
端

は
締
付
後
カ
ッ
ト

し
て
く
だ
さ
い
。

3
　
断
熱
材
取
付
方
法

☆
接
着
剤
は
現
地
手
配
願
い
ま
す
。

①
②
大

②
大

②
大

②
大

②
大

( 本マニュアル用に変更 ･ 修正しています )
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11-17

室
外
ユ
ニ
ッ
ト

11-17

使用目的 / 用途

● PUZ-ZRMP40 ～ 63(S)KA4
● PUZ-ERMP40 ～ 63(S)KA4
● PU-CRMP40 ～ 63(S)KA4

●“集中排水ドレンパン”は、室外ユニットを通路の上等の架台に据え付けた際
のドレン処理を行う部品です。

● 室外ユニットを吊り設置した時、設置下面を濡らしたくない時に使用します。
● 本品は架台と室外ユニットの間に設置するため、製品据付高さが 30mm 高く

なります。
● 凍結防止ヒーターとドレンソケットとの併用はできません。

室外ユニット 

集中排水 
ドレンパン 

基 礎 
（現地工事） 

 

仕　様

対象ユニット

外形図（単位：mm）

室外ユニット吸込側

室外ユニット吹出側

ドレン配管施工スペース150mm以上

R3/4ネジ
(20A対応)

30 48

40
40

15
15取付ボルト穴
4-12×17長穴

ドレン排水口

37
0

33
0

20
20

500

810

27
9

形　　名 PAC-SG63DP
ドレン排水口サイズ R3/4 ネジ（20A）

外装

色 アイボリー
マンセル№ 3.0Y7.8/1.1

材　質 合金化溶融亜鉛メッキ鋼板　t1.6
表面処理 アクリル樹脂塗装

質　　量 6.3㎏
取付ボルト（現地手配） M10（または W3/8) 長さ：ドレンパン下面より突出 48mm 以内

注　意
・寒冷地では使用しないでください。
・本品はドレン排水口側が室外ユニットの後側となるようにしてください。
・本品の前側に水が溜まらないように、若干後下がりにして施工してください。

集中排水ドレンパン
● PAC-SG63DP
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室
外
ユ
ニ
ッ
ト

11-18

使用目的 / 用途

● PUZ-ZRMP80(S)HA4
● PUZ-ERMP80(S)HA4, PUZ-ERMP112 ～ 160LA4, PUZ-ERMP112･140LA5
● PU-CRMP80(S)HA4, PU-CRMP112 ～ 160LA4

●“集中排水ドレンパン”は、室外ユニットを通路の上等の架台に据え付けた際
のドレン処理を行う部品です。

● 室外ユニットを吊り設置した時、設置下面を濡らしたくない時に使用します。
● 本品は架台と室外ユニットの間に設置するため、製品据付高さが 30mm 高く

なります。
● 凍結防止ヒーターとドレンソケットとの併用はできません。

室外ユニット 

集中排水 
ドレンパン 

基 礎 
（現地工事） 

 

仕　様

対象ユニット

外形図（単位：mm）

室外ユニット吹出側

室外ユニット吸込側

ドレン排水口

取付ボルト穴
4-12×17長穴

冷媒配管下取入口（バーリング穴）
※ゴムブッシュ付

23
.7

11
0.
936.7

439.3

32
8

31
37
0

18

600

960

27
.5

内R

23
内R

ドレン配管施工スペース150mm以上

R3/4ネジ
(20A対応)

ゴムブッシュ

1545
41
9

32 10

4830

形　　名 PAC-SG64DP
ドレン排水口サイズ R3/4 ネジ（20A）

外装

色 アイボリー
マンセル№ 3.0Y7.8/1.1

材　質 合金化溶融亜鉛メッキ鋼板　t1.6
表面処理 アクリル樹脂塗装

質　　量 7.8㎏
取付ボルト（現地手配） M10（または W3/8) 長さ：ドレンパン下面より突出 60mm 以内

注　意
・寒冷地では使用しないでください。
・本品はドレン排水口側が室外ユニットの後側となるようにしてください。
・本品の前側に水が溜まらないように、若干後下がりにして施工してください。

集中排水ドレンパン
● PAC-SG64DP
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室
外
ユ
ニ
ッ
ト

取付説明書

11-19

集中排水ドレンパン
: PAC-SG63DP, SG64DP

三
菱
電
機
パ
ッ
ケ
ー
ジ
エ
ア
コ
ン
別
売
部
品

集
中
排
水
ド
レ
ン
パ
ン
据
付
工
事
説
明
書

PA
C-
SG
63
D
P

室
外
ユ
ニ
ット
　
H
/K
シ
リ
ー
ズ

PA
C-
SG
64
D
P

室
外
ユ
ニ
ット
　
H
/L
シ
リ
ー
ズ

安
全
の
た
め
に
必
ず
守
る
こ
と

●
据
付
完
了
後
､試
運
転
を
行
い
異
常
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
､こ
の
据
付
工
事
説
明
書
は
取
扱
説
明
書
と
と
も
に
､お
客
様
で
保
管
い
た
だ
く

　
よ
う
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
お
使
い
に
な
る
方
が
代
わ
る
場
合
は
､新
し
く
お
使
い
に
な
る
方
に
お
渡
し
い
た
だ
く
よ
う
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

●
据
付
け
は
､こ
の
｢安
全
の
た
め
に
必
ず
守
る
こ
と
｣を
よ
く
お
読
み
の
う
え
､確
実
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
こ
こ
に
示
し
た
注
意
事
項
は
安
全
に
関
す
る
重
大
な
内
容
を
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
､必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
生
じ
る
危
険
と
そ
の
程
度
を
､次
の
表
示
で
区
分
し
て
説
明
し
て
い
ま
す
。

据
付
け
(移
設
)・
電
気
工
事
を
す
る
前
に

誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
、

死
亡
や
重
傷
な
ど
に
結
び
つ
く

可
能
性
が
あ
る
も
の
。

誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
、

軽
傷
ま
た
は
家
屋・
家
財
な
ど

の
損
害
に
結
び
つ
く
も
の
。

据
付
け
は
、
販
売
店
ま
た
は
専
門
業
者
に
依
頼
す
る
。

●
お
客
様
自
身
で
据
付
工
事
を
さ
れ
不
備
が
あ
る
と
､水
漏
れ
や
感
電
・

　
火
災
等
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

据
付
け
は
､こ
の
据
付
工
事
説
明
書
に
従
っ
て
確
実
に
行
う
。

●
据
付
け
に
不
備
が
あ
る
と
､水
漏
れ
や
感
電
・
火
災
等
の
原
因
に

　
な
り
ま
す
。

冷
媒
配
管
の
断
熱
は
結
露
し
な
い
よ
う
に
確
実
に
行
う
。

●
不
完
全
な
断
熱
工
事
を
行
う
と
配
管
等
表
面
が
結
露
し
て
､露
タ
レ
等
を

　
発
生
し
､天
井
・
床
そ
の
他
､大
切
な
も
の
を
濡
ら
す
原
因
に
な
り
ま
す
。

電
源
配
線
は
､電
流
容
量
に
合
っ
た
規
格
品
を
使
用
す
る
こ
と
。

●
漏
電
や
発
熱
･火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

ド
レ
ン
配
管
は
､据
付
工
事
説
明
書
に
従
っ
て
確
実
に
排
水
す
る
よ
う

施
工
し
､結
露
が
生
じ
な
い
よ
う
保
温
す
る
こ
と
。

●
配
管
工
事
に
不
備
が
あ
る
と
水
漏
れ
し
､天
井
 •
 床
そ
の
他
家
財
等
を

　
濡
ら
す
原
因
に
な
り
ま
す
。

ポ
リ
袋
は
幼
児
の
手
の
届
く
と
こ
ろ
に
置
か
な
い
。

●
頭
か
ら
か
ぶ
る
な
ど
し
た
と
き
に
口
や
鼻
を
ふ
さ
ぎ
窒
息
す
る
原
因
に

　
な
り
ま
す
。

こ
の
ド
レ
ン
パ
ン
は
､室
外
ユ
ニ
ット
を
通
路
の
上
な
ど
の
架
台
に
据
付
け
た
場
合
の
ド
レ
ン
処
理
を
行
う
も
の
で
す
。

な
お
、本
品
の
取
付
け
の
際
に
は
､次
の
点
に
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

1
)寒
冷
地
で
は
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。ド
レ
ン
配
管
が
凍
結
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

2
)本
品
は
架
台
と
室
外
ユ
ニ
ット
の
間
に
設
置
す
る
た
め
､製
品
据
付
高
さ
が
3
0
㎜
高
く
な
り
ま
す
。

3
)本
品
は
ド
レ
ン
排
水
口
側
が
室
外
ユ
ニ
ット
の
後
側
と
な
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

4
)本
品
の
前
側
に
水
が
溜
ま
ら
な
い
よ
う
に
､若
干
､後
ろ
下
が
り
に
し
て
施
工
し
て
く
だ
さ
い
。

(　
)内
寸
法
は

P
A
C
-S
G
6
4
D
P

を
示
し
ま
す
。

室
外
ユ
ニ
ット

ド
レ
ン
パ
ン

架
台

(現
地
工
事
)

通
路

ド
レ
ン
ソ
ケ
ット

(室
外
ユ
ニ
ット
後
側
に

 配
置
し
て
く
だ
さ
い
)

ナ
ット
(現
地
手
配
)

ワ
ッ
シ
ャ
(現
地
手
配
)

室
外
ユ
ニ
ット
据
付
足

ド
レ
ン
パ
ン

架
台
(現
地
工
事
)

18以下
(PAC-CG63DPの場合)
30以下
(PAC-CG64DPの場合)

据
付
足

ド
レ
ン
パ
ン
高
さ

ド
レ
ン
パ
ン

架
台

M
1
0
(ま
た
は
W
3
/8
)X
5
0
ボ
ル
ト
(P
A
C
-S
G
6
3
D
P
の
場
合
)

M
1
0
(ま
た
は
W
3
/8
)X
6
0
ボ
ル
ト
(P
A
C
-S
G
6
4
D
P
の
場
合
)

(現
地
手
配
)

M
1
0
(ま
た
は
W
3
/8
)突
出
長
さ

4
8
㎜
以
下
(P
A
C
-S
G
6
3
D
P
の
場
合
)

6
0
㎜
以
下
(P
A
C
-S
G
6
4
D
P
の
場
合
)

基
礎
ボ
ル
ト

室
外
ユ
ニ
ット

前
側

室
外
ユ
ニ
ット

後
側

ド
レ
ン
パ
ン

基
礎

エ
ル
ボ

3
/4
B
(2
0
A
)

オ
ス
ネ
ジ

ビ
ニ
ー
ル
管

(現
地
手
配
)

内
径
φ
2
5

ホ
ー
ス
バ
ン
ド

(現
地
手
配
)

塩
ビ
管
用
ジ
ョ
イ
ン
ト

(現
地
手
配
)

接
着
(現
地
手
配
)

塩
ビ
管
(V
P
-2
0
)

1
/1
0
0

ド
レ
ン
配
管
施
工
時
は
､ド
レ
ン
配
管
が
必
ず
1
/1
0
0
以
上
の

下
り
勾
配
と
な
る
よ
う
に
施
工
し
て
く
だ
さ
い
。

シ
ー
ル
テ
ー
プ
で
確
実
に

シ
ー
ル
し
て
く
だ
さ
い
。

断
熱
材
の
太
さ
に
合
わ
せ
て

切
っ
て
く
だ
さ
い
。

冷
媒
配
管

断
熱
材 シ
ー
ル

シ
ー
ル

バ
ー
リ
ン
グ
穴

バ
ー
リ
ン
グ
穴

B
H
7
9
G
7
4
1
H
0
5

ゴ
ム
ブ
ッ
シ
ュ

ゴ
ム
ブ
ッ
シ
ュ

ド
レ
ン
パ
ン

ド
レ
ン
パ
ン

φ2
7.
2

ソ
ケ
ット

長
さ

48

150以上

150以上

補
強
は
左
右
振
り
分
け
の

位
置
に
し
て
く
だ
さ
い
。

中
央
部
は
ド
レ
ン
ソ
ケ
ット
が

あ
た
る
の
で
補
強
は
不
可
｡

1
　
外
形
図

(1
)据
付
用
架
台
に
取
付
け
の
場
合

　
 1
)据
付
用
架
台
は
､室
外
ユ
ニ
ット
本
体
､お
よ
び
ド
レ
ン
パ
ン
の
重
量
に
十
分
耐
え
ら
れ
る
構
造
、

　
   
 強
度
と
し
､地
震
や
突
風
な
ど
で
倒
れ
た
り
､落
下
し
な
い
よ
う
強
固
に
据
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　
 2
)ド
レ
ン
パ
ン
の
ド
レ
ン
ソ
ケ
ット
は
長
手
方
向
中
央
部
に
あ
り
ま
す
の
で
､架
台
の
製
作
時
に
は

　
　
 ソ
ケ
ット
と
架
台
部
材
が
干
渉
し
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
 3
)ド
レ
ン
パ
ン
の
取
付
け
は
､室
外
ユ
ニ
ット
本
体
と
共
締
め
に
な
り
ま
す
の
で
､据
付
用
架
台
に
は

　
　
 室
外
ユ
ニ
ット
本
体
据
付
用
ピ
ッ
チ
に
て
φ
1
3
程
度
の
穴
を
あ
け
て
く
だ
さ
い
。

　
 4
)架
台
と
ド
レ
ン
パ
ン
､室
外
ユ
ニ
ット
本
体
を
下
図
の
よ
う
に
共
締
め
に
て
強
固
に

　
　
 締
結
し
て
く
だ
さ
い
(4
ヶ
所
)｡

　
　
 な
お
､ボ
ル
ト
の
長
さ
は
下
図
の
よ
う
に
4
8
㎜
以
下
､ま
た
は
6
0
㎜
以
下
と
し
て
く
だ
さ
い
。

(2
)基
礎
に
取
付
け
の
場
合

　
 ●
ド
レ
ン
集
中
処
理
が
必
要
で
､基
礎
に
据
付
け
る
場
合
､基
礎
の
地
上
部
高
さ
は
下
図
の
よ
う
に
1
5
0
㎜
以
上
と
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
 こ
れ
以
下
で
す
と
ド
レ
ン
排
水
用
ソ
ケ
ット
の
突
出
長
さ
が
4
8
㎜
で
す
の
で
､ド
レ
ン
配
管
施
工
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

2
　
取
付
方
法

(1
)鋼
管
接
続
の
場
合

　
 3
/4
B
メ
ネ
ジ
加
工
に
て
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

(2
)ビ
ニ
ー
ル
管
(軟
質
)接
続
の
場
合

　
 内
径
φ
2
5
㎜
を
使
用
し
､接
続
部
は
ホ
ー
ス
バ
ン
ド
等
で
確
実
に
固
定

　
 し
て
く
だ
さ
い
。

(3
)塩
ビ
管
(硬
質
)接
続
の
場
合

　
 V
P
-2
0
を
使
用
し
､塩
ビ
管
用
ジ
ョ
イ
ン
ト
に
て
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

　
 ※
い
ず
れ
の
場
合
で
も
､ソ
ケ
ット
の
ネ
ジ
部
は
シ
ー
ル
テ
ー
プ
等
で

　
　
 確
実
に
シ
ー
ル
を
行
い
､水
漏
れ
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

3
　
ド
レ
ン
配
管

●
冷
媒
配
管
の
取
入
れ
は
､前
､右
､後
､下
側
の
4
方
向
か
ら
可
能
で
す
が
､必
ず
以
下
の
作
業
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

(1
)下
配
管
の
場
合

　
 ゴ
ム
ブ
ッ
シ
ュ
を
冷
媒
配
管
断
熱
材
の
太
さ
に
合
わ
せ
て
切
り
取
っ
て
､

　
 ゴ
ム
ブ
ッ
シ
ュ
に
冷
媒
配
管
を
通
し
な
が
ら
バ
ー
リ
ン
グ
穴
に
は
め

　
 込
ん
で
く
だ
さ
い
。水
漏
れ
し
な
い
よ
う
に
セ
メ
ダ
イ
ン
3
6
6
相
当
の

　
 接
着
剤
(現
地
手
配
)で
シ
ー
ル
し
て
く
だ
さ
い
。

(2
)そ
の
他
の
配
管
の
場
合

　
  ド
レ
ン
パ
ン
の
下
配
管
部
バ
ー
リ
ン
グ
穴
を
ゴ
ム
ブ
ッ
シ
ュ
で

　
  塞
い
で
く
だ
さ
い
。水
漏
れ
し
な
い
よ
う
に
セ
メ
ダ
イ
ン
3
6
6

  　
相
当
の
接
着
剤
(現
地
手
配
)で
シ
ー
ル
し
て
く
だ
さ
い
。

※
P
A
C
-S
G
6
3
D
P
を
除
く

4
　
冷
媒
配
管

( 本マニュアル用に変更 ･ 修正しています )
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11-20

室
外
ユ
ニ
ッ
ト

11-20

使用目的 / 用途

● PUZ-ZRMP112 ～ 160KA4, PUZ-ZRP224･280KA10
● PUZ-ERP224・280KA10

●“集中排水ドレンパン”は、室外ユニットを通路の上等の架台に据え付けた際
のドレン処理を行う部品です。

● 室外ユニットを吊り設置した時、設置下面を濡らしたくない時に使用します。
● 本品は架台と室外ユニットの間に設置するため、製品据付高さが 30mm 高く

なります。
● 凍結防止ヒーターとドレンソケットとの併用はできません。

室外ユニット

集中排水 
ドレンパン 

基 礎 
（現地工事）

仕　様

対象ユニット

外形図（単位：mm）

室外ユニット吹出側

室外ユニット吸込側

ドレン配管施工スペース150mm以上

600
ドレン排水口

取付ボルト穴
4-12×17長穴

室外ユニット
（二点鎖線） 1060

990

489.3
（36.7）

30 48

33
0

59

18
31 45

32

15
10

41
9

（
23
.7
）

（
87
.2
）

37
0

32
8

（内R23）

（内
R2
7.5
）

ドレンソケット
3/4B(20A)
オスネジ

ゴムブッシュ

冷媒配管下取入口(バーリング穴)
※ゴムブッシュ付

形　　名 PAC-SH97DP
ドレン排水口サイズ R3/4 ネジ（20A）

外装

色 アイボリー
マンセル№ 3.0Y7.8/1.1

材　質 合金化溶融亜鉛メッキ鋼板　t1.6
表面処理 アクリル樹脂塗装

質　　量 8.8㎏
取付ボルト（現地手配） M10（または W3/8) 長さ：ドレンパン下面より突出 60mm 以内

注　意
・寒冷地では使用しないでください。
・本品はドレン排水口側が室外ユニットの後側となるようにしてください。
・本品の前側に水が溜まらないように、若干後下がりにして施工してください。

集中排水ドレンパン
● PAC-SH97DP
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室
外
ユ
ニ
ッ
ト

取付説明書

11-21

集中排水ドレンパン : PAC-SH97DP

三
菱
電
機
パ
ッ
ケ
ー
ジ
エ
ア
コ
ン
別
売
部
品

集
中
排
水
ド
レ
ン
パ
ン
据
付
工
事
説
明
書

室
外
ユ
ニ
ット

ド
レ
ン
パ
ン

架
台
(現
地
工
事
)

通
路

ド
レ
ン
ソ
ケ
ット

(室
外
ユ
ニ
ット
後
側
に

 配
置
し
て
く
だ
さ
い
)

ナ
ット
(現
地
手
配
)

ワ
ッ
シ
ャ
(現
地
手
配
)

室
外
ユ
ニ
ット
据
付
足

ド
レ
ン
パ
ン

架
台
(現
地
工
事
)

30以下 30

据
付
足

ド
レ
ン
パ
ン
高
さ

ド
レ
ン
パ
ン

架
台

M
1
0
(ま
た
は
W
3
/8
)X
6
0
ボ
ル
ト

(現
地
手
配
)

M
1
0
(ま
た
は
W
3
/8
)突
出
長
さ

6
0
㎜
以
下

基
礎
ボ
ル
ト

室
外
ユ
ニ
ット

前
側

室
外
ユ
ニ
ット

後
側

ド
レ
ン
パ
ン

基
礎

エ
ル
ボ

3
/4
B
(2
0
A
)

オ
ス
ネ
ジ

ビ
ニ
ー
ル
管

(現
地
手
配
)

内
径
φ
2
5

ホ
ー
ス
バ
ン
ド

(現
地
手
配
)

塩
ビ
管
用
ジ
ョ
イ
ン
ト

(現
地
手
配
)

接
着
(現
地
手
配
)

塩
ビ
管
(V
P
-2
0
)

1
/1
0
0

ド
レ
ン
配
管
施
工
時
は
､ド
レ
ン
配
管
が
必
ず
1
/1
0
0
以
上
の

下
り
勾
配
と
な
る
よ
う
に
施
工
し
て
く
だ
さ
い
。

シ
ー
ル
テ
ー
プ
で
確
実
に

シ
ー
ル
し
て
く
だ
さ
い
。

断
熱
材
の
太
さ
に
合
わ
せ
て

切
っ
て
く
だ
さ
い
。

冷
媒
配
管

断
熱
材 シ
ー
ル

シ
ー
ル

バ
ー
リ
ン
グ
穴

バ
ー
リ
ン
グ
穴

B
H
7
9
G
7
4
1
K
0
2

P
A
C
-S
H
9
7
D
P

室
外
ユ
ニ
ット
K
シ
リ
ー
ズ
用

ゴ
ム
ブ
ッ
シ
ュ

ゴ
ム
ブ
ッ
シ
ュ

ド
レ
ン
パ
ン

ド
レ
ン
パ
ン

φ2
7.
2

ソ
ケ
ット

長
さ

48

48

150以上

150以上

補
強
は
左
右
振
り
分
け
の

位
置
に
し
て
く
だ
さ
い
。

中
央
部
は
ド
レ
ン
ソ
ケ
ット
が

あ
た
る
の
で
補
強
は
不
可
｡

安
全
の
た
め
に
必
ず
守
る
こ
と

●
据
付
完
了
後
､試
運
転
を
行
い
異
常
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
､こ
の
据
付
工
事
説
明
書
は
取
扱
説
明
書
と
と
も
に
､お
客
様
で
保
管
い
た
だ
く

　
よ
う
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
お
使
い
に
な
る
方
が
代
わ
る
場
合
は
､新
し
く
お
使
い
に
な
る
方
に
お
渡
し
い
た
だ
く
よ
う
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

●
据
付
け
は
､こ
の
｢安
全
の
た
め
に
必
ず
守
る
こ
と
｣を
よ
く
お
読
み
の
う
え
､確
実
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
こ
こ
に
示
し
た
注
意
事
項
は
安
全
に
関
す
る
重
大
な
内
容
を
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
､必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
生
じ
る
危
険
と
そ
の
程
度
を
､次
の
表
示
で
区
分
し
て
説
明
し
て
い
ま
す
。

据
付
け
(移
設
)・
電
気
工
事
を
す
る
前
に

誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
、

死
亡
や
重
傷
な
ど
に
結
び
つ
く

可
能
性
が
あ
る
も
の
。

誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
、

軽
傷
ま
た
は
家
屋・
家
財
な
ど

の
損
害
に
結
び
つ
く
も
の
。

据
付
け
は
、
販
売
店
ま
た
は
専
門
業
者
に
依
頼
す
る
。

●
お
客
様
自
身
で
据
付
工
事
を
さ
れ
不
備
が
あ
る
と
､水
漏
れ
や
感
電
・

　
火
災
等
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

据
付
け
は
､こ
の
据
付
工
事
説
明
書
に
従
っ
て
確
実
に
行
う
。

●
据
付
け
に
不
備
が
あ
る
と
､水
漏
れ
や
感
電
・
火
災
等
の
原
因
に

　
な
り
ま
す
。

冷
媒
配
管
の
断
熱
は
結
露
し
な
い
よ
う
に
確
実
に
行
う
。

●
不
完
全
な
断
熱
工
事
を
行
う
と
配
管
等
表
面
が
結
露
し
て
､露
タ
レ
等
を

　
発
生
し
､天
井
・
床
そ
の
他
､大
切
な
も
の
を
濡
ら
す
原
因
に
な
り
ま
す
。

電
源
配
線
は
､電
流
容
量
に
合
っ
た
規
格
品
を
使
用
す
る
こ
と
。

●
漏
電
や
発
熱
･火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

ド
レ
ン
配
管
は
､据
付
工
事
説
明
書
に
従
っ
て
確
実
に
排
水
す
る
よ
う

施
工
し
､結
露
が
生
じ
な
い
よ
う
保
温
す
る
こ
と
。

●
配
管
工
事
に
不
備
が
あ
る
と
水
漏
れ
し
､天
井
 •
 床
そ
の
他
家
財
等
を

　
濡
ら
す
原
因
に
な
り
ま
す
。

ポ
リ
袋
は
幼
児
の
手
の
届
く
と
こ
ろ
に
置
か
な
い
。

●
頭
か
ら
か
ぶ
る
な
ど
し
た
と
き
に
口
や
鼻
を
ふ
さ
ぎ
窒
息
す
る
原
因
に

　
な
り
ま
す
。

こ
の
ド
レ
ン
パ
ン
は
､室
外
ユ
ニ
ット
を
通
路
の
上
な
ど
の
架
台
に
据
付
け
た
場
合
の
ド
レ
ン
処
理
を
行
う
も
の
で
す
。

な
お
、本
品
の
取
付
け
の
際
に
は
､次
の
点
に
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

1
)寒
冷
地
で
は
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。ド
レ
ン
配
管
が
凍
結
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

2
)本
品
は
架
台
と
室
外
ユ
ニ
ット
の
間
に
設
置
す
る
た
め
､製
品
据
付
高
さ
が
3
0
㎜
高
く
な
り
ま
す
。

3
)本
品
は
ド
レ
ン
排
水
口
側
が
室
外
ユ
ニ
ット
の
後
側
と
な
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

4
)本
品
の
前
側
に
水
が
溜
ま
ら
な
い
よ
う
に
､若
干
､後
ろ
下
が
り
に
し
て
施
工
し
て
く
だ
さ
い
。

1
　
外
形
図

(1
)据
付
用
架
台
に
取
付
け
の
場
合

　
 1
)据
付
用
架
台
は
､室
外
ユ
ニ
ット
本
体
､お
よ
び
ド
レ
ン
パ
ン
の
重
量
に
十
分
耐
え
ら
れ
る
構
造
、

　
   
 強
度
と
し
､地
震
や
突
風
な
ど
で
倒
れ
た
り
､落
下
し
な
い
よ
う
強
固
に
据
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　
 2
)ド
レ
ン
パ
ン
の
ド
レ
ン
ソ
ケ
ット
は
長
手
方
向
中
央
部
に
あ
り
ま
す
の
で
､架
台
の
製
作
時
に
は

　
　
 ソ
ケ
ット
と
架
台
部
材
が
干
渉
し
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
 3
)ド
レ
ン
パ
ン
の
取
付
け
は
､室
外
ユ
ニ
ット
本
体
と
共
締
め
に
な
り
ま
す
の
で
､据
付
用
架
台
に
は

　
　
 室
外
ユ
ニ
ット
本
体
据
付
用
ピ
ッ
チ
に
て
φ
1
3
程
度
の
穴
を
あ
け
て
く
だ
さ
い
。

　
 4
)架
台
と
ド
レ
ン
パ
ン
､室
外
ユ
ニ
ット
本
体
を
下
図
の
よ
う
に
共
締
め
に
て
強
固
に

　
　
 締
結
し
て
く
だ
さ
い
(4
ヶ
所
)｡

　
　
 な
お
､ボ
ル
ト
の
長
さ
は
下
図
の
よ
う
に
6
0
㎜
以
下
と
し
て
く
だ
さ
い
。

(2
)基
礎
に
取
付
け
の
場
合

　
 ●
ド
レ
ン
集
中
処
理
が
必
要
で
､基
礎
に
据
付
け
る
場
合
､基
礎
の
地
上
部
高
さ
は
下
図
の
よ
う
に
1
5
0
㎜
以
上
と
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
 こ
れ
以
下
で
す
と
ド
レ
ン
排
水
用
ソ
ケ
ット
の
突
出
長
さ
が
4
8
㎜
で
す
の
で
､ド
レ
ン
配
管
施
工
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

2
　
取
付
方
法

(1
)鋼
管
接
続
の
場
合

　
 3
/4
B
メ
ネ
ジ
加
工
に
て
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

(2
)ビ
ニ
ー
ル
管
(軟
質
)接
続
の
場
合

　
 内
径
φ
2
5
㎜
を
使
用
し
､接
続
部
は
ホ
ー
ス
バ
ン
ド
等
で
確
実
に
固
定

　
 し
て
く
だ
さ
い
。

(3
)塩
ビ
管
(硬
質
)接
続
の
場
合

　
 V
P
-2
0
を
使
用
し
､塩
ビ
管
用
ジ
ョ
イ
ン
ト
に
て
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

　
 ※
い
ず
れ
の
場
合
で
も
､ソ
ケ
ット
の
ネ
ジ
部
は
シ
ー
ル
テ
ー
プ
等
で

　
　
 確
実
に
シ
ー
ル
を
行
い
､水
漏
れ
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

3
　
ド
レ
ン
配
管

●
冷
媒
配
管
の
取
入
れ
は
､前
､右
､後
､下
側
の
4
方
向
か
ら
可
能
で
す
が
､必
ず
以
下
の
作
業
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

(1
)下
配
管
の
場
合

　
 ゴ
ム
ブ
ッ
シ
ュ
を
冷
媒
配
管
断
熱
材
の
太
さ
に
合
わ
せ
て
切
り
取
っ
て
､

　
 ゴ
ム
ブ
ッ
シ
ュ
に
冷
媒
配
管
を
通
し
な
が
ら
バ
ー
リ
ン
グ
穴
に
は
め

　
 込
ん
で
く
だ
さ
い
。水
漏
れ
し
な
い
よ
う
に
セ
メ
ダ
イ
ン
3
6
6
相
当
の

　
 接
着
剤
(現
地
手
配
)で
シ
ー
ル
し
て
く
だ
さ
い
。

(2
)そ
の
他
の
配
管
の
場
合

　
  ド
レ
ン
パ
ン
の
下
配
管
部
バ
ー
リ
ン
グ
穴
を
ゴ
ム
ブ
ッ
シ
ュ
で

　
  塞
い
で
く
だ
さ
い
。水
漏
れ
し
な
い
よ
う
に
セ
メ
ダ
イ
ン
3
6
6

  　
相
当
の
接
着
剤
(現
地
手
配
)で
シ
ー
ル
し
て
く
だ
さ
い
。

4
　
冷
媒
配
管

( 本マニュアル用に変更 ･ 修正しています )
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室
外
ユ
ニ
ッ
ト

11-22

● PUZ-ZRMP40 ～ 63(S)KA4
● PUZ-ERMP40 ～ 63(S)KA4
● PU-CRMP40 ～ 63(S)KA4

形　　　　名 PAC-SJ09AN 質　　　　量 5.2㎏

外

装

色 アイボリー 鉄 線 ピ ッ チ 最大 50 × 50mm
マンセル№ 1Y8.5/0.5 付

属
品

部品名 取付用座付ネジ（M4 × 16）10 本
材　質 鉄線（SWM）φ3.5 材　質 SUS410

表面処理 ポリエチレンコーティング 表面処理 パシベート

取付図（ A  B  C ）

A  背面用 B 側面用 C 正面用

後吸込口

吹出口

横吸込口

A 背面用

C 正面用

B 側面用

837.385.3

31
.4

24
.9

57
9

57
3

31
.4 9.
5

55
4(
取
付
け
ピ
ッ
チ
)

14
.7

57
3.
9(
取
付
け
ピ
ッ
チ
)

270.5

255.6
(取付けピッチ)

43.2 38

102 10
2

10
2

135(取付けピッチ)

465(取付けピッチ)

465(取付けピッチ)
549

57
3

18
1.
6
2
1
0
(取
付
け
ピ
ッ
チ
)

安全ネット
● PAC-SJ09AN

使用目的 / 用途

対象ユニット

仕　様

外形図（取付図）（単位：mm）

●“安全ネット”は、室外ユニットの吹出部・吸込部を鉄
線ネットで保護する部品です。

● 学校や児童施設など子どもが触れるおそれのある場合
にお勧めです。
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室
外
ユ
ニ
ッ
ト

11-23

● PUZ-ZRMP80(S)HA4
● PUZ-ERMP80(S)HA4
● PU-CRMP80HA4

形　　　　名 PAC-SG66AN 質　　　　量 9㎏

外

装

色 アイボリー 鉄 線 ピ ッ チ 最大 50 × 50mm
マンセル№ 5Y8/1 付

属
品

部品名 取付用座付ネジ（M5 × 15）16 本
材　質 鉄線（SWM）φ4 材　質 鉄線（SWCH18A）

表面処理 ポリエチレンコーティング 表面処理 亜鉛ニッケルメッキ

取付図（ A   B   C ）

A  背面用 B 側面用 C 正面用

（取付ピッチ）

B 側面用

C 正面用

A 背面用

吹出口

横吸込口

後吸込口
10
2

102

10
2

699（取付ピッチ）
193

61
86
4

81
3（
取
付
ピ
ッ
チ
）

587（取付ピッチ）

1010
35
6（
取
付
ピ
ッ
チ
）

40
6（
取
付
ピ
ッ
チ
）

61
86
4

14718

61
86
4

39 212

10
40
6（
取
付
ピ
ッ
チ
）

40
6（
取
付
ピ
ッ
チ
）

15 606

安全ネット
● PAC-SG66AN

使用目的 / 用途

対象ユニット

●“安全ネット”は、室外ユニットの吹出部・吸込部を鉄線ネットで保護する部品
です。

● 学校や児童施設など子どもが触れるおそれのある場合にお勧めです。

仕　様

外形図（取付図）（単位：mm）
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室
外
ユ
ニ
ッ
ト

11-24

取付説明書 安全ネット : PAC-SJ09AN,SG66AN

三
菱
電
機
パ
ッ
ケ
ー
ジ
エ
ア
コ
ン
別
売
部
品

安
全
ネ
ット
据
付
工
事
説
明
書

安
全
の
た
め
に
必
ず
守
る
こ
と

●
据
付
完
了
後
､試
運
転
を
行
い
異
常
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
､こ
の
据
付
工
事
説
明
書
は
取
扱
説
明
書
と
と
も
に
､お
客
様
で
保
管
し
て

　
い
た
だ
く
よ
う
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
､お
使
い
に
な
る
方
が
代
わ
る
場
合
は
､新
し
く
お
使
い
に
な
る
方
に
お
渡
し
い
た
だ
く
よ
う
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

P
A
C
-S
＊
＊
＊
A
N

(室
外
ユ
ニ
ッ
ト
H
・
K
シ
リ
ー
ズ
用
)

1
　
部
品
の
確
認

●
据
付
け
は
､こ
の
｢安
全
の
た
め
に
必
ず
守
る
こ
と
｣を
よ
く
お
読
み
の
う
え
､確
実
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
こ
こ
に
示
し
た
注
意
事
項
は
安
全
に
関
す
る
重
大
な
内
容
を
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
､必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
生
じ
る
危
険
と
そ
の
程
度
を
､次
の
表
示
で
区
分
し
て
説
明
し
て
い
ま
す
。

据
付
け
(移
設
)・
電
気
工
事
を
す
る
前
に

誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
､

死
亡
や
重
傷
な
ど
に
結
び
つ
く

可
能
性
が
あ
る
も
の
。

誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
､

軽
傷
ま
た
は
家
屋・
家
財
な
ど

の
損
害
に
結
び
つ
く
も
の
。

据
付
け
は
､販
売
店
ま
た
は
専
門
業
者
に
依
頼
す
る
。

●
お
客
様
自
身
で
据
付
工
事
を
さ
れ
不
備
が
あ
る
と
､水
漏
れ
や
感
電
・

　
火
災
等
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

据
付
け
は
､こ
の
据
付
工
事
説
明
書
に
従
っ
て
確
実
に
行
う
。

●
据
付
け
に
不
備
が
あ
る
と
､水
漏
れ
や
感
電
・
火
災
等
の
原
因
に

　
な
り
ま
す
。

冷
媒
配
管
の
断
熱
は
結
露
し
な
い
よ
う
に
確
実
に
行
う
。

こ
の
箱
の
中
に
は
､こ
の
説
明
書
の
他
に
下
記
部
品
が
入
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

2
　
取
付
方
法

※
機
種
に
よ
っ
て
は
､本
体
の
固
定
用
ネ
ジ
を
取
外
す
箇
所
が
あ
り
ま
す
の
で
､各
ネ
ッ
ト
取
付
前
に
固
定
箇
所
の
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

1
)
正
面
用
安
全
ネ
ッ
ト
①
を
ネ
ジ
④
に
て
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
下
穴
に
(S
J0
9
A
N
の
場
合
は
､下
側
の
既
存
固
定
ネ
ジ
を
取
外
し
て
か
ら
)

　
 取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　
 ※
上
下
方
向
は
据
付
足
上
に
開
口
部
が
位
置
す
る
よ
う
に
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

2
)
側
面
の
既
存
固
定
ネ
ジ
(4
本
)を
取
外
し
､側
面
用
安
全
ネ
ッ
ト
②
を
ネ
ジ
④
に
て
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
に
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　
 ※
上
下
方
向
は
ネ
ジ
穴
を
合
わ
せ
る
こ
と
で
決
ま
り
ま
す
。

3
)
背
面
上
下
の
既
存
固
定
ネ
ジ
(2
本
)を
取
外
し
て
く
だ
さ
い
。

　
 背
面
用
安
全
ネ
ッ
ト
③
を
図
に
示
す
よ
う
に
側
面
安
全
ネ
ッ
ト
②
に
差
込
み
､ネ
ジ
④
に
て
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
に
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　
 ※
上
下
方
向
は
据
付
足
上
に
開
口
部
が
位
置
す
る
よ
う
に
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

1
)
正
面
用
安
全
ネ
ッ
ト
①
を
ネ
ジ
④
に
て
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
下
穴
に

 　
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　
 ※
上
下
方
向
は
安
全
ネ
ッ
ト
が
上
面
パ
ネ
ル
と
正
面
パ
ネ
ル
の

　
　
 合
わ
せ
目
に
位
置
す
る
よ
う
に
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

2
)
側
面
用
安
全
ネ
ッ
ト
②
を
ネ
ジ
④
に
て
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
下
穴
に

　
 取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　
 ※
上
下
方
向
は
安
全
ネ
ッ
ト
が
上
面
パ
ネ
ル
と
側
面
パ
ネ
ル
の

　
　
 合
わ
せ
目
に
位
置
す
る
よ
う
に
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

3
)
背
面
用
安
全
ネ
ッ
ト
③
を
ネ
ジ
④
に
て
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
下
穴
に

　
 取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　
 ※
上
下
方
向
は
安
全
ネ
ッ
ト
が
上
面
パ
ネ
ル
と
側
面
パ
ネ
ル
の

　
　
 合
わ
せ
目
に
位
置
す
る
よ
う
に
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　
 ※
機
種
に
よ
っ
て
1
ヶ
所
の
み
リ
ヤ
ガ
ー
ド
固
定
穴
を
流
用
し
ま
す
。

　
　
 そ
の
際
に
は
リ
ヤ
ガ
ー
ド
固
定
の
既
存
ネ
ジ
(1
本
)を
取
外
し

　
　
 て
か
ら
安
全
ネ
ッ
ト
を
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

1
)
正
面
用
安
全
ネ
ッ
ト
①
を
ネ
ジ
④
に
て
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
下
穴
に

 　
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　
 ※
上
下
方
向
は
安
全
ネ
ッ
ト
が
上
面
パ
ネ
ル
と
正
面
パ
ネ
ル
の

　
　
 合
わ
せ
目
に
位
置
す
る
よ
う
に
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

2
)
側
面
用
安
全
ネ
ッ
ト
②
を
ネ
ジ
④
に
て
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
下
穴
に

　
 取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　
 ※
上
下
方
向
は
安
全
ネ
ッ
ト
が
上
面
パ
ネ
ル
と
側
面
パ
ネ
ル
の

　
　
 合
わ
せ
目
に
位
置
す
る
よ
う
に
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

3
)
背
面
用
安
全
ネ
ッ
ト
③
を
ネ
ジ
④
に
て
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
下
穴
に

　
 取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　
 ※
上
下
方
向
は
安
全
ネ
ッ
ト
が
上
面
パ
ネ
ル
と
側
面
パ
ネ
ル
の

　
　
 合
わ
せ
目
に
位
置
す
る
よ
う
に
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　
 ※
機
種
に
よ
っ
て
1
ヶ
所
の
み
リ
ヤ
ガ
ー
ド
固
定
穴
を
流
用
し
ま
す
。

　
　
 そ
の
際
に
は
リ
ヤ
ガ
ー
ド
固
定
の
既
存
ネ
ジ
(1
本
)を
取
外
し

　
　
 て
か
ら
安
全
ネ
ッ
ト
を
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。 B
H
7
9
G
7
0
9
H
0
3

S
G
6
5
A
N
・
S
J0
9
A
N
の
場
合

S
G
6
6
A
N
・
S
H
3
0
A
N
,S
H
7
3
A
N
の
場
合

S
G
6
7
A
N
・
S
H
6
9
A
N
の
場
合

①
正
面
用
安
全
ネ
ッ
ト
(中
)…
1
個

②
側
面
用
安
全
ネ
ッ
ト
(小
)…
1
個

③
背
面
用
安
全
ネ
ッ
ト
(大
)…
1
個

④
ネ
ジ

S
G
6
5
A
N
…
4
×
1
6
　
1
0
本

S
G
6
6
A
N
…
5
×
1
5
　
1
6
本

S
G
6
7
A
N
…
5
×
1
5
　
1
8
本

S
H
3
0
A
N
…
5
×
1
5
　
1
2
本

S
H
6
9
A
N
…
5
×
1
5
　
1
8
本

S
H
7
3
A
N
…
5
×
1
5
　
1
6
本

S
J0
9
A
N
…
4
×
1
6
　
1
0
本

●
不
完
全
な
断
熱
工
事
を
行
う
と
配
管
等
表
面
が
結
露
し
て
､露
タ
レ
等
を

　
発
生
し
､天
井
・
床
そ
の
他
､大
切
な
も
の
を
濡
ら
す
原
因
に
な
り
ま
す
。

電
源
配
線
は
､電
流
容
量
に
合
っ
た
規
格
品
を
使
用
す
る
こ
と
。

●
漏
電
や
発
熱
･火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

ド
レ
ン
配
管
は
､据
付
工
事
説
明
書
に
従
っ
て
確
実
に
排
水
す
る
よ
う

施
工
し
､結
露
が
生
じ
な
い
よ
う
保
温
す
る
こ
と
。

●
配
管
工
事
に
不
備
が
あ
る
と
水
漏
れ
し
､天
井
 •
 床
そ
の
他
家
財
等
を

　
濡
ら
す
原
因
に
な
り
ま
す
。

ポ
リ
袋
は
幼
児
の
手
の
届
く
と
こ
ろ
に
置
か
な
い
。

●
頭
か
ら
か
ぶ
る
な
ど
し
た
と
き
に
口
や
鼻
を
ふ
さ
ぎ
窒
息
す
る
原
因
に

　
な
り
ま
す
。

( 本マニュアル用に変更 ･ 修正しています )
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室
外
ユ
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ッ
ト
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● PUZ-ERMP112 ～ 160LA4
● PU-CRMP112 ～ 160LA4

形　　　　名 PAC-SJ28AN 質　　　　量 10.7㎏

外

装

色 アイボリー 鉄 線 ピ ッ チ 最大 50 × 51mm
マンセル№ 1Y8.5/0.5 付

属
品

部品名 取付用座付ネジ（M5 × 15）18 本
材　質 鉄線（SWM）φ3.5 材　質 鉄線（SWCH18A）

表面処理 ポリエチレンコーティング 表面処理 亜鉛ニッケルメッキ

取付図（ A   B   C ）

A  背面用 B 側面用 C 正面用

12
64

42

61
53
0(
取
付
ピ
ッ
チ
)

61
2(
取
付
ピ
ッ
チ
)

13 304
286(取付ピッチ)

40
8(
取
付
ピ
ッ
チ
)

53
0(
取
付
ピ
ッ
チ
)

18
3

42
12
64

740 15
722(取付ピッチ)

61
42

12
64

53
0(
取
付
ピ
ッ
チ
)

61
2(
取
付
ピ
ッ
チ
)

14 675
657(取付ピッチ)

Ⓑ側面用

Ⓒ正面用

Ⓐ背面用

吹出口

後吸込口

横吸込口

10
2

10
2102

安全ネット
● PAC-SJ28AN

使用目的 / 用途

対象ユニット

●“安全ネット”は、室外ユニットの吹出部・吸込部を鉄線ネットで保護する部品
です。

● 学校や児童施設など子どもが触れるおそれのある場合にお勧めです。

仕　様

外形図（取付図）（単位：mm）
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室
外
ユ
ニ
ッ
ト

11-26

取付説明書

三
菱
電
機
パ
ッ
ケ
ー
ジ
エ
ア
コ
ン
別
売
部
品

安
全
ネ
ット
据
付
工
事
説
明
書

安
全
の
た
め
に
必
ず
守
る
こ
と

●
据
付
完
了
後
､試
運
転
を
行
い
異
常
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
､こ
の
据
付
工
事
説
明
書
は
取
扱
説
明
書
と
と
も
に
､お
客
様
で
保
管
い
た
だ
く

　
よ
う
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
お
使
い
に
な
る
方
が
代
わ
る
場
合
は
､新
し
く
お
使
い
に
な
る
方
に
お
渡
し
い
た
だ
く
よ
う
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

P
A
C
-S
J2
8
A
N

(室
外
ユ
ニ
ッ
ト
Lシ
リ
ー
ズ
用
)

●
据
付
け
は
､こ
の
｢安
全
の
た
め
に
必
ず
守
る
こ
と
｣を
よ
く
お
読
み
の
う
え
､確
実
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
こ
こ
に
示
し
た
注
意
事
項
は
安
全
に
関
す
る
重
大
な
内
容
を
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
､必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
生
じ
る
危
険
と
そ
の
程
度
を
､次
の
表
示
で
区
分
し
て
説
明
し
て
い
ま
す
。

据
付
け
(移
設
)・
電
気
工
事
を
す
る
前
に

誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
、

死
亡
や
重
傷
な
ど
に
結
び
つ
く

可
能
性
が
あ
る
も
の
。

誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
、

軽
傷
ま
た
は
家
屋・
家
財
な
ど

の
損
害
に
結
び
つ
く
も
の
。

据
付
け
は
、
販
売
店
ま
た
は
専
門
業
者
に
依
頼
す
る
。

●
お
客
様
自
身
で
据
付
工
事
を
さ
れ
不
備
が
あ
る
と
､水
漏
れ
や
感
電
・

　
火
災
等
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

据
付
け
は
､こ
の
据
付
工
事
説
明
書
に
従
っ
て
確
実
に
行
う
。

●
据
付
け
に
不
備
が
あ
る
と
､水
漏
れ
や
感
電
・
火
災
等
の
原
因
に

　
な
り
ま
す
。

冷
媒
配
管
の
断
熱
は
結
露
し
な
い
よ
う
に
確
実
に
行
う
。

●
不
完
全
な
断
熱
工
事
を
行
う
と
配
管
等
表
面
が
結
露
し
て
､露
タ
レ
等
を

　
発
生
し
､天
井
･床
そ
の
他
､大
切
な
も
の
を
濡
ら
す
原
因
に
な
り
ま
す
。

電
源
配
線
は
､電
流
容
量
に
合
っ
た
規
格
品
を
使
用
す
る
こ
と
。

●
漏
電
や
発
熱
･火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

ド
レ
ン
配
管
は
､据
付
工
事
説
明
書
に
従
っ
て
確
実
に
排
水
す
る
よ
う

施
工
し
､結
露
が
生
じ
な
い
よ
う
保
温
す
る
こ
と
。

●
配
管
工
事
に
不
備
が
あ
る
と
水
漏
れ
し
､天
井
･床
そ
の
他
家
財
等
を

　
濡
ら
す
原
因
に
な
り
ま
す
。

ポ
リ
袋
は
幼
児
の
手
の
届
く
と
こ
ろ
に
置
か
な
い
。

●
頭
か
ら
か
ぶ
る
な
ど
し
た
と
き
に
口
や
鼻
を
ふ
さ
ぎ
窒
息
す
る
原
因
に

　
な
り
ま
す
。

1
　
部
品
の
確
認

こ
の
箱
の
中
に
は
､こ
の
説
明
書
の
他
に
下
記
部
品
が
入
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

2
　
取
付
方
法

1
)
正
面
用
安
全
ネ
ッ
ト
①
を
ネ
ジ
④
に
て
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
下
穴
に
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　
 ※
上
下
方
向
は
安
全
ネ
ッ
ト
が
上
面
パ
ネ
ル
と
正
面
パ
ネ
ル
の
合
わ
せ
目
に
位
置
す
る
よ
う
に
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

2
)
側
面
用
安
全
ネ
ッ
ト
②
を
ネ
ジ
④
に
て
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
下
穴
に
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　
 ※
上
下
方
向
は
安
全
ネ
ッ
ト
が
上
面
パ
ネ
ル
と
側
面
パ
ネ
ル
の
合
わ
せ
目
に
位
置
す
る
よ
う
に
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

3
)
背
面
用
安
全
ネ
ッ
ト
③
を
ネ
ジ
④
に
て
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
下
穴
に
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　
 ※
上
下
方
向
は
安
全
ネ
ッ
ト
が
上
面
パ
ネ
ル
と
側
面
パ
ネ
ル
の
合
わ
せ
目
に
位
置
す
る
よ
う
に
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

①
正
面
用
安
全
ネ
ッ
ト
(中
)…
1
個

②
側
面
用
安
全
ネ
ッ
ト
(小
)…
1
個

③
背
面
用
安
全
ネ
ッ
ト
(大
)…
1
個

④
ネ
ジ

5
×
1
5
　
1
8
本

B
H
7
9
G
7
0
9
L0
2

安全ネット : PAC-SJ28AN
( 本マニュアル用に変更 ･ 修正しています )
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室
外
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● PUZ-ZRMP112 ～ 160KA4, PUZ-ZRP224･280KA10
● PUZ-ERP224・280KA10
● PUZ-HRMP80 ～ 160KA

形　　　　名 PAC-SH98AN 質　　　　量 10.6㎏

外

装

色 アイボリー 鉄 線 ピ ッ チ 最大 50 × 51mm

マンセル№ 1Y8.5/0.5 付

属

品

部品名 取付用座付ネジ（M5 × 15）18 本

材　質 鉄線（SWM）φ3.5 材　質 鉄線（SWCH18A）

表面処理 ポリエチレンコーティング 表面処理 亜鉛ニッケルメッキ

Ⓐ背面用 Ⓑ側面用 Ⓒ正面用

取付図（ⒶⒷⒸ）

778

760（取付ピッチ）

675

675（取付ピッチ）

15 30

120

横吸込口

後吸込口 Ⓐ背面用

Ⓒ正面用

Ⓑ側面用

221

10
2

10
2

61
2（
取
付
ピッ
チ
）

53
0（
取
付
ピッ
チ
） 12
64

61
2（
取
付
ピッ
チ
）

53
0（
取
付
ピッ
チ
）

61
2（
取
付
ピ
ッ
チ
）

53
0（
取
付
ピ
ッ
チ
） 12
64

12
64

4545

6161

45
61

193
(取付ピッチ)

安全ネット
● PAC-SH98AN

●“安全ネット”は、室外ユニットの吹出部・吸込部を鉄線ネットで保護する部
品です。

● 学校や児童施設など子どもが触れるおそれのある場合にお勧めです。

使用目的 / 用途

仕　様

対象ユニット

外形図（取付図）（単位：mm）
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室
外
ユ
ニ
ッ
ト

取付説明書

11-28

安全ネット : PAC-SH98AN

三
菱
電
機
パ
ッ
ケ
ー
ジ
エ
ア
コ
ン
別
売
部
品

安
全
ネ
ット
据
付
工
事
説
明
書

安
全
の
た
め
に
必
ず
守
る
こ
と

●
据
付
完
了
後
､試
運
転
を
行
い
異
常
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
､こ
の
据
付
工
事
説
明
書
は
取
扱
説
明
書
と
と
も
に
､お
客
様
で
保
管
い
た
だ
く

　
よ
う
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
お
使
い
に
な
る
方
が
代
わ
る
場
合
は
､新
し
く
お
使
い
に
な
る
方
に
お
渡
し
い
た
だ
く
よ
う
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

P
A
C
-S
H
9
8
A
N

(室
外
ユ
ニ
ッ
ト
K
シ
リ
ー
ズ
用
)

1
　
部
品
の
確
認

●
据
付
け
は
､こ
の
｢安
全
の
た
め
に
必
ず
守
る
こ
と
｣を
よ
く
お
読
み
の
う
え
､確
実
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
こ
こ
に
示
し
た
注
意
事
項
は
安
全
に
関
す
る
重
大
な
内
容
を
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
､必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
生
じ
る
危
険
と
そ
の
程
度
を
､次
の
表
示
で
区
分
し
て
説
明
し
て
い
ま
す
。

据
付
け
(移
設
)・
電
気
工
事
を
す
る
前
に

誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
、

死
亡
や
重
傷
な
ど
に
結
び
つ
く

可
能
性
が
あ
る
も
の
。

誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
、

軽
傷
ま
た
は
家
屋・
家
財
な
ど

の
損
害
に
結
び
つ
く
も
の
。

据
付
け
は
、
販
売
店
ま
た
は
専
門
業
者
に
依
頼
す
る
。

●
お
客
様
自
身
で
据
付
工
事
を
さ
れ
不
備
が
あ
る
と
､水
漏
れ
や
感
電
・

　
火
災
等
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

据
付
け
は
､こ
の
据
付
工
事
説
明
書
に
従
っ
て
確
実
に
行
う
。

●
据
付
け
に
不
備
が
あ
る
と
､水
漏
れ
や
感
電
・
火
災
等
の
原
因
に

　
な
り
ま
す
。

冷
媒
配
管
の
断
熱
は
結
露
し
な
い
よ
う
に
確
実
に
行
う
。

こ
の
箱
の
中
に
は
､こ
の
説
明
書
の
ほ
か
に
下
記
部
品
が
入
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

2
　
取
付
方
法

1
)
正
面
用
安
全
ネ
ッ
ト
①
を
ネ
ジ
④
に
て
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
下
穴
に
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　
 ※
上
下
方
向
は
安
全
ネ
ッ
ト
が
上
面
パ
ネ
ル
と
正
面
パ
ネ
ル
の
合
わ
せ
目
に
位
置
す
る
よ
う
に
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

2
)
側
面
用
安
全
ネ
ッ
ト
②
を
ネ
ジ
④
に
て
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
下
穴
に
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　
 ※
上
下
方
向
は
安
全
ネ
ッ
ト
が
上
面
パ
ネ
ル
と
側
面
パ
ネ
ル
の
合
わ
せ
目
に
位
置
す
る
よ
う
に
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

3
)
背
面
用
安
全
ネ
ッ
ト
③
を
ネ
ジ
④
に
て
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
下
穴
に
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　
 ※
上
下
方
向
は
安
全
ネ
ッ
ト
が
上
面
パ
ネ
ル
と
側
面
パ
ネ
ル
の
合
わ
せ
目
に
位
置
す
る
よ
う
に
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。 B
H
7
9
G
7
0
9
K
0
2

①
正
面
用
安
全
ネ
ッ
ト
(中
)…
1
個

②
側
面
用
安
全
ネ
ッ
ト
(小
)…
1
個

③
背
面
用
安
全
ネ
ッ
ト
(大
)…
1
個

④
ネ
ジ

5
×
1
5
　
1
8
本

●
不
完
全
な
断
熱
工
事
を
行
う
と
配
管
等
表
面
が
結
露
し
て
､露
タ
レ
等
を

　
発
生
し
､天
井
・
床
そ
の
他
､大
切
な
も
の
を
濡
ら
す
原
因
に
な
り
ま
す
。

電
源
配
線
は
､電
流
容
量
に
合
っ
た
規
格
品
を
使
用
す
る
こ
と
。

●
漏
電
や
発
熱
･火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

ド
レ
ン
配
管
は
､据
付
工
事
説
明
書
に
従
っ
て
確
実
に
排
水
す
る
よ
う

施
工
し
､結
露
が
生
じ
な
い
よ
う
保
温
す
る
こ
と
。

●
配
管
工
事
に
不
備
が
あ
る
と
水
漏
れ
し
､天
井
 •
 床
そ
の
他
家
財
等
を

　
濡
ら
す
原
因
に
な
り
ま
す
。

ポ
リ
袋
は
幼
児
の
手
の
届
く
と
こ
ろ
に
置
か
な
い
。

●
頭
か
ら
か
ぶ
る
な
ど
し
た
と
き
に
口
や
鼻
を
ふ
さ
ぎ
窒
息
す
る
原
因
に

　
な
り
ま
す
。

( 本マニュアル用に変更 ･ 修正しています )
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11-29

室
外
ユ
ニ
ッ
ト

11-29

● PUZ-ERMP112・140LA5

形　　　　名 PAC-SJ74AN 質　　　　量 8.3㎏

外

装

色 アイボリー 鉄 線 ピ ッ チ 最大 50 × 51mm

マンセル№ 1Y8.5/0.5 付

属

品

部品名 取付用座付ネジ（M5 × 12）18 本

材　質 鉄線（SWM）φ3.5 材　質 鉄線（SWCH18A）

表面処理 ポリエチレンコーティング 表面処理 亜鉛アルミ複合被膜

Ⓐ背面用 Ⓑ側面用 Ⓒ正面用

取付図（ⒶⒷⒸ）

14.8

53
0.
4（
取
付ピ
ッチ
）

30
6（
取
付ピ
ッチ
）

286（取付ピッチ）
304

36
.7

96
8.
5

吹出口

後吸込口

横吸込口

Ⓒ正面用

Ⓐ背面用

Ⓑ側面用

10
7

10
7107

13.2
699（取付ピッチ）

28
5.5
（取
付ピ
ッチ
）

40
8（
取
付
ピッ
チ
）

18
8.
5

36
.7

96
8.
5

716.5 16.7

30
6（
取
付ピ
ッチ
）

53
0.
4（
取
付
ピッ
チ
）

671.5
657（取付ピッチ）

36
.7

96
8.
5

66

安全ネット
● PAC-SJ74AN

●“安全ネット”は、室外ユニットの吹出部・吸込部を鉄線ネットで保護する部
品です。

● 学校や児童施設など子どもが触れるおそれのある場合にお勧めです。

使用目的 / 用途

仕　様

対象ユニット

外形図（取付図）（単位：mm）
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室
外
ユ
ニ
ッ
ト

取付説明書

11-30

安全ネット : PAC-SJ74AN

三
菱
電
機
パ
ッ
ケ
ー
ジ
エ
ア
コ
ン
別
売
部
品

安
全
ネ
ット
据
付
工
事
説
明
書

安
全
の
た
め
に
必
ず
守
る
こ
と

●
据
付
完
了
後
､試
運
転
を
行
い
異
常
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
､こ
の
据
付
工
事
説
明
書
は
取
扱
説
明
書
と
と
も
に
､お
客
様
で
保
管
い
た
だ
く

　
よ
う
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
お
使
い
に
な
る
方
が
代
わ
る
場
合
は
､新
し
く
お
使
い
に
な
る
方
に
お
渡
し
い
た
だ
く
よ
う
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

P
A
C
-S
J7
4
A
N

(室
外
ユ
ニ
ッ
ト
Lシ
リ
ー
ズ
用
)

●
据
付
け
は
､こ
の
｢安
全
の
た
め
に
必
ず
守
る
こ
と
｣を
よ
く
お
読
み
の
う
え
､確
実
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
こ
こ
に
示
し
た
注
意
事
項
は
安
全
に
関
す
る
重
大
な
内
容
を
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
､必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
生
じ
る
危
険
と
そ
の
程
度
を
､次
の
表
示
で
区
分
し
て
説
明
し
て
い
ま
す
。

据
付
け
(移
設
)・
電
気
工
事
を
す
る
前
に

誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
、

死
亡
や
重
傷
な
ど
に
結
び
つ
く

可
能
性
が
あ
る
も
の
。

誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
、

軽
傷
ま
た
は
家
屋・
家
財
な
ど

の
損
害
に
結
び
つ
く
も
の
。

据
付
け
は
、
販
売
店
ま
た
は
専
門
業
者
に
依
頼
す
る
。

●
お
客
様
自
身
で
据
付
工
事
を
さ
れ
不
備
が
あ
る
と
､水
漏
れ
や
感
電
・

　
火
災
等
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

据
付
け
は
､こ
の
据
付
工
事
説
明
書
に
従
っ
て
確
実
に
行
う
。

●
据
付
け
に
不
備
が
あ
る
と
､水
漏
れ
や
感
電
・
火
災
等
の
原
因
に

　
な
り
ま
す
。

冷
媒
配
管
の
断
熱
は
結
露
し
な
い
よ
う
に
確
実
に
行
う
。

●
不
完
全
な
断
熱
工
事
を
行
う
と
配
管
等
表
面
が
結
露
し
て
､露
タ
レ
等
を

　
発
生
し
､天
井
･床
そ
の
他
､大
切
な
も
の
を
濡
ら
す
原
因
に
な
り
ま
す
。

電
源
配
線
は
､電
流
容
量
に
合
っ
た
規
格
品
を
使
用
す
る
こ
と
。

●
漏
電
や
発
熱
･火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

ド
レ
ン
配
管
は
､据
付
工
事
説
明
書
に
従
っ
て
確
実
に
排
水
す
る
よ
う

施
工
し
､結
露
が
生
じ
な
い
よ
う
保
温
す
る
こ
と
。

●
配
管
工
事
に
不
備
が
あ
る
と
水
漏
れ
し
､天
井
･床
そ
の
他
家
財
等
を

　
濡
ら
す
原
因
に
な
り
ま
す
。

ポ
リ
袋
は
幼
児
の
手
の
届
く
と
こ
ろ
に
置
か
な
い
。

●
頭
か
ら
か
ぶ
る
な
ど
し
た
と
き
に
口
や
鼻
を
ふ
さ
ぎ
窒
息
す
る
原
因
に

　
な
り
ま
す
。

1
　
部
品
の
確
認

こ
の
箱
の
中
に
は
､こ
の
説
明
書
の
他
に
下
記
部
品
が
入
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

2
　
取
付
方
法

2
）
側
面
用
安
全
ネ
ッ
ト
②

　
  ネ
ジ
④
に
て
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
下
穴
に
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

3
）
背
面
用
安
全
ネ
ッ
ト
③

　
  ネ
ジ
④
に
て
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
下
穴
に
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

  　
※
右
図
の
左
側
の
ネ
ジ
３
ヶ
所
は
､外
郭
パ
ネ
ル
を
固
定
し
て

　
　
  い
る
既
存
の
ネ
ジ
を
取
外
し
､ネ
ジ
④
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

1
）
正
面
用
安
全
ネ
ッ
ト
①

　
  ネ
ジ
④
に
て
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
下
穴
に
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

④ ６
本

④ ６
本

④ ６
本

①
正
面
用
安
全
ネ
ッ
ト
(中
)…
1
個

②
側
面
用
安
全
ネ
ッ
ト
(小
)…
1
個

③
背
面
用
安
全
ネ
ッ
ト
(大
)…
1
個

④
ネ
ジ

5
×
1
2
　
1
8
本

B
H
7
9
G
7
0
9
N
0
1

( 本マニュアル用に変更 ･ 修正しています )
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11-31

室
外
ユ
ニ
ッ
ト

11-31

● PUZ-ZRMP40 ～ 63(S)KA4
● PUZ-ERMP40 ～ 63(S)KA4
● PU-CRMP40 ～ 63(S)KA4

形　　　　名 PAC-SJ51RG 質　　　　量 0.26㎏

外

装

色 黒 鉄 線 ピ ッ チ 最大 135 × 163mm

材　質 PP 付属品 部品名 断熱材（t10 × 25 × 15）1 個

（取付図）（本体）

 16
9.8

54
9

26
.2

25.7

162.5 162.5

(1
35
.1
)

(1
35
.1
)

19
1.
7

641 57.5

662.7
299.6 206.6

45.6

641

7070

7 7

662.7
206.6

162.5
222222

299.6

162.5

58
5.
6

16

9.8

16
12.5

44.25

54
9

10
.1

13
5.
1

13
5.
1

13
9.
6

背面側

背面用網
● PAC-SJ51RG

●“背面用網”は、室外ユニットの背面に取り付ける部品です。

使用目的 / 用途

仕　様

対象ユニット

外形図（取付図）（単位：mm）
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室
外
ユ
ニ
ッ
ト

取付説明書

11-32

取付説明書 背面用網 : PAC-SJ51RG

三
菱
電
機
パ
ッ
ケ
ー
ジ
エ
ア
コ
ン
別
売
部
品

背
面
用
網
据
付
工
事
説
明
書

①
背
面
用
網・
・・・
・・・
・・・
・・・
・・・
・・・
・１
個

②
IN
S
(1
0×
2
5×
1
5
）・・
・・・
・・・
・・・
１
個

1
　
部
品
の
確
認

こ
の
箱
の
中
に
は
､こ
の
説
明
書
の
他
に
下
記
部
品
が
入
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
｡

2
　
取
付
方
法

P
A
C
-S
J5
1
R
G

(室
外
ユ
ニ
ット
K
シ
リ
ー
ズ
用
）

安
全
の
た
め
に
必
ず
守
る
こ
と

●
据
付
完
了
後
､試
運
転
を
行
い
異
常
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
､取
扱
説
明
書
に
そ
っ
て
､お
客
様
に
｢安
全
の
た
め
に
必
ず
守
る
こ
と
｣や

　
使
用
方
法
･お
手
入
れ
の
仕
方
等
を
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
､こ
の
据
付
工
事
説
明
書
は
取
扱
説
明
書
と
と
も
に
､お
客
様
で
保
管
い
た
だ
く
よ
う
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
､お
使
い
に
な
る
方
が
代
わ
る
場
合
は
､新
し
く
お
使
い
に
な
る
方
に
お
渡
し
い
た
だ
く
よ
う
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

●
据
付
け
は
､こ
の
｢安
全
の
た
め
に
必
ず
守
る
こ
と
｣を
よ
く
お
読
み
の
う
え
､確
実
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
こ
こ
に
示
し
た
注
意
事
項
は
安
全
に
関
す
る
重
大
な
内
容
を
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
､必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
生
じ
る
危
険
と
そ
の
程
度
を
､次
の
表
示
で
区
分
し
て
説
明
し
て
い
ま
す
。

据
付
け
(移
設
)・
電
気
工
事
を
す
る
前
に

誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
､

死
亡
や
重
傷
な
ど
に
結
び
つ
く

可
能
性
が
あ
る
も
の
。

誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
､

軽
傷
ま
た
は
家
屋・
家
財
な
ど

の
損
害
に
結
び
つ
く
も
の
。

据
付
け
は
､販
売
店
ま
た
は
専
門
業
者
に
依
頼
す
る
。

●
お
客
様
自
身
で
据
付
工
事
を
さ
れ
不
備
が
あ
る
と
､水
漏
れ
や
感
電
･

　
火
災
等
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

据
付
け
は
､こ
の
据
付
工
事
説
明
書
に
従
っ
て
確
実
に
行
う
。

●
据
付
け
に
不
備
が
あ
る
と
､水
漏
れ
や
感
電
･火
災
等
の
原
因
に

　
な
り
ま
す
。

冷
媒
配
管
の
断
熱
は
結
露
し
な
い
よ
う
に
確
実
に
行
う
。

●
不
完
全
な
断
熱
工
事
を
行
う
と
配
管
等
表
面
が
結
露
し
て
､露
タ
レ
等
を

　
発
生
し
､天
井
･床
そ
の
他
､大
切
な
も
の
を
濡
ら
す
原
因
に
な
り
ま
す
。

●
接
続
部
の
断
熱
施
工
は
､気
密
試
験
後
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

電
源
配
線
は
､電
流
容
量
に
合
っ
た
規
格
品
を
使
用
す
る
こ
と
。

●
漏
電
や
発
熱
･火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

ド
レ
ン
配
管
は
､据
付
工
事
説
明
書
に
従
っ
て
確
実
に
排
水
す
る
よ
う

施
工
し
､結
露
が
生
じ
な
い
よ
う
保
温
す
る
こ
と
。

●
配
管
工
事
に
不
備
が
あ
る
と
水
漏
れ
し
､天
井
･床
そ
の
他
家
財
等
を

　
濡
ら
す
原
因
に
な
り
ま
す
。

ポ
リ
袋
は
幼
児
の
手
の
届
く
と
こ
ろ
に
置
か
な
い
。

●
頭
か
ら
か
ぶ
る
な
ど
し
た
と
き
に
口
や
鼻
を
ふ
さ
ぎ
窒
息
す
る
原
因
に

　
な
り
ま
す
。

外
気
温
セ
ン
サ
ー

背
面
用
網
①
爪
部

背
面
用
網
①

IN
S
②

2
列
熱
交
機
種
の
場
合

IN
S
②
は
背
面
用
網
①
爪
部

セ
ン
タ
ー
振
り
分
け
に
て

貼
付
け
の
こ
と

外
気
温
セ
ン
サ
ー

セ
ン
サ
ー
ホ
ル
ダ
ー ス
ペ
ー
サ
ー

B
H
7
9
T6
6
9
H
0
6

1
) ト
ッ
プ
パ
ネ
ル
(ネ
ジ
3
本
)を
取
外
し
て
く
だ
さ
い
。

2
) セ
ン
サ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
開
け
､外
気
温
セ
ン
サ
ー
を
取
外
し
て
く
だ
さ
い
。

3
) セ
ン
サ
ー
ホ
ル
ダ
ー
と
ス
ペ
ー
サ
ー
を
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
本
体
か
ら
取
外
し
て
く
だ
さ
い
。

4
) 背
面
用
網
①
を
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
本
体
に
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

 
上
側
の
爪
を
熱
交
フ
ィ
ン
に
引
っ
掛
け
､下
側
は
熱
交
フ
ィ
ン
と
ベ
ー
ス
の
間
に
差
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

 
2
列
熱
交
機
種
の
場
合
は
､上
側
爪
部
に
IN
S
②
を
貼
付
け
て
か
ら
本
体
へ
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

5
) 外
気
温
セ
ン
サ
ー
を
図
の
よ
う
に
配
線
し
､背
面
用
網
①
の
ホ
ル
ダ
ー
に
セ
ン
サ
ー
を
取
付
け
閉
じ
て
く
だ
さ
い
。

6
) ト
ッ
プ
パ
ネ
ル
(ネ
ジ
3
本
)を
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

( 本マニュアル用に変更 ･ 修正しています )
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11-33

室
外
ユ
ニ
ッ
ト

11-33

● PUZ-ERMP80HA4
● PU-CRMP80HA4

形　　　　名 PAC-SJ32RG 質　　　　量 0.25㎏

外

装

色 アイボリー 鉄 線 ピ ッ チ 最大 165 × 203mm

マンセル№ 1Y8.5/0.5 付

属

品

部品名 取付用座付ネジ（M5 × 12）2 本

材　質 鉄線（SWM）φ2.5 材　質 鉄線（SWCH18A）

表面処理 ポリエチレンコーティング 表面処理 亜鉛ニッケルメッキ

（取付図）

 

62
4

26
.5

34
.5

18.8

20

584.2 11

背面側
606.2(取付ピッチ)

142.5165165165

70
.6

20
3.
2
20
3.
2
19
0.
5

25.6

70
5

44
8.
9

横吸込口

後吸込口

吹出口

 

16

（本体）

60
6.
2

606.9

50
5

448.9
705

25
.6

18
.8

(8
5.
6)

16
5

16
5

16
5

190.5 203.2 203.2

R5

2- 内 φ7

20

11
58
4.
2

26.5(20) 34.5 624

背面用網
● PAC-SJ32RG

●“背面用網”は、室外ユニットの背面に取り付ける部品です。

使用目的 / 用途

仕　様

対象ユニット

外形図（取付図）（単位：mm）
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11-34

室
外
ユ
ニ
ッ
ト

11-34

● PUZ-ZRMP80HA4

形　　　　名 PAC-SJ33RG 質　　　　量 0.30㎏

外

装

色 アイボリー 鉄 線 ピ ッ チ 最大 165 × 203mm

マンセル№ 1Y8.5/0.5 付

属

品

部品名 取付用座付ネジ（M5 × 12）2 本

材　質 鉄線（SWM）φ2.5 材　質 鉄線（SWCH18A）

表面処理 ポリエチレンコーティング 表面処理 亜鉛ニッケルメッキ

 

584.2

20

11

 18.8

26
.5

82
7.
2

34
.5

90
8.
2

44
8.
9

 

16

背面側
606.2(取付ピッチ)

142.5165165165
25.6

70
.6

20
3.
2
20
3.
2
20
3.
2
19
0.
5

 

後吸込口

横吸込口

吹出口

60
6.
2

908

810.1

50
5

11.5
448.9

25
.6

18
.8

(8
5.
6)

16
5

16
5

16
5

(42.5)190.5 203.2 203.2 203.2

R5

2- 内 φ7

2011
58
4.
2

26.5(20) 34.5 827.2 （取付図）（本体）

背面用網
● PAC-SJ33RG

●“背面用網”は、室外ユニットの背面に取り付ける部品です。

使用目的 / 用途

仕　様

対象ユニット

外形図（取付図）（単位：mm）
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室
外
ユ
ニ
ッ
ト

11-35

取付説明書取付説明書 背面用網 : PAC-SJ32RG,SJ33RG

三
菱
電
機
パ
ッ
ケ
ー
ジ
エ
ア
コ
ン
別
売
部
品

背
面
用
網
据
付
工
事
説
明
書

①
背
面
用
網・
・・・
・・・
・・・
・・・
・・・
・・・
・１
個

②
ネ
ジ（
5×
1
2
）・・
・・・
・・・
・・・
・・・
・・・
・２
本

1
　
部
品
の
確
認

こ
の
箱
の
中
に
は
､こ
の
説
明
書
の
他
に
下
記
部
品
が
入
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
｡

2
　
取
付
方
法

P
A
C
-S
J＊
＊
R
G

（
室
外
ユ
ニ
ット
H
シ
リ
ー
ズ
用
）

安
全
の
た
め
に
必
ず
守
る
こ
と

●
据
付
完
了
後
､試
運
転
を
行
い
異
常
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
､取
扱
説
明
書
に
そ
っ
て
､お
客
様
に
｢安
全
の
た
め
に
必
ず
守
る
こ
と
｣や

　
使
用
方
法
･お
手
入
れ
の
仕
方
等
を
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
､こ
の
据
付
工
事
説
明
書
は
取
扱
説
明
書
と
と
も
に
､お
客
様
で
保
管
い
た
だ
く
よ
う
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
､お
使
い
に
な
る
方
が
代
わ
る
場
合
は
､新
し
く
お
使
い
に
な
る
方
に
お
渡
し
い
た
だ
く
よ
う
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

●
据
付
け
は
､こ
の
｢安
全
の
た
め
に
必
ず
守
る
こ
と
｣を
よ
く
お
読
み
の
う
え
､確
実
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
こ
こ
に
示
し
た
注
意
事
項
は
安
全
に
関
す
る
重
大
な
内
容
を
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
､必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
生
じ
る
危
険
と
そ
の
程
度
を
､次
の
表
示
で
区
分
し
て
説
明
し
て
い
ま
す
。

据
付
け
(移
設
)・
電
気
工
事
を
す
る
前
に

誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
､

死
亡
や
重
傷
な
ど
に
結
び
つ
く

可
能
性
が
あ
る
も
の
。

誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
､

軽
傷
ま
た
は
家
屋・
家
財
な
ど

の
損
害
に
結
び
つ
く
も
の
。

据
付
け
は
､販
売
店
ま
た
は
専
門
業
者
に
依
頼
す
る
。

●
お
客
様
自
身
で
据
付
工
事
を
さ
れ
不
備
が
あ
る
と
､水
漏
れ
や
感
電
･

　
火
災
等
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

据
付
け
は
､こ
の
据
付
工
事
説
明
書
に
従
っ
て
確
実
に
行
う
。

●
据
付
け
に
不
備
が
あ
る
と
､水
漏
れ
や
感
電
･火
災
等
の
原
因
に

　
な
り
ま
す
。

冷
媒
配
管
の
断
熱
は
結
露
し
な
い
よ
う
に
確
実
に
行
う
。

●
不
完
全
な
断
熱
工
事
を
行
う
と
配
管
等
表
面
が
結
露
し
て
､露
タ
レ
等
を

　
発
生
し
､天
井
･床
そ
の
他
､大
切
な
も
の
を
濡
ら
す
原
因
に
な
り
ま
す
。

●
接
続
部
の
断
熱
施
工
は
､気
密
試
験
後
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

電
源
配
線
は
､電
流
容
量
に
合
っ
た
規
格
品
を
使
用
す
る
こ
と
。

●
漏
電
や
発
熱
･火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

ド
レ
ン
配
管
は
､据
付
工
事
説
明
書
に
従
っ
て
確
実
に
排
水
す
る
よ
う

施
工
し
､結
露
が
生
じ
な
い
よ
う
保
温
す
る
こ
と
。

●
配
管
工
事
に
不
備
が
あ
る
と
水
漏
れ
し
､天
井
･床
そ
の
他
家
財
等
を

　
濡
ら
す
原
因
に
な
り
ま
す
。

ポ
リ
袋
は
幼
児
の
手
の
届
く
と
こ
ろ
に
置
か
な
い
。

●
頭
か
ら
か
ぶ
る
な
ど
し
た
と
き
に
口
や
鼻
を
ふ
さ
ぎ
窒
息
す
る
原
因
に

　
な
り
ま
す
。

② 2
本

①

１
)背
面
用
網
①
を
ネ
ジ
②
に
て
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
下
穴
に
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
際
､下
側
は
熱
交
フ
ィ
ン
と
ベ
ー
ス
の
隙
間
､上
側
は
熱
交
フ
ィ
ン
と
ト
ッ
プ
パ
ネ
ル
の
隙
間
に
そ
れ
ぞ
れ

差
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
上
下
方
向
は
背
面
用
網
が
セ
ン
サ
ー
ホ
ル
ダ
ー
と
干
渉
し
な
い
向
き
に
ネ
ジ
穴
を
合
わ
せ
る
こ
と
で
決
ま
り
ま
す
。

S
J3
2
R
G
の
場
合

セ
ン
サ
ー
ホ
ル
ダ
ー

② 2
本

①

セ
ン
サ
ー
ホ
ル
ダ
ー

１
)背
面
用
網
①
を
ネ
ジ
②
に
て
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
下
穴
に
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
際
､下
側
は
熱
交
フ
ィ
ン
と
ベ
ー
ス
の
隙
間
､上
側
は
熱
交
フ
ィ
ン
と
ト
ッ
プ
パ
ネ
ル
の
隙
間
に
そ
れ
ぞ
れ

差
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
上
下
方
向
は
背
面
用
網
が
セ
ン
サ
ー
ホ
ル
ダ
ー
と
干
渉
し
な
い
向
き
に
ネ
ジ
穴
を
合
わ
せ
る
こ
と
で
決
ま
り
ま
す
。

S
J3
3
R
G
の
場
合

B
H
7
9
T6
6
9
H
0
5

( 本マニュアル用に変更 ･ 修正しています )
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11-36

室
外
ユ
ニ
ッ
ト

11-36

● PUZ-ZRMP112 ～ 160KA4, PUZ-ZRP224・280KA10
● PUZ-ERP224・280KA10

形　　　　名 PAC-SJ90RG 質　　　　量 0.40㎏

外

装

色 アイボリー 鉄 線 ピ ッ チ 最大 204 × 205mm

マンセル№ 1Y8.5/0.5 付

属

品

部品名 取付用座付ネジ（M5 × 12）6 本

材　質 鉄線（SWM）φ2.5 材　質 鉄線（SWCH18A）

表面処理 ポリエチレンコーティング 表面処理 高耐食被膜処理

（取付図）（本体）

背面側

背面用網
● PAC-SJ90RG

●“背面用網”は、室外ユニットの背面に取り付ける部品です。

使用目的 / 用途

仕　様

対象ユニット

外形図（取付図）（単位：mm）
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室
外
ユ
ニ
ッ
ト

取付説明書

11-37

背面用網 : PAC-SJ90RG

三
菱
電
機
パ
ッ
ケ
ー
ジ
エ
ア
コ
ン
別
売
部
品

背
面
用
網
据
付
工
事
説
明
書

①
背
面
用
網・
・・・
・・・
・・・
・・・
・・・
・・・
・１
個

②
ネ
ジ
(5
×
1
2
)・・・
・・・
・・・
・・・
・・・
・・・
6
本

③
バ
ン
ド・
・・・
・・・
・・・
・・・
・・・
・・・
・・・
・・・
・・・
・・
4
本

1
　
部
品
の
確
認

こ
の
箱
の
中
に
は
､こ
の
説
明
書
の
他
に
下
記
部
品
が
入
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
｡

2
　
取
付
方
法

P
A
C
-S
J9
0
R
G

(室
外
ユ
ニ
ット
K
シ
リ
ー
ズ
用
)

B
H
7
9
T6
6
9
H
1
0

1
) 背
面
用
網
①
を
ネ
ジ
②
に
て
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
に
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

背
面
用
網
①

ネ
ジ
②

サ
イ
ド
パ
ネ
ル

サ
ポ
ー
ト
ワ
イ
ヤ

背
面
用
網
①

バ
ン
ド
③

安
全
の
た
め
に
必
ず
守
る
こ
と

●
据
付
完
了
後
､試
運
転
を
行
い
異
常
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
､取
扱
説
明
書
に
そ
っ
て
､お
客
様
に
｢安
全
の
た
め
に
必
ず
守
る
こ
と
｣や

　
使
用
方
法
･お
手
入
れ
の
仕
方
等
を
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
､こ
の
据
付
工
事
説
明
書
は
取
扱
説
明
書
と
と
も
に
､お
客
様
で
保
管
い
た
だ
く
よ
う
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
､お
使
い
に
な
る
方
が
代
わ
る
場
合
は
､新
し
く
お
使
い
に
な
る
方
に
お
渡
し
い
た
だ
く
よ
う
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

●
据
付
け
は
､こ
の
｢安
全
の
た
め
に
必
ず
守
る
こ
と
｣を
よ
く
お
読
み
の
う
え
､確
実
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
こ
こ
に
示
し
た
注
意
事
項
は
安
全
に
関
す
る
重
大
な
内
容
を
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
､必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
生
じ
る
危
険
と
そ
の
程
度
を
､次
の
表
示
で
区
分
し
て
説
明
し
て
い
ま
す
。

据
付
け
(移
設
)・
電
気
工
事
を
す
る
前
に

誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
､

死
亡
や
重
傷
な
ど
に
結
び
つ
く

可
能
性
が
あ
る
も
の
。

誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
､

軽
傷
ま
た
は
家
屋・
家
財
な
ど

の
損
害
に
結
び
つ
く
も
の
。

据
付
け
は
､販
売
店
ま
た
は
専
門
業
者
に
依
頼
す
る
。

●
お
客
様
自
身
で
据
付
工
事
を
さ
れ
不
備
が
あ
る
と
､水
漏
れ
や
感
電
･

　
火
災
等
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

据
付
け
は
､こ
の
据
付
工
事
説
明
書
に
従
っ
て
確
実
に
行
う
。

●
据
付
け
に
不
備
が
あ
る
と
､水
漏
れ
や
感
電
･火
災
等
の
原
因
に

　
な
り
ま
す
。

冷
媒
配
管
の
断
熱
は
結
露
し
な
い
よ
う
に
確
実
に
行
う
。

●
不
完
全
な
断
熱
工
事
を
行
う
と
配
管
等
表
面
が
結
露
し
て
､露
タ
レ
等
を

　
発
生
し
､天
井
･床
そ
の
他
､大
切
な
も
の
を
濡
ら
す
原
因
に
な
り
ま
す
。

●
接
続
部
の
断
熱
施
工
は
､気
密
試
験
後
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

電
源
配
線
は
､電
流
容
量
に
合
っ
た
規
格
品
を
使
用
す
る
こ
と
。

●
漏
電
や
発
熱
･火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

ド
レ
ン
配
管
は
､据
付
工
事
説
明
書
に
従
っ
て
確
実
に
排
水
す
る
よ
う

施
工
し
､結
露
が
生
じ
な
い
よ
う
保
温
す
る
こ
と
。

●
配
管
工
事
に
不
備
が
あ
る
と
水
漏
れ
し
､天
井
･床
そ
の
他
家
財
等
を

　
濡
ら
す
原
因
に
な
り
ま
す
。

ポ
リ
袋
は
幼
児
の
手
の
届
く
と
こ
ろ
に
置
か
な
い
。

●
頭
か
ら
か
ぶ
る
な
ど
し
た
と
き
に
口
や
鼻
を
ふ
さ
ぎ
窒
息
す
る
原
因
に

　
な
り
ま
す
。

2
) サ
ポ
ー
ト
ワ
イ
ヤ
と
背
面
用
網
①
を
バ
ン
ド
③
に
て
4
ヶ
所
結
束
し
て
く
だ
さ
い
。

( 本マニュアル用に変更 ･ 修正しています )
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室
外
ユ
ニ
ッ
ト

11-38

● PUZ-ERMP112 ～ 160LA4
● PU-CRMP112 ～ 160LA4

形　　　　名 PAC-SJ91RG 質　　　　量 0.30㎏

外

装

色 アイボリー 鉄 線 ピ ッ チ 最大 204 × 286mm

マンセル№ 1Y8.5/0.5 付

属

品

部品名 取付用座付ネジ（M5 × 12）3 本

材　質 鉄線（SWM）φ2.5 材　質 鉄線（SWCH18A）

表面処理 ポリエチレンコーティング 表面処理 高耐食被膜処理

（取付図）（本体）

背面側

背面用網
● PAC-SJ91RG

●“背面用網”は、室外ユニットの背面に取り付ける部品です。

使用目的 / 用途

仕　様

対象ユニット

外形図（取付図）（単位：mm）
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室
外
ユ
ニ
ッ
ト

取付説明書

11-39

背面用網 : PAC-SJ91RG

三
菱
電
機
パ
ッ
ケ
ー
ジ
エ
ア
コ
ン
別
売
部
品

背
面
用
網
据
付
工
事
説
明
書

1
　
部
品
の
確
認

こ
の
箱
の
中
に
は
､こ
の
説
明
書
の
他
に
下
記
部
品
が
入
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
｡

2
　
取
付
方
法

P
A
C
-S
J9
1
R
G

(室
外
ユ
ニ
ット
Lシ
リ
ー
ズ
用
)

安
全
の
た
め
に
必
ず
守
る
こ
と

●
据
付
完
了
後
､試
運
転
を
行
い
異
常
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
､取
扱
説
明
書
に
そ
っ
て
､お
客
様
に
｢安
全
の
た
め
に
必
ず
守
る
こ
と
｣や

　
使
用
方
法
･お
手
入
れ
の
仕
方
等
を
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
､こ
の
据
付
工
事
説
明
書
は
取
扱
説
明
書
と
と
も
に
､お
客
様
で
保
管
い
た
だ
く
よ
う
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
､お
使
い
に
な
る
方
が
代
わ
る
場
合
は
､新
し
く
お
使
い
に
な
る
方
に
お
渡
し
い
た
だ
く
よ
う
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

●
据
付
け
は
､こ
の
｢安
全
の
た
め
に
必
ず
守
る
こ
と
｣を
よ
く
お
読
み
の
う
え
､確
実
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
こ
こ
に
示
し
た
注
意
事
項
は
安
全
に
関
す
る
重
大
な
内
容
を
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
､必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
生
じ
る
危
険
と
そ
の
程
度
を
､次
の
表
示
で
区
分
し
て
説
明
し
て
い
ま
す
。

据
付
け
(移
設
)・
電
気
工
事
を
す
る
前
に

誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
､

死
亡
や
重
傷
な
ど
に
結
び
つ
く

可
能
性
が
あ
る
も
の
。

誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
､

軽
傷
ま
た
は
家
屋・
家
財
な
ど

の
損
害
に
結
び
つ
く
も
の
。

据
付
け
は
､販
売
店
ま
た
は
専
門
業
者
に
依
頼
す
る
。

●
お
客
様
自
身
で
据
付
工
事
を
さ
れ
不
備
が
あ
る
と
､水
漏
れ
や
感
電
･

　
火
災
等
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

据
付
け
は
､こ
の
据
付
工
事
説
明
書
に
従
っ
て
確
実
に
行
う
。

●
据
付
け
に
不
備
が
あ
る
と
､水
漏
れ
や
感
電
･火
災
等
の
原
因
に

　
な
り
ま
す
。

冷
媒
配
管
の
断
熱
は
結
露
し
な
い
よ
う
に
確
実
に
行
う
。

●
不
完
全
な
断
熱
工
事
を
行
う
と
配
管
等
表
面
が
結
露
し
て
､露
タ
レ
等
を

　
発
生
し
､天
井
･床
そ
の
他
､大
切
な
も
の
を
濡
ら
す
原
因
に
な
り
ま
す
。

●
接
続
部
の
断
熱
施
工
は
､気
密
試
験
後
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

電
源
配
線
は
､電
流
容
量
に
合
っ
た
規
格
品
を
使
用
す
る
こ
と
。

●
漏
電
や
発
熱
･火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

ド
レ
ン
配
管
は
､据
付
工
事
説
明
書
に
従
っ
て
確
実
に
排
水
す
る
よ
う

施
工
し
､結
露
が
生
じ
な
い
よ
う
保
温
す
る
こ
と
。

●
配
管
工
事
に
不
備
が
あ
る
と
水
漏
れ
し
､天
井
･床
そ
の
他
家
財
等
を

　
濡
ら
す
原
因
に
な
り
ま
す
。

ポ
リ
袋
は
幼
児
の
手
の
届
く
と
こ
ろ
に
置
か
な
い
。

●
頭
か
ら
か
ぶ
る
な
ど
し
た
と
き
に
口
や
鼻
を
ふ
さ
ぎ
窒
息
す
る
原
因
に

　
な
り
ま
す
。

B
H
7
9
T6
6
9
H
1
1

1
) サ
イ
ド
パ
ネ
ル
を
固
定
し
て
い
る
ネ
ジ
3
本
を
取
外
し
て
く
だ
さ
い
。

2
)取
外
し
た
ネ
ジ
と
ネ
ジ
②
を
使
用
し
て
、
背
面
用
網
①
を
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
に
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

背
面
用
網
①

ネ
ジ
②

サ
イ
ド
パ
ネ
ル

サ
イ
ド
パ
ネ
ル

固
定
ネ
ジ

3
) サ
ポ
ー
ト
ワ
イ
ヤ
と
背
面
用
網
①
を
バ
ン
ド
③
に
て
3
ヶ
所
結
束
し
て
く
だ
さ
い
。

背
面
用
網
①

サ
ポ
ー
ト
ワ
イ
ヤ

バ
ン
ド
③

①
背
面
用
網・
・・・
・・・
・・・
・・・
・・・
・・・
・１
個

②
ネ
ジ
(5
×
1
2
)・・・
・・・
・・・
・・・
・・・
・・・
3
本

③
バ
ン
ド・
・・・
・・・
・・・
・・・
・・・
・・・
・・・
・・・
・・・
・・
3
本

( 本マニュアル用に変更 ･ 修正しています )
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室
外
ユ
ニ
ッ
ト

11-40

● PUZ-ERMP112・140LA5

形　　　　名 PAC-SJ76RG 質　　　　量 0.30㎏

外

装

色 アイボリー 鉄 線 ピ ッ チ 最大 204 × 290mm

マンセル№ 1Y8.5/0.5 付

属

品

部品名 取付用座付ネジ（M5 × 12）3 本

材　質 鉄線（SWM）φ2.5 材　質 鉄線（SWCH18A）

表面処理 ポリエチレンコーティング 表面処理 亜鉛アルミ複合被膜

（取付図）（本体）

背面側23
16
.2

1531.2

12
.4

23

10

10

60
0

69
8.
5

713.6

59
.2

29
0

29
0

140.1 204204145.5

内φ7.5

15 2312.416.2

31
.2 23

23

10

10

600

71
3.
6

698.5
290 290 59.2

22
0

14
0.
1

14
5.
5

20
4

20
4

背面用網
● PAC-SJ76RG

●“背面用網”は、室外ユニットの背面に取り付ける部品です。

使用目的 / 用途

仕　様

対象ユニット

外形図（取付図）（単位：mm）
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室
外
ユ
ニ
ッ
ト

取付説明書

11-41

背面用網 : PAC-SJ76RG

三
菱
電
機
パ
ッ
ケ
ー
ジ
エ
ア
コ
ン
別
売
部
品

背
面
用
網
据
付
工
事
説
明
書

①
背
面
用
網・
・・・
・・・
・・・
・・・
・・・
・・・
・１
個

②
ネ
ジ
(5
×
1
2
)・・・
・・・
・・・
・・・
・・・
・・・
6
本

1
　
部
品
の
確
認

こ
の
箱
の
中
に
は
､こ
の
説
明
書
の
他
に
下
記
部
品
が
入
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
｡

2
　
取
付
方
法

P
A
C
-S
J7
6
R
G

(室
外
ユ
ニ
ット
Lシ
リ
ー
ズ
用
)

安
全
の
た
め
に
必
ず
守
る
こ
と

●
据
付
完
了
後
､試
運
転
を
行
い
異
常
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
､取
扱
説
明
書
に
そ
っ
て
､お
客
様
に
｢安
全
の
た
め
に
必
ず
守
る
こ
と
｣や

　
使
用
方
法
･お
手
入
れ
の
仕
方
等
を
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
､こ
の
据
付
工
事
説
明
書
は
取
扱
説
明
書
と
と
も
に
､お
客
様
で
保
管
い
た
だ
く
よ
う
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
､お
使
い
に
な
る
方
が
代
わ
る
場
合
は
､新
し
く
お
使
い
に
な
る
方
に
お
渡
し
い
た
だ
く
よ
う
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

●
据
付
け
は
､こ
の
｢安
全
の
た
め
に
必
ず
守
る
こ
と
｣を
よ
く
お
読
み
の
う
え
､確
実
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
こ
こ
に
示
し
た
注
意
事
項
は
安
全
に
関
す
る
重
大
な
内
容
を
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
､必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
生
じ
る
危
険
と
そ
の
程
度
を
､次
の
表
示
で
区
分
し
て
説
明
し
て
い
ま
す
。

据
付
け
(移
設
)・
電
気
工
事
を
す
る
前
に

誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
､

死
亡
や
重
傷
な
ど
に
結
び
つ
く

可
能
性
が
あ
る
も
の
。

誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
､

軽
傷
ま
た
は
家
屋・
家
財
な
ど

の
損
害
に
結
び
つ
く
も
の
。

据
付
け
は
､販
売
店
ま
た
は
専
門
業
者
に
依
頼
す
る
。

●
お
客
様
自
身
で
据
付
工
事
を
さ
れ
不
備
が
あ
る
と
､水
漏
れ
や
感
電
･

　
火
災
等
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

据
付
け
は
､こ
の
据
付
工
事
説
明
書
に
従
っ
て
確
実
に
行
う
。

●
据
付
け
に
不
備
が
あ
る
と
､水
漏
れ
や
感
電
･火
災
等
の
原
因
に

　
な
り
ま
す
。

冷
媒
配
管
の
断
熱
は
結
露
し
な
い
よ
う
に
確
実
に
行
う
。

●
不
完
全
な
断
熱
工
事
を
行
う
と
配
管
等
表
面
が
結
露
し
て
､露
タ
レ
等
を

　
発
生
し
､天
井
･床
そ
の
他
､大
切
な
も
の
を
濡
ら
す
原
因
に
な
り
ま
す
。

●
接
続
部
の
断
熱
施
工
は
､気
密
試
験
後
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

電
源
配
線
は
､電
流
容
量
に
合
っ
た
規
格
品
を
使
用
す
る
こ
と
。

●
漏
電
や
発
熱
･火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

ド
レ
ン
配
管
は
､据
付
工
事
説
明
書
に
従
っ
て
確
実
に
排
水
す
る
よ
う

施
工
し
､結
露
が
生
じ
な
い
よ
う
保
温
す
る
こ
と
。

●
配
管
工
事
に
不
備
が
あ
る
と
水
漏
れ
し
､天
井
･床
そ
の
他
家
財
等
を

　
濡
ら
す
原
因
に
な
り
ま
す
。

ポ
リ
袋
は
幼
児
の
手
の
届
く
と
こ
ろ
に
置
か
な
い
。

●
頭
か
ら
か
ぶ
る
な
ど
し
た
と
き
に
口
や
鼻
を
ふ
さ
ぎ
窒
息
す
る
原
因
に

　
な
り
ま
す
。

B
H
7
9
T6
6
9
H
1
2

1
） 
サ
イ
ド
パ
ネ
ル
固
定
ネ
ジ
３
本
を
取
外
し
て
く
だ
さ
い
。

2
） 
付
属
の
ネ
ジ
②
を
使
用
し
、背
面
用
網
①
を
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　
  ※
ネ
ジ
は
締
付
ト
ル
ク
1
.5
N
･m
で
確
実
に
締
付
け
て
く
だ
さ
い
。

サ
イ
ド
パ
ネ
ル

背
面
用
網
①

ネ
ジ（
5×
1
2
）②

ネ
ジ（
5×
1
2
）②

( 本マニュアル用に変更 ･ 修正しています )
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室
外
ユ
ニ
ッ
ト

11-42

● PAC-SJ52RG

背面用網

● PUZ-HRMP80 ～ 160KA

（取付図）（本体）
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4
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.3

18
3.
6

20
4

20
4

20
4

20
4

12.8

背面側
背面用網①

ネジ②１本

●“背面用網”は、室外ユニットの背面に取り付ける部品です。

使用目的 / 用途

仕　様

対象ユニット

外形図（取付図）（単位：mm）

形　　　　名 PAC-SJ52RG 質　　　　量 0.42㎏

外

装

色 アイボリー 鉄 線 ピ ッ チ 最大 204 × 205mm

マンセル№ 1Y8.5/0.5 付

属

品

部品名 取付用座付ネジ（M5 × 12）1 本

材　質 鉄線（SWM）φ2.5 材　質 鉄線（SWCH18A）

表面処理 ポリエチレンコーティング 表面処理 亜鉛ニッケルメッキ
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室
外
ユ
ニ
ッ
ト

取付説明書

11-43

背面用網 : PAC-SJ52RG

三
菱
電
機
パ
ッ
ケ
ー
ジ
エ
ア
コ
ン
別
売
部
品

背
面
用
網
据
付
工
事
説
明
書

①
背
面
用
網・
・・・
・・・
・・・
・・・
・・・
・・・
・１
個

②
ネ
ジ
(5
×
1
2
)・・・
・・・
・・・
・・・
・・・
・・・
１
本

1
　
部
品
の
確
認

こ
の
箱
の
中
に
は
､こ
の
説
明
書
の
他
に
下
記
部
品
が
入
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
｡

2
　
取
付
方
法

P
A
C
-S
J5
2
R
G

(室
外
ユ
ニ
ット
K
シ
リ
ー
ズ
用
)

B
H
7
9
T6
6
9
H
0
7

1
) セ
ン
サ
ー
ホ
ル
ダ
ー
(ネ
ジ
1
本
)を
取
外
し
て
く
だ
さ
い
。

2
) サ
ー
ビ
ス
パ
ネ
ル
(ネ
ジ
2
本
)､
ト
ッ
プ
パ
ネ
ル
(ネ
ジ
6
本
)､
カ
バ
ー
パ
ネ
ル
フ
ロ
ン
ト
(ネ
ジ
2
本
)､

 
カ
バ
ー
パ
ネ
ル
リ
ア
(ネ
ジ
4
本
)､
サ
イ
ド
パ
ネ
ル
R
(5
×
1
2
ネ
ジ
：
3
本
/4
×
1
0
ネ
ジ
：
3
本
)を
取
外
し
て
く
だ
さ
い
。

 
サ
イ
ド
パ
ネ
ル
R
の
4×
1
0
ネ
ジ
は
､電
気
品
箱
に
1
本
､バ
ル
ブ
ベ
ッ
ド
に
2
本
あ
り
ま
す
。

3
) 背
面
用
網
①
を
ネ
ジ
②
に
て
サ
イ
ド
パ
ネ
ル
L下
穴
に
取
付
け
て
く
だ
さ
い
(右
側
中
央
部
1
ヶ
所
)。

 
右
側
上
下
2
ヶ
所
は
サ
イ
ド
パ
ネ
ル
Lに
引
っ
掛
け
､左
側
3
ヶ
所
は
熱
交
サ
イ
ド
プ
レ
ー
ト
の
穴
に
差
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

背
面
用
網
①

ネ
ジ
②
1
本

4
) サ
イ
ド
パ
ネ
ル
R
(5
×
1
2
ネ
ジ
：
3
本
/4
×
1
0
ネ
ジ
：
3
本
)を
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

 
外
気
温
セ
ン
サ
ー
の
リ
ー
ド
線
は
必
ず
IN
S
部
分
が
下
図
通
し
位
置
を
通
る
よ
う
に
配
線
し
て
く
だ
さ
い
。

5
) カ
バ
ー
パ
ネ
ル
リ
ア
(ネ
ジ
4
本
)､
カ
バ
ー
パ
ネ
ル
フ
ロ
ン
ト
(ネ
ジ
2
本
)､
ト
ッ
プ
パ
ネ
ル
(ネ
ジ
6
本
)

 
サ
ー
ビ
ス
パ
ネ
ル
(ネ
ジ
2
本
)を
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

6
) セ
ン
サ
ー
ホ
ル
ダ
ー
(ネ
ジ
1
本
)を
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
リ
ー
ド
線
(IN
S
部
分
)通
し
位
置

安
全
の
た
め
に
必
ず
守
る
こ
と

●
据
付
完
了
後
､試
運
転
を
行
い
異
常
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
､取
扱
説
明
書
に
そ
っ
て
､お
客
様
に
｢安
全
の
た
め
に
必
ず
守
る
こ
と
｣や

　
使
用
方
法
･お
手
入
れ
の
仕
方
等
を
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
､こ
の
据
付
工
事
説
明
書
は
取
扱
説
明
書
と
と
も
に
､お
客
様
で
保
管
い
た
だ
く
よ
う
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
､お
使
い
に
な
る
方
が
代
わ
る
場
合
は
､新
し
く
お
使
い
に
な
る
方
に
お
渡
し
い
た
だ
く
よ
う
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

●
据
付
け
は
､こ
の
｢安
全
の
た
め
に
必
ず
守
る
こ
と
｣を
よ
く
お
読
み
の
う
え
､確
実
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
こ
こ
に
示
し
た
注
意
事
項
は
安
全
に
関
す
る
重
大
な
内
容
を
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
､必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
生
じ
る
危
険
と
そ
の
程
度
を
､次
の
表
示
で
区
分
し
て
説
明
し
て
い
ま
す
。

据
付
け
(移
設
)・
電
気
工
事
を
す
る
前
に

誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
､

死
亡
や
重
傷
な
ど
に
結
び
つ
く

可
能
性
が
あ
る
も
の
。

誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
､

軽
傷
ま
た
は
家
屋・
家
財
な
ど

の
損
害
に
結
び
つ
く
も
の
。

据
付
け
は
､販
売
店
ま
た
は
専
門
業
者
に
依
頼
す
る
。

●
お
客
様
自
身
で
据
付
工
事
を
さ
れ
不
備
が
あ
る
と
､水
漏
れ
や
感
電
･

　
火
災
等
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

据
付
け
は
､こ
の
据
付
工
事
説
明
書
に
従
っ
て
確
実
に
行
う
。

●
据
付
け
に
不
備
が
あ
る
と
､水
漏
れ
や
感
電
･火
災
等
の
原
因
に

　
な
り
ま
す
。

冷
媒
配
管
の
断
熱
は
結
露
し
な
い
よ
う
に
確
実
に
行
う
。

●
不
完
全
な
断
熱
工
事
を
行
う
と
配
管
等
表
面
が
結
露
し
て
､露
タ
レ
等
を

　
発
生
し
､天
井
･床
そ
の
他
､大
切
な
も
の
を
濡
ら
す
原
因
に
な
り
ま
す
。

●
接
続
部
の
断
熱
施
工
は
､気
密
試
験
後
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

電
源
配
線
は
､電
流
容
量
に
合
っ
た
規
格
品
を
使
用
す
る
こ
と
。

●
漏
電
や
発
熱
･火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

ド
レ
ン
配
管
は
､据
付
工
事
説
明
書
に
従
っ
て
確
実
に
排
水
す
る
よ
う

施
工
し
､結
露
が
生
じ
な
い
よ
う
保
温
す
る
こ
と
。

●
配
管
工
事
に
不
備
が
あ
る
と
水
漏
れ
し
､天
井
･床
そ
の
他
家
財
等
を

　
濡
ら
す
原
因
に
な
り
ま
す
。

ポ
リ
袋
は
幼
児
の
手
の
届
く
と
こ
ろ
に
置
か
な
い
。

●
頭
か
ら
か
ぶ
る
な
ど
し
た
と
き
に
口
や
鼻
を
ふ
さ
ぎ
窒
息
す
る
原
因
に

　
な
り
ま
す
。

( 本マニュアル用に変更 ･ 修正しています )
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11-44

室
外
ユ
ニ
ッ
ト

11-44

使用目的 / 用途

● PUZ-ZRMP40 ～ 63(S)KA4
● PUZ-ERMP40 ～ 63(S)KA4
● PU-CRMP40 ～ 63(S)KA4

形　　名 PAC-SJ69MA
電　　源 室外制御基板より給電
消費電力 0.6W（at 5Vdc,12Vdc）

使用環境条件 室外ユニット電気品箱内に取付（温度－20 ～ 60℃、湿度 90％以下〈結露なきこと〉）

主要構成部品 M-NET アダプタ基板（絶縁シート、サポート付）× 1、M-NET 端子台（TB7）× 1、アース線× 1
リード線 3 種（信号用・電源用・M-NET 用）

質　　量 0.3㎏

●  “M-NET 接続用アダプタ”は、ビル内に分散した空調関連機器をネットワークし、
より効率的にきめ細かく監視・制御する『MELANS』とスリムエアコン（A 制御）
を接続する際に使用します。

●『MELANS』による集中制御で空調管理の効率化ができます。給電
ユニット

室外
ユニット

M-NETアダプタ

室内
ユニット

リモコン

集中
コントローラ他

仕　様

対象ユニット

外形図（単位：mm）

5
0

140

CND(室外制御基板との接続)

CN2M(M-NET) CN5
(室外制御基板との接続)SW1

SW12
(M-NETアドレス<10の位>)

SW11
(M-NETアドレス<1の位>)

1
8

電気配線図

室外ユニット電気品箱

リード線(M-NET用) ※無極性

リード線(信号用)

室外制御基板

リード線(電源用)

M-NETアダプタ基板茶

アース線

M-NET伝送線

M-NET
端子台
(TB7)

茶 5

注　意
・M-NET 伝送線のシールド線は、接続する機器のいずれか１カ所に限りアー

スを接続してください。

M-NET接続用アダプタ
● PAC-SJ69MA
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取付説明書

11-45

室
外
ユ
ニ
ッ
ト

取付説明書

11-45

M-NET接続用アダプタ
: PAC-SJ69MA

対
象
機
種
は
別
紙
 機
種
一
覧
表
に
よ
る

こ
の
M
-N
ET
接
続
用
ア
ダ
プ
タ
は
、
別
紙
機
種
一
覧
表
の
機
種
に

対
応
し
て
い
ま
す
。
取
付
け
方
法
は
機
種
に
よ
り
異
な
り
ま
す
の

で
、
別
紙
機
種
一
覧
表
を
確
認
の
う
え
作
業
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

⑧

１ １ １

リ
ー
ド
線

電
源
用（
3線
）

⑨

2

長
さ：
28
0㎜

長
さ：
30
0㎜

長
さ：
32
0㎜

リ
ー
ド
線

Ｍ
-Ｎ
ＥＴ
用（
２
線
）

⑩
ア
ー
ス
線・
ネ
ジ（
Ｍ
４×
8）

各
１

結
束
バ
ンド

端
子
台
用
シ
ー
ル

⑦
①№

№

１
Ｍ
-Ｎ
ＥＴ
基
板

（
絶
縁
シ
ー
ト
、サ
ポ
ー
ト
付
き
）

1.
部
品
一
覧 品
　
　
名

形
　
　
状

数
　
量

②
１ 2

リ
ー
ド
線

信
号
用（
5線
）

③ ④

1
⑤

１ １

品
　
　
名

形
　
　
状

数
　
量

⑥

M
-N
ET
端
子
台

取
付
ネ
ジ

（
M
3×
20
）

取
付
ネ
ジ

（
M
4×
8）

M
-N
ET
基
板
取
付
板

⑪

M
-N
ET
伝
送
線
の
配
線
に
つ
い
て

・ 
下
記
の
よ
う
な
シ
ー
ル
ド
線
の
多
点
ア
ー
ス
は
行
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

集
中
管
理

リ
モ
コ
ン

給
電
装
置

Ｍ
-Ｎ
ＥＴ

対
応

室
外
機

Ｍ
-Ｎ
ＥＴ

対
応

室
外
機

Ｍ
-Ｎ
ＥＴ

対
応

室
外
機

M
-N
ET
伝
送
線

M
-N
ET
伝
送
線

M
-N
ET
伝
送
線

【
例
１：
給
電
装
置
で
の
シ
ー
ル
ド
線
の
1点
ア
ー
ス
】

【
例
2：
室
外
機
で
の
シ
ー
ル
ド
線
の
1点
ア
ー
ス
】

集
中
管
理

リ
モ
コ
ン

給
電
装
置

Ｍ
-Ｎ
ＥＴ

対
応

室
外
機

Ｍ
-Ｎ
ＥＴ

対
応

室
外
機

Ｍ
-Ｎ
ＥＴ

対
応

室
外
機

集
中
管
理

リ
モ
コ
ン

給
電
装
置

Ｍ
-Ｎ
ＥＴ

対
応

室
外
機

Ｍ
-Ｎ
ＥＴ

対
応

室
外
機

Ｍ
-Ｎ
ＥＴ

対
応

室
外
機

禁
止

利
用
可
能
な
ア
ー
ス
接
続（
例
）

M
-N
ET
伝
送
線
の
シ
ー
ル
ド
線
は
、接
続
す
る
機
器
の

い
ず
れ
か
1ヶ
所
に
限
り
ア
ー
ス
線
を
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

●
ノ
イ
ズ
に
弱
く
な
り
通
信
異
常
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
室
外
機
デ
ジ
タ
ル
表
示
LE
D「
Ed
」エ
ラ
ー

　
集
中
管
理
リ
モ
コ
ン
に「
04
03
」エ
ラ
ー

シ
ー
ルド
線
の
ア
ー
ス
が
2点
以
上
あ
る
場
合
、ア
ー
ス
と
シ
ー
ルド

線
間
に
回
路
が
形
成
さ
れ
、ア
ー
ス
間
の
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
差
に

よ
り
電
位
差
が
生
じ
、シ
ー
ルド
線
に
ノ
イ
ズ
が
侵
入
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。1
点
の
み
で
ア
ー
ス
し
た
場
合
は
、回
路
が
形
成
さ
れ

な
い
た
め
に
ノ
イ
ズ
が
侵
入
し
ま
せ
ん
。

　
ノ
イ
ズ
に
よ
る
通
信
異
常
を
防
止
す
る
た
め
に
も
、1
点
ア
ー
ス
を

守
る
よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

M
-N
ET
接
続
用
ア
ダ
プ
タ
据
付
工
事
説
明
書

PA
C
-S
J6
9M
A

1
2

( 本マニュアル用に変更 ･ 修正しています )

B
H

7
9

J6
6

3
H

0
2

お
願
い

0
1

Ｍ
-Ｎ
Ｅ
Ｔ
ア
ド
レ
ス

0
2

5
0

S
W
1
1

（
1
の
位
）

S
W
1
2

（
1
0
の
位
）

ス
イ
ッ
チ

設
　
　
定

〈
設
定
例
〉

～

2
.M
-N
E
T
基
板
の
ア
ド
レ
ス
設
定

3
.M
-N
E
T
基
板
の
S
W
1
-8
設
定
方
法

M
-N
E
Tア
ド
レ
ス
設
定
を
、M
-N
E
T
基
板
の
ロ
ー
タ
リ
ー
ス
イ
ッ
チ

S
W
1
1（
1
の
位
）、
S
W
1
2（
1
0
の
位
）に
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

M
-N
E
Tア
ド
レ
ス
は
、0
1
～
5
0
の
範
囲
で
設
定
し
て
く
だ
さ
い
。

※
工
場
出
荷
時
は
全
て
0（
M
-N
E
Tア
ド
レ
ス
＝
0
0
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

ア
ド
レ
ス
の
設
定
が
、M
-N
E
T
基
板
を
電
気
品
箱
に
取
付
け
た

状
態
で
は
作
業
し
に
く
い
場
合
、事
前
に
M
-N
E
T
基
板
へ

ア
ド
レ
ス
を
設
定
し
た
の
ち
、電
気
品
箱
に
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

M
-N
E
Tア
ド
レ
ス
は
必
ず
0
1
～
5
0
の
範
囲
で
設
定
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ア
ド
レ
ス
を
重
複
し
て
設
定
し
た
場
合
は
エ
ラ
ー
と
な
り
ま
す
。 
  

　
ま
た
0
1
～
5
0
以
外
に
設
定
し
た
場
合
も
エ
ラ
ー
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　（
例
え
ば
M
-N
E
T
基
板
に「
ア
ド
レ
ス
＝
5
1
」を
誤
っ
て
設
定
し
、同
一
系
統
の
M
-N
E
Tシ
ス
テ
ム
内
に「
ア
ド
レ
ス
＝
5
1
」の

　
室
外
ユ
ニ
ット
が
接
続
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、ア
ド
レ
ス
が
重
複
す
る
こ
と
か
ら
エ
ラ
ー
と
な
り
ま
す
）

M
ｰN
E
T

ア
ダ
プ
タ
基
板

S
W
1
ｰ8
 O
N

室
外
機

室
内
機

集
中

コ
ン
ト
ロ
ー
ラ

OFF
ON

SW1
1 2 3 4 5 6 7 8
1 2

3
4 5 6 7

8
OFF
ON

SW1
1 2 3 4 5 6 7 8
1 2

3
4 5 6 7 8

リ
モ
コ
ン

M
A

リ
モ
コ
ン

M
ｰN
E
T

リ
モ
コ
ン

ま
た
は

M
ｰN
E
T

ア
ダ
プ
タ
基
板

S
W
1
ｰ8
 O
FF

室
外
機

室
内
機

集
中

コ
ン
ト
ロ
ー
ラ

S
W
1
ｰ8

設
　
定

工
　
場

出
荷
時

ス
イ
ッ
チ

読
込
み

常
 時

機
　
能

機
能
詳
細

O
N

O
 N

O
FF

室
内
機
に
M
Aリ
モ
コ
ン
や
ワ
イ
ヤ
レ
ス
が
接
続
さ
れ
て
い
る
場
合
、ス
イ
ッ
チ
を
O
N
に
し
て
く
だ
さ
い
。

室
内
機
に
M
Aリ
モ
コ
ン
や
ワ
イ
ヤ
レ
ス
が
接
続
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、ス
イ
ッ
チ
を
O
FF
に
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
機
能
〉

室
内
機
に
M
Aリ
モ
コ
ン
ま
た
は

ワ
イ
ヤ
レ
ス
リ
モ
コ
ン
が
接
続

さ
れ
て
い
る
か
、設
定
し
ま
す
。

O
N：
接
続
有
り（
工
場
出
荷
）

O
FF
：接
続
無
し

〈
注
意
〉

ス
イ
ッ
チ
が
O
N
の
場
合
、M
ｰ

N
E
Tア
ダ
プ
タ
と
M
ｰN
E
T
系

リ
モ
コ
ン（
集
中
コ
ン
ト
ロ
ー

ラ
）と
の
通
信
異
常
を
検
知

せ
ず
、M
ｰN
E
Tア
ダ
プ
タ（
ス

リ
ム
室
外
）は
運
転
を
継
続
し

ま
す
。

M
ｰN
E
T
ア
ダ
プ
タ
基
板

※
S
W
1
ｰ3
は
O
N
の
ま
ま
と
し
て
く
だ
さ
い
。

室
内
機
に
、M
Aリ
モ
コ
ン
や
ワ
イ
ヤ
レ
ス
リ
モ
コ
ン
が
接
続
さ
れ
て
い
る
シ
ス
テ
ム
の
場
合
、S
W
1
ｰ8
は
O
N
の
ま
ま
と
し
て
く
だ
さ
い
。

集
中
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ダ
ウ
ン
時
、集
中
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
と
の
通
信
異
常
を
検
知
し
て
も
、運
転
を
継
続
し
ま
す
。

室
内
機
に
、M
Aリ
モ
コ
ン
や
ワ
イ
ヤ
レ
ス
リ
モ
コ
ン
が
接
続
さ
れ
て
い
な
い
シ
ス
テ
ム
の
場
合
、現
地
に
て
S
W
1
ｰ8
を
O
FF
に
設
定
し
て
く
だ
さ
い
。

接
続
さ
れ
て
い
る
全
て
の
集
中
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ダ
ウ
ン
時
、集
中
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
と
の
通
信
異
常
を
検
知
す
る
と
異
常
停
止
し
ま
す
。

S
W
1

注
意
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M-NET接続用アダプタ
: PAC-SJ69MA
5
.作
業
手
順

S
W
1
2
S
W
1
1

ク
ラ
ン
プ

取
付
ネ
ジ

取
付
ネ
ジ

①

⑤

④

⑨

⑥
M
-N
E
T
端
子
台
④
位
置
決
め
穴

②

⑩

【
付
属
部
品
組
立
手
順
】

（
1
）　
「
2
.M
-N
E
T
基
板
の
ア
ド
レ
ス
設
定
」（
3
ペ
ー
ジ
）を
参
考
に
、

　
　
  M
-N
E
T
基
板
①
の
ロ
ー
タ
リ
ー
ス
イ
ッ
チ（
S
W
1
1
、S
W
1
2
）に

　
　
  ア
ド
レ
ス
を
設
定
し
た
後
、M
-N
E
T
基
板
取
付
板
②
に
図
の
向
き
で

　
　
  取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

(2
)　
M
-N
E
T
基
板
取
付
板
②
に
M
-N
E
T
端
子
台
④
を
取
付
ネ
ジ
⑤
に
て

　
　
  取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　
　
  ※
M
-N
E
T
端
子
台
④
に
は
位
置
決
め
の
丸
ボ
ス
が
あ
り
ま
す
の
で
、

　
　
　
  丸
ボ
ス
を
M
-N
E
T
基
板
取
付
板
②
の
位
置
決
め
穴
に
あ
わ
せ
て

  　
　
　
く
だ
さ
い
。

（
3
）　
M
-N
E
T
端
子
台
④
の
横
に
端
子
台
用
シ
ー
ル
⑥
を
図
の
向
き
で

　
　
  貼
付
け
て
く
だ
さ
い
。

（
4
）　
リ
ー
ド
線
⑦
を
M
-N
E
T
基
板
①
の
C
N
5
に
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

（
5
）　
リ
ー
ド
線
⑧
を
M
-N
E
T
基
板
①
の
C
N
D
に
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

（
6
）　
リ
ー
ド
線
⑨
で
、M
-N
E
T
基
板
①
の
C
N
2
M
と
、M
-N
E
T
端
子
台
④

　
　
  の
A
、B
端
子
を
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。極
性
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
  ※
端
子
台
の
ネ
ジ
の
ゆ
る
み
が
な
い
よ
う
確
実
に
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

（
7
）　
M
-N
E
T
基
板
取
付
板
②
の
ク
ラ
ン
プ
で
リ
ー
ド
線
⑨
を
固
定
し
て

　
　
  く
だ
さ
い
。

　
　
  ※
リ
ー
ド
線
⑨
の
黒
チ
ュ
ー
ブ
凸
部
が
M
-N
E
T
端
子
台
④
側
に
な
る

  　
　
　
よ
う
に
固
定
し
て
く
だ
さ
い
。

（
注
１
） 
必
要
に
応
じ
ア
ー
ス
線・
ネ
ジ
⑩
で
M
-N
E
T
伝
送
線
の
シ
ー
ル
ド
を

　
　
   
M
-N
E
T
基
板
取
付
板
②
に
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
   
※「
M
-N
E
T
伝
送
線
の
配
線
に
つ
い
て
」（
2
ペ
ー
ジ
）参
照

【
付
属
部
品
組
立
図
】

（
基
板
上
側
か
ら
見
た
図
）

（
端
子
台
側
か
ら
見
た
図
）

【
室
外
機
へ
の
取
付
図
】

【
室
外
機
へ
の
取
付
手
順
】

（
8
）　
室
外
制
御
基
板
に
接
続
さ
れ
て
い
る
す
べ
て
の
配
線
を
取
外
し
て

　
　
  く
だ
さ
い
。

（
9
）　
電
気
品
の
取
付
ネ
ジ（
矢
印
部
３
ヶ
所
）を
取
外
し
、電
気
品
を

　
　
  上
方
向
へ
持
ち
上
げ
て
室
外
機
か
ら
取
外
し
て
く
だ
さ
い
。

C
N
2
M

C
N
D

取
付
ネ
ジC
N
5

②
①

4
.ロ
ス
ナ
イ
連
動
時
の
注
意
事
項

ロ
ス
ナ
イ
と
ス
リ
ム
を
連
動
し
て
使
用
す
る
場
合
、本
M
ｰN
ET
ア
ダ
プ
タ（
P
A
C
ｰS
J1
0
/1
8
/3
1
/6
8
/6
9
M
A
）と
本
形
名
以
外

（
P
A
C
ｰS
H
3
4
M
A
等
）の
M
ｰN
ET
ア
ダ
プ
タ
を
同
一
グ
ル
ー
プ
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

こ
の
場
合
、グ
ル
ー
プ
を
分
け
る
か
、本
M
ｰN
ET
ア
ダ
プ
タ（
P
A
C
ｰS
J1
0
/1
8
/3
1
/6
8
/6
9
M
A
）に
交
換
し
て
く
だ
さ
い
。

・ロ
ス
ナ
イ
連
動
時
に
同
一
グ
ル
ー
プ
に
で
き
な
い
ア
ダ
プ
タ
　
P
A
C
ｰS
H
3
4
M
A
,ｰ
S
G
6
8
M
A
,ｰ
S
H
0
8
M
A
,ｰ
S
G
4
0
M
A
,ｰ
S
G
9
8
M
A

利
用
可
能
な
グ
ル
ー
プ
の
設
定

ア
ダ
プ
タ

SJ
10
/1
8/
31
/6
8/
69

室
外
機

室
内
機

室
内
機

ロ
ス
ナ
イ

集
中

コ
ン
ト
ロ
ー
ラ

M
A

リ
モ
コ
ン

ア
ダ
プ
タ

SJ
10
/1
8/
31
/6
8/
69
以
外

室
外
機

M
A

リ
モ
コ
ン

ア
ダ
プ
タ

SJ
10
/1
8/
31
/6
8/
69

室
外
機

室
内
機

室
内
機

ロ
ス
ナ
イ

集
中

コ
ン
ト
ロ
ー
ラ

M
A

リ
モ
コ
ン

ア
ダ
プ
タ

SJ
10
/1
8/
31
/6
8/
69

室
外
機

P
A
C
ｰS
B
8
1
V
S

グ
ル
ー
プ
 1

グ
ル
ー
プ
 1

グ
ル
ー
プ
 2

【
例
3
:ロ
ス
ナ
イ
連
動
ケ
ー
ブ
ル（
P
A
C
-S
B
8
1
V
S
）で
の
連
動
時
】

・
例
1
の
場
合
は
、S
J1
0
/1
8
/3
1
/6
8
/6
9
以
外
の
M
-N
ET

　
ア
ダ
プ
タ
を
S
J1
0
/1
8
/3
1
/6
8
/6
9
に
交
換
、ま
た
は
集
中
系

　
か
ら
外
す
、ま
た
は
グ
ル
ー
プ
を
や
め
て
く
だ
さ
い
。

・
例
2
の
場
合
は
、S
J1
0
/1
8
/3
1
/6
8
/6
9と
S
J1
0
/1
8
/3
1
/

　
6
8
/6
9
以
外
の
M
-N
ET
ア
ダ
プ
タ
の
グ
ル
ー
プ
を
分
け
て
く
だ
さ
い
。

【
例
4
:フ
リ
ー
プ
ラ
ン
制
御
で
の
連
動
時
】

禁
止

〈
ロ
ス
ナ
イ
連
動
時
に
同
一
グ
ル
ー
プ
に
で
き
な
い
シ
ス
テ
ム
例
〉

・
下
記
の
よ
う
に
、本
M
-N
ET
ア
ダ
プ
タ（
P
A
C
-S
J1
0
/1
8
/3
1
/6
8
/6
9
M
A
）と
本
形
名
以
外（
P
A
C
-S
H
3
4
M
A
）等
の

　
M
-N
ET
ア
ダ
プ
タ
を
同
一
グ
ル
ー
プ
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ア
ダ
プ
タ

SJ
10
/1
8/
31
/6
8/
69

室
外
機

室
内
機

室
内
機

ロ
ス
ナ
イ

集
中

コ
ン
ト
ロ
ー
ラ

M
A

リ
モ
コ
ン

ア
ダ
プ
タ

SJ
10
/1
8/
31
/6
8/
69
以外

室
外
機

ア
ダ
プ
タ

SJ
10
/1
8/
31
/6
8/
69

室
外
機

室
内
機

室
内
機

ロ
ス
ナ
イ

集
中

コ
ン
ト
ロ
ー
ラ

M
A

リ
モ
コ
ン

ア
ダ
プ
タ

SJ
10
/1
8/
31
/6
8/
69
以外

室
外
機

P
A
C
ｰS
B
8
1
V
S

グ
ル
ー
プ
 1

【
例
１
:ロ
ス
ナ
イ
連
動
ケ
ー
ブ
ル（
P
A
C
-S
B
8
1
V
S
）で
の
連
動
時
】

【
例
2
:フ
リ
ー
プ
ラ
ン
制
御
で
の
連
動
時
】

グ
ル
ー
プ
1

4
3
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M-NET接続用アダプタ
: PAC-SJ69MA

C
N
V
M
N
T

（
1
0
） 
M
-N
E
T
伝
送
線（
シ
ー
ル
ド
線
）を
室
外
機
の
端
子
台
窓
お
よ
び

　
　
  電
気
品
端
子
台
下
の
ケ
ー
ブ
ル
ブ
ッ
シ
ュ
に
通
し
て
く
だ
さ
い
。

(1
1
) （
1
0
）に
て
取
り
回
し
た
M
-N
E
T
伝
送
線（
シ
ー
ル
ド
線
）を
（
1
）～
（
7
）

  　
　
に
て
組
立
て
た
付
属
部
品
の
M
-N
E
T
端
子
台
④
に
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
  極
性
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
  ※
端
子
台
の
ネ
ジ
の
ゆ
る
み
が
な
い
よ
う
確
実
に
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

（
1
2
） （
4
）に
て
M
-N
E
T
基
板
①
の
C
N
5
に
接
続
し
た
リ
ー
ド
線
⑦
を

　
　
  制
御
基
板
の
C
N
M
N
Tに
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

（
1
3
） （
5
）に
て
M
-N
E
T
基
板
①
の
C
N
D
に
接
続
し
た
リ
ー
ド
線
⑧
を

　
　
  制
御
基
板
の
C
N
V
M
N
Tに
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

（
1
4
） 
M
-N
E
T
基
板
取
付
板
②
の
ツ
メ（
２
ヶ
所
）を
電
気
品
端
子
台
板
金
裏

　
　
  の
引
っ
掛
け
部
に
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

（
1
5
） （
1
4
）に
て
取
付
け
た
M
-N
E
T
基
板
取
付
板
②
と
電
気
品
端
子
台

　
　
　
板
金
を
取
付
ネ
ジ
③（
2ヶ
所
）で
固
定
し
て
く
だ
さ
い
。

（
1
6
） （
9
）に
て
取
外
し
た
取
付
ネ
ジ（
3ヶ
所
）を
使
用
し
て
、電
気
品
を

　
　
　
室
外
機
に
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
※
電
気
品
を
室
外
機
に
取
付
け
る
時
、電
気
品
端
子
台
板
金
の

　
　
　
　
引
っ
掛
け
部
と
室
外
機
板
金
ツ
メ
を
確
実
に
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

（
1
7
） （
8
）に
て
取
外
し
た
す
べ
て
の
配
線
を
室
外
制
御
基
板
に
も
と
ど
お
り

　
　
　
に
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

（
注
2
） 
パ
ネ
ル
類
を
取
付
け
る
と
き
、リ
ー
ド
線
を
挟
み
込
ま
な
い
よ
う

　
　
　
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

室
外
機

端
子
台
窓

ケ
ー
ブ
ル

ブ
ッ
シ
ュ

M
-N
E
T
伝
送
線（
シ
ー
ル
ド
線
）

C
N
M
N
T

ツ
メ
引
っ
掛
け
部（
2ヶ
所
）

ツ
メ
引
っ
掛
け
部

（
電
気
品
端
子
台
側
か
ら
見
た
図
）

ツ
メ
引
っ
掛
け
部

③
③

⑧
⑦ M
-N
E
T
伝
送
線

（
シ
ー
ル
ド
線
）

P
A
C
-S
J6
9M
A

別
紙
機
種
一
覧
表

B
T7
9G
38
4H
04

グ
ル
ー
プ

サ
ー
ビ
ス
形
名

作
業
要
領

【
1】

M
P
U
Z-
E
R
P
40
～
63
(S
)K
A
2

5
～
6
ペ
ー
ジ

P
U
Z-
E
R
P
40
～
63
(S
)K
A
3

P
U
Z-
E
R
P
40
～
63
(S
)K
A
4

P
U
Z-
E
R
P
40
～
63
(S
)K
A
5

P
U
Z-
E
R
P
40
～
63
(S
)K
A
6

P
U
Z-
E
R
P
40
～
63
(S
)K
A
7

P
U
Z-
E
R
P
40
～
63
(S
)K
A
8

P
U
Z-
E
R
P
40
～
63
K
A
41

P
U
Z-
E
R
M
P
40
～
63
(S
)K
A
2

P
U
Z-
E
R
M
P
40
～
63
(S
)K
A
4

P
U
Z-
ZR
P
40
～
63
(S
)K
A
3

P
U
Z-
ZR
P
40
～
63
(S
)K
A
4

P
U
Z-
ZR
P
40
～
63
(S
)K
A
5

P
U
Z-
ZR
P
40
～
63
(S
)K
A
6

P
U
Z-
ZR
P
40
～
63
(S
)K
A
7

P
U
Z-
ZR
M
P
40
～
63
(S
)K
A

P
U
Z-
ZR
M
P
40
～
63
(S
)K
A
2

P
U
Z-
ZR
M
P
40
～
63
(S
)K
A
4

P
U
-C
R
P
40
～
63
(S
)K
A
5

P
U
-C
R
P
40
～
63
(S
)K
A
6

P
U
-C
R
P
40
～
63
(S
)K
A
7

P
U
-C
R
P
40
～
63
(S
)K
A
8

P
U
-C
R
M
P
40
～
63
(S
)K
A
2

P
U
-C
R
M
P
40
～
63
(S
)K
A
4

5
6
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使用目的 / 用途

● PUZ-ZRMP80(S)HA4, PUZ-ZRMP112 ～ 160KA4, PUZ-ZRP224･280KA10
● PUZ-ERMP80(S)HA4, PUZ-ERMP112 ～ 160LA4, PUZ-ERMP112･140LA5, PUZ-ERP224･280KA10
● PU-CRMP80(S)HA4, PU-CRMP112 ～ 160LA4
● PUZ-HRMP80 ～ 160KA

形　　名 PAC-SJ68MA
電　　源 室外制御基板より給電
消費電力 0.6W（at 5Vdc,12Vdc）

使用環境条件 室外ユニット電気品箱内に取付（温度－20 ～ 60℃、湿度 90％以下〈結露なきこと〉）

主要構成部品 M-NET アダプタ基板（絶縁シート、サポート付）× 1、M-NET 端子盤（TB7）× 1、アース線× 1
リード線 3 種（信号用・電源用・M-NET 用）

質　　量 0.3㎏

●  “M-NET 接続用アダプタ”は、ビル内に分散した空調関連機器をネットワークし、
より効率的にきめ細かく監視・制御する『MELANS』とスリムエアコン（A 制御）
を接続する際に使用します。

●『MELANS』による集中制御で空調管理の効率化ができます。給電
ユニット

室外
ユニット

M-NETアダプタ

室内
ユニット

リモコン

集中
コントローラ他

仕　様

対象ユニット

外形図（単位：mm）

5
0

140

CND(室外制御基板との接続)

CN2M(M-NET) CN5
(室外制御基板との接続)SW1

SW12
(M-NETアドレス<10の位>)

SW11
(M-NETアドレス<1の位>)

1
8

室外ユニット電気品箱

リード線(M-NET用) ※無極性

リード線(信号用)

室外制御基板

リード線(電源用)

M-NETアダプタ基板茶

アース線

M-NET伝送線

M-NET
端子台
(TB7)

茶 5

電気配線図

注　意
・M-NET 伝送線のシールド線は、接続する機器のいずれか１カ所に限りアー

スを接続してください。

M-NET接続用アダプタ
● PAC-SJ68MA
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M-NET接続用アダプタ
: PAC-SJ68MA

据
付
け
は
、販
売
店
ま
た
は
専
門
業
者
に
依
頼
す
る
。

●
お
客
様
自
身
で
据
付
工
事
を
さ
れ
不
備
が
あ
る
と
、水
漏
れ
や

　
感
電
、火
災
等
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

●
据
付
け
に
不
備
が
あ
る
と
、水
漏
れ
や
感
電
、火
災
等
の
原
因
に

　
な
り
ま
す
。　

据
付
工
事
は
、こ
の
据
付
工
事
説
明
書
に
従
っ
て
確
実
に
行
う
。

改
造
は
絶
対
に
し
な
い
。

●
修
理
は
、お
買
い
上
げ
の
販
売
店
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
改
造
し
た
り
修
理
に
不
備
が
あ
る
と
水
漏
れ
や
感
電
、火
災
等
の

　
原
因
に
な
り
ま
す
。

お
客
様
自
身
で
移
動・
再
据
付
け
は
し
な
い
。

●
据
付
け
に
不
備
が
あ
る
と
水
漏
れ
や
感
電
、火
災
等
の
原
因
に

　
な
り
ま
す
。

　
お
買
い
上
げ
の
販
売
店
ま
た
は
専
門
業
者
に
ご
依
頼
く
だ
さ
い
。

電
気
工
事
を
す
る
前
に

配
線
は
、所
定
の
ケ
ー
ブ
ル
を
使
用
し
て
確
実
に
接
続
し
、端
子

接
続
部
に
ケ
ー
ブ
ル
の
外
力
が
伝
わ
ら
な
い
よ
う
に
固
定
す
る
。

ま
た
、途
中
接
続
は
絶
対
に
行
わ
な
い
。

●
接
続
や
固
定
が
不
完
全
な
場
合
や
途
中
接
続
の
場
合
は
、発
熱・

　
火
災
等
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

室
内
外
ユ
ニ
ット
の
端
子
盤
カ
バ
ー（
パ
ネ
ル
）を
確
実
に
取
付
け
る
。

●
端
子
盤
カ
バ
ー（
パ
ネ
ル
）取
付
け
に
不
備
が
あ
る
と
、ほ
こ
り・

　
水
等
に
よ
り
、火
災・
感
電
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

電
気
工
事
は
電
気
工
事
士
の
資
格
の
あ
る
方
が
、「
電
気
設
備
に

関
す
る
技
術
基
準
」、
「
内
線
規
程
」お
よ
び
こ
の
据
付
工
事
説
明
書

に
従
っ
て
施
工
し
て
く
だ
さ
い
。

●
電
気
回
路
容
量
不
足
や
施
工
不
備
が
あ
る
と
感
電
、火
災
の

　
原
因
に
な
り
ま
す
。

●
漏
電
遮
断
器
が
取
付
け
ら
れ
て
い
な
い
と
感
電
の
原
因
に
な
り

　
ま
す
。

電
源
に
は
必
ず
漏
電
遮
断
器
を
取
付
け
る
。

電
源
配
線
は
、電
流
容
量
に
合
っ
た
規
格
品
の
電
線
を
使
用
す
る
こ
と
。

●
漏
電
や
発
熱・
火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

電
源
配
線
は
張
力
が
掛
か
ら
な
い
よ
う
に
配
線
工
事
を
す
る
。

●
断
線
し
た
り
、発
熱・
火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

ア
ー
ス
工
事
を
行
う
。

●
ア
ー
ス
線
は
、ガ
ス
管
、水
道
管
、避
雷
針
、電
話
の
ア
ー
ス
線
に

　
接
続
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
ア
ー
ス
が
不
完
全
な
場
合
は
、感
電
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

試
運
転
を
す
る
前
に

運
転
を
開
始
す
る
1
2
時
間
以
上
前
に
電
源
を
入
れ
る
。

●
電
源
を
入
れ
て
す
ぐ
運
転
を
開
始
す
る
と
、故
障
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

　
シ
ー
ズ
ン
中
は
電
源
を
切
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

パ
ネ
ル
や
ガ
ー
ド
を
外
し
た
状
態
で
運
転
を
し
な
い
。

●
機
器
の
回
転
物
、高
温
部
、高
電
圧
部
に
触
れ
る
と
、巻
き
込
ま

　
れ
た
り
、や
け
ど
や
感
電
に
よ
る
ケ
ガ
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

エ
ア
フ
ィ
ル
タ
を
外
し
た
ま
ま
運
転
を
し
な
い
。

●
内
部
に
ゴ
ミ
が
詰
ま
り
、故
障
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

濡
れ
た
手
で
ス
イ
ッ
チ
を
操
作
し
な
い
。

●
感
電
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

運
転
中
の
冷
媒
配
管
に
素
手
で
触
れ
な
い
。

●
運
転
中
の
冷
媒
配
管
は
流
れ
る
冷
媒
の
状
態
に
よ
り
低
温
と
高
温

　
に
な
り
ま
す
。

　
素
手
で
触
れ
る
と
凍
傷
や
や
け
ど
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

運
転
停
止
後
、す
ぐ
に
電
源
を
切
ら
な
い
。

●
必
ず
5
分
以
上
待
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
水
濡
れ
や
故
障
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

M
-N
E
T
接
続
用
ア
ダ
プ
タ
据
付
工
事
説
明
書

P
A
C
-S
J
6
8
M
A

安
全
の
た
め
に
必
ず
守
る
こ
と

誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
､

死
亡
や
重
傷
な
ど
に
結
び
つ
く

可
能
性
が
あ
る
も
の
。

誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
、

軽
傷
ま
た
は
家
屋・
家
財
な
ど
の

損
害
に
結
び
つ
く
も
の
。

●
据
付
工
事
完
了
後
､試
運
転
を
行
い
異
常
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
､取
扱
説
明
書
に
そ
っ
て
､お
客
様
に「
安
全
の
た
め
に
必
ず
守
る

　
こ
と
」や
使
用
方
法
､お
手
入
れ
の
仕
方
等
を
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
､こ
の
据
付
工
事
説
明
書
は
取
扱
説
明
書
と
と
も
に
､お
客
様
で
保
管
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
｡

　
ま
た
､お
使
い
に
な
る
方
が
代
わ
る
場
合
は
､新
し
く
お
使
い
に
な
る
方
に
お
渡
し
い
た
だ
く
よ
う
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

●
据
付
工
事
は
､こ
の「
安
全
の
た
め
に
必
ず
守
る
こ
と
」を
よ
く
お
読
み
の
う
え
､確
実
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
こ
こ
に
示
し
た
注
意
事
項
は
､安
全
に
関
す
る
重
大
な
内
容
を
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
､必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
生
じ
る
危
険
と
そ
の
程
度
を
､次
の
表
示
で
区
分
し
て
説
明
し
て
い
ま
す
。

1
2

( 本マニュアル用に変更 ･ 修正しています )

B
H

7
9

J6
6

3
H

0
1

対
象
機
種
は
別
紙
 機
種
一
覧
表
に
よ
る

⑪

１ １

リ
ー
ド
線

電
源
用（
3
線
）

袋A（共通） 袋B（グループ【1～2】）

袋C（グループ【3】）

⑫

１
長
さ：
4
0
0
㎜

長
さ：
2
8
0
㎜

長
さ：
3
0
0
㎜

リ
ー
ド
線

Ｍ
-Ｎ
Ｅ
Ｔ
用（
２
線
）

１
長
さ：
4
0
0
㎜

リ
ー
ド
線

Ｍ
-Ｎ
Ｅ
Ｔ
用（
２
線
）

⑬

各
１

ア
ー
ス
線・
ネ
ジ（
Ｍ
４
×
8
）

各
１

ア
ー
ス
線・
ネ
ジ（
Ｍ
４
×
8
）

結
束
バ
ン
ド

端
子
台
用
シ
ー
ル

⑩

１

①№
№

１
Ｍ
-Ｎ
Ｅ
Ｔ
基
板

（
絶
縁
シ
ー
ト
、サ
ポ
ー
ト
付
き
）

1
.部
品
一
覧 品
　
　
名

形
　
　
状

数
　
量

②
１ １

リ
ー
ド
線

信
号
用（
5
線
）

③ ④

2

取
付
ネ
ジ

（
Ｍ
4×
2
5
）

⑤

１

Ｍ
-Ｎ
Ｅ
Ｔ
端
子
台

１

品
　
　
名

形
　
　
状

数
　
量

⑥
M
-N
E
T
端
子
台

⑦
取
付
ネ
ジ

（
M
3×
2
0
）

⑧M
-N
E
T
伝
送
線
の
配
線
に
つ
い
て

・ 
下
記
の
よ
う
な
シ
ー
ル
ド
線
の
多
点
ア
ー
ス
は
行
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

集
中
管
理

リ
モ
コ
ン

給
電
装
置

Ｍ
-Ｎ
Ｅ
Ｔ

対
応

室
外
機

Ｍ
-Ｎ
Ｅ
Ｔ

対
応

室
外
機

Ｍ
-Ｎ
Ｅ
Ｔ

対
応

室
外
機

M
-N
E
T
伝
送
線

M
-N
E
T
伝
送
線

M
-N
E
T
伝
送
線

【
例
１：
給
電
装
置
で
の
シ
ー
ル
ド
線
の
1
点
ア
ー
ス
】

【
例
2：
室
外
機
で
の
シ
ー
ル
ド
線
の
1
点
ア
ー
ス
】

集
中
管
理

リ
モ
コ
ン

給
電
装
置

Ｍ
-Ｎ
Ｅ
Ｔ

対
応

室
外
機

Ｍ
-Ｎ
Ｅ
Ｔ

対
応

室
外
機

Ｍ
-Ｎ
Ｅ
Ｔ

対
応

室
外
機

集
中
管
理

リ
モ
コ
ン

給
電
装
置

Ｍ
-Ｎ
Ｅ
Ｔ

対
応

室
外
機

Ｍ
-Ｎ
Ｅ
Ｔ

対
応

室
外
機

Ｍ
-Ｎ
Ｅ
Ｔ

対
応

室
外
機

M
-N
E
T
伝
送
線
の
シ
ー
ル
ド
線
は
、接
続
す
る
機
器
の

い
ず
れ
か
1ヶ
所
に
限
り
ア
ー
ス
線
を
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
M
-N
E
T
接
続
用
ア
ダ
プ
タ
は
、別
紙
機
種
一
覧
表
の
機
種
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

取
付
け
方
法
は
機
種
に
よ
り
異
な
り
ま
す
の
で
、別
紙
機
種
一
覧
表
を
確
認
の
う
え
作
業
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
ノ
イ
ズ
に
弱
く
な
り
通
信
異
常
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
室
外
機
デ
ジ
タ
ル
表
示
LE
D「
E
d」
エ
ラ
ー

　
集
中
管
理
リ
モ
コ
ン
に「
0
4
0
3
」エ
ラ
ー

シ
ー
ル
ド
線
の
ア
ー
ス
が
2
点
以
上
あ
る
場
合
、ア
ー
ス
と
シ
ー
ル
ド

線
間
に
回
路
が
形
成
さ
れ
、ア
ー
ス
間
の
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
差
に

よ
り
電
位
差
が
生
じ
、シ
ー
ル
ド
線
に
ノ
イ
ズ
が
侵
入
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。1
点
の
み
で
ア
ー
ス
し
た
場
合
は
、回
路
が
形
成
さ
れ

な
い
た
め
に
ノ
イ
ズ
が
侵
入
し
ま
せ
ん
。

　
ノ
イ
ズ
に
よ
る
通
信
異
常
を
防
止
す
る
た
め
に
も
、1
点
ア
ー
ス
を

守
る
よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

禁
止

利
用
可
能
な
ア
ー
ス
接
続（
例
）

⑨

〈
使
用
部
品
の
選
定
に
つ
い
て
〉

•
M
-N
E
T
基
板
①
お
よ
び
袋
A
は
す
べ
て
の
グ
ル
ー
プ
共
通
で
使
用
す
る

　
 部
品
で
す
。

•
袋
B
、袋
C
は
ど
ち
ら
か
片
方
を
使
用
し
ま
す
の
で
別
紙
機
種
一
覧
表
に
て

 　
グ
ル
ー
プ
を
選
定
願
い
ま
す
。
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お
願
い

注
意

0
1

Ｍ
-Ｎ
Ｅ
Ｔ
ア
ド
レ
ス

0
2

5
0

S
W
1
1

（
1
の
位
）

S
W
1
2

（
1
0
の
位
）

ス
イ
ッ
チ

設
　
　
定

〈
設
定
例
〉

～

2
.M
-N
E
T
基
板
の
ア
ド
レ
ス
設
定

3
.M
-N
E
T
基
板
の
S
W
1
-8
設
定
方
法

M
-N
E
Tア
ド
レ
ス
設
定
を
、M
-N
E
T
基
板
の
ロ
ー
タ
リ
ー
ス
イ
ッ
チ

S
W
1
1（
1
の
位
）、
S
W
1
2（
1
0
の
位
）に
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

M
-N
E
Tア
ド
レ
ス
は
、0
1
～
5
0
の
範
囲
で
設
定
し
て
く
だ
さ
い
。

※
工
場
出
荷
時
は
全
て
0（
M
-N
E
Tア
ド
レ
ス
＝
0
0
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

ア
ド
レ
ス
の
設
定
が
、M
-N
E
T
基
板
を
電
気
品
箱
に
取
付
け
た

状
態
で
は
作
業
し
に
く
い
場
合
、事
前
に
M
-N
E
T
基
板
へ

ア
ド
レ
ス
を
設
定
し
た
の
ち
、電
気
品
箱
に
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

M
-N
E
Tア
ド
レ
ス
は
必
ず
0
1
～
5
0
の
範
囲
で
設
定
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ア
ド
レ
ス
を
重
複
し
て
設
定
し
た
場
合
は
エ
ラ
ー
と
な
り
ま
す
。 
  

　
ま
た
0
1
～
5
0
以
外
に
設
定
し
た
場
合
も
エ
ラ
ー
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　（
例
え
ば
M
-N
E
T
基
板
に「
ア
ド
レ
ス
＝
5
1
」を
誤
っ
て
設
定
し
、同
一
系
統
の
M
-N
E
Tシ
ス
テ
ム
内
に「
ア
ド
レ
ス
＝
5
1
」の

　
室
外
ユ
ニ
ット
が
接
続
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、ア
ド
レ
ス
が
重
複
す
る
こ
と
か
ら
エ
ラ
ー
と
な
り
ま
す
）

M
ｰN
E
T

ア
ダ
プ
タ
基
板

S
W
1
ｰ8
 O
N

室
外
機

室
内
機

集
中

コ
ン
ト
ロ
ー
ラ

OFF
ON

SW1
1 2 3 4 5 6 7 8
1 2

3
4 5 6 7

8
OFF
ON

SW1
1 2 3 4 5 6 7 8
1 2

3
4 5 6 7 8

リ
モ
コ
ン

M
A

リ
モ
コ
ン

M
ｰN
E
T

リ
モ
コ
ン

ま
た
は

M
ｰN
E
T

ア
ダ
プ
タ
基
板

S
W
1
ｰ8
 O
FF

室
外
機

室
内
機

集
中

コ
ン
ト
ロ
ー
ラ

S
W
1
ｰ8

設
　
定

工
　
場

出
荷
時

ス
イ
ッ
チ

読
込
み

常
 時

機
　
能

機
能
詳
細

O
N

O
 N

O
FF

室
内
機
に
M
Aリ
モ
コ
ン
や
ワ
イ
ヤ
レ
ス
が
接
続
さ
れ
て
い
る
場
合
、ス
イ
ッ
チ
を
O
N
に
し
て
く
だ
さ
い
。

室
内
機
に
M
Aリ
モ
コ
ン
や
ワ
イ
ヤ
レ
ス
が
接
続
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、ス
イ
ッ
チ
を
O
FF
に
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
機
能
〉

室
内
機
に
M
Aリ
モ
コ
ン
ま
た
は

ワ
イ
ヤ
レ
ス
リ
モ
コ
ン
が
接
続

さ
れ
て
い
る
か
、設
定
し
ま
す
。

O
N：
接
続
有
り（
工
場
出
荷
）

O
FF
：接
続
無
し

〈
注
意
〉

ス
イ
ッ
チ
が
O
N
の
場
合
、M
ｰ

N
E
Tア
ダ
プ
タ
と
M
ｰN
E
T
系

リ
モ
コ
ン（
集
中
コ
ン
ト
ロ
ー

ラ
）と
の
通
信
異
常
を
検
知

せ
ず
、M
ｰN
E
Tア
ダ
プ
タ（
ス

リ
ム
室
外
）は
運
転
を
継
続
し

ま
す
。

M
ｰN
E
T
ア
ダ
プ
タ
基
板

※
S
W
1
ｰ3
は
O
N
の
ま
ま
と
し
て
く
だ
さ
い
。

室
内
機
に
、M
Aリ
モ
コ
ン
や
ワ
イ
ヤ
レ
ス
リ
モ
コ
ン
が
接
続
さ
れ
て
い
る
シ
ス
テ
ム
の
場
合
、S
W
1
ｰ8
は
O
N
の
ま
ま
と
し
て
く
だ
さ
い
。

集
中
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ダ
ウ
ン
時
、集
中
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
と
の
通
信
異
常
を
検
知
し
て
も
、運
転
を
継
続
し
ま
す
。

室
内
機
に
、M
Aリ
モ
コ
ン
や
ワ
イ
ヤ
レ
ス
リ
モ
コ
ン
が
接
続
さ
れ
て
い
な
い
シ
ス
テ
ム
の
場
合
、現
地
に
て
S
W
1
ｰ8
を
O
FF
に
設
定
し
て
く
だ
さ
い
。

接
続
さ
れ
て
い
る
全
て
の
集
中
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ダ
ウ
ン
時
、集
中
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
と
の
通
信
異
常
を
検
知
す
る
と
異
常
停
止
し
ま
す
。

S
W
1

3
4

4
.ロ
ス
ナ
イ
連
動
時
の
注
意
事
項

ロ
ス
ナ
イ
と
ス
リ
ム
を
連
動
し
て
使
用
す
る
場
合
、本
M
ｰN
E
T
ア
ダ
プ
タ（
P
A
C
ｰS
J1
0
/1
8
/3
1
/6
8
/6
9
M
A
）と
本
形
名
以
外

（
P
A
C
ｰS
H
3
4
M
A
等
）の
M
ｰN
E
T
ア
ダ
プ
タ
を
同
一
グ
ル
ー
プ
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

こ
の
場
合
、グ
ル
ー
プ
を
分
け
る
か
、本
M
ｰN
E
T
ア
ダ
プ
タ（
P
A
C
ｰS
J1
0
/1
8
/3
1
/6
8
/6
9
M
A
）に
交
換
し
て
く
だ
さ
い
。

・ロ
ス
ナ
イ
連
動
時
に
同
一
グ
ル
ー
プ
に
で
き
な
い
ア
ダ
プ
タ
　
P
A
C
ｰS
H
3
4
M
A
,ｰ
S
G
6
8
M
A
,ｰ
S
H
0
8
M
A
,ｰ
S
G
4
0
M
A
,ｰ
S
G
9
8
M
A

利
用
可
能
な
グ
ル
ー
プ
の
設
定

ア
ダ
プ
タ

SJ
10
/1
8/
31
/6
8/
69

室
外
機

室
内
機

室
内
機

ロ
ス
ナ
イ

集
中

コ
ン
ト
ロ
ー
ラ

M
A

リ
モ
コ
ン

ア
ダ
プ
タ

SJ
10
/1
8/
31
/6
8/
69
以
外

室
外
機

M
A

リ
モ
コ
ン

ア
ダ
プ
タ

SJ
10
/1
8/
31
/6
8/
69

室
外
機

室
内
機

室
内
機

ロ
ス
ナ
イ

集
中

コ
ン
ト
ロ
ー
ラ

M
A

リ
モ
コ
ン

ア
ダ
プ
タ

SJ
10
/1
8/
31
/6
8/
69

室
外
機

P
A
C
ｰS
B
8
1
V
S

グ
ル
ー
プ
 1

グ
ル
ー
プ
 1

グ
ル
ー
プ
 2

【
例
3
:ロ
ス
ナ
イ
連
動
ケ
ー
ブ
ル（
P
A
C
-S
B
8
1
V
S
）で
の
連
動
時
】

・
例
1
の
場
合
は
、S
J1
0
/1
8
/3
1
/6
8
/6
9
以
外
の
M
-N
E
T

　
ア
ダ
プ
タ
を
S
J1
0
/1
8
/3
1
/6
8
/6
9
に
交
換
、ま
た
は
集
中
系

　
か
ら
外
す
、ま
た
は
グ
ル
ー
プ
を
や
め
て
く
だ
さ
い
。

・
例
2
の
場
合
は
、S
J1
0
/1
8
/3
1
/6
8
/6
9
と
S
J1
0
/1
8
/3
1
/

　
6
8
/6
9
以
外
の
M
-N
ET
ア
ダ
プ
タ
の
グ
ル
ー
プ
を
分
け
て
く
だ
さ
い
。

【
例
4
:フ
リ
ー
プ
ラ
ン
制
御
で
の
連
動
時
】

禁
止

〈
ロ
ス
ナ
イ
連
動
時
に
同
一
グ
ル
ー
プ
に
で
き
な
い
シ
ス
テ
ム
例
〉

・
下
記
の
よ
う
に
、本
M
-N
E
T
ア
ダ
プ
タ（
P
A
C
-S
J1
0
/1
8
/3
1
/6
8
/6
9
M
A
）と
本
形
名
以
外（
P
A
C
-S
H
3
4
M
A
）等
の

　
M
-N
E
T
ア
ダ
プ
タ
を
同
一
グ
ル
ー
プ
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ア
ダ
プ
タ

SJ
10
/1
8/
31
/6
8/
69

室
外
機

室
内
機

室
内
機

ロ
ス
ナ
イ

集
中

コ
ン
ト
ロ
ー
ラ

M
A

リ
モ
コ
ン

ア
ダ
プ
タ

SJ
10
/1
8/
31
/6
8/
69
以
外

室
外
機

ア
ダ
プ
タ

SJ
10
/1
8/
31
/6
8/
69

室
外
機

室
内
機

室
内
機

ロ
ス
ナ
イ

集
中

コ
ン
ト
ロ
ー
ラ

M
A

リ
モ
コ
ン

ア
ダ
プ
タ

SJ
10
/1
8/
31
/6
8/
69
以
外

室
外
機

P
A
C
ｰS
B
8
1
V
S

グ
ル
ー
プ
 1

【
例
１
:ロ
ス
ナ
イ
連
動
ケ
ー
ブ
ル（
P
A
C
-S
B
8
1
V
S
）で
の
連
動
時
】

【
例
2
:フ
リ
ー
プ
ラ
ン
制
御
で
の
連
動
時
】

グ
ル
ー
プ
1
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5
.作
業
手
順

[1
]　
グ
ル
ー
プ【
1
】の
場
合（
別
紙
の
機
種
一
覧
表
に
て
選
定
願
い
ま
す
）

　
　
 ※
袋
C（
グ
ル
ー
プ【
3
】）
⑩
～
⑬
の
部
品
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

（
1
）　
電
気
品
箱
の
制
御
基
板
用
ベ
ー
ス
取
付
ネ
ジ（
2ヶ
所
）を
取
外
し

　
　
  矢
印
の
方
向
に
ス
ラ
イ
ド
さ
せ
な
が
ら
電
気
品
箱
か
ら
取
外
し
て

　
　
  く
だ
さ
い
。

制
御
基
板
用
ベ
ー
ス

制
御
基
板

ベ
ー
ス

取
付
ネ
ジ

（
制
御
基
板
用
ベ
ー
ス
裏
面
側
）

M
-N
E
T
基
板
①
取
付
箇
所

（
端
子
台
正
面
か
ら
見
た
図
）

C
N
V
M
N
T

C
N
M
N
T

⑨

⑥
④

⑧

⑦

ベ
ー
ス

取
付
ネ
ジ

M
-N
E
T
端
子
台
⑥

位
置
決
め
穴

C
N
5

C
N
D

C
N
2
M

ロ
ー
タ
リ
ー
ス
イ
ッ
チ

（
S
W
1
1
、S
W
1
2
）

（
2
）　
制
御
基
板
用
ベ
ー
ス
裏
面
側（
表
面
に
は
制
御
基
板
が
取
付
）に

　
　
  あ
る
M
-N
E
T
基
板
①
取
付
穴
4ヶ
所
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
  （
矢
印
4ヶ
所
）

（
3
）　
「
2
.M
-N
E
T
基
板
の
ア
ド
レ
ス
設
定
」（
3
ペ
ー
ジ
）を
参
考
に
、

　
　
  M
-N
E
T
基
板
①
の
ロ
ー
タ
リ
ー
ス
イ
ッ
チ（
S
W
1
1
、S
W
1
2
）

　
　
  に
ア
ド
レ
ス
を
設
定
し
た
後
、制
御
基
板
用
ベ
ー
ス
裏
面
に
、

　
　
  ロ
ー
タ
リ
ー
ス
イ
ッ
チ
が
上
に
な
る
よ
う
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

（
4
）　
M
-N
E
T
端
子
台
⑥
を
取
付
ネ
ジ
⑦
で
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　
　
  ※
M
-N
E
T
端
子
台
⑥
に
は
位
置
決
め
の
丸
ボ
ス
が
あ
り
ま
す
の
で
、

　
　
  　
丸
ボ
ス
を
板
金
の
位
置
決
め
穴
に
あ
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

（
5
）　
M
-N
E
T
端
子
台
⑥
の
下
に
端
子
台
用
シ
ー
ル
④
を
貼
付
け
て

　
　
  く
だ
さ
い
。

（
6
）　
リ
ー
ド
線
②
で
、M
-N
E
T
基
板
①
の
C
N
5
と
、室
外
制
御
基
板
の

　
　
  C
N
M
N
Tを
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

（
7
）　
リ
ー
ド
線
③
で
、M
-N
E
T
基
板
①
の
C
N
D
と
、室
外
制
御
基
板
の

　
　
  C
N
V
M
N
Tを
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

（
8
）　
リ
ー
ド
線
⑨
で
、M
-N
E
T
基
板
①
の
C
N
2
M
と
、M
-N
E
T
端
子
台
⑥

  　
　
の
A
、B
端
子
と
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。極
性
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
  ※
端
子
台
の
ネ
ジ
の
ゆ
る
み
が
な
い
よ
う
確
実
に
接
続
し
て
く
だ

　
　
　
  さ
い
。

（
9
）　
（
6
）（
7
）（
8
）で
接
続
し
た
リ
ー
ド
線
を
結
束
バ
ン
ド
⑤
で
束
ね
て

　
　
  く
だ
さ
い
。

　
　
  ※
リ
ー
ド
線
⑨
の
黒
チ
ュ
ー
ブ
凸
部
が
制
御
基
板
用
ベ
ー
ス
の

　
　
　
  上
側
に
な
る
位
置
で
束
ね
て
く
だ
さ
い
。（
写
真
参
照
）

（
注
1
） 
必
要
に
応
じ
ア
ー
ス
線・
ネ
ジ
⑧
で
M
-N
E
T
伝
送
線
の

　
  　
 シ
ー
ル
ド
を
ユ
ニ
ット
本
体
に
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
   
※「
M
-N
E
T
伝
送
線
の
配
線
に
つ
い
て
」（
2
ペ
ー
ジ
）参
照

（
注
2
） 
パ
ネ
ル
類
を
取
付
け
る
と
き
、リ
ー
ド
線
を
挟
み
込
ま
な
い
よ
う

　
　
   
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

⑨

制
御
基
板
用

ベ
ー
ス

5
6

[2
]　
グ
ル
ー
プ【
2
】の
場
合（
別
紙
の
機
種
一
覧
表
に
て
選
定
願
い
ま
す
）

　
　
 ※
袋
C（
グ
ル
ー
プ【
3
】）
⑩
～
⑬
の
部
品
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

（
1
）　
「
2
.M
-N
E
T
基
板
の
ア
ド
レ
ス
設
定
」（
3
ペ
ー
ジ
）を
参
考
に
、

　
　
  
M
-N
E
T
基
板
①
の
ロ
ー
タ
リ
ー
ス
イ
ッ
チ（
S
W
1
1
、S
W
1
2
）に

　
　
  ア
ド
レ
ス
を
設
定
し
た
後
、電
気
品
箱
内
の
右
側
面
に
、ロ
ー
タ
リ
ー

　
　
  ス
イ
ッ
チ（
S
W
1
1
、S
W
1
2
）が
下
に
な
る
よ
う
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　
　
  （
矢
印
部
4ヶ
所
）

(2
)　
M
-N
E
T
端
子
台
⑥
を
取
付
ネ
ジ
⑦
で
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　
　
  
※
M
-N
E
T
端
子
台
⑥
に
は
位
置
決
め
の
丸
ボ
ス
が
あ
り
ま
す
の
で
、

　
　
　
  
丸
ボ
ス
を
板
金
の
位
置
決
め
穴
に
あ
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

（
3
）　
M
-N
ET
端
子
台
⑥
の
下
に
端
子
台
用
シ
ー
ル
④
を
貼
付
け
て
く
だ
さ
い
。

（
4
）　
リ
ー
ド
線
②
で
、M
-N
E
T
基
板
①
の
C
N
5
と
、室
外
制
御
基
板
の

　
　
  
C
N
M
N
Tを
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

（
5
）　
リ
ー
ド
線
③
で
、M
-N
E
T
基
板
①
の
C
N
D
と
、室
外
制
御
基
板

　
　
  
C
N
V
M
N
Tと
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

（
6
）　
リ
ー
ド
線
⑨
で
、M
-N
E
T
基
板
①
の
C
N
2
M
と
、M
-N
E
T
端
子
台
⑥

  
　
　
の
A
、B
端
子
を
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。極
性
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
  
※
端
子
台
の
ネ
ジ
ゆ
る
み
が
な
い
よ
う
確
実
に
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

（
7
）　
（
4
）（
5
）（
6
）で
接
続
し
た
リ
ー
ド
線
を
結
束
バ
ン
ド
⑤
で
束
ね
て

　
　
  く
だ
さ
い
。

（
注
１
） 
必
要
に
応
じ
ア
ー
ス
線・
ネ
ジ
⑧
で
M
-N
E
T
伝
送
線
の
シ
ー
ル
ド
を

　
　
  
 ユ
ニ
ッ
ト
本
体
に
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
  
 ※
「
M
-N
E
T
伝
送
線
の
配
線
に
つ
い
て
」（
2
ペ
ー
ジ
）参
照

（
注
２
） 
パ
ネ
ル
類
を
取
付
け
る
と
き
、リ
ー
ド
線
を
挟
み
込
ま
な
い
よ
う

　
　
  
 十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

制
御
基
板

C
N
V
M
N
T

M
-N
E
T
端
子
台
⑥
位
置
決
め
穴

⑨

⑥

⑦

④

⑧

M
-N
E
T
基
板
①
取
付
箇
所

（
電
気
品
箱
内
の
右
側
面
）

（
端
子
台
正
面
か
ら
見
た
図
）

C
N
M
N
T

C
N
5

C
N
D

C
N
2
M

ロ
ー
タ
リ
ー
ス
イ
ッ
チ

（
S
W
1
1
、S
W
1
2
）
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[3
]　
グ
ル
ー
プ【
3
】の
場
合（
別
紙
の
機
種
一
覧
表
に
て
選
定
願
い
ま
す
）

　
　
 ※
袋
B（
グ
ル
ー
プ【
1
～
2
】）
⑥
～
⑨
の
部
品
は
使
用
し
ま
せ
ん
。 （
1
）　
「
2
.M
-N
E
T
基
板
の
ア
ド
レ
ス
設
定
」（
3
ペ
ー
ジ
）を
参
考
に
、

　
　
  M
-N
E
T
基
板
①
の
ロ
ー
タ
リ
ー
ス
イ
ッ
チ（
S
W
1
1
、S
W
1
2
）に

　
　
  ア
ド
レ
ス
を
設
定
し
た
後
、電
気
品
箱
に
、ロ
ー
タ
リ
ー
ス
イ
ッ
チ

　
　
  （
S
W
1
1
、S
W
1
2
）が
下
に
な
る
よ
う
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

  　
　（
矢
印
部
4ヶ
所
）

(2
)　
M
-N
E
T
端
子
台
⑩
を
取
付
ネ
ジ
⑪
で
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　
　
  ※
M
-N
E
T
端
子
台
⑩
に
は
位
置
決
め
の
丸
ボ
ス
が
あ
り
ま
す
の
で
、

　
　
　
  丸
ボ
ス
を
板
金
の
位
置
決
め
穴
に
あ
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

（
3
）　
M
-N
ET
端
子
台
⑩
の
下
に
端
子
台
用
シ
ー
ル
④
を
貼
付
け
て
く
だ
さ
い
。

（
4
）　
リ
ー
ド
線
②
で
、M
-N
E
T
基
板
①
の
C
N
5
と
、室
外
制
御
基
板
の

　
　
  C
N
M
N
Tを
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

（
5
）　
リ
ー
ド
線
③
で
、M
-N
E
T
基
板
①
の
C
N
D
と
、室
外
制
御
基
板

　
　
  C
N
V
M
N
Tと
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

（
6
）　
リ
ー
ド
線
⑬
で
、M
-N
E
T
基
板
①
の
C
N
2
M
と
、M
-N
E
T
端
子
台
⑩

　
　
  の
A
、B
端
子
を
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。極
性
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
7
）　
（
4
）（
5
）（
6
）で
接
続
し
た
リ
ー
ド
線
を
結
束
バ
ン
ド
⑤
で
束
ね
て

　
　
  く
だ
さ
い
。

（
注
１
） 
必
要
に
応
じ
ア
ー
ス
線・
ネ
ジ
⑫
で
M
-N
E
T
伝
送
線
の
シ
ー
ル
ド
を

　
　
   
ユ
ニ
ット
本
体
に
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
   
※「
M
-N
E
T
伝
送
線
の
配
線
に
つ
い
て
」（
2
ペ
ー
ジ
）参
照

（
注
２
） 
パ
ネ
ル
類
を
取
付
け
る
と
き
、リ
ー
ド
線
を
挟
み
込
ま
な
い
よ
う

　
　
   
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

M
-N
E
T
基
板
①
取
付
箇
所

（
電
気
品
正
面
か
ら
見
た
図
）

M
-N
E
T
端
子
台
⑩
位
置
決
め
穴

C
N
5

C
N
D

C
N
2
M

ロ
ー
タ
リ
ー
ス
イ
ッ
チ

（
S
W
1
1
、S
W
1
2
）

ア
ー
ス
線

ネ
ジ
止
め
箇
所

⑩
⑪
④①

C
N
M
N
T

C
N
V
M
N
T

⑫

7
8

グ
ル

ー
プ

サ
ー

ビ
ス

形
名

作
業

要
領

【
1】

M
PU

Z-
RP

63
～

16
0(

S)
H

A2

5
ペ

ー
ジ

M
PU

Z-
W

RP
63

～
16

0(
S)

H
A

M
PU

Z-
W

RP
63

～
16

0(
S)

H
A3

M
PU

Z-
W

RP
63

～
16

0(
S)

H
A3

A
M

PU
Z-

W
RP

11
2H

A4
M

PU
Z-

W
RP

11
2H

A4
A

M
PU

Z-
W

RP
80

～
22

4(
S)

H
A5

M
PU

Z-
W

RP
11

2
～

16
0H

A5
A

M
PU

Z-
W

RP
16

0H
A5

S
M

PU
Z-

W
RP

80
～

28
0(

S)
H

A6
M

PU
Z-

ER
P8

0(
S)

H
A7

M
PU

Z-
ER

P8
0(

S)
H

A8
PU

Z-
ER

P8
0(

S)
H

A9
PU

Z-
ER

P8
0(

S)
H

A1
0

PU
Z-

ER
P8

0(
S)

H
A1

1
PU

Z-
ER

P8
0S

H
A1

2
PU

Z-
ER

P8
0S

H
A1

3
PU

Z-
ER

P8
0(

S)
H

A1
4

PU
Z-

ER
P8

0H
A4

1
M

PU
Z-

ER
P2

24
～

28
0K

A
M

PU
Z-

ER
P2

24
～

28
0K

A2
PU

Z-
ER

P2
24

～
28

0K
A3

PU
Z-

ER
P2

24
～

28
0K

A4
PU

Z-
ER

P2
24

～
28

0K
A5

PU
Z-

ER
P2

24
～

28
0K

A6
PU

Z-
ER

P2
24

～
28

0K
A7

PU
Z-

ER
P2

24
～

28
0K

A8
PU

Z-
ER

P2
24

～
 2

80
KA

9
PU

Z-
ER

P2
24

～
 2

80
KA

10
PU

Z-
ER

M
P8

0(
S)

H
A2

PU
Z-

ER
M

P8
0(

S)
H

A4
M

PU
Z-

H
RP

80
～

14
0H

A
M

PU
Z-

H
RP

80
～

14
0H

A3
M

PU
Z-

H
RP

80
～

14
0H

A5
M

PU
Z-

H
RP

80
～

16
0H

A6
M

PU
Z-

H
RP

80
～

16
0H

A7
M

PU
Z-

H
RP

80
～

11
2H

A8
PU

Z-
H

RP
80

～
16

0H
A9

PU
Z-

H
RP

80
～

16
0H

A1
0

PU
Z-

H
RP

80
～

16
0H

A1
1

PU
Z-

H
RP

80
～

16
0H

A1
2

PU
Z-

H
RP

80
～

16
0H

A1
3

PU
Z-

H
RP

80
～

16
0H

A1
4

PU
Z-

H
RM

P8
0

～
16

0K
A

PU
Z-

ZR
P8

0(
S)

H
A9

PU
Z-

ZR
P8

0(
S)

H
A1

0
PU

Z-
ZR

P8
0(

S)
H

A1
1

PU
Z-

ZR
P8

0S
H

A1
2

PU
Z-

ZR
P8

0S
H

A1
3

PU
Z-

ZR
P2

24
～

28
0K

A3
PU

Z-
ZR

P2
24

～
28

0K
A4

PU
Z-

ZR
P2

24
～

28
0K

A5
PU

Z-
ZR

P2
24

～
28

0K
A6

PU
Z-

ZR
P2

24
～

28
0K

A7
PU

Z-
ZR

P2
24

～
28

0K
A8

PU
Z-

ZR
P2

24
～

28
0K

A9
PU

Z-
ZR

P2
24

～
28

0K
A1

0
PU

Z-
ZR

M
P8

0(
S)

H
A

PU
Z-

ZR
M

P8
0(

S)
H

A2
PU

Z-
ZR

M
P8

0(
S)

H
A4

PU
Z-

ZR
M

P1
12

～
16

0K
A

PU
Z-

ZR
M

P1
12

～
16

0K
A2

P
A

C
-S

J6
8M

A
別

紙
機

種
一

覧
表

B
T7

9G
38

4H
03

グ
ル

ー
プ

サ
ー

ビ
ス

形
名

作
業

要
領

【
1】

M
PU

Z-
P8

0
～

16
0(

S)
H

A

5
ペ

ー
ジ

M
PU

Z-
P8

0
～

16
0(

S)
H

A3
M

PU
Z-

P8
0

～
16

0(
S)

H
A3

A
M

PU
Z-

P2
24

～
28

0H
A4

M
PU

Z-
P8

0
～

28
0(

S)
H

A5
M

PU
Z-

P2
24

～
28

0H
A5

A
M

PU
Z-

P1
40

～
16

0H
A6

M
PU

Z-
RP

80
(S

)H
A7

PU
Z-

RP
80

(S
)H

A9
PU

Z-
RP

80
(S

)H
A1

0
PU

Z-
SR

P8
0(

S)
H

A1
1

PU
Z-

SR
P8

0(
S)

H
A1

2
M

PU
Z-

RP
22

4
～

28
0H

A7
M

PU
Z-

RP
28

0H
A7

A
PU

Z-
RP

22
4

～
28

0H
A9

PU
Z-

RP
22

4
～

28
0H

A1
0

M
PU

-P
80

～
16

0(
S)

H
A

M
PU

-P
80

～
16

0(
S)

H
A3

M
PU

-P
80

～
16

0(
S)

H
A3

A
M

PU
-P

80
～

16
0(

S)
H

A5
M

PU
-P

14
0

～
16

0H
A6

M
PU

-R
P8

0(
S)

H
A7

PU
-R

P8
0(

S)
H

A9
PU

-R
P8

0(
S)

H
A1

0
PU

-C
RP

80
(S

)H
A1

1
PU

-C
RP

80
SH

A1
2

PU
-C

RP
80

SH
A1

3
PU

-C
RP

80
(S

)H
A1

4
PU

-C
RM

P8
0(

S)
H

A2
PU

-C
RM

P8
0(

S)
H

A4
PU

ZG
-P

3
～

5M
H

A2
PU

ZG
-P

3
～

10
M

H
A5

PU
ZG

-P
3

～
10

M
H

A6
PU

ZG
-P

3
～

10
M

H
A7

PU
ZG

-P
3

～
10

M
H

A9
PU

ZG
-P

3
～

10
M

H
A1

0
PU

ZG
-P

3
～

10
M

H
A1

2
PU

G
-P

3
～

5M
H

A2
PU

G
-P

3
～

10
M

H
A5

PU
G

-P
3

～
10

M
H

A6
PU

G
-P

3
～

10
M

H
A7

PU
G

-P
3

～
10

M
H

A9
PU

G
-P

3
～

10
M

H
A1

0
PU

G
-P

3
～

10
M

H
A1

2
PU

Z-
RP

88
H

A-
N

F
PU

Z-
RP

88
H

A-
N

F₁
M

PU
-W

RP
10

0H
AU

M
PU

-W
RP

10
0H

AU
₁

M
PU

-W
RP

10
0H

A3
U

PU
ZN

-E
RP

22
4

～
28

0K
A

PU
ZN

-E
RP

22
4

～
28

0K
A3

PU
ZN

-E
RP

22
4

～
28

0K
A4

PU
ZN

-E
RP

22
4

～
28

0K
A5

PU
H

Z-
RP

14
0

～
16

0T
H

A
PU

H
Z-

RP
14

0
～

16
0T

H
A₁

PU
H

Z-
RP

14
0

～
16

0T
H

A₂
PU

H
Z-

RP
14

0T
H

A2
PU

H
Z-

RP
28

0T
H

A2
PU

H
Z-

RP
25

0T
H

A2
PU

H
Z-

RP
25

0T
KA

PU
H

Z-
P1

60
TH

A
PU

H
Z-

ZR
P1

25
/1

40
/2

50
TK

A

グ
ル

ー
プ

サ
ー

ビ
ス

形
名

作
業

要
領

【
2】

M
PU

Z-
ER

P1
12

H
A7

6
ペ

ー
ジ

M
PU

Z-
ER

P1
12

H
A8

PU
Z-

ER
P1

12
H

A9
PU

Z-
ER

P1
12

H
A1

0
PU

Z-
ER

P1
12

H
A1

1
M

PU
Z-

ER
P1

40
～

16
0K

A
M

PU
Z-

ER
P1

40
～

16
0K

A2
PU

Z-
ER

P1
40

～
16

0K
A3

PU
Z-

ER
P1

40
～

16
0K

A4
PU

Z-
ER

P1
40

～
16

0K
A5

PU
Z-

ER
P8

0H
A1

2
PU

Z-
ER

P8
0H

A1
3

PU
Z-

ZR
P1

12
～

16
0K

A3
PU

Z-
ZR

P1
12

～
16

0K
A4

PU
Z-

ZR
P1

12
～

16
0K

A5
PU

Z-
ZR

P8
0H

A1
2

PU
Z-

ZR
P8

0H
A1

3
PU

Z-
ZR

P1
12

～
16

0K
A6

PU
Z-

ZR
P1

12
～

16
0K

A7
PU

Z-
ZR

M
P1

12
～

16
0K

A4
M

PU
Z-

RP
11

2
～

16
0H

A7
M

PU
Z-

RP
14

0
～

16
0H

A8
PU

Z-
RP
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2

～
16

0H
A9

PU
Z-

RP
11

2
～

16
0H

A1
0
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Z-

SR
P1

12
～

16
0H

A1
1

PU
Z-
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P1

12
～

16
0H

A1
2

M
PU

-R
P1

12
～

16
0H

A7
M
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P1
40

～
16

0H
A8
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-R

P1
12

～
16

0H
A9
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12

～
16

0H
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0
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RP
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～

16
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RP
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RP
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H
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ZN
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14

0
～

16
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～

16
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A3
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ZN
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14

0
～

16
0K
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14

0
～

16
0K

A5
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H
Z-

RP
14
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16

0T
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3】

P
U
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E
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～
16
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A

7
ペ

ー
ジ

P
U
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E

R
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～
16
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2
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U
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R
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2
～

16
0L
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～
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0L
A
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U
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E
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M
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～
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U
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E
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M
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A
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U
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R
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2
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16
0L

A
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～
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P
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2
～

16
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A
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U
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P
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～
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A
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U
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11
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～
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0L
A
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使用目的 / 用途

● PUZ-ZRMP40 ～ 63(S)KA4
● PUZ-ERMP40 ～ 63(S)KA4

●“凍結防止ヒーター”は、厳冬期での室外ユニット熱交換器内側下部に発生す
る根氷の抑制対策、およびドレン抜穴の氷結による詰まり防止を目的とした部
品です。

● 寒冷地や降雪の多い地域で活用してください。
● 降雪地域でご使用の際は、防雪ダクトとの併設をおすすめします。

ベースヒータベースヒータ

ヒータ固定金具ヒータ固定金具

対象ユニット

形　　名 PAC-SJ11BH

凍結防止
ヒータ

電　　源 単相　200V　50/60Hz
容　　量 110W

保護ヒューズ 3A    250V

制御部
カバー

外形寸法 227 × 124 × 90mm
外　　装 ホワイト
材　　質 耐熱性 ABS

質　　量 3.0㎏（トップパネル・制御部カバーも含む）

仕　様

電気配線図

記号
X71
X72
X73
CN1
CN2
CN3

記号
CN4
F1,F2
SK1～SK3
ZNR
TRS
21S4

 　  名　　称
ﾘﾚｰ(温度調整)
ﾘﾚｰ(四方弁)
ﾘﾚｰ(基板保護)
ｺﾈｸﾀ(ﾋｰﾀｰ)
ｺﾈｸﾀ(ｻｰﾏﾙﾘｰﾄﾞｽｲｯﾁ)
ｺﾈｸﾀ(四方弁ｺｲﾙ)

　　名　　称
ｺﾈｸﾀ（四方弁端子）
ﾋｭｰｽﾞ(250V 3A)
ｻｰｼﾞｷﾗｰ
ｻｰｼﾞｱﾌﾞｿ-ﾊﾞ
ｻｰﾏﾙﾘｰﾄﾞｽｲｯﾁ
電磁弁(四方弁)

124 32 229 38

90

3A 250V

リレー基板
　

TRS

X72

X71

F1

3A 250V

ZNR
U

LD71 ｱｶLD74

LD75

LD73

LD72

X72
X71

X735 3

6 4

3

1

3

1
8 7

3

1

CN3
(シロ)

CN4
(シロ)

ヒーター

200V 110W

　

LD76

LD77

制御基板

ｼﾛ

21S4

X73

CN1
(シロ)

CN2
(アカ)

ｸﾛ

ｼﾛ

ｱｶ ｱｶ

SK2

SK3

ｸﾛ3

1

3

1

3

1

3

1

21S4
(ミドリ)

SK1 X73

F2
50/60Hz
～200V
電源

3

1

3

1

R

S

T

取付図（単位：mm）

記号
X71
X72
X73
CN1
CN2
CN3

記号
CN4
F1,F2
SK1～SK3
ZNR
TRS
21S4

 　  名　　称
ﾘﾚｰ(温度調整)
ﾘﾚｰ(四方弁)
ﾘﾚｰ(基板保護)
ｺﾈｸﾀ(ﾋｰﾀｰ)
ｺﾈｸﾀ(ｻｰﾏﾙﾘｰﾄﾞｽｲｯﾁ)
ｺﾈｸﾀ(四方弁ｺｲﾙ)

　　名　　称
ｺﾈｸﾀ（四方弁端子）
ﾋｭｰｽﾞ(250V 3A)
ｻｰｼﾞｷﾗｰ
ｻｰｼﾞｱﾌﾞｿ-ﾊﾞ
ｻｰﾏﾙﾘｰﾄﾞｽｲｯﾁ
電磁弁(四方弁)

124 32 229 38

90

3A 250V

リレー基板
　

TRS

X72

X71

F1

3A 250V

ZNR
U

LD71 ｱｶLD74

LD75

LD73

LD72

X72
X71

X735 3

6 4

3

1

3

1
8 7

3

1

CN3
(シロ)

CN4
(シロ)

ヒーター

200V 110W

　

LD76

LD77

制御基板

ｼﾛ

21S4

X73

CN1
(シロ)

CN2
(アカ)

ｸﾛ

ｼﾛ

ｱｶ ｱｶ

SK2

SK3

ｸﾛ3

1

3

1

3

1

3

1

21S4
(ミドリ)

SK1 X73

F2
50/60Hz
～200V
電源

3

1

3

1

R

S

T

注）本品を取付ける際は、付属のトップパネルも交換してください。

注　意
・ドレン穴からの排水を確保するため、ドレンソケットおよび集中排水ドレン

パンとの併用はできません。

凍結防止ヒーター
● PAC-SJ11BH
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取付説明書

11-54

凍結防止ヒーター : PAC-SJ11BH

※
取
付
け
前
に
本
説
明
書
を
よ
く
お
読
み
く
だ
さ
い
。

取
付
け
の
前
に
 

B
H
7
9
D
1
8
5
H
0
2

三
菱
電
機
パ
ッ
ケ
ー
ジ
エ
ア
コ
ン
別
売
部
品
 

室
外
機
用
凍
結
防
止
ヒ
ー
タ
 取
付
説
明
書
 

●
本
製
品
は
、
厳
冬
期
で
の
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
熱
交
換
器
下
部
に
発
生
す
る
根
氷
の
抑
制
対
策
お
よ
び
ド
レ
ン
抜
穴
 

　
の
氷
結
に
よ
る
詰
り
防
止
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。
 

●
降
雪
の
多
い
地
域
で
ご
使
用
の
際
は
、
防
雪
ダ
ク
ト
を
併
設
し
て
く
だ
さ
い
。
 

●
ド
レ
ン
穴
か
ら
の
排
水
を
確
保
す
る
た
め
、
ド
レ
ン
ソ
ケ
ッ
ト
お
よ
び
集
中
排
水
ド
レ
ン
パ
ン
と
の
併
用
は
で
き
 

　
ま
せ
ん
。
 

１
.　
部
品
の
確
認

⑤
 

①
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
 

形 　 　 状  形 　 　 状  

⑥
フ
ァ
ス
ナ
ー

②
ヒ
ー
タ
固
定
金
具
 ③
バ
ン
ド
 

④
外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
 

品
番
 

品
名
 

ト
ッ
プ
パ
ネ
ル
 
カ
バ
ー
 

１
se
t

１
se
t

１
se
t

１
個
 

２
本
 

２
本
 

品
番
 

品
名
 

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
 

　
制
御
部
本
体
 

⑦
配
線
名
板

各
１
枚
 

⑧
フ
ィ
ル
ム

⑨
ア
ル
ミ
テ
ー
プ

１
枚
 

３
枚
 

こ
の
箱
の
中
に
は
、こ
の
説
明
書
の
他
に
下
記
部
品
が
入
っ
て
い
ま
す
の
で
、取
付
け
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
 

３
.　
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
組
込
準
備

次
の
手
順
で
下
図
に
基
づ
き
各
々
の
部
品
を
ユ
ニ
ッ
ト
か
ら
取
外
し
、ヒ
ー
タ
の
組
込
み
準
備
を
行
い
ま
す
。
 

�
ト
ッ
プ
パ
ネ
ル
の
取
外
し
 

　
ト
ッ
プ
パ
ネ
ル
取
付
ネ
ジ（
左
２
本
、右
１
本
）を
外
し
、上
側
に
持
ち
上
げ
て
取
外
し
て
く
だ
さ
い
。
 

�
フ
ロ
ン
ト
パ
ネ
ル
の
取
外
し
 

　
フ
ロ
ン
ト
パ
ネ
ル
取
付
ネ
ジ（
前
３
本
、右
２
本
、左
２
本
）を
外
し
、前
側
に
引
き
出
し
取
外
し
て
く
だ
さ
い
。
 

�
モ
ー
タ
サ
ポ
ー
ト
の
取
外
し
 

　
モ
ー
タ
サ
ポ
ー
ト
取
付
ネ
ジ
２
本
を
外
し
、上
側
に
持
ち
上
げ
熱
交
換
器
上
部
と
の
は
め
合
を
外
し
て
前
側
に
引
出
し
て
 

　
く
だ
さ
い
。
取
外
し
た
モ
ー
タ
サ
ポ
ー
ト
に
は
、モ
ー
タ
用
リ
ー
ド
線
が
接
続
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
引
張
り
が
か
か
ら
な
い
 

　
状
態
で
モ
ー
タ
サ
ポ
ー
ト
を
横
置
き
に
し
て
か
ら
次
の
作
業
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

�
サ
ー
ビ
ス
パ
ネ
ル
の
取
外
し
 

　
サ
ー
ビ
ス
パ
ネ
ル
取
付
ネ
ジ（
２
本
）を
外
し
、下
側
に
 

　
ス
ラ
イ
ド
さ
せ
て
か
ら
取
外
し
て
く
だ
さ
い
。
 

�
バ
ッ
ク
パ
ネ
ル
の
取
外
し
  

　
 バ
ッ
ク
パ
ネ
ル
取
付
け
ネ
ジ（
右
5本
、後
2本
）
 を
 

　
 外
し
、上
側
に
持
ち
上
げ
て
取
外
し
て
く
だ
さ
い
。
  

　
 ※
バ
ッ
ク
パ
ネ
ル
の
爪
が
電
気
品
に
引
っ
掛
っ
て
  

　
　
 い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

モ
ー
タ
サ
ポ
ー
ト
 

は
め
込
部
 

熱
交
換
器
 

●
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
本
体
の
元
電
源
が
、
O
F
F
で
あ
る
こ
と
を
必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
 

●
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
取
付
の
為
、
多
く
の
ネ
ジ
を
取
外
し
ま
す
。
紛
失
し
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
 

●
ホ
コ
リ
、ゴ
ミ
等
の
除
去
を
十
分
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

●
熱
交
換
器
本
体
の
フ
ィ
ン
部
に
触
れ
な
が
ら
作
業
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、あ
ら
か
じ
め
軍
手
等
の

　
保
護
具
を
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。
 

２
.　
取
付
準
備
 
※
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
の
組
込
み
は
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
を
据
付
け
る
前
に
行
っ
て
い
た
だ
く
方
が
容
易
に
で
き
ま
す
。
 

４
.　
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
の
取
付
け
 

�
熱
交
換
器
本
体
を
持
ち
上
げ
な
が
ら
ベ
ー
ス
の
溝
に

沿
っ
て
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
①
を
下
図
の
よ
う
に
位
置
決
め
し
、

仮
置
き
し
て
く
だ
さ
い
。

�
左
図
の
よ
う
に
、ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
①
を
付
属
の
ア
ル
ミ
テ
ー
プ
⑨
で

３
ヶ
所
固
定
し
て
く
だ
さ
い
。

�
再
び
熱
交
換
器
を
持
ち
上
げ
ヒ
ー
タ
固
定
金
具
②
の

凹
部
を
、ベ
ー
ス
の
ド
レ
ン
穴
近
傍
の
凸
部
に
合
わ
せ

下
図
位
置
に
仮
固
定
し
、熱
交
換
器
の
下
敷
と
な
る
よ

う
に
位
置
決
め
を
し
て
く
だ
さ
い
。

５
.　
外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
の
取
付
け
 

�
外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
④
の
感
知
部
に
貼
付
け
の
両
面
テ
ー

プ
離
け
い
紙
を
は
が
し
、モ
ー
タ
ー
サ
ポ
ー
ト
の
フ
ラ
ン
ジ
上
面

を
基
準
に
、リ
ー
ド
線
を
下
方
に
向
け
貼
り
付
け
て
く
だ
さ
い
。

�
外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
の
リ
ー
ド
線
を
、約
４
０
m
m
の
位
置
で
U
曲

げ
し
、上
下
２
カ
所
を
バ
ン
ド
③
で
固
定
し
ま
す
。
下
側
の
バ
ン
ド

に
外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
の
感
知
部
、外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
の
リ

ー
ド
線
、フ
ァ
ン
モ
ー
タ
の
リ
ー
ド
線
を
固
定
し
、上
側
は
外
気
温

度
セ
ン
サ
ー
の
感
知
部
、フ
ァ
ン
モ
ー
タ
リ
ー
ド
線
を
固
定
し
ま
す
。

　
尚
、フ
ァ
ン
モ
ー
タ
リ
ー
ド
線
が
外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
④
の
感
知

部
に
触
れ
る
と
正
確
な
作
動
が
出
来
な
く
な
り
ま
す
の
で
、図
の

様
に
リ
ー
ド
線
を
モ
ー
タ
サ
ポ
ー
ト
裏
面
に
沿
っ
て
固
定
し
て
く
だ

さ
い
。

別
売
形
名

適
用
機
種

P
A
C
-S
J1
1
B
H（
2
0
0
V
, 
1
1
0
W
）
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
用
イ
ン
バ
ー
タ
ー
K
シ
リ
ー
ズ

�
配
線
名
板
⑦
は
下
図
仕
様（
基
準
線
、寸
法
値
）

に
し
た
が
い
貼
付
け
て
く
だ
さ
い
。

�
配
線
名
板
⑦
を
貼
付
け
た
後
フ
ィ
ル
ム
⑧
を
重

ね
貼
り
し
ま
す
。配
線
名
板
⑦
の
外
形
各
辺
50
～

6
0
位
の
間
隔
を
保
つ
よ
う
に
フ
ィ
ル
ム
⑧
を
貼

付
け
て
く
だ
さ
い
。

７
. 
 配
線
名
板
の
貼
付
け

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
制
御
部
本
体
⑤
の
裏
側
面
に
配
線
名
板
⑦
を
貼
付
け
ま
す
。

尚
、配
線
名
板
⑦
は
取
外
し
た
ト
ッ
プ
パ
ネ
ル
裏
側
に
貼
付
け
て
あ
る
名
板
と
 

同
一
品（
同
一
形
名
品
）を
必
ず
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
配
線
名
板
⑦
上
に
フ
ィ
ル
ム
⑧
を
貼
付
け
の
際
は
、そ
の
端
部
に
し
わ
が
発
生
し
な
い
様
、丁
寧
に
貼
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　
し
わ
等
が
発
生
し
ま
す
と
、そ
の
隙
間
か
ら
水
が
入
り
込
み
配
線
名
板
⑦
、フ
ィ
ル
ム
⑧
が
は
が
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。

６
.
各
リ
ー
ド
線
の
固
定
 

�
下
図
の
よ
う
に
外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
、ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
、フ
ァ
ン
モ
ー
タ
の
各
リ
ー
ド
線
を
フ
ァ
ス
ナ
ー
⑥
で
束
ね
た
後
、U
カ
ッ

ト
部
に
各
リ
ー
ド
線
を
通
し
、ク
ラ
ン
プ
を
介
し
て
既
設
の
リ
ー
ド
線
と
一
緒
に
固
定
し
ま
す
。

●
取
付
け
は
、
こ
の
「
安
全
の
た
め
に
必
ず
守
る
こ
と
」
を
よ
く
お
読
み
の
う
え
、
確
実
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

●
こ
こ
に
示
し
た
注
意
事
項
は
、
安
全
に
関
す
る
重
大
な
内
容
を
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

●
誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
生
じ
る
危
険
と
そ
の
程
度
を
、
次
の
表
示
で
区
分
し
て
説
明
し
て
い
ま
す
。
 

誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
、
死
亡
や
重
傷
な
ど
に
結
び
つ
く
可
能
性
が
あ
る
も
の
。
 

誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
、
傷
害
ま
た
は
家
屋
・
家
財
な
ど
の
損
害
に
結
び
つ
く
も
の
。
 

●
取
付
け
完
了
後
、電
気
配
線
の
接
続
が
確
実
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、こ
の
取
付
説
明
書
は
、お
客
様
で
保
管
し
て
い
た
だ
く
よ
う

に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、お
使
い
に
な
る
方
が
代
わ
る
場
合
は
、新
し
く
お
使
い
に
な
る
方
に
お
渡
し
い
た
だ
く
よ
う
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

安
全
の
た
め
に
必
ず
守
る
こ
と
 

●
お
客
様
自
身
で
取
付
け
を
さ
れ
不
備
が
あ
る
と
、
部
品
に
よ
っ
て
は
水
漏
れ

や
感
電
、
火
災
等
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

取
付
け
は
、
販
売
店
ま
た
は
専
門
業
者
に
依
頼
す
る
。

●
取
付
け
に
不
備
が
あ
る
と
、
部
品
に
よ
っ
て
は
水
漏
れ
や
感
電
・
火
災
等
の

原
因
に
な
り
ま
す
。

取
付
け
は
、こ
の
説
明
書
に
し
た
が
っ
て
確
実
に
行
う
。

●
万
一
ガ
ス
が
漏
れ
て
ユ
ニ
ッ
ト
の
周
囲
に
た
ま
る
と
、
爆
発
の
原
因
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

可
熱
性
ガ
ス
の
漏
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
所
に
は
取
付
け
な
い
。

●
ア
ー
ス
線
は
、ガ
ス
管
・
水
道
管
・
避
雷
針
・
電
話
の
ア
ー
ス
線
に
接
続
し
な
い
。

ア
ー
ス
工
事
に
不
備
が
あ
る
と
、
感
電
の
原
因
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ア
ー
ス
工
事
を
行
う
。

●
取
付
け
に
不
備
が
あ
る
と
、ほ
こ
り
、
水
な
ど
に
よ
り
感
電
・
火
災
の
原
因
に

な
り
ま
す
。

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
サ
ー
ビ
ス
パ
ネ
ル
を
確
実
に
取
付
け
る
。

●
部
品
に
不
備
が
あ
る
と
、
感
電
・
火
災
・
ユ
ニ
ッ
ト
落
下
に
よ
る
ケ
ガ
・
水
漏
れ

原
因
に
な
り
ま
す
。

取
付
工
事
部
品
は
、必
ず
当
社
付
属
部
品
お
よ
び
指
定
の
部
品
を
使
用
す
る
。

●
電
源
回
路
容
量
不
足
や
施
工
不
備
が
あ
る
と
、
感
電
・
火
災
の
原
因
に
な
り

ま
す
。

電
気
工
事
は
、「
電
気
設
備
に
関
す
る
技
術
基
準
」・
「
内
線
規
定
」
を
遵
守

し
、
取
付
説
明
書
に
し
た
が
っ
て
施
工
し
て
く
だ
さ
い
。

●
漏
電
遮
断
器
が
取
付
け
ら
れ
て
い
な
い
と
感
電
の
原
因
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

電
源
に
は
必
ず
漏
電
遮
断
器
を
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

●
接
続
や
固
定
に
不
備
が
あ
る
と
、
火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

配
線
は
、
所
定
の
電
線
を
使
用
し
て
確
実
に
接
続
し
、
端
子
接
続
部
に
電
線
の

外
力
が
伝
わ
ら
な
い
よ
う
に
確
実
に
固
定
す
る
。

“
A
部
拡
大
図
”
 

“
B
部
拡
大
図
”
 

50～60 50～60

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
①

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
①

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
①

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
①

ア
ル
ミ
テ
ー
プ
⑨

ア
ル
ミ
テ
ー
プ
⑨

ア
ル
ミ

テ
ー
プ
⑨

ア
ル
ミ

テ
ー
プ
⑨

ア
ル
ミ

テ
ー
プ
⑨

ア
ル
ミ

テ
ー
プ
⑨

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
①

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
①

ヒ
ー
タ
固
定
金
具
②

ヒ
ー
タ
固
定
金
具
②

バ
ン
ド
③

バ
ン
ド
③

モ
ー
タ
サ
ポ
ー
ト

モ
ー
タ
サ
ポ
ー
ト ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
リ
ー
ド
線

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
リ
ー
ド
線

フ
ァ
ン
モ
ー
タ
リ
ー
ド
線

フ
ァ
ン
モ
ー
タ
リ
ー
ド
線

外
気
温
度
セ
ン
サ
ー

リ
ー
ド
線

外
気
温
度
セ
ン
サ
ー

リ
ー
ド
線

基 準

約
40
m
m

バ
ン
ド
⑥

バ
ン
ド
③

基準線

15
0～
16
0

配
線
名
板
⑨

基準線

フ
ァ
ス
ナ
ー
⑥

フ
ァ
ス
ナ
ー
⑥

ク
ラ
ン
プ

ク
ラ
ン
プ

U
カ
ット
部

U
カ
ット
部

15
0～
16
0

配
線
名
板
⑦

配
線
名
板
⑨

配
線
名
板
⑦

フ
ィ
ル
ム
⑩

フ
ィ
ル
ム
⑧

50
～
60

50
～
60

フ
ァ
ン
モ
ー
タ
リ
ー
ド
線

フ
ァ
ン
モ
ー
タ
リ
ー
ド
線

外
気
温
度
セ
ン
サ
ー

リ
ー
ド
線

外
気
温
度
セ
ン
サ
ー

リ
ー
ド
線

バ
ッ
ク
パ
ネ
ル
 

電
気
品
 

�

�

�

�

�
 

“
A
”
 

“
B
” 

※
取
付
け
前
に
本
説
明
書
を
よ
く
お
読
み
く
だ
さ
い
。 

取
付
け
の
前
に
 

B
H
79
D
18
5H
02

三
菱
電
機
パ
ッ
ケ
ー
ジ
エ
ア
コ
ン
別
売
部
品
 

室
外
機
用
凍
結
防
止
ヒ
ー
タ
 取
付
説
明
書
 

●
本
製
品
は
、
厳
冬
期
で
の
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
熱
交
換
器
下
部
に
発
生
す
る
根
氷
の
抑
制
対
策
お
よ
び
ド
レ
ン
抜
穴

　
の
氷
結
に
よ
る
詰
り
防
止
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。
 

●
降
雪
の
多
い
地
域
で
ご
使
用
の
際
は
、
防
雪
ダ
ク
ト
を
併
設
し
て
く
だ
さ
い
。
 

●
ド
レ
ン
穴
か
ら
の
排
水
を
確
保
す
る
た
め
、
ド
レ
ン
ソ
ケ
ッ
ト
お
よ
び
集
中
排
水
ド
レ
ン
パ
ン
と
の
併
用
は
で
き

　
ま
せ
ん
。
 

１
.　
部
品
の
確
認

⑤
 

①
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ

形 状 形 状

⑥
フ
ァ
ス
ナ
ー
 

②
ヒ
ー
タ
固
定
金
具
 ③
バ
ン
ド
 

④
外
気
温
度
セ
ン
サ
ー

品
番
 

品
名
 

トッ
プ
パ
ネ
ル
 
カ
バ
ー

１
se
t

１
se
t

１
se
t

１
個
 

２
本

２
本

品
番
 

品
名
 

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ

　
制
御
部
本
体
 

⑦
配
線
名
板
 各
１
枚
 

⑧
フ
ィ
ル
ム
 

⑨
ア
ル
ミ
テ
ー
プ
 

１
枚
 

３
枚

こ
の
箱
の
中
に
は
、こ
の
説
明
書
の
他
に
下
記
部
品
が
入
っ
て
い
ま
す
の
で
、取
付
け
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

３
.　
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
組
込
準
備
 

次
の
手
順
で
下
図
に
基
づ
き
各
々
の
部
品
を
ユ
ニ
ット
か
ら
取
外
し
、ヒ
ー
タ
の
組
込
み
準
備
を
行
い
ま
す
。

�
ト
ッ
プ
パ
ネ
ル
の
取
外
し
 

　
ト
ッ
プ
パ
ネ
ル
取
付
ネ
ジ（
左
２
本
、右
１
本
）を
外
し
、上
側
に
持
ち
上
げ
て
取
外
し
て
く
だ
さ
い
。

�
フ
ロ
ン
ト
パ
ネ
ル
の
取
外
し
 

フ
ロ
ン
ト
パ
ネ
ル
取
付
ネ
ジ（
前
３
本
、右
２
本
、左
２
本
）を
外
し
、前
側
に
引
き
出
し
取
外
し
て
く
だ
さ
い
。

�
モ
ー
タ
サ
ポ
ー
ト
の
取
外
し
 

モ
ー
タ
サ
ポ
ー
ト
取
付
ネ
ジ
２
本
を
外
し
、上
側
に
持
ち
上
げ
熱
交
換
器
上
部
と
の
は
め
合
を
外
し
て
前
側
に
引
出
し
て
 

く
だ
さ
い
。
取
外
し
た
モ
ー
タ
サ
ポ
ー
ト
に
は
、モ
ー
タ
用
リ
ー
ド
線
が
接
続
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
引
張
り
が
か
か
ら
な
い

　
状
態
で
モ
ー
タ
サ
ポ
ー
ト
を
横
置
き
に
し
て
か
ら
次
の
作
業
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

�
サ
ー
ビ
ス
パ
ネ
ル
の
取
外
し
 

サ
ー
ビ
ス
パ
ネ
ル
取
付
ネ
ジ（
２
本
）を
外
し
、下
側
に

ス
ラ
イド
さ
せ
て
か
ら
取
外
し
て
く
だ
さ
い
。

�
バ
ッ
ク
パ
ネ
ル
の
取
外
し
 

バ
ッ
ク
パ
ネ
ル
取
付
け
ネ
ジ（
右
5本
、後
2本
） 
を

　
 外
し
、上
側
に
持
ち
上
げ
て
取
外
し
て
く
だ
さ
い
。

※
バ
ッ
ク
パ
ネ
ル
の
爪
が
電
気
品
に
引
っ
掛
っ
て

い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

モ
ー
タ
サ
ポ
ー
ト
 

は
め
込
部
 

熱
交
換
器
 

●
室
外
ユ
ニ
ット
本
体
の
元
電
源
が
、O
FF
で
あ
る
こ
と
を
必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
取
付
の
為
、多
く
の
ネ
ジ
を
取
外
し
ま
す
。
紛
失
し
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

●
ホ
コ
リ
、ゴ
ミ
等
の
除
去
を
十
分
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
熱
交
換
器
本
体
の
フ
ィ
ン
部
に
触
れ
な
が
ら
作
業
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、あ
ら
か
じ
め
軍
手
等
の

　
保
護
具
を
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

２
.　
取
付
準
備

※
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
の
組
込
み
は
室
外
ユ
ニ
ット
を
据
付
け
る
前
に
行
っ
て
い
た
だ
く
方
が
容
易
に
で
き
ま
す
。

４
.　
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
の
取
付
け
 

�
熱
交
換
器
本
体
を
持
ち
上
げ
な
が
ら
ベ
ー
ス
の
溝
に

沿
っ
て
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
①
を
下
図
の
よ
う
に
位
置
決
め
し
、

仮
置
き
し
て
く
だ
さ
い
。

�
左
図
の
よ
う
に
、ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
①
を
付
属
の
ア
ル
ミ
テ
ー
プ
⑨
で

３
ヶ
所
固
定
し
て
く
だ
さ
い
。

�
再
び
熱
交
換
器
を
持
ち
上
げ
ヒ
ー
タ
固
定
金
具
②
の

凹
部
を
、ベ
ー
ス
の
ド
レ
ン
穴
近
傍
の
凸
部
に
合
わ
せ

下
図
位
置
に
仮
固
定
し
、熱
交
換
器
の
下
敷
と
な
る
よ

う
に
位
置
決
め
を
し
て
く
だ
さ
い
。

５
.　
外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
の
取
付
け
 

�
外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
④
の
感
知
部
に
貼
付
け
の
両
面
テ
ー

プ
離
け
い
紙
を
は
が
し
、モ
ー
タ
ー
サ
ポ
ー
ト
の
フ
ラ
ン
ジ
上
面

を
基
準
に
、リ
ー
ド
線
を
下
方
に
向
け
貼
り
付
け
て
く
だ
さ
い
。

�
外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
の
リ
ー
ド
線
を
、約
４０
mm
の
位
置
で
U
曲

げ
し
、上
下
２
カ
所
を
バ
ン
ド
③
で
固
定
し
ま
す
。下
側
の
バ
ン
ド

に
外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
の
感
知
部
、外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
の
リ

ー
ド
線
、フ
ァ
ン
モ
ー
タ
の
リ
ー
ド
線
を
固
定
し
、上
側
は
外
気
温

度
セ
ン
サ
ー
の
感
知
部
、フ
ァ
ン
モ
ー
タ
リ
ー
ド
線
を
固
定
し
ま
す
。

　
尚
、フ
ァ
ン
モ
ー
タ
リ
ー
ド
線
が
外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
④
の
感
知

部
に
触
れ
る
と
正
確
な
作
動
が
出
来
な
く
な
り
ま
す
の
で
、図
の

様
に
リ
ー
ド
線
を
モ
ー
タ
サ
ポ
ー
ト
裏
面
に
沿
っ
て
固
定
し
て
く
だ

さ
い
。

別
売
形
名

適
用
機
種

P
A
C
-S
J1
1B
H（
20
0V
, 1
10
W
）
室
外
ユ
ニ
ット
用
イ
ン
バ
ー
タ
ー
Kシ
リ
ー
ズ

�
配
線
名
板
⑦
は
下
図
仕
様（
基
準
線
、寸
法
値
）

に
し
た
が
い
貼
付
け
て
く
だ
さ
い
。

�
配
線
名
板
⑦
を
貼
付
け
た
後
フ
ィ
ル
ム
⑧
を
重

ね
貼
り
し
ま
す
。配
線
名
板
⑦
の
外
形
各
辺
50
～

60
位
の
間
隔
を
保
つ
よ
う
に
フ
ィ
ル
ム
⑧
を
貼

付
け
て
く
だ
さ
い
。

７
.  
配
線
名
板
の
貼
付
け

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
制
御
部
本
体
⑤
の
裏
側
面
に
配
線
名
板
⑦
を
貼
付
け
ま
す
。

尚
、配
線
名
板
⑦
は
取
外
し
た
ト
ッ
プ
パ
ネ
ル
裏
側
に
貼
付
け
て
あ
る
名
板
と
 

同
一
品（
同
一
形
名
品
）を
必
ず
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
配
線
名
板
⑦
上
に
フ
ィ
ル
ム
⑧
を
貼
付
け
の
際
は
、そ
の
端
部
に
し
わ
が
発
生
し
な
い
様
、丁
寧
に
貼
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　
し
わ
等
が
発
生
し
ま
す
と
、そ
の
隙
間
か
ら
水
が
入
り
込
み
配
線
名
板
⑦
、フ
ィ
ル
ム
⑧
が
は
が
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。

６
.
各
リ
ー
ド
線
の
固
定
 

�
下
図
の
よ
う
に
外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
、ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
、フ
ァ
ン
モ
ー
タ
の
各
リ
ー
ド
線
を
フ
ァ
ス
ナ
ー
⑥
で
束
ね
た
後
、U
カ
ッ

ト
部
に
各
リ
ー
ド
線
を
通
し
、ク
ラ
ン
プ
を
介
し
て
既
設
の
リ
ー
ド
線
と
一
緒
に
固
定
し
ま
す
。

 

●
取
付
け
は
、
こ
の
「
安
全
の
た
め
に
必
ず
守
る
こ
と
」
を
よ
く
お
読
み
の
う
え
、
確
実
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

●
こ
こ
に
示
し
た
注
意
事
項
は
、
安
全
に
関
す
る
重
大
な
内
容
を
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
生
じ
る
危
険
と
そ
の
程
度
を
、
次
の
表
示
で
区
分
し
て
説
明
し
て
い
ま
す
。
 

誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
、
死
亡
や
重
傷
な
ど
に
結
び
つ
く
可
能
性
が
あ
る
も
の
。
 

誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
、
傷
害
ま
た
は
家
屋
・
家
財
な
ど
の
損
害
に
結
び
つ
く
も
の
。
 

●
取
付
け
完
了
後
、電
気
配
線
の
接
続
が
確
実
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、こ
の
取
付
説
明
書
は
、お
客
様
で
保
管
し
て
い
た
だ
く
よ
う
 

　
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、お
使
い
に
な
る
方
が
代
わ
る
場
合
は
、新
し
く
お
使
い
に
な
る
方
に
お
渡
し
い
た
だ
く
よ
う
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。 

安
全
の
た
め
に
必
ず
守
る
こ
と
 

●
お
客
様
自
身
で
取
付
け
を
さ
れ
不
備
が
あ
る
と
、部
品
に
よ
っ
て
は
水
漏
れ

や
感
電
、火
災
等
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
 

取
付
け
は
、販
売
店
ま
た
は
専
門
業
者
に
依
頼
す
る
。

●
取
付
け
に
不
備
が
あ
る
と
、部
品
に
よ
っ
て
は
水
漏
れ
や
感
電
・
火
災
等
の

原
因
に
な
り
ま
す
。
 

取
付
け
は
、こ
の
説
明
書
に
し
た
が
っ
て
確
実
に
行
う
。

●
万
一
ガ
ス
が
漏
れ
て
ユ
ニ
ッ
ト
の
周
囲
に
た
ま
る
と
、爆
発
の
原
因
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

可
熱
性
ガ
ス
の
漏
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
所
に
は
取
付
け
な
い
。

●
ア
ー
ス
線
は
、ガ
ス
管
・
水
道
管
・
避
雷
針
・
電
話
の
ア
ー
ス
線
に
接
続
し
な
い
。

ア
ー
ス
工
事
に
不
備
が
あ
る
と
、感
電
の
原
因
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

ア
ー
ス
工
事
を
行
う
。

●
取
付
け
に
不
備
が
あ
る
と
、ほ
こ
り
、水
な
ど
に
よ
り
感
電
・
火
災
の
原
因
に

な
り
ま
す
。
 

室
外
ユ
ニ
ット
の
サ
ー
ビ
ス
パ
ネ
ル
を
確
実
に
取
付
け
る
。

●
部
品
に
不
備
が
あ
る
と
、感
電
・
火
災
・
ユ
ニ
ット
落
下
に
よ
る
ケ
ガ
・
水
漏
れ

原
因
に
な
り
ま
す
。
 

取
付
工
事
部
品
は
、必
ず
当
社
付
属
部
品
お
よ
び
指
定
の
部
品
を
使
用
す
る
。

●
電
源
回
路
容
量
不
足
や
施
工
不
備
が
あ
る
と
、感
電
・
火
災
の
原
因
に
な
り

ま
す
。
 

電
気
工
事
は
、「
電
気
設
備
に
関
す
る
技
術
基
準
」・
「
内
線
規
定
」を
遵
守

し
、取
付
説
明
書
に
し
た
が
っ
て
施
工
し
て
く
だ
さ
い
。

●
漏
電
遮
断
器
が
取
付
け
ら
れ
て
い
な
い
と
感
電
の
原
因
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
 

電
源
に
は
必
ず
漏
電
遮
断
器
を
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

●
接
続
や
固
定
に
不
備
が
あ
る
と
、火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
 

配
線
は
、所
定
の
電
線
を
使
用
し
て
確
実
に
接
続
し
、端
子
接
続
部
に
電
線
の

外
力
が
伝
わ
ら
な
い
よ
う
に
確
実
に
固
定
す
る
。

“
A
部
拡
大
図
”

“
B
部
拡
大
図
”

50～60 50～60

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
①

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
①

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
①

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
①

ア
ル
ミ
テ
ー
プ
⑨

ア
ル
ミ
テ
ー
プ
⑨

ア
ル
ミ

テ
ー
プ
⑨

ア
ル
ミ

テ
ー
プ
⑨

ア
ル
ミ

テ
ー
プ
⑨

ア
ル
ミ

テ
ー
プ
⑨

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
①

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
①

ヒ
ー
タ
固
定
金
具
②

ヒ
ー
タ
固
定
金
具
②

バ
ン
ド
③

バ
ン
ド
③

モ
ー
タ
サ
ポ
ート

モ
ー
タ
サ
ポ
ート

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
リ
ード
線

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
リ
ード
線

フ
ァ
ン
モ
ー
タ
リ
ード
線

フ
ァ
ン
モ
ー
タ
リ
ード
線

外
気
温
度
セ
ン
サ
ー

リ
ード
線

外
気
温
度
セ
ン
サ
ー

リ
ード
線

基 準

約
40
m
m

バ
ン
ド
⑥

バ
ン
ド
③

基準線

15
0～
16
0

配
線
名
板
⑨

基準線

フ
ァ
ス
ナ
ー
⑥

フ
ァ
ス
ナ
ー
⑥

ク
ラ
ン
プ

ク
ラ
ン
プ

Uカ
ット
部

Uカ
ット
部

15
0～
16
0

配
線
名
板
⑦

配
線
名
板
⑨

配
線
名
板
⑦

フ
ィ
ル
ム
⑩

フ
ィ
ル
ム
⑧

50
～
60

50
～
60

フ
ァ
ン
モ
ー
タ
リ
ード
線

フ
ァ
ン
モ
ー
タ
リ
ード
線

外
気
温
度
セ
ン
サ
ー

リ
ード
線

外
気
温
度
セ
ン
サ
ー

リ
ード
線

バ
ッ
ク
パ
ネ
ル

電
気
品
 

�

�

�

�

�

“
A
”

“
B”

※
取
付
け
前
に
本
説
明
書
を
よ
く
お
読
み
く
だ
さ
い
。 

取
付
け
の
前
に
 

B
H
79
D
18
5H
02

三
菱
電
機
パ
ッ
ケ
ー
ジ
エ
ア
コ
ン
別
売
部
品
 

室
外
機
用
凍
結
防
止
ヒ
ー
タ
 取
付
説
明
書
 

●
本
製
品
は
、
厳
冬
期
で
の
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
熱
交
換
器
下
部
に
発
生
す
る
根
氷
の
抑
制
対
策
お
よ
び
ド
レ
ン
抜
穴
 

　
の
氷
結
に
よ
る
詰
り
防
止
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。
 

●
降
雪
の
多
い
地
域
で
ご
使
用
の
際
は
、
防
雪
ダ
ク
ト
を
併
設
し
て
く
だ
さ
い
。
 

●
ド
レ
ン
穴
か
ら
の
排
水
を
確
保
す
る
た
め
、
ド
レ
ン
ソ
ケ
ッ
ト
お
よ
び
集
中
排
水
ド
レ
ン
パ
ン
と
の
併
用
は
で
き
 

　
ま
せ
ん
。
 

１
.　
部
品
の
確
認

⑤
 

①
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ

形 状 形 状

⑥
フ
ァ
ス
ナ
ー
 

②
ヒ
ー
タ
固
定
金
具
 ③
バ
ン
ド
 

④
外
気
温
度
セ
ン
サ
ー

品
番
 

品
名
 

トッ
プ
パ
ネ
ル
 
カ
バ
ー

１
se
t

１
se
t

１
se
t

１
個
 

２
本

２
本

品
番
 

品
名
 

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ

　
制
御
部
本
体
 

⑦
配
線
名
板
 各
１
枚
 

⑧
フ
ィ
ル
ム
 

⑨
ア
ル
ミ
テ
ー
プ
 

１
枚
 

３
枚

こ
の
箱
の
中
に
は
、こ
の
説
明
書
の
他
に
下
記
部
品
が
入
っ
て
い
ま
す
の
で
、取
付
け
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

３
.　
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
組
込
準
備
 

次
の
手
順
で
下
図
に
基
づ
き
各
々
の
部
品
を
ユ
ニ
ット
か
ら
取
外
し
、ヒ
ー
タ
の
組
込
み
準
備
を
行
い
ま
す
。

�
ト
ッ
プ
パ
ネ
ル
の
取
外
し
 

　
ト
ッ
プ
パ
ネ
ル
取
付
ネ
ジ（
左
２
本
、右
１
本
）を
外
し
、上
側
に
持
ち
上
げ
て
取
外
し
て
く
だ
さ
い
。

�
フ
ロ
ン
ト
パ
ネ
ル
の
取
外
し
 

フ
ロ
ン
ト
パ
ネ
ル
取
付
ネ
ジ（
前
３
本
、右
２
本
、左
２
本
）を
外
し
、前
側
に
引
き
出
し
取
外
し
て
く
だ
さ
い
。

�
モ
ー
タ
サ
ポ
ー
ト
の
取
外
し
 

モ
ー
タ
サ
ポ
ー
ト
取
付
ネ
ジ
２
本
を
外
し
、上
側
に
持
ち
上
げ
熱
交
換
器
上
部
と
の
は
め
合
を
外
し
て
前
側
に
引
出
し
て
 

く
だ
さ
い
。
取
外
し
た
モ
ー
タ
サ
ポ
ー
ト
に
は
、モ
ー
タ
用
リ
ー
ド
線
が
接
続
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
引
張
り
が
か
か
ら
な
い

　
状
態
で
モ
ー
タ
サ
ポ
ー
ト
を
横
置
き
に
し
て
か
ら
次
の
作
業
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

�
サ
ー
ビ
ス
パ
ネ
ル
の
取
外
し
 

サ
ー
ビ
ス
パ
ネ
ル
取
付
ネ
ジ（
２
本
）を
外
し
、下
側
に

ス
ラ
イド
さ
せ
て
か
ら
取
外
し
て
く
だ
さ
い
。

�
バ
ッ
ク
パ
ネ
ル
の
取
外
し
 

バ
ッ
ク
パ
ネ
ル
取
付
け
ネ
ジ（
右
5本
、後
2本
） 
を

　
 外
し
、上
側
に
持
ち
上
げ
て
取
外
し
て
く
だ
さ
い
。

※
バ
ッ
ク
パ
ネ
ル
の
爪
が
電
気
品
に
引
っ
掛
っ
て

い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

モ
ー
タ
サ
ポ
ー
ト
 

は
め
込
部
 

熱
交
換
器
 

●
室
外
ユ
ニ
ット
本
体
の
元
電
源
が
、O
FF
で
あ
る
こ
と
を
必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
取
付
の
為
、多
く
の
ネ
ジ
を
取
外
し
ま
す
。
紛
失
し
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

●
ホ
コ
リ
、ゴ
ミ
等
の
除
去
を
十
分
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
熱
交
換
器
本
体
の
フ
ィ
ン
部
に
触
れ
な
が
ら
作
業
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、あ
ら
か
じ
め
軍
手
等
の

　
保
護
具
を
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

２
.　
取
付
準
備

※
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
の
組
込
み
は
室
外
ユ
ニ
ット
を
据
付
け
る
前
に
行
っ
て
い
た
だ
く
方
が
容
易
に
で
き
ま
す
。

４
.　
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
の
取
付
け
 

�
熱
交
換
器
本
体
を
持
ち
上
げ
な
が
ら
ベ
ー
ス
の
溝
に

沿
っ
て
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
①
を
下
図
の
よ
う
に
位
置
決
め
し
、

仮
置
き
し
て
く
だ
さ
い
。

�
左
図
の
よ
う
に
、ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
①
を
付
属
の
ア
ル
ミ
テ
ー
プ
⑨
で

３
ヶ
所
固
定
し
て
く
だ
さ
い
。

�
再
び
熱
交
換
器
を
持
ち
上
げ
ヒ
ー
タ
固
定
金
具
②
の

凹
部
を
、ベ
ー
ス
の
ド
レ
ン
穴
近
傍
の
凸
部
に
合
わ
せ

下
図
位
置
に
仮
固
定
し
、熱
交
換
器
の
下
敷
と
な
る
よ

う
に
位
置
決
め
を
し
て
く
だ
さ
い
。

５
.　
外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
の
取
付
け
 

�
外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
④
の
感
知
部
に
貼
付
け
の
両
面
テ
ー

プ
離
け
い
紙
を
は
が
し
、モ
ー
タ
ー
サ
ポ
ー
ト
の
フ
ラ
ン
ジ
上
面

を
基
準
に
、リ
ー
ド
線
を
下
方
に
向
け
貼
り
付
け
て
く
だ
さ
い
。

�
外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
の
リ
ー
ド
線
を
、約
４０
mm
の
位
置
で
U
曲

げ
し
、上
下
２
カ
所
を
バ
ン
ド
③
で
固
定
し
ま
す
。下
側
の
バ
ン
ド

に
外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
の
感
知
部
、外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
の
リ

ー
ド
線
、フ
ァ
ン
モ
ー
タ
の
リ
ー
ド
線
を
固
定
し
、上
側
は
外
気
温

度
セ
ン
サ
ー
の
感
知
部
、フ
ァ
ン
モ
ー
タ
リ
ー
ド
線
を
固
定
し
ま
す
。

　
尚
、フ
ァ
ン
モ
ー
タ
リ
ー
ド
線
が
外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
④
の
感
知

部
に
触
れ
る
と
正
確
な
作
動
が
出
来
な
く
な
り
ま
す
の
で
、図
の

様
に
リ
ー
ド
線
を
モ
ー
タ
サ
ポ
ー
ト
裏
面
に
沿
っ
て
固
定
し
て
く
だ

さ
い
。

別
売
形
名

適
用
機
種

P
A
C
-S
J1
1B
H（
20
0V
, 1
10
W
）
室
外
ユ
ニ
ット
用
イ
ン
バ
ー
タ
ー
Kシ
リ
ー
ズ

�
配
線
名
板
⑦
は
下
図
仕
様（
基
準
線
、寸
法
値
）

に
し
た
が
い
貼
付
け
て
く
だ
さ
い
。

�
配
線
名
板
⑦
を
貼
付
け
た
後
フ
ィ
ル
ム
⑧
を
重

ね
貼
り
し
ま
す
。配
線
名
板
⑦
の
外
形
各
辺
50
～

60
位
の
間
隔
を
保
つ
よ
う
に
フ
ィ
ル
ム
⑧
を
貼

付
け
て
く
だ
さ
い
。

７
.  
配
線
名
板
の
貼
付
け

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
制
御
部
本
体
⑤
の
裏
側
面
に
配
線
名
板
⑦
を
貼
付
け
ま
す
。

尚
、配
線
名
板
⑦
は
取
外
し
た
ト
ッ
プ
パ
ネ
ル
裏
側
に
貼
付
け
て
あ
る
名
板
と
 

同
一
品（
同
一
形
名
品
）を
必
ず
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
配
線
名
板
⑦
上
に
フ
ィ
ル
ム
⑧
を
貼
付
け
の
際
は
、そ
の
端
部
に
し
わ
が
発
生
し
な
い
様
、丁
寧
に
貼
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　
し
わ
等
が
発
生
し
ま
す
と
、そ
の
隙
間
か
ら
水
が
入
り
込
み
配
線
名
板
⑦
、フ
ィ
ル
ム
⑧
が
は
が
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。

６
.
各
リ
ー
ド
線
の
固
定
 

�
下
図
の
よ
う
に
外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
、ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
、フ
ァ
ン
モ
ー
タ
の
各
リ
ー
ド
線
を
フ
ァ
ス
ナ
ー
⑥
で
束
ね
た
後
、U
カ
ッ

ト
部
に
各
リ
ー
ド
線
を
通
し
、ク
ラ
ン
プ
を
介
し
て
既
設
の
リ
ー
ド
線
と
一
緒
に
固
定
し
ま
す
。

●
取
付
け
は
、
こ
の
「
安
全
の
た
め
に
必
ず
守
る
こ
と
」
を
よ
く
お
読
み
の
う
え
、
確
実
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

●
こ
こ
に
示
し
た
注
意
事
項
は
、
安
全
に
関
す
る
重
大
な
内
容
を
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

●
誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
生
じ
る
危
険
と
そ
の
程
度
を
、
次
の
表
示
で
区
分
し
て
説
明
し
て
い
ま
す
。
 

誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
、
死
亡
や
重
傷
な
ど
に
結
び
つ
く
可
能
性
が
あ
る
も
の
。
 

誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
、
傷
害
ま
た
は
家
屋
・
家
財
な
ど
の
損
害
に
結
び
つ
く
も
の
。
 

●
取
付
け
完
了
後
、電
気
配
線
の
接
続
が
確
実
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、こ
の
取
付
説
明
書
は
、お
客
様
で
保
管
し
て
い
た
だ
く
よ
う

に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、お
使
い
に
な
る
方
が
代
わ
る
場
合
は
、新
し
く
お
使
い
に
な
る
方
に
お
渡
し
い
た
だ
く
よ
う
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

安
全
の
た
め
に
必
ず
守
る
こ
と
 

●
お
客
様
自
身
で
取
付
け
を
さ
れ
不
備
が
あ
る
と
、部
品
に
よ
っ
て
は
水
漏
れ

や
感
電
、火
災
等
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

取
付
け
は
、販
売
店
ま
た
は
専
門
業
者
に
依
頼
す
る
。

●
取
付
け
に
不
備
が
あ
る
と
、部
品
に
よ
っ
て
は
水
漏
れ
や
感
電
・
火
災
等
の

原
因
に
な
り
ま
す
。

取
付
け
は
、こ
の
説
明
書
に
し
た
が
っ
て
確
実
に
行
う
。

●
万
一
ガ
ス
が
漏
れ
て
ユ
ニ
ッ
ト
の
周
囲
に
た
ま
る
と
、爆
発
の
原
因
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

可
熱
性
ガ
ス
の
漏
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
所
に
は
取
付
け
な
い
。

●
ア
ー
ス
線
は
、ガ
ス
管
・
水
道
管
・
避
雷
針
・
電
話
の
ア
ー
ス
線
に
接
続
し
な
い
。

ア
ー
ス
工
事
に
不
備
が
あ
る
と
、感
電
の
原
因
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ア
ー
ス
工
事
を
行
う
。

●
取
付
け
に
不
備
が
あ
る
と
、ほ
こ
り
、水
な
ど
に
よ
り
感
電
・
火
災
の
原
因
に

な
り
ま
す
。

室
外
ユ
ニ
ット
の
サ
ー
ビ
ス
パ
ネ
ル
を
確
実
に
取
付
け
る
。

●
部
品
に
不
備
が
あ
る
と
、感
電
・
火
災
・
ユ
ニ
ット
落
下
に
よ
る
ケ
ガ
・
水
漏
れ

原
因
に
な
り
ま
す
。

取
付
工
事
部
品
は
、必
ず
当
社
付
属
部
品
お
よ
び
指
定
の
部
品
を
使
用
す
る
。

●
電
源
回
路
容
量
不
足
や
施
工
不
備
が
あ
る
と
、感
電
・
火
災
の
原
因
に
な
り

ま
す
。

電
気
工
事
は
、「
電
気
設
備
に
関
す
る
技
術
基
準
」・
「
内
線
規
定
」を
遵
守

し
、取
付
説
明
書
に
し
た
が
っ
て
施
工
し
て
く
だ
さ
い
。

●
漏
電
遮
断
器
が
取
付
け
ら
れ
て
い
な
い
と
感
電
の
原
因
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

電
源
に
は
必
ず
漏
電
遮
断
器
を
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

●
接
続
や
固
定
に
不
備
が
あ
る
と
、火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

配
線
は
、所
定
の
電
線
を
使
用
し
て
確
実
に
接
続
し
、端
子
接
続
部
に
電
線
の

外
力
が
伝
わ
ら
な
い
よ
う
に
確
実
に
固
定
す
る
。

“
A
部
拡
大
図
”

“
B
部
拡
大
図
”

50～60 50～60

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
①

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
①

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
①

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
①

ア
ル
ミ
テ
ー
プ
⑨

ア
ル
ミ
テ
ー
プ
⑨

ア
ル
ミ

テ
ー
プ
⑨

ア
ル
ミ

テ
ー
プ
⑨

ア
ル
ミ

テ
ー
プ
⑨

ア
ル
ミ

テ
ー
プ
⑨

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
①

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
①

ヒ
ー
タ
固
定
金
具
②

ヒ
ー
タ
固
定
金
具
②

バ
ン
ド
③

バ
ン
ド
③

モ
ー
タ
サ
ポ
ート

モ
ー
タ
サ
ポ
ート

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
リ
ード
線

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
リ
ード
線

フ
ァ
ン
モ
ー
タ
リ
ード
線

フ
ァ
ン
モ
ー
タ
リ
ード
線

外
気
温
度
セ
ン
サ
ー

リ
ード
線

外
気
温
度
セ
ン
サ
ー

リ
ード
線

基 準

約
40
m
m

バ
ン
ド
⑥

バ
ン
ド
③

基準線

15
0～
16
0

配
線
名
板
⑨

基準線

フ
ァ
ス
ナ
ー
⑥

フ
ァ
ス
ナ
ー
⑥

ク
ラ
ン
プ

ク
ラ
ン
プ

Uカ
ット
部

Uカ
ット
部

15
0～
16
0

配
線
名
板
⑦

配
線
名
板
⑨

配
線
名
板
⑦

フ
ィ
ル
ム
⑩

フ
ィ
ル
ム
⑧

50
～
60

50
～
60

フ
ァ
ン
モ
ー
タ
リ
ード
線

フ
ァ
ン
モ
ー
タ
リ
ード
線

外
気
温
度
セ
ン
サ
ー

リ
ード
線

外
気
温
度
セ
ン
サ
ー

リ
ード
線

バ
ッ
ク
パ
ネ
ル

電
気
品
 

�

�

�

�

�

“
A
”

“
B”

※
取
付
け
前
に
本
説
明
書
を
よ
く
お
読
み
く
だ
さ
い
。 

取
付
け
の
前
に
 

B
H
79
D
18
5H
02

三
菱
電
機
パ
ッ
ケ
ー
ジ
エ
ア
コ
ン
別
売
部
品
 

室
外
機
用
凍
結
防
止
ヒ
ー
タ
 取
付
説
明
書
 

●
本
製
品
は
、
厳
冬
期
で
の
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
熱
交
換
器
下
部
に
発
生
す
る
根
氷
の
抑
制
対
策
お
よ
び
ド
レ
ン
抜
穴
 

　
の
氷
結
に
よ
る
詰
り
防
止
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。
 

●
降
雪
の
多
い
地
域
で
ご
使
用
の
際
は
、
防
雪
ダ
ク
ト
を
併
設
し
て
く
だ
さ
い
。
 

●
ド
レ
ン
穴
か
ら
の
排
水
を
確
保
す
る
た
め
、
ド
レ
ン
ソ
ケ
ッ
ト
お
よ
び
集
中
排
水
ド
レ
ン
パ
ン
と
の
併
用
は
で
き
 

　
ま
せ
ん
。
 

１
.　
部
品
の
確
認

⑤
 

①
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ

形 状 形 状

⑥
フ
ァ
ス
ナ
ー
 

②
ヒ
ー
タ
固
定
金
具
 ③
バ
ン
ド
 

④
外
気
温
度
セ
ン
サ
ー

品
番
 

品
名
 

トッ
プ
パ
ネ
ル
 
カ
バ
ー

１
se
t

１
se
t

１
se
t

１
個
 

２
本

２
本

品
番
 

品
名
 

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ

　
制
御
部
本
体
 

⑦
配
線
名
板
 各
１
枚
 

⑧
フ
ィ
ル
ム
 

⑨
ア
ル
ミ
テ
ー
プ
 

１
枚
 

３
枚

こ
の
箱
の
中
に
は
、こ
の
説
明
書
の
他
に
下
記
部
品
が
入
っ
て
い
ま
す
の
で
、取
付
け
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

３
.　
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
組
込
準
備
 

次
の
手
順
で
下
図
に
基
づ
き
各
々
の
部
品
を
ユ
ニ
ット
か
ら
取
外
し
、ヒ
ー
タ
の
組
込
み
準
備
を
行
い
ま
す
。

�
ト
ッ
プ
パ
ネ
ル
の
取
外
し
 

　
ト
ッ
プ
パ
ネ
ル
取
付
ネ
ジ（
左
２
本
、右
１
本
）を
外
し
、上
側
に
持
ち
上
げ
て
取
外
し
て
く
だ
さ
い
。

�
フ
ロ
ン
ト
パ
ネ
ル
の
取
外
し
 

フ
ロ
ン
ト
パ
ネ
ル
取
付
ネ
ジ（
前
３
本
、右
２
本
、左
２
本
）を
外
し
、前
側
に
引
き
出
し
取
外
し
て
く
だ
さ
い
。

�
モ
ー
タ
サ
ポ
ー
ト
の
取
外
し
 

モ
ー
タ
サ
ポ
ー
ト
取
付
ネ
ジ
２
本
を
外
し
、上
側
に
持
ち
上
げ
熱
交
換
器
上
部
と
の
は
め
合
を
外
し
て
前
側
に
引
出
し
て
 

く
だ
さ
い
。
取
外
し
た
モ
ー
タ
サ
ポ
ー
ト
に
は
、モ
ー
タ
用
リ
ー
ド
線
が
接
続
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
引
張
り
が
か
か
ら
な
い

　
状
態
で
モ
ー
タ
サ
ポ
ー
ト
を
横
置
き
に
し
て
か
ら
次
の
作
業
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

�
サ
ー
ビ
ス
パ
ネ
ル
の
取
外
し
 

サ
ー
ビ
ス
パ
ネ
ル
取
付
ネ
ジ（
２
本
）を
外
し
、下
側
に

ス
ラ
イド
さ
せ
て
か
ら
取
外
し
て
く
だ
さ
い
。

�
バ
ッ
ク
パ
ネ
ル
の
取
外
し
 

バ
ッ
ク
パ
ネ
ル
取
付
け
ネ
ジ（
右
5本
、後
2本
） 
を

　
 外
し
、上
側
に
持
ち
上
げ
て
取
外
し
て
く
だ
さ
い
。

※
バ
ッ
ク
パ
ネ
ル
の
爪
が
電
気
品
に
引
っ
掛
っ
て

い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

モ
ー
タ
サ
ポ
ー
ト
 

は
め
込
部
 

熱
交
換
器
 

●
室
外
ユ
ニ
ット
本
体
の
元
電
源
が
、O
FF
で
あ
る
こ
と
を
必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
取
付
の
為
、多
く
の
ネ
ジ
を
取
外
し
ま
す
。
紛
失
し
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

●
ホ
コ
リ
、ゴ
ミ
等
の
除
去
を
十
分
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
熱
交
換
器
本
体
の
フ
ィ
ン
部
に
触
れ
な
が
ら
作
業
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、あ
ら
か
じ
め
軍
手
等
の

　
保
護
具
を
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

２
.　
取
付
準
備

※
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
の
組
込
み
は
室
外
ユ
ニ
ット
を
据
付
け
る
前
に
行
っ
て
い
た
だ
く
方
が
容
易
に
で
き
ま
す
。

４
.　
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
の
取
付
け
 

�
熱
交
換
器
本
体
を
持
ち
上
げ
な
が
ら
ベ
ー
ス
の
溝
に

沿
っ
て
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
①
を
下
図
の
よ
う
に
位
置
決
め
し
、

仮
置
き
し
て
く
だ
さ
い
。

�
左
図
の
よ
う
に
、ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
①
を
付
属
の
ア
ル
ミ
テ
ー
プ
⑨
で

３
ヶ
所
固
定
し
て
く
だ
さ
い
。

�
再
び
熱
交
換
器
を
持
ち
上
げ
ヒ
ー
タ
固
定
金
具
②
の

凹
部
を
、ベ
ー
ス
の
ド
レ
ン
穴
近
傍
の
凸
部
に
合
わ
せ

下
図
位
置
に
仮
固
定
し
、熱
交
換
器
の
下
敷
と
な
る
よ

う
に
位
置
決
め
を
し
て
く
だ
さ
い
。

５
.　
外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
の
取
付
け
 

�
外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
④
の
感
知
部
に
貼
付
け
の
両
面
テ
ー

プ
離
け
い
紙
を
は
が
し
、モ
ー
タ
ー
サ
ポ
ー
ト
の
フ
ラ
ン
ジ
上
面

を
基
準
に
、リ
ー
ド
線
を
下
方
に
向
け
貼
り
付
け
て
く
だ
さ
い
。

�
外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
の
リ
ー
ド
線
を
、約
４０
mm
の
位
置
で
U
曲

げ
し
、上
下
２
カ
所
を
バ
ン
ド
③
で
固
定
し
ま
す
。下
側
の
バ
ン
ド

に
外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
の
感
知
部
、外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
の
リ

ー
ド
線
、フ
ァ
ン
モ
ー
タ
の
リ
ー
ド
線
を
固
定
し
、上
側
は
外
気
温

度
セ
ン
サ
ー
の
感
知
部
、フ
ァ
ン
モ
ー
タ
リ
ー
ド
線
を
固
定
し
ま
す
。

　
尚
、フ
ァ
ン
モ
ー
タ
リ
ー
ド
線
が
外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
④
の
感
知

部
に
触
れ
る
と
正
確
な
作
動
が
出
来
な
く
な
り
ま
す
の
で
、図
の

様
に
リ
ー
ド
線
を
モ
ー
タ
サ
ポ
ー
ト
裏
面
に
沿
っ
て
固
定
し
て
く
だ

さ
い
。

別
売
形
名

適
用
機
種

P
A
C
-S
J1
1B
H（
20
0V
, 1
10
W
）
室
外
ユ
ニ
ット
用
イ
ン
バ
ー
タ
ー
Kシ
リ
ー
ズ

�
配
線
名
板
⑦
は
下
図
仕
様（
基
準
線
、寸
法
値
）

に
し
た
が
い
貼
付
け
て
く
だ
さ
い
。

�
配
線
名
板
⑦
を
貼
付
け
た
後
フ
ィ
ル
ム
⑧
を
重

ね
貼
り
し
ま
す
。配
線
名
板
⑦
の
外
形
各
辺
50
～

60
位
の
間
隔
を
保
つ
よ
う
に
フ
ィ
ル
ム
⑧
を
貼

付
け
て
く
だ
さ
い
。

７
.  
配
線
名
板
の
貼
付
け

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
制
御
部
本
体
⑤
の
裏
側
面
に
配
線
名
板
⑦
を
貼
付
け
ま
す
。

尚
、配
線
名
板
⑦
は
取
外
し
た
ト
ッ
プ
パ
ネ
ル
裏
側
に
貼
付
け
て
あ
る
名
板
と
 

同
一
品（
同
一
形
名
品
）を
必
ず
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
配
線
名
板
⑦
上
に
フ
ィ
ル
ム
⑧
を
貼
付
け
の
際
は
、そ
の
端
部
に
し
わ
が
発
生
し
な
い
様
、丁
寧
に
貼
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　
し
わ
等
が
発
生
し
ま
す
と
、そ
の
隙
間
か
ら
水
が
入
り
込
み
配
線
名
板
⑦
、フ
ィ
ル
ム
⑧
が
は
が
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。

６
.
各
リ
ー
ド
線
の
固
定
 

�
下
図
の
よ
う
に
外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
、ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
、フ
ァ
ン
モ
ー
タ
の
各
リ
ー
ド
線
を
フ
ァ
ス
ナ
ー
⑥
で
束
ね
た
後
、U
カ
ッ

ト
部
に
各
リ
ー
ド
線
を
通
し
、ク
ラ
ン
プ
を
介
し
て
既
設
の
リ
ー
ド
線
と
一
緒
に
固
定
し
ま
す
。

●
取
付
け
は
、
こ
の
「
安
全
の
た
め
に
必
ず
守
る
こ
と
」
を
よ
く
お
読
み
の
う
え
、
確
実
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

●
こ
こ
に
示
し
た
注
意
事
項
は
、
安
全
に
関
す
る
重
大
な
内
容
を
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

●
誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
生
じ
る
危
険
と
そ
の
程
度
を
、
次
の
表
示
で
区
分
し
て
説
明
し
て
い
ま
す
。
 

誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
、
死
亡
や
重
傷
な
ど
に
結
び
つ
く
可
能
性
が
あ
る
も
の
。
 

誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
、
傷
害
ま
た
は
家
屋
・
家
財
な
ど
の
損
害
に
結
び
つ
く
も
の
。
 

●
取
付
け
完
了
後
、電
気
配
線
の
接
続
が
確
実
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、こ
の
取
付
説
明
書
は
、お
客
様
で
保
管
し
て
い
た
だ
く
よ
う

に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、お
使
い
に
な
る
方
が
代
わ
る
場
合
は
、新
し
く
お
使
い
に
な
る
方
に
お
渡
し
い
た
だ
く
よ
う
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

安
全
の
た
め
に
必
ず
守
る
こ
と
 

●
お
客
様
自
身
で
取
付
け
を
さ
れ
不
備
が
あ
る
と
、部
品
に
よ
っ
て
は
水
漏
れ

や
感
電
、火
災
等
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

取
付
け
は
、販
売
店
ま
た
は
専
門
業
者
に
依
頼
す
る
。

●
取
付
け
に
不
備
が
あ
る
と
、部
品
に
よ
っ
て
は
水
漏
れ
や
感
電
・
火
災
等
の

原
因
に
な
り
ま
す
。

取
付
け
は
、こ
の
説
明
書
に
し
た
が
っ
て
確
実
に
行
う
。

●
万
一
ガ
ス
が
漏
れ
て
ユ
ニ
ッ
ト
の
周
囲
に
た
ま
る
と
、爆
発
の
原
因
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

可
熱
性
ガ
ス
の
漏
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
所
に
は
取
付
け
な
い
。

●
ア
ー
ス
線
は
、ガ
ス
管
・
水
道
管
・
避
雷
針
・
電
話
の
ア
ー
ス
線
に
接
続
し
な
い
。

ア
ー
ス
工
事
に
不
備
が
あ
る
と
、感
電
の
原
因
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ア
ー
ス
工
事
を
行
う
。

●
取
付
け
に
不
備
が
あ
る
と
、ほ
こ
り
、水
な
ど
に
よ
り
感
電
・
火
災
の
原
因
に

な
り
ま
す
。

室
外
ユ
ニ
ット
の
サ
ー
ビ
ス
パ
ネ
ル
を
確
実
に
取
付
け
る
。

●
部
品
に
不
備
が
あ
る
と
、感
電
・
火
災
・
ユ
ニ
ット
落
下
に
よ
る
ケ
ガ
・
水
漏
れ

原
因
に
な
り
ま
す
。

取
付
工
事
部
品
は
、必
ず
当
社
付
属
部
品
お
よ
び
指
定
の
部
品
を
使
用
す
る
。

●
電
源
回
路
容
量
不
足
や
施
工
不
備
が
あ
る
と
、感
電
・
火
災
の
原
因
に
な
り

ま
す
。

電
気
工
事
は
、「
電
気
設
備
に
関
す
る
技
術
基
準
」・
「
内
線
規
定
」を
遵
守

し
、取
付
説
明
書
に
し
た
が
っ
て
施
工
し
て
く
だ
さ
い
。

●
漏
電
遮
断
器
が
取
付
け
ら
れ
て
い
な
い
と
感
電
の
原
因
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

電
源
に
は
必
ず
漏
電
遮
断
器
を
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

●
接
続
や
固
定
に
不
備
が
あ
る
と
、火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

配
線
は
、所
定
の
電
線
を
使
用
し
て
確
実
に
接
続
し
、端
子
接
続
部
に
電
線
の

外
力
が
伝
わ
ら
な
い
よ
う
に
確
実
に
固
定
す
る
。

“
A
部
拡
大
図
”

“
B
部
拡
大
図
”

50～60 50～60

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
①

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
①

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
①

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
①

ア
ル
ミ
テ
ー
プ
⑨

ア
ル
ミ
テ
ー
プ
⑨

ア
ル
ミ

テ
ー
プ
⑨

ア
ル
ミ

テ
ー
プ
⑨

ア
ル
ミ

テ
ー
プ
⑨

ア
ル
ミ

テ
ー
プ
⑨

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
①

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
①

ヒ
ー
タ
固
定
金
具
②

ヒ
ー
タ
固
定
金
具
②

バ
ン
ド
③

バ
ン
ド
③

モ
ー
タ
サ
ポ
ート

モ
ー
タ
サ
ポ
ート

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
リ
ード
線

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
リ
ード
線

フ
ァ
ン
モ
ー
タ
リ
ード
線

フ
ァ
ン
モ
ー
タ
リ
ード
線

外
気
温
度
セ
ン
サ
ー

リ
ード
線

外
気
温
度
セ
ン
サ
ー

リ
ード
線

基 準

約
40
m
m

バ
ン
ド
⑥

バ
ン
ド
③

基準線

15
0～
16
0

配
線
名
板
⑨

基準線

フ
ァ
ス
ナ
ー
⑥

フ
ァ
ス
ナ
ー
⑥

ク
ラ
ン
プ

ク
ラ
ン
プ

Uカ
ット
部

Uカ
ット
部

15
0～
16
0

配
線
名
板
⑦

配
線
名
板
⑨

配
線
名
板
⑦

フ
ィ
ル
ム
⑩

フ
ィ
ル
ム
⑧

50
～
60

50
～
60

フ
ァ
ン
モ
ー
タ
リ
ード
線

フ
ァ
ン
モ
ー
タ
リ
ード
線

外
気
温
度
セ
ン
サ
ー

リ
ード
線

外
気
温
度
セ
ン
サ
ー

リ
ード
線

バ
ッ
ク
パ
ネ
ル

電
気
品
 

�

�

�

�

�

“
A
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“
B”

1
2
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79

D
18

5H
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別
名
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名
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機
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(2

00
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室

外
ユ

ニ
ッ

ト
用
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バ
ー

タ
ー

K
シ
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ー

ズ

（本マニュアル用に変更・修正しています）

★11_室外2017.indb   54 2017/08/03   13:47:19



室
外
ユ
ニ
ッ
ト

取付説明書

11-55

凍結防止ヒーター : PAC-SJ11BH

3
4

※
取
付
け
前
に
本
説
明
書
を
よ
く
お
読
み
く
だ
さ
い
。
 

取
付
け
の
前
に
 

B
H
79
D
18
5H
02

三
菱
電
機
パ
ッ
ケ
ー
ジ
エ
ア
コ
ン
別
売
部
品
 

室
外
機
用
凍
結
防
止
ヒ
ー
タ
 取
付
説
明
書
 

●
本
製
品
は
、
厳
冬
期
で
の
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
熱
交
換
器
下
部
に
発
生
す
る
根
氷
の
抑
制
対
策
お
よ
び
ド
レ
ン
抜
穴
 

　
の
氷
結
に
よ
る
詰
り
防
止
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。
 

●
降
雪
の
多
い
地
域
で
ご
使
用
の
際
は
、
防
雪
ダ
ク
ト
を
併
設
し
て
く
だ
さ
い
。
 

●
ド
レ
ン
穴
か
ら
の
排
水
を
確
保
す
る
た
め
、
ド
レ
ン
ソ
ケ
ッ
ト
お
よ
び
集
中
排
水
ド
レ
ン
パ
ン
と
の
併
用
は
で
き
 

　
ま
せ
ん
。
 

１
.　
部
品
の
確
認
 

⑤
 

①
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
 

形 　 　 状  形 　 　 状  

⑥
フ
ァ
ス
ナ
ー
 

②
ヒ
ー
タ
固
定
金
具
 ③
バ
ン
ド
 

④
外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
 

品
番
 

品
名
 

ト
ッ
プ
パ
ネ
ル
 
カ
バ
ー
 

１
se
t

１
se
t

１
se
t

１
個
 

２
本
 

２
本
 

品
番
 

品
名
 

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
 

　
制
御
部
本
体
 

⑦
配
線
名
板
 各
１
枚
 

⑧
フ
ィ
ル
ム
 

⑨
ア
ル
ミ
テ
ー
プ
 

１
枚
 

３
枚
 

こ
の
箱
の
中
に
は
、こ
の
説
明
書
の
他
に
下
記
部
品
が
入
っ
て
い
ま
す
の
で
、取
付
け
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
 

３
.　
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
組
込
準
備
 

次
の
手
順
で
下
図
に
基
づ
き
各
々
の
部
品
を
ユ
ニ
ット
か
ら
取
外
し
、ヒ
ー
タ
の
組
込
み
準
備
を
行
い
ま
す
。
 

�
ト
ッ
プ
パ
ネ
ル
の
取
外
し
 

　
ト
ッ
プ
パ
ネ
ル
取
付
ネ
ジ（
左
２
本
、右
１
本
）を
外
し
、上
側
に
持
ち
上
げ
て
取
外
し
て
く
だ
さ
い
。
 

�
フ
ロ
ン
ト
パ
ネ
ル
の
取
外
し
 

　
フ
ロ
ン
ト
パ
ネ
ル
取
付
ネ
ジ（
前
３
本
、右
２
本
、左
２
本
）を
外
し
、前
側
に
引
き
出
し
取
外
し
て
く
だ
さ
い
。
 

�
モ
ー
タ
サ
ポ
ー
ト
の
取
外
し
 

　
モ
ー
タ
サ
ポ
ー
ト
取
付
ネ
ジ
２
本
を
外
し
、上
側
に
持
ち
上
げ
熱
交
換
器
上
部
と
の
は
め
合
を
外
し
て
前
側
に
引
出
し
て
 

　
く
だ
さ
い
。
取
外
し
た
モ
ー
タ
サ
ポ
ー
ト
に
は
、モ
ー
タ
用
リ
ー
ド
線
が
接
続
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
引
張
り
が
か
か
ら
な
い
 

　
状
態
で
モ
ー
タ
サ
ポ
ー
ト
を
横
置
き
に
し
て
か
ら
次
の
作
業
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

�
サ
ー
ビ
ス
パ
ネ
ル
の
取
外
し
 

　
サ
ー
ビ
ス
パ
ネ
ル
取
付
ネ
ジ（
２
本
）を
外
し
、下
側
に
 

　
ス
ラ
イド
さ
せ
て
か
ら
取
外
し
て
く
だ
さ
い
。
 

�
バ
ッ
ク
パ
ネ
ル
の
取
外
し
  

　
 バ
ッ
ク
パ
ネ
ル
取
付
け
ネ
ジ（
右
5本
、後
2本
） 
を
 

　
 外
し
、上
側
に
持
ち
上
げ
て
取
外
し
て
く
だ
さ
い
。
  

　
 ※
バ
ッ
ク
パ
ネ
ル
の
爪
が
電
気
品
に
引
っ
掛
っ
て
  

　
　
 い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

モ
ー
タ
サ
ポ
ー
ト
 

は
め
込
部
 

熱
交
換
器
 

●
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
本
体
の
元
電
源
が
、O
F
Fで
あ
る
こ
と
を
必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
 

●
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
取
付
の
為
、多
く
の
ネ
ジ
を
取
外
し
ま
す
。
紛
失
し
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
 

●
ホ
コ
リ
、ゴ
ミ
等
の
除
去
を
十
分
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

●
熱
交
換
器
本
体
の
フ
ィ
ン
部
に
触
れ
な
が
ら
作
業
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、あ
ら
か
じ
め
軍
手
等
の
 

　
保
護
具
を
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。
 

２
.　
取
付
準
備
 
※
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
の
組
込
み
は
室
外
ユ
ニ
ット
を
据
付
け
る
前
に
行
っ
て
い
た
だ
く
方
が
容
易
に
で
き
ま
す
。
 

４
.　
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
の
取
付
け
 

�
熱
交
換
器
本
体
を
持
ち
上
げ
な
が
ら
ベ
ー
ス
の
溝
に

沿
っ
て
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
①
を
下
図
の
よ
う
に
位
置
決
め
し
、

仮
置
き
し
て
く
だ
さ
い
。
 

�
左
図
の
よ
う
に
、ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
①
を
付
属
の
ア
ル
ミ
テ
ー
プ
⑨
で

３
ヶ
所
固
定
し
て
く
だ
さ
い
。
 

�
再
び
熱
交
換
器
を
持
ち
上
げ
ヒ
ー
タ
固
定
金
具
②
の

凹
部
を
、ベ
ー
ス
の
ド
レ
ン
穴
近
傍
の
凸
部
に
合
わ
せ

下
図
位
置
に
仮
固
定
し
、熱
交
換
器
の
下
敷
と
な
る
よ

う
に
位
置
決
め
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

５
.　
外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
の
取
付
け
 

�
外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
④
の
感
知
部
に
貼
付
け
の
両
面
テ
ー

プ
離
け
い
紙
を
は
が
し
、モ
ー
タ
ー
サ
ポ
ー
ト
の
フ
ラ
ン
ジ
上
面

を
基
準
に
、リ
ー
ド
線
を
下
方
に
向
け
貼
り
付
け
て
く
だ
さ
い
。
 

�
外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
の
リ
ー
ド
線
を
、約
４０
m
mの
位
置
で
U
曲

げ
し
、上
下
２
カ
所
を
バ
ン
ド
③
で
固
定
し
ま
す
。
下
側
の
バ
ン
ド

に
外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
の
感
知
部
、外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
の
リ

ー
ド
線
、フ
ァ
ン
モ
ー
タ
の
リ
ー
ド
線
を
固
定
し
、上
側
は
外
気
温

度
セ
ン
サ
ー
の
感
知
部
、フ
ァ
ン
モ
ー
タ
リ
ー
ド
線
を
固
定
し
ま
す
。 

　
尚
、フ
ァ
ン
モ
ー
タ
リ
ー
ド
線
が
外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
④
の
感
知

部
に
触
れ
る
と
正
確
な
作
動
が
出
来
な
く
な
り
ま
す
の
で
、図
の

様
に
リ
ー
ド
線
を
モ
ー
タ
サ
ポ
ー
ト
裏
面
に
沿
っ
て
固
定
し
て
く
だ

さ
い
。
 

別
売
形
名

適
用
機
種

P
A
C
-S
J1
1B
H（
20
0V
, 1
10
W
） 

 
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
用
  イ
ン
バ
ー
タ
ー
K
シ
リ
ー
ズ
 

�
配
線
名
板
⑦
は
下
図
仕
様（
基
準
線
、寸
法
値
）　

に
し
た
が
い
貼
付
け
て
く
だ
さ
い
。 

�
配
線
名
板
⑦
を
貼
付
け
た
後
フ
ィ
ル
ム
⑧
を
重

ね
貼
り
し
ま
す
。配
線
名
板
⑦
の
外
形
各
辺
50
～

60
位
の
間
隔
を
保
つ
よ
う
に
フ
ィ
ル
ム
⑧
を
貼

付
け
て
く
だ
さ
い
。 

７
. 
 配
線
名
板
の
貼
付
け
 
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
制
御
部
本
体
⑤
の
裏
側
面
に
配
線
名
板
⑦
を
貼
付
け
ま
す
。 

尚
、配
線
名
板
⑦
は
取
外
し
た
ト
ッ
プ
パ
ネ
ル
裏
側
に
貼
付
け
て
あ
る
名
板
と
 

同
一
品（
同
一
形
名
品
）を
必
ず
選
ん
で
く
だ
さ
い
。 

※
配
線
名
板
⑦
上
に
フ
ィ
ル
ム
⑧
を
貼
付
け
の
際
は
、そ
の
端
部
に
し
わ
が
発
生
し
な
い
様
、丁
寧
に
貼
付
け
て
く
だ
さ
い
。 

　
し
わ
等
が
発
生
し
ま
す
と
、そ
の
隙
間
か
ら
水
が
入
り
込
み
配
線
名
板
⑦
、フ
ィ
ル
ム
⑧
が
は
が
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。 

６
.　
各
リ
ー
ド
線
の
固
定
 

�
下
図
の
よ
う
に
外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
、ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
、フ
ァ
ン
モ
ー
タ
の
各
リ
ー
ド
線
を
フ
ァ
ス
ナ
ー
⑥
で
束
ね
た
後
、U
カ
ッ

ト
部
に
各
リ
ー
ド
線
を
通
し
、ク
ラ
ン
プ
を
介
し
て
既
設
の
リ
ー
ド
線
と
一
緒
に
固
定
し
ま
す
。
 

 

●
取
付
け
は
、
こ
の
「
安
全
の
た
め
に
必
ず
守
る
こ
と
」
を
よ
く
お
読
み
の
う
え
、
確
実
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

●
こ
こ
に
示
し
た
注
意
事
項
は
、
安
全
に
関
す
る
重
大
な
内
容
を
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

●
誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
生
じ
る
危
険
と
そ
の
程
度
を
、
次
の
表
示
で
区
分
し
て
説
明
し
て
い
ま
す
。
 

誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
、
死
亡
や
重
傷
な
ど
に
結
び
つ
く
可
能
性
が
あ
る
も
の
。
 

誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
、
傷
害
ま
た
は
家
屋
・
家
財
な
ど
の
損
害
に
結
び
つ
く
も
の
。
 

●
取
付
け
完
了
後
、電
気
配
線
の
接
続
が
確
実
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、こ
の
取
付
説
明
書
は
、お
客
様
で
保
管
し
て
い
た
だ
く
よ
う
 

　
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、お
使
い
に
な
る
方
が
代
わ
る
場
合
は
、新
し
く
お
使
い
に
な
る
方
に
お
渡
し
い
た
だ
く
よ
う
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
 

安
全
の
た
め
に
必
ず
守
る
こ
と
 

●
お
客
様
自
身
で
取
付
け
を
さ
れ
不
備
が
あ
る
と
、部
品
に
よ
っ
て
は
水
漏
れ

や
感
電
、火
災
等
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
 

取
付
け
は
、販
売
店
ま
た
は
専
門
業
者
に
依
頼
す
る
。

●
取
付
け
に
不
備
が
あ
る
と
、部
品
に
よ
っ
て
は
水
漏
れ
や
感
電
・
火
災
等
の

原
因
に
な
り
ま
す
。
 

取
付
け
は
、こ
の
説
明
書
に
し
た
が
っ
て
確
実
に
行
う
。

●
万
一
ガ
ス
が
漏
れ
て
ユ
ニ
ッ
ト
の
周
囲
に
た
ま
る
と
、爆
発
の
原
因
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

可
熱
性
ガ
ス
の
漏
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
所
に
は
取
付
け
な
い
。

●
ア
ー
ス
線
は
、ガ
ス
管
・
水
道
管
・
避
雷
針
・
電
話
の
ア
ー
ス
線
に
接
続
し
な
い
。

ア
ー
ス
工
事
に
不
備
が
あ
る
と
、感
電
の
原
因
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

ア
ー
ス
工
事
を
行
う
。

●
取
付
け
に
不
備
が
あ
る
と
、ほ
こ
り
、水
な
ど
に
よ
り
感
電
・
火
災
の
原
因
に

な
り
ま
す
。
 

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
サ
ー
ビ
ス
パ
ネ
ル
を
確
実
に
取
付
け
る
。

●
部
品
に
不
備
が
あ
る
と
、感
電
・
火
災
・
ユ
ニ
ッ
ト
落
下
に
よ
る
ケ
ガ
・
水
漏
れ

原
因
に
な
り
ま
す
。
 

取
付
工
事
部
品
は
、必
ず
当
社
付
属
部
品
お
よ
び
指
定
の
部
品
を
使
用
す
る
。

●
電
源
回
路
容
量
不
足
や
施
工
不
備
が
あ
る
と
、感
電
・
火
災
の
原
因
に
な
り

ま
す
。
 

電
気
工
事
は
、「
電
気
設
備
に
関
す
る
技
術
基
準
」・
「
内
線
規
定
」を
遵
守

し
、取
付
説
明
書
に
し
た
が
っ
て
施
工
し
て
く
だ
さ
い
。

●
漏
電
遮
断
器
が
取
付
け
ら
れ
て
い
な
い
と
感
電
の
原
因
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
 

電
源
に
は
必
ず
漏
電
遮
断
器
を
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

●
接
続
や
固
定
に
不
備
が
あ
る
と
、火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
 

配
線
は
、所
定
の
電
線
を
使
用
し
て
確
実
に
接
続
し
、端
子
接
続
部
に
電
線
の

外
力
が
伝
わ
ら
な
い
よ
う
に
確
実
に
固
定
す
る
。

“
A
部
拡
大
図
”
 

“
B
部
拡
大
図
”
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①
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⑥
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③
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0～
16
0

配
線
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⑨
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⑦
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⑦
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⑧
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バ
ッ
ク
パ
ネ
ル
 

電
気
品
 

�
 

�
 

�
 

�
 

�
 

“
A
”
 

“
B”
 

※
取
付
け
前
に
本
説
明
書
を
よ
く
お
読
み
く
だ
さ
い
。

取
付
け
の
前
に
 

室
外
機
用
凍
結
防
止
ヒ
ー
タ

●
本
製
品
は
、
厳
冬
期
で
の
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
熱
交
換
器
下
部
に
発
生
す
る
根
氷
の
抑
制
対
策
お
よ
び
ド
レ
ン
抜
穴
 

　
の
氷
結
に
よ
る
詰
り
防
止
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。
 

●
降
雪
の
多
い
地
域
で
ご
使
用
の
際
は
、
防
雪
ダ
ク
ト
を
併
設
し
て
く
だ
さ
い
。
 

●
ド
レ
ン
穴
か
ら
の
排
水
を
確
保
す
る
た
め
、
ド
レ
ン
ソ
ケ
ッ
ト
お
よ
び
集
中
排
水
ド
レ
ン
パ
ン
と
の
併
用
は
で
き
 

　
ま
せ
ん
。
 

１
.　
部
品
の
確
認

⑤
 

①
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ

形 状 形 状

⑥
フ
ァ
ス
ナ
ー
 

②
ヒ
ー
タ
固
定
金
具
 ③
バ
ン
ド
 

④
外
気
温
度
セ
ン
サ
ー

品
番
 

品
名
 

トッ
プ
パ
ネ
ル
 
カ
バ
ー

１
se
t

１
se
t

１
se
t

１
個
 

２
本

２
本

品
番
 

品
名
 

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ

　
制
御
部
本
体
 

⑦
配
線
名
板
 各
１
枚
 

⑧
フ
ィ
ル
ム
 

⑨
ア
ル
ミ
テ
ー
プ
 

１
枚
 

３
枚

こ
の
箱
の
中
に
は
、こ
の
説
明
書
の
他
に
下
記
部
品
が
入
っ
て
い
ま
す
の
で
、取
付
け
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

３
.　
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
組
込
準
備
 

次
の
手
順
で
下
図
に
基
づ
き
各
々
の
部
品
を
ユ
ニ
ット
か
ら
取
外
し
、ヒ
ー
タ
の
組
込
み
準
備
を
行
い
ま
す
。

�
ト
ッ
プ
パ
ネ
ル
の
取
外
し
 

　
ト
ッ
プ
パ
ネ
ル
取
付
ネ
ジ（
左
２
本
、右
１
本
）を
外
し
、上
側
に
持
ち
上
げ
て
取
外
し
て
く
だ
さ
い
。

�
フ
ロ
ン
ト
パ
ネ
ル
の
取
外
し
 

フ
ロ
ン
ト
パ
ネ
ル
取
付
ネ
ジ（
前
３
本
、右
２
本
、左
２
本
）を
外
し
、前
側
に
引
き
出
し
取
外
し
て
く
だ
さ
い
。

�
モ
ー
タ
サ
ポ
ー
ト
の
取
外
し
 

モ
ー
タ
サ
ポ
ー
ト
取
付
ネ
ジ
２
本
を
外
し
、上
側
に
持
ち
上
げ
熱
交
換
器
上
部
と
の
は
め
合
を
外
し
て
前
側
に
引
出
し
て
 

く
だ
さ
い
。
取
外
し
た
モ
ー
タ
サ
ポ
ー
ト
に
は
、モ
ー
タ
用
リ
ー
ド
線
が
接
続
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
引
張
り
が
か
か
ら
な
い

　
状
態
で
モ
ー
タ
サ
ポ
ー
ト
を
横
置
き
に
し
て
か
ら
次
の
作
業
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

�
サ
ー
ビ
ス
パ
ネ
ル
の
取
外
し
 

サ
ー
ビ
ス
パ
ネ
ル
取
付
ネ
ジ（
２
本
）を
外
し
、下
側
に

ス
ラ
イド
さ
せ
て
か
ら
取
外
し
て
く
だ
さ
い
。

�
バ
ッ
ク
パ
ネ
ル
の
取
外
し
 

バ
ッ
ク
パ
ネ
ル
取
付
け
ネ
ジ（
右
5本
、後
2本
） 
を

　
 外
し
、上
側
に
持
ち
上
げ
て
取
外
し
て
く
だ
さ
い
。

※
バ
ッ
ク
パ
ネ
ル
の
爪
が
電
気
品
に
引
っ
掛
っ
て

い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

モ
ー
タ
サ
ポ
ー
ト
 

は
め
込
部
 

熱
交
換
器
 

●
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
本
体
の
元
電
源
が
、O
F
Fで
あ
る
こ
と
を
必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
取
付
の
為
、多
く
の
ネ
ジ
を
取
外
し
ま
す
。
紛
失
し
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

●
ホ
コ
リ
、ゴ
ミ
等
の
除
去
を
十
分
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
熱
交
換
器
本
体
の
フ
ィ
ン
部
に
触
れ
な
が
ら
作
業
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、あ
ら
か
じ
め
軍
手
等
の

　
保
護
具
を
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

２
.　
取
付
準
備

※
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
の
組
込
み
は
室
外
ユ
ニ
ット
を
据
付
け
る
前
に
行
っ
て
い
た
だ
く
方
が
容
易
に
で
き
ま
す
。

４
.　
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
の
取
付
け

�
熱
交
換
器
本
体
を
持
ち
上
げ
な
が
ら
ベ
ー
ス
の
溝
に

沿
っ
て
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
①
を
下
図
の
よ
う
に
位
置
決
め
し
、

仮
置
き
し
て
く
だ
さ
い
。
 

�
左
図
の
よ
う
に
、ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
①
を
付
属
の
ア
ル
ミ
テ
ー
プ
⑨
で

３
ヶ
所
固
定
し
て
く
だ
さ
い
。
 

�
再
び
熱
交
換
器
を
持
ち
上
げ
ヒ
ー
タ
固
定
金
具
②
の

凹
部
を
、ベ
ー
ス
の
ド
レ
ン
穴
近
傍
の
凸
部
に
合
わ
せ

下
図
位
置
に
仮
固
定
し
、熱
交
換
器
の
下
敷
と
な
る
よ

う
に
位
置
決
め
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

５
.　
外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
の
取
付
け

�
外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
④
の
感
知
部
に
貼
付
け
の
両
面
テ
ー

プ
離
け
い
紙
を
は
が
し
、モ
ー
タ
ー
サ
ポ
ー
ト
の
フ
ラ
ン
ジ
上
面

を
基
準
に
、リ
ー
ド
線
を
下
方
に
向
け
貼
り
付
け
て
く
だ
さ
い
。
 

�
外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
の
リ
ー
ド
線
を
、約
４０
m
mの
位
置
で
U
曲

げ
し
、上
下
２
カ
所
を
バ
ン
ド
③
で
固
定
し
ま
す
。
下
側
の
バ
ン
ド

に
外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
の
感
知
部
、外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
の
リ

ー
ド
線
、フ
ァ
ン
モ
ー
タ
の
リ
ー
ド
線
を
固
定
し
、上
側
は
外
気
温

度
セ
ン
サ
ー
の
感
知
部
、フ
ァ
ン
モ
ー
タ
リ
ー
ド
線
を
固
定
し
ま
す
。 

　
尚
、フ
ァ
ン
モ
ー
タ
リ
ー
ド
線
が
外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
④
の
感
知

部
に
触
れ
る
と
正
確
な
作
動
が
出
来
な
く
な
り
ま
す
の
で
、図
の

様
に
リ
ー
ド
線
を
モ
ー
タ
サ
ポ
ー
ト
裏
面
に
沿
っ
て
固
定
し
て
く
だ

さ
い
。 

�
配
線
名
板
⑦
は
下
図
仕
様（
基
準
線
、寸
法
値
）

に
し
た
が
い
貼
付
け
て
く
だ
さ
い
。

�
配
線
名
板
⑦
を
貼
付
け
た
後
フ
ィ
ル
ム
⑧
を
重

ね
貼
り
し
ま
す
。配
線
名
板
⑦
の
外
形
各
辺
50
～

60
位
の
間
隔
を
保
つ
よ
う
に
フ
ィ
ル
ム
⑧
を
貼

付
け
て
く
だ
さ
い
。

７
.  
配
線
名
板
の
貼
付
け

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
制
御
部
本
体
⑤
の
裏
側
面
に
配
線
名
板
⑦
を
貼
付
け
ま
す
。

尚
、配
線
名
板
⑦
は
取
外
し
た
ト
ッ
プ
パ
ネ
ル
裏
側
に
貼
付
け
て
あ
る
名
板
と
 

同
一
品（
同
一
形
名
品
）を
必
ず
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
配
線
名
板
⑦
上
に
フ
ィ
ル
ム
⑧
を
貼
付
け
の
際
は
、そ
の
端
部
に
し
わ
が
発
生
し
な
い
様
、丁
寧
に
貼
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　
し
わ
等
が
発
生
し
ま
す
と
、そ
の
隙
間
か
ら
水
が
入
り
込
み
配
線
名
板
⑦
、フ
ィ
ル
ム
⑧
が
は
が
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。

６
.
各
リ
ー
ド
線
の
固
定
 

�
下
図
の
よ
う
に
外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
、ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
、フ
ァ
ン
モ
ー
タ
の
各
リ
ー
ド
線
を
フ
ァ
ス
ナ
ー
⑥
で
束
ね
た
後
、U
カ
ッ

ト
部
に
各
リ
ー
ド
線
を
通
し
、ク
ラ
ン
プ
を
介
し
て
既
設
の
リ
ー
ド
線
と
一
緒
に
固
定
し
ま
す
。

●
取
付
け
は
、
こ
の
「
安
全
の
た
め
に
必
ず
守
る
こ
と
」
を
よ
く
お
読
み
の
う
え
、
確
実
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

●
こ
こ
に
示
し
た
注
意
事
項
は
、
安
全
に
関
す
る
重
大
な
内
容
を
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

●
誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
生
じ
る
危
険
と
そ
の
程
度
を
、
次
の
表
示
で
区
分
し
て
説
明
し
て
い
ま
す
。
 

誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
、
死
亡
や
重
傷
な
ど
に
結
び
つ
く
可
能
性
が
あ
る
も
の
。
 

誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
、
傷
害
ま
た
は
家
屋
・
家
財
な
ど
の
損
害
に
結
び
つ
く
も
の
。
 

●
取
付
け
完
了
後
、電
気
配
線
の
接
続
が
確
実
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、こ
の
取
付
説
明
書
は
、お
客
様
で
保
管
し
て
い
た
だ
く
よ
う

に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、お
使
い
に
な
る
方
が
代
わ
る
場
合
は
、新
し
く
お
使
い
に
な
る
方
に
お
渡
し
い
た
だ
く
よ
う
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

安
全
の
た
め
に
必
ず
守
る
こ
と
 

●
お
客
様
自
身
で
取
付
け
を
さ
れ
不
備
が
あ
る
と
、部
品
に
よ
っ
て
は
水
漏
れ

や
感
電
、火
災
等
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

取
付
け
は
、販
売
店
ま
た
は
専
門
業
者
に
依
頼
す
る
。

●
取
付
け
に
不
備
が
あ
る
と
、部
品
に
よ
っ
て
は
水
漏
れ
や
感
電
・
火
災
等
の

原
因
に
な
り
ま
す
。

取
付
け
は
、こ
の
説
明
書
に
し
た
が
っ
て
確
実
に
行
う
。

●
万
一
ガ
ス
が
漏
れ
て
ユ
ニ
ッ
ト
の
周
囲
に
た
ま
る
と
、爆
発
の
原
因
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

可
熱
性
ガ
ス
の
漏
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
所
に
は
取
付
け
な
い
。

●
ア
ー
ス
線
は
、ガ
ス
管
・
水
道
管
・
避
雷
針
・
電
話
の
ア
ー
ス
線
に
接
続
し
な
い
。

ア
ー
ス
工
事
に
不
備
が
あ
る
と
、感
電
の
原
因
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ア
ー
ス
工
事
を
行
う
。

●
取
付
け
に
不
備
が
あ
る
と
、ほ
こ
り
、水
な
ど
に
よ
り
感
電
・
火
災
の
原
因
に

な
り
ま
す
。

室
外
ユ
ニ
ット
の
サ
ー
ビ
ス
パ
ネ
ル
を
確
実
に
取
付
け
る
。

●
部
品
に
不
備
が
あ
る
と
、感
電
・
火
災
・
ユ
ニ
ッ
ト
落
下
に
よ
る
ケ
ガ
・
水
漏
れ

原
因
に
な
り
ま
す
。

取
付
工
事
部
品
は
、必
ず
当
社
付
属
部
品
お
よ
び
指
定
の
部
品
を
使
用
す
る
。

●
電
源
回
路
容
量
不
足
や
施
工
不
備
が
あ
る
と
、感
電
・
火
災
の
原
因
に
な
り

ま
す
。

電
気
工
事
は
、「
電
気
設
備
に
関
す
る
技
術
基
準
」・
「
内
線
規
定
」を
遵
守

し
、取
付
説
明
書
に
し
た
が
っ
て
施
工
し
て
く
だ
さ
い
。

●
漏
電
遮
断
器
が
取
付
け
ら
れ
て
い
な
い
と
感
電
の
原
因
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

電
源
に
は
必
ず
漏
電
遮
断
器
を
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

●
接
続
や
固
定
に
不
備
が
あ
る
と
、火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

配
線
は
、所
定
の
電
線
を
使
用
し
て
確
実
に
接
続
し
、端
子
接
続
部
に
電
線
の

外
力
が
伝
わ
ら
な
い
よ
う
に
確
実
に
固
定
す
る
。

“
A
部
拡
大
図
”

“
B
部
拡
大
図
”
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⑨
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ニ
ッ
ト

取付説明書

11-56

８
. 
  
 ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
制
御
部
の
リ
ー
ド
線
 

９
. 
  
 中
継
接
続
線
の
接
続
 

�
図
は
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
制
御
部
本
体
⑤
を
室
外
機
本

体
に
仮
置
き
し
た
状
態
を
示
し
ま
す
。
各
リ
ー
ド
線
に

つ
い
て
は
次
の
項
に
従
い
誤
り
の
な
い
よ
う
に
接
続
し

て
く
だ
さ
い
。
 

�
右
図
の
と
お
り
各
部
品
の
リ
ー
ド
線
端
子
部
の
色
（
ベ
ー
ス

ヒ
ー
タ
：
白
、外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
：
赤
）と
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
制
御

部
か
ら
出
る
同
じ
色
の
リ
ー
ド
線
端
子
を
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。
 

�
次
の
手
順
で
作
業
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

�
）四
方
弁
コ
イ
ル
と
四
方
弁
コ
イ
ル
中
継
線
の
白
コ
ネ
ク
タ
を
外
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
  尚
、四
方
弁
コ
イ
ル
は
白
の
３
ピ
ン
端
子
に
赤
の
リ
ー
ド
線
、四
方
弁
コ
イ
ル
中
継
線
は
白
の
３
ピ
ン
端
子
に
黒
の
リ
ー
ド
線
が
 

　
  
接
続
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
誤
り
の
な
い
よ
う
に
注
意
願
い
ま
す
。
 

�
）四
方
弁
コ
イ
ル
、四
方
弁
コ
イ
ル
中
継
線
、ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
制
御
部
か
ら
の
リ
ー
ド
線
を
そ
れ
ぞ
れ
下
記
に
し
た
が
い
 

　
  
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
※
下
図
に
つ
い
て
は
電
気
品
お
よ
び
回
路
図
を
示
し
ま
す
。
位
置
関
係
を
把
握
し
誤
り
の
な
い
様
に
し
て
く
だ
さ
い
。
 

１
０
. 
 電
源
線
の
接
続
 

１
１
. 
 ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
, 外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
の
接
続
 

�
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
制
御
部
リ
ー
ド
線
か
ら
の
電
源
線（
黒

色
、白
色
）を
そ
れ
ぞ
れ
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
電
源
端
子

台
R
,S
相
に
現
地
配
線
の
端
子
と
共
締
め
し
て
く
だ

さ
い
。
 

　
※
端
子
の
向
き
は
、必
ず
図
の
よ
う
に
取
付
け
て
く
だ

　
さ
い
。（
図
は
三
相
機
種
の
場
合
を
示
し
ま
す
） 

※
下
図
の
よ
う
に
、電
源
線
を
接
続
す
る
際
は
、電
源

線
を
ゴ
ム
ブ
ッ
シ
ュ
に
通
し
て
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。
 

１
２
. 
 各
リ
ー
ド
線
の
固
定
 

１
３
. 
 再
組
立
 

�
以
上
の
よ
う
に
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
の
取
付
お
よ
び
電
気
配
線
の
接
続
が
確
実
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
取
外
し
た
各
々
の
部
品
を
分
解
時
の
逆
手
順
で
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。
 

端
子
の
取
付
け
は
、緩
み
の
な
い
よ
う
に
確
実
に
締
付
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、外
力
が
伝
わ
ら
な
い
よ
う
に
 

確
実
に
固
定
し
て
く
だ
さ
い
。
接
続
や
固
定
に
不
備
が
あ
る
と
、火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
 

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
外
郭
パ
ネ
ル
類
を
確
実
に
取
付
け
る
。
不
備
が
あ
る
と
、ほ
こ
り
・
水
な
ど
に
よ
り
、感
電
・
火
災
 

の
原
因
に
な
り
ま
す
。
 

 

右
配
線
図
を
参
考
に
9～
11
の
作
業

（
リ
ー
ド
線
接
続
作
業
）
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

☆
P
A
C
-S
J1
1B
H
　
電
気
配
線
図
 

ベ
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ス
ヒ
ー
タ

制
御
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四
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弁
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321
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3
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四
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イ
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ン
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子

黒
リ
ード
線

21
S
4（
緑
）

白
3ピ
ン
端
子

赤
リ
ード
線

�
各
リ
ー
ド
線
の
接
続
後
に
、リ
ー
ド
線
が
冷
媒
配
管
等
に
あ
た
ら
な
い
よ
う
、フ
ァ
ス
ナ
ー
⑥
を
使
い
 

　
リ
ー
ド
線
を
固
定
し
て
く
だ
さ
い
。
 （
１
１
の
図
参
照
） 

至
る
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８
. 
  
 ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
制
御
部
の
リ
ー
ド
線
 

９
. 
  
 中
継
接
続
線
の
接
続
 

�
図
は
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
制
御
部
本
体
⑤
を
室
外
機
本

体
に
仮
置
き
し
た
状
態
を
示
し
ま
す
。
各
リ
ー
ド
線
に

つ
い
て
は
次
の
項
に
従
い
誤
り
の
な
い
よ
う
に
接
続
し

て
く
だ
さ
い
。

�
右
図
の
と
お
り
各
部
品
の
リ
ー
ド
線
端
子
部
の
色
（
ベ
ー
ス

ヒ
ー
タ
：
白
、
外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
：
赤
）と
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
制
御

部
か
ら
出
る
同
じ
色
の
リ
ー
ド
線
端
子
を
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。
 

�
次
の
手
順
で
作
業
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

�
）
四
方
弁
コ
イ
ル
と
四
方
弁
コ
イ
ル
中
継
線
の
白
コ
ネ
ク
タ
を
外
し
て
く
だ
さ
い
。

 尚
、
四
方
弁
コ
イ
ル
は
白
の
３
ピ
ン
端
子
に
赤
の
リ
ー
ド
線
、
四
方
弁
コ
イ
ル
中
継
線
は
白
の
３
ピ
ン
端
子
に
黒
の
リ
ー
ド
線
が
 

　
  
接
続
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
誤
り
の
な
い
よ
う
に
注
意
願
い
ま
す
。

�
）
四
方
弁
コ
イ
ル
、
四
方
弁
コ
イ
ル
中
継
線
、
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
制
御
部
か
ら
の
リ
ー
ド
線
を
そ
れ
ぞ
れ
下
記
に
し
た
が
い

　
  
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

※
下
図
に
つ
い
て
は
電
気
品
お
よ
び
回
路
図
を
示
し
ま
す
。
位
置
関
係
を
把
握
し
誤
り
の
な
い
様
に
し
て
く
だ
さ
い
。

１
０
. 
 電
源
線
の
接
続
 

１
１
. 
 ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
, 
外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
の
接
続
 

�
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
制
御
部
リ
ー
ド
線
か
ら
の
電
源
線
（
黒

色
、
白
色
）
を
そ
れ
ぞ
れ
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
電
源
端
子

台
R
,S
相
に
現
地
配
線
の
端
子
と
共
締
め
し
て
く
だ

さ
い
。
 

　
※
端
子
の
向
き
は
、
必
ず
図
の
よ
う
に
取
付
け
て
く
だ

　
さ
い
。（
図
は
三
相
機
種
の
場
合
を
示
し
ま
す
）
 

※
下
図
の
よ
う
に
、
電
源
線
を
接
続
す
る
際
は
、
電
源

線
を
ゴ
ム
ブ
ッ
シ
ュ
に
通
し
て
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。
 

１
２
. 
 各
リ
ー
ド
線
の
固
定
 

１
３
. 
 再
組
立
 

�
以
上
の
よ
う
に
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
の
取
付
お
よ
び
電
気
配
線
の
接
続
が
確
実
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

取
外
し
た
各
々
の
部
品
を
分
解
時
の
逆
手
順
で
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

端
子
の
取
付
け
は
、
緩
み
の
な
い
よ
う
に
確
実
に
締
付
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
外
力
が
伝
わ
ら
な
い
よ
う
に
 

確
実
に
固
定
し
て
く
だ
さ
い
。
接
続
や
固
定
に
不
備
が
あ
る
と
、
火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
 

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
外
郭
パ
ネ
ル
類
を
確
実
に
取
付
け
る
。
不
備
が
あ
る
と
、
ほ
こ
り
・
水
な
ど
に
よ
り
、
感
電
・
火
災
 

の
原
因
に
な
り
ま
す
。

右
配
線
図
を
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考
に
9
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の
作
業

（
リ
ー
ド
線
接
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作
業
）
を
行
っ
て
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い
。

☆
P
A
C
-S
J
1
1
B
H
　
電
気
配
線
図
 

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ

制
御
部

四
方
弁

コ
イ
ル

321

321

321

321

3
1

制
御
基
板

 中
継
接
続
線

（
四
方
弁
コ
イ
ル
中
継
線
）

白
3ピ
ン
端
子

黒
リ
ー
ド
線

2
1
S
4（
緑
）

白
3ピ
ン
端
子

赤
リ
ー
ド
線

�
各
リ
ー
ド
線
の
接
続
後
に
、リ
ー
ド
線
が
冷
媒
配
管
等
に
あ
た
ら
な
い
よ
う
、フ
ァ
ス
ナ
ー
⑥
を
使
い

リ
ー
ド
線
を
固
定
し
て
く
だ
さ
い
。
（
１
１
の
図
参
照
）

至
る
 

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
 

制
御
部
本
体
 

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
 

制
御
部
本
体
側
 

電
源
端
子
台
 

外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
④
 

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
②
 

ネ
ジ
 

端
子
 

リ
ー
ド
線
 

黒
白

図
1

〈
正
し
い
取
付
け
方
〉

〈
誤
っ
た
取
付
け
方
〉

R
S

S
1
S
2
S
3

T

1
2
3

1
2
3

1
2
3

1
2
3

赤
コ
ネ
ク
タ

白
コ
ネ
ク
タ

外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
④
の

コ
ネ
ク
タ
ー

外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
④
の

コ
ネ
ク
タ
ー

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
①
の
コ
ネ
ク
タ
ー

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
①
の
コ
ネ
ク
タ
ー

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
接
続

（
白
コ
ネ
ク
タ
ー
）

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
接
続

（
白
コ
ネ
ク
タ
ー
）

電
源
線
接
続

電
源
線
接
続

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
リ
ー
ド
線

（
白
コ
ネ
ク
タ
ー
）

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
リ
ー
ド
線

（
白
コ
ネ
ク
タ
ー
）

外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
リ
ー
ド
線

（
赤
コ
ネ
ク
タ
ー
）

外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
リ
ー
ド
線

（
赤
コ
ネ
ク
タ
ー
）

外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
接
続

（
赤
コ
ネ
ク
タ
ー
）

外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
接
続

（
赤
コ
ネ
ク
タ
ー
）

四
方
弁
コ
イ
ル
中
継
接
続

（
白
コ
ネ
ク
タ
ー
）

四
方
弁
コ
イ
ル
中
継
接
続

（
白
コ
ネ
ク
タ
ー
）

四
方
弁
コ
イ
ル
中
継
線

（
黒
リ
ー
ド
線
）

四
方
弁
コ
イ
ル
中
継
線

（
黒
リ
ー
ド
線
）

四
方
弁
コ
イ
ル
リ
ー
ド
線

（
桃
リ
ー
ド
線
）

四
方
弁
コ
イ
ル
リ
ー
ド
線

（
赤
リ
ー
ド
線
）

フ
ァ
ス
ナ
ー
⑥

フ
ァ
ス
ナ
ー
⑥

ゴ
ム
ブ
ッ
シ
ュ
 

電
源
線
 

X
72

Z
N
R

X
71

LD
75

LD
77

LD
76

20
0V
11
0W

S
K
3

3
3

U

1
1

C
N
1

（
シ
ロ
）

T
R
S

ヒ
ー
タ
ー

LD
74

LD
72

LD
73

LD
71

3A

X
73

X
73

X
71

X
72

F
2

R S T
25
0V

2
0
0
V

5
0
/6
0
H
z

21
S
4

（
ミド
リ
）

21
S
4

S
K
1

シ
ロ

ア
カ

ク
ロ

ク
ロ

制
御
基
板

リ
レ
ー
基
板

電
源

～
シ
ロアカ

アカ

S
K
2

3A
25
0V

F
1

3
3

3

1
1

1

C
N
4

（
シ
ロ
）

3
3

1
1

C
N
3

（
シ
ロ
）

3
3

1
1

C
N
2

（
ア
カ
）

4
6

X
73
3

5

8
7

外
気
温
度
セ
ン
サ
ー

※
1
0
. 
電
源
線
の
接
続

※
1
1
. 
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
、
外
気
温
度

セ
ン
サ
ー
の
接
続

※
9
. 
中
継
接
続
線
の
接
続

静
岡
製
作
所
〒
42
2-
85
28
  静
岡
市
駿
河
区
小
鹿
3
-1
8
-1
  
�
（
0
5
4
）
2
8
5
-1
1
1
1（
代
表
）

８
. 
  
 ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
制
御
部
の
リ
ー
ド
線
 

９
. 
  
 中
継
接
続
線
の
接
続
 

�
図
は
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
制
御
部
本
体
⑤
を
室
外
機
本

体
に
仮
置
き
し
た
状
態
を
示
し
ま
す
。
各
リ
ー
ド
線
に

つ
い
て
は
次
の
項
に
従
い
誤
り
の
な
い
よ
う
に
接
続
し

て
く
だ
さ
い
。

�
右
図
の
と
お
り
各
部
品
の
リ
ー
ド
線
端
子
部
の
色
（
ベ
ー
ス

ヒ
ー
タ
：
白
、
外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
：
赤
）と
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
制
御

部
か
ら
出
る
同
じ
色
の
リ
ー
ド
線
端
子
を
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

�
次
の
手
順
で
作
業
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

�
）
四
方
弁
コ
イ
ル
と
四
方
弁
コ
イ
ル
中
継
線
の
白
コ
ネ
ク
タ
を
外
し
て
く
だ
さ
い
。

 尚
、
四
方
弁
コ
イ
ル
は
白
の
３
ピ
ン
端
子
に
赤
の
リ
ー
ド
線
、
四
方
弁
コ
イ
ル
中
継
線
は
白
の
３
ピ
ン
端
子
に
黒
の
リ
ー
ド
線
が
 

　
  
接
続
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
誤
り
の
な
い
よ
う
に
注
意
願
い
ま
す
。

�
）
四
方
弁
コ
イ
ル
、
四
方
弁
コ
イ
ル
中
継
線
、
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
制
御
部
か
ら
の
リ
ー
ド
線
を
そ
れ
ぞ
れ
下
記
に
し
た
が
い

　
  
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

※
下
図
に
つ
い
て
は
電
気
品
お
よ
び
回
路
図
を
示
し
ま
す
。
位
置
関
係
を
把
握
し
誤
り
の
な
い
様
に
し
て
く
だ
さ
い
。

１
０
. 
 電
源
線
の
接
続
 

１
１
. 
 ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
, 
外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
の
接
続
 

�
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
制
御
部
リ
ー
ド
線
か
ら
の
電
源
線
（
黒

色
、
白
色
）
を
そ
れ
ぞ
れ
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
電
源
端
子

台
R
,S
相
に
現
地
配
線
の
端
子
と
共
締
め
し
て
く
だ

さ
い
。

※
端
子
の
向
き
は
、
必
ず
図
の
よ
う
に
取
付
け
て
く
だ

さ
い
。（
図
は
三
相
機
種
の
場
合
を
示
し
ま
す
）

※
下
図
の
よ
う
に
、
電
源
線
を
接
続
す
る
際
は
、
電
源

線
を
ゴ
ム
ブ
ッ
シ
ュ
に
通
し
て
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

１
２
. 
 各
リ
ー
ド
線
の
固
定
 

１
３
. 
 再
組
立
 

�
以
上
の
よ
う
に
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
の
取
付
お
よ
び
電
気
配
線
の
接
続
が
確
実
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

取
外
し
た
各
々
の
部
品
を
分
解
時
の
逆
手
順
で
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

端
子
の
取
付
け
は
、
緩
み
の
な
い
よ
う
に
確
実
に
締
付
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
外
力
が
伝
わ
ら
な
い
よ
う
に

確
実
に
固
定
し
て
く
だ
さ
い
。
接
続
や
固
定
に
不
備
が
あ
る
と
、
火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
外
郭
パ
ネ
ル
類
を
確
実
に
取
付
け
る
。
不
備
が
あ
る
と
、
ほ
こ
り
・
水
な
ど
に
よ
り
、
感
電
・
火
災
 

の
原
因
に
な
り
ま
す
。
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図
を
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に
9
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1
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の
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（
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ド
線
接
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）
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行
っ
て

く
だ
さ
い
。
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８
. 
  
 ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
制
御
部
の
リ
ー
ド
線
 

９
. 
  
 中
継
接
続
線
の
接
続
 

�
図
は
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
制
御
部
本
体
⑤
を
室
外
機
本

体
に
仮
置
き
し
た
状
態
を
示
し
ま
す
。
各
リ
ー
ド
線
に

つ
い
て
は
次
の
項
に
従
い
誤
り
の
な
い
よ
う
に
接
続
し

て
く
だ
さ
い
。

�
右
図
の
と
お
り
各
部
品
の
リ
ー
ド
線
端
子
部
の
色
（
ベ
ー
ス

ヒ
ー
タ
：
白
、
外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
：
赤
）と
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
制
御

部
か
ら
出
る
同
じ
色
の
リ
ー
ド
線
端
子
を
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

�
次
の
手
順
で
作
業
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

�
）
四
方
弁
コ
イ
ル
と
四
方
弁
コ
イ
ル
中
継
線
の
白
コ
ネ
ク
タ
を
外
し
て
く
だ
さ
い
。

 尚
、
四
方
弁
コ
イ
ル
は
白
の
３
ピ
ン
端
子
に
赤
の
リ
ー
ド
線
、
四
方
弁
コ
イ
ル
中
継
線
は
白
の
３
ピ
ン
端
子
に
黒
の
リ
ー
ド
線
が
 

　
  
接
続
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
誤
り
の
な
い
よ
う
に
注
意
願
い
ま
す
。

�
）
四
方
弁
コ
イ
ル
、
四
方
弁
コ
イ
ル
中
継
線
、
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
制
御
部
か
ら
の
リ
ー
ド
線
を
そ
れ
ぞ
れ
下
記
に
し
た
が
い

　
  
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

※
下
図
に
つ
い
て
は
電
気
品
お
よ
び
回
路
図
を
示
し
ま
す
。
位
置
関
係
を
把
握
し
誤
り
の
な
い
様
に
し
て
く
だ
さ
い
。

１
０
. 
 電
源
線
の
接
続
 

１
１
. 
 ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
, 
外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
の
接
続
 

�
ベ
ー
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ヒ
ー
タ
制
御
部
リ
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ド
線
か
ら
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電
源
線
（
黒

色
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白
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）
を
そ
れ
ぞ
れ
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
電
源
端
子

台
R
,S
相
に
現
地
配
線
の
端
子
と
共
締
め
し
て
く
だ

さ
い
。

※
端
子
の
向
き
は
、
必
ず
図
の
よ
う
に
取
付
け
て
く
だ

さ
い
。（
図
は
三
相
機
種
の
場
合
を
示
し
ま
す
）

※
下
図
の
よ
う
に
、
電
源
線
を
接
続
す
る
際
は
、
電
源

線
を
ゴ
ム
ブ
ッ
シ
ュ
に
通
し
て
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

１
２
. 
 各
リ
ー
ド
線
の
固
定
 

１
３
. 
 再
組
立
 

�
以
上
の
よ
う
に
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
の
取
付
お
よ
び
電
気
配
線
の
接
続
が
確
実
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
取
外
し
た
各
々
の
部
品
を
分
解
時
の
逆
手
順
で
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。
 

端
子
の
取
付
け
は
、
緩
み
の
な
い
よ
う
に
確
実
に
締
付
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
外
力
が
伝
わ
ら
な
い
よ
う
に

確
実
に
固
定
し
て
く
だ
さ
い
。
接
続
や
固
定
に
不
備
が
あ
る
と
、
火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
外
郭
パ
ネ
ル
類
を
確
実
に
取
付
け
る
。
不
備
が
あ
る
と
、
ほ
こ
り
・
水
な
ど
に
よ
り
、
感
電
・
火
災
 

の
原
因
に
な
り
ま
す
。
 

右
配
線
図
を
参
考
に
9
～
1
1
の
作
業

（
リ
ー
ド
線
接
続
作
業
）
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

☆
P
A
C
-S
J
1
1
B
H
　
電
気
配
線
図
 

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ

制
御
部

四
方
弁

コ
イ
ル

321

321

321

321

3
1

制
御
基
板

 中
継
接
続
線

（
四
方
弁
コ
イ
ル
中
継
線
）

白
3ピ
ン
端
子

黒
リ
ー
ド
線

2
1
S
4（
緑
）

白
3ピ
ン
端
子

赤
リ
ー
ド
線

�
各
リ
ー
ド
線
の
接
続
後
に
、リ
ー
ド
線
が
冷
媒
配
管
等
に
あ
た
ら
な
い
よ
う
、フ
ァ
ス
ナ
ー
⑥
を
使
い
 

　
リ
ー
ド
線
を
固
定
し
て
く
だ
さ
い
。
 （
１
１
の
図
参
照
）
 

至
る
 

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ

制
御
部
本
体
 

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ

制
御
部
本
体
側
 

電
源
端
子
台
 

外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
④
 

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
②

ネ
ジ

端
子
 

リ
ー
ド
線

黒
白

図
1

〈
正
し
い
取
付
け
方
〉

〈
誤
っ
た
取
付
け
方
〉

R
S

S
1
S
2
S
3

T

1
2
3

1
2
3

1
2
3

1
2
3

赤
コ
ネ
ク
タ

白
コ
ネ
ク
タ

外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
④
の

コ
ネ
ク
タ
ー

外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
④
の

コ
ネ
ク
タ
ー

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
①
の
コ
ネ
ク
タ
ー

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
①
の
コ
ネ
ク
タ
ー

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
接
続

（
白
コ
ネ
ク
タ
ー
）

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
接
続

（
白
コ
ネ
ク
タ
ー
）

電
源
線
接
続

電
源
線
接
続

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
リ
ー
ド
線

（
白
コ
ネ
ク
タ
ー
）

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
リ
ー
ド
線

（
白
コ
ネ
ク
タ
ー
）

外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
リ
ー
ド
線

（
赤
コ
ネ
ク
タ
ー
）

外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
リ
ー
ド
線

（
赤
コ
ネ
ク
タ
ー
）

外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
接
続

（
赤
コ
ネ
ク
タ
ー
）

外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
接
続

（
赤
コ
ネ
ク
タ
ー
）

四
方
弁
コ
イ
ル
中
継
接
続

（
白
コ
ネ
ク
タ
ー
）

四
方
弁
コ
イ
ル
中
継
接
続

（
白
コ
ネ
ク
タ
ー
）

四
方
弁
コ
イ
ル
中
継
線

（
黒
リ
ー
ド
線
）

四
方
弁
コ
イ
ル
中
継
線

（
黒
リ
ー
ド
線
）

四
方
弁
コ
イ
ル
リ
ー
ド
線

（
桃
リ
ー
ド
線
）

四
方
弁
コ
イ
ル
リ
ー
ド
線

（
赤
リ
ー
ド
線
）

フ
ァ
ス
ナ
ー
⑥

フ
ァ
ス
ナ
ー
⑥

ゴ
ム
ブ
ッ
シ
ュ
 

電
源
線
 

X
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Z
N
R

X
71

LD
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シ
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ヒ
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タ
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0V
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0
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0
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S
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（
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リ
）
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S
4

S
K
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シ
ロ

ア
カ

ク
ロ

ク
ロ

制
御
基
板

リ
レ
ー
基
板

電
源

～
シ
ロアカ

アカ

S
K
2

3A
25
0V

F
1

3
3

3

1
1

1

C
N
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（
シ
ロ
）

3
3

1
1

C
N
3

（
シ
ロ
）

3
3

1
1

C
N
2

（
ア
カ
）

4
6

X
73
3

5

8
7

外
気
温
度
セ
ン
サ
ー

※
1
0
. 
電
源
線
の
接
続

※
1
1
. 
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
、
外
気
温
度

セ
ン
サ
ー
の
接
続

※
9
. 
中
継
接
続
線
の
接
続

静
岡
製
作
所
〒
42
2-
85
28
  静
岡
市
駿
河
区
小
鹿
3
-1
8
-1
  
�
（
0
5
4
）
2
8
5
-1
1
1
1（
代
表
）
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室
外
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使用目的 / 用途
●“凍結防止ヒーター”は、厳冬期での室外ユニット熱交換器内部下部に発生す

る根氷の抑制対策、およびドレン抜穴の氷結による詰まり防止を目的とした部
品です。

● 寒冷地や降雪の多い地域で活用してください。
● 降雪地域でご使用の際は、防雪ダクトと併設してください。

ヒーター取付金具ヒーター取付金具

凍結防止ヒーター凍結防止ヒーター

取付ネジ取付ネジ

● PUZ-ZRMP80(S)HA4
● PUZ-ERMP80(S)HA4

形　　名 PAC-SH35BH
制御部
カバー

外形寸法 302 × 152 × 90mm

凍結
防止
ヒータ

電　　源 単相　200V　50/60Hz 外　　装 ホワイト
容　　量 150W 材　　質 耐熱性 ABS
保護ヒューズ 3A    250V 質　　量 4.0㎏（トップパネル・制御部カバーも含む）

仕　様

対象ユニット

電気配線図

記号
X71
X72
X73
CN1
CN2

記号
F1,F2

SK1～SK3
TRS
21S4
ZNR

名　　称
ﾘﾚｰ(温度調整)
ﾘﾚｰ(四方弁)
ﾘﾚｰ(基板保護)
ｺﾈｸﾀ(ﾋｰﾀｰ)
ｺﾈｸﾀ(ｻｰﾏﾙﾘｰﾄﾞｽｲｯﾁ)

名　　称
ﾋｭｰｽﾞ(250V 3A)
ｻｰｼﾞｷﾗｰ
ｻｰﾏﾙﾘｰﾄﾞｽｲｯﾁ
電磁弁(四方弁)
ｻｰｼﾞｱﾌﾞｿ-ﾊﾞ

200V 150W

3A 250V

電源
単相 AC200V
50/60HzF2

SK1
21S4
3

1

ｼﾛ

ｼﾛ

ｸﾛ

ｸﾛ

SK3

SK2

ｱｶ ｱｶ

ｼﾛ

ｸﾛ

CN2

CN1

X73
S

R
X73

四方弁
コイル

ｼﾛ

ｸﾛ

2

制御基板

LD77
LD76

3

1

ヒーター　 2

3

1
2

X73

X71 X72
LD72

LD73

LD75

LD74
ｱｶ

LD71

ZNR

3A 250V

F1

X71

X72

TRS
　 リレー基板

　

取付図（単位：mm）

152

90

11.5 302 14

注　意
・ドレン穴からの排水を確保するため、ドレンソケットおよび集中排水ドレン

パンとの併用はできません。
・本品を取り付ける際には、付属のトップパネルも交換してください。

凍結防止ヒーター
● PAC-SH35BH
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取付説明書

11-58

2
フ
ァ
ン
機
種
の
場
合

４
.　
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
取
付
穴
の
加
工

５
.　
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
の
取
付
け

各
部
品
を
取
り
外
し
た
後
、左
図
位
置
に
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
取
付
用
の
穴
を
孔

け
て
く
だ
さ
い
。
取
付
穴
の
位
置
は
下
表
寸
法
に
従
い
、
誤
り
の
な
い
よ
う

に
加
工
し
て
く
だ
さ
い
。

※
上
記
寸
法
は
モ
ー
タ
サ
ポ
ー
ト
角
穴
を
基
準
と
し
た
寸
法
値
で
す
。

※
取
付
穴
は
φ
３
.０
～
φ
３
.１
で
す
。

P
A
C
-S
H
3
5
B
H

1
3
5

A

2
1B

●
モ
ー
タ
サ
ポ
ー
ト
の
角
穴
部
中
心
に
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ

①
を
仮
置
き
し
て
く
だ
さ
い
。（
下
図
参
照
）

●
ヒ
ー
タ
取
付
金
具
②
と
固
定
ネ
ジ
③
で
、ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ

を
固
定
し
て
く
だ
さ
い
。

●
モ
ー
タ
サ
ポ
ー
ト
に
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
リ
ー
ド
線
を
バ
ン
ド

④
を
使
用
し
て
中
央
１
カ
所
固
定
し
て
く
だ
さ
い
。

●
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
リ
ー
ド
線
を
フ
ァ
ン
モ
ー
タ
右
上
の
フ
ァ
ン

モ
ー
タ
リ
ー
ド
線
用
固
定
金
具
の
下
側
に
バ
ン
ド
④
を
使
い
、

固
定
し
て
く
だ
さ
い
。（
１
フ
ァ
ン
機
種
は
１
カ
所
固
定
）

●
２
フ
ァ
ン
機
種
は
左
図
の
様
に
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
リ
ー
ド
線
を
上
下
２
カ
所
に

バ
ン
ド
④
と
フ
ァ
ン
モ
ー
タ
リ
ー
ド
線
用
固
定
金
具
で
固
定
し
て
く
だ
さ
い
。

1
フ
ァ
ン
機
種
の
場
合

6
.　
モ
ー
タ
ー
サ
ポ
ー
ト
，ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
リ
ー
ド
線
の
固
定

ヒ
ー
タ
取
付
金
具
②

ヒ
ー
タ
取
付
金
具
②

バ
ン
ド
④
で
固
定

バ
ン
ド
④
で
固
定

モ
ー
タ
サ
ポ
ー
ト

（
ネ
ジ
止
２
カ
所
）

モ
ー
タ
サ
ポ
ー
ト

（
ネ
ジ
止
２
カ
所
）

モ
ー
タ
サ
ポ
ー
ト

（
ネ
ジ
止
２
カ
所
）

モ
ー
タ
サ
ポ
ー
ト

（
ネ
ジ
止
２
カ
所
）

取
付
ネ
ジ
③

取
付
ネ
ジ
③

金
具

B

角
穴

A
B

BB

角
穴

A
AA

バ
ン
ド
④
で
固
定

バ
ン
ド
④
で
固
定

バ
ン
ド
④
で
固
定

バ
ン
ド
④
で
固
定

金
具
で
固
定

金
具
で
固
定

取
付
穴

取
付
穴

取
付
穴

取
付
穴

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
①

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
①

モ
ー
タ
ー
サ
ポ
ー
ト
角
穴

モ
ー
タ
ー
サ
ポ
ー
ト
角
穴

ヒ
ー
タ
取
付
穴

ヒ
ー
タ
取
付
穴

ヒ
ー
タ
取
付
穴

ヒ
ー
タ
取
付
穴

8
0
8
0

8
0
8
0

凍結防止ヒーター : PAC-SH35BH

※
取
付
け
前
に
本
説
明
書
を
よ
く
お
読
み
く
だ
さ
い
。

取
付
け
の
前
に

R
G
7
9
D
1
7
0
H
0
2

三
菱
電
機
パ
ッ
ケ
ー
ジ
エ
ア
コ
ン
別
売
部
品

室
外
機
用
凍
結
防
止
ヒ
ー
タ
 据
付
工
事
説
明
書

●
本
製
品
は
、厳
冬
期
で
の
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
熱
交
換
器
下
部
に
発
生
す
る
根
氷
の
抑
制
対
策
お
よ
び
ド
レ
ン
抜
穴
の
氷
結
に
よ
る
詰
り
防
止
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

●
降
雪
の
多
い
地
域
で
ご
使
用
の
際
は
、防
雪
ダ
ク
ト
を
併
設
し
て
く
だ
さ
い
。

●
ド
レ
ン
穴
か
ら
の
排
水
を
確
保
す
る
た
め
、ド
レ
ン
ソ
ケ
ッ
ト
お
よ
び
集
中
排
水
ド
レ
ン
パ
ン
と
の
併
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

別
売
形
名

適
用
機
種

PA
C
-S
H
35
BH
(2
00
V,
 1
50
W
)
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
用

イ
ン
バ
ー
タ
ー
H
シ
リ
ー
ズ

１
.　
部
品
の
確
認
 

⑥①
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ

③
ネ
ジ

形 　 　状 形 　 　状

⑦
四
方
弁
中
継
線

②
ヒ
ー
タ
固
定
金
具

④
バ
ン
ド

⑧
圧
着
ス
リ
ー
ブ

⑨
フ
ァ
ス
ナ
ー

⑤
外
気
温
度
セ
ン
サ
ー

品
番

品
名

ト
ッ
プ
パ
ネ
ル

カ
バ
ー

１
se
t

１
se
t

１
se
t

１
se
t

２
個

２
個

５
本

７
本

２
本

（
４
×
１
０
）

品
番

品
名

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
制
御
部
本
体こ
の
箱
の
中
に
は
、こ
の
説
明
書
の
他
に
下
記
部
品
が
入
っ
て
い
ま
す
の
で
、取
付
け
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

３
.　
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
組
込
準
備

次
の
手
順
で
下
図
に
基
づ
き
各
々
の
部
品
を
ユ
ニ
ッ
ト
か
ら
取
外
し
、ヒ
ー
タ
の
組
込
み
準
備
を
行
な
い
ま
す
。

1
フ
ァ
ン
機
種
の
場
合

サ
ー
ビ
ス
パ
ネ
ル
の
取
外
し

　
前
側
３
本
の
ネ
ジ
を
は
ず
し
た
後
、パ
ネ
ル
を
下
方
に
ス
ラ
イ
ド
さ
せ
て
か
ら
取
外
す
。

ト
ッ
プ
パ
ネ
ル
の
取
外
し（
取
外
し
た
ト
ッ
プ
パ
ネ
ル
は
使
用
し
ま
せ
ん
）

　
前
側
２
本
、後
側
３
本
の
各
ネ
ジ
を
取
外
し
た
後
、上
側
に
持
ち
上
げ
て
取
外
す
。

カ
バ
ー
パ
ネ
ル
ネ
ジ
取
外
し

　
カ
バ
ー
パ
ネ
ル
の
ネ
ジ
を
取
外
す
。

フ
ロ
ン
ト
パ
ネ
ル
の
取
外
し

　
１
フ
ァ
ン
機
種
は
５
本
、２
フ
ァ
ン
機
種
は
６
本
の
ネ
ジ
を
そ
れ
ぞ
れ
取
外
し
、フ
ロ
ン
ト
パ
ネ
ル
を
上
方
に
ス
ラ
イ
ド
さ
せ
て
か
ら
前
側
に
引
き
取
外
す
。

フ
ァ
ン
取
外
し

　
フ
ァ
ン
の
固
定
ネ
ジ
を
取
外
し
前
側
に
引
き
出
し
取
外
す
。

モ
ー
タ
サ
ポ
ー
ト
取
外
し

　
フ
ァ
ン
モ
ー
タ
の
コ
ネ
ク
タ
を
外
し
た
後
、モ
ー
タ
サ
ポ
ー
ト
固
定
ネ
ジ
２
本
を
取
外
し
、全
体
を
斜
め
前
方
に
持
ち
上
げ
取
外
す
。

●
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
本
体
の
元
電
源
が
、O
F
F
で
あ
る
こ
と
を
必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
取
付
の
為
、多
く
の
ネ
ジ
を
取
外
し
ま
す
。
紛
失
し
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

●
ホ
コ
リ
、ゴ
ミ
等
の
除
去
を
充
分
に
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

２
.　
取
付
準
備
 
※
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
の
組
込
み
は
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
を
据
付
け
る
前
に
行
な
っ
て
い
た
だ
く
方
が
容
易
に
で
き
ま
す
。

2
フ
ァ
ン
機
種
の
場
合

2
2

3

3
6

6

4

1 2 3 4 5 6

4

5

5
1

1

※
据
付
け
前
に
本
説
明
書
を
よ
く
お
読
み
く
だ
さ
い
｡

1
2

（本マニュアル用に変更・修正しています）
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凍結防止ヒーター : PAC-SH35BH

3
4

８
.　
各
リ
ー
ド
線
の
固
定

●
外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
、
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
、
フ
ァ
ン
モ
ー
タ
の
各

リ
ー
ド
線
を
、
セ
パ
レ
ー
タ
に
取
付
け
ら
れ
た
ダ
ク
ト
の
U
カ

ッ
ト
部
に
通
し
、
セ
パ
レ
ー
タ
の
U
カ
ッ
ト
部
に
押
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
ト
ッ
プ
パ
ネ
ル
を
組
み
込
ん
だ
際
に
、
パ
ネ
ル
と

ダ
ク
ト
、
セ
パ
レ
ー
タ
間
で
リ
ー
ド
線
を
は
さ
み
込
ま
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

９
.　
四
方
弁
コ
イ
ル
リ
ー
ド
線
加
工

●
次
の
手
順
で
作
業
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

ⅰ
）
電
気
品
箱
内
に
あ
る
制
御
基
板
内
の
、
四
方
弁
コ
イ
ル
（
2
1
S
4
の
コ
ネ
ク
タ
ー
）
リ
ー
ド
線
を
取
外
し
て
く
だ
さ
い
。
（
加
工
前
参
照
）

ⅱ
）
四
方
弁
コ
イ
ル
リ
ー
ド
線
の
コ
ネ
ク
タ
ー
（
緑
）
を
切
断
し
、
リ
ー
ド
線
の
先
端
は
圧
着
ス
リ
ー
ブ
⑧
で
カ
シ
メ
固
定
す
る
為
、
1
5
m
m
の
皮
む
き
を
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

ⅲ
）
皮
む
き
を
し
た
四
方
弁
コ
イ
ル
リ
ー
ド
線
、
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
制
御
部
本
体
⑥
か
ら
の
皮
む
き
さ
れ
た
赤
い
リ
ー
ド
線
、

四
方
弁
中
継
線
⑦
を
そ
れ
ぞ
れ
圧
着
ス
リ
ー
ブ
⑧
で
カ
シ
メ
て
固
定
し
、
電
気
品
箱
内
に
収
め
ま
す
。
（
上
右
図
、
加
工
後
参
照
）
  
  
  
  
  

右
配
線
図
を
参
考
に
9
～
1
1
の
作
業

（
リ
ー
ド
線
接
続
作
業
）を
お
こ
な
っ
て

く
だ
さ
い
。

ヒー
ター

外気
温度
セン
サーシロ アカ

クロ クロ シロ シロ

3

S
K
2

2 1

321

1

SK
3

S
K
1

3 2

20
0V
15
0W

LD
77

F1

F2

R

ミド
リ21

S4 S

LD
76

LD
75

LD
74

LD
71

LD
72

X7
3

X7
3

X7
3

LD
73

クロ
クロ

電
源

単
相
　
AC
20
0V

50
 ／
60
Hz

※
1
0
. 電
源
線
の
接
続

リレ
ー基
板

※
1
1
. ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
、外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
の
接
続

※
9
. 四
方
弁
コ
イ
ル
リ
ー
ド
線
加
工

制
御
基
板

シロ
シロ

アカ

ア
カ

ア
カ

3A
  2
50
V

3A
  2
50
V

四方
弁

コイ
ル

☆
電
気
配
線
図

７
.　
外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
の
取
付
け

●
外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
⑤
の
感
知
部
に
貼
付
け
の

両
面
テ
ー
プ
離
け
い
紙
を
は
が
し
、図
に
示
す
モ

ー
タ
ー
サ
ポ
ー
ト
上
部
に
、リ
ー
ド
線
を
下
方
に
向

け
固
定
し
て
く
だ
さ
い
。

●
外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
の
リ
ー
ド
線
を
、約
４
０
m
m
の

位
置
で
U
曲
げ
し
、上
下
２
カ
所
を
バ
ン
ド
④
で
固
定

し
て
く
だ
さ
い
。尚
、下
側
の
バ
ン
ド
④
は
外
気
温
度

セ
ン
サ
ー
リ
ー
ド
線
と
一
緒
に
固
定
し
て
く
だ
さ
い
。

至
る

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ

制
御
部
本
体

（
赤
リ
ー
ド
線
）

至
る

四
方
弁
コ
イ
ル

圧
着

ス
リ
ー
ブ

四
方
弁

中
継
線

1
321
S4

（
緑
色
）

制
御
基
板

セ
パ
レ
ー
タ
の
U
カ
ット
部

セ
パ
レ
ー
タ
の
U
カ
ット
部

ダ
ク
ト
の
U
カ
ット
部

ダ
ク
ト
の
U
カ
ット
部

四
方
弁

コ
イ
ル

四
方
弁

コ
イ
ル

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ

制
御
本
体

四
方
弁

中
継
線
②

圧
着
ス
リ
ー
ブ
⑧

切
断

廃
却

四
方
弁

コ
イ
ル

四
方
弁

コ
イ
ル

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ

制
御
本
体

四
方
弁

中
継
線
②

（
加
工
後
）

（
加
工
前
）

（
加
工
後
）

（
加
工
前
）

圧
着
ス
リ
ー
ブ
⑧

切
断

廃
却

2
1
S
4（
緑
）

2
1
S
4（
緑
）

外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
⑤

外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
⑤

外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
⑤

外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
⑤

約
4
0
m
m

Ｒ
終
わ
り

基
準

熱
交
側
か
ら
見
た
図

バ
ン
ド
⑥

バ
ン
ド
④

１
0
.  
電
源
線
の
接
続

●
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
制
御
部
リ
ー
ド
線
か
ら
の
電
源
線
（
黒
色
、

白
色
）
を
そ
れ
ぞ
れ
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
電
源
端
子
台
R
,S
相
に
既

設
の
端
子
と
共
締
め
し
て
く
だ
さ
い
。

※
端
子
の
向
き
は
、
必
ず
図
の
よ
う
に
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

端
子
の
取
付
け
は
、
緩
み
の
な
い
よ
う
に
確
実
に
締
付
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
外
力
が
伝
わ
ら
な
い
よ
う
に

確
実
に
固
定
し
て
く
だ
さ
い
。
接
続
や
固
定
に
不
備
が
あ
る
と
、
火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

至
る

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ

制
御
部
本
体

電
源
端
子
台

ネ
ジ

端
子

リ
ー
ド
線

黒
白

図
1

〈
正
し
い
取
付
け
方
〉

〈
誤
っ
た
取
付
け
方
〉

R
S

S
1
S
2
S
3

T

１
１
.  
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
, 外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
の
接
続

●
各
部
品
の
リ
ー
ド
線
端
子
部
の
色
と
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
制
御
部
か
ら
出
る
同
じ
色
の
リ
ー
ド
線
端
子
を
電
気
品
箱
内
で
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

１
２
.  
各
リ
ー
ド
線
の
固
定

１
３
.  
再
組
立

●
各
リ
ー
ド
線
の
接
続
後
に
、
フ
ァ
ス
ナ
ー
⑨
を
使
い
固
定
し
て
く
だ
さ
い
。
 尚
、
本
別
売
で
使
用
し
た
リ
ー
ド

　
線
に
つ
い
て
は
、
全
て
の
機
種
に
対
応
出
来
る
仕
様
に
長
さ
の
設
定
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
場
合
に
よ
っ
て
は
余
る

　
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
適
宜
リ
ー
ド
線
を
束
ね
電
気
品
箱
内
に
収
め
て
く
だ
さ
い
。

　
各
リ
ー
ド
線
の
端
子
お
よ
び
コ
ネ
ク
タ
部
は
、
必
ず
電
気
品
箱
内
へ
収
め
て
く
だ
さ
い
。

●
以
上
の
よ
う
に
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
の
取
付
及
び
電
気
配
線
の
接
続
が
確
実
に
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
取
外
し
た
各
々
の
部
品
を
分
解
時
の
逆
手
順
で
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　
※
プ
ロ
ペ
ラ
フ
ァ
ン
は
必
ず
5
.7
±
0
.3
N
・
m
（
5
7
±
3
kg
・
c
m
）
の
ト
ル
ク
で
締
付
け
て
く
だ
さ
い
。

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
外
郭
パ
ネ
ル
類
を
確
実
に
取
付
け
る
。
不
備
が
あ
る
と
、
ほ
こ
り
・
水
な
ど
に
よ
り
、
感
電
・
火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ

制
御
部
本
体
側

外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
⑤

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
①

1
2
3

1
2
3

1
2
3

1
2
3

赤
コ
ネ
ク
タ

白
コ
ネ
ク
タ

外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
コ
ネ
ク
タ
ー（
赤
色
）

配
線
を
電
気
品
箱
左
側
で
ま
と
め
フ
ァ
ス
ナ
ー
⑨
で
固
定

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
の
コ
ネ
ク
タ
ー（
白
色
）

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
の
コ
ネ
ク
タ
ー（
白
色
）

外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
コ
ネ
ク
タ
ー（
赤
色
）

配
線
を
電
気
品
箱
左
側
で
ま
と
め
フ
ァ
ス
ナ
ー
⑨
で
固
定
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使用目的 / 用途
●“凍結防止ヒーター”は、厳冬期での室外ユニット熱交換器内部下部に発生す

る根氷の抑制対策、およびドレン抜穴の氷結による詰まり防止を目的とした部
品です。

● 寒冷地や降雪の多い地域で活用してください。
● 降雪地域でご使用の際は、防雪ダクトと併設してください。

ベースヒーターベースヒーター

● PUZ-ERMP112 ～ 160LA4

形　　名 PAC-SJ30BH
制御部
カバー

外形寸法 302 × 152 × 90mm

凍結
防止
ヒータ

電　　源 単相　200V　50/60Hz 外　　装 ホワイト
容　　量 150W 材　　質 耐熱性 ABS
保護ヒューズ 3A    250V 質　　量 4.1㎏（トップパネル・制御部カバーも含む）

仕　様

対象ユニット

電気配線図

SK2

SK3

21S4
(シロ)

SK1

X73

X72X71

X71

X72
ZNR

U

X73

F2X73

クロ
R

制御基板

電源
～200V
50/60HzS

T

シロ

クロ

シロ

アカ

ア
カ

ア
カ

8

1
2

1 3

5 3

6 4

7

F1

3A 250V

SV2
(アオ)

3A 250V

LD72

LD73

LD77

LD76

LD75

LD74

TRS

LD71

リレー基板

ヒーター

150W200V

3 3

1 1

CN1
(シロ)

3 3

1 1

CN2
(アカ)

21S4
記号
X71
X72
X73
CN1
CN2

記号
F1,F2
SK1～SK3
TRS
21S4
ZNR
SV2

　 名　　称
ﾘﾚｰ(温度調節)
ﾘﾚｰ(四方弁)
ﾘﾚｰ(基板保護)
ｺﾈｸﾀ(ﾋｰﾀｰ)
ｺﾈｸﾀ(ｻｰﾏﾙﾘｰﾄﾞｽｲｯﾁ)

　 名　　称
ﾋｭｰｽﾞ(3A 250V)
ｻｰｼﾞｷﾗｰ
ｻｰﾏﾙﾘｰﾄﾞｽｲｯﾁ
電磁弁(四方弁)
ｻｰｼﾞｱﾌﾞｿ-ﾊﾞ
ｺﾈｸﾀ（ﾘﾚｰ）

取付図（単位：mm）

152 31

92

30515 10

注　意
・ドレン穴からの排水を確保するため、ドレンソケットおよび集中排水ドレン

パンとの併用はできません。
・本品を取り付ける際には、付属のトップパネルも交換してください。

凍結防止ヒーター
● PAC-SJ30BH
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凍結防止ヒーター : PAC-SJ30BH

取付けの前に ●本製品は、厳冬期での室外ユニット熱交換器下部に発生する根氷の抑制対策およびドレン抜穴の氷結に
　よる詰り防止を目的としたものです。
●降雪の多い地域でご使用の際は、防雪ダクトを併設してください。
●ドレン穴からの排水を確保するため、ドレンソケットおよび集中排水ドレンパンとの併用はできません。

１.　  部品の確認 この箱の中には、この説明書の他に下記部品が入っていますので、取付け前にご確認ください。
①ベースヒーター ③固定ネジ②ヒーター固定金具 ④バンド

⑨ファスナー⑥ベースヒーター制御部本体

⑤外気温度センサー

⑧アルミテープ⑦ドレンカバー
※２列熱交換器機種のみ
　に使用

※２列熱交換器機種のみ
　に使用

１set １set

１set

２個

５個 ５枚

７本２本

５本

３. 　ベースヒーター組込準備
次の手順で下図に基づき各々の部品をユニットから取外し、
ヒーターの組込み準備を行ないます。
❶サービスパネルの取外し
　前側３本のネジをはずした後、パネルを下方にスライドさせて
　から取外す。
❷トップパネルの取外し（取外したトップパネルは使用しません）
　前側２本、後側３本の各ネジを取外した後、上側に持ち上げて
　取外す。
❸カバーパネルの取外し
　カバーパネルのネジを取外す。
❹フロントパネルの取外し
　前面7本のネジをはずした後、フロントパネルを上方に
　スライドさせてから前側に引き取外す。
❺ファンの取外し
　ファンの固定ネジを取外し前側に引き出し取外す。
❻モーターサポートの取外し
　ファンモーターのコネクターを外した後、モーターサポート
　固定ネジ２本を取外し、全体を斜め前方に
　持ち上げ取外す。

●室外ユニット本体の元電源が、OFFであることを必ず確認してください。
●ベースヒーター取付の為、多くのネジを取外します。紛失しないようにしてください。
●ホコリ、ゴミ等の除去を充分に行なってください。

２. 　取付準備 ※ベースヒーターの組込みは室外ユニットを据付ける前に行なっていただく方が容易にできます。

※据付け前に本説明書をよくお読みください｡

三菱電機パッケージエアコン別売部品
室外機用凍結防止ヒータ 据付工事説明書

インバーターLシリーズPAC-SJ30BH

RG79D170N02

1

（本マニュアル用に変更・修正しています）
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凍結防止ヒーター : PAC-SJ30BH

５
.　
 ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
ー
の
取
付
け

●
モ
ー
タ
ー
サ
ポ
ー
ト
の
角
穴
部
中
心
に
ベ
ー
ス
ヒ

ー
タ
ー
①
を
仮
置
き
し
て
く
だ
さ
い
。（
下
図
参
照
）

●
ヒ
ー
タ
ー
固
定
金
具
②
と
固
定
ネ
ジ
③
で
、ベ
ー

ス
ヒ
ー
タ
ー
①
を
固
定
し
て
く
だ
さ
い
。

※
本
品
は
２
列
熱
交
換
器
機
種
に
は
、必
ず
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

●
熱
交
換
器
下
部
の
ド
レ
ン
穴
部
に
ド
レ
ン
カ
バ
ー
⑦

を
図
示
方
向
に
向
け
ド
レ
ン
穴
を
覆
い
ま
す
。

●
ド
レ
ン
カ
バ
ー
は
、下
図
の
よ
う
に
ア
ル
ミ
テ
ー
プ
⑧
で

固
定
し
、計
5ヶ
所
の
ド
レ
ン
穴
に
つ
い
て
作
業
を
行
な

っ
て
く
だ
さ
い
。

※
ド
レ
ン
カ
バ
ー
の
穴
部
が
奥
側（
熱
交
換
器
下
側
）に

向
い
て
い
る
位
置
で
あ
る
こ
と
を
必
ず
確
認
し
て
か
ら

確
実
に
固
定
し
て
く
だ
さ
い
。

４
.　
 ド
レ
ン
カ
バ
ー
の
取
付
け

ド
レ
ン
穴
部（
５
ヶ
所
）

ド
レ
ン
穴
部（
5
ヶ
所
）

ド
レ
ン
カ
バ
ー
⑦

ド
レ
ン
カ
バ
ー
⑦

角
穴
が
熱
交
換
器
の
下
側
に

な
る
よ
う
に
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

角
穴
が
熱
交
換
器
の
下
側
に

な
る
よ
う
に
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

ア
ル
ミ
テ
ー
プ
⑧

ア
ル
ミ
テ
ー
プ
⑧

確
実
に
固
定
し
て
く
だ
さ
い
。

（
5
ヶ
所
）

確
実
に
固
定
し
て
く
だ
さ
い
。

（
5
ヶ
所
）

ヒ
ー
タ
ー
固
定
金
具
②

ヒ
ー
タ
ー
固
定
金
具
②

固
定
ネ
ジ
③

固
定
ネ
ジ
③

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
ー
①

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
ー
①

モ
ー
タ
ー
サ
ポ
ー
ト
角
穴

モ
ー
タ
ー
サ
ポ
ー
ト
角
穴

ヒ
ー
タ
ー
取
付
穴

ヒ
ー
タ
ー
取
付
穴

ヒ
ー
タ
ー
取
付
穴

ヒ
ー
タ
ー
取
付
穴

1
2
0

1
2
6

1
2
0

1
2
6

6.
　
  
外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
の
取
付
け

●
外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
⑤
の
感
知
部
に
貼
付
け
の

両
面
テ
ー
プ
離
け
い
紙
を
は
が
し
、図
に
示
す
モ
ー

タ
ー
サ
ポ
ー
ト
上
部
に
、リ
ー
ド
線
を
下
方
に
向
け
固

定
し
て
く
だ
さ
い
。

●
外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
の
リ
ー
ド
線
を
、約
４
０
m
m
の

位
置
で
U
曲
げ
し
、上
下
２
カ
所
を
バ
ンド
④
で
固
定

し
て
く
だ
さ
い
。尚
、下
側
の
バ
ンド
④
は
外
気
温
度

セ
ン
サ
ー
リ
ー
ド
線
と
一
緒
に
固
定
し
て
く
だ
さ
い
。

７
．　
  各
リ
ー
ド
線
の
固
定

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
ー
リ
ー
ド
線
を
、
モ
ー
タ
ー
サ
ポ
ー

ト
の
写
真
の
位
置
に
バ
ン
ド
④
で
固
定
し
て
、
外
気

温
度
セ
ン
サ
ー
⑤
と
フ
ァ
ン
モ
ー
タ
ー
の
リ
ー
ド
線

と
一
緒
に
固
定
金
具
で
結
束
し
、
セ
パ
レ
ー
タ
ー
の

丸
穴
か
ら
機
械
室
に
引
き
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

右
配
線
図
を
参
考
に
８
～
9
の
作
業（
リ
ー
ド
線
接
続
作
業
）

を
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

☆
電
気
配
線
図

モ
ー
タ
ー
サ
ポ
ー
ト
の
穴
と

リ
ー
ド
線
を
バ
ン
ド
④
で
固
定

モ
ー
タ
ー
サ
ポ
ー
ト
の
穴
と

リ
ー
ド
線
を
バ
ン
ド
④
で
固
定

金
具
で
固
定

金
具
で
固
定

金
具
で
固
定
後
、

バ
ン
ド
④
で
固
定

金
具
で
固
定
後
、

バ
ン
ド
④
で
固
定

M
/S
穴

中
心
基
準

SV
2（
ア
オ
）

※
9
. ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
ー
、外
気
温
度

　
　
 セ
ン
サ
ー
の
接
続

端
子
の
取
付
け
は
、緩
み
の
な
い
よ
う
に
確
実
に
締
付
け
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、外
力
が
伝
わ
ら
な
い

よ
う
に
確
実
に
固
定
し
て
く
だ
さ
い
。接
続
や
固
定
に
不
備
が
あ
る
と
、火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

９
．　
  ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
ー
, 外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
の
接
続

●
各
部
品
の
リ
ー
ド
線
端
子
部
の
色
と

　
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
ー
制
御
部
本
体
⑥
か
ら

　
出
る
同
じ
色
の
リ
ー
ド
線
端
子
を
電
気

　
品
箱
内
で
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

●
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
ー
制
御
部
⑥
リ
ー
ド
線
か
ら
の

電
源
線（
黒
色
、
白
色
）を
そ
れ
ぞ
れ
室
外
ユ
ニ

ッ
ト
電
源
端
子
台
R,
S相
に
既
設
の
端
子
と
共
締

め
し
て
く
だ
さ
い
。

※
端
子
の
向
き
は
、
必
ず
図
の
よ
う
に
取
付

　
け
て
く
だ
さ
い
。

８
．　
  電
源
線
の
接
続

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
ー

制
御
部
本
体
側

〈
誤
っ
た
取
付
け
方
〉

外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
⑤

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
ー
①

1
2
3

1
2
3

1
2
3

1
2
3

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
ー

制
御
部
本
体
側

赤
コ
ネ
ク
タ
ー

白
コネ
クタ
ー

11
.  
 再
組
立

●
以
上
の
よ
う
に
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
ー
の
取
付
及
び
電
気
配
線
の
接
続
が
確
実
に
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
を

　
必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
取
外
し
た
各
々
の
部
品
を
分
解
時
の
逆
手
順
で
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　
※
プ
ロ
ペ
ラ
フ
ァ
ン
は
必
ず
5.
7±
0.
3N
･m
(5
7±
3k
g･
cm
)の
ト
ル
ク
で
締
付
け
て
く
だ
さ
い
。

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
外
郭
パ
ネ
ル
類
を
確
実
に
取
付
け
る
。
不
備
が
あ
る
と
、
ほ
こ
り
・
水
な
ど
に
よ
り
、

感
電
・
火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

10
.  
 各
リ
ー
ド
線
の
固
定

●
各
リ
ー
ド
線
の
接
続
後
に
、
フ
ァ
ス
ナ
ー
⑨
を
使
い
固
定

　
し
て
く
だ
さ
い
。
 尚
、
 本
別
売
で
使
用
し
た
リ
ー
ド
線
に

　
つ
い
て
は
、
全
て
の
機
種
に
対
応
出
来
る
仕
様
に
長
さ

　
の
設
定
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
 場
合
に
よ
っ
て
は
余
る

　
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
  適
宜
リ
ー
ド
線
を
束
ね
電
気
品

　
箱
内
に
収
め
て
く
だ
さ
い
。

　
各
リ
ー
ド
線
の
端
子
お
よ
び
コ
ネ
ク
タ
ー
部
は
、
 

　
必
ず
電
気
品
箱
内
へ
収
め
て
く
だ
さ
い
。

外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
コ
ネ
ク
タ
ー（
赤
色
）

配
線
を
電
気
品
箱
左
側
で
ま
と
め
フ
ァ
ス
ナ
ー
⑨
で
固
定

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
ー
の
コ
ネ
ク
タ
ー（
白
色
）

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
ー
の
コ
ネ
ク
タ
ー（
白
色
）

外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
コ
ネ
ク
タ
ー（
赤
色
）

配
線
を
電
気
品
箱
左
側
で
ま
と
め
フ
ァ
ス
ナ
ー
⑨
で
固
定

2
3
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室
外
ユ
ニ
ッ
ト

11-63

使用目的 / 用途
●“凍結防止ヒーター”は、厳冬期での室外ユニット熱交換器内部下部に発生す

る根氷の抑制対策、およびドレン抜穴の氷結による詰まり防止を目的とした部
品です。

● 寒冷地や降雪の多い地域で活用してください。
● 降雪地域でご使用の際は、防雪ダクトと併設してください。

ベースヒーターベースヒーター

● PUZ-ZRMP112 ～ 160KA4, PUZ-ZRP224･280KA10
● PUZ-ERP224･280KA10
● PUZ-HRMP80 ～ 160KA

形　　名 PAC-SJ29BH
制御部
カバー

外形寸法 302 × 152 × 90mm

凍結
防止
ヒータ

電　　源 単相　200V　50/60Hz 外　　装 ホワイト
容　　量 150W 材　　質 耐熱性 ABS
保護ヒューズ 3A    250V 質　　量 3.9㎏（トップパネル・制御部カバーも含む）

仕　様

対象ユニット

電気配線図

記号
X71
X72
X73
CN1
CN2

記号
F1,F2
SK1～SK3
TRS
21S4
ZNR
SV2

　 名　　称
ﾘﾚｰ(温度調節)
ﾘﾚｰ(四方弁)
ﾘﾚｰ(基板保護)
ｺﾈｸﾀ(ﾋｰﾀｰ)
ｺﾈｸﾀ(ｻｰﾏﾙﾘｰﾄﾞｽｲｯﾁ)

　 名　　称
ﾋｭｰｽﾞ(3A 250V)
ｻｰｼﾞｷﾗｰ
ｻｰﾏﾙﾘｰﾄﾞｽｲｯﾁ
電磁弁(四方弁)
ｻｰｼﾞｱﾌﾞｿ-ﾊﾞ
ｺﾈｸﾀ（ﾘﾚｰ）

LD75

LD77

LD76

LD74

LD72

LD73

LD71

3A 250V

3A 250V

X73

F2

F1
SK1

シロ

アカ

クロ

シロ

クロ

シロ

シロ

クロ

クロ

リレー基板

電源
単相　ＡＣ200V
50/60Hz

SK2

200V 150W

SK3

CN1
（シロ）

CN2
（アカ）

ヒーター 3
35

X73 461

3

1

3

1

3

1

R

S

外気温度
センサー

SV2
（アオ）

21S4
（ミドリ）21S4

21S4 21S4

制御基板アカ アカ

X73

3
1

室外ユニット ZRP224/280
ERP224/280の場合

室外ユニット
ZRP112～160の場合

制御基板

21S4
（シロ）213

1

アカ アカ

X73

SV2
（アオ）

室外ユニット
ZRMP112～160の場合

制御基板

21S4
（ミドリ）21

787878

3
1

アカ アカ

X73

取付図（単位：mm）

152 31

92

30515 10

注　意
・ドレン穴からの排水を確保するため、ドレンソケットおよび集中排水ドレン

パンとの併用はできません。
・本品を取り付ける際には、付属のトップパネルも交換してください。

凍結防止ヒーター
● PAC-SJ29BH
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室
外
ユ
ニ
ッ
ト

取付説明書

11-64

●
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
本
体
の
元
電
源
が
､O
F
F
で
あ
る
こ
と
を
必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
｡

●
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
ー
取
付
の
為
､多
く
の
ネ
ジ
を
取
外
し
ま
す
｡紛
失
し
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
｡

●
ホ
コ
リ
､ゴ
ミ
等
の
除
去
を
充
分
に
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
｡

２
.　
 取
付
準
備
 
※
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
ー
の
組
込
み
は
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
を
据
付
け
る
前
に
行
な
っ
て
い
た
だ
く
方
が
容
易
に
で
き
ま
す
｡

❻

❺ ❹

❷

❶

❸

３
.　
 ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
ー
組
込
準
備

次
の
手
順
で
下
図
に
基
づ
き
各
々
の
部
品
を
ユ
ニ
ッ
ト
か
ら
取
外
し
､

ヒ
ー
タ
ー
の
組
込
み
準
備
を
行
な
い
ま
す
｡

❶
サ
ー
ビ
ス
パ
ネ
ル
の
取
外
し

　
前
側
３
本
の
ネ
ジ
を
は
ず
し
た
後
､パ
ネ
ル
を
下
方
に
ス
ラ
イ
ド
さ
せ
て
か
ら
取
外
す
｡

❷
ト
ッ
プ
パ
ネ
ル
の
取
外
し（
取
外
し
た
ト
ッ
プ
パ
ネ
ル
は
使
用
し
ま
せ
ん
）

　
前
側
２
本
､後
側
３
本
の
各
ネ
ジ
を
取
外
し
た
後
､上
側
に
持
ち
上
げ
て
取
外
す
｡

❸
カ
バ
ー
パ
ネ
ル
の
取
外
し

　
カ
バ
ー
パ
ネ
ル
の
ネ
ジ
を
取
外
す
｡

❹
フ
ロ
ン
ト
パ
ネ
ル
の
取
外
し

　
前
面
7
本
の
ネ
ジ
を
は
ず
し
た
後
､フ
ロ
ン
ト
パ
ネ
ル
を
上
方
に

　
ス
ラ
イ
ド
さ
せ
て
か
ら
前
側
に
引
き
取
外
す
｡

❺
フ
ァ
ン
の
取
外
し

　
フ
ァ
ン
の
固
定
ネ
ジ
を
取
外
し
前
側
に
引
き
出
し
取
外
す
｡

❻
モ
ー
タ
ー
サ
ポ
ー
ト
の
取
外
し

　
フ
ァ
ン
モ
ー
タ
ー
の
コ
ネ
ク
タ
ー
を
外
し
た
後
､モ
ー
タ
ー
サ
ポ
ー
ト

　
固
定
ネ
ジ
２
本
を
取
外
し
､全
体
を
斜
め
前
方
に
持
ち
上
げ
取
外
す
｡

※
本
品
は
２
列
熱
交
換
器
機
種
に
は
､必
ず
取
付
け
て
く
だ
さ
い
｡

●
熱
交
換
器
下
部
の
ド
レ
ン
穴
部
に
ド
レ
ン
カ
バ
ー
⑩
を

　
図
示
方
向
に
向
け
ド
レ
ン
穴
を
覆
い
ま
す
｡

●
ド
レ
ン
カ
バ
ー
は
､下
図
の
よ
う
に
ア
ル
ミ
テ
ー
プ
⑪
で
固
定
し
､

　
計
5ヶ
所
の
ド
レ
ン
穴
に
つ
い
て
作
業
を
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
｡

※
ド
レ
ン
カ
バ
ー
の
穴
部
が
奥
側（
熱
交
換
器
下
側
）に
向
い
て

　
い
る
位
置
で
あ
る
こ
と
を
必
ず
確
認
し
て
か
ら
確
実
に
固
定

　
し
て
く
だ
さ
い
｡

４
.　
 ド
レ
ン
カ
バ
ー
の
取
付
け

ド
レ
ン
穴
部（
５
ヶ
所
）

ド
レ
ン
穴
部（
5ヶ
所
）

ド
レ
ン
カ
バ
ー
⑩

ド
レ
ン
カ
バ
ー
⑩

角
穴
が
熱
交
換
器
の
下
側
に

な
る
よ
う
に
取
付
け
て
く
だ
さ
い
｡

角
穴
が
熱
交
換
器
の
下
側
に

な
る
よ
う
に
取
付
け
て
く
だ
さ
い
｡

ア
ル
ミ
テ
ー
プ
⑪

ア
ル
ミ
テ
ー
プ
⑪

確
実
に
固
定
し
て
く
だ
さ
い
｡

（
5ヶ
所
）

確
実
に
固
定
し
て
く
だ
さ
い
｡

（
5ヶ
所
）

５
.　
 ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
ー
の
取
付
け

●
モ
ー
タ
ー
サ
ポ
ー
ト
の
角
穴
部
中
心
に
ベ
ー
ス

　
ヒ
ー
タ
ー
①
を
仮
置
き
し
て
く
だ
さ
い
｡（
下
図
参
照
）

●
ヒ
ー
タ
ー
固
定
金
具
②
と
固
定
ネ
ジ
③
で
､

　
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
ー
①
を
固
定
し
て
く
だ
さ
い
｡

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
ー
①

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
ー
①

モ
ー
タ
ー
サ
ポ
ー
ト
角
穴

モ
ー
タ
ー
サ
ポ
ー
ト
角
穴

ヒ
ー
タ
ー
取
付
穴

ヒ
ー
タ
ー
取
付
穴

ヒ
ー
タ
ー
取
付
穴

ヒ
ー
タ
ー
取
付
穴

１
４
９

１
４
９

１
４
９

１
４
９

ヒ
ー
タ
ー
固
定
金
具
②

ヒ
ー
タ
ー
固
定
金
具
②

固
定
ネ
ジ
③

固
定
ネ
ジ
③

６
.　
 外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
の
取
付
け

●
外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
⑤
の
感
知
部
に
貼
付
け
の
両
面

　
テ
ー
プ
離
け
い
紙
を
は
が
し
､図
に
示
す
モ
ー
タ
ー

　
サ
ポ
ー
ト
上
部
に
､リ
ー
ド
線
を
下
方
に
向
け
固
定

　
し
て
く
だ
さ
い
｡

●
外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
の
リ
ー
ド
線
を
､約
４
０
m
m
の
位
置
で

　
U
曲
げ
し
､上
下
２
カ
所
を
バ
ン
ド
④
で
固
定
し
て
く
だ
さ
い
｡

　
尚
､下
側
の
バ
ン
ド
④
は
外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
リ
ー
ド
線
と
一
緒

　
に
固
定
し
て
く
だ
さ
い
｡

外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
⑤

外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
⑤

外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
⑤

外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
⑤

熱
交
側
か
ら
見
た
図

M
/S
穴

中
心
基
準

バ
ン
ド
④

約
4
0
m
m

７
.　
 各
リ
ー
ド
線
の
固
定

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
ー
リ
ー
ド
線
を
､モ
ー
タ
ー
サ
ポ
ー
ト
の
写
真
の

位
置
に
バ
ン
ド
④
で
固
定
し
て
､外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
⑤
と

フ
ァ
ン
モ
ー
タ
ー
の
リ
ー
ド
線
と
一
緒
に
固
定
金
具
で
結
束
し
､

セ
パ
レ
ー
タ
ー
の
丸
穴
か
ら
機
械
室
に
引
き
込
ん
で
く
だ
さ
い
｡

モ
ー
タ
ー
サ
ポ
ー
ト
の
穴
と

リ
ー
ド
線
を
バ
ン
ド
④
で
固
定

モ
ー
タ
ー
サ
ポ
ー
ト
の
穴
と

リ
ー
ド
線
を
バ
ン
ド
④
で
固
定

金
具
で
固
定

金
具
で
固
定

金
具
で
固
定
後
､

バ
ン
ド
④
で
固
定

金
具
で
固
定
後
､

バ
ン
ド
④
で
固
定

右
配
線
図
を
参
考
に
８
～
１
０
の
作
業

（
リ
ー
ド
線
接
続
作
業
）を
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
｡

※
1
0
. ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
ー
､外
気
温
度

セ
ン
サ
ー
の
接
続

※
８
. 四
方
弁
コ
イ
ル
リ
ー
ド
線
加
工

　
　
 室
外
ユ
ニ
ッ
ト
　
Z
R
P
11
2
～
1
6
0
K
A
3
～
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
Z
R
P
2
2
4
/2
8
0
 

　
　
　
　
　
　
　
E
R
P
2
2
4
/2
8
0

　
　
   
　
　
　
　
　
　
P
U
S
Y
シ
リ
ー
ズ

　
　
 　
　
　
　
　
　
  K
P
1
4
0
/1
6
0
の
場
合

室
外
ユ
ニ
ッ
ト

Z
R
P
11
2
～
16
0
K
A
6
以
降
の
場
合

☆
電
気
配
線
図

室
外
ユ
ニ
ッ
ト

Z
R
M
P
11
2
～
16
0

H
R
M
P
シ
リ
ー
ズ
の
場
合

P
U
S
Y
シ
リ
ー
ズ
、K
P
1
4
0
/1
6
0
の
場
合

1
2
.
再
組
立

●
以
上
の
よ
う
に
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
ー
の
取
付
及
び
電
気
配
線
の
接
続
が
確
実
に
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
を

　
必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
｡取
外
し
た
各
々
の
部
品
を
分
解
時
の
逆
手
順
で
取
付
け
て
く
だ
さ
い
｡

　
※
プ
ロ
ペ
ラ
フ
ァ
ン
は
必
ず
5
.7
±
0
.3
N
･m
(5
7
±
3
kg
･c
m
)の
ト
ル
ク
で
締
付
け
て
く
だ
さ
い
｡

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
外
郭
パ
ネ
ル
類
を
確
実
に
取
付
け
る
｡不
備
が
あ
る
と
､ほ
こ
り
・
水
な
ど
に
よ
り
､

感
電
・
火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
｡

1
1
.
各
リ
ー
ド
線
の
固
定

●
各
リ
ー
ド
線
の
接
続
後
に
､フ
ァ
ス
ナ
ー
⑨
を
使
い
固
定

　
し
て
く
だ
さ
い
｡ 
尚
､ 
本
別
売
で
使
用
し
た
リ
ー
ド
線
に

　
つ
い
て
は
､全
て
の
機
種
に
対
応
出
来
る
仕
様
に
長
さ
の

　
設
定
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
､ 
場
合
に
よ
っ
て
は
余
る

　
場
合
が
あ
り
ま
す
が
､適
宜
リ
ー
ド
線
を
束
ね
電
気
品
箱
内

　
に
収
め
て
く
だ
さ
い
｡

　
各
リ
ー
ド
線
の
端
子
お
よ
び
コ
ネ
ク
タ
ー
部
は
､

　
必
ず
電
気
品
箱
内
へ
収
め
て
く
だ
さ
い
｡

外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
コ
ネ
ク
タ
ー（
赤
色
）

配
線
を
電
気
品
箱
左
側
で
ま
と
め
フ
ァ
ス
ナ
ー
⑨
で
固
定

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
ー
の
コ
ネ
ク
タ
ー（
白
色
）

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
ー
の
コ
ネ
ク
タ
ー（
白
色
）

外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
コ
ネ
ク
タ
ー（
赤
色
）

配
線
を
電
気
品
箱
左
側
で
ま
と
め
フ
ァ
ス
ナ
ー
⑨
で
固
定

1
0
.
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
ー
, 外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
の
接
続

●
各
部
品
の
リ
ー
ド
線
端
子
部
の
色
と

　
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
ー
制
御
部
本
体
⑥
か
ら
出
る

　
同
じ
色
の
リ
ー
ド
線
端
子
を
電
気
品
箱
内

　
で
接
続
し
て
く
だ
さ
い
｡

外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
⑤

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
ー
①

1
2
3

1
2
3

1
2
3

1
2
3

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
ー

制
御
部
本
体
側

赤
コ
ネ
ク
タ
ー

白
コ
ネ
ク
タ
ー

９
.
電
源
線
の
接
続

●
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
ー
制
御
部
本
体
⑥
リ
ー
ド
線
か
ら
の

　
電
源
線（
黒
色
､白
色
）を
そ
れ
ぞ
れ
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
電
源

　
端
子
台
R
,S
相
に
既
設
の
端
子
と
共
締
め
し
て
く
だ
い
｡

※
端
子
の
向
き
は
､必
ず
図
の
よ
う
に
取
付
け
て
く
だ
さ
い
｡

端
子
の
取
付
け
は
､緩
み
の
な
い
よ
う
に
確
実
に
締
付
け
て
く
だ
さ
い
｡ま
た
､外
力
が
伝
わ
ら
な
い

よ
う
に
確
実
に
固
定
し
て
く
だ
さ
い
｡接
続
や
固
定
に
不
備
が
あ
る
と
､火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
｡

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
ー

制
御
部
本
体
側

電
源
端
子
台

ネ
ジ

端
子

リ
ー
ド
線

黒
白

図
1

〈
正
し
い
取
付
け
方
〉

〈
誤
っ
た
取
付
け
方
〉

R
S

S
1
S
2
S
3

T

８
.　
四
方
弁
コ
イ
ル
リ
ー
ド
線
加
工

●
次
の
手
順
で
作
業
を
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
｡

i 
）
電
気
品
箱
内
に
あ
る
制
御
基
板
内
の
､四
方
弁
コ
イ
ル（
2
1
S
4
の
コ
ネ
ク
タ
ー
）リ
ー
ド
線
を
取
外
し
て
く
だ
さ
い
｡

　
  
（
加
工
前
参
照
）

ii 
）
四
方
弁
コ
イ
ル
リ
ー
ド
線
の
コ
ネ
ク
タ
ー（
緑
）を
切
断
し
､リ
ー
ド
線
の
先
端
は
圧
着
ス
リ
ー
ブ
⑧
で
カ
シ
メ
固
定
す
る
為
､

 
 
1
5
m
m
の
皮
む
き
を
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
｡

iii
 ）
皮
む
き
を
し
た
四
方
弁
コ
イ
ル
リ
ー
ド
線
､ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
ー
制
御
部
本
体
⑥
か
ら
の
皮
む
き
さ
れ
た
赤
い
リ
ー
ド
線
､

四
方
弁
中
継
線
⑦
を
そ
れ
ぞ
れ
圧
着
ス
リ
ー
ブ
⑧
で
カ
シ
メ
て
固
定
し
､電
気
品
箱
内
に
収
め
ま
す
｡

(上
右
図
､加
工
後
参
照
）
   
   
   
 

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
ー

制
御
部
本
体
側

（
赤
リ
ー
ド
線
）

四
方
弁
コ
イ
ル
側

圧
着

ス
リ
ー
ブ
⑧

四
方
弁

中
継
線
⑦

1
321
S4

（
緑
色
）

制
御
基
板

四
方
弁

コ
イ
ル

四
方
弁

コ
イ
ル

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
ー

制
御
部
本
体

四
方
弁

中
継
線
②

圧
着
ス
リ
ー
ブ
⑧

切
断
廃
却

四
方
弁

コ
イ
ル

四
方
弁

コ
イ
ル

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
ー

制
御
部
本
体

四
方
弁

中
継
線
②

（
加
工
後
）

（
加
工
前
）

（
加
工
後
）

（
加
工
前
）

圧
着
ス
リ
ー
ブ
⑧

切
断
廃
却

2
1
S
4（
緑
）

2
1
S
4（
緑
）

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
　
Z
R
P
11
2
～
1
6
0
K
A
3
～
5
､Z
R
P
2
2
4
/2
8
0
､E
R
P
2
2
4
/2
8
0

※
９
. 電
源
線
の
接
続

凍結防止ヒーター : PAC-SJ29BH

※
取
付
け
前
に
本
説
明
書
を
よ
く
お
読
み
く
だ
さ
い
｡

取
付
け
の
前
に

R
G
7
9
D
1
7
0
L0
3

三
菱
電
機
パ
ッ
ケ
ー
ジ
エ
ア
コ
ン
別
売
部
品

室
外
機
用
凍
結
防
止
ヒ
ー
タ
ー
 据
付
工
事
説
明
書

●
本
製
品
は
､厳
冬
期
で
の
室
外
ユ
ニ
ット
熱
交
換
器
下
部
に
発
生
す
る
根
氷
の
抑
制
対
策
お
よ
び
ド
レ
ン
抜
穴
の
氷
結
に
よ
る
詰
り
防
止
を
目
的
と

　
し
た
も
の
で
す
｡

●
降
雪
の
多
い
地
域
で
ご
使
用
の
際
は
､防
雪
ダ
ク
ト
を
併
設
し
て
く
だ
さ
い
｡

●
ド
レ
ン
穴
か
ら
の
排
水
を
確
保
す
る
た
め
､ド
レ
ン
ソ
ケ
ット
お
よ
び
集
中
排
水
ド
レ
ン
パ
ン
と
の
併
用
は
で
き
ま
せ
ん
｡

別
売
形
名

適
用
機
種

P
A
C
-S
J2
9
B
H（
2
0
0
V
, 1
5
0
W
）

室
外
ユ
ニ
ット
用
　
イ
ン
バ
ー
タ
ー
K
シ
リ
ー
ズ

誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
、死
亡
や
重

傷
な
ど
に
結
び
つ
く
可
能
性
が
あ
る
も
の
。

誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
、軽
傷
ま
た
は

家
屋・
家
財
な
ど
の
損
害
に
結
び
つ
く
も
の
。

●
据
付
工
事
は
、こ
の「
安
全
の
た
め
に
必
ず
守
る
こ
と
」を
よ
く
お
読
み
の
う
え
、確
実
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
こ
こ
に
示
し
た
注
意
事
項
は
、安
全
に
関
す
る
重
大
な
内
容
を
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
、必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
生
じ
る
危
険
と
そ
の
程
度
を
次
の
表
示
で
区
分
し
て
説
明
し
て
い
ま
す
。

●
据
付
工
事
完
了
後
、電
気
配
線
の
接
続
が
確
実
に
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、こ
の
据
付
工
事
説
明
書
は
、お
客
様
で
保
管
し
て
い
た

　
だ
く
よ
う
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、お
使
い
に
な
る
方
が
代
わ
る
場
合
は
、新
し
く
お
使
い
に
な
る
方
に
お
渡
し
い
た
だ
く
よ
う
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

●
お
客
様
自
身
で
据
付
工
事
さ
れ
不
備
が
あ
る
と
、水
漏
れ
や
感
電
・

　
火
災
等
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

据
付
け
は
､販
売
店
ま
た
は
専
門
業
者
に
依
頼
す
る
。

●
据
付
け
に
不
備
が
あ
る
と
、水
漏
れ
や
感
電・
火
災
等
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

据
付
工
事
は
、こ
の
据
付
工
事
説
明
書
に
従
っ
て
確
実
に
行
う
。

●
万
一
ガ
ス
が
ユ
ニ
ッ
ト
の
周
囲
に
た
ま
る
と
、発
火・
爆
発
の
原
因
に

　
な
り
ま
す
。

可
熱
性
ガ
ス
の
発
生
・
流
入
・
滞
留
・
洩
れ
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
所
へ
は

据
付
け
な
い
。

●
ア
ー
ス
線
は
、ガ
ス
管・
水
道
管・
避
雷
針・
電
話
の
ア
ー
ス
線
に
接
続
し
な
い

　
で
く
だ
さ
い
。 ア
ー
ス
が
不
完
全
な
場
合
は
、感
電
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

ア
ー
ス
工
事
を
行
う
。

●
サ
ー
ビ
ス
パ
ネ
ル
の
取
付
け
に
不
備
が
あ
る
と
、ほ
こ
り
、水
等
に
よ
り
､

　
感
電・
火
災
等
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
サ
ー
ビ
ス
パ
ネ
ル
を
確
実
に
取
付
け
る
。

●
当
社
指
定
部
品
を
使
用
し
な
い
と
、水
漏
れ・
感
電・
火
災・
ユ
ニ
ッ
ト

　
落
下
に
よ
る
ケ
ガ
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

据
付
工
事
部
品
は
、必
ず
当
社
付
属
部
品
お
よ
び
指
定
の
部
品
を
使
用
す
る
。

●
電
源
回
路
容
量
不
足
や
施
工
不
備
が
あ
る
と
感
電
・火
災
等
の
原
因
に

　
な
り
ま
す
。

電
気
工
事
は
電
気
工
事
士
の
資
格
が
あ
る
方
が
、「
電
気
設
備
に
関
す
る

技
術
基
準
」､
「
内
線
規
程
」お
よ
び
こ
の
据
付
工
事
説
明
書
従
っ
て
施
工

し
､必
ず
専
用
回
路
と
し
か
つ
定
格
の
電
圧
･ブ
レ
ー
カ
ー
を
使
用
す
る
｡

●
接
続
や
固
定
が
不
完
全
の
場
合
や
､途
中
接
続
の
場
合
は
､発
熱
･

　
火
災
等
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

配
線
は
、所
定
の
ケ
ー
ブ
ル
を
使
用
し
て
確
実
に
接
続
し
、端
子
接
続

部
に
ケ
ー
ブ
ル
の
外
力
が
伝
わ
ら
な
い
よ
う
に
固
定
す
る
。

ま
た
､途
中
接
続
は
絶
対
に
行
わ
な
い
｡

●
漏
電
遮
断
器
が
取
付
け
ら
れ
て
い
な
い
と
感
電
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

電
源
に
は
必
ず
漏
電
遮
断
器
を
取
付
け
る
。

安
全
の
た
め
に
必
ず
守
る
こ
と

１
.　
 部
品
の
確
認
 

①
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
ー

③
固
定
ネ
ジ

形 　　 状 形 　　 状

⑦
四
方
弁
中
継
線

②
ヒ
ー
タ
ー
固
定
金
具

④
バ
ン
ド

⑧
圧
着
ス
リ
ー
ブ

⑨
フ
ァ
ス
ナ
ー

⑥
ベ
ー
スヒ
ー
タ
ー
制
御
部
本
体

品
番
品
名

ト
ッ
プ
パ
ネ
ル

カ
バ
ー

１
se
t

１
se
t

１
se
t

２
個 ２
個

５
本

７
本

２
本

（
４
×
１
０
）

品
番
品
名

⑤
外
気
温
度
セ
ン
サ
ー

⑪
ア
ル
ミ
テ
ー
プ

５
枚

⑩
ド
レ
ン
カ
バ
ー

５
個

こ
の
箱
の
中
に
は
､こ
の
説
明
書
の
他
に
下
記
部
品
が
入
っ
て
い
ま
す
の
で
､取
付
け
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
｡

※
２
列
熱
交
換
器
機
種

の
み
に
使
用

※
２
列
熱
交
換
器
機
種

の
み
に
使
用

( 本マニュアル用に変更 ･ 修正しています )
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11-65
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3
4

●
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
本
体
の
元
電
源
が
､O
F
F
で
あ
る
こ
と
を
必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
｡

●
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
ー
取
付
の
為
､多
く
の
ネ
ジ
を
取
外
し
ま
す
｡紛
失
し
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
｡

●
ホ
コ
リ
､ゴ
ミ
等
の
除
去
を
充
分
に
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
｡

２
.　
 取
付
準
備
 
※
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
ー
の
組
込
み
は
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
を
据
付
け
る
前
に
行
な
っ
て
い
た
だ
く
方
が
容
易
に
で
き
ま
す
｡

❻

❺ ❹

❷

❶

❸

３
.　
 ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
ー
組
込
準
備

次
の
手
順
で
下
図
に
基
づ
き
各
々
の
部
品
を
ユ
ニ
ッ
ト
か
ら
取
外
し
､

ヒ
ー
タ
ー
の
組
込
み
準
備
を
行
な
い
ま
す
｡

❶
サ
ー
ビ
ス
パ
ネ
ル
の
取
外
し

　
前
側
３
本
の
ネ
ジ
を
は
ず
し
た
後
､パ
ネ
ル
を
下
方
に
ス
ラ
イ
ド
さ
せ
て
か
ら
取
外
す
｡

❷
ト
ッ
プ
パ
ネ
ル
の
取
外
し（
取
外
し
た
ト
ッ
プ
パ
ネ
ル
は
使
用
し
ま
せ
ん
）

　
前
側
２
本
､後
側
３
本
の
各
ネ
ジ
を
取
外
し
た
後
､上
側
に
持
ち
上
げ
て
取
外
す
｡

❸
カ
バ
ー
パ
ネ
ル
の
取
外
し

　
カ
バ
ー
パ
ネ
ル
の
ネ
ジ
を
取
外
す
｡

❹
フ
ロ
ン
ト
パ
ネ
ル
の
取
外
し

　
前
面
7
本
の
ネ
ジ
を
は
ず
し
た
後
､フ
ロ
ン
ト
パ
ネ
ル
を
上
方
に

　
ス
ラ
イ
ド
さ
せ
て
か
ら
前
側
に
引
き
取
外
す
｡

❺
フ
ァ
ン
の
取
外
し

　
フ
ァ
ン
の
固
定
ネ
ジ
を
取
外
し
前
側
に
引
き
出
し
取
外
す
｡

❻
モ
ー
タ
ー
サ
ポ
ー
ト
の
取
外
し

　
フ
ァ
ン
モ
ー
タ
ー
の
コ
ネ
ク
タ
ー
を
外
し
た
後
､モ
ー
タ
ー
サ
ポ
ー
ト

　
固
定
ネ
ジ
２
本
を
取
外
し
､全
体
を
斜
め
前
方
に
持
ち
上
げ
取
外
す
｡

※
本
品
は
２
列
熱
交
換
器
機
種
に
は
､必
ず
取
付
け
て
く
だ
さ
い
｡

●
熱
交
換
器
下
部
の
ド
レ
ン
穴
部
に
ド
レ
ン
カ
バ
ー
⑩
を

　
図
示
方
向
に
向
け
ド
レ
ン
穴
を
覆
い
ま
す
｡

●
ド
レ
ン
カ
バ
ー
は
､下
図
の
よ
う
に
ア
ル
ミ
テ
ー
プ
⑪
で
固
定
し
､

　
計
5ヶ
所
の
ド
レ
ン
穴
に
つ
い
て
作
業
を
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
｡

※
ド
レ
ン
カ
バ
ー
の
穴
部
が
奥
側（
熱
交
換
器
下
側
）に
向
い
て

　
い
る
位
置
で
あ
る
こ
と
を
必
ず
確
認
し
て
か
ら
確
実
に
固
定

　
し
て
く
だ
さ
い
｡

４
.　
 ド
レ
ン
カ
バ
ー
の
取
付
け

ド
レ
ン
穴
部（
５
ヶ
所
）

ド
レ
ン
穴
部（
5ヶ
所
）

ド
レ
ン
カ
バ
ー
⑩

ド
レ
ン
カ
バ
ー
⑩

角
穴
が
熱
交
換
器
の
下
側
に

な
る
よ
う
に
取
付
け
て
く
だ
さ
い
｡

角
穴
が
熱
交
換
器
の
下
側
に

な
る
よ
う
に
取
付
け
て
く
だ
さ
い
｡

ア
ル
ミ
テ
ー
プ
⑪

ア
ル
ミ
テ
ー
プ
⑪

確
実
に
固
定
し
て
く
だ
さ
い
｡

（
5ヶ
所
）

確
実
に
固
定
し
て
く
だ
さ
い
｡

（
5ヶ
所
）

５
.　
 ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
ー
の
取
付
け

●
モ
ー
タ
ー
サ
ポ
ー
ト
の
角
穴
部
中
心
に
ベ
ー
ス

　
ヒ
ー
タ
ー
①
を
仮
置
き
し
て
く
だ
さ
い
｡（
下
図
参
照
）

●
ヒ
ー
タ
ー
固
定
金
具
②
と
固
定
ネ
ジ
③
で
､

　
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
ー
①
を
固
定
し
て
く
だ
さ
い
｡

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
ー
①

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
ー
①

モ
ー
タ
ー
サ
ポ
ー
ト
角
穴

モ
ー
タ
ー
サ
ポ
ー
ト
角
穴

ヒ
ー
タ
ー
取
付
穴

ヒ
ー
タ
ー
取
付
穴

ヒ
ー
タ
ー
取
付
穴

ヒ
ー
タ
ー
取
付
穴

１
４
９

１
４
９

１
４
９

１
４
９

ヒ
ー
タ
ー
固
定
金
具
②

ヒ
ー
タ
ー
固
定
金
具
②

固
定
ネ
ジ
③

固
定
ネ
ジ
③

６
.　
 外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
の
取
付
け

●
外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
⑤
の
感
知
部
に
貼
付
け
の
両
面

　
テ
ー
プ
離
け
い
紙
を
は
が
し
､図
に
示
す
モ
ー
タ
ー

　
サ
ポ
ー
ト
上
部
に
､リ
ー
ド
線
を
下
方
に
向
け
固
定

　
し
て
く
だ
さ
い
｡

●
外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
の
リ
ー
ド
線
を
､約
４
０
m
m
の
位
置
で

　
U
曲
げ
し
､上
下
２
カ
所
を
バ
ン
ド
④
で
固
定
し
て
く
だ
さ
い
｡

　
尚
､下
側
の
バ
ン
ド
④
は
外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
リ
ー
ド
線
と
一
緒

　
に
固
定
し
て
く
だ
さ
い
｡

外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
⑤

外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
⑤

外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
⑤

外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
⑤

熱
交
側
か
ら
見
た
図

M
/S
穴

中
心
基
準

バ
ン
ド
④

約
4
0
m
m

７
.　
 各
リ
ー
ド
線
の
固
定

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
ー
リ
ー
ド
線
を
､モ
ー
タ
ー
サ
ポ
ー
ト
の
写
真
の

位
置
に
バ
ン
ド
④
で
固
定
し
て
､外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
⑤
と

フ
ァ
ン
モ
ー
タ
ー
の
リ
ー
ド
線
と
一
緒
に
固
定
金
具
で
結
束
し
､

セ
パ
レ
ー
タ
ー
の
丸
穴
か
ら
機
械
室
に
引
き
込
ん
で
く
だ
さ
い
｡

モ
ー
タ
ー
サ
ポ
ー
ト
の
穴
と

リ
ー
ド
線
を
バ
ン
ド
④
で
固
定

モ
ー
タ
ー
サ
ポ
ー
ト
の
穴
と

リ
ー
ド
線
を
バ
ン
ド
④
で
固
定

金
具
で
固
定

金
具
で
固
定

金
具
で
固
定
後
､

バ
ン
ド
④
で
固
定

金
具
で
固
定
後
､

バ
ン
ド
④
で
固
定

右
配
線
図
を
参
考
に
８
～
１
０
の
作
業

（
リ
ー
ド
線
接
続
作
業
）を
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
｡

※
1
0
. ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
ー
､外
気
温
度

セ
ン
サ
ー
の
接
続

※
８
. 四
方
弁
コ
イ
ル
リ
ー
ド
線
加
工

　
　
 室
外
ユ
ニ
ッ
ト
　
Z
R
P
11
2
～
16
0
K
A
3
～
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
Z
R
P
2
2
4
/2
8
0
 

　
　
　
　
　
　
　
E
R
P
2
2
4
/2
8
0

　
　
   
　
　
　
　
　
　
P
U
S
Y
シ
リ
ー
ズ

　
　
 　
　
　
　
　
　
  K
P
14
0
/1
6
0
の
場
合

室
外
ユ
ニ
ッ
ト

Z
R
P
11
2
～
16
0
K
A
6
以
降
の
場
合

☆
電
気
配
線
図

室
外
ユ
ニ
ッ
ト

Z
R
M
P
11
2
～
16
0

H
R
M
P
シ
リ
ー
ズ
の
場
合

P
U
S
Y
シ
リ
ー
ズ
、K
P
1
4
0
/1
6
0
の
場
合

1
2
.
再
組
立

●
以
上
の
よ
う
に
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
ー
の
取
付
及
び
電
気
配
線
の
接
続
が
確
実
に
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
を

　
必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
｡取
外
し
た
各
々
の
部
品
を
分
解
時
の
逆
手
順
で
取
付
け
て
く
だ
さ
い
｡

　
※
プ
ロ
ペ
ラ
フ
ァ
ン
は
必
ず
5
.7
±
0
.3
N
･m
(5
7
±
3
kg
･c
m
)の
ト
ル
ク
で
締
付
け
て
く
だ
さ
い
｡

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
外
郭
パ
ネ
ル
類
を
確
実
に
取
付
け
る
｡不
備
が
あ
る
と
､ほ
こ
り
・
水
な
ど
に
よ
り
､

感
電
・
火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
｡

1
1
.
各
リ
ー
ド
線
の
固
定

●
各
リ
ー
ド
線
の
接
続
後
に
､フ
ァ
ス
ナ
ー
⑨
を
使
い
固
定

　
し
て
く
だ
さ
い
｡ 
尚
､ 
本
別
売
で
使
用
し
た
リ
ー
ド
線
に

　
つ
い
て
は
､全
て
の
機
種
に
対
応
出
来
る
仕
様
に
長
さ
の

　
設
定
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
､ 
場
合
に
よ
っ
て
は
余
る

　
場
合
が
あ
り
ま
す
が
､適
宜
リ
ー
ド
線
を
束
ね
電
気
品
箱
内

　
に
収
め
て
く
だ
さ
い
｡

　
各
リ
ー
ド
線
の
端
子
お
よ
び
コ
ネ
ク
タ
ー
部
は
､

　
必
ず
電
気
品
箱
内
へ
収
め
て
く
だ
さ
い
｡

外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
コ
ネ
ク
タ
ー（
赤
色
）

配
線
を
電
気
品
箱
左
側
で
ま
と
め
フ
ァ
ス
ナ
ー
⑨
で
固
定

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
ー
の
コ
ネ
ク
タ
ー（
白
色
）

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
ー
の
コ
ネ
ク
タ
ー（
白
色
）

外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
コ
ネ
ク
タ
ー（
赤
色
）

配
線
を
電
気
品
箱
左
側
で
ま
と
め
フ
ァ
ス
ナ
ー
⑨
で
固
定

1
0
.
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
ー
, 外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
の
接
続

●
各
部
品
の
リ
ー
ド
線
端
子
部
の
色
と

　
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
ー
制
御
部
本
体
⑥
か
ら
出
る

　
同
じ
色
の
リ
ー
ド
線
端
子
を
電
気
品
箱
内

　
で
接
続
し
て
く
だ
さ
い
｡

外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
⑤

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
ー
①

1
2
3

1
2
3

1
2
3

1
2
3

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
ー

制
御
部
本
体
側

赤
コ
ネ
クタ
ー

白
コ
ネ
クタ
ー

９
.
電
源
線
の
接
続

●
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
ー
制
御
部
本
体
⑥
リ
ー
ド
線
か
ら
の

　
電
源
線（
黒
色
､白
色
）を
そ
れ
ぞ
れ
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
電
源

　
端
子
台
R
,S
相
に
既
設
の
端
子
と
共
締
め
し
て
く
だ
い
｡

※
端
子
の
向
き
は
､必
ず
図
の
よ
う
に
取
付
け
て
く
だ
さ
い
｡

端
子
の
取
付
け
は
､緩
み
の
な
い
よ
う
に
確
実
に
締
付
け
て
く
だ
さ
い
｡ま
た
､外
力
が
伝
わ
ら
な
い

よ
う
に
確
実
に
固
定
し
て
く
だ
さ
い
｡接
続
や
固
定
に
不
備
が
あ
る
と
､火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
｡

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
ー

制
御
部
本
体
側

電
源
端
子
台

ネ
ジ

端
子

リ
ー
ド
線

黒
白

図
1

〈
正
し
い
取
付
け
方
〉

〈
誤
っ
た
取
付
け
方
〉

R
S

S
1
S
2
S
3

T

８
.　
四
方
弁
コ
イ
ル
リ
ー
ド
線
加
工

●
次
の
手
順
で
作
業
を
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
｡

i 
）
電
気
品
箱
内
に
あ
る
制
御
基
板
内
の
､四
方
弁
コ
イ
ル（
2
1
S
4
の
コ
ネ
ク
タ
ー
）リ
ー
ド
線
を
取
外
し
て
く
だ
さ
い
｡

　
  
（
加
工
前
参
照
）

ii 
）
四
方
弁
コ
イ
ル
リ
ー
ド
線
の
コ
ネ
ク
タ
ー（
緑
）を
切
断
し
､リ
ー
ド
線
の
先
端
は
圧
着
ス
リ
ー
ブ
⑧
で
カ
シ
メ
固
定
す
る
為
､

 
 
1
5
m
m
の
皮
む
き
を
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
｡

iii
 ）
皮
む
き
を
し
た
四
方
弁
コ
イ
ル
リ
ー
ド
線
､ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
ー
制
御
部
本
体
⑥
か
ら
の
皮
む
き
さ
れ
た
赤
い
リ
ー
ド
線
､

四
方
弁
中
継
線
⑦
を
そ
れ
ぞ
れ
圧
着
ス
リ
ー
ブ
⑧
で
カ
シ
メ
て
固
定
し
､電
気
品
箱
内
に
収
め
ま
す
｡

(上
右
図
､加
工
後
参
照
）
   
   
   
 

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
ー

制
御
部
本
体
側

（
赤
リ
ー
ド
線
）

四
方
弁
コ
イ
ル
側

圧
着

ス
リ
ー
ブ
⑧

四
方
弁

中
継
線
⑦

1
321
S4

（
緑
色
）

制
御
基
板

四
方
弁

コ
イ
ル

四
方
弁

コ
イ
ル

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
ー

制
御
部
本
体

四
方
弁

中
継
線
②

圧
着
ス
リ
ー
ブ
⑧

切
断

廃
却

四
方
弁

コ
イ
ル

四
方
弁

コ
イ
ル

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
ー

制
御
部
本
体

四
方
弁

中
継
線
②

（
加
工
後
）

（
加
工
前
）

（
加
工
後
）

（
加
工
前
）

圧
着
ス
リ
ー
ブ
⑧

切
断

廃
却

2
1
S
4（
緑
）

2
1
S
4（
緑
）

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
　
Z
R
P
11
2
～
16
0
K
A
3
～
5
､Z
R
P
2
2
4
/2
8
0
､E
R
P
2
2
4
/2
8
0

※
９
. 電
源
線
の
接
続

●
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
本
体
の
元
電
源
が
､O
F
F
で
あ
る
こ
と
を
必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
｡

●
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
ー
取
付
の
為
､多
く
の
ネ
ジ
を
取
外
し
ま
す
｡紛
失
し
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
｡

●
ホ
コ
リ
､ゴ
ミ
等
の
除
去
を
充
分
に
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
｡

２
.　
 取
付
準
備
 
※
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
ー
の
組
込
み
は
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
を
据
付
け
る
前
に
行
な
っ
て
い
た
だ
く
方
が
容
易
に
で
き
ま
す
｡

❻

❺ ❹

❷

❶

❸

３
.　
 ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
ー
組
込
準
備

次
の
手
順
で
下
図
に
基
づ
き
各
々
の
部
品
を
ユ
ニ
ッ
ト
か
ら
取
外
し
､

ヒ
ー
タ
ー
の
組
込
み
準
備
を
行
な
い
ま
す
｡

❶
サ
ー
ビ
ス
パ
ネ
ル
の
取
外
し

　
前
側
３
本
の
ネ
ジ
を
は
ず
し
た
後
､パ
ネ
ル
を
下
方
に
ス
ラ
イ
ド
さ
せ
て
か
ら
取
外
す
｡

❷
ト
ッ
プ
パ
ネ
ル
の
取
外
し（
取
外
し
た
ト
ッ
プ
パ
ネ
ル
は
使
用
し
ま
せ
ん
）

　
前
側
２
本
､後
側
３
本
の
各
ネ
ジ
を
取
外
し
た
後
､上
側
に
持
ち
上
げ
て
取
外
す
｡

❸
カ
バ
ー
パ
ネ
ル
の
取
外
し

　
カ
バ
ー
パ
ネ
ル
の
ネ
ジ
を
取
外
す
｡

❹
フ
ロ
ン
ト
パ
ネ
ル
の
取
外
し

　
前
面
7
本
の
ネ
ジ
を
は
ず
し
た
後
､フ
ロ
ン
ト
パ
ネ
ル
を
上
方
に

　
ス
ラ
イ
ド
さ
せ
て
か
ら
前
側
に
引
き
取
外
す
｡

❺
フ
ァ
ン
の
取
外
し

　
フ
ァ
ン
の
固
定
ネ
ジ
を
取
外
し
前
側
に
引
き
出
し
取
外
す
｡

❻
モ
ー
タ
ー
サ
ポ
ー
ト
の
取
外
し

　
フ
ァ
ン
モ
ー
タ
ー
の
コ
ネ
ク
タ
ー
を
外
し
た
後
､モ
ー
タ
ー
サ
ポ
ー
ト

　
固
定
ネ
ジ
２
本
を
取
外
し
､全
体
を
斜
め
前
方
に
持
ち
上
げ
取
外
す
｡

※
本
品
は
２
列
熱
交
換
器
機
種
に
は
､必
ず
取
付
け
て
く
だ
さ
い
｡

●
熱
交
換
器
下
部
の
ド
レ
ン
穴
部
に
ド
レ
ン
カ
バ
ー
⑩
を

　
図
示
方
向
に
向
け
ド
レ
ン
穴
を
覆
い
ま
す
｡

●
ド
レ
ン
カ
バ
ー
は
､下
図
の
よ
う
に
ア
ル
ミ
テ
ー
プ
⑪
で
固
定
し
､

　
計
5ヶ
所
の
ド
レ
ン
穴
に
つ
い
て
作
業
を
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
｡

※
ド
レ
ン
カ
バ
ー
の
穴
部
が
奥
側（
熱
交
換
器
下
側
）に
向
い
て

　
い
る
位
置
で
あ
る
こ
と
を
必
ず
確
認
し
て
か
ら
確
実
に
固
定

　
し
て
く
だ
さ
い
｡

４
.　
 ド
レ
ン
カ
バ
ー
の
取
付
け

ド
レ
ン
穴
部（
５
ヶ
所
）

ド
レ
ン
穴
部（
5ヶ
所
）

ド
レ
ン
カ
バ
ー
⑩

ド
レ
ン
カ
バ
ー
⑩

角
穴
が
熱
交
換
器
の
下
側
に

な
る
よ
う
に
取
付
け
て
く
だ
さ
い
｡

角
穴
が
熱
交
換
器
の
下
側
に

な
る
よ
う
に
取
付
け
て
く
だ
さ
い
｡

ア
ル
ミ
テ
ー
プ
⑪

ア
ル
ミ
テ
ー
プ
⑪

確
実
に
固
定
し
て
く
だ
さ
い
｡

（
5ヶ
所
）

確
実
に
固
定
し
て
く
だ
さ
い
｡

（
5ヶ
所
）

５
.　
 ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
ー
の
取
付
け

●
モ
ー
タ
ー
サ
ポ
ー
ト
の
角
穴
部
中
心
に
ベ
ー
ス

　
ヒ
ー
タ
ー
①
を
仮
置
き
し
て
く
だ
さ
い
｡（
下
図
参
照
）

●
ヒ
ー
タ
ー
固
定
金
具
②
と
固
定
ネ
ジ
③
で
､

　
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
ー
①
を
固
定
し
て
く
だ
さ
い
｡

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
ー
①

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
ー
①

モ
ー
タ
ー
サ
ポ
ー
ト
角
穴

モ
ー
タ
ー
サ
ポ
ー
ト
角
穴

ヒ
ー
タ
ー
取
付
穴

ヒ
ー
タ
ー
取
付
穴

ヒ
ー
タ
ー
取
付
穴

ヒ
ー
タ
ー
取
付
穴

１
４
９

１
４
９

１
４
９

１
４
９

ヒ
ー
タ
ー
固
定
金
具
②

ヒ
ー
タ
ー
固
定
金
具
②

固
定
ネ
ジ
③

固
定
ネ
ジ
③

６
.　
 外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
の
取
付
け

●
外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
⑤
の
感
知
部
に
貼
付
け
の
両
面

　
テ
ー
プ
離
け
い
紙
を
は
が
し
､図
に
示
す
モ
ー
タ
ー

　
サ
ポ
ー
ト
上
部
に
､リ
ー
ド
線
を
下
方
に
向
け
固
定

　
し
て
く
だ
さ
い
｡

●
外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
の
リ
ー
ド
線
を
､約
４
０
m
m
の
位
置
で

　
U
曲
げ
し
､上
下
２
カ
所
を
バ
ン
ド
④
で
固
定
し
て
く
だ
さ
い
｡

　
尚
､下
側
の
バ
ン
ド
④
は
外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
リ
ー
ド
線
と
一
緒

　
に
固
定
し
て
く
だ
さ
い
｡

外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
⑤

外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
⑤

外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
⑤

外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
⑤

熱
交
側
か
ら
見
た
図

M
/S
穴

中
心
基
準

バ
ン
ド
④

約
4
0
m
m

７
.　
 各
リ
ー
ド
線
の
固
定

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
ー
リ
ー
ド
線
を
､モ
ー
タ
ー
サ
ポ
ー
ト
の
写
真
の

位
置
に
バ
ン
ド
④
で
固
定
し
て
､外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
⑤
と

フ
ァ
ン
モ
ー
タ
ー
の
リ
ー
ド
線
と
一
緒
に
固
定
金
具
で
結
束
し
､

セ
パ
レ
ー
タ
ー
の
丸
穴
か
ら
機
械
室
に
引
き
込
ん
で
く
だ
さ
い
｡

モ
ー
タ
ー
サ
ポ
ー
ト
の
穴
と

リ
ー
ド
線
を
バ
ン
ド
④
で
固
定

モ
ー
タ
ー
サ
ポ
ー
ト
の
穴
と

リ
ー
ド
線
を
バ
ン
ド
④
で
固
定

金
具
で
固
定

金
具
で
固
定

金
具
で
固
定
後
､

バ
ン
ド
④
で
固
定

金
具
で
固
定
後
､

バ
ン
ド
④
で
固
定

右
配
線
図
を
参
考
に
８
～
１
０
の
作
業

（
リ
ー
ド
線
接
続
作
業
）を
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
｡

※
1
0
. ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
ー
､外
気
温
度

セ
ン
サ
ー
の
接
続

※
８
. 四
方
弁
コ
イ
ル
リ
ー
ド
線
加
工

　
　
 室
外
ユ
ニ
ッ
ト
　
Z
R
P
11
2
～
16
0
K
A
3
～
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
Z
R
P
2
2
4
/2
8
0
 

　
　
　
　
　
　
　
E
R
P
2
2
4
/2
8
0

　
　
   
　
　
　
　
　
　
P
U
S
Y
シ
リ
ー
ズ

　
　
 　
　
　
　
　
　
  K
P
14
0
/1
6
0
の
場
合

室
外
ユ
ニ
ッ
ト

Z
R
P
11
2
～
16
0
K
A
6
以
降
の
場
合

☆
電
気
配
線
図

室
外
ユ
ニ
ッ
ト

Z
R
M
P
11
2
～
16
0

H
R
M
P
シ
リ
ー
ズ
の
場
合

P
U
S
Y
シ
リ
ー
ズ
、K
P
1
4
0
/1
6
0
の
場
合

1
2
.
再
組
立

●
以
上
の
よ
う
に
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
ー
の
取
付
及
び
電
気
配
線
の
接
続
が
確
実
に
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
を

　
必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
｡取
外
し
た
各
々
の
部
品
を
分
解
時
の
逆
手
順
で
取
付
け
て
く
だ
さ
い
｡

　
※
プ
ロ
ペ
ラ
フ
ァ
ン
は
必
ず
5
.7
±
0
.3
N
･m
(5
7
±
3
kg
･c
m
)の
ト
ル
ク
で
締
付
け
て
く
だ
さ
い
｡

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
外
郭
パ
ネ
ル
類
を
確
実
に
取
付
け
る
｡不
備
が
あ
る
と
､ほ
こ
り
・
水
な
ど
に
よ
り
､

感
電
・
火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
｡

1
1
.
各
リ
ー
ド
線
の
固
定

●
各
リ
ー
ド
線
の
接
続
後
に
､フ
ァ
ス
ナ
ー
⑨
を
使
い
固
定

　
し
て
く
だ
さ
い
｡ 
尚
､ 
本
別
売
で
使
用
し
た
リ
ー
ド
線
に

　
つ
い
て
は
､全
て
の
機
種
に
対
応
出
来
る
仕
様
に
長
さ
の

　
設
定
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
､ 
場
合
に
よ
っ
て
は
余
る

　
場
合
が
あ
り
ま
す
が
､適
宜
リ
ー
ド
線
を
束
ね
電
気
品
箱
内

　
に
収
め
て
く
だ
さ
い
｡

　
各
リ
ー
ド
線
の
端
子
お
よ
び
コ
ネ
ク
タ
ー
部
は
､

　
必
ず
電
気
品
箱
内
へ
収
め
て
く
だ
さ
い
｡

外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
コ
ネ
ク
タ
ー（
赤
色
）

配
線
を
電
気
品
箱
左
側
で
ま
と
め
フ
ァ
ス
ナ
ー
⑨
で
固
定

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
ー
の
コ
ネ
ク
タ
ー（
白
色
）

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
ー
の
コ
ネ
ク
タ
ー（
白
色
）

外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
コ
ネ
ク
タ
ー（
赤
色
）

配
線
を
電
気
品
箱
左
側
で
ま
と
め
フ
ァ
ス
ナ
ー
⑨
で
固
定

1
0
.
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
ー
, 外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
の
接
続

●
各
部
品
の
リ
ー
ド
線
端
子
部
の
色
と

　
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
ー
制
御
部
本
体
⑥
か
ら
出
る

　
同
じ
色
の
リ
ー
ド
線
端
子
を
電
気
品
箱
内

　
で
接
続
し
て
く
だ
さ
い
｡

外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
⑤

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
ー
①

1
2
3

1
2
3

1
2
3

1
2
3

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
ー

制
御
部
本
体
側

赤
コ
ネ
クタ
ー

白
コ
ネ
クタ
ー

９
.
電
源
線
の
接
続

●
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
ー
制
御
部
本
体
⑥
リ
ー
ド
線
か
ら
の

　
電
源
線（
黒
色
､白
色
）を
そ
れ
ぞ
れ
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
電
源

　
端
子
台
R
,S
相
に
既
設
の
端
子
と
共
締
め
し
て
く
だ
い
｡

※
端
子
の
向
き
は
､必
ず
図
の
よ
う
に
取
付
け
て
く
だ
さ
い
｡

端
子
の
取
付
け
は
､緩
み
の
な
い
よ
う
に
確
実
に
締
付
け
て
く
だ
さ
い
｡ま
た
､外
力
が
伝
わ
ら
な
い

よ
う
に
確
実
に
固
定
し
て
く
だ
さ
い
｡接
続
や
固
定
に
不
備
が
あ
る
と
､火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
｡

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
ー

制
御
部
本
体
側

電
源
端
子
台

ネ
ジ

端
子

リ
ー
ド
線

黒
白

図
1

〈
正
し
い
取
付
け
方
〉

〈
誤
っ
た
取
付
け
方
〉

R
S

S
1
S
2
S
3

T

８
.　
四
方
弁
コ
イ
ル
リ
ー
ド
線
加
工

●
次
の
手
順
で
作
業
を
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
｡

i 
）
電
気
品
箱
内
に
あ
る
制
御
基
板
内
の
､四
方
弁
コ
イ
ル（
2
1
S
4
の
コ
ネ
ク
タ
ー
）リ
ー
ド
線
を
取
外
し
て
く
だ
さ
い
｡

　
  
（
加
工
前
参
照
）

ii 
）
四
方
弁
コ
イ
ル
リ
ー
ド
線
の
コ
ネ
ク
タ
ー（
緑
）を
切
断
し
､リ
ー
ド
線
の
先
端
は
圧
着
ス
リ
ー
ブ
⑧
で
カ
シ
メ
固
定
す
る
為
､

 
 
1
5
m
m
の
皮
む
き
を
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
｡

iii
 ）
皮
む
き
を
し
た
四
方
弁
コ
イ
ル
リ
ー
ド
線
､ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
ー
制
御
部
本
体
⑥
か
ら
の
皮
む
き
さ
れ
た
赤
い
リ
ー
ド
線
､

四
方
弁
中
継
線
⑦
を
そ
れ
ぞ
れ
圧
着
ス
リ
ー
ブ
⑧
で
カ
シ
メ
て
固
定
し
､電
気
品
箱
内
に
収
め
ま
す
｡

(上
右
図
､加
工
後
参
照
）
   
   
   
 

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
ー

制
御
部
本
体
側

（
赤
リ
ー
ド
線
）

四
方
弁
コ
イ
ル
側

圧
着

ス
リ
ー
ブ
⑧

四
方
弁

中
継
線
⑦

1
321
S4

（
緑
色
）

制
御
基
板

四
方
弁

コ
イ
ル

四
方
弁

コ
イ
ル

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
ー

制
御
部
本
体

四
方
弁

中
継
線
②

圧
着
ス
リ
ー
ブ
⑧

切
断
廃
却

四
方
弁

コ
イ
ル

四
方
弁

コ
イ
ル

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
ー

制
御
部
本
体

四
方
弁

中
継
線
②

（
加
工
後
）

（
加
工
前
）

（
加
工
後
）

（
加
工
前
）

圧
着
ス
リ
ー
ブ
⑧

切
断
廃
却

2
1
S
4（
緑
）

2
1
S
4（
緑
）

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
　
Z
R
P
11
2
～
16
0
K
A
3
～
5
､Z
R
P
2
2
4
/2
8
0
､E
R
P
2
2
4
/2
8
0

※
９
. 電
源
線
の
接
続
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室
外
ユ
ニ
ッ
ト

11-66

使用目的 / 用途
●“凍結防止ヒーター”は、厳冬期での室外ユニット熱交換器内部下部に発生す

る根氷の抑制対策、およびドレン抜穴の氷結による詰まり防止を目的とした部
品です。

● 寒冷地や降雪の多い地域で活用してください。
● 降雪地域でご使用の際は、防雪ダクトと併設してください。

ベースヒータベースヒータ

● PUZ-ERMP112・140LA5

形　　名 PAC-SJ75BH
制御部
カバー

外形寸法 302 × 152 × 90mm

凍結
防止
ヒータ

電　　源 単相　200V　50/60Hz 外　　装 ホワイト
容　　量 150W 材　　質 耐熱性 ABS
保護ヒューズ 3A    250V 質　　量 4.1㎏（トップパネル・制御部カバーも含む）

仕　様

対象ユニット

電気配線図

記号
X71
X72.X73
CN1-1.CN1-2

記号
CN2-1,CN2-2
F71,F2
SK1～SK3

記号
TRS
NR71
SV2

名  称
リレー（温度調節）
リレー（基板保護）
コネクタ（ヒーター）

名  称
コネクタ（サーマルリードスイッチ）
ヒューズ（3A,250V）
サージキラー

名  称
サーマルリードスイッチ
サージアブソーバ
コネクタ（リレー）

取付図（単位：mm）

152 31

92

3055 20

注　意
・ドレン穴からの排水を確保するため、ドレンソケットおよび集中排水ドレン

パンとの併用はできません。
・本品を取り付ける際には、付属のトップパネルも交換してください。

凍結防止ヒーター
● PAC-SJ75BH

★11_室外2017.indb   66 2017/08/03   13:47:35



室
外
ユ
ニ
ッ
ト

取付説明書

11-67

室
外
ユ
ニ
ット
用
　
イ
ン
バ
ー
タ
Lシ
リ
ー
ズ

P
A
C
-S
J
7
5
B
H（
2
0
0
V
,1
5
0
W
）

別
売
形
名

適
用
機
種

１
.
部
品
の
確
認
 
こ
の
箱
の
中
に
は
､こ
の
説
明
書
の
他
に
下
記
部
品
が
入
っ
て
い
ま
す
の
で
､取
付
け
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

３
.
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
組
込
準
備

次
の
手
順
で
右
図
に
基
づ
き
各
々
の
部
品
を
ユ
ニ
ッ
ト
か
ら
取
外
し
､

ヒ
ー
タ
の
組
込
み
準
備
を
行
い
ま
す
。

❶
サ
ー
ビ
ス
パ
ネ
ル
の
取
外
し

前
側
３
本
の
ネ
ジ
を
取
外
し
た
後
､パ
ネ
ル
を
下
方
に
ス
ラ
イ
ド
さ
せ
て

か
ら
取
外
す
。

❷
ト
ッ
プ
パ
ネ
ル
の
取
外
し（
取
外
し
た
ト
ッ
プ
パ
ネ
ル
は
使
用
し
ま
せ
ん
）

　
前
側
２
本
､後
側
３
本
の
各
ネ
ジ
を
取
外
し
た
後
､上
側
に
持
ち
上
げ
て

　
取
外
す
。

❸
カ
バ
ー
パ
ネ
ル
の
取
外
し

カ
バ
ー
パ
ネ
ル
の
ネ
ジ
を
取
外
す
。

❹
フ
ロ
ン
ト
パ
ネ
ル
の
取
外
し

前
面
8
本
の
ネ
ジ
を
取
外
し
た
後
､フ
ロ
ン
ト
パ
ネ
ル
を
上
方
に

ス
ラ
イ
ド
さ
せ
て
か
ら
前
側
に
引
き
取
外
す
。

❺
フ
ァ
ン
の
取
外
し

フ
ァ
ン
の
固
定
ネ
ジ
を
取
外
し
前
側
に
引
き
出
し
取
外
す
。

❻
モ
ー
タ
サ
ポ
ー
ト
の
取
外
し

フ
ァ
ン
モ
ー
タ
の
コ
ネ
ク
タ
を
取
外
し
た
後
､モ
ー
タ
サ
ポ
ー
ト

固
定
ネ
ジ
２
本
を
取
外
し
､全
体
を
斜
め
前
方
に

持
ち
上
げ
取
外
す
。

●
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
本
体
の
元
電
源
が
､O
FF
で
あ
る
こ
と
を
必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
取
付
の
た
め
､多
く
の
ネ
ジ
を
取
外
し
ま
す
。紛
失
し
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

●
ホ
コ
リ
､ゴ
ミ
等
の
除
去
を
十
分
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

２
.
取
付
準
備
 
※
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
の
組
込
み
は
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
を
据
付
け
る
前
に
行
っ
て
い
た
だ
く
方
が
容
易
に
で
き
ま
す
。

4
.
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
の
取
付
け

●
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
①
を
仮
置
き
し
て
く
だ
さ
い
。

（
下
図
参
照
）

●
ヒ
ー
タ
固
定
金
具
②
、⑦
と
固
定
ネ
ジ
③
で
､

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
①
を
固
定
し
て
く
だ
さ
い
。

5
.
外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
の
取
付
け

●
外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
⑤
の
感
知
部
に
貼
付
け
て
い
る

両
面
テ
ー
プ
離
け
い
紙
を
は
が
し
、図
に
示
す
モ
ー
タ

サ
ポ
ー
ト
上
部
に
リ
ー
ド
線
を
上
方
向
に
向
け
固
定
し

て
く
だ
さ
い
。

※
外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
⑤
の
リ
ー
ド
線
を
約
4
0
㎜
の

位
置
で
Ｕ
曲
げ
し
、上
下
2ヶ
所
を
バ
ン
ド
④
で
固
定

し
て
く
だ
さ
い
。

（
下
側
は
外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
⑤
の
リ
ー
ド
線
と
一
緒

に
固
定
し
て
く
だ
さ
い
）

6
．　
各
リ
ー
ド
線
の
固
定

●
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
リ
ー
ド
線
を
､モ
ー
タ
サ
ポ
ー
ト
の

写
真
の
位
置
に
バ
ン
ド
④
で
固
定
し
て
､外
気
温
度

セ
ン
サ
ー
⑤
と
フ
ァ
ン
モ
ー
タ
の
リ
ー
ド
線
と
一
緒

に
固
定
金
具
で
結
束
し
､電
気
品
B
O
X
か
ら
機
械

室
に
引
き
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

右
配
線
図
を
参
考
に
7
～
8
の
作
業（
リ
ー
ド
線
接
続
作
業
）

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

☆
電
気
配
線
図

端
子
の
取
付
け
は
､緩
み
の
な
い
よ
う
に
確
実
に
締
付
け
て
く
だ
さ
い
。ま
た
､外
力
が
伝
わ
ら
な
い

よ
う
に
確
実
に
固
定
し
て
く
だ
さ
い
。接
続
や
固
定
に
不
備
が
あ
る
と
､火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

8．
　
  ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
, 外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
の
接
続

●
各
部
品
の
リ
ー
ド
線
端
子
部
の
色
と

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
制
御
部
本
体
⑥
か
ら

出
る
同
じ
色
の
リ
ー
ド
線
端
子
を
電
気

品
箱
内
で
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

R
G
7
9
Y
8
7
7
H
0
1

●
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
制
御
部
本
体
⑥
リ
ー
ド
線
か
ら
の

電
源
線（
黒
色
､白
色
）を
そ
れ
ぞ
れ
室
外
ユ
ニ
ッ
ト

電
源
端
子
台
R
,S
相
に
既
設
の
端
子
と
共
締
め
し
て

く
だ
さ
い
。

※
端
子
の
向
き
は
､必
ず
図
の
よ
う
に
取
付
け
て

く
だ
さ
い
。

7
．　
電
源
線
の
接
続

①
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ

品
番

品
名 形 状 品
番

品
名 形 状

ト
ッ
プ
パ
ネ
ル

カ
バ
ー

③
固
定
ネ
ジ

　（
4×
1
0
）

②
ヒ
ー
タ
固
定
金
具

④
バ
ン
ド

⑧
フ
ァ
ス
ナ
ー

⑥
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
制
御
部
本
体

⑤
外
気
温
度
セ
ン
サ
ー

⑦
ヒ
ー
タ
固
定
金
具

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ

制
御
部
本
体
側

電
源
端
子
台

ネ
ジ

端
子

リ
ー
ド
線

〈
誤
っ
た
取
付
け
方
〉

〈
正
し
い
取
付
け
方
〉

外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
⑤

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
①

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ

制
御
部
本
体
側

赤
コ
ネ
ク
タ

白
コ
ネ
ク
タ

9
.
各
リ
ー
ド
線
の
固
定

1
0
.
再
組
立

●
各
リ
ー
ド
線
の
接
続
後
に
､フ
ァ
ス
ナ
ー
⑧
を
使
い
固
定

し
て
く
だ
さ
い
。な
お
､本
別
売
で
使
用
し
た
リ
ー
ド
線
に

つ
い
て
は
､全
て
の
機
種
に
対
応
出
来
る
長
さ
の
設
定
に

な
っ
て
い
ま
す
の
で
､場
合
に
よ
っ
て
は
余
る
場
合
が

あ
り
ま
す
が
､適
宜
リ
ー
ド
線
を
束
ね
電
気
品
箱
内
に

収
め
て
く
だ
さ
い
。

各
リ
ー
ド
線
の
端
子
お
よ
び
コ
ネ
ク
タ
部
は
､ 

必
ず
電
気
品
箱
内
へ
収
め
て
く
だ
さ
い
。

●
以
上
の
よ
う
に
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
の
取
付
お
よ
び
電
気
配
線
の
接
続
が
確
実
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を

必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。取
外
し
た
各
々
の
部
品
を
分
解
時
の
逆
手
順
で
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

※
プ
ロ
ペ
ラ
フ
ァ
ン
は
緩
み
防
止
の
た
め
必
ず
ネ
ジ
部
に
ネ
ジ
ロ
ッ
ク
を
塗
布
し
、5
.7
±
0
.3
N
･m
(5
7±
3
kg
･c
m
)

の
ト
ル
ク
で
締
付
け
て
く
だ
さ
い
。

推
奨
品：
ス
リ
ー
ボ
ン
ド
製
、ネ
ジ
ロ
ッ
ク
1
4
0
1
B

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
外
郭
パ
ネ
ル
類
を
確
実
に
取
付
け
る
。不
備
が
あ
る
と
､ほ
こ
り・
水
な
ど
に
よ
り
､

感
電・
火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

１
se
t

１
se
t

１
se
t

3
個

1
個

3
本

5
本

2
本

配
線
を
電
気
品
箱
左
側
で
ま
と
め
フ
ァ
ス
ナ
ー
⑧
で
固
定

配
線
を
電
気
品
箱
左
側
で
ま
と
め
フ
ァ
ス
ナ
ー
⑧
で
固
定

ヒ
ー
タ
固
定
金
具
②

ヒ
ー
タ
固
定
金
具
⑦

ヒ
ー
タ
固
定
金
具
②

ヒ
ー
タ
固
定
金
具
②

固
定
ネ
ジ
③

固
定
ネ
ジ
③

固
定
ネ
ジ
③（
２
ヶ
所
）

固
定
ネ
ジ
③（
２
ヶ
所
）

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
①

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
①

モ
ー
タ
サ
ポ
ー
ト
角
穴

モ
ー
タ
サ
ポ
ー
ト
角
穴

ヒ
ー
タ
取
付
穴

ヒ
ー
タ
取
付
穴

ヒ
ー
タ
取
付
穴

ヒ
ー
タ
取
付
穴

1
0
7
㎜

1０
７
㎜

金
具
で
固
定

金
具
で
固
定

外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
⑤

外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
⑤

金
具
で
固
定
後
､

バ
ン
ド
④
で
固
定

金
具
で
固
定
後
､

バ
ン
ド
④
で
固
定

※
据
付
け
前
に
本
説
明
書
を
よ
く
お
読
み
く
だ
さ
い
｡

三
菱
電
機
パ
ッ
ケ
ー
ジ
エ
ア
コ
ン
別
売
部
品

室
外
機
用
凍
結
防
止
ヒ
ー
タ
 据
付
工
事
説
明
書

※
8
. ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
､外
気
温
度

セ
ン
サ
ー
の
接
続

外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
⑤

外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
⑤

約
4
0
㎜

約
4
0
㎜

バ
ン
ド
④

バ
ン
ド
④

安
全
の
た
め
に
必
ず
守
る
こ
と

●
据
付
完
了
後
､試
運
転
を
行
い
異
常
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
､こ
の
据
付
工
事
説
明
書
は
取
扱
説
明
書
と
と
も
に
､

お
客
様
で
保
管
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
､お
使
い
に
な
る
方
が
代
わ
る
場
合
は
､新
し
く
お
使
い
に
な
る
方
に
お
渡
し
い
た
だ
く
よ
う
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

●
据
付
け
は
､こ
の
｢安
全
の
た
め
に
必
ず
守
る
こ
と
｣を
よ
く
お
読
み
の
う
え
､確
実
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
こ
こ
に
示
し
た
注
意
事
項
は
安
全
に
関
す
る
重
大
な
内
容
を
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
､必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
生
じ
る
危
険
と
そ
の
程
度
を
､次
の
表
示
で
区
分
し
て
説
明
し
て
い
ま
す
。

誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
、

死
亡
や
重
傷
な
ど
に
結
び
つ
く

可
能
性
が
あ
る
も
の
。

誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
、

軽
傷
ま
た
は
家
屋・
家
財
な
ど

の
損
害
に
結
び
つ
く
も
の
。

●
お
客
様
自
身
で
据
付
工
事
さ
れ
不
備
が
あ
る
と
、水
漏
れ
や
感
電
・

火
災
等
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

据
付
け
は
､販
売
店
ま
た
は
専
門
業
者
に
依
頼
す
る
。

●
据
付
け
に
不
備
が
あ
る
と
、水
漏
れ
や
感
電・
火
災
等
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

据
付
工
事
は
、こ
の
据
付
工
事
説
明
書
に
従
っ
て
確
実
に
行
う
。

●
万
一
ガ
ス
が
ユ
ニ
ッ
ト
の
周
囲
に
た
ま
る
と
、発
火
・
爆
発
の
原
因
に

　
な
り
ま
す
。

可
熱
性
ガ
ス
の
発
生
・
流
入
・
滞
留
・
漏
れ
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
所
へ
は

据
付
け
な
い
。

●
ア
ー
ス
線
は
、ガ
ス
管・
水
道
管・
避
雷
針・
電
話
の
ア
ー
ス
線
に
接
続
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。 ア
ー
ス
が
不
完
全
な
場
合
は
、感
電
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

ア
ー
ス
工
事
を
行
う
。

●
サ
ー
ビ
ス
パ
ネ
ル
の
取
付
け
に
不
備
が
あ
る
と
、ほ
こ
り
、水
等
に
よ
り
､

感
電
・
火
災
等
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
サ
ー
ビ
ス
パ
ネ
ル
を
確
実
に
取
付
け
る
。

●
当
社
指
定
部
品
を
使
用
し
な
い
と
、水
漏
れ
・
感
電
・
火
災
・
ユ
ニ
ッ
ト

　
落
下
に
よ
る
ケ
ガ
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

据
付
工
事
部
品
は
、必
ず
当
社
付
属
部
品
お
よ
び
指
定
の
部
品
を
使
用
す
る
。

●
電
源
回
路
容
量
不
足
や
施
工
不
備
が
あ
る
と
感
電
・
火
災
等
の
原
因
に

な
り
ま
す
。

電
気
工
事
は
電
気
工
事
士
の
資
格
が
あ
る
方
が
、「
電
気
設
備
に
関
す
る

技
術
基
準
」､
「
内
線
規
程
」お
よ
び
こ
の
据
付
工
事
説
明
書
に
従
っ
て
施

工
し
､必
ず
専
用
回
路
と
し
か
つ
定
格
の
電
圧
･ブ
レ
ー
カ
ー
を
使
用
す
る
｡

●
接
続
や
固
定
が
不
完
全
の
場
合
や
､途
中
接
続
の
場
合
は
､発
熱
･

火
災
等
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

配
線
は
、所
定
の
ケ
ー
ブ
ル
を
使
用
し
て
確
実
に
接
続
し
、端
子
接
続

部
に
ケ
ー
ブ
ル
の
外
力
が
伝
わ
ら
な
い
よ
う
に
固
定
す
る
。

ま
た
､途
中
接
続
は
絶
対
に
行
わ
な
い
｡

●
漏
電
遮
断
器
が
取
付
け
ら
れ
て
い
な
い
と
感
電
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

電
源
に
は
必
ず
漏
電
遮
断
器
を
取
付
け
る
。

据
付
け
の
前
に

●
本
製
品
は
､厳
冬
期
で
の
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
熱
交
換
器
下
部
に
発
生
す
る
根
氷
の
抑
制
対
策
お
よ
び

ド
レ
ン
抜
穴
の
氷
結
に
よ
る
詰
り
防
止
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
｡

●
降
雪
の
多
い
地
域
で
ご
使
用
の
際
は
､防
雪
ダ
ク
ト
を
併
設
し
て
く
だ
さ
い
｡

●
ド
レ
ン
穴
か
ら
の
排
水
を
確
保
す
る
た
め
､ド
レ
ン
ソ
ケ
ッ
ト
お
よ
び
集
中
排
水
ド
レ
ン
パ
ン
と
の

　
併
用
は
で
き
ま
せ
ん
｡

※
7
. 電
源
線
の
接
続

凍結防止ヒーター : PAC-SJ75BH
RG
79
Y8
77
H
01

三
菱
電
機
パ
ッ
ケ
ー
ジ
エ
ア
コ
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別
売
部
品

室
外
機
用
凍
結
防
止
ヒ
ー
タ
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付
工
事
説
明
書

※
据
付
け
前
に
本
説
明
書
を
よ
く
お
読
み
く
だ
さ
い
｡

室
外
ユ
ニ
ット
用
　
イ
ン
バ
ー
タ
Lシ
リ
ー
ズ

PA
C
-S
J7
5B
H（
20
0V
,1
50
W
）

種
機

用
適

名
形

売
別

安
全
の
た
め
に
必
ず
守
る
こ
と

●
据
付
完
了
後
､試
運
転
を
行
い
異
常
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
､こ
の
据
付
工
事
説
明
書
は
取
扱
説
明
書
と
と
も
に
､

　
お
客
様
で
保
管
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
､お
使
い
に
な
る
方
が
代
わ
る
場
合
は
､新
し
く
お
使
い
に
な
る
方
に
お
渡
し
い
た
だ
く
よ
う
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

●
据
付
け
は
､こ
の
｢安
全
の
た
め
に
必
ず
守
る
こ
と
｣を
よ
く
お
読
み
の
う
え
､確
実
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
こ
こ
に
示
し
た
注
意
事
項
は
安
全
に
関
す
る
重
大
な
内
容
を
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
､必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
生
じ
る
危
険
と
そ
の
程
度
を
､次
の
表
示
で
区
分
し
て
説
明
し
て
い
ま
す
。

誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
、

死
亡
や
重
傷
な
ど
に
結
び
つ
く

可
能
性
が
あ
る
も
の
。

誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
、

軽
傷
ま
た
は
家
屋・
家
財
な
ど

の
損
害
に
結
び
つ
く
も
の
。

●
お
客
様
自
身
で
据
付
工
事
さ
れ
不
備
が
あ
る
と
、水
漏
れ
や
感
電・

　
火
災
等
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

据
付
け
は
､販
売
店
ま
た
は
専
門
業
者
に
依
頼
す
る
。

●
据
付
け
に
不
備
が
あ
る
と
、水
漏
れ
や
感
電・
火
災
等
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

据
付
工
事
は
、こ
の
据
付
工
事
説
明
書
に
従
っ
て
確
実
に
行
う
。

●
万
一
ガ
ス
が
ユ
ニ
ット
の
周
囲
に
た
ま
る
と
、発
火・
爆
発
の
原
因
に

　
な
り
ま
す
。

可
熱
性
ガ
ス
の
発
生・
流
入・
滞
留・
漏
れ
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
所
へ
は

据
付
け
な
い
。

●
ア
ー
ス
線
は
、ガ
ス
管・
水
道
管・
避
雷
針・
電
話
の
ア
ー
ス
線
に
接
続
し
な
い

　
で
く
だ
さ
い
。ア
ー
ス
が
不
完
全
な
場
合
は
、感
電
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

ア
ー
ス
工
事
を
行
う
。

●
サ
ー
ビ
ス
パ
ネ
ル
の
取
付
け
に
不
備
が
あ
る
と
、ほ
こ
り
、水
等
に
よ
り
､

　
感
電・
火
災
等
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

室
外
ユ
ニ
ット
の
サ
ー
ビ
ス
パ
ネ
ル
を
確
実
に
取
付
け
る
。

●
当
社
指
定
部
品
を
使
用
し
な
い
と
、水
漏
れ・
感
電・
火
災・
ユ
ニ
ット

　
落
下
に
よ
る
ケ
ガ
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

据
付
工
事
部
品
は
、必
ず
当
社
付
属
部
品
お
よ
び
指
定
の
部
品
を
使
用
す
る
。

●
電
源
回
路
容
量
不
足
や
施
工
不
備
が
あ
る
と
感
電・
火
災
等
の
原
因
に

　
な
り
ま
す
。

電
気
工
事
は
電
気
工
事
士
の
資
格
が
あ
る
方
が
、「
電
気
設
備
に
関
す
る

技
術
基
準
」､「
内
線
規
程
」お
よ
び
こ
の
据
付
工
事
説
明
書
に
従
っ
て
施

工
し
､必
ず
専
用
回
路
と
し
か
つ
定
格
の
電
圧
･ブ
レ
ー
カ
ー
を
使
用
す
る
｡

●
接
続
や
固
定
が
不
完
全
の
場
合
や
､途
中
接
続
の
場
合
は
､発
熱
･

　
火
災
等
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

配
線
は
、所
定
の
ケ
ー
ブ
ル
を
使
用
し
て
確
実
に
接
続
し
、端
子
接
続

部
に
ケ
ー
ブ
ル
の
外
力
が
伝
わ
ら
な
い
よ
う
に
固
定
す
る
。

ま
た
､途
中
接
続
は
絶
対
に
行
わ
な
い
｡

●
漏
電
遮
断
器
が
取
付
け
ら
れ
て
い
な
い
と
感
電
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

電
源
に
は
必
ず
漏
電
遮
断
器
を
取
付
け
る
。

据
付
け
の
前
に

●
本
製
品
は
､厳
冬
期
で
の
室
外
ユ
ニ
ット
熱
交
換
器
下
部
に
発
生
す
る
根
氷
の
抑
制
対
策
お
よ
び

　
ド
レ
ン
抜
穴
の
氷
結
に
よ
る
詰
り
防
止
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
｡

●
降
雪
の
多
い
地
域
で
ご
使
用
の
際
は
､防
雪
ダ
クト
を
併
設
し
て
く
だ
さ
い
｡

●
ド
レ
ン
穴
か
ら
の
排
水
を
確
保
す
る
た
め
､ド
レ
ン
ソ
ケ
ット
お
よ
び
集
中
排
水
ド
レ
ン
パ
ン
と
の

　
併
用
は
で
き
ま
せ
ん
｡

1
2

（本マニュアル用に変更・修正しています）
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タ
Lシ
リ
ー
ズ

P
A
C
-S
J7
5
B
H（
2
0
0
V
,1
5
0
W
）

別
売
形
名

適
用
機
種

１
.
部
品
の
確
認
 
こ
の
箱
の
中
に
は
､こ
の
説
明
書
の
他
に
下
記
部
品
が
入
っ
て
い
ま
す
の
で
､取
付
け
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

３
.
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
組
込
準
備

次
の
手
順
で
右
図
に
基
づ
き
各
々
の
部
品
を
ユ
ニ
ット
か
ら
取
外
し
､

ヒ
ー
タ
の
組
込
み
準
備
を
行
い
ま
す
。

❶
サ
ー
ビ
ス
パ
ネ
ル
の
取
外
し

前
側
３
本
の
ネ
ジ
を
取
外
し
た
後
､パ
ネ
ル
を
下
方
に
ス
ラ
イド
さ
せ
て

か
ら
取
外
す
。

❷
ト
ッ
プ
パ
ネ
ル
の
取
外
し（
取
外
し
たト
ッ
プ
パ
ネ
ル
は
使
用
し
ま
せ
ん
）

　
前
側
２
本
､後
側
３
本
の
各
ネ
ジ
を
取
外
し
た
後
､上
側
に
持
ち
上
げ
て

　
取
外
す
。

❸
カ
バ
ー
パ
ネ
ル
の
取
外
し

カ
バ
ー
パ
ネ
ル
の
ネ
ジ
を
取
外
す
。

❹
フ
ロ
ント
パ
ネ
ル
の
取
外
し

前
面
8本
の
ネ
ジ
を
取
外
し
た
後
､フ
ロ
ント
パ
ネ
ル
を
上
方
に

ス
ラ
イド
さ
せ
て
か
ら
前
側
に
引
き
取
外
す
。

❺
フ
ァ
ン
の
取
外
し

フ
ァ
ン
の
固
定
ネ
ジ
を
取
外
し
前
側
に
引
き
出
し
取
外
す
。

❻
モ
ー
タ
サ
ポ
ー
ト
の
取
外
し

フ
ァ
ン
モ
ー
タ
の
コ
ネ
ク
タ
を
取
外
し
た
後
､モ
ー
タ
サ
ポ
ー
ト

固
定
ネ
ジ
２
本
を
取
外
し
､全
体
を
斜
め
前
方
に

持
ち
上
げ
取
外
す
。

●
室
外
ユ
ニ
ット
本
体
の
元
電
源
が
､O
FF
で
あ
る
こ
と
を
必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
取
付
の
た
め
､多
く
の
ネ
ジ
を
取
外
し
ま
す
。紛
失
し
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

●
ホ
コ
リ
､ゴ
ミ
等
の
除
去
を
十
分
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

２
.
取
付
準
備
 ※
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
の
組
込
み
は
室
外
ユ
ニ
ット
を
据
付
け
る
前
に
行
っ
て
い
た
だ
く
方
が
容
易
に
で
き
ま
す
。

4.
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
の
取
付
け

●
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
①
を
仮
置
き
し
て
く
だ
さ
い
。

（
下
図
参
照
）

●
ヒ
ー
タ
固
定
金
具
②
、⑦
と
固
定
ネ
ジ
③
で
､

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
①
を
固
定
し
て
く
だ
さ
い
。

5.
外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
の
取
付
け

●
外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
⑤
の
感
知
部
に
貼
付
け
て
い
る

両
面
テ
ー
プ
離
け
い
紙
を
は
が
し
、図
に
示
す
モ
ー
タ

サ
ポ
ー
ト
上
部
に
リ
ー
ド
線
を
上
方
向
に
向
け
固
定
し

て
く
だ
さ
い
。

※
外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
⑤
の
リ
ー
ド
線
を
約
40
㎜
の

位
置
で
Ｕ
曲
げ
し
、上
下
2ヶ
所
を
バ
ンド
④
で
固
定

し
て
く
だ
さ
い
。

（
下
側
は
外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
⑤
の
リ
ー
ド
線
と
一
緒

に
固
定
し
て
く
だ
さ
い
）

6．
　
各
リ
ー
ド
線
の
固
定

●
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
リ
ー
ド
線
を
､モ
ー
タ
サ
ポ
ー
ト
の

写
真
の
位
置
に
バ
ンド
④
で
固
定
し
て
､外
気
温
度

セ
ン
サ
ー
⑤
と
フ
ァ
ン
モ
ー
タ
の
リ
ー
ド
線
と
一
緒

に
固
定
金
具
で
結
束
し
､電
気
品
BO
Xか
ら
機
械

室
に
引
き
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

右
配
線
図
を
参
考
に
7～
8の
作
業（
リ
ー
ド
線
接
続
作
業
）

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

☆
電
気
配
線
図

端
子
の
取
付
け
は
､緩
み
の
な
い
よ
う
に
確
実
に
締
付
け
て
く
だ
さ
い
。ま
た
､外
力
が
伝
わ
ら
な
い

よ
う
に
確
実
に
固
定
し
て
く
だ
さ
い
。接
続
や
固
定
に
不
備
が
あ
る
と
､火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

8．
　
  ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
, 外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
の
接
続

●
各
部
品
の
リ
ー
ド
線
端
子
部
の
色
と

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
制
御
部
本
体
⑥
か
ら

出
る
同
じ
色
の
リ
ー
ド
線
端
子
を
電
気

品
箱
内
で
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

RG
79
Y8
77
H
01

●
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
制
御
部
本
体
⑥
リ
ー
ド
線
か
ら
の

電
源
線（
黒
色
､白
色
）を
そ
れ
ぞ
れ
室
外
ユ
ニ
ット

電
源
端
子
台
R
,S
相
に
既
設
の
端
子
と
共
締
め
し
て

く
だ
さ
い
。

※
端
子
の
向
き
は
､必
ず
図
の
よ
う
に
取
付
け
て

く
だ
さ
い
。

7．
　
電
源
線
の
接
続

①
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ

品
番
品
名 形 状 品
番
品
名 形 状

ト
ッ
プ
パ
ネ
ル

カ
バ
ー

③
固
定
ネ
ジ

　（
4×
10
）

②
ヒ
ー
タ
固
定
金
具

④
バ
ンド

⑧
フ
ァ
ス
ナ
ー

⑥
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
制
御
部
本
体

⑤
外
気
温
度
セ
ン
サ
ー

⑦
ヒ
ー
タ
固
定
金
具

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ

制
御
部
本
体
側

電
源
端
子
台

ネ
ジ

端
子

リ
ー
ド
線

〈
誤
っ
た
取
付
け
方
〉

〈
正
し
い
取
付
け
方
〉

外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
⑤

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
①

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ

制
御
部
本
体
側

赤
コ
ネ
ク
タ

白
コ
ネ
ク
タ

9.
各
リ
ー
ド
線
の
固
定

10
.
再
組
立

●
各
リ
ー
ド
線
の
接
続
後
に
､フ
ァ
ス
ナ
ー
⑧
を
使
い
固
定

し
て
く
だ
さ
い
。な
お
､本
別
売
で
使
用
し
た
リ
ー
ド
線
に

つ
い
て
は
､全
て
の
機
種
に
対
応
出
来
る
長
さ
の
設
定
に

な
っ
て
い
ま
す
の
で
､場
合
に
よ
っ
て
は
余
る
場
合
が

あ
り
ま
す
が
､適
宜
リ
ー
ド
線
を
束
ね
電
気
品
箱
内
に

収
め
て
く
だ
さ
い
。

各
リ
ー
ド
線
の
端
子
お
よ
び
コ
ネ
ク
タ
部
は
､ 

必
ず
電
気
品
箱
内
へ
収
め
て
く
だ
さ
い
。

●
以
上
の
よ
う
に
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
の
取
付
お
よ
び
電
気
配
線
の
接
続
が
確
実
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を

必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。取
外
し
た
各
々
の
部
品
を
分
解
時
の
逆
手
順
で
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

※
プ
ロ
ペ
ラ
フ
ァ
ン
は
緩
み
防
止
の
た
め
必
ず
ネ
ジ
部
に
ネ
ジ
ロ
ッ
ク
を
塗
布
し
、5
.7
±
0.
3N
･m
(5
7±
3k
g･
cm
)

の
ト
ル
ク
で
締
付
け
て
く
だ
さ
い
。

推
奨
品：
ス
リ
ー
ボ
ンド
製
、ネ
ジ
ロ
ッ
ク
14
01
B

室
外
ユ
ニ
ット
の
外
郭
パ
ネ
ル
類
を
確
実
に
取
付
け
る
。不
備
が
あ
る
と
､ほ
こ
り・
水
な
ど
に
よ
り
､

感
電・
火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

１
se
t

１
se
t

１
se
t

3個

1個

3本
5本

2本

配
線
を
電
気
品
箱
左
側
で
ま
と
め
フ
ァ
ス
ナ
ー
⑧
で
固
定

配
線
を
電
気
品
箱
左
側
で
ま
と
め
フ
ァ
ス
ナ
ー
⑧
で
固
定

ヒ
ー
タ
固
定
金
具
②

ヒ
ー
タ
固
定
金
具
⑦

ヒ
ー
タ
固
定
金
具
②

ヒ
ー
タ
固
定
金
具
②

固
定
ネ
ジ
③

固
定
ネ
ジ
③

固
定
ネ
ジ
③（
２
ヶ
所
）

固
定
ネ
ジ
③（
２
ヶ
所
）

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
①

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
①

モ
ー
タ
サ
ポ
ー
ト
角
穴

モ
ー
タ
サ
ポ
ー
ト
角
穴

ヒ
ー
タ
取
付
穴

ヒ
ー
タ
取
付
穴

ヒ
ー
タ
取
付
穴

ヒ
ー
タ
取
付
穴

10
7㎜

1０
７
㎜

金
具
で
固
定

金
具
で
固
定

外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
⑤

外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
⑤

金
具
で
固
定
後
､

バ
ン
ド
④
で
固
定

金
具
で
固
定
後
､

バ
ン
ド
④
で
固
定

※
据
付
け
前
に
本
説
明
書
を
よ
く
お
読
み
く
だ
さ
い
｡

三
菱
電
機
パ
ッ
ケ
ー
ジ
エ
ア
コ
ン
別
売
部
品

室
外
機
用
凍
結
防
止
ヒ
ー
タ
 据
付
工
事
説
明
書

※
8.
 ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
､外
気
温
度

セ
ン
サ
ー
の
接
続

外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
⑤

外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
⑤

約
40
㎜

約
40
㎜

バ
ン
ド
④

バ
ン
ド
④

安
全
の
た
め
に
必
ず
守
る
こ
と

●
据
付
完
了
後
､試
運
転
を
行
い
異
常
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
､こ
の
据
付
工
事
説
明
書
は
取
扱
説
明
書
と
と
も
に
､

お
客
様
で
保
管
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
､お
使
い
に
な
る
方
が
代
わ
る
場
合
は
､新
し
く
お
使
い
に
な
る
方
に
お
渡
し
い
た
だ
く
よ
う
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

●
据
付
け
は
､こ
の
｢安
全
の
た
め
に
必
ず
守
る
こ
と
｣を
よ
く
お
読
み
の
う
え
､確
実
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
こ
こ
に
示
し
た
注
意
事
項
は
安
全
に
関
す
る
重
大
な
内
容
を
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
､必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
生
じ
る
危
険
と
そ
の
程
度
を
､次
の
表
示
で
区
分
し
て
説
明
し
て
い
ま
す
。

誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
、

死
亡
や
重
傷
な
ど
に
結
び
つ
く

可
能
性
が
あ
る
も
の
。

誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
、

軽
傷
ま
た
は
家
屋・
家
財
な
ど

の
損
害
に
結
び
つ
く
も
の
。

●
お
客
様
自
身
で
据
付
工
事
さ
れ
不
備
が
あ
る
と
、水
漏
れ
や
感
電・

火
災
等
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

据
付
け
は
､販
売
店
ま
た
は
専
門
業
者
に
依
頼
す
る
。

●
据
付
け
に
不
備
が
あ
る
と
、水
漏
れ
や
感
電・
火
災
等
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

据
付
工
事
は
、こ
の
据
付
工
事
説
明
書
に
従
っ
て
確
実
に
行
う
。

●
万
一
ガ
ス
が
ユ
ニ
ット
の
周
囲
に
た
ま
る
と
、発
火・
爆
発
の
原
因
に

　
な
り
ま
す
。

可
熱
性
ガ
ス
の
発
生・
流
入・
滞
留・
漏
れ
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
所
へ
は

据
付
け
な
い
。

●
ア
ー
ス
線
は
、ガ
ス
管・
水
道
管・
避
雷
針・
電
話
の
ア
ー
ス
線
に
接
続
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。 ア
ー
ス
が
不
完
全
な
場
合
は
、感
電
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

ア
ー
ス
工
事
を
行
う
。

●
サ
ー
ビ
ス
パ
ネ
ル
の
取
付
け
に
不
備
が
あ
る
と
、ほ
こ
り
、水
等
に
よ
り
､

感
電・
火
災
等
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

室
外
ユ
ニ
ット
の
サ
ー
ビ
ス
パ
ネ
ル
を
確
実
に
取
付
け
る
。

●
当
社
指
定
部
品
を
使
用
し
な
い
と
、水
漏
れ・
感
電・
火
災・
ユ
ニ
ット

　
落
下
に
よ
る
ケ
ガ
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

据
付
工
事
部
品
は
、必
ず
当
社
付
属
部
品
お
よ
び
指
定
の
部
品
を
使
用
す
る
。

●
電
源
回
路
容
量
不
足
や
施
工
不
備
が
あ
る
と
感
電・
火
災
等
の
原
因
に

な
り
ま
す
。

電
気
工
事
は
電
気
工
事
士
の
資
格
が
あ
る
方
が
、「
電
気
設
備
に
関
す
る

技
術
基
準
」､「
内
線
規
程
」お
よ
び
こ
の
据
付
工
事
説
明
書
に
従
っ
て
施

工
し
､必
ず
専
用
回
路
と
し
か
つ
定
格
の
電
圧
･ブ
レ
ー
カ
ー
を
使
用
す
る
｡

●
接
続
や
固
定
が
不
完
全
の
場
合
や
､途
中
接
続
の
場
合
は
､発
熱
･

火
災
等
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

配
線
は
、所
定
の
ケ
ー
ブ
ル
を
使
用
し
て
確
実
に
接
続
し
、端
子
接
続

部
に
ケ
ー
ブ
ル
の
外
力
が
伝
わ
ら
な
い
よ
う
に
固
定
す
る
。

ま
た
､途
中
接
続
は
絶
対
に
行
わ
な
い
｡

●
漏
電
遮
断
器
が
取
付
け
ら
れ
て
い
な
い
と
感
電
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

電
源
に
は
必
ず
漏
電
遮
断
器
を
取
付
け
る
。

据
付
け
の
前
に

●
本
製
品
は
､厳
冬
期
で
の
室
外
ユ
ニ
ット
熱
交
換
器
下
部
に
発
生
す
る
根
氷
の
抑
制
対
策
お
よ
び

ド
レ
ン
抜
穴
の
氷
結
に
よ
る
詰
り
防
止
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
｡

●
降
雪
の
多
い
地
域
で
ご
使
用
の
際
は
､防
雪
ダ
クト
を
併
設
し
て
く
だ
さ
い
｡

●
ド
レ
ン
穴
か
ら
の
排
水
を
確
保
す
る
た
め
､ド
レ
ン
ソ
ケ
ット
お
よ
び
集
中
排
水
ド
レ
ン
パ
ン
と
の

　
併
用
は
で
き
ま
せ
ん
｡

※
7.
 電
源
線
の
接
続

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
用
　
イ
ン
バ
ー
タ
Lシ
リ
ー
ズ

P
A
C
-S
J
7
5
B
H（
2
0
0
V
,1
5
0
W
）

別
売
形
名

適
用
機
種

１
.
部
品
の
確
認
 
こ
の
箱
の
中
に
は
､こ
の
説
明
書
の
他
に
下
記
部
品
が
入
っ
て
い
ま
す
の
で
､取
付
け
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

３
.
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
組
込
準
備

次
の
手
順
で
右
図
に
基
づ
き
各
々
の
部
品
を
ユ
ニ
ッ
ト
か
ら
取
外
し
､

ヒ
ー
タ
の
組
込
み
準
備
を
行
い
ま
す
。

❶
サ
ー
ビ
ス
パ
ネ
ル
の
取
外
し

前
側
３
本
の
ネ
ジ
を
取
外
し
た
後
､パ
ネ
ル
を
下
方
に
ス
ラ
イ
ド
さ
せ
て

か
ら
取
外
す
。

❷
ト
ッ
プ
パ
ネ
ル
の
取
外
し（
取
外
し
た
ト
ッ
プ
パ
ネ
ル
は
使
用
し
ま
せ
ん
）

　
前
側
２
本
､後
側
３
本
の
各
ネ
ジ
を
取
外
し
た
後
､上
側
に
持
ち
上
げ
て

　
取
外
す
。

❸
カ
バ
ー
パ
ネ
ル
の
取
外
し

カ
バ
ー
パ
ネ
ル
の
ネ
ジ
を
取
外
す
。

❹
フ
ロ
ン
ト
パ
ネ
ル
の
取
外
し

前
面
8
本
の
ネ
ジ
を
取
外
し
た
後
､フ
ロ
ン
ト
パ
ネ
ル
を
上
方
に

ス
ラ
イ
ド
さ
せ
て
か
ら
前
側
に
引
き
取
外
す
。

❺
フ
ァ
ン
の
取
外
し

フ
ァ
ン
の
固
定
ネ
ジ
を
取
外
し
前
側
に
引
き
出
し
取
外
す
。

❻
モ
ー
タ
サ
ポ
ー
ト
の
取
外
し

フ
ァ
ン
モ
ー
タ
の
コ
ネ
ク
タ
を
取
外
し
た
後
､モ
ー
タ
サ
ポ
ー
ト

固
定
ネ
ジ
２
本
を
取
外
し
､全
体
を
斜
め
前
方
に

持
ち
上
げ
取
外
す
。

●
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
本
体
の
元
電
源
が
､O
F
F
で
あ
る
こ
と
を
必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
取
付
の
た
め
､多
く
の
ネ
ジ
を
取
外
し
ま
す
。紛
失
し
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

●
ホ
コ
リ
､ゴ
ミ
等
の
除
去
を
十
分
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

２
.
取
付
準
備
 
※
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
の
組
込
み
は
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
を
据
付
け
る
前
に
行
っ
て
い
た
だ
く
方
が
容
易
に
で
き
ま
す
。

4
.
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
の
取
付
け

●
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
①
を
仮
置
き
し
て
く
だ
さ
い
。

（
下
図
参
照
）

●
ヒ
ー
タ
固
定
金
具
②
、⑦
と
固
定
ネ
ジ
③
で
､

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
①
を
固
定
し
て
く
だ
さ
い
。

5
.
外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
の
取
付
け

●
外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
⑤
の
感
知
部
に
貼
付
け
て
い
る

両
面
テ
ー
プ
離
け
い
紙
を
は
が
し
、図
に
示
す
モ
ー
タ

サ
ポ
ー
ト
上
部
に
リ
ー
ド
線
を
上
方
向
に
向
け
固
定
し

て
く
だ
さ
い
。

※
外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
⑤
の
リ
ー
ド
線
を
約
4
0
㎜
の

位
置
で
Ｕ
曲
げ
し
、上
下
2
ヶ
所
を
バ
ン
ド
④
で
固
定

し
て
く
だ
さ
い
。

（
下
側
は
外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
⑤
の
リ
ー
ド
線
と
一
緒

に
固
定
し
て
く
だ
さ
い
）

6
．　
各
リ
ー
ド
線
の
固
定

●
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
リ
ー
ド
線
を
､モ
ー
タ
サ
ポ
ー
ト
の

写
真
の
位
置
に
バ
ン
ド
④
で
固
定
し
て
､外
気
温
度

セ
ン
サ
ー
⑤
と
フ
ァ
ン
モ
ー
タ
の
リ
ー
ド
線
と
一
緒

に
固
定
金
具
で
結
束
し
､電
気
品
B
O
X
か
ら
機
械

室
に
引
き
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

右
配
線
図
を
参
考
に
7
～
8
の
作
業（
リ
ー
ド
線
接
続
作
業
）

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

☆
電
気
配
線
図

端
子
の
取
付
け
は
､緩
み
の
な
い
よ
う
に
確
実
に
締
付
け
て
く
だ
さ
い
。ま
た
､外
力
が
伝
わ
ら
な
い

よ
う
に
確
実
に
固
定
し
て
く
だ
さ
い
。接
続
や
固
定
に
不
備
が
あ
る
と
､火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

8
．　
  ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
, 外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
の
接
続

●
各
部
品
の
リ
ー
ド
線
端
子
部
の
色
と

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
制
御
部
本
体
⑥
か
ら

出
る
同
じ
色
の
リ
ー
ド
線
端
子
を
電
気

品
箱
内
で
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

R
G
7
9
Y
8
7
7
H
0
1

●
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
制
御
部
本
体
⑥
リ
ー
ド
線
か
ら
の

電
源
線（
黒
色
､白
色
）を
そ
れ
ぞ
れ
室
外
ユ
ニ
ッ
ト

電
源
端
子
台
R
,S
相
に
既
設
の
端
子
と
共
締
め
し
て

く
だ
さ
い
。

※
端
子
の
向
き
は
､必
ず
図
の
よ
う
に
取
付
け
て

く
だ
さ
い
。

7
．　
電
源
線
の
接
続

①
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ

品
番

品
名 形 状 品
番

品
名 形 状

ト
ッ
プ
パ
ネ
ル

カ
バ
ー

③
固
定
ネ
ジ

　（
4×
1
0
）

②
ヒ
ー
タ
固
定
金
具

④
バ
ン
ド

⑧
フ
ァ
ス
ナ
ー

⑥
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
制
御
部
本
体

⑤
外
気
温
度
セ
ン
サ
ー

⑦
ヒ
ー
タ
固
定
金
具

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ

制
御
部
本
体
側

電
源
端
子
台

ネ
ジ

端
子

リ
ー
ド
線

〈
誤
っ
た
取
付
け
方
〉

〈
正
し
い
取
付
け
方
〉

外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
⑤

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
①

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ

制
御
部
本
体
側

赤
コ
ネ
ク
タ

白
コ
ネ
ク
タ

9
.
各
リ
ー
ド
線
の
固
定

1
0
.
再
組
立

●
各
リ
ー
ド
線
の
接
続
後
に
､フ
ァ
ス
ナ
ー
⑧
を
使
い
固
定

し
て
く
だ
さ
い
。な
お
､本
別
売
で
使
用
し
た
リ
ー
ド
線
に

つ
い
て
は
､全
て
の
機
種
に
対
応
出
来
る
長
さ
の
設
定
に

な
っ
て
い
ま
す
の
で
､場
合
に
よ
っ
て
は
余
る
場
合
が

あ
り
ま
す
が
､適
宜
リ
ー
ド
線
を
束
ね
電
気
品
箱
内
に

収
め
て
く
だ
さ
い
。

各
リ
ー
ド
線
の
端
子
お
よ
び
コ
ネ
ク
タ
部
は
､ 

必
ず
電
気
品
箱
内
へ
収
め
て
く
だ
さ
い
。

●
以
上
の
よ
う
に
ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
の
取
付
お
よ
び
電
気
配
線
の
接
続
が
確
実
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を

必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。取
外
し
た
各
々
の
部
品
を
分
解
時
の
逆
手
順
で
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

※
プ
ロ
ペ
ラ
フ
ァ
ン
は
緩
み
防
止
の
た
め
必
ず
ネ
ジ
部
に
ネ
ジ
ロ
ッ
ク
を
塗
布
し
、5
.7
±
0
.3
N
･m
(5
7
±
3
kg
･c
m
)

の
ト
ル
ク
で
締
付
け
て
く
だ
さ
い
。

推
奨
品
：ス
リ
ー
ボ
ン
ド
製
、ネ
ジ
ロ
ッ
ク
1
4
0
1
B

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
外
郭
パ
ネ
ル
類
を
確
実
に
取
付
け
る
。不
備
が
あ
る
と
､ほ
こ
り・
水
な
ど
に
よ
り
､

感
電
・
火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

１
s
e
t

１
s
e
t

１
s
e
t

3
個

1
個

3
本

5
本

2
本

配
線
を
電
気
品
箱
左
側
で
ま
と
め
フ
ァ
ス
ナ
ー
⑧
で
固
定

配
線
を
電
気
品
箱
左
側
で
ま
と
め
フ
ァ
ス
ナ
ー
⑧
で
固
定

ヒ
ー
タ
固
定
金
具
②

ヒ
ー
タ
固
定
金
具
⑦

ヒ
ー
タ
固
定
金
具
②

ヒ
ー
タ
固
定
金
具
②

固
定
ネ
ジ
③

固
定
ネ
ジ
③

固
定
ネ
ジ
③（
２
ヶ
所
）

固
定
ネ
ジ
③（
２
ヶ
所
）

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
①

ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
①

モ
ー
タ
サ
ポ
ー
ト
角
穴

モ
ー
タ
サ
ポ
ー
ト
角
穴

ヒ
ー
タ
取
付
穴

ヒ
ー
タ
取
付
穴

ヒ
ー
タ
取
付
穴

ヒ
ー
タ
取
付
穴

1
0
7
㎜

1
０
７
㎜

金
具
で
固
定

金
具
で
固
定

外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
⑤

外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
⑤

金
具
で
固
定
後
､

バ
ン
ド
④
で
固
定

金
具
で
固
定
後
､

バ
ン
ド
④
で
固
定

※
据
付
け
前
に
本
説
明
書
を
よ
く
お
読
み
く
だ
さ
い
｡

三
菱
電
機
パ
ッ
ケ
ー
ジ
エ
ア
コ
ン
別
売
部
品

室
外
機
用
凍
結
防
止
ヒ
ー
タ
 据
付
工
事
説
明
書

※
8
. ベ
ー
ス
ヒ
ー
タ
､外
気
温
度

セ
ン
サ
ー
の
接
続

外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
⑤

外
気
温
度
セ
ン
サ
ー
⑤

約
4
0
㎜

約
4
0
㎜

バ
ン
ド
④

バ
ン
ド
④

安
全
の
た
め
に
必
ず
守
る
こ
と

●
据
付
完
了
後
､試
運
転
を
行
い
異
常
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
､こ
の
据
付
工
事
説
明
書
は
取
扱
説
明
書
と
と
も
に
､

お
客
様
で
保
管
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
､お
使
い
に
な
る
方
が
代
わ
る
場
合
は
､新
し
く
お
使
い
に
な
る
方
に
お
渡
し
い
た
だ
く
よ
う
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

●
据
付
け
は
､こ
の
｢安
全
の
た
め
に
必
ず
守
る
こ
と
｣を
よ
く
お
読
み
の
う
え
､確
実
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
こ
こ
に
示
し
た
注
意
事
項
は
安
全
に
関
す
る
重
大
な
内
容
を
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
､必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
生
じ
る
危
険
と
そ
の
程
度
を
､次
の
表
示
で
区
分
し
て
説
明
し
て
い
ま
す
。

誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
、

死
亡
や
重
傷
な
ど
に
結
び
つ
く

可
能
性
が
あ
る
も
の
。

誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
、

軽
傷
ま
た
は
家
屋
・
家
財
な
ど

の
損
害
に
結
び
つ
く
も
の
。

●
お
客
様
自
身
で
据
付
工
事
さ
れ
不
備
が
あ
る
と
、水
漏
れ
や
感
電
・

火
災
等
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

据
付
け
は
､販
売
店
ま
た
は
専
門
業
者
に
依
頼
す
る
。

●
据
付
け
に
不
備
が
あ
る
と
、水
漏
れ
や
感
電
・
火
災
等
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

据
付
工
事
は
、こ
の
据
付
工
事
説
明
書
に
従
っ
て
確
実
に
行
う
。

●
万
一
ガ
ス
が
ユ
ニ
ッ
ト
の
周
囲
に
た
ま
る
と
、発
火
・
爆
発
の
原
因
に

　
な
り
ま
す
。

可
熱
性
ガ
ス
の
発
生
・
流
入
・
滞
留
・
漏
れ
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
所
へ
は

据
付
け
な
い
。

●
ア
ー
ス
線
は
、ガ
ス
管
・
水
道
管
・
避
雷
針
・
電
話
の
ア
ー
ス
線
に
接
続
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。 ア
ー
ス
が
不
完
全
な
場
合
は
、感
電
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

ア
ー
ス
工
事
を
行
う
。

●
サ
ー
ビ
ス
パ
ネ
ル
の
取
付
け
に
不
備
が
あ
る
と
、ほ
こ
り
、水
等
に
よ
り
､

感
電
・
火
災
等
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
サ
ー
ビ
ス
パ
ネ
ル
を
確
実
に
取
付
け
る
。

●
当
社
指
定
部
品
を
使
用
し
な
い
と
、水
漏
れ
・
感
電
・
火
災
・
ユ
ニ
ッ
ト

　
落
下
に
よ
る
ケ
ガ
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

据
付
工
事
部
品
は
、必
ず
当
社
付
属
部
品
お
よ
び
指
定
の
部
品
を
使
用
す
る
。

●
電
源
回
路
容
量
不
足
や
施
工
不
備
が
あ
る
と
感
電
・
火
災
等
の
原
因
に

な
り
ま
す
。

電
気
工
事
は
電
気
工
事
士
の
資
格
が
あ
る
方
が
、「
電
気
設
備
に
関
す
る

技
術
基
準
」､
「
内
線
規
程
」
お
よ
び
こ
の
据
付
工
事
説
明
書
に
従
っ
て
施

工
し
､必
ず
専
用
回
路
と
し
か
つ
定
格
の
電
圧
･ブ
レ
ー
カ
ー
を
使
用
す
る
｡

●
接
続
や
固
定
が
不
完
全
の
場
合
や
､途
中
接
続
の
場
合
は
､発
熱
･

火
災
等
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

配
線
は
、所
定
の
ケ
ー
ブ
ル
を
使
用
し
て
確
実
に
接
続
し
、端
子
接
続

部
に
ケ
ー
ブ
ル
の
外
力
が
伝
わ
ら
な
い
よ
う
に
固
定
す
る
。

ま
た
､途
中
接
続
は
絶
対
に
行
わ
な
い
｡

●
漏
電
遮
断
器
が
取
付
け
ら
れ
て
い
な
い
と
感
電
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

電
源
に
は
必
ず
漏
電
遮
断
器
を
取
付
け
る
。

据
付
け
の
前
に

●
本
製
品
は
､厳
冬
期
で
の
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
熱
交
換
器
下
部
に
発
生
す
る
根
氷
の
抑
制
対
策
お
よ
び

ド
レ
ン
抜
穴
の
氷
結
に
よ
る
詰
り
防
止
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
｡

●
降
雪
の
多
い
地
域
で
ご
使
用
の
際
は
､防
雪
ダ
ク
ト
を
併
設
し
て
く
だ
さ
い
｡

●
ド
レ
ン
穴
か
ら
の
排
水
を
確
保
す
る
た
め
､ド
レ
ン
ソ
ケ
ッ
ト
お
よ
び
集
中
排
水
ド
レ
ン
パ
ン
と
の

　
併
用
は
で
き
ま
せ
ん
｡

※
7
. 電
源
線
の
接
続
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使用目的 / 用途

● PUZ-ZRP224 ～ 280KA10
● PUZ-ERP224 ～ 280KA10

● 本品は、P224,P280 形用の高調波対策用アクティブフィルターです。
● 機器から発生する高調波電流を検出し、それを打ち消す極性の電流

を能動的（アクティブ）に発生させます。
アクティブフィルター
PAC-KR51EAC 室外ユニット

開閉器

電源
3～
50/60Hz
200V

基板 室外制御基板5

CN5
CN3S
CN51

TB1
U.V.W

TB01

R.S.T

2
3

仕　様

対象ユニット

外形図（単位：mm）

形　　名 PAC-KR51EAC

高調波低減

5 次：3.0％以下、  7 次：1.8％以下、
11 次：1.8％以下、 13 次：1.3％以下、
17 次：1.6％以下、19 次：1.2％以下、
23 次：1.4％以下、25 次：1.1％以下、

電　　源 定格　三相 200V（50/60Hz）

周囲温度 使用周囲温度：- 20℃～ 45℃
保存周囲温度：- 25℃～ 60℃

定格補償容量 5kVA
損　　失 220W　※定格負荷時、電源環境により変動あり 質　　量 15㎏

179

37.5 305 37.5

32 10

32
48
6

44
2

10
50
6

37.5 305 37.5

65 81 160
398

13
7

15
2

305

132 24
179

305

32
32

4
8
6

4
4
2

10
10

5
0
6

6
2
4

65 81 160
441
481

12
0

28

1
3
7

1
5
2

37.5 37.5

28

本体制御箱外形図 床面設置用架台使用時

電源
使用環境

定格補償容量
定格負荷
高調波残存率
(定格負荷時)
製品質量

3～ 200V±10％　50/60Hz
温度：－20℃～45℃

5kVA
特定需要家向けガイドラインの回路分類K33で13kW
5次：3.0％以下  7次：1.8％以下  11次：1.8％以下  13次：1.3％以下
17次：1.6％以下  19次：1.2％以下  23次：1.4％以下  25次：1.1％以下
15kg

湿度：～95％RH
注1.保守スペース・吸気・排気スペースとして、各面に150mm以上確保願います。
注2.本品は屋内設置構造です。機械室または盤内に設置し、水がかからないようご注意ください。
また結露環境には設置しないでください。

注3.接続する電源は、電圧不平衡率3％以下(JIS C 4421)を目安としてください。
不平衡率が大きい場合、機器の能力が低下します。

注4.動作中は、ACLからのシャリシャリ音やACファンの音が発生します。
騒音を懸念するような場所には据付しないようご検討ください。

注5.据付には、M8ボルトをご使用ください。

排気口

負荷側配線用引込口
電源側配線用引込口

吸気口

排気口

7セグ表示確認窓

床面設置用架台
(付属品)

負荷側配線用引込口
電源側配線用引込口 信号配線用引込口

吸気口

信号配線用引込口

床面設置用固定穴
(4-12×18長穴)

壁面設置用固定穴
(2-φ9)

壁面設置用固定穴
(2-R6)

注　意

・	本品は屋内設置構造です。水滴がかからないようご注意ください。
・	本品の各面は最低150mmは他の機器および壁面と離してください。
・本品を複数台設置する場合には、縦方向に並べることは避けてく

ださい。

高調波対策用アクティブフィルター
● PAC-KR51EAC
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高調波対策用アクティブフィルター
: PAC-KR51EAC

W
T0

7
3

9
4

X
0

2

据
付

・
取

扱
説

明
書

も
く

じ
安

全
の

た
め

に
必

ず
守

る
こ

と
  ·

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
· 2

1
. 使

用
部

品
  ·

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
6

1
-1

. 同
梱

部
品

 ···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
· 6

1
-2

. 製
品

の
外

形
（

各
部

の
名

称
） ·

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

·· 7
1

-3
. 製

品
の

運
搬

 ···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
· 1

0
2

. 使
用

箇
所

（
据

付
工

事
の

概
要

） 
 ···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
· 1

1
2

-1
. 使

用
部

品
の

取
付

位
置

 ···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

11
3

. 据
付

場
所

の
選

定
  ·

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

12
3

-1
. 法

規
制

・
条

例
の

遵
守

事
項

 ··
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
· 1

2
3

-2
. 公

害
・

環
境

汚
染

へ
の

配
慮

事
項

 ···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

· 1
2

3
-3

. 製
品

の
機

能
性

能
を

発
揮

す
る

た
め

の
事

項
 ···

···
···

···
···

···
···

12
3

-4
. 保

守
・

点
検

に
関

す
る

事
項

 ··
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
· 1

2
4

. 据
付

工
事

  ·
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
· 1

3
4

-1
. 建

物
工

事
の

進
行

と
施

工
内

容
 ··

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
14

4
-2

. 届
出

・
報

告
事

項
 ···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
·· 1

6
5

. 電
気

工
事

  ·
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
· 1

7
5

-1
. 電

気
配

線
工

事
 ···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···
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6
. 据

付
工

事
後

の
確

認
  ··

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

· 2
6

6
-1

. 据
付

工
事

の
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

 ··
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

26
7

. 試
運

転
  ·

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
·· 2

7
7

-1
. 試

運
転

の
方

法
 ···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
27

7
-2

. 試
運

転
中

の
確

認
事

項
 ···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
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8
. お

客
様

へ
の

説
明

  ·
···

···
···
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···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···
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9
. 使

用
方

法
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···
···
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···
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···
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···
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···
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···
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···
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···
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···
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···
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2

1
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. お
手

入
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···

···
···
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···

···
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1
. 修

理
を

依
頼

す
る

前
に

  ·
···
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···

···
···
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···
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···
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···
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···
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···
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2

. 法
令

関
連

の
表

示
  ··

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

·· 3
5

1
2

-1
. 機

器
予

防
保

全
の

目
安

 ··
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
35

1
3

. 保
証

と
ア

フ
タ

ー
サ

ー
ビ

ス
  ·

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
36

1
3

-1
. 保

証
に

つ
い
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 ···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···
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···

···
···

···
···

···
···
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3
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に
つ

い
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 ···
···
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···

···
···

···
···
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···
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···
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···
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···
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···
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···

···
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1
3

-3
. 移

設
に

つ
い

て
 ···

···
···

···
···

···
···

···
···
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···
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···

···
···

···
···
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···

···
···

36
1

3
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. お
問

い
合

わ
せ

 ···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
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1
4

. 仕
様

  ·
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
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1
4

-1
. 製

品
仕

様
 ···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

···
···

·· 3
8

こ
の

た
び

は
三

菱
電

機
製

品
を

お
買

い
求

め
い

た
だ

き
、

ま
こ

と
に

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
す

。
こ

の
製

品
の

性
能

・
機

能
を

十
分

に
発

揮
さ

せ
、

ま
た

安
全

を
確

保
す

る
た

め
に

、
正

し
い

据
付

工
事

が
必

要
で

す
。

据
付

工
事

の
前

に
、

こ
の

説
明

書
を

必
ず

お
読

み
く

だ
さ

い
。

• 
ご

使
用

の
前

に
、

こ
の

据
付

・
取

扱
説

明
書

を
よ

く
お

読
み

に
な

り
、

正
し

く
安

全
に

お
使

い
く

だ
さ

い
。

こ
の

据
付

・
取

扱
説

明
書

は
、

お
使

い
に

な
る

方
が

い
つ

で
も

見
ら

れ
る

所
に

保
管

し
、必

要
な

と
き

お
読

み
く

だ
さ

い
。

• 「
据

付
・

取
扱

説
明

書
」

は
大

切
に

保
管

し
て

く
だ

さ
い

。
• 

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

に
別

添
の

「
三

菱
電

機
 修

理
窓

口
・

ご
相

談
窓

口
の

ご
案

内
」

は
大

切
に

保
管

し
て

く
だ

さ
い

。
• 

お
客

様
ご

自
身

で
は

、
据

付
け

な
い

で
く

だ
さ

い
。（

安
全

や
機

能
の

確
保

が
で

き
ま

せ
ん

。）
• 

こ
の

製
品

は
国

内
専

用
で

す
。

日
本

国
外

で
は

使
用

で
き

ま
せ

ん
。 

Th
is

 a
pp

lia
nc

e 
is

 d
es

ig
ne

d 
fo

r 
us

e 
in

 J
ap

an
 o

nl
y 

an
d 

ca
n 

no
t 

be
 u

se
d 

in
 a

ny
 o

th
er

 c
ou

nt
ry

.

三
菱

電
機

エ
ア

コ
ン

別
売

部
品

　
業

務
用

ア
ク

テ
ィ

ブ
フ

ィ
ル

タ
ー

形
名 PA

C
-K

R
51

E
A

C

W
T0

7
3

9
4

X
0

2

1
. 使
用
部
品

1
-1
. 同
梱
部
品

こ
の
機
器
は
以
下
の
部
品
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

部
品
名

本
体
制
御
B
O
X

据
付
・
取
扱
説
明
書
(本
書
)

コ
ネ
ク
タ
ー
配
線
（
空
調
機
間
信
号
配
線
用
）

概
形
図

据
付・
取
扱
説
明
書

６
Ｐ
コ
ネ
ク
タ
ー
 

５
Ｐ
コ
ネ
ク
タ
ー
 

３
Ｐ
コ
ネ
ク
タ
ー
 

個
数

1
1

1

部
品
名

床
面
設
置
用
架
台
板
金

架
台
接
続
板
金

ネ
ジ
（
架
台
接
続
板
金
用
Ｍ
ネ
ジ
）

概
形
図

個
数

2
2

8

6
W
T0
7
3
9
4
X
0
2

1
2

W
T0

73
94

X0
2

（本マニュアル用に変更・修正しています）
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3
4

1
-2

. 製
品

の
外

形
（

各
部

の
名

称
）

(1
) 

外
形

1
7
9

37
.5

3
0
5

左
側
面
図

正
面
図

37
.5

32

10

32
486

442 10
506

3
7
.5

3
0
5

3
9
8

3
7
.5

LE
D
表
示
確
認
窓

2
-φ
9

2
-R
6

＜
単
位：
m
m
＞

(2
) 

内
部

部
品

配
置

1

2 34

5

6

部
品
番
号

部
品
名

個
数

①
A
F
基
板

1
②

FL
基
板

1
③

電
源
端
子
台
（
TB
0
1
）

1
④

A
C
C
T

1
⑤

A
C
フ
ァ
ン

1
⑥

フ
ェ
ラ
イ
ト
ク
ラ
ン
プ

1

W
T0
7
3
9
4
X
0
2

7

(3
) 
A
F
基
板

　
　
 

                 

IP
M
:N
端
子

IP
M
:P
端
子

8
W
T0
7
3
9
4
X
0
2
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高調波対策用アクティブフィルター
: PAC-KR51EAC

5
6

(4
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FL
基
板

W
T
0
7
3
9
4
X
0
2

9

F0
6

F05

F03

F04

Z01Z04DSA01

Z02

Z0
1

F01

F02

T02 S02 R02

R01

S01

T01

CN
1

1
3

5

1
-3

. 製
品

の
運

搬
据

付
工

事
全

般
に

対
す

る
注

意
事

項

[3
] 
据
付
工
事
を
す
る
と
き
に

2
0
kg
以
上
の
製
品
の
運
搬
は
、
1
人
で
し

な
い
こ
と
。

　

運
搬
禁
止


け
が
の
お
そ
れ
あ
り
。

• 
本

製
品

の
重

量
は

約
1

5
kg

で
す

。
• 

製
品

を
運

搬
す

る
際

は
本

体
を

し
っ

か
り

持
っ

て
運

ん
で

く
だ

さ
い

。
• 

製
品

に
衝

撃
が

加
わ

ら
な

い
よ

う
に

し
て

く
だ

さ
い

。

1
0

W
T0

7
3

9
4

X
0

2

3
. 据

付
場

所
の

選
定

3
-1

. 法
規

制
・

条
例

の
遵

守
事

項
法

規
制

、
地

方
条

例
な

ど
を

遵
守

す
る

こ
と

を
配

慮
し

て
据

付
場

所
を

選
定

し
て

く
だ

さ
い

。

3
-2

. 公
害

・
環

境
汚

染
へ

の
配

慮
事

項
公

害
や

環
境

に
対

し
配

慮
し

て
据

付
場

所
を

選
定

し
て

く
だ

さ
い

。

3
-3

. 製
品

の
機

能
性

能
を

発
揮

す
る

た
め

の
事

項

[2
] 
運
搬
・
据
付
工
事
を
す
る
と
き
に

[3
] 
据
付
工
事
を
す
る
と
き
に

ユ
ニ
ッ
ト
の
カ
バ
ー
を
取
り
付
け
る
こ
と
。

　

指
示
を
実
行


ほ
こ
り
・
水
が
入
る
と
、
感
電
・
発
煙
・
火
災
の

お
そ
れ
あ
り
。

端
子
台
カ
バ
ー
・
絶
縁
シ
ー
ト
を
外
さ
な
い
こ

と
。

　

指
示
を
実
行


ほ
こ
り
・
水
が
入
る
と
、
感
電
・
発
煙
・
火
災
の

お
そ
れ
あ
り
。

端
子
箱
や
制
御
箱
の
カ
バ
ー
ま
た
は
パ
ネ
ル
を

取
り
付
け
る
こ
と
。

　

指
示
を
実
行


ほ
こ
り
・
水
に
よ
る
感
電
・
発
煙
・
発
火
・
火
災

の
お
そ
れ
あ
り
。

パ
ネ
ル
や
ガ
ー
ド
を
外
し
た
ま
ま
運
転
し
な

い
こ
と
。

　

使
用
禁
止


回
転
機
器
に
触
れ
る
と
、
巻
込
ま
れ
て
け
が
の
お

そ
れ
あ
り
。


高
電
圧
部
に
触
れ
る
と
、
感
電
の
お
そ
れ
あ
り
。


高
温
部
に
触
れ
る
と
、
火
傷
の
お
そ
れ
あ
り
。

部
品
端
面
に
触
れ
な
い
こ
と
。

　

接
触
禁
止


け
が
・
感
電
・
故
障
の
お
そ
れ
あ
り
。

保
護
具
を
身
に
付
け
て
操
作
す
る
こ
と
。

　

感
電
注
意


主
電
源
を
切
っ
て
も
数
分
間
は
充
電
さ
れ
た
電
気

が
残
っ
て
い
る
。
触
れ
る
と
感
電
の
お
そ
れ
あ

り
。

保
護
具
を
身
に
付
け
て
操
作
す
る
こ
と
。

　

感
電
注
意


各
基
板
の
端
子
に
は
電
圧
が
か
か
っ
て
い
る
。
触

れ
る
と
感
電
の
お
そ
れ
あ
り
。

電
気
部
品
を
触
る
と
き
は
、
保
護
具
を
身
に

付
け
る
こ
と
。

　

け
が
注
意


高
温
部
に
触
れ
る
と
、
火
傷
の
お
そ
れ
あ
り
。


高
電
圧
部
に
触
れ
る
と
、
感
電
の
お
そ
れ
あ
り
。

隙
間
・
穴
に
金
属
類
を
入
れ
な
い
こ
と
。

　 禁
止


感
電
・
火
災
の
お
そ
れ
あ
り
。

作
業
す
る
と
き
は
保
護
具
を
身
に
つ
け
る
こ

と
。

　

け
が
注
意


け
が
の
お
そ
れ
あ
り
。

運
搬
・
据
付
工
事
を
す
る
と
き
に

2
0
kg
以
上
の
製
品
の
運
搬
は
、
1
人
で
し

な
い
こ
と
。

　

運
搬
禁
止


け
が
の
お
そ
れ
あ
り
。

据
付
工
事
を
す
る
と
き
に

可
燃
性
ガ
ス
の
発
生
・
流
入
・
滞
留
・
漏
れ

の
お
そ
れ
が
あ
る
と
こ
ろ
に
ユ
ニ
ッ
ト
を
設

置
し
な
い
こ
と
。

　

据
付
禁
止


可
燃
性
ガ
ス
が
ユ
ニ
ッ
ト
の
周
囲
に
た
ま
る
と
、

火
災
・
爆
発
の
お
そ
れ
あ
り
。

製
品
を
可
燃
物
に
取
り
付
け
な
い
こ
と
。

　

据
付
禁
止


引
火
・
火
災
の
お
そ
れ
あ
り
。

専
門
業
者
以
外
の
人
が
触
れ
る
お
そ
れ
が
あ

る
と
こ
ろ
に
機
器
を
設
置
し
な
い
こ
と
。

　

据
付
禁
止


機
器
損
傷
・
故
障
・
感
電
・
火
災
の
お
そ
れ
あ
り
。

梱
包
材
は
破
棄
す
る
こ
と
。

　

指
示
を
実
行


窒
息
事
故
の
お
そ
れ
あ
り
。

販
売
店
ま
た
は
専
門
業
者
が
据
付
工
事
説
明
書

に
従
っ
て
据
付
工
事
を
行
う
こ
と
。

　

指
示
を
実
行


不
備
が
あ
る
場
合
、
冷
媒
漏
れ
・
水
漏
れ
・
け

が
・
感
電
・
火
災
の
お
そ
れ
あ
り
。

付
属
品
の
装
着
や
取
り
外
し
を
行
う
こ
と
。

　

指
示
を
実
行


不
備
が
あ
る
場
合
、
冷
媒
が
漏
れ
、
酸
素
欠
乏
・

発
煙
・
発
火
の
お
そ
れ
あ
り
。

3
-3

-1
. 据

付
場

所
の

環
境

と
制

限
• 

本
ア

ク
テ

ィ
ブ

フ
ィ

ル
タ

ー
は

、
屋

内
設

置
構

造
で

す
。

• 
本

ア
ク

テ
ィ

ブ
フ

ィ
ル

タ
ー

は
、

別
置

形
で

す
。 

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

本
体

へ
の

内
蔵

お
よ

び
パ

ネ
ル

へ
の

取
付

け
は

で
き

ま
せ

ん
。

• 
使

用
温

度
範

囲
は

－
2

0
℃

～
4

5
℃

で
す

。
収

納
場

所
が

温
度

範
囲

内
に

収
ま

る
よ

う
ご

検
討

く
だ

さ
い

。 
特

に
ア

ク
テ

ィ
ブ

フ
ィ

ル
タ

ー
は

定
格

運
転

時
2

2
0

Ｗ
以

下
の

損
失

が
発

生
し

、
周

囲
温

度
を

上
昇

さ
せ

る
原

因
と

な
り

ま
す

の
で

、
注

意
し

て
く

だ
さ

い
。

• 
配

線
取

出
し

口
の

開
口

部
は

閉
鎖

材
な

ど
（

現
地

手
配

）
で

必
ず

塞
い

で
く

だ
さ

い
。

• 
機

械
室

ま
た

は
盤

内
に

設
置

し
て

く
だ

さ
い

。
• 

結
露

環
境

に
設

置
し

な
い

で
く

だ
さ

い
。

ま
た

水
の

掛
か

ら
な

い
場

所
に

設
置

し
て

く
だ

さ
い

。
• 

ア
ク

テ
ィ

ブ
フ

ィ
ル

タ
ー

動
作

中
は

、
A

C
L

か
ら

の
シ

ャ
リ

シ
ャ

リ
音

や
A

C
フ

ァ
ン

の
音

が
発

生
し

ま
す

。
騒

音
を

懸
念

す
る

よ
う

な
場

所
に

は
据

付
し

な
い

よ
う

ご
検

討
く

だ
さ

い
。

3
-3

-2
. 必

要
ス

ペ
ー

ス
• 

ア
ク

テ
ィ

ブ
フ

ィ
ル

タ
ー

の
各

面
は

1
5

0
m

m
以

上
他

の
機

器
お

よ
び

壁
面

と
離

し
て

く
だ

さ
い

。 
特

に
高

温
の

機
器

と
隣

接
さ

せ
る

場
合

に
は

十
分

な
距

離
を

確
保

し
て

く
だ

さ
い

。 
ア

ク
テ

ィ
ブ

フ
ィ

ル
タ

ー
の

正
面

は
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
用

の
ス

ペ
ー

ス
を

確
保

し
て

く
だ

さ
い

。
• 

ア
ク

テ
ィ

ブ
フ

ィ
ル

タ
ー

を
複

数
台

設
置

す
る

場
合

に
は

、
上

記
距

離
を

確
保

し
、

設
置

し
て

く
だ

さ
い

。 
ア

ク
テ

ィ
ブ

フ
ィ

ル
タ

ー
は

下
部

吸
込

み
、

左
側

面
上

部
強

制
排

気
と

な
る

た
め

、
左

側
の

機
器

が
熱

せ
ら

れ
、

機
器

の
寿

命
低

下
お

よ
び

破
損

の
原

因
と

な
り

ま
す

。

3
-4

. 保
守

・
点

検
に

関
す

る
事

項
工

事
を

さ
れ

た
方

は
、

顧
客

と
保

守
契

約
を

結
び

、
本

製
品

を
含

む
空

調
シ

ス
テ

ム
が

安
全

に
か

つ
良

好
な

状
態

で
運

転
し

て
い

る
こ

と
を

定
期

的
に

確
認

し
て

く
だ

さ
い

。

1
2

W
T0

7
3

9
4

X
0

2

2
. 使

用
箇

所
（

据
付

工
事

の
概

要
）

2
-1

. 使
用

部
品

の
取

付
位

置
壁
面
設
置
の
場
合
、
同
梱
部
品
の
取
付
は
あ
り
ま
せ
ん
。

床
面
設
置
の
場
合
、
同
梱
部
品
の
「
床
面
設
置
用
架
台
板
金
」
を
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

「
床
面
設
置
用
架
台
板
金
」
の
取
付
け
方
法
は
、
4
-1
-2
を
参
照
く
だ
さ
い
。

W
T0
7
3
9
4
X
0
2

1
1
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高調波対策用アクティブフィルター
: PAC-KR51EAC

7
8

4
-1

. 建
物

工
事

の
進

行
と

施
工

内
容

据
付

場
所

に
据

付
け

ら
れ

る
状

態
に

な
り

ま
し

た
ら

、
据

付
工

事
を

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

4
-1

-1
. 壁

面
設

置
（

盤
内

設
置

）
据

付
け

は
、

次
の

通
り

行
な

っ
て

く
だ

さ
い

。
• 

据
付

方
向

は
下

図
の

と
お

り
縦

置
き

と
し

て
く

だ
さ

い
。 

縦
向

き
以

外
の

取
付

け
は

で
き

ま
せ

ん
。

• 
壁

面
接

続
に

は
M

8
ボ

ル
ト

4
本

（
現

地
手

配
）

を
使

用
く

だ
さ

い
。

ア
ク

テ
ィ

ブ
フ

ィ
ル

タ
ー

本
体

の
重

量
は

約
1

5
kg

で
す

。 
壁

面
ア

ン
カ

ー
ボ

ル
ト

等
の

固
定

基
材

の
強

度
確

保
を

し
て

く
だ

さ
い

。（
現

地
手

配
）

〈
単
位：
m
m
〉

1
7
9

37
.5

3
0
5

37
.5

32

10

32
486

442 10
506

3
7
.5

3
0
5

3
7
.5

65
8
1

1
6
0

3
9
8

137

152

排
気
口

負
荷
側
配
線
用
引
込
口

電
源
側
配
線
用
引
込
口

吸
気
口

信
号
配
線
用
引
込
口

壁
面
設
置
用
固
定
穴

(2
-φ
9
)

壁
面
設
置
用
固
定
穴

(2
-R
6
)

1
4

W
T

0
7

3
9

4
X

0
2

4
. 据

付
工

事
強
風
・
地
震
に
備
え
、
所
定
の
据
付
工
事
を
行

う
こ
と
。

　

指
示
を
実
行


不
備
が
あ
る
場
合
、
ユ
ニ
ッ
ト
が
転
倒
・
落
下
し
、

け
が
の
お
そ
れ
あ
り
。

配
線
取
出
し
口
の
開
口
部
は
、
塞
ぐ
こ
と
。

感
電
注
意


小
動
物
・
塵
埃
・
雪
・
雨
水
が
内
部
に
入
り
、
機

器
が
損
傷
・
故
障
す
る
と
、
漏
電
・
感
電
の
お
そ

れ
あ
り
。

(1
) 

据
付

要
領

据
付
け
に
際
し
、
工
具
と
し
て
は
、
以
下
の
も
の
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

＋
ド
ラ
イ
バ

そ
の
他
：
据
付
固
定
に
必
要
な
工
具

W
T0
7
3
9
4
X
0
2

1
3

4
-1

-2
. 床

面
設

置
据

付
け

は
、

次
の

通
り

行
な

っ
て

く
だ

さ
い

。
• 

据
付

方
向

は
下

図
の

と
お

り
縦

置
き

と
し

て
く

だ
さ

い
。 

縦
置

き
以

外
の

取
付

け
は

で
き

ま
せ

ん
。

• 
床

面
接

続
に

は
M

8
ボ

ル
ト

4
本

（
現

地
手

配
）

を
使

用
く

だ
さ

い
。

ア
ク

テ
ィ

ブ
フ

ィ
ル

タ
ー

本
体

の
重

量
は

約
1

5
kg

で
す

。 
床

面
ア

ン
カ

ー
ボ

ル
ト

等
の

固
定

基
材

の
強

度
確

保
を

し
て

く
だ

さ
い

。（
現

地
手

配
）

手
順

1
. 下

図
の

と
お

り
床

面
に

付
属

の
床

面
設

置
用

架
台

板
金

を
取

付
け

る
。

2
. 架

台
接

続
板

金
（

2
個

）
に

て
２

個
の

床
面

設
置

用
架

台
板

金
の

正
面

側
、

背
面

側
を

付
属

の
ネ

ジ
8

本
に

て
接

続
す

る
。

3
. こ

の
状

態
で

、
床

面
設

置
用

架
台

板
金

に
取

付
歪

み
等

な
い

こ
と

を
確

認
す

る
。

4
. ア

ク
テ

ィ
ブ

フ
ィ

ル
タ

ー
本

体
両

側
面

下
部

に
付

属
の

ボ
ル

ト
４

本
を

外
す

。
5

. 本
体

制
御

Ｂ
Ｏ

Ｘ
を

下
図

の
と

お
り

床
面

設
置

用
架

台
板

金
上

に
設

置
す

る
。

6
. 先

ほ
ど

外
し

た
ボ

ル
ト

４
本

で
ア

ク
テ

ィ
ブ

フ
ィ

ル
タ

ー
本

体
と

床
面

設
置

用
架

台
板

金
を

接
続

す
る

。
〈
単
位：
m
m
〉

3
0
5

1
3
2

24
1
7
9

3
0
5

32 32
486

44210 10
506

624

6
5

8
1

1
6
0

4
4
1

4
8
1

120 28

137

152

37
.5

37
.5

28

排
気
口

LE
D
表
示
確
認
窓

床
面
設
置
用
架
台
板
金

(付
属
品
)

架
台
接
続
板
金

(付
属
品
)

ボ
ル
ト（
4
本
）

(本
体
接
続
)

負
荷
側
配
線
用
引
込
口

電
源
側
配
線
用
引
込
口

信
号
配
線
用
引
込
口

吸
気
口

床
面
設
置
用
固
定
穴

(4
-1
2×
1
8
長
穴
)ネ
ジ（
8
本
）

(付
属
品
)

W
T0

7
3

9
4

X
0

2
1

5
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9
1

0

5
-1

-1
. 電

源
配

線
方

法
• 「

電
気

設
備

に
関

す
る

技
術

基
準

」・
「

内
線

規
程

」
お

よ
び

据
付

説
明

書
に

従
っ

て
く

だ
さ

い
。

• 
ア

ク
テ

ィ
ブ

フ
ィ

ル
タ

ー
お

よ
び

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

は
、

個
別

に
D

種
接

地
工

事
を

必
ず

実
施

く
だ

さ
い

。
ユ

ニ
ッ

ト
電

源
配

線
：

端
子

台
の

R
,S

,T
に

電
源

か
ら

の
電

源
配

線
を

接
続

。
端

子
台

の
U

,V
,W

か
ら

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

電
源

端
子

台
に

電
源

配
線

を
接

続
。

D
種

接
地

工
事

を
実

施
。

※
 必

ず
各

相
の

相
順

を
確

認
く

だ
さ

い
。

Ａ

DW
G.

NO
.

TIT
LE

９
８

７
６

５
４

３
２

１

９
８

７
６

４

DAT
E

作
成
日

SCA
LE

尺
度

DRA
WN

DES
IGN

ED
CHE

CKE
D

照
査

設
計

作
成

PRO
JEC

TIO
N

DI
M.

第
3角

法
3RD

ANG
LE

IN mm

承
認

APP
ROV

ED

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

出
図

先

201
4

改訂REVISIONS

新規作成ORIGINAL

２
３

５

参
考

図

マ
ニ
ュ

ア
ル
作

成
用
図

面

Ｒ
Ｓ

Ｔ
Ｕ

Ｖ
Ｗ

電
源

へ
接

続
Ｒ

,Ｓ
,
Ｔ

空
調

機
へ

接
続

Ｕ
,
Ｖ
,
Ｗ

10.
-3

2014.10.-3

電
源
配
線

端
子
部
に
負
荷
が
か

か
ら
な
い
よ
う
に
ク

ラ
ン
プ
で
し
っ
か
り
固

定
し
て
く
だ
さ
い
。

小
動
物
が
侵
入
し
な
い
よ
う

に
ゴ
ム
ブ
ッ
シ
ュ
を
結
束
バ

ン
ド
で
定
し
て
く
だ
さ
い
。

ア
ー
ス
配
線

室
外
ユ
ニ
ット
用

電
源
配
線

配
線
系
統
図

手
元
開
閉
器

配
線
用
遮
断
器

漏
電
遮
断
器

電
源

R
S
TTB
0
1 U
V
W

3
～
5
0
/6
0
Ｈ
z

2
0
0
V

室
外
ユ
ニ
ッ
ト

ア
ク
テ
ィ
ブ
フ
ィ
ル
タ
ー

P
A
C
-K
R
5
1
EA
C

主
電

源
お

よ
び

ア
ク

テ
ィ

ブ
フ

ィ
ル

タ
ー

と
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
間

の
配

線
太

さ
と

開
閉

器
容

量
　

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

の
据

付
説

明
書

、
シ

ス
テ

ム
設

計
・

工
事

マ
ニ

ュ
ア

ル
に

従
っ

て
く

だ
さ

い
。

　
取

付
可

能
な

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

台
数

は
1

台
と

な
り

、
ま

た
定

格
は

1
3

kW
ま

で
で

す
。

　
規

定
以

上
の

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

を
取

り
付

け
た

場
合

、
ア

ク
テ

ィ
ブ

フ
ィ

ル
タ

ー
破

損
の

要
因

と
な

り
ま

す
。

　
1

3
kW

 を
超

え
る

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

を
取

り
付

け
た

場
合

、
高

調
波

を
適

切
に

制
御

で
き

な
く

な
り

ま
す

。

1
8

W
T0

7
3

9
4

X
0

2

5
. 電

気
工

事
5

-1
. 電

気
配

線
工

事
電

気
工

事
に

対
す

る
注

意
事

項

雨
天
の
場
合
、
サ
ー
ビ
ス
は
し
な
い
こ
と
。

　

水
ぬ
れ
禁
止


シ
ョ
ー
ト
・
漏
電
・
感
電
・
故
障
・
発
煙
・
発

火
・
火
災
の
お
そ
れ
あ
り
。

電
気
工
事
は
第
一
種
電
気
工
事
士
の
資
格
の
あ

る
者
が
、「
電
気
設
備
に
関
す
る
技
術
基
準
」・

「
内
線
規
程
」
お
よ
び
据
付
工
事
説
明
書
に

従
っ
て
行
う
こ
と
。
電
気
配
線
に
は
所
定
の
配

線
を
用
い
専
用
回
路
を
使
用
す
る
こ
と
。

　

指
示
を
実
行


電
源
回
路
容
量
不
足
や
施
工
不
備
が
あ
る
と
、
感

電
・
故
障
・
発
煙
・
発
火
・
火
災
の
お
そ
れ
あ

り
。

配
線
端
子
の
ネ
ジ
は
規
定
の
ト
ル
ク
で
締
め

る
こ
と
。

　

発
火
注
意


ネ
ジ
緩
み
・
接
触
不
良
に
よ
り
発
煙
・
発
火
・
火

災
の
お
そ
れ
あ
り
。

保
護
具
を
身
に
付
け
て
操
作
す
る
こ
と
。

　

感
電
注
意


各
基
板
の
端
子
に
は
電
圧
が
か
か
っ
て
い
る
。
触

れ
る
と
感
電
の
お
そ
れ
あ
り
。


主
電
源
を
切
っ
て
も
数
分
間
は
充
電
さ
れ
た
電
気

が
残
っ
て
い
る
。
触
れ
る
と
感
電
の
お
そ
れ
あ

り
。

[5
] 
移
設
・
修
理
を
す
る
と
き
に

工
事
完
了
後
、
電
源
端
子
部
で
絶
縁
抵
抗
を
測

定
し
1
M
Ω
以
上
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ

と
。

　

指
示
を
実
行


故
障
・
漏
電
・
火
災
の
お
そ
れ
あ
り
。

D
種
接
地
工
事
（
ア
ー
ス
工
事
）
は
第
一
種
電

気
工
事
士
の
資
格
の
あ
る
電
気
工
事
業
者
が
行

う
こ
と
。
ア
ー
ス
線
は
、
ガ
ス
管
・
水
道
管
・

避
雷
針
・
電
話
の
ア
ー
ス
線
に
接
続
し
な
い
こ

と
。

　

ア
ー
ス
接
続


感
電
・
ノ
イ
ズ
に
よ
る
誤
動
作
・
発
煙
・
発
火
・

火
災
・
爆
発
の
お
そ
れ
あ
り
。

お
願
い

• 
ね

じ
類

の
締

め
付

け
は

、
確

実
に

実
施

し
て

く
だ

さ
い

。

W
T0

7
3

9
4

X
0

2
1

7
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1
1

1
2

[1
]ネ
ジ
締
め
時
、
安
全
の
た
め
に
必
ず
守
る
こ
と

配
線
端
子
の
ネ
ジ
は
規
定
の
ト
ル
ク
で
締
め

る
こ
と
。

　

発
火
注
意


ネ
ジ
緩
み
・
接
触
不
良
に
よ
り
発
煙
・
発
火
・
火

災
の
お
そ
れ
あ
り
。

• 
ア

ク
テ

ィ
ブ

フ
ィ

ル
タ

ー
電

源
配

線
接

続
の

際
、

端
子

台
(T

B
0

1
)の

ネ
ジ

は
下

記
ト

ル
ク

で
確

実
に

締
め

て
く

だ
さ

い
。

　
　【

ネ
ジ

締
め

ト
ル

ク
】

　
　

端
子

台
(T

B
0

1
)･

･･
M

8
ネ

ジ
：
6
～
7
N
・
m

　
　

ま
た

、
ス

プ
リ

ン
グ

ワ
ッ

シ
ャ

ー
が

平
行

状
態

と
な

っ
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。

　
　

※
ネ

ジ
が

咬
み

込
ん

だ
場

合
は

、
規

定
ト

ル
ク

で
ネ

ジ
締

め
を

し
た

だ
け

で
は

正
常

判
断

で
き

ま
せ

ん
。

ね
じ
緩
み
が
あ
る
状
態
 

正
常
取
付
状
態
 

ス
プ
リ
ン
グ
ワ
ッ
シ
ャ
ー
が
平
行
状
態
 

• 
 斜
め
締
め
に
よ
り
ネ
ジ
山
を
潰
す
こ
と
の
な
い
よ
う

十
分

注
意

く
だ

さ
い

。
• 

仮
締

め
後

の
本

締
め

を
忘

れ
る

こ
と

を
防

止
す

る
た

め
に

、
本
締
め
後
に
油
性
マ
ジ
ッ
ク
で
ネ
ジ
頭
、
ワ
ッ
シ
ャ
ー
、
端
子
に
チ
ェ
ッ
ク

を
入

れ
て

く
だ

さ
い

。

電
源
配
線
 

マ
ー
カ
ー
チ
ェ
ッ
ク
 

端
子
台
(T
B
0
1
) 

W
T0

7
3

9
4

X
0

2
1

9

5
-1
-2
. 駆
動
方
法
の
選
択

ア
ク
テ
ィ
ブ
フ
ィ
ル
タ
ー
の
運
転
／
停
止
方
法
は
以
下
の
２
種
類
か
ら
選
択
し
、
5
-1
-3
項
又
は
5
-1
-4
項
に
て
設
定
を
実
施
く
だ
さ
い
。

（
1
）
負
荷
電
流
連
動
：
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
側
接
続
の
電
源
配
線
に
流
れ
る
電
流
を
検
知
し
、
約
8
A
に
て
起
動
、
運
転
後
４
Ａ
以
下
に
て
停
止
す
る
。

（
2
）
空
調
機
完
全
連
動
：
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
と
直
接
信
号
線
を
接
続
し
、
圧
縮
機
の
運
転
に
連
動
し
て
ア
ク
テ
ィ
ブ
フ
ィ
ル
タ
ー
の
運
転

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／
停
止
を
実
施
す
る
。

＊
各
方
法
に
は
制
約
事
項
が
あ
り
ま
す
の
で
、
注
意
く
だ
さ
い
。

　
外
部
に
信
号
を
出
力
す
る
場
合
は
、「
5
-1
-5
.外
部
出
力
仕
様
」
を
確
認
く
だ
さ
い
。

基
板
上
設
定

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
間

信
号
配
線

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
側

基
板
設
定

異
常
表
示

負
荷
電
流
連
動

JP
2
短
絡

不
要

不
要

本
体
LE
D
の
み

空
調
機
完
全
連
動

JP
2
オ
ー
プ
ン

必
要

(現
地
手
配
)

必
要

本
体
Ｌ
Ｅ
Ｄ
、

空
調
リ
モ
コ
ン

5
-1
-3
. 詳
細
設
定
：
負
荷
電
流
連
動
を
選
択
の
場
合

(1
) 
A
F
基
板
設
定

A
F
基
板
上
JP
2
に
短
絡
コ
ネ
ク
タ
ー
が
接
続
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
く
だ
さ
い
。

（
出
荷
時
、
短
絡
コ
ネ
ク
タ
ー
接
続
）

2
0

W
T
0
7
3
9
4
X
0
2

(2
) 

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

間
信

号
配

線
ア

ク
テ

ィ
ブ

フ
ィ

ル
タ

ー
と

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

を
接

続
す

る
信

号
配

線
は

あ
り

ま
せ

ん
。

(3
) 

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

側
基

板
設

定
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
に

お
け

る
設

定
は

、
あ

り
ま

せ
ん

。
※

 以
上

の
よ

う
に

設
定

す
る

こ
と

に
よ

り
、

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

側
接

続
の

電
源

配
線

に
流

れ
る

電
流

を
検

知
し

、
約

8
A

に
て

起
動

、
4

A
以

下
に

て
停

止
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

な
り

ま
す

。
た

だ
し

、
ア

ク
テ

ィ
ブ

フ
ィ

ル
タ

ー
の

検
知

す
る

異
常

は
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
用

リ
モ

コ
ン

に
表

示
し

ま
せ

ん
。

A
F

基
板

上
LE

D
表

示
、

ま
た

は
外

部
出

力
信

号
を

確
認

く
だ

さ
い

。 
ま

た
、

A
F

基
板

上
LE

D
表

示
は

、
右

に
9

0
°傾

い
た

表
示

と
な

る
た

め
注

意
し

て
く

だ
さ

い
。 

（
表

示
例

）
• 

異
常

LE
D

表
示

“
3

”
の

場
合

、「
」

• 
異

常
LE

D
表

示
“

C
”

の
場

合
、「

」

W
T

0
7

3
9

4
X

0
2

2
1
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1
3

1
4

※
M
r.
S
LI
M
機
種
｛
Ｐ
Ｕ
(
Ｚ
)
－
＊
＊
｝
に
本
ア
ク
テ
ィ
ブ
フ
ィ
ル
タ
ー
を
接
続
す
る
場
合

　
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
間
信
号
配
線
お
よ
び
Ｓ
Ｗ
設
定
等
に
つ
い
て
は
、
別
紙
「
M
r.S
LI
M
接
続
説
明
書
」
に
従
っ
て
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

※
コ
ネ
ク
タ
ー
接
続
に
つ
い
て

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
間
信
号
配
線
の
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
制
御
基
板
側
の
３
極
コ
ネ
ク
タ
ー
配
線
は
、
ス
ノ
ー
セ
ン
サ
ー
／
ナ
イ
ト
モ
ー
ド
／
デ
マ
ン
ド

の
３
種
類
の
入
力
信
号
の
内
の
１
つ
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ど
の
信
号
部
を
ア
ク
テ
ィ
ブ
フ
ィ
ル
タ
ー
用
と
し
て
使
用
す
る
か
に
よ
り
、
下
表
の
よ
う
に
接
続
変
更
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
ア
ク
テ
ィ
ブ

フ
ィ
ル
タ
ー
制
御
用
に
使
用
し
た
入
力
信
号
部
の
機
能
は
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
が
、
残
り
の
機
能
は
従
来
通
り
使
用
可
能
で
す
。

使
用
入
力
信
号

コ
ネ
ク
タ
ー
位
置

使
用
ピ
ン
位
置

ピ
ン
位
置
変
更

ス
ノ
ー
セ
ン
サ
ー

C
N
3
S

1
-2
ピ
ン

な
し

ナ
イ
ト
モ
ー
ド

C
N
3
D

1
-2
ピ
ン

な
し

デ
マ
ン
ド

C
N
3
D

1
-3
ピ
ン

2
ピ
ン
→
3
ピ
ン

デ
マ
ン
ド
入
力
信
号
を
使
用
す
る
際
に
は
、
ピ
ン
位
置
の
変
更
が
必
要
で
す
。
ピ
ン
位
置
の
変
更
は
、
配
線
の
つ
な
ぎ
換
え
に
て
実
施
く
だ
さ

い
（
下
図
参
照
）。

そ
の
際
、
配
線
の
接
続
部
お
よ
び
先
端
部
の
絶
縁
（
テ
ー
ピ
ン
グ
）
処
理
は
確
実
に
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
Ｃ
Ｎ
５
１
部
の
外
部
出
力
信
号
（
圧
縮
機
Ｏ
Ｎ
／
Ｏ
Ｆ
Ｆ
出
力
お
よ
び
異
常
出
力
）
を
従
来
の
用
途
で
使
用
す
る
場
合
に
は
、
Ａ
Ｆ
基

板
上
の
Ｃ
Ｎ
５
１
が
渡
り
配
線
構
成
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
制
御
基
板
上
の
Ｃ
Ｎ
５
１
の
代
わ
り
に
Ａ
Ｆ
基
板
上
の
Ｃ
Ｎ

５
１
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
デ
マ
ン
ド
入
力
信
号
使
用
時
：
空
調
機
間
信
号
配
線
３
極
コ
ネ
ク
タ
ー
の
配
線
つ
な
ぎ
換
え
要
領

シ
ロ
 

ア
カ
 

チ
ャ
 

シ
ロ
 

ア
カ
 

チ
ャ
 

先
端
部
の
絶
縁
処
理
は
確
実
に
実
施
く
だ
さ
い
 

閉
端
か
し
め
を
使
用
く
だ
さ
い
 

デ
マ
ン
ド
信
号
を
 

 
使
用
す
る
場
合
 

出
荷
時
の
状
態
 

１ ２ ３ １ ２ ３ 

(3
) 
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
側
基
板
設
定

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
に
お
け
る
設
定
は
、
以
下
の
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。（
必
ず
電
源
投
入
前
に
実
施
）

部
位

室
外
制
御
基
板
S
W

C
N
5
1

C
N
3
D
(C
N
3
S
)

設
定

3
-8
 O
N

接
続

接
続

こ
の
よ
う
に
設
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
か
ら
の
圧
縮
機
Ｏ
Ｎ
／
Ｏ
Ｆ
Ｆ
信
号
に
応
じ
て
ア
ク
テ
ィ
ブ
フ
ィ
ル
タ
ー
を

Ｏ
Ｎ
／
Ｏ
Ｆ
Ｆ
制
御
す
る
と
共
に
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
フ
ィ
ル
タ
ー
の
検
知
す
る
異
常
を
リ
モ
コ
ン
表
示
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

5
-1
-5
. 外
部
出
力
仕
様

(1
) 
出
力
仕
様 機
能

使
用
用
途

異
常
出
力

外
部
へ
ア
ク
テ
ィ
ブ
フ
ィ
ル
タ
ー
異
常
状
態
の
信
号
が
取
り
出
せ
ま
す
。

(2
) 
配
線
図

R
Y
3
接
点

異
常
時：
閉
，通
常
時：
開

T
B

ネ
ジ
 M
3

リ
レ
ー
接
点
出
力

T
B

A
F基
板

〈
リ
レ
ー
接
点
出
力
〉

R
Y
3
リ
レ
ー

最
大：
A
C
2
5
0
V
,1
.5
A

最
小：
D
C
5
V
,1
0
0
m
A

〈
動
作
仕
様
〉

〈
A
F基
板・
接
続
端
子
仕
様
〉

R
Y
3

異
常
出
力

2 1

W
T
0
7
3
9
4
X
0
2

2
3

5
-1
-4
. 詳
細
設
定
：
空
調
機
完
全
連
動
を
選
択
の
場
合

(1
) 
Ａ
Ｆ
基
板
設
定

出
荷
時
は
Ａ
Ｆ
基
板
上
JP
2
に
短
絡
コ
ネ
ク
タ
ー
が
接
続
さ
れ
て
い
ま
す
。

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
完
全
連
動
の
た
め
、
短
絡
コ
ネ
ク
タ
ー
を
取
外
し
く
だ
さ
い
。

(2
) 
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
間
信
号
配
線

• 
電
気
配
線
図
お
よ
び
次
頁
の
「
コ
ネ
ク
タ
ー
接
続
に
つ
い
て
」
を
参
考
に
配
線
く
だ
さ
い
。

• 
ア
ク
テ
ィ
ブ
フ
ィ
ル
タ
ー
と
の
空
調
機
間
信
号
配
線
は
付
属
コ
ネ
ク
タ
ー
配
線
（
約
1
5
cm
）
を
使
用
し
、機
器
間
の
配
線
は
現
地
手
配
と

し
て
く
だ
さ
い
。
(導
体
断
面
積
0
.1
4
m
m
2
：
A
W
G
2
6
以
上
、
配
線
長
2
0
0
m
以
下
と
す
る
こ
と
)

• 
各
配
線
は
付
属
コ
ネ
ク
タ
ー
配
線
と
の
接
続
部
に
て
絶
縁
処
理
を
確
実
に
実
施
く
だ
さ
い
。

• 
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
間
信
号
配
線
の
Ａ
Ｆ
基
板
側
は
、
ユ
ニ
ッ
ト
下
部
右
の
穴
よ
り
配
線
し
、
1
-2
.(2
)構
造
の
内
部
部
品
配
置
図
に
示
し
た
Ａ

Ｆ
基
板
左
下
に
位
置
す
る
フ
ェ
ラ
イ
ト
ク
ラ
ン
プ
に
２
タ
ー
ン
巻
き
、
配
線
ク
ラ
ン
プ
で
固
定
し
て
か
ら
、
基
板
に
接
続
く
だ
さ
い
。

• 
ま
た
ノ
イ
ズ
に
よ
る
誤
動
作
防
止
の
た
め
、
電
源
配
線
と
は
離
し
て
配
線
し
、
同
一
電
線
管
内
に
入
れ
た
り
、
沿
わ
せ
た
り
せ
ず
、
独
立
し

て
配
線
し
て
く
だ
さ
い
。

※
2
タ
ー
ン
と
は
、
下
図
の
よ
う
に
、
フ
ェ
ラ
イ
ト
ク
ラ
ン
プ
に
配
線
を
2
回
通
し
て
く
だ
さ
い
。

フ
ェ
ラ
イ
ト
ク
ラ
ン
プ

配
線

2
2

W
T
0
7
3
9
4
X
0
2
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1
5

(3
) 

配
線

方
法

A
F

基
板

の
端

子
台

TB
に

、
使

用
用

途
に

合
わ

せ
て

そ
れ

ぞ
れ

の
信

号
線

を
接

続
し

ま
す

。
こ

の
と

き
信

号
線

に
は

丸
端

子
(M

3
)を

圧
着

し
端

子
に

接
続

し
て

く
だ

さ
い

。

※
 接

続
す

る
配

線
は

、
電

源
配

線
と

離
し

て
配

線
し

て
く

だ
さ

い
。

※
 接

続
す

る
ケ

ー
ブ

ル
、

ラ
ン

プ
等

は
、

リ
レ

ー
接

点
出

力
を

満
足

す
る

も
の

を
現

地
手

配
し

て
く

だ
さ

い
。

A
F基
板

FL
基
板

TB 1
2

※
1

信
号
配
線
用
ク
ラ
ン
プ

で
配
線
を
固
定
す
る

※
1

 製
品

下
部

の
信

号
配

線
用

引
込

口
（

P
.1

4
参

照
）

を
通

し
て

外
部

に
出

し
ま

す
。

2
4

W
T0

7
3

9
4

X
0

2

1
6

5
-1-6

. 電
気

配
線

図

PAC-KR51EAC　電気配線図

CN11

F02

F01R01

S01

T01

F05 F06

R03

S03

T03

L01 L02

L05

L04

L03 L06

L07

L08 DCCT2

DCCT1

DIPIPM

C1 C2 C3 C4

R5

C5

R1

AF基板FL基板

ACCTT

K

L

CN1

MF1 RY2

アカ

シロ

クロ

AC250V AC250V
2A 2A

ACL

3 5

アカ

シロ

クロ

U

V

W

RY1R2

3
4
5

2
1

CN2

3

1
M
1～

CN4

3
4
5

2
1

6
7

K

L

JP2
注6

LED1 LED3 LED2

CHARGE RUNARARM

FG1

2
1

RY3
TB

異常出力
リレー接点出力

注5

注1.破線は現地配線を示します。
注2.一点鎖線は制御箱境界を示します。
注3.製品内には、多数の高電圧充電部がありますので、製品内の点検は、
　  必ず電源を切り、10分以上放置後、IPMのP,N端子部の電圧が十分に
　  下がっていること（DC20V以下）を確認してから行ってください。
注4.製品内には多数の高温部がありますので、電源遮断後も十分注意
　  してください。
注5.異常信号を外部出力する場合は、TBのリレー接点出力を使用してください。
　  最大 AC250V,1.5A
　  最小 DC5V,100mA
注6.アクティブフィルターの起動方法による設定および接続の違いは
　  右表「起動方法と設定および接続」を参照してください。
注7.連係用配線使用時は、室外ユニットの
　  据付・取扱説明書に従ってください。

LED表示
ACCTコネクター(AF基板-CN4)抜け
電源過電圧
電源不足電圧
直流母線過電圧(S/W検出)
直流母線過電圧(H/W検出)
直流母線不足電圧
IPMエラー(過電流、制御電源異常)
欠相/逆相

瞬時停電
過電流

パワーリレー接点異常

AF基板上LED表示(LED2)と内容

周波数(同期)異常

内容
0
1
2
3
4
5
7
8

A
C
F

P

記号
電流センサー

アース端子

名称
ACCTR,ACCTT
DCCT1,DCCT2

送風機用電動機(放熱板)MF1

運転/停止

<起動方法と設定および接続>

方法選択
負荷電流連動 注8
空調機完全連動

AF基板
JP2
短絡
オープン

連係用
配線
無
有

注8.負荷電流連動の場合には、空調機接続のリモコンに
　  アクティブフィルターの異常表示はしません。

R
TB01

S

T

U

V

W

E

ACCTR

電源
3～
200V
50/60Hz

室外ユニットへ接続

アカ

シロ

クロ

1 3 52 4 1 3 52 4 6 CN5CN51

フェライトクランプ
(2ターン)

室外ユニット
(熱源機)に接続

ACCT誤配線9

IPMエラー(過熱)H

++++
AC250V

AC250V

R02

S02

T02

30A

30A

W
T0
7
3
9
4
X
0
2

2
5

5-1-6. 電気配線図
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1
8

1
7

7
. 試

運
転

お
客

様
立

ち
会

い
で

試
運

転
を

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

7
-1

. 試
運

転
の

方
法

(1
) 

運
転

制
御

ア
ク

テ
ィ

ブ
フ

ィ
ル

タ
ー

運
転

中
は

、
電

源
入

力
電

流
が

正
弦

波
に

な
る

よ
う

に
制

御
し

ま
す

。
ま

た
、

ア
ク

テ
ィ

ブ
フ

ィ
ル

タ
ー

運
転

中
は

、
A

F
基

板
上

の
R

U
N

(L
E

D
3

)が
点

灯
し

ま
す

。
• 

負
荷

電
流

連
動

を
選

択
の

場
合

 
ア

ク
テ

ィ
ブ

フ
ィ

ル
タ

ー
は

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

側
接

続
の

電
源

配
線

に
流

れ
る

電
流

を
検

知
し

、
約

8
A

に
て

起
動

、
運

転
後

4
A

以
下

に
て

停
止

し
ま

す
。

• 
空

調
機

完
全

連
動

を
選

択
し

た
場

合
 

運
転

・
停

止
に

係
わ

る
信

号
は

、
以

下
の

よ
う

な
状

態
に

な
り

ま
す

。
 運

転
指

令
信

号
（

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

制
御

基
板

Ｃ
Ｎ

５
１

の
圧

縮
機

O
N

/O
FF

出
力

信
号

）
運

転
指

令
信

号
A

F
基

板
C

N
5

-3
P

 (
＋

), 
4

P
(－

)間
電

圧
運

転
指

令
約

1
2

V
停

止
指

令
約

0
V

 運
転

状
態

信
号

（
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
制

御
基

板
C

N
3

D
 /

 3
S

の
デ

マ
ン

ド
/

ナ
イ

ト
/

ス
ノ

ー
セ

ン
サ

ー
入

力
信

号
）

運
転

状
態

信
号

A
F

基
板

C
N

5
-1

P
 (

＋
), 

2
P

(－
)間

電
圧

A
F

運
転

中
2

～
3

V
A

F
停

止
中

約
1

2
V

 基
本

的
な

動
作

状
態

は
、

以
下

の
よ

う
に

な
り

ま
す

。

部
　

　
位

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

停
止

中
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
運

転
中

正
常

運
転

中
異

常
リ

ト
ラ

イ
待

ち
中

異
常

中
コ

ン
タ

ク
タ

ー
(A

F
基

板
)

O
FF

O
N

O
N

O
FF

A
C

フ
ァ

ン
O

FF
O

N
O

N
O

FF
ア

ク
テ

ィ
ブ

フ
ィ

ル
タ

ー
制

御
動

作
O

FF
O

N
O

FF
O

FF
運

転
状

態
信

号
R

U
N

（
LE

D
3

）
O

FF
O

N
O

FF
O

FF

7
-2

. 試
運

転
中

の
確

認
事

項
7

-2
-1

. 運
転

動
作

確
認

保
護
具
を
身
に
付
け
て
操
作
す
る
こ
と
。

　

感
電
注
意


各
基
板
の
端
子
に
は
電
圧
が
か
か
っ
て
い
る
。
触

れ
る
と
感
電
の
お
そ
れ
あ
り
。


主
電
源
を
切
っ
て
も
数
分
間
は
充
電
さ
れ
た
電
気

が
残
っ
て
い
る
。
触
れ
る
と
感
電
の
お
そ
れ
あ

り
。

電
源

投
入

中
に

は
基

板
そ

の
他

電
気

部
品

に
直

接
手

を
触

れ
な

い
こ

と
。

触
れ

る
場

合
は

必
ず

電
源

を
遮

断
後

1
0

分
以

上
待

ち
、A

F
基

板
上

C
H

A
R

G
E

(L
E

D
1

)が
消

灯
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

す
る

と
共

に
、

IP
M

の
P

,Ｎ
端

子
間

（
Ｐ

.8
参

照
）

の
充

電
電

圧
が

十
分

低
い

こ
と

（
2

0
V

以
下

）
を

確
認

し
て

か
ら

実
施

く
だ

さ
い

。
据

付
工

事
時

に
、

電
源

相
を

正
し

く
接

続
し

て
お

り
、

異
常

発
報

が
な

く
A

F
基

板
上

の
R

U
N

（
LE

D
3

）
が

点
灯

し
ア

ク
テ

ィ
ブ

フ
ィ

ル
タ

ー
本

体
よ

り
運

転
音

（
シ

ャ
リ

シ
ャ

リ
音

）
が

し
て

い
る

場
合

は
、

正
常

動
作

と
考

え
ら

れ
ま

す
が

、
さ

ら
に

詳
細

に
調

べ
る

場
合

は
、

運
転

中
に

以
下

の
よ

う
な

方
法

で
行

っ
て

く
だ

さ
い

。

1
) 

オ
シ

ロ
ス

コ
ー

プ
に

て
電

源
端

子
部

に
て

線
間

電
圧

確
認

 
波

形
の

線
間

ア
ン

バ
ラ

ン
ス

が
小

さ
く

、
電

圧
＝

0
Ｖ

近
傍

に
著

し
い

歪
み

が
な

い
こ

と
2

) 
電

流
プ

ロ
ー

ブ
＋

オ
シ

ロ
ス

コ
ー

プ
に

て
、

電
源

入
力

電
流

波
形

確
認

 
各

相
電

流
波

形
が

ほ
ぼ

正
弦

波
状

で
あ

る
こ

と
3

) 
高

調
波

モ
ニ

タ
ー

機
器

（
指

月
電

機
製

：
Ｈ

Ｍ
5

6
0

0
等

）
に

て
電

源
入

力
電

流
高

調
波

測
定

 
各

相
電

流
と

も
5

次
高

調
波

歪
み

が
基

本
波

成
分

の
1

0
％

以
下

で
あ

る
こ

と
 

波
形

モ
ニ

タ
ー

に
て

、
各

相
電

流
波

形
が

ほ
ぼ

正
弦

波
状

で
あ

る
こ

と

W
T

0
7

3
9

4
X

0
2

2
7

7-
2

-2
. 想

定
内

動
作

以
下
の
よ
う
な
動
き
は
、
異
常
（
想
定
外
動
作
）
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

動
作

原
因

運
転
中
シ
ャ
リ
シ
ャ
リ
音
が
聞
こ
え
る

高
調
波
電
流
に
よ
り
、
内
部
の
A
C
L
か
ら
音
が
発
生
し
ま
す
。

起
動
時
に
高
調
波
抑
制
量
が
少
な
い

過
渡
的
な
ス
ト
レ
ス
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
制
御
動
作
を
抑
制
し
て
お
り
ま
す
。

1
0
秒
程
度
で
通
常
運
転
と
な
り
ま
す
。

負
荷
急
変
時
に
高
調
波
抑
制
量
が
減
少

す
る
こ
と
が
あ
る

過
渡
的
な
ス
ト
レ
ス
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
制
御
動
作
を
抑
制
し
て
お
り
ま
す
。

1
0
秒
程
度
で
通
常
運
転
と
な
り
ま
す
。

LE
D
に
異
常
表
示
さ
れ
る
が

約
5
秒
後
に
運
転
再
開
す
る

内
部
異
常
検
知
に
対
し
、
リ
ト
ラ
イ
機
能
を
持
た
せ
て
い
ま
す
。

5
回
連
続
し
て
検
知
し
た
場
合
、
異
常
停
止
状
態
と
な
り
ま
す
。

ア
ク
テ
ィ
ブ
フ
ィ
ル
タ
ー
停
止
中
も

A
C
フ
ァ
ン
が
回
り
続
け
る

リ
ト
ラ
イ
停
止
中
（
約
5
秒
間
）
は
、
A
C
フ
ァ
ン
を
回
し
続
け
ま
す

7-
2

-3
. 異

常
表

示
異
常
は
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
フ
ィ
ル
タ
ー
が
検
知
す
る
も
の
と
、
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
が
検
知
す
る
も
の
の
2
種
類
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
負
荷
電
流
連
動
を
選
択
の
場
合
、
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
に
て
異
常
検
知
お
よ
び
表
示
は
し
ま
せ
ん
。

ア
ク

テ
ィ

ブ
フ

ィ
ル

タ
ー

が
検

知
す

る
異

常
（

A
F

制
御

基
板

上
LE

D
（

LE
D

2
）

で
の

詳
細

確
認

内
容

）
LE
D
表
示
は
右
に
9
0
°傾
い
た
表
示
と
な
る
た
め
、
確
認
時
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ア
ク
テ
ィ
ブ
フ
ィ
ル
タ
ー
検
知
異
常

（
LE
D
表
示
）

異
常
内
容

0
A
C
C
T
コ
ネ
ク
タ
ー
（
A
F
基
板
－
C
N
4
）
抜
け

1
電
源
過
電
圧
（
A
C
2
5
0
V
以
上
）

2
電
源
不
足
電
圧
（
A
C
1
6
0
V
以
下
）

3
直
流
母
線
過
電
圧
（
S
/W
検
出
、
D
C
3
9
0
V
以
上
）

4
直
流
母
線
過
電
圧
（
H
/W
検
出
、
D
C
4
2
0
V
以
上
）

5
直
流
母
線
不
足
電
圧
（
D
C
2
0
1
V
以
下
）

7
IP
M
エ
ラ
ー
（
過
電
流
8
1
.8
～
9
2
.7
A
、
制
御
電
圧
1
0
.3
～
1
2
.5
V
）

8
欠
相
／
逆
相

9
A
C
C
T
誤
配
線

A
瞬
時
停
電

C
過
電
流
（
S
/W
検
出
：
6
2
.5
A
以
上
3
回
連
続
、
H
/W
検
出
：
8
5
A
以
上
1
回
）

F
周
波
数
（
同
期
）
異
常

H
IP
M
過
熱
エ
ラ
ー
（
9
5
℃
以
上
）

P
パ
ワ
ー
リ
レ
ー
接
点
異
常

ア
ク
テ
ィ
ブ
フ
ィ
ル
タ
ー
に
は
リ
ト
ラ
イ
機
能
（
最
大
4
回
）
が
あ
り
ま
す
。
上
記
異
常
を
検
知
し
た
場
合
、約
5
秒
間
停
止
し
た
後
リ
ト
ラ

イ
運
転
を
行
い
ま
す
（
こ
の
時
、
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
は
停
止
し
ま
せ
ん
）。
リ
ト
ラ
イ
運
転
を
実
施
し
て
も
同
種
の
異
常
が
5
回
連
続
す
る
場
合

（
異
常
猶
予
期
間
は
起
動
後
9
0
秒
間
）、
ア
ク
テ
ィ
ブ
フ
ィ
ル
タ
ー
は
異
常
停
止
し
、
運
転
信
号
状
態
が
「
停
止
」（
＝
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
が
ア
ク

テ
ィ
ブ
フ
ィ
ル
タ
ー
異
常
検
知
）
と
な
り
ま
す
。（
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
は
停
止
し
ま
せ
ん
。）

異
常
停
止
後
は
、
不
具
合
補
修
し
、
電
源
再
投
入
し
て
く
だ
さ
い
。

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
が
検
知
す
る
異
常
（
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
完
全
連
動
を
選
択
の
場
合
の
み
検
知
）

M
-N
ET
系
表
示
異
常

異
常
コ
ー
ド

異
常
内
容

異
常
猶
予

O
C
-4
1
7
1

ア
ク
テ
ィ
ブ
フ
ィ
ル
タ
ー
異
常
検
知
（
上
記
）

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
異
常
（
運
転
状
態
信
号
不
整
合
：
コ
ネ
ク
タ
ー
抜
け
等
）

異
常

O
C
-4
1
2
1

1
度
目
の
異
常
検
知
で
は
異
常
猶
予
と
な
り
、
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
が
一
旦
全
停
止
し
、
3
分
後
に
再
起
動
を
し
ま
す
。

異
常
猶
予
期
間
は
1
0
分
で
、
猶
予
期
間
中
に
再
度
異
常
検
知
し
た
場
合
に
ア
ク
テ
ィ
ブ
フ
ィ
ル
タ
ー
が
異
常
停
止
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
リ

モ
コ
ン
に
は
異
常
コ
ー
ド
が
表
示
さ
れ
ま
す
が
、
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
は
運
転
を
継
続
し
ま
す
。

M
r.S
LI
M
機
種
の
異
常
表
示
は
、
別
紙
「
M
r.S
LI
M
接
続
説
明
書
」
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

2
8

W
T0
7
3
9
4
X
0
2
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高調波対策用アクティブフィルター
: PAC-KR51EAC

1
9

2
0

応
急

運
転

（
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
完

全
連

動
を

選
択

の
場

合
の

み
）

応
急

運
転

と
し

て
は

、
以

下
の

方
法

が
あ

り
ま

す
。

目
的

に
応

じ
て

、
適

用
く

だ
さ

い
。

応
急

運
転

動
作

室
外

ユ
ニ

ッ
ト

制
御

基
板

A
F

基
板

A
F

搭
載

設
定

S
W

※
C

N
5

1
C

N
3

S
(C

N
3

D
)

C
N

8
A

F
異

常
無

視
S

W
3

-8
 O

FF
接

続
未

接
続

未
接

続
A

F
常

時
運

転
S

W
3

-8
 O

FF
未

接
続

未
接

続
1

-3
P

短
絡

A
F

停
止

S
W

3
-8

 O
FF

未
接

続
未

接
続

未
接

続

A
F

異
常

無
視

で
は

、
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
の

圧
縮

機
Ｏ

Ｎ
／

Ｏ
Ｆ

Ｆ
出

力
信

号
に

応
じ

て
ア

ク
テ

ィ
ブ

フ
ィ

ル
タ

ー
が

動
作

し
ま

す
が

、
ア

ク
テ

ィ
ブ

フ
ィ

ル
タ

ー
が

異
常

停
止

し
て

も
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
は

運
転

を
継

続
し

ま
す

。
ア

ク
テ

ィ
ブ

フ
ィ

ル
タ

ー
の

異
常

は
、

通
常

ど
お

り
A

F
基

板
の

LE
D

（
LE

D
2

）
に

よ
り

判
定

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

※
M

r.S
LI

M
機

種
の

設
定

S
W

は
、

別
紙

「
M

r.S
LI

M
接

続
説

明
書

」
で

確
認

し
て

く
だ

さ
い

。

7
-2

-4
. 異

常
状

態
と

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

保
護
具
を
身
に
付
け
て
操
作
す
る
こ
と
。

　

感
電
注
意


各
基
板
の
端
子
に
は
電
圧
が
か
か
っ
て
い
る
。
触

れ
る
と
感
電
の
お
そ
れ
あ
り
。


主
電
源
を
切
っ
て
も
数
分
間
は
充
電
さ
れ
た
電
気

が
残
っ
て
い
る
。
触
れ
る
と
感
電
の
お
そ
れ
あ

り
。

異
常

状
態

は
電

源
を

切
る

前
に

A
F

基
板

上
の

LE
D

(L
E

D
2

)表
示

に
よ

り
確

認
で

き
ま

す
。

以
下

の
表

に
よ

り
、

現
象

別
に

上
段

か
ら

順
に

確
認

し
、

対
応

を
と

っ
て

く
だ

さ
い

。

分
解

作
業

は
、

電
源

を
切

っ
て

か
ら

 1
0

 分
以

上
待

っ
て

、
A

F 
基

板
上

 C
H

A
R

G
E

(L
E

D
1

) が
消

灯
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

す
る

と
共

に
、

 
IP

M
 の

 P
, Ｎ

端
子

間
（

Ｐ
 .4

 参
照

）
の

充
電

電
圧

が
十

分
低

い
こ

と
（

2
0

V
 以

下
）

を
確

認
し

て
か

ら
行

っ
て

く
だ

さ
い

。

異
常

現
象

推
定

原
因

調
査

方
法

調
査

N
G

時
対

応
4

1
2

1
異

常
　

LE
D

表
示

：
"0

"
コ

ネ
ク

タ
ー

抜
け

・
接

触
C

N
4

接
続

確
認

不
具

合
部

補
修

コ
ネ

ク
タ

ー
工

作
不

良
C

N
4

-5
P

,6
P

短
絡

線
確

認
不

具
合

部
補

修
A

F
基

板
不

良
再

運
転

A
F

基
板

交
換

4
1

2
1

異
常

LE
D

表
示

：
　

"1
"，

"2
"，

　
　

"3
"，

"4
"，

"5
"

電
源

環
境

不
良

電
源

電
圧

、
瞬

停
確

認
－

配
線

は
ず

れ
機

器
内

の
配

線
接

続
確

認
不

具
合

部
補

修
突

入
電

流
防

止
抵

抗
不

良
A

F
基

板
上

セ
メ

ン
ト

抵
抗

値
 

≒
1

0
Ω

A
F

基
板

交
換

A
F

基
板

不
良

再
運

転
A

F
基

板
交

換
4

1
2

1
　

LE
D

表
示

：
"7

"
A

C
C

T
不

良
抵

抗
チ

ェ
ッ

ク
（

※
1

）
A

C
C

T
交

換
主

リ
ア

ク
ト

ル
不

良
各

リ
ア

ク
ト

ル
の

抵
抗

チ
ェ

ッ
ク

（
※

2
）

地
絡

確
認

FL
基

板
交

換

誤
検

知
・

誤
動

作
・

他
再

運
転

A
F

基
板

交
換

A
F

基
板

不
良

再
運

転
A

F
基

板
交

換
電

源
環

境
不

良
電

源
電

圧
確

認
（

※
4

）
－

4
1

2
1

LE
D

表
示

：
"8

"
電

源
配

線
の

欠
相

ま
た

は
逆

相
接

続
電

源
接

続
状

態
確

認
不

具
合

部
補

修

主
回

路
ヒ

ュ
ー

ズ
切

れ
ヒ

ュ
ー

ズ
両

端
導

通
確

認
「

主
回

路
ヒ

ュ
ー

ズ
切

れ
」

の
項

目
へ

LE
D

表
示

：
"C

"に
同

じ
←

←
誤

検
知

・
他

　
電

源
電

圧
確

認
（

※
4

）
－

4
1

2
1

　
LE

D
表

示
：

"9
"

電
源

配
線

、
A

C
C

T
取

付
位

置
不

良
電

源
配

線
、

A
C

C
T

接
続

据
付

説
明

書
確

認
不

具
合

部
補

修

A
C

C
T

不
良

抵
抗

チ
ェ

ッ
ク

（
※

1
）

A
C

C
T

交
換

（
※

3
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電
源

環
境
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源

電
圧
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認

－
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1
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表
示

：
"A

"
電

源
環

境
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良
瞬

停
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認
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－
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F
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換
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1
2

1
異

常
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表

示
：
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←
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2
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異
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表

示
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"

電
源

環
境

不
良

電
源

周
波

数
確

認
　

定
格

±
5

%
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内
－

A
F

基
板

不
良

－
A

F
基

板
交

換

W
T

0
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3
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4
X

0
2

2
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異
常

現
象

推
定

原
因

調
査

方
法

調
査

N
G

時
対

応
4

1
2

1
異

常
　

LE
D

表
示

：
"H

"
A

C
フ

ァ
ン

不
良

コ
ネ

ク
タ

ー
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ず
れ

確
認

不
具

合
部

補
修

ロ
ッ

ク
確

認
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C
フ

ァ
ン

交
換

風
路

閉
塞

A
C

フ
ァ

ン
風

路
確

認
不

具
合

部
補

修
接

触
不

良
C

N
1

,C
N

2
確

認
不

具
合

部
補

修
駆

動
回

路
不

良
運

転
時

C
N

2
-1

P
,3

P
間

電
圧

な
し

A
F

基
板

交
換

4
1

2
1

異
常

　
LE

D
表

示
：

な
し

電
源

配
線

の
欠

相
配

線
接

続
確

認
不

具
合

部
補

修
主

回
路

ヒ
ュ

ー
ズ

切
れ

ヒ
ュ

ー
ズ

切
れ

確
認

「
主

回
路

ヒ
ュ

ー
ズ

切
れ

」
の

項
へ

FL
基

板
ヒ

ュ
ー

ズ
切

れ
ヒ

ュ
ー

ズ
切

れ
確

認
「

FL
基

板
ヒ

ュ
ー

ズ
切

れ
」

の
項

へ
信

号
配

線
コ

ネ
ク

タ
ー

抜
け

C
N

3
D

,C
N

3
S

接
続

確
認

不
具

合
部

補
修

A
F

基
板

不
良

・
他

電
源

再
立

ち
上

げ
A

F
基

板
交

換
主

回
路

ヒ
ュ

ー
ズ

切
れ

（
FL

基
板

：
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1
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0
2
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地

絡
対
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抵
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＞
1

Ｍ
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不
具

合
部

修
正

FL
基

板
不

良
FL

基
板

上
Ｃ

膨
ら

み
FL

基
板

交
換

A
F

基
板
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F
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交

換
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合

部
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テ
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源
接
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し
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転
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ニ

ッ
ト
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特
性
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※
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）
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※
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※
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換
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F
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不
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－
A

F
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板
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換
騒

音
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ビ
ビ

リ
音

）
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高
周

波
音
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ネ
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緩

み
各

部
締

付
け

確
認

不
具

合
部

補
修

FL
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板
不

良
FL

基
板

上
Ｃ

膨
ら

み
FL

基
板
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換

電
源

イ
ン

ピ
ー

ダ
ン

ス
電

源
電

圧
波

形
確

認
個

別
対

応
（

電
源

）
ノ

イ
ズ

ア
ー

ス
接

続
不

良
ア

ー
ス

接
続

確
認

不
具

合
部

補
修

配
線

接
触

不
良

配
線

接
続

確
認

不
具

合
部

補
修

FL
基

板
不

良
電

源
電

圧
波

形
確

認
FL

基
板
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換

電
源

イ
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ピ
ー

ダ
ン

ス
電

源
電

圧
波
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確

認
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別
対

応
（

電
源
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1
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C

C
T

故
障

判
定

C
N

4
コ

ネ
ク

タ
ー

を
外

し
、

端
子

間
抵
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ェ
ッ
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1
1
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Ω

±
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Ω

1
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pi
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間
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Ｕ
相

）
3

-4
pi
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Ｗ

相
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 リ
ア

ク
ト

ル
抵

抗
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チ
ェ

ッ
ク

FL
基

板
を

取
り

外
し
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リ

ア
ク

ト
ル

側
（

基
板

裏
側

）
の

リ
ー

ド
部

に
て

確
認

。
3

つ
の

抵
抗

値
が

バ
ラ

ン
ス

し
て

い
る

事
を

確
認

。
※
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C
C

T
交

換
• 

交
換

時
、

A
C

C
T

の
向

き
に

注
意

し
て

く
だ

さ
い

。
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交
換

後
、

電
源

配
線

接
続

の
際

、
端

子
台

（
T

B
0

1
）

の
ネ

ジ
は

所
定

の
ト

ル
ク

で
確

実
に

締
め

て
く

だ
さ
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。
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使用目的 / 用途

【PAC-SG81DR : 液管φ6.35 用】

● PUZ-ZRMP40 ～ 63(S)KA4
● PUZ-ERMP40 ～ 63(S)KA4
● PU-CRMP40 ～ 63(S)KA4

●“配管用ドライヤ”は、冷媒配管内の水分などを取り除き、毛細管詰まり・圧
縮機の故障を防止するために取り付ける部品です。

● 水分混入量等、冷媒回路内の汚れが非常に多いと指定された場合は、1 シー
ズン経過後ドライヤ交換が必要です。（水分吸着量は 3 ～ 7cc）

ガス管 

液管 拡大図

接続パイプ(液側)

①配管ドライヤ③断熱材

室外機 

 

対象ユニット

外形図（組立図）（単位：mm）

形　名
PAC-SG81DR
PAC-SG82DR

接続部
1/4(φ6.35)フレア
3/8(φ9.52)フレア

Ａ
122±1.6
151±1.6

Ｂ
76±1.5
97±1.5

Ｃ
φ67±0.8
φ67±0.8

PAC-SG85DR 1/2(φ12.7)フレア 177±1.6 117±1.5 φ80±0.8

Ａ

Ｂ

Ｃ

【PAC-SG82DR : 液管φ9.52 用】

● PUZ-ZRMP80(S)HA4,ZRMP112 ～ 160KA4
● PUZ-ZRP224KA10
● PUZ-ERMP80(S)HA4,ERMP112 ～ 160LA4
● PUZ-ERMP112･140LA5
● PUZ-ERP224KA10
● PU-CRMP80(S)HA4,CRMP112 ～ 160LA4
● PUZ-HRMP80 ～ 160KA

形　　名 PAC-SG81DR PAC-SG82DR PAC-SG85DR
配管サイズ 液側　φ6.35 フレア 液側　φ9.52 フレア 液側　φ12.7 フレア
適用冷媒 R32　/　R410A　/　R407C

仕　様

【PAC-SG85DR : 液管φ12.7 用】

● PUZ-ZRP280KA10
● PUZ-ERP280KA10

注　意
・本品は冷媒配管の液側（細い方）途中にフレア接続にて取り付けてください。

配管用ドライヤ
● PAC-SG81DR　● PAC-SG82DR

● PAC-SG85DR
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配管用ドライヤ
: PAC-SG81DR, SG82DR, SG85DR

形
 
 
 
名
 

P
A
C
-S
G
81
D
R
 液
管
外
径
φ
6.
35
用
 

P
A
C
-S
G
82
D
R
 液
管
外
径
φ
9.
52
用
 

P
A
C
-S
G
85
D
R
 液
管
外
径
φ
12
.7
用
 

据
付
け
前
に
必
ず
室
外
ユ
ニ
ット
に
付
属
さ
れ
て
い
る
 

据
付
工
事
説
明
書
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。 

取
付
要
領（
下
記
の
説
明
を
よ
く
読
ん
で
組
み
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
） 

 )
 （

ご
注
意
 
１
）
 こ
の
別
売
部
品
は
、
冷
媒
配
管
内
の
水
分
を
取
り
除
き
圧
縮
機
の
故
障
を
防
止
す
る
た
め
に
取
付
け
る
部
品
で
す
。
 

た
だ
し
、
水
分
混
入
量
等
冷
媒
回
路
内
の
汚
れ
が
非
常
に
多
い
と
指
定
さ
れ
た
場
合
は
、
１
シ
ー
ズ
ン
経
過
後
ド
ラ
イ
ヤ
 

交
換
が
必
要
で
す
。
（
水
分
吸
着
量
は
３
～
７
cc
）
 

２
）
 配
管
ド
ラ
イ
ヤ
は
、
冷
媒
配
管
の
液
側
の
途
中
に
フ
レ
ア
接
続
に
て
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。
 

３
）
 配
管
ド
ラ
イ
ヤ
は
、
ユ
ニ
ッ
ト
外
へ
の
取
付
け
が
可
能
で
す
。
 

  
 
ユ
ニ
ッ
ト
内
へ
の
取
付
け
の
場
合
は
、
取
付
け
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
で
き
る
場
合
の
み
可
能
と
な
り
ま
す
。
 

こ
の
箱
の
中
に
は
、こ
の
説
明
書
の
他
に
下
記
の
部
品
が
入
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

①
配
管
ド
ラ
イ
ヤ
 

1ケ
 

②
接
続
パ
イ
プ
 

P
A
C
-S
G
81
D
R（
φ
6.
35
用
） 

P
A
C
-S
G
82
D
R（
φ
9.
52
用
） 

の
場
合
 

P
A
C
-S
G
85
D
R（
φ
12
.7
用
） 

の
場
合
 

 
ケ1

 
ケ1

ま
た
は
 

③
断
熱
材
 

1ケ
 

1
 
取
付
準
備
 

1）
室
外
機
の
パ
ネ
ル
取
外
し
、
冷
媒
配
管
及
び
、
真
空
引
き
等
の
要
領
は
ユ
ニ
ッ
ト
の
据
付
工
事
説
明
書
を
参
照
く
だ
さ
い
。
 

2）
パ
ネ
ル
取
外
し
 

●
サ
ー
ビ
ス
パ
ネ
ル
と
カ
バ
ー
を
取
外
し
て
く
だ
さ
い
。
 

3）
配
管
接
続
 

●
配
管
を
曲
げ
る
際
、
曲
げ
R
（
R
10
0～
R
15
0）
を
充
分
に
と
り
、
折
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
 

●
配
管
は
圧
縮
機
に
接
触
し
な
い
よ
う
に
施
工
し
て
く
だ
さ
い
。
（
異
音
、
振
動
の
原
因
に
な
り
ま
す
）
 

●
現
地
対
応
の
接
続
パ
イ
プ
は
フ
レ
ア
加
工
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

●
フ
レ
ア
シ
ー
ト
面
に
冷
凍
機
油
（
現
地
手
配
）
を
薄
く
塗
付
し
て
く
だ
さ
い
。
 

フ
レ
ア
形
状
 

45
±゚
 2
 ゚

フ
レ
ア
シ
ート
面
全
周
に
 

冷
凍
機
油
を
塗
布
 

R0
.4
～
R0
.8

φA
90±゚ 0.5 ゚

冷
凍
機
油
 
塗
布
位
置
 

銅
管
外
径（
m
m
） 

締
付
力
N・
m（
kg
f-c
m
） 

〈
ト
ル
ク
レ
ン
チ
に
よ
る
適
正
な
締
付
力
〉 

φ
6.
35

14
～
18
（
14
0～
18
0） 

φ
9.
52

34
～
42
（
34
0～
42
0） 

φ
12
.7

49
～
61（
49
0～
61
0）
 

銅
管
外
径（
m
m
） 

フ
レ
ア
部
加
工
寸
法
φ
A（
m
m
） 

φ φ φ

6.
35

8.
7～
9.
1

9.
52

12
.8
～
13
.2

12
.7

16
.2
～
16
.6

パ
イ
プ
径
 

（
m
m
） 

B
寸
法（
m
m
） 

R4
10
A･
R3
2フ
レ
ア
ツ
ー
ル
 Ｒ
22
・Ｒ
40
7Ｃ
フ
レ
ア
ツ
ー
ル
 

ク
ラ
ッ
チ
式
 

B

ダ
イ
ス
 

φ  
 6
.35
（
1/
4”
） 

※
従
来
の
ツ
ー
ル
を
使
っ
て
冷
媒
R
41
0A
ま
た
は
R3
2用
の
フ
レ
ア
加
工
を
す
る
場
合
は
､上
表
を
 

 
参
考
に
加
工
し
て
く
だ
さ
い
。
出
し
代
調
整
用
の
銅
管
ゲ
ー
ジ
を
使
用
す
れ
ば
、
B寸
法
が
確
保
で
き
ま
す
。

0～
0.
5

1.
0～
1.
5

φ 
 9
.52
（
3/
8”
） 

0～
0.
5

1.
0～
1.
5

φ 
 1
2.7
（
1/
2”
） 

0～
0.
5

1.
0～
1.
5

銅
管
 

 

三
菱
電
機
パ
ッ
ケ
ー
ジ
エ
ア
コ
ン
別
売
部
品

3 4
 
試
運
転
 

1）
ユ
ニ
ッ
ト
の
据
付
工
事
説
明
書
に
従
っ
て
試
運
転
を
行
な
い
、
ガ
ス
洩
れ
チ
ェ
ッ
ク
、
運
転
チ
ェ
ッ
ク
を
必
ず
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。
 

以
上
で
配
管
ド
ラ
イ
ヤ
の
取
付
け
は
完
了
で
す
。
元
通
り
に
サ
ー
ビ
ス
パ
ネ
ル
等
を
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。
 

R
G
79
N
50
5H
02

2
 
配
管
ド
ラ
イ
ヤ
の
取
付
け
 

1）
配
管
ド
ラ
イ
ヤ
を
ユ
ニ
ッ
ト
内
に
取
付
け
る
場
合
に
は
、
ス
ペ
ー
ス
に
応
じ
て
〈
図
1,
図
2〉
を
参
照
し
ド
ラ
イ
ヤ
を
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。
 

 
 
ま
た
、
ド
ラ
イ
ヤ
取
付
け
の
ス
ペ
ー
ス
が
な
い
場
所
に
は
、
ユ
ニ
ッ
ト
外
の
取
付
け
と
な
り
ま
す
。
〈
図
3〉
 

2）
ユ
ニ
ッ
ト
外
へ
取
付
け
る
場
合
は
延
長
配
管
の
任
意
の
場
所
に
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。
 

 
 
接
続
パ
イ
プ
は
現
地
に
て
製
作
対
応
し
て
く
だ
さ
い
。
 

3）
断
熱
工
事
（
つ
ゆ
垂
れ
防
止
）
 

●
ド
ラ
イ
ヤ
取
付
後
、
ド
ラ
イ
ヤ
部
分
に
断
熱
材
を
巻
き
付
け
て
く
だ
さ
い
。
 

 
※
断
熱
材
の
継
目
に
は
テ
ー
ピ
ン
グ
を
施
し
て
隙
間
が
生
じ
な
い
よ
う
に
施
行
し
て
く
だ
さ
い
。
 

●
そ
の
他
配
管
部
分
も
断
熱
材
を
巻
き
付
け
て
く
だ
さ
い
。
 

配
管
ド
ラ
イ
ヤ
は
、
必
ず
液
側
配
管
（
細
い
方
）
に
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。
 

バ
ル
ブ（
液
側
） 

①
配
管
ド
ラ
イ
ヤ
 

②
接
続
パ
イ
プ
 

③
断
熱
材
 

バ
ル
ブ（
液
側
） 

室
外
機
底
面
の
ノ
ッ
ク
ア
ウト
穴
の
位
置
に
 

注
意
し
て
、P
IP
Eの
取
付
け
向
き
を
調
整
し
 

て
く
だ
さ
い
。 

配
管
ド
ラ
イ
ヤ
を
ユ
ニ
ット
内
ま
た
は
、 

ユ
ニ
ット
外
へ
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。 

配
管
ド
ラ
イ
ヤ
取
付
図〈
図
1〉
 

（
ユ
ニ
ット
内
取
付
） 

配
管
ド
ラ
イ
ヤ
取
付
図（
ユ
ニ
ット
内
水
平
取
付
）〈
図
2〉
 

配
管
ド
ラ
イ
ヤ
取
付
図
 (ユ
ニ
ッ
ト
外
取
付
）
〈図
3〉 

①
配
管
ド
ラ
イ
ヤ
 

②
接
続
パ
イ
プ
 

③
断
熱
材
 

ガ
ス
管
 

液
管
 

ガ
ス
管
 

液
管
 

 
機
外
室

 
機
内

室

室
外
機
 

P
A
C
-S
G
81
,8
2D
Rの
場
合
 

P
A
C
-S
G
85
D
Rの
場
合
 

バ
ル
ブ（
液
側
） 

接
続
パ
イ
プ（
液
側
） 

①
配
管
ド
ラ
イ
ヤ
 

③
断
熱
材
 

接
続
パ
イ
プ（
液
側
） 

拡
大
図
 

①
配
管
ド
ラ
イ
ヤ
 

③
断
熱
材
 

（本マニュアル用に変更・修正しています）

★11_室外2017.indb   82 2017/08/03   13:47:55



11-83

室
外
ユ
ニ
ッ
ト

11-83

使用目的 / 用途

● PUZ-ZRMP40 ～ 63(S)KA4
● PUZ-ERMP40 ～ 63(S)KA4
● PU-CRMP40 ～ 63(S)KA4

仕　様対象ユニット

外形図（単位：mm）

配線要領

50/60Hz

電源
単相200V

室外ユニット

1

2

TB1

補助リレー

R S T S1 S2 S3

6
5
7

4

3
8

4

5 1

2

3

CN1
1

CN51

2

3

室外制御基板

給水口

251

224
(取付寸法)

(取付寸法)

200

アース端子

250(取付必要寸法)

180 19

152.5

電源ケーブル長 2150

(本体からの取出し寸法)

軟質ホースまたは硬質塩ビ管VP-13接続

4-φ3.6±0.05ヌキ穴(天面パネル穴あけ)

303
51

170

7
7

9
1

3
6

5
8
4

8
2
.
3
(
取
付
寸
法
)

形　　名 PAC-SJ12ESS
電源供給 AC200V 50/60Hz

ノズル口数 1 ヶ

使用可能給水範囲
水道水のみ　水圧：0.14 ～� 0.25MPa（給水管ホースの場合）

/0.14 ～ 0.3MPa（硬質塩ビ管の場合）
水温：10 ～ 30℃

水道供給用接続パイプ径 軟質ホース　内径 15mm / 硬質ホース　VP13

●“散水キット”は、夏場の室外ユニット過負荷対策および冷房時の省エネルギー
を目的とした部品です。

● 外気温に応じ、室外ユニットの吸込口に水を噴霧し、室外ユニットの高圧カッ
トによる冷房能力低下を解消します。

● 本品は安全ネットとの併用はできません。
● 噴霧した水がケーシングやフィンに当たり、水滴となって室外ユニット周辺

に飛散したり、フィンおよびケーシングに付着した噴霧水が室外ユニットの
ドレンパンに落ち、排水穴から排水されますので地面を濡らします。

注　意
・冬期に水系統内の水が凍結し、破損するおそれがありますので、冷房シーズ

ンオフには必ず水系統内の水抜きをしてください。
・給水は必ず水道水を使用してください。水温は 10 ～ 30℃でご使用ください。

消費電力削減値

◎平常／過負荷モードの切換え、および散水時間の切換えは基板上のDIPスイッチで切換えます。

性能値は水道水、水圧0.15MPa, 水温20℃, 200Vでのデータ（散水時）を示します。
（室外機形名　PAC-SJ12ESS ： P63形の場合）

* 消費電力削減値は周波数一定の場合を示します。

運転モード

散水時間
性能値

形　名

PAC-SJ12ESS 0.17kW
(12.0%) 6.6 ℓ/h 0.19kW

(13.5%) 13.2 ℓ/h 0.20kW
(14.0%) 6.6 ℓ/h 0.25kW

(17.6%) 13.2 ℓ/h

消費電力削減値
(　)は率を示す

15秒/5分サイクル

平常モード（外気温度：32℃, ON） 過負荷モード（外気温度：40℃, ON）

30秒/5分サイクル 15秒/5分サイクル 30秒/5分サイクル

使用水量 消費電力削減値
(　)は率を示す 使用水量 消費電力削減値

(　)は率を示す 使用水量 消費電力削減値
(　)は率を示す 使用水量

室外ユニット

散水キット

散水キット	
● PAC-SJ12ESS
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散水キット: PAC-SJ12ESS
（本マニュアル用に変更・修正しています）

別
売
形
名

適
用
機
種

P
A
C
-S
J1
2
ES
S
室
外
ユ
ニ
ット
用
　
K
タ
イ
プ

安
全
の
た
め
に
必
ず
守
る
こ
と

●
据
付
完
了
後
､試
運
転
を
行
い
異
常
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
､こ
の
据
付
工
事
説
明
書
は
､お
客
様
で
保
管
し
て

　
い
た
だ
く
よ
う
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
､お
使
い
に
な
る
方
が
代
わ
る
場
合
は
､新
し
く
お
使
い
に
な
る
方
に
お
渡
し
い
た
だ
く
よ
う
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

●
据
付
け
は
､こ
の
｢安
全
の
た
め
に
必
ず
守
る
こ
と
｣を
よ
く
お
読
み
の
う
え
､確
実
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
こ
こ
に
示
し
た
注
意
事
項
は
安
全
に
関
す
る
重
大
な
内
容
を
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
､必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
生
じ
る
危
険
と
そ
の
程
度
を
､次
の
表
示
で
区
分
し
て
説
明
し
て
い
ま
す
。

誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
、

死
亡
や
重
傷
な
ど
に
結
び
つ
く

可
能
性
が
あ
る
も
の
。

誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
、

軽
傷
ま
た
は
家
屋・
家
財
な
ど

の
損
害
に
結
び
つ
く
も
の
。

●
お
客
様
自
身
で
据
付
工
事
さ
れ
不
備
が
あ
る
と
、水
漏
れ
や

　
感
電・
火
災
等
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

据
付
け
は
､販
売
店
ま
た
は
専
門
業
者
に
依
頼
す
る
。

●
据
付
け
に
不
備
が
あ
る
と
、水
漏
れ
や
感
電・
火
災
等
の
原
因
に

　
な
り
ま
す
。

据
付
工
事
は
、こ
の
据
付
工
事
説
明
書
に
従
っ
て
確
実
に
行
う
。

●
万
一
ガ
ス
が
ユ
ニ
ッ
ト
の
周
囲
に
た
ま
る
と
、発
火・
爆
発
の

　
原
因
に
な
り
ま
す
。

可
熱
性
ガ
ス
の
発
生
・
流
入
・
滞
留
・
漏
れ

の
お
そ
れ
が
あ
る
場
所
へ
は
据
付
け
な
い
。

●
ア
ー
ス
線
は
、ガ
ス
管・
水
道
管・
避
雷
針・
電
話
の
ア
ー
ス
線
に

　
接
続
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。ア
ー
ス
が
不
完
全
な
場
合
は
、

　
感
電
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

ア
ー
ス
工
事
を
行
う
。

●
サ
ー
ビ
ス
パ
ネ
ル
の
取
付
け
に
不
備
が
あ
る
と
、ほ
こ
り
、

　
水
等
に
よ
り
､感
電・
火
災
等
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
サ
ー
ビ
ス
パ
ネ
ル
を
確
実
に
取
付
け
る
。

●
当
社
指
定
部
品
を
使
用
し
な
い
と
、水
漏
れ・
感
電・
火
災・

　
ユ
ニ
ッ
ト
落
下
に
よ
る
ケ
ガ
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

据
付
工
事
部
品
は
、必
ず
当
社
付
属
部
品
お
よ
び
指
定
の
部
品
を

使
用
す
る
。

●
電
源
回
路
容
量
不
足
や
施
工
不
備
が
あ
る
と
感
電・
火
災
等

　
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

電
気
工
事
は
電
気
工
事
士
の
資
格
が
あ
る
方
が
、「
電
気
設
備
に

関
す
る
技
術
基
準
」､
「
内
線
規
程
」お
よ
び
こ
の
据
付
工
事
説
明

書
に
従
っ
て
施
工
し
､必
ず
専
用
回
路
と
し
か
つ
定
格
の
電
圧
･

ブ
レ
ー
カ
ー
を
使
用
す
る
｡

●
接
続
や
固
定
が
不
完
全
の
場
合
や
､途
中
接
続
の
場
合
は
､

　
発
熱
･火
災
等
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

配
線
は
、所
定
の
ケ
ー
ブ
ル
を
使
用
し
て
確
実
に
接
続
し
、

端
子
接
続
部
に
ケ
ー
ブ
ル
の
外
力
が
伝
わ
ら
な
い
よ
う
に

固
定
す
る
。ま
た
､途
中
接
続
は
絶
対
に
行
わ
な
い
｡

据
付
け
の
前
に

●
本
製
品
は
､夏
場
で
の
室
外
ユ
ニ
ット
過
負
荷
対
策
お
よ
び
冷
房
時
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

●
給
水
は
必
ず
水
道
水
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。水
温
は
1
0
～
3
0
℃
で
、ご
使
用
く
だ
さ
い
。

●
噴
霧
時
の
水
圧
は
､十
分
な
圧
力
が
必
要
で
す
。

　
給
水
管
に
ホ
ー
ス
を
使
用
す
る
場
合
　
0
.1
4
M
P
a～
0
.2
5
M
P
a

　
給
水
管
に
硬
質
塩
ビ
管
を
使
用
す
る
場
合
　
0
.1
4
M
P
a～
0
.3
M
P
a

　
上
記
水
圧
の
範
囲
内
で
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。水
圧
が
低
い
と
き
は
､市
販
の
加
圧
ポ
ン
プ
を
使
用
し
昇
圧
し
て
く
だ
さ
い
。

●
本
製
品
動
作
中
､噴
霧
し
た
水
が
ケ
ー
シ
ン
グ
や
フ
ィ
ン
に
当
た
り
､水
滴
と
な
っ
て
室
外
ユ
ニ
ット
周
辺
に
飛
散
し
た
り
､

　
フ
ィ
ン
お
よ
び
ケ
ー
シ
ン
グ
に
付
着
し
た
噴
霧
水
が
室
外
ユ
ニ
ット
の
ド
レ
ン
パ
ン
に
落
ち
､排
出
穴
か
ら
排
水
さ
れ
ま
す
の
で

　
地
面
を
濡
ら
し
ま
す
。

※
据
付
け
前
に
本
説
明
書
を
よ
く
お
読
み
く
だ
さ
い
。三
菱
電
機
パ
ッ
ケ
ー
ジ
エ
ア
コ
ン
別
売
部
品

散
水
キ
ット
据
付
工
事
説
明
書

BH
79
B2
24
H
04

1
2
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室
外
ユ
ニ
ッ
ト

11-88

使用目的 / 用途

● PUZ-ZRMP80(S)HA4
● PUZ-ERMP80(S)HA4
● PU-CRMP80(S)HA4

●“散水キット”は、夏場の室外ユニット過負荷対策および冷房時の省エネルギー
を目的とした部品です。

● 外気温に応じ、室外ユニットの吸込口に水を噴霧し、室外ユニットの高圧カッ
トによる冷房能力低下を解消します。

● 本品は安全ネットとの併用はできません。
● 噴霧した水がケーシングやフィンに当たり、水滴となって室外ユニット周辺

に飛散したり、フィンおよびケーシングに付着した噴霧水が室外ユニットの
ドレンパンに落ち、排水穴から排水されますので地面を濡らします。

散水キット

室外ユニット

仕　様対象ユニット

外形図（単位：mm）

変化寸法表 配線要領
（一定速機種用）

ＭＣ

52Ｃ

ＣＮ１
3
2
1

散水キット

Ｒ

電
磁
接
触
器

Ｓ Ｔ

室外ユニット

(圧縮機)

ＣＮ１単相200Ｖ
電源

50/60Ｈｚ

単相200Ｖ
電源

50/60Ｈｚ

3
2
1

散水キット

室外制御基板

ＳＳ
3
2
1

（インバータ機種用
 (補助リレー未使用時)）

（インバータ機種用
 (補助リレー使用時)） 50/60Hz

電源
単相200V

室外ユニット

1

2

TB1

補助リレー

R S T S1S2S3

6
5
7

4
3
8

4
5 1

2
3
CN1

1
CN51

2
3

室外制御基板

ユニット形態 能力クラス A
PUZ-
ZRMP,ERMP,CRMPタイプ

40～63
80･112

567
902

B
149
183

152.5250
(取付必要寸法) 19

180

電源ケーブル長 2150

給水口

アース端子

4-φ3.6±0.05ヌキ穴(天面パネル穴あけ)
Ｅタイプは4-φ3.5±0.03ヌキ穴

200

224
(取付寸法)

277.8(取付寸法) Ｂ

303
51

軟質ホースまたは硬質塩ビ管VP-13接続

Ａ

3
6

9
1

7
7

8
2
(取
付
寸
法
)

(本体からの取出し寸法)

形　　名 PAC-SH36ESS
電源供給 AC200V 50/60Hz

ノズル口数 1 ヶ

使用可能給水範囲
水道水のみ　　水圧：0.14 ～� 0.25MPa（給水管ホースの場合）

/0.14 ～ 0.3MPa（硬質塩ビ管の場合）
水温：10 ～ 30℃

水道供給用接続パイプ径 軟質ホース　内径 15mm / 硬質ホース　VP13

消費電力削減値

◎平常／過負荷モードの切換え、及び散水時間の切換えは基板上のDIPスイッチで切換えます。

性能値は水道水、水圧0.15MPa, 水温20℃, 200Vでのデータ（散水時）を示します。
（室外機形名　PAC-SH36ESS：PUZ-RP80HA）

運転モード

散水時間
性能値

形　名

PAC-SH36ESS 0.20kW
(12.0%) 6.6 ℓ/h 0.22kW

(13.5%) 13.2 ℓ/h 0.23kW
(14.0%) 6.6 ℓ/h 0.29kW

(17.6%) 13.2 ℓ/h

消費電力削減値
(　)は率を示す

15秒/5分サイクル

平常モード（外気温度：32℃, ON） 過負荷モード（外気温度：40℃, ON）

30秒/5分サイクル 15秒/5分サイクル 30秒/5分サイクル

使用水量 消費電力削減値
(　)は率を示す 使用水量 消費電力削減値

(　)は率を示す 使用水量 消費電力削減値
(　)は率を示す 使用水量

注　意
・冬期に水系統内の水が凍結し、破損するおそれがありますので、冷房シーズ

ンオフには必ず水系統内の水抜きをしてください。
・給水は必ず水道水を使用してください。水温は 10 ～ 30℃でご使用ください。

散水キット	
● PAC-SH36ESS
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三
菱
電
機
パ
ッ
ケ
ー
ジ
エ
ア
コ
ン
別
売
部
品

散
水
キ
ット
据
付
工
事
説
明
書

※
据
付
け
前
に
本
説
明
書
を
よ
く
お
読
み
く
だ
さ
い
。

据
付
け
の
前
に

別
売
形
名

適
用
機
種

P
A
C
-S
H
3
6
ES
S
室
外
ユ
ニ
ット
用
　
Eタ
イ
プ
,　
Fタ
イ
プ
,　
G
タ
イ
プ
,　
H
タ
イ
プ

●
本
製
品
は
、夏
場
で
の
室
外
ユ
ニ
ット
過
負
荷
対
策
お
よ
び
冷
房
時
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

●
給
水
は
必
ず
水
道
水
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。水
温
は
1
0
～
3
0
℃
で
、ご
使
用
く
だ
さ
い
。

●
噴
霧
時
の
水
圧
は
、十
分
な
圧
力
が
必
要
で
す
。

　
給
水
管
に
ホ
ー
ス
を
使
用
す
る
場
合
　
0
.1
4
M
P
a～
0
.2
5
M
P
a

　
給
水
管
に
硬
質
塩
ビ
管
を
使
用
す
る
場
合
　
0
.1
4
M
P
a～
0
.3
M
P
a

　
上
記
水
圧
の
範
囲
内
で
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。水
圧
が
低
い
と
き
は
、市
販
の
加
圧
ポ
ン
プ
を
使
用
し
昇
圧
し
て
く
だ
さ
い
。

●
本
製
品
動
作
中
、噴
霧
し
た
水
が
ケ
ー
シ
ン
グ
や
フ
ィ
ン
に
当
た
り
、水
滴
と
な
っ
て
室
外
ユ
ニ
ット
周
辺
に
飛
散
し
た
り
、

　
フ
ィ
ン
お
よ
び
ケ
ー
シ
ン
グ
に
付
着
し
た
噴
霧
水
が
室
外
ユ
ニ
ット
の
ド
レ
ン
パ
ン
に
落
ち
、排
出
穴
か
ら
排
水
さ
れ
ま
す
の
で

　
地
面
を
濡
ら
し
ま
す
。

安
全
の
た
め
に
必
ず
守
る
こ
と

●
据
付
完
了
後
､試
運
転
を
行
い
異
常
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
､こ
の
据
付
工
事
説
明
書
は
取
扱
説
明
書
と
と
も
に
､

　
お
客
様
で
保
管
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
､お
使
い
に
な
る
方
が
代
わ
る
場
合
は
､新
し
く
お
使
い
に
な
る
方
に
お
渡
し
い
た
だ
く
よ
う
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

●
据
付
け
は
､こ
の
｢安
全
の
た
め
に
必
ず
守
る
こ
と
｣を
よ
く
お
読
み
の
う
え
､確
実
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
こ
こ
に
示
し
た
注
意
事
項
は
安
全
に
関
す
る
重
大
な
内
容
を
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
､必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
生
じ
る
危
険
と
そ
の
程
度
を
､次
の
表
示
で
区
分
し
て
説
明
し
て
い
ま
す
。

誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
、

死
亡
や
重
傷
な
ど
に
結
び
つ
く

可
能
性
が
あ
る
も
の
。

誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
、

軽
傷
ま
た
は
家
屋・
家
財
な
ど

の
損
害
に
結
び
つ
く
も
の
。

●
お
客
様
自
身
で
据
付
工
事
さ
れ
不
備
が
あ
る
と
、水
漏
れ
や

　
感
電・
火
災
等
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

据
付
け
は
､販
売
店
ま
た
は
専
門
業
者
に
依
頼
す
る
。

●
据
付
け
に
不
備
が
あ
る
と
、水
漏
れ
や
感
電・
火
災
等
の
原
因
に

　
な
り
ま
す
。

据
付
工
事
は
、こ
の
据
付
工
事
説
明
書
に
従
っ
て
確
実
に
行
う
。

●
万
一
ガ
ス
が
ユ
ニ
ット
の
周
囲
に
た
ま
る
と
、発
火・
爆
発
の

　
原
因
に
な
り
ま
す
。

可
熱
性
ガ
ス
の
発
生・
流
入・
滞
留・
漏
れ
の
お
そ
れ
が
あ
る

場
所
へ
は
据
付
け
な
い
。

●
ア
ー
ス
線
は
、ガ
ス
管・
水
道
管・
避
雷
針・
電
話
の
ア
ー
ス
線
に

　
接
続
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。ア
ー
ス
が
不
完
全
な
場
合
は
、感
電

　
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

ア
ー
ス
工
事
を
行
う
。

●
サ
ー
ビ
ス
パ
ネ
ル
の
取
付
け
に
不
備
が
あ
る
と
、ほ
こ
り
、

　
水
等
に
よ
り
､感
電・
火
災
等
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

室
外
ユ
ニ
ット
の
サ
ー
ビ
ス
パ
ネ
ル
を
確
実
に
取
付
け
る
。

●
当
社
指
定
部
品
を
使
用
し
な
い
と
、水
漏
れ・
感
電・
火
災・

　
ユ
ニ
ット
落
下
に
よ
る
ケ
ガ
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

据
付
工
事
部
品
は
、必
ず
当
社
付
属
部
品
お
よ
び
指
定
の
部
品

を
使
用
す
る
。

●
電
源
回
路
容
量
不
足
や
施
工
不
備
が
あ
る
と
感
電・
火
災
等

　
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

電
気
工
事
は
電
気
工
事
士
の
資
格
が
あ
る
方
が
、「
電
気
設
備
に

関
す
る
技
術
基
準
」､「
内
線
規
程
」お
よ
び
こ
の
据
付
工
事
説
明

書
に
従
っ
て
施
工
し
､必
ず
専
用
回
路
と
し
か
つ
定
格
の
電
圧
･

ブ
レ
ー
カ
ー
を
使
用
す
る
｡

●
接
続
や
固
定
が
不
完
全
の
場
合
や
､途
中
接
続
の
場
合
は
､

　
発
熱
･火
災
等
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

配
線
は
、所
定
の
ケ
ー
ブ
ル
を
使
用
し
て
確
実
に
接
続
し
、

端
子
接
続
部
に
ケ
ー
ブ
ル
の
外
力
が
伝
わ
ら
な
い
よ
う
に

固
定
す
る
。ま
た
､途
中
接
続
は
絶
対
に
行
わ
な
い
｡

三
菱
電
機
パ
ッ
ケ
ー
ジ
エ
ア
コ
ン
別
売
部
品

散
水
キ
ッ
ト
据
付
工
事
説
明
書

※
据
付
け
前
に
本
説
明
書
を
よ
く
お
読
み
く
だ
さ
い
。

フ
レ
ア
ナ
ッ
ト
の
締
付
け
は
正
し
く
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

締
付
ト
ル
ク
が
大
き
す
ぎ
る
と
、フ
レ
ア
部
を
破
壊
し
、

水
漏
れ
の
原
因
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

据
付
け
の
前
に

R
G
7
9
A
9
3
2
H
2
2

1
.部
品
の
確
認

2
.取
付
手
順

①
制
御
部
本
体

③
ス
プ
レ
ー
取
付
台
④
継
手
管

⑤
ネ
ジ

⑥
給
水
栓
ソ
ケ
ッ
ト
⑦
バ
ン
ド

②
ス
プ
レ
ー

　
取
付
け
ア
ン
グ
ル

品
番
品
名

個
数 形 状 品
番

品
名

個
数 形 状

1 1
1

1
2

1
4

2
1

1
1
5

1
3

⑫
絶
縁
材

⑨
リ
ー
ド
付
端
子

⑧
リ
ー
ド
付
丸
端
子

⑩
補
助
リ
レ
ー

⑬
フ
ァ
ス
ナ
ー

⑪
ネ
ジ

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
背
面
と
障
害
物（
壁
な
ど
）と
の

ク
リ
ア
ラ
ン
ス
を
2
5
0
㎜
以
上
確
保
し
て
く
だ

さ
い
。

2
-1
 取
付
必
要
ス
ペ
ー
ス

2
-3
 ス
プ
レ
ー
取
付
け
ア
ン
グ
ル
の
取
付
け

3
-1
 室
外
ユ
ニ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
パ
ネ
ル
の
取
外
し

3
-2
 配
線
作
業

2
-2
 制
御
部
本
体
の
取
付
け

1
.制
御
部
本
体
①
の
カ
バ
ー（
白
色
）を
取
外
し
て
く
だ
さ
い
。

2
.制
御
部
本
体
①
の
フ
ラ
ン
ジ
部
を
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
背
面
に
突
き
当
て
て
置
き
、A
寸
法（
変
化
寸
法
表
参
照
）に
し
た
後

ド
リ
ル
等
で
天
板
に
下
穴（
E
タ
イ
プ・
・・
φ
3
. 5
±
0
. 0
3
、そ
の
他
の
機
種
・・・
φ
3
. 6
±
0
. 0
5
）を
３
ヶ
所
あ
け
て
く
だ
さ
い
。

3
.制
御
部
本
体
付
属
の
両
面
テ
ー
プ
と
、付
属
の
ネ
ジ
⑤（
３
ヶ
所
）で
制
御
部
本
体
を
固
定
し
て
く
だ
さ
い
。

A
寸
法

A
寸
法

能
力
ク
ラ
ス

ユ
ニ
ッ
ト
形
態

《
A
寸
法
変
化
表
》

4
0
～
8
0

4
0
～
8
0

4
0
～
8
0

4
0
～
8
0

4
0
～
5
6

4
0
～
5
6

E
タ
イ
プ

Fタ
イ
プ

G
タ
イ
プ

G
タ
イ
プ

P・
H
A
タ
イ
プ

P・
H
A
2
タ
イ
プ

2
0
3

2
0
2

2
2
0

2
2
0

2
2
0

2
2
0

1
3
9

1
7
3

1
7
3

P
U（
H
）

P
U（
H
）

P
U（
H
）

（
M
）P
U
Z

M
P
U（
H
）

M
P
U
H

別
売
形
名

適
用
機
種

P
A
C
-S
H
3
6
E
S
S

1
.ス
プ
レ
ー
取
付
け
ア
ン
グ
ル
②
を
ス
ラ
イ
ド
さ
せ
、

　
上
ア
ン
グ
ル
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
横
の
穴（
A
～
F対
応

　
表
参
照
）と
下
ア
ン
グ
ル（
上
部
～
下
部
 対
応
表
参
照
）を

ネ
ジ
⑤
で
固
定
し
て
く
だ
さ
い
。 

6
.ス
プ
レ
ー
取
付
け
ア
ン
グ
ル
下
部
を
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
ベ
ー
ス
の
フ
ラ
ン
ジ
に
引
っ
掛
け
、次
に
上
部
の
ツ
メ
を
制
御
部
本
体
の

　
角
穴
に
差
し
込
み
ネ
ジ
⑤
で
固
定
し
ま
す
。

　（
左
右
1
ヶ
所
ず
つ
）

7
.制
御
部
本
体
の
電
磁
弁
出
口
部
に
フ
レ
ア
部
の
中
心
を
合
わ
せ
、フ
レ
ア
ナ
ッ
ト
を
手
で
3
～
4
回
転
さ
せ
締
め
ま
す
。

8
.ト
ル
ク
レ
ン
チ
ま
た
は
ス
パ
ナ
を
用
い
、1
3
.7
～
1
7
.7
N・
m（
1
4
0
～
1
8
0
kg
f・
㎝
）の
ト
ル
ク
で
締
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　（
必
ず
2
丁
ス
パ
ナ
で
締
付
け
て
く
だ
さ
い
）

※
ユ
ニ
ッ
ト
本
体
へ
取
付
け
る
前
に
作
業
を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

《
固
定
位
置
対
応
表
》

［
M
P
U
＊
-H
A＊
タ
イ
プ
の
場
合
］

M
P
U（
H
）・
P
4
0
～
5
6
H
A

M
P
U
H・
P
4
0
～
5
6
H
A
2
を
除
く

2
.ス
プ
レ
ー
取
付
台
③
を
フ
レ
ア
接
続
部
が
上
向
き
に
な
る
よ
う

　
に
セ
ッ
ト
し
、ス
プ
レ
ー
取
付
け
ア
ン
グ
ル
中
央
部
の
穴
に
ネ
ジ
⑤

　
で
固
定
し
て
く
だ
さ
い
。（
左
右
2
ヶ
所
ず
つ
）

3
.制
御
部
本
体
の
電
磁
弁
出
口
と
ス
プ
レ
ー
入
口
に
接
続
す
る

継
手
管
④
の
長
さ
と
形
状
を
決
め
、必
要
に
応
じ
て
管
端
部
を

成
形
加
工
し
て
く
だ
さ
い
。（
電
磁
弁
出
口
へ
の
接
続
は
後
で

作
業
し
ま
す
）

※
パ
イ
プ
の
曲
げ
加
工
は
、つ
ぶ
し
た
り
折
ら
な
い
よ
う
十
分

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

4
.フ
レ
ア
部
の
中
心
を
合
わ
せ
、フ
レ
ア
ナ
ッ
ト
を
手
で
3
～
4
回

　
転
さ
せ
締
め
ま
す
。

5
.ト
ル
ク
レ
ン
チ
ま
た
は
ス
パ
ナ
を
用
い
、1
3
.7
～
1
7
.7
N・
m

　（
1
4
0
～
1
8
0
kg
f・
㎝
）の
ト
ル
ク
で
締
付
け
て
く
だ
さ
い
。

※
必
ず
2
丁
ス
パ
ナ
で
締
付
け
て
く
だ
さ
い
。

フ
レ
ア
ナ
ッ
ト
の
締
付
け
は
正
し
く
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

締
付
ト
ル
ク
が
大
き
す
ぎ
る
と
、フ
レ
ア
部
を
破
壊
し
、

水
漏
れ
の
原
因
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

指
定
位
置
以
外
に
取
付
け
る
と
、ネ
ジ
先
端
が
内
部
部
品
に
損
傷
を
与
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、本
製
品
の
性
能
を

十
分
に
発
揮
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
箱
の
中
に
は
、こ
の
説
明
書
の
他
に
下
記
部
品
が
入
っ
て
い
ま
す
の
で
、ご
確
認
く
だ
さ
い
。

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
用
　
E
タ
イ
プ
,　
Fタ
イ
プ
,　
G
タ
イ
プ
,　
H
タ
イ
プ

固
定
位
置

能
力
ク
ラ
ス

ユ
ニ
ッ
ト
形
態

4
0
～
5
0

5
6
～
8
0

4
0
～
5
0

5
6
～
8
0

4
0
～
5
0

5
6
～
8
0

4
0
～
8
0

4
0
～
5
6

4
0
～
5
6

幅
8
0
0×
奥
行
3
0
0×
高
さ
6
0
0

幅
9
5
0×
奥
行
3
3
0×
高
さ
7
4
0

幅
9
5
0×
奥
行
3
3
0×
高
さ
9
4
3

P
U（
H
）

P
U（
H
）

P
U（
H
）

（
M
）P
U
Z

M
P
U（
H
）

M
P
U
H

固
定
位
置

ユ
ニ
ッ
ト
寸
法

B（
6
0
7
） 
下
穴：
下
部

B（
8
1
0
） 
下
穴：
中
部

D（
6
3
0
） 
下
穴：
下
部

E（
8
5
0
） 
下
穴：
中
部

A（
5
9
9
） 
下
穴：
下
部

A（
8
0
2
） 
下
穴：
中
部

A（
8
0
2
） 
下
穴：
中
部

A（
5
9
9
） 
下
穴：
下
部

A（
5
9
9
） 
下
穴：
下
部

F（
5
6
7
） 
下
穴：
下
部

G（
6
9
9
） 
下
穴：
上
部

A（
9
0
2
） 
下
穴：
上
部

E
タ
イ
プ

Fタ
イ
プ

G
タ
イ
プ

G
タ
イ
プ

P・
H
A
タ
イ
プ

P・
H
A
2
タ
イ
プ

3
.配
線
手
順

散
水
キ
ッ
ト
電
源
線
を
配
管
・
板
金
エ
ッ
ヂ

ま
た
は
振
動
物
に
接
触
さ
せ
る
と
被
覆
が

破
れ
、感
電
・
火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

散
水
キ
ッ
ト
電
源
線
は
、室
外
ユ
ニ
ッ
ト
内
部
の
近
傍
板
金
エ
ッ
ヂ
お
よ
び
配
管
等
に
絶
対
接
触
し
な

い
よ
う
取
り
回
し
下
部
の
配
管
穴
を
通
し
て
ア
ン
グ
ル
に
バ
ン
ド
⑦
で
結
束
し
ま
す
。

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
サ
ー
ビ
ス
パ
ネ
ル
を
取
外
し
、次
に
側
面
に
あ
る

電
源
線
取
出
穴（
ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
）を
あ
け
て
く
だ
さ
い
。

※
ユ
ニ
ッ
ト
下
部
の
配
管
穴
形
状
は
機
種
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

［
M
P
U
＊
-H
A＊
タ
イ
プ
の
場
合
］
M
P
U（
H
）・
P
4
0
～
5
6
H
A

M
P
U
H・
P
4
0
～
5
6
H
A
2
を
除
く

幅
8
0
0×
奥
行
3
0
0×
高
さ
6
0
0

幅
9
5
0×
奥
行
3
3
0×
高
さ
7
4
0

幅
9
5
0×
奥
行
3
3
0×
高
さ
9
4
3

ユ
ニ
ッ
ト
寸
法

●
本
製
品
は
、夏
場
で
の
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
過
負
荷
対
策
お
よ
び
冷
房
時
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

●
給
水
は
必
ず
水
道
水
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。水
温
は
1
0
～
3
0
℃
で
、ご
使
用
く
だ
さ
い
。

●
噴
霧
時
の
水
圧
は
、十
分
な
圧
力
が
必
要
で
す
。

給
水
管
に
ホ
ー
ス
を
使
用
す
る
場
合
　
0
.1
4
M
P
a～
0
.2
5
M
P
a

給
水
管
に
硬
質
塩
ビ
管
を
使
用
す
る
場
合
　
0
.1
4
M
P
a～
0
.3
M
P
a

上
記
水
圧
の
範
囲
内
で
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。水
圧
が
低
い
と
き
は
、市
販
の
加
圧
ポ
ン
プ
を
使
用
し
昇
圧
し
て
く
だ
さ
い
。

●
本
製
品
動
作
中
、噴
霧
し
た
水
が
ケ
ー
シ
ン
グ
や
フ
ィ
ン
に
当
た
り
、水
滴
と
な
っ
て
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
周
辺
に
飛
散
し
た
り
、

フ
ィ
ン
お
よ
び
ケ
ー
シ
ン
グ
に
付
着
し
た
噴
霧
水
が
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
ド
レ
ン
パ
ン
に
落
ち
、排
出
穴
か
ら
排
水
さ
れ
ま
す
の
で

地
面
を
濡
ら
し
ま
す
。

安
全
の
た
め
に
必
ず
守
る
こ
と

●
据
付
完
了
後
､試
運
転
を
行
い
異
常
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
､こ
の
据
付
工
事
説
明
書
は
取
扱
説
明
書
と
と
も
に
､

お
客
様
で
保
管
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
､お
使
い
に
な
る
方
が
代
わ
る
場
合
は
､新
し
く
お
使
い
に
な
る
方
に
お
渡
し
い
た
だ
く
よ
う
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

●
据
付
け
は
､こ
の
｢安
全
の
た
め
に
必
ず
守
る
こ
と
｣を
よ
く
お
読
み
の
う
え
､確
実
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
こ
こ
に
示
し
た
注
意
事
項
は
安
全
に
関
す
る
重
大
な
内
容
を
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
､必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
生
じ
る
危
険
と
そ
の
程
度
を
､次
の
表
示
で
区
分
し
て
説
明
し
て
い
ま
す
。

誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
、

死
亡
や
重
傷
な
ど
に
結
び
つ
く

可
能
性
が
あ
る
も
の
。

誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
、

軽
傷
ま
た
は
家
屋
・
家
財
な
ど

の
損
害
に
結
び
つ
く
も
の
。

●
お
客
様
自
身
で
据
付
工
事
さ
れ
不
備
が
あ
る
と
、水
漏
れ
や

感
電
・
火
災
等
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

据
付
け
は
､販
売
店
ま
た
は
専
門
業
者
に
依
頼
す
る
。

●
据
付
け
に
不
備
が
あ
る
と
、水
漏
れ
や
感
電
・
火
災
等
の
原
因
に

な
り
ま
す
。

据
付
工
事
は
、こ
の
据
付
工
事
説
明
書
に
従
っ
て
確
実
に
行
う
。

●
万
一
ガ
ス
が
ユ
ニ
ッ
ト
の
周
囲
に
た
ま
る
と
、発
火
・
爆
発
の

原
因
に
な
り
ま
す
。

可
熱
性
ガ
ス
の
発
生
・
流
入
・
滞
留
・
漏
れ
の
お
そ
れ
が
あ
る

場
所
へ
は
据
付
け
な
い
。

●
ア
ー
ス
線
は
、ガ
ス
管
・
水
道
管
・
避
雷
針
・
電
話
の
ア
ー
ス
線
に

接
続
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。ア
ー
ス
が
不
完
全
な
場
合
は
、感
電

の
原
因
に
な
り
ま
す
。

ア
ー
ス
工
事
を
行
う
。

●
サ
ー
ビ
ス
パ
ネ
ル
の
取
付
け
に
不
備
が
あ
る
と
、ほ
こ
り
、

水
等
に
よ
り
､感
電
・
火
災
等
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
サ
ー
ビ
ス
パ
ネ
ル
を
確
実
に
取
付
け
る
。

●
当
社
指
定
部
品
を
使
用
し
な
い
と
、水
漏
れ・
感
電
・
火
災
・

ユ
ニ
ッ
ト
落
下
に
よ
る
ケ
ガ
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

据
付
工
事
部
品
は
、必
ず
当
社
付
属
部
品
お
よ
び
指
定
の
部
品

を
使
用
す
る
。

●
電
源
回
路
容
量
不
足
や
施
工
不
備
が
あ
る
と
感
電
・
火
災
等

の
原
因
に
な
り
ま
す
。

電
気
工
事
は
電
気
工
事
士
の
資
格
が
あ
る
方
が
、「
電
気
設
備
に

関
す
る
技
術
基
準
」､
「
内
線
規
程
」お
よ
び
こ
の
据
付
工
事
説
明

書
に
従
っ
て
施
工
し
､必
ず
専
用
回
路
と
し
か
つ
定
格
の
電
圧
･

ブ
レ
ー
カ
ー
を
使
用
す
る
｡

●
接
続
や
固
定
が
不
完
全
の
場
合
や
､途
中
接
続
の
場
合
は
､

発
熱
･火
災
等
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

配
線
は
、所
定
の
ケ
ー
ブ
ル
を
使
用
し
て
確
実
に
接
続
し
、

端
子
接
続
部
に
ケ
ー
ブ
ル
の
外
力
が
伝
わ
ら
な
い
よ
う
に

固
定
す
る
。ま
た
､途
中
接
続
は
絶
対
に
行
わ
な
い
｡

250以上

カ
バ
ー

※
イ
ン
バ
ー
タ
機
種

の
み
使
用

※
イ
ン
バ
ー
タ
以
外
の

機
種
の
み
使
用

基
板
カ
バ
ー

ネ
ジ
⑤

2
2
4

8
2
.3

電
磁
弁

ス
ト
レ
ー
ナ

（
ろ
過
器
）

Ａ

2
1
.7

制
御
部
本
体
①

水
道
管
接
続
口

フ
ラ
ン
ジ
部

2
7
7
.8

ネ
ジ
⑤

角
穴

継
手
管
④

2
丁
ス
パ
ナ
で
締
付
け

※
カ
ッ
コ
内
の
数
字
は
取
付
け
寸
法
を
示
し
ま
す
。ス
ラ
イ
ド

調
整
後
必
ず
上
表
寸
法
の
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

（取付寸法）

ス ラ イ ド

上
ア
ン
グ
ル

下
ア
ン
グ
ル

こ
の
位
置
を
固
定

ネ
ジ
⑤

（
中
部
の
穴
）

ネ
ジ
⑤

（
上
部
の
穴
）

ネ
ジ
⑤

（
下
部
の
穴
）

（
例
）4
0
～
5
0
G
A
形

　
　
　
の
場
合

A B C D E

フ
レ
ア
接
続
部

ス
プ
レ
ー
取
付
台
③

ネ
ジ
⑤

電
磁
弁

2
丁
ス
パ
ナ
で
締
付
け

た
る
ま
せ
る
こ
と

バ
ン
ド
⑦

散
水
キ
ッ
ト
電
源
線

1
2

（本マニュアル用に変更・修正しています）
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室
外
ユ
ニ
ッ
ト

取付説明書

11-90

散水キット: PAC-SH36ESS

三
菱
電
機
パ
ッ
ケ
ー
ジ
エ
ア
コ
ン
別
売
部
品

散
水
キ
ッ
ト
据
付
工
事
説
明
書

※
据
付
け
前
に
本
説
明
書
を
よ
く
お
読
み
く
だ
さ
い
。

フ
レ
ア
ナ
ット
の
締
付
け
は
正
し
く
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

締
付
ト
ル
ク
が
大
き
す
ぎ
る
と
、フ
レ
ア
部
を
破
壊
し
、

水
漏
れ
の
原
因
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

据
付
け
の
前
に

R
G
7
9
A
9
3
2
H
2
2

1
.部
品
の
確
認

2
.取
付
手
順

①
制
御
部
本
体

③
ス
プ
レ
ー
取
付
台
④
継
手
管

⑤
ネ
ジ

⑥
給
水
栓
ソ
ケ
ット

⑦
バ
ン
ド

②
ス
プ
レ
ー

　
取
付
け
ア
ン
グ
ル

品
番

品
名

個
数 形 状 品
番

品
名

個
数 形 状

1 1
1

1
2

1
4

2
1

1
1
5

1
3

⑫
絶
縁
材

⑨
リ
ー
ド
付
端
子

⑧
リ
ー
ド
付
丸
端
子

⑩
補
助
リ
レ
ー

⑬
フ
ァ
ス
ナ
ー

⑪
ネ
ジ

室
外
ユ
ニ
ット
背
面
と
障
害
物（
壁
な
ど
）と
の

ク
リ
ア
ラ
ン
ス
を
2
5
0
㎜
以
上
確
保
し
て
く
だ

さ
い
。

2
-1
 取
付
必
要
ス
ペ
ー
ス

2
-3
 ス
プ
レ
ー
取
付
け
ア
ン
グ
ル
の
取
付
け

3
-1
 室
外
ユ
ニ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
パ
ネ
ル
の
取
外
し

3
-2
 配
線
作
業

2
-2
 制
御
部
本
体
の
取
付
け

1
.制
御
部
本
体
①
の
カ
バ
ー（
白
色
）を
取
外
し
て
く
だ
さ
い
。

2
.制
御
部
本
体
①
の
フ
ラ
ン
ジ
部
を
室
外
ユ
ニ
ット
背
面
に
突
き
当
て
て
置
き
、A
寸
法（
変
化
寸
法
表
参
照
）に
し
た
後

ド
リ
ル
等
で
天
板
に
下
穴（
Eタ
イ
プ・
・・
φ
3
. 5
±
0
. 0
3
、そ
の
他
の
機
種・
・・
φ
3
. 6
±
0
. 0
5
）を
３
ヶ
所
あ
け
て
く
だ
さ
い
。

3
.制
御
部
本
体
付
属
の
両
面
テ
ー
プ
と
、付
属
の
ネ
ジ
⑤（
３
ヶ
所
）で
制
御
部
本
体
を
固
定
し
て
く
だ
さ
い
。

A
寸
法

A
寸
法

能
力
ク
ラ
ス

ユ
ニ
ット
形
態

《
A
寸
法
変
化
表
》

4
0
～
8
0

4
0
～
8
0

4
0
～
8
0

4
0
～
8
0

4
0
～
5
6

4
0
～
5
6

Eタ
イ
プ

Fタ
イ
プ

G
タ
イ
プ

G
タ
イ
プ

P・
H
A
タ
イ
プ

P・
H
A
2
タ
イ
プ

2
0
3

2
0
2

2
2
0

2
2
0

2
2
0

2
2
0

1
3
9

1
7
3

1
7
3

P
U（
H
）

P
U（
H
）

P
U（
H
）

（
M
）P
U
Z

M
P
U（
H
）

M
P
U
H

別
売
形
名

適
用
機
種

P
A
C
-S
H
3
6
E
S
S

1
.ス
プ
レ
ー
取
付
け
ア
ン
グ
ル
②
を
ス
ラ
イ
ド
さ
せ
、

　
上
ア
ン
グ
ル
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ット
横
の
穴（
A
～
F対
応

　
表
参
照
）と
下
ア
ン
グ
ル（
上
部
～
下
部
 対
応
表
参
照
）を

ネ
ジ
⑤
で
固
定
し
て
く
だ
さ
い
。 

6
.ス
プ
レ
ー
取
付
け
ア
ン
グ
ル
下
部
を
室
外
ユ
ニ
ット
ベ
ー
ス
の
フ
ラ
ン
ジ
に
引
っ
掛
け
、次
に
上
部
の
ツ
メ
を
制
御
部
本
体
の

　
角
穴
に
差
し
込
み
ネ
ジ
⑤
で
固
定
し
ま
す
。

　（
左
右
1ヶ
所
ず
つ
）

7
.制
御
部
本
体
の
電
磁
弁
出
口
部
に
フ
レ
ア
部
の
中
心
を
合
わ
せ
、フ
レ
ア
ナ
ット
を
手
で
3
～
4
回
転
さ
せ
締
め
ま
す
。

8
.ト
ル
ク
レ
ン
チ
ま
た
は
ス
パ
ナ
を
用
い
、1
3
.7
～
1
7
.7
N・
m（
1
4
0
～
1
8
0
kg
f・㎝
）の
ト
ル
ク
で
締
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　（
必
ず
2
丁
ス
パ
ナ
で
締
付
け
て
く
だ
さ
い
）

※
ユ
ニ
ット
本
体
へ
取
付
け
る
前
に
作
業
を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

《
固
定
位
置
対
応
表
》

［
M
P
U＊
-H
A＊
タ
イ
プ
の
場
合
］

M
P
U（
H
）・
P
4
0
～
5
6
H
A

M
P
U
H・
P
4
0
～
5
6
H
A
2
を
除
く

2
.ス
プ
レ
ー
取
付
台
③
を
フ
レ
ア
接
続
部
が
上
向
き
に
な
る
よ
う

　
に
セ
ット
し
、ス
プ
レ
ー
取
付
け
ア
ン
グ
ル
中
央
部
の
穴
に
ネ
ジ
⑤

　
で
固
定
し
て
く
だ
さ
い
。（
左
右
2ヶ
所
ず
つ
）

3
.制
御
部
本
体
の
電
磁
弁
出
口
と
ス
プ
レ
ー
入
口
に
接
続
す
る

継
手
管
④
の
長
さ
と
形
状
を
決
め
、必
要
に
応
じ
て
管
端
部
を

成
形
加
工
し
て
く
だ
さ
い
。（
電
磁
弁
出
口
へ
の
接
続
は
後
で

作
業
し
ま
す
）

※
パ
イ
プ
の
曲
げ
加
工
は
、つ
ぶ
し
た
り
折
ら
な
い
よ
う
十
分

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

4
.フ
レ
ア
部
の
中
心
を
合
わ
せ
、フ
レ
ア
ナ
ット
を
手
で
3
～
4
回

　
転
さ
せ
締
め
ま
す
。

5
.ト
ル
ク
レ
ン
チ
ま
た
は
ス
パ
ナ
を
用
い
、1
3
.7
～
1
7
.7
N・
m

　（
1
4
0
～
1
8
0
kg
f・㎝
）の
ト
ル
ク
で
締
付
け
て
く
だ
さ
い
。

※
必
ず
2
丁
ス
パ
ナ
で
締
付
け
て
く
だ
さ
い
。

フ
レ
ア
ナ
ット
の
締
付
け
は
正
し
く
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

締
付
ト
ル
ク
が
大
き
す
ぎ
る
と
、フ
レ
ア
部
を
破
壊
し
、

水
漏
れ
の
原
因
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

指
定
位
置
以
外
に
取
付
け
る
と
、ネ
ジ
先
端
が
内
部
部
品
に
損
傷
を
与
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、本
製
品
の
性
能
を

十
分
に
発
揮
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
箱
の
中
に
は
、こ
の
説
明
書
の
他
に
下
記
部
品
が
入
っ
て
い
ま
す
の
で
、ご
確
認
く
だ
さ
い
。

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
用
　
Eタ
イ
プ
,　
Fタ
イ
プ
,　
G
タ
イ
プ
,　
H
タ
イ
プ

固
定
位
置

能
力
ク
ラ
ス

ユ
ニ
ット
形
態

4
0
～
5
0

5
6
～
8
0

4
0
～
5
0

5
6
～
8
0

4
0
～
5
0

5
6
～
8
0

4
0
～
8
0

4
0
～
5
6

4
0
～
5
6

幅
8
0
0×
奥
行
3
0
0×
高
さ
6
0
0

幅
9
5
0×
奥
行
3
3
0×
高
さ
7
4
0

幅
9
5
0×
奥
行
3
3
0×
高
さ
9
4
3

P
U（
H
）

P
U（
H
）

P
U（
H
）

（
M
）P
U
Z

M
P
U（
H
）

M
P
U
H

固
定
位
置

ユ
ニ
ット
寸
法

B（
6
0
7
） 
下
穴：
下
部

B（
8
1
0
） 
下
穴：
中
部

D（
6
3
0
） 
下
穴：
下
部

E（
8
5
0
） 
下
穴：
中
部

A（
5
9
9
） 
下
穴：
下
部

A（
8
0
2
） 
下
穴：
中
部

A（
8
0
2
） 
下
穴：
中
部

A（
5
9
9
） 
下
穴：
下
部

A（
5
9
9
） 
下
穴：
下
部

F（
5
6
7
） 
下
穴：
下
部

G（
6
9
9
） 
下
穴：
上
部

A（
9
0
2
） 
下
穴：
上
部

Eタ
イ
プ

Fタ
イ
プ

G
タ
イ
プ

G
タ
イ
プ

P・
H
A
タ
イ
プ

P・
H
A
2
タ
イ
プ

3
.配
線
手
順

散
水
キ
ット
電
源
線
を
配
管・
板
金
エ
ッ
ヂ

ま
た
は
振
動
物
に
接
触
さ
せ
る
と
被
覆
が

破
れ
、感
電・
火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

散
水
キ
ット
電
源
線
は
、室
外
ユ
ニ
ット
内
部
の
近
傍
板
金
エ
ッ
ヂ
お
よ
び
配
管
等
に
絶
対
接
触
し
な

い
よ
う
取
り
回
し
下
部
の
配
管
穴
を
通
し
て
ア
ン
グ
ル
に
バ
ン
ド
⑦
で
結
束
し
ま
す
。

室
外
ユ
ニ
ット
の
サ
ー
ビ
ス
パ
ネ
ル
を
取
外
し
、次
に
側
面
に
あ
る

電
源
線
取
出
穴（
ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
）を
あ
け
て
く
だ
さ
い
。

※
ユ
ニ
ット
下
部
の
配
管
穴
形
状
は
機
種
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

［
M
P
U＊
-H
A＊
タ
イ
プ
の
場
合
］
M
P
U（
H
）・
P
4
0
～
5
6
H
A

M
P
U
H・
P
4
0
～
5
6
H
A
2
を
除
く

幅
8
0
0×
奥
行
3
0
0×
高
さ
6
0
0

幅
9
5
0×
奥
行
3
3
0×
高
さ
7
4
0

幅
9
5
0×
奥
行
3
3
0×
高
さ
9
4
3

ユ
ニ
ット
寸
法

●
本
製
品
は
、夏
場
で
の
室
外
ユ
ニ
ット
過
負
荷
対
策
お
よ
び
冷
房
時
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

●
給
水
は
必
ず
水
道
水
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。水
温
は
1
0
～
3
0
℃
で
、ご
使
用
く
だ
さ
い
。

●
噴
霧
時
の
水
圧
は
、十
分
な
圧
力
が
必
要
で
す
。

給
水
管
に
ホ
ー
ス
を
使
用
す
る
場
合
　
0
.1
4
M
P
a～
0
.2
5
M
P
a

給
水
管
に
硬
質
塩
ビ
管
を
使
用
す
る
場
合
　
0
.1
4
M
P
a～
0
.3
M
P
a

上
記
水
圧
の
範
囲
内
で
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。水
圧
が
低
い
と
き
は
、市
販
の
加
圧
ポ
ン
プ
を
使
用
し
昇
圧
し
て
く
だ
さ
い
。

●
本
製
品
動
作
中
、噴
霧
し
た
水
が
ケ
ー
シ
ン
グ
や
フ
ィ
ン
に
当
た
り
、水
滴
と
な
っ
て
室
外
ユ
ニ
ット
周
辺
に
飛
散
し
た
り
、

フ
ィ
ン
お
よ
び
ケ
ー
シ
ン
グ
に
付
着
し
た
噴
霧
水
が
室
外
ユ
ニ
ット
の
ド
レ
ン
パ
ン
に
落
ち
、排
出
穴
か
ら
排
水
さ
れ
ま
す
の
で

地
面
を
濡
ら
し
ま
す
。

安
全
の
た
め
に
必
ず
守
る
こ
と

●
据
付
完
了
後
､試
運
転
を
行
い
異
常
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
､こ
の
据
付
工
事
説
明
書
は
取
扱
説
明
書
と
と
も
に
､

お
客
様
で
保
管
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
､お
使
い
に
な
る
方
が
代
わ
る
場
合
は
､新
し
く
お
使
い
に
な
る
方
に
お
渡
し
い
た
だ
く
よ
う
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

●
据
付
け
は
､こ
の
｢安
全
の
た
め
に
必
ず
守
る
こ
と
｣を
よ
く
お
読
み
の
う
え
､確
実
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
こ
こ
に
示
し
た
注
意
事
項
は
安
全
に
関
す
る
重
大
な
内
容
を
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
､必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
生
じ
る
危
険
と
そ
の
程
度
を
､次
の
表
示
で
区
分
し
て
説
明
し
て
い
ま
す
。

誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
、

死
亡
や
重
傷
な
ど
に
結
び
つ
く

可
能
性
が
あ
る
も
の
。

誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
、

軽
傷
ま
た
は
家
屋・
家
財
な
ど

の
損
害
に
結
び
つ
く
も
の
。

●
お
客
様
自
身
で
据
付
工
事
さ
れ
不
備
が
あ
る
と
、水
漏
れ
や

感
電・
火
災
等
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

据
付
け
は
､販
売
店
ま
た
は
専
門
業
者
に
依
頼
す
る
。

●
据
付
け
に
不
備
が
あ
る
と
、水
漏
れ
や
感
電・
火
災
等
の
原
因
に

な
り
ま
す
。

据
付
工
事
は
、こ
の
据
付
工
事
説
明
書
に
従
っ
て
確
実
に
行
う
。

●
万
一
ガ
ス
が
ユ
ニ
ット
の
周
囲
に
た
ま
る
と
、発
火・
爆
発
の

原
因
に
な
り
ま
す
。

可
熱
性
ガ
ス
の
発
生・
流
入・
滞
留・
漏
れ
の
お
そ
れ
が
あ
る

場
所
へ
は
据
付
け
な
い
。

●
ア
ー
ス
線
は
、ガ
ス
管・
水
道
管・
避
雷
針・
電
話
の
ア
ー
ス
線
に

接
続
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。ア
ー
ス
が
不
完
全
な
場
合
は
、感
電

の
原
因
に
な
り
ま
す
。

ア
ー
ス
工
事
を
行
う
。

●
サ
ー
ビ
ス
パ
ネ
ル
の
取
付
け
に
不
備
が
あ
る
と
、ほ
こ
り
、

水
等
に
よ
り
､感
電・
火
災
等
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
サ
ー
ビ
ス
パ
ネ
ル
を
確
実
に
取
付
け
る
。

●
当
社
指
定
部
品
を
使
用
し
な
い
と
、水
漏
れ・
感
電・
火
災・

ユ
ニ
ット
落
下
に
よ
る
ケ
ガ
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

据
付
工
事
部
品
は
、必
ず
当
社
付
属
部
品
お
よ
び
指
定
の
部
品

を
使
用
す
る
。

●
電
源
回
路
容
量
不
足
や
施
工
不
備
が
あ
る
と
感
電・
火
災
等

の
原
因
に
な
り
ま
す
。

電
気
工
事
は
電
気
工
事
士
の
資
格
が
あ
る
方
が
、「
電
気
設
備
に

関
す
る
技
術
基
準
」､
「
内
線
規
程
」お
よ
び
こ
の
据
付
工
事
説
明

書
に
従
っ
て
施
工
し
､必
ず
専
用
回
路
と
し
か
つ
定
格
の
電
圧
･

ブ
レ
ー
カ
ー
を
使
用
す
る
｡

●
接
続
や
固
定
が
不
完
全
の
場
合
や
､途
中
接
続
の
場
合
は
､

発
熱
･火
災
等
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

配
線
は
、所
定
の
ケ
ー
ブ
ル
を
使
用
し
て
確
実
に
接
続
し
、

端
子
接
続
部
に
ケ
ー
ブ
ル
の
外
力
が
伝
わ
ら
な
い
よ
う
に

固
定
す
る
。ま
た
､途
中
接
続
は
絶
対
に
行
わ
な
い
｡

250以上

カ
バ
ー

※
イ
ン
バ
ー
タ
機
種

の
み
使
用

※
イ
ン
バ
ー
タ
以
外
の

機
種
の
み
使
用

基
板
カ
バ
ー

ネ
ジ
⑤

2
2
4

8
2
.3

電
磁
弁

ス
ト
レ
ー
ナ

（
ろ
過
器
）

Ａ

2
1
.7

制
御
部
本
体
①

水
道
管
接
続
口

フ
ラ
ン
ジ
部

2
7
7
.8

ネ
ジ
⑤

角
穴

継
手
管
④

2
丁
ス
パ
ナ
で
締
付
け

※
カ
ッ
コ
内
の
数
字
は
取
付
け
寸
法
を
示
し
ま
す
。ス
ラ
イ
ド

調
整
後
必
ず
上
表
寸
法
の
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

（取付寸法）

ス ラ イ ド

上
ア
ン
グ
ル

下
ア
ン
グ
ル

こ
の
位
置
を
固
定

ネ
ジ
⑤

（
中
部
の
穴
）

ネ
ジ
⑤

（
上
部
の
穴
）

ネ
ジ
⑤

（
下
部
の
穴
）

（
例
）4
0
～
5
0
G
A
形

　
　
　
の
場
合

A B C D E

フ
レ
ア
接
続
部

ス
プ
レ
ー
取
付
台
③

ネ
ジ
⑤

電
磁
弁

2
丁
ス
パ
ナ
で
締
付
け

た
る
ま
せ
る
こ
と

バ
ン
ド
⑦

散
水
キ
ット
電
源
線

三
菱
電
機
パ
ッ
ケ
ー
ジ
エ
ア
コ
ン
別
売
部
品

散
水
キ
ット
据
付
工
事
説
明
書

※
据
付
け
前
に
本
説
明
書
を
よ
く
お
読
み
く
だ
さ
い
。

フ
レ
ア
ナ
ット
の
締
付
け
は
正
し
く
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

締
付ト
ル
ク
が
大
き
す
ぎ
る
と
、フ
レ
ア
部
を
破
壊
し
、

水
漏
れ
の
原
因
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

据
付
け
の
前
に

RG
79
A9
32
H2
2

1.
部
品
の
確
認

2.
取
付
手
順

①
制
御
部
本
体

③
ス
プ
レ
ー
取
付
台
④
継
手
管

⑤
ネ
ジ

⑥
給
水
栓
ソ
ケ
ット

⑦
バ
ンド

②
ス
プ
レ
ー

　
取
付
け
ア
ン
グ
ル

品
番

品
名

個
数 形 状 品
番

品
名

個
数 形 状

1 1
1

1
2

1
4

2
1

1
15

1
3

⑫
絶
縁
材

⑨
リ
ード
付
端
子

⑧
リ
ード
付
丸
端
子

⑩
補
助
リレ
ー

⑬
フ
ァ
ス
ナ
ー

⑪
ネ
ジ

室
外
ユ
ニ
ット
背
面
と
障
害
物（
壁
な
ど
）と
の

ク
リ
ア
ラ
ン
ス
を
25
0㎜
以
上
確
保
し
て
く
だ

さ
い
。

2-
1 
取
付
必
要
ス
ペ
ー
ス

2-
3 
ス
プ
レ
ー
取
付
け
ア
ン
グ
ル
の
取
付
け

3-
1 
室
外
ユ
ニ
ット
サ
ー
ビ
ス
パ
ネ
ル
の
取
外
し

3-
2 
配
線
作
業

2-
2 
制
御
部
本
体
の
取
付
け

1.
制
御
部
本
体
①
の
カ
バ
ー（
白
色
）を
取
外
し
て
く
だ
さ
い
。

2.
制
御
部
本
体
①
の
フ
ラ
ン
ジ
部
を
室
外
ユ
ニ
ット
背
面
に
突
き
当
て
て
置
き
、A
寸
法（
変
化
寸
法
表
参
照
）に
し
た
後

ド
リ
ル
等
で
天
板
に
下
穴（
Eタ
イ
プ・
・・φ
3.
 5
±
0.
 0
3、
そ
の
他
の
機
種・
・・φ
3.
 6
±
0.
 0
5）
を
３ヶ
所
あ
け
て
く
だ
さ
い
。

3.
制
御
部
本
体
付
属
の
両
面
テ
ー
プ
と
、付
属
の
ネ
ジ
⑤（
３ヶ
所
）で
制
御
部
本
体
を
固
定
し
て
く
だ
さ
い
。

A寸
法

A寸
法

能
力
ク
ラ
ス

ユ
ニ
ット
形
態

《
A寸
法
変
化
表
》

40
～
80

40
～
80

40
～
80

40
～
80

40
～
56

40
～
56

Eタ
イ
プ

Fタ
イ
プ

Gタ
イ
プ

Gタ
イ
プ

P・
HA
タ
イ
プ

P・
HA
2タ
イ
プ

20
3

20
2

22
0

22
0

22
0

22
0

13
9

17
3

17
3

PU
（
H）

PU
（
H）

PU
（
H）

（
M
）P
UZ

M
PU
（
H）

M
PU
H

別
売
形
名

適
用
機
種

PA
C-
SH
36
ES
S

1.
ス
プ
レ
ー
取
付
け
ア
ン
グ
ル
②
を
ス
ラ
イド
さ
せ
、

　
上
ア
ン
グ
ル
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ット
横
の
穴（
A～
F対
応

　
表
参
照
）と
下
ア
ン
グ
ル（
上
部
～
下
部
 対
応
表
参
照
）を

ネ
ジ
⑤
で
固
定
し
て
く
だ
さ
い
。 

6.
ス
プ
レ
ー
取
付
け
ア
ン
グ
ル
下
部
を
室
外
ユ
ニ
ット
ベ
ー
ス
の
フ
ラ
ン
ジ
に
引
っ
掛
け
、次
に
上
部
の
ツ
メ
を
制
御
部
本
体
の

　
角
穴
に
差
し
込
み
ネ
ジ
⑤
で
固
定
し
ま
す
。

　（
左
右
1ヶ
所
ず
つ
）

7.
制
御
部
本
体
の
電
磁
弁
出
口
部
に
フ
レ
ア
部
の
中
心
を
合
わ
せ
、フ
レ
ア
ナ
ット
を
手
で
3～
4回
転
さ
せ
締
め
ま
す
。

8.ト
ル
ク
レ
ン
チ
ま
た
は
ス
パ
ナ
を
用
い
、1
3.
7～
17
.7
N・
m（
14
0～
18
0k
gf・
㎝
）の
ト
ル
ク
で
締
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　（
必
ず
2丁
ス
パ
ナ
で
締
付
け
て
く
だ
さ
い
）

※
ユ
ニ
ット
本
体
へ
取
付
け
る
前
に
作
業
を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

《
固
定
位
置
対
応
表
》

［
M
PU
＊
-H
A＊
タ
イ
プ
の
場
合
］

M
PU
（
H）
・P
40
～
56
HA

M
PU
H・
P4
0～
56
HA
2を
除
く

2.
ス
プ
レ
ー
取
付
台
③
を
フ
レ
ア
接
続
部
が
上
向
き
に
な
る
よ
う

　
に
セ
ット
し
、ス
プ
レ
ー
取
付
け
ア
ン
グ
ル
中
央
部
の
穴
に
ネ
ジ
⑤

　
で
固
定
し
て
く
だ
さ
い
。（
左
右
2ヶ
所
ず
つ
）

3.
制
御
部
本
体
の
電
磁
弁
出
口
と
ス
プ
レ
ー
入
口
に
接
続
す
る

継
手
管
④
の
長
さ
と
形
状
を
決
め
、必
要
に
応
じ
て
管
端
部
を

成
形
加
工
し
て
く
だ
さ
い
。（
電
磁
弁
出
口
へ
の
接
続
は
後
で

作
業
し
ま
す
）

※
パ
イ
プ
の
曲
げ
加
工
は
、つ
ぶ
し
た
り
折
ら
な
い
よ
う
十
分

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

4.
フ
レ
ア
部
の
中
心
を
合
わ
せ
、フ
レ
ア
ナ
ット
を
手
で
3～
4回

　
転
さ
せ
締
め
ま
す
。

5.ト
ル
ク
レ
ン
チ
ま
た
は
ス
パ
ナ
を
用
い
、1
3.
7～
17
.7
N・
m

　（
14
0～
18
0k
gf・
㎝
）の
ト
ル
ク
で
締
付
け
て
く
だ
さ
い
。

※
必
ず
2丁
ス
パ
ナ
で
締
付
け
て
く
だ
さ
い
。

フ
レ
ア
ナ
ット
の
締
付
け
は
正
し
く
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

締
付ト
ル
ク
が
大
き
す
ぎ
る
と
、フ
レ
ア
部
を
破
壊
し
、

水
漏
れ
の
原
因
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

指
定
位
置
以
外
に
取
付
け
る
と
、ネ
ジ
先
端
が
内
部
部
品
に
損
傷
を
与
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、本
製
品
の
性
能
を

十
分
に
発
揮
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
箱
の
中
に
は
、こ
の
説
明
書
の
他
に
下
記
部
品
が
入
っ
て
い
ま
す
の
で
、ご
確
認
く
だ
さ
い
。

室
外
ユ
ニ
ット
用
　
Eタ
イ
プ
,　
Fタ
イ
プ
,　
Gタ
イ
プ
,　
Hタ
イ
プ

固
定
位
置

能
力
ク
ラ
ス

ユ
ニ
ット
形
態

40
～
50

56
～
80

40
～
50

56
～
80

40
～
50

56
～
80

40
～
80

40
～
56

40
～
56

幅
80
0×
奥
行
30
0×
高
さ
60
0

幅
95
0×
奥
行
33
0×
高
さ
74
0

幅
95
0×
奥
行
33
0×
高
さ
94
3

PU
（
H）

PU
（
H）

PU
（
H）

（
M
）P
UZ

M
PU
（
H）

M
PU
H

固
定
位
置

ユ
ニ
ット
寸
法

B（
60
7）
 下
穴：
下
部

B（
81
0）
 下
穴：
中
部

D（
63
0）
 下
穴：
下
部

E（
85
0）
 下
穴：
中
部

A（
59
9）
 下
穴：
下
部

A（
80
2）
 下
穴：
中
部

A（
80
2）
 下
穴：
中
部

A（
59
9）
 下
穴：
下
部

A（
59
9）
 下
穴：
下
部

F（
56
7）
 下
穴：
下
部

G（
69
9）
 下
穴：
上
部

A（
90
2）
 下
穴：
上
部

Eタ
イ
プ

Fタ
イ
プ

Gタ
イ
プ

Gタ
イ
プ

P・
HA
タ
イ
プ

P・
HA
2タ
イ
プ

3.
配
線
手
順

散
水
キ
ット
電
源
線
を
配
管・
板
金
エ
ッ
ヂ

ま
た
は
振
動
物
に
接
触
さ
せ
る
と
被
覆
が

破
れ
、感
電・
火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

散
水
キ
ット
電
源
線
は
、室
外
ユ
ニ
ット
内
部
の
近
傍
板
金
エ
ッ
ヂ
お
よ
び
配
管
等
に
絶
対
接
触
し
な

い
よ
う
取
り
回
し
下
部
の
配
管
穴
を
通
し
て
ア
ン
グ
ル
に
バ
ンド
⑦
で
結
束
し
ま
す
。

室
外
ユ
ニ
ット
の
サ
ー
ビ
ス
パ
ネ
ル
を
取
外
し
、次
に
側
面
に
あ
る

電
源
線
取
出
穴（
ノッ
ク
ア
ウト
）を
あ
け
て
く
だ
さ
い
。

※
ユ
ニ
ット
下
部
の
配
管
穴
形
状
は
機
種
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

［
M
PU
＊
-H
A＊
タ
イ
プ
の
場
合
］
M
PU
（
H）
・P
40
～
56
HA

M
PU
H・
P4
0～
56
HA
2を
除
く

幅
80
0×
奥
行
30
0×
高
さ
60
0

幅
95
0×
奥
行
33
0×
高
さ
74
0

幅
95
0×
奥
行
33
0×
高
さ
94
3

ユ
ニ
ット
寸
法

●
本
製
品
は
、夏
場
で
の
室
外
ユ
ニ
ット
過
負
荷
対
策
お
よ
び
冷
房
時
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

●
給
水
は
必
ず
水
道
水
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。水
温
は
10
～
30
℃
で
、ご
使
用
く
だ
さ
い
。

●
噴
霧
時
の
水
圧
は
、十
分
な
圧
力
が
必
要
で
す
。

給
水
管
に
ホ
ー
ス
を
使
用
す
る
場
合
　
0.
14
M
Pa
～
0.
25
M
Pa

給
水
管
に
硬
質
塩
ビ
管
を
使
用
す
る
場
合
　
0.
14
M
Pa
～
0.
3M
Pa

上
記
水
圧
の
範
囲
内
で
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。水
圧
が
低
い
と
き
は
、市
販
の
加
圧
ポ
ン
プ
を
使
用
し
昇
圧
し
て
く
だ
さ
い
。

●
本
製
品
動
作
中
、噴
霧
し
た
水
が
ケ
ー
シ
ン
グ
や
フ
ィ
ン
に
当
た
り
、水
滴
と
な
っ
て
室
外
ユ
ニ
ット
周
辺
に
飛
散
し
た
り
、

フ
ィ
ン
お
よ
び
ケ
ー
シ
ン
グ
に
付
着
し
た
噴
霧
水
が
室
外
ユ
ニ
ット
のド
レ
ン
パ
ン
に
落
ち
、排
出
穴
か
ら
排
水
さ
れ
ま
す
の
で

地
面
を
濡
ら
し
ま
す
。

安
全
の
た
め
に
必
ず
守
る
こ
と

●
据
付
完
了
後
､試
運
転
を
行
い
異
常
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
､こ
の
据
付
工
事
説
明
書
は
取
扱
説
明
書
と
と
も
に
､

お
客
様
で
保
管
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
､お
使
い
に
な
る
方
が
代
わ
る
場
合
は
､新
し
く
お
使
い
に
な
る
方
に
お
渡
し
い
た
だ
く
よ
う
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

●
据
付
け
は
､こ
の
｢安
全
の
た
め
に
必
ず
守
る
こ
と
｣を
よ
く
お
読
み
の
う
え
､確
実
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
こ
こ
に
示
し
た
注
意
事
項
は
安
全
に
関
す
る
重
大
な
内
容
を
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
､必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
生
じ
る
危
険
と
そ
の
程
度
を
､次
の
表
示
で
区
分
し
て
説
明
し
て
い
ま
す
。

誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
、

死
亡
や
重
傷
な
ど
に
結
び
つ
く

可
能
性
が
あ
る
も
の
。

誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
、

軽
傷
ま
た
は
家
屋・
家
財
な
ど

の
損
害
に
結
び
つ
く
も
の
。

●
お
客
様
自
身
で
据
付
工
事
さ
れ
不
備
が
あ
る
と
、水
漏
れ
や

感
電・
火
災
等
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

据
付
け
は
､販
売
店
ま
た
は
専
門
業
者
に
依
頼
す
る
。

●
据
付
け
に
不
備
が
あ
る
と
、水
漏
れ
や
感
電・
火
災
等
の
原
因
に

な
り
ま
す
。

据
付
工
事
は
、こ
の
据
付
工
事
説
明
書
に
従
っ
て
確
実
に
行
う
。

●
万
一
ガ
ス
が
ユ
ニ
ット
の
周
囲
に
た
ま
る
と
、発
火・
爆
発
の

原
因
に
な
り
ま
す
。

可
熱
性
ガ
ス
の
発
生・
流
入・
滞
留・
漏
れ
の
お
そ
れ
が
あ
る

場
所
へ
は
据
付
け
な
い
。

●
ア
ー
ス
線
は
、ガ
ス
管・
水
道
管・
避
雷
針・
電
話
の
ア
ー
ス
線
に

接
続
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。ア
ー
ス
が
不
完
全
な
場
合
は
、感
電

の
原
因
に
な
り
ま
す
。

ア
ー
ス
工
事
を
行
う
。

●
サ
ー
ビ
ス
パ
ネ
ル
の
取
付
け
に
不
備
が
あ
る
と
、ほ
こ
り
、

水
等
に
よ
り
､感
電・
火
災
等
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

室
外
ユ
ニ
ット
の
サ
ー
ビ
ス
パ
ネ
ル
を
確
実
に
取
付
け
る
。

●
当
社
指
定
部
品
を
使
用
し
な
い
と
、水
漏
れ・
感
電・
火
災・

ユ
ニ
ット
落
下
に
よ
る
ケ
ガ
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

据
付
工
事
部
品
は
、必
ず
当
社
付
属
部
品
お
よ
び
指
定
の
部
品

を
使
用
す
る
。

●
電
源
回
路
容
量
不
足
や
施
工
不
備
が
あ
る
と
感
電・
火
災
等

の
原
因
に
な
り
ま
す
。

電
気
工
事
は
電
気
工
事
士
の
資
格
が
あ
る
方
が
、「
電
気
設
備
に

関
す
る
技
術
基
準
」､「
内
線
規
程
」お
よ
び
こ
の
据
付
工
事
説
明

書
に
従
っ
て
施
工
し
､必
ず
専
用
回
路
と
し
か
つ
定
格
の
電
圧
･

ブ
レ
ー
カ
ー
を
使
用
す
る
｡

●
接
続
や
固
定
が
不
完
全
の
場
合
や
､途
中
接
続
の
場
合
は
､

発
熱
･火
災
等
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

配
線
は
、所
定
の
ケ
ー
ブ
ル
を
使
用
し
て
確
実
に
接
続
し
、

端
子
接
続
部
に
ケ
ー
ブ
ル
の
外
力
が
伝
わ
ら
な
い
よ
う
に

固
定
す
る
。ま
た
､途
中
接
続
は
絶
対
に
行
わ
な
い
｡

250以上

カ
バ
ー

※
イ
ン
バ
ー
タ
機
種

の
み
使
用

※
イ
ン
バ
ー
タ
以
外
の

機
種
の
み
使
用

基
板
カ
バ
ー

ネ
ジ
⑤

22
4

82
.3

電
磁
弁

スト
レ
ー
ナ

（
ろ
過
器
）

Ａ

21
.7

制
御
部
本
体
①

水
道
管
接
続
口

フ
ラ
ン
ジ
部

27
7.
8

ネ
ジ
⑤

角
穴

継
手
管
④

2丁
ス
パ
ナ
で
締
付
け

※
カッ
コ
内
の
数
字
は
取
付
け
寸
法
を
示
し
ま
す
。ス
ラ
イド

調
整
後
必
ず
上
表
寸
法
の
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

（取付寸法）
ス ラ イ ド

上
ア
ン
グ
ル

下
ア
ン
グ
ル

こ
の
位
置
を
固
定

ネ
ジ
⑤

（
中
部
の
穴
）

ネ
ジ
⑤

（
上
部
の
穴
）

ネ
ジ
⑤

（
下
部
の
穴
）

（
例
）4
0～
50
GA
形

　
　
　
の
場
合

A B C D E

フ
レ
ア
接
続
部

ス
プ
レ
ー
取
付
台
③

ネ
ジ
⑤

電
磁
弁

2丁
ス
パ
ナ
で
締
付
け

た
る
ま
せ
る
こ
と

バ
ンド
⑦

散
水
キ
ット
電
源
線

3
4
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室
外
ユ
ニ
ッ
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4.
給
水
管
の
接
続

5.
ア
ー
ス
工
事

〔（
Ｍ
）P
U（
H
）の
場
合
〕

〔（
Ｍ
）P
U
Z ：
 室
外
ユ
ニ
ット
制
御
基
板
に
コ
ネ
ク
タ
”S
S”（
シ
ロ
）が
有
る
機
種
の
場
合
〕

〔（
Ｍ
）P
U
Z ：
 室
外
ユ
ニ
ット
制
御
基
板
に
コ
ネ
ク
タ
”S
S”（
シ
ロ
）が
無
い
機
種
の
場
合
〕

室
外
ユ
ニ
ット
の
外
郭
パ
ネ
ル
類
を
確
実
に
取
付
け
る
。不
備
が
あ
る
と
、ほ
こ
り・
水
な
ど
に
よ
り
、感
電・
火
災
の

原
因
に
な
り
ま
す
。

端
子
の
取
付
け
は
、ゆ
る
み
の
な
い
よ
う
確
実
に
締
付
け
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、外
力
が
伝
わ
ら
な
い
よ
う
に
確
実
に

固
定
し
て
く
だ
さ
い
。接
続
や
固
定
に
不
備
が
あ
る
と
、火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

電
磁
接
触
器
へ
の
端
子
の
接
続
は
、図
の
よ
う
に
正
し
く
取
付
け
る
こ
と
。誤
っ
た
取
付
け
を
す
る
と
接
触
面
積
不
足

に
よ
る
発
火・
焼
損
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

給
水
管
の
接
続
は
水
圧
に
よ
る
外
れ
や
水
漏
れ
の
な
い
よ
う
、確
実
に
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。不
備
が
あ
る
と
電
気
品

に
水
が
か
か
り
、感
電・
火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

供
給
水
圧・
水
量
が
足
り
な
い
と
噴
霧
状
態（
拡
散
範
囲・
水
量・
粒
径
）が
悪
く
、性
能
を
発
揮
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

本
製
品
は
軟
質
ホ
ー
ス
ま
た
は
硬
質
塩
ビ
管
の
接
続
が
可
能
で
す
。出
荷
時
は
軟
質
ホ
ー
ス
用

ジ
ョ
イ
ント
を
取
付
け
て
あ
り
ま
す
。

※
複
数
台
取
付
け
る
場
合
は
、噴
霧
時
の
水
圧
を
確
保
し
十
分
な
水
量
が
確
保
で
き
る
配
管
径

を
選
定
し
て
く
だ
さ
い
。

市
販
の
ホ
ー
ス
バ
ンド
を
使
用
し
接
続
部
を
確
実
に
固
定

し
て
く
だ
さ
い
。

軟
質
ホ
ー
ス
用
ジ
ョ
イ
ント
を
取
外
し
、市
販
の
シ
ー
ル
テ
ー

プ
ま
た
は
シ
ー
ル
材
等
で
シ
ー
ル
し
た
後
、付
属
の
給
水
栓

ソ
ケ
ット
⑥
を
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。※
軟
質
ホ
ー
ス
用
ジ
ョ

イ
ント
を
外
す
時
は
、必
ず
2丁
ス
パ
ナ
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

ア
ー
ス
工
事
を
行
う
。ア
ー
ス
線
は
、ガ
ス
管・
水
道
管・
避
雷
針・
電
話
の
ア
ー
ス
線
に
接
続
し
な
い
。

ア
ー
ス
工
事
に
不
備
が
あ
る
と
、感
電
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

軟
質
ホ
ー
ス
使
用
の
場
合

硬
質
塩
ビ
管
使
用
の
場
合

ア
ー
ス
工
事
は
、「
電
気
設
備
に
関
す
る
技
術
基
準
」に
し
た
が
っ
て
電
気
工
事
士
の
方
が
実
施
し
て

く
だ
さ
い
。

6.
試
運
転

故
障
診
断

洗
浄
モ
ード

ご
使
用
に
な
る
お
客
様
へ

本
製
品
に
は
、室
外
ユ
ニ
ット
の
フ
ィ
ン
を
洗
浄
す
る
た
め
の
洗
浄
ス
イ
ッ
チ
を
設
定
し
て
い
ま
す
。取
付
け
時

や
冷
房
シ
ー
ズ
ン
前
な
ど
、フ
ィ
ン
の
洗
浄
に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
洗
浄
ス
イ
ッ
チ
を
押
す
と
10
分
間
噴
霧
し
通
常
モ
ード
に
戻
り
ま
す
。

※
洗
浄
運
転
中
で
も
､も
う
一
度
押
す
と
通
常
モ
ード
に
戻
り
ま
す
。

7.
 カ
バ
ー
の
取
付
け

室
外
ユ
ニ
ット
の
電
源
回
路
に
漏
電
遮
断
器
が
取
付
け
ら
れ
て
い
る
か
を
確
認
し
、さ
ら
に
D
種
接
地
工
事
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
と
き
接
地
抵
抗
値
が
50
0Ω
以
下
で
あ
る
こ
と
を
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。

1.
散
水
キ
ット
電
源
線
と
、リ
ード
付
端
子
⑨
を
接
続
後
、リ
ード
付
端
子
⑨
の
端
子
部
を
、室
外
機
制
御

基
板
上
に
有
る
コ
ネ
ク
タ
SS
（
シ
ロ
）と
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

2.
散
水
キ
ット
本
体
の
電
源
線
と
配
線
さ
れ
て
い
る
リ
ード
線
を
フ
ァ
ス
ナ
ー
⑬
を
使
用
し
て

　
束
ね
て
く
だ
さ
い
。

　（
注
意
）室
外
ユ
ニ
ット
制
御
部
内
の
イ
ン
バ
ー
タ
主
回
路
配
線
と
一
緒
に
束
ね
な
い
で

　
　
　
　
く
だ
さ
い
。ノ
イ
ズ
に
よ
る
誤
動
作
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

1.
散
水
キ
ット
電
源
線
は
、室
外
ユ
ニ
ット
制
御
部
内
の
電
磁
接
触
器
の
2次
側
へ
既
存
の
端
子
と
共
締
め
し
て
く
だ
さ
い
。

　（
機
種
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、一
例
を
下
記
に
示
し
ま
す
）

※
端
子
の
向
き
は
、必
ず
図
2の
よ
う
に
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

2.
散
水
キ
ット
本
体
の
電
源
線
と
配
線
さ
れ
て
い
る
リ
ード
線
を
フ
ァ
ス
ナ
ー
⑬
を
使
用
し
て
束
ね
て
く
だ
さ
い
。

1.
 水
栓
を
開
き
本
キ
ット
の
接
続
部
に
水
漏
れ
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

2.
 エ
ア
コ
ン
を
運
転（
圧
縮
機
運
転
）し
、制
御
部
本
体
の
基
板
上
に
あ
る
試
運
転
ス
イ
ッ
チ
を
押
し
ス
プ
レ
ー

 か
ら
水
を
噴
霧
さ
せ
、ほ
ぼ
均
一
の
粒
子
で
広
が
っ
て
い
る
か
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

 （
試
運
転
ス
イ
ッ
チ
を
押
す
と
10
秒
間
噴
霧
、1
0秒
間
停
止
を
1分
間
繰
り
返
し
通
常
モ
ード
に
戻
り
ま
す
）

3.
 試
運
転
中
に
再
度
ス
イ
ッ
チ
を
押
す
と
通
常
モ
ード
に
戻
り
ま
す
。

本
製
品
は
、夏
場
で
の
過
負
荷
対
策
お
よ
び
冷
房
時
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化

に
お
い
て
2種
類
の
選
択
が
可
能
で
す
。用
途
に
応
じ
下
記
設
定
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。（
出
荷
時
は
過
負
荷
モ
ード
に
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
）

冬
期
の
水
抜
き

供
給
水
の
水
質
に
よ
っ
て
は
ス
プ
レ
ー
部
が
つ
ま
り
噴
霧
量
が
減
少
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、定

期
的
に
噴
霧
状
態
の
点
検
お
よ
び
ス
プ
レ
ー
部
の
清
掃
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

冬
期
に
水
系
統
内
の
水
が
凍
結
し
、破
損
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、冷
房
シ
ー
ズ
ン
オ
フ
に

は
必
ず
水
系
統
内
の
水
抜
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

日
常
点
検

フ
ィ
ン
の
養
生
に
つ
い
て

室
外
ユ
ニ
ット
の
周
辺
環
境
お
よ
び
噴
霧
す
る
水
質
に
よ
り
フ
ィ
ン
が
腐
蝕
し
た
り
、ス
ケ
ー
ル
が

付
着
し
た
り
し
ま
す
。こ
の
進
行
は
明
確
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、不
安
の
あ
る
時
は
販
売
店
と
相

談
し
て
、フ
ィ
ン
の
防
錆
剤
塗
布
お
よ
び
定
期
的
な
フ
ィ
ン
洗
浄
等
の
対
策
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

室
外
ユ
ニ
ット
制
御
部
内
の
イ
ン
バ
ー
タ
主
回
路
配
線
と
一
緒
に
束
ね
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ノ
イ
ズ
に
よ
る
誤
動
作
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

散
水
キ
ット
電
源
線
と
補
助
リ
レ
ー
⑩
の
リ
ード
線
コ
ネ
ク
タ
部
は
室
外
機
制
御
箱
内
に
て
収
め
て
く
だ
さ
い
。

張
力
に
よ
る
コ
ネ
ク
タ
外
れ
や
水
滴
付
着
に
よ
るト
ラ
ッ
キ
ン
グ
発
生
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

基
板
カ
バ
ー
の
ネ
ジ
2本
を
取
外
し
て
く
だ
さ
い
。

散
水
時
間
の
設
定
が
で
き
ま
す
。

（
出
荷
時
は
散
水
時
間
30
秒
に
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
）

ス
プ
レ
ー
時
間
切
換
ス
イ
ッ
チ（
D
IP
ス
イ
ッ
チ：
2）
を
操
作
し
ま
す
と
O
N
側
で
15
秒
間
散
水
、

O
FF
側
で
30
秒
間
散
水
し
ま
す
。

例
え
ば
水
圧
が
低
い
時
、3
0秒
を
、節
水
し
た
い
場
合
は
15
秒
に
設
定
し
て
く
だ
さ
い
。

異
常
に
よ
り
散
水
が
停
止
し
て
い
る
場
合
は
、制
御
基
板
上
の
LE
D
が
以
下
の
内
容
を
表
示
し
ま
す
の
で

点
検
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。（
正
常
運
転
時：
LE
D
点
灯
）

過
負
荷
／
平
常
切
換
ス
イ
ッ
チ（
D
IP
ス
イ
ッ
チ
 ： 
1）
を
操
作
し
過
負
荷（
外
気
温
40
℃
作
動
）の
場
合
は

O
FF
側
、 
平
常（
外
気
温
32
℃
作
動
）の
場
合
は
O
N
側
に
設
定
し
て
く
だ
さ
い
。

最
後
に
基
板
カ
バ
ー
お
よ
び
カ
バ
ー（
白
色
）を
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

使
用
水
量
の
目
安

〈
水
圧：
0.
15
M
Pa
〉

15
秒

6.
6ℓ
/ｈ

30
秒

13
.2
ℓ/
ｈ

ＬＥ
Ｄ

点
滅

項
　
目

サ
ー
ミ
ス
タ
異
常
サ
ー
ミ
ス
タ
断
線
、短
絡

故
障
個
所

電
磁
弁
の
状
態

ＯＦ
Ｆ

消
灯

マ
イ
コ
ン
エ
ラ
ー

制
御
基
板
不
良

ＯＦ
Ｆ

散
水
キ
ット
電
源
線
は
、同
電
源
線
と
同
梱
し
て
あ
る
リ
ード
付
端
子
⑨
を
接
続
し
て
結
線
し
て
く
だ
さ
い
。

1.
室
外
機
電
気
品
箱
の
指
定
位
置（
下
図
参
照
）に
補
助
リ
レ
ー
⑩
を
付
属
の
ネ
ジ
⑪
に
て
固
定
し
て
く
だ
さ
い
。

2.
制
御
本
体
部
①
の
カ
バ
ー
裏
面
に
貼
付
し
て
い
る
電
気
配
線
図
に
従
っ
て
、補
助
リ
レ
ー
⑩
の
リ
ード
線
に
対
応
す
る

散
水
キ
ット
電
源
線
、室
外
機
制
御
基
板
上
の
コ
ネ
ク
タ
、電
源
端
子
盤
に
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

3.
各
リ
ード
線
を
引
き
回
す
際
に
は
、フ
ァ
ス
ナ
ー
⑬
を
使
用
し
て
電
気
部
品
や
制
御
基
板
上
の
電
子
部
品
と
接
触
し
な

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

散
水
キ
ット
電
源
線
は
、梱
包
材
に
包
ま
れ
て
い
る
補
助
リ
レ
ー
⑩
を
接
続
し
て
結
線
し
て
く
だ
さ
い
。

散
水
キ
ット
電
源
線
は
、同
電
源
線
と
同
梱
し
て
あ
る
リ
ード
付
丸
端
子
⑧
を
接
続
し
て
結
線
し
て
く
だ
さ
い
。

リ
ード
付（
丸
）端
子
コ
ネ
ク
タ
⑧
⑨
の
接
続
は
、下
記
手
順
に
て
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

※
下
図
に
お
い
て
■
は
ス
イ
ッ
チ
の
位
置
を
示
し
ま
す
。

軟
質
ホ
ー
ス
ま
た
は
硬
質
塩
ビ
管
お
よ
び
継
手
管
を
そ
れ
ぞ
れ
接
続
部
か
ら
取
外
し
、

水
系
統
内
の
水
抜
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
軟
質
ホ
ー
ス
の
場
合
、ホ
ー
ス
バ
ンド
を
取
外
し
て
か
ら
上
記
作
業
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
硬
質
塩
ビ
管
の
場
合
、給
水
栓
ソ
ケ
ット
を
取
外
し
て
か
ら
上
記
作
業
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
継
手
管
の
場
合
、２
丁
ス
パ
ナ
で
フ
レ
ア
ナ
ット
を
取
外
し
て
か
ら
上
記
作
業
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
継
手
管
）

（
軟
質
ホ
ー
ス
ま
た
は

硬
質
塩
ビ
管
）

電
磁
接
触
器

端
子
盤

圧
縮
機
へ

図
1：
室
外
ユ
ニ
ット
制
御
部
内

（
三
相
電
源
機
種
の
場
合
）

〈
2次
側
〉

〈
1次
側
〉

散
水

キ
ット
電
源
線

電
源

（
単
相
電
源
機
種
の
場
合
）

端
子

〈
正
し
い
取
付
け
方
〉

〈
誤
っ
た
取
付
け
方
〉

図
2

リ
ード
線

ネ
ジ

試
運
転
ス
イ
ッ
チ

試
運
転

過負荷30

平常 15SEC
SW3

SW2

O
FF

洗
浄

1 2

過
負
荷
/平
常
切
換
ス
イ
ッ
チ

試
運
転

過負荷30

平常 15SEC
SW3

SW2

O
FF

洗
浄

1 2

ス
プ
レ
ー
時
間

切
換
ス
イ
ッ
チ

試
運
転

過負荷30

平常 15SEC
SW3

SW2

O
FF

洗
浄

1 2 洗
浄
ス
イ
ッ
チ

試
運
転

過負荷30

平常 15SEC
SW3

SW2

O
FF

洗
浄

1 2

ア
ー
ス
ネ
ジ

ア
ー
ス
線（
現
地
対
応
）

軟
質
ホ
ー
ス
用
ジ
ョ
イ
ント

ホ
ー
ス
バ
ンド
（
現
地
対
応
）

内
径
φ
15

軟
質
ホ
ー
ス

（
現
地
対
応
）

給
水
栓
ソ
ケ
ット
⑥

硬
質
塩
ビ
管
VP
13

（
現
地
対
応
）

電
磁
接
触
器

端
子
盤

圧
縮
機
へ〈
2次
側
〉

〈
1次
側
〉

散
水

キ
ット
電
源
線

電
源

コ
ネ
ク
タ

接
続

リ
ード
付

（
丸
）端
子
側

⑧
⑨ 散
水
キ
ット

電
源
線
側

絶
縁
材
⑫

を
巻
付
け
る

フ
ァ
ス
ナ
ー
⑬

で
固
定

室
外
機

制
御
基
板

補
助
リ
レ
ー
⑩

補
助
リ
レ
ー
⑩
の
リ
ード
線

補
助
リ
レ
ー
⑩

散
水
キ
ット

電
源
線

コ
ネ
ク
タ
部

6-
1 
試
運
転

6-
2 
過
負
荷
/平
常
切
換
ス
イ
ッ
チ
の
設
定

6-
3 
ス
プ
レ
ー
時
間
切
換
ス
イ
ッ
チ
の
設
定

3-
3 
結
線
作
業

4
.給
水
管
の
接
続

5
.ア
ー
ス
工
事

〔（
Ｍ
）P
U（
H
）の
場
合
〕

〔（
Ｍ
）P
U
Z
 ：
 室
外
ユ
ニ
ッ
ト
制
御
基
板
に
コ
ネ
ク
タ
”S
S
”（
シ
ロ
）が
有
る
機
種
の
場
合
〕

〔（
Ｍ
）P
U
Z
 ：
 室
外
ユ
ニ
ッ
ト
制
御
基
板
に
コ
ネ
ク
タ
”S
S
”（
シ
ロ
）が
無
い
機
種
の
場
合
〕

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
外
郭
パ
ネ
ル
類
を
確
実
に
取
付
け
る
。不
備
が
あ
る
と
、ほ
こ
り・
水
な
ど
に
よ
り
、感
電
・
火
災
の

原
因
に
な
り
ま
す
。

端
子
の
取
付
け
は
、ゆ
る
み
の
な
い
よ
う
確
実
に
締
付
け
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、外
力
が
伝
わ
ら
な
い
よ
う
に
確
実
に

固
定
し
て
く
だ
さ
い
。接
続
や
固
定
に
不
備
が
あ
る
と
、火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

電
磁
接
触
器
へ
の
端
子
の
接
続
は
、図
の
よ
う
に
正
し
く
取
付
け
る
こ
と
。誤
っ
た
取
付
け
を
す
る
と
接
触
面
積
不
足

に
よ
る
発
火
・
焼
損
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

給
水
管
の
接
続
は
水
圧
に
よ
る
外
れ
や
水
漏
れ
の
な
い
よ
う
、確
実
に
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。不
備
が
あ
る
と
電
気
品

に
水
が
か
か
り
、感
電
・
火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

供
給
水
圧
・
水
量
が
足
り
な
い
と
噴
霧
状
態（
拡
散
範
囲
・
水
量
・
粒
径
）が
悪
く
、性
能
を
発
揮
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

本
製
品
は
軟
質
ホ
ー
ス
ま
た
は
硬
質
塩
ビ
管
の
接
続
が
可
能
で
す
。出
荷
時
は
軟
質
ホ
ー
ス
用

ジ
ョ
イ
ン
ト
を
取
付
け
て
あ
り
ま
す
。

※
複
数
台
取
付
け
る
場
合
は
、噴
霧
時
の
水
圧
を
確
保
し
十
分
な
水
量
が
確
保
で
き
る
配
管
径

を
選
定
し
て
く
だ
さ
い
。

市
販
の
ホ
ー
ス
バ
ン
ド
を
使
用
し
接
続
部
を
確
実
に
固
定

し
て
く
だ
さ
い
。

軟
質
ホ
ー
ス
用
ジ
ョ
イ
ン
ト
を
取
外
し
、市
販
の
シ
ー
ル
テ
ー

プ
ま
た
は
シ
ー
ル
材
等
で
シ
ー
ル
し
た
後
、付
属
の
給
水
栓

ソ
ケ
ッ
ト
⑥
を
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。※
軟
質
ホ
ー
ス
用
ジ
ョ

イ
ン
ト
を
外
す
時
は
、必
ず
2
丁
ス
パ
ナ
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

ア
ー
ス
工
事
を
行
う
。ア
ー
ス
線
は
、ガ
ス
管
・
水
道
管
・
避
雷
針
・
電
話
の
ア
ー
ス
線
に
接
続
し
な
い
。

ア
ー
ス
工
事
に
不
備
が
あ
る
と
、感
電
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

軟
質
ホ
ー
ス
使
用
の
場
合

硬
質
塩
ビ
管
使
用
の
場
合

ア
ー
ス
工
事
は
、「
電
気
設
備
に
関
す
る
技
術
基
準
」に
し
た
が
っ
て
電
気
工
事
士
の
方
が
実
施
し
て

く
だ
さ
い
。

6
.試
運
転

故
障
診
断

洗
浄
モ
ー
ド

ご
使
用
に
な
る
お
客
様
へ

本
製
品
に
は
、室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
フ
ィ
ン
を
洗
浄
す
る
た
め
の
洗
浄
ス
イ
ッ
チ
を
設
定
し
て
い
ま
す
。取
付
け
時

や
冷
房
シ
ー
ズ
ン
前
な
ど
、フ
ィ
ン
の
洗
浄
に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
洗
浄
ス
イ
ッ
チ
を
押
す
と
1
0
分
間
噴
霧
し
通
常
モ
ー
ド
に
戻
り
ま
す
。

※
洗
浄
運
転
中
で
も
､も
う
一
度
押
す
と
通
常
モ
ー
ド
に
戻
り
ま
す
。

7
. カ
バ
ー
の
取
付
け

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
電
源
回
路
に
漏
電
遮
断
器
が
取
付
け
ら
れ
て
い
る
か
を
確
認
し
、さ
ら
に
D
種
接
地
工
事
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
と
き
接
地
抵
抗
値
が
5
0
0
Ω
以
下
で
あ
る
こ
と
を
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。

1
.散
水
キ
ッ
ト
電
源
線
と
、リ
ー
ド
付
端
子
⑨
を
接
続
後
、リ
ー
ド
付
端
子
⑨
の
端
子
部
を
、室
外
機
制
御

基
板
上
に
有
る
コ
ネ
ク
タ
S
S（
シ
ロ
）と
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

2
.散
水
キ
ッ
ト
本
体
の
電
源
線
と
配
線
さ
れ
て
い
る
リ
ー
ド
線
を
フ
ァ
ス
ナ
ー
⑬
を
使
用
し
て

　
束
ね
て
く
だ
さ
い
。

　（
注
意
）室
外
ユ
ニ
ッ
ト
制
御
部
内
の
イ
ン
バ
ー
タ
主
回
路
配
線
と
一
緒
に
束
ね
な
い
で

　
　
　
　
く
だ
さ
い
。ノ
イ
ズ
に
よ
る
誤
動
作
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

1
.散
水
キ
ッ
ト
電
源
線
は
、室
外
ユ
ニ
ッ
ト
制
御
部
内
の
電
磁
接
触
器
の
2
次
側
へ
既
存
の
端
子
と
共
締
め
し
て
く
だ
さ
い
。

　（
機
種
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、一
例
を
下
記
に
示
し
ま
す
）

※
端
子
の
向
き
は
、必
ず
図
2
の
よ
う
に
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

2
.散
水
キ
ッ
ト
本
体
の
電
源
線
と
配
線
さ
れ
て
い
る
リ
ー
ド
線
を
フ
ァ
ス
ナ
ー
⑬
を
使
用
し
て
束
ね
て
く
だ
さ
い
。

1
. 水
栓
を
開
き
本
キ
ッ
ト
の
接
続
部
に
水
漏
れ
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

2
. エ
ア
コ
ン
を
運
転（
圧
縮
機
運
転
）し
、制
御
部
本
体
の
基
板
上
に
あ
る
試
運
転
ス
イ
ッ
チ
を
押
し
ス
プ
レ
ー

 か
ら
水
を
噴
霧
さ
せ
、ほ
ぼ
均
一
の
粒
子
で
広
が
っ
て
い
る
か
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

 （
試
運
転
ス
イ
ッ
チ
を
押
す
と
1
0
秒
間
噴
霧
、1
0
秒
間
停
止
を
1
分
間
繰
り
返
し
通
常
モ
ー
ド
に
戻
り
ま
す
）

3
. 試
運
転
中
に
再
度
ス
イ
ッ
チ
を
押
す
と
通
常
モ
ー
ド
に
戻
り
ま
す
。

本
製
品
は
、夏
場
で
の
過
負
荷
対
策
お
よ
び
冷
房
時
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化

に
お
い
て
2
種
類
の
選
択
が
可
能
で
す
。用
途
に
応
じ
下
記
設
定
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。（
出
荷
時
は
過
負
荷
モ
ー
ド
に
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
）

冬
期
の
水
抜
き

供
給
水
の
水
質
に
よ
っ
て
は
ス
プ
レ
ー
部
が
つ
ま
り
噴
霧
量
が
減
少
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、定

期
的
に
噴
霧
状
態
の
点
検
お
よ
び
ス
プ
レ
ー
部
の
清
掃
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

冬
期
に
水
系
統
内
の
水
が
凍
結
し
、破
損
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、冷
房
シ
ー
ズ
ン
オ
フ
に

は
必
ず
水
系
統
内
の
水
抜
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

日
常
点
検

フ
ィ
ン
の
養
生
に
つ
い
て

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
周
辺
環
境
お
よ
び
噴
霧
す
る
水
質
に
よ
り
フ
ィ
ン
が
腐
蝕
し
た
り
、ス
ケ
ー
ル
が

付
着
し
た
り
し
ま
す
。こ
の
進
行
は
明
確
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、不
安
の
あ
る
時
は
販
売
店
と
相

談
し
て
、フ
ィ
ン
の
防
錆
剤
塗
布
お
よ
び
定
期
的
な
フ
ィ
ン
洗
浄
等
の
対
策
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
制
御
部
内
の
イ
ン
バ
ー
タ
主
回
路
配
線
と
一
緒
に
束
ね
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ノ
イ
ズ
に
よ
る
誤
動
作
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

散
水
キ
ッ
ト
電
源
線
と
補
助
リ
レ
ー
⑩
の
リ
ー
ド
線
コ
ネ
ク
タ
部
は
室
外
機
制
御
箱
内
に
て
収
め
て
く
だ
さ
い
。

張
力
に
よ
る
コ
ネ
ク
タ
外
れ
や
水
滴
付
着
に
よ
る
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
発
生
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

基
板
カ
バ
ー
の
ネ
ジ
2
本
を
取
外
し
て
く
だ
さ
い
。

散
水
時
間
の
設
定
が
で
き
ま
す
。

（
出
荷
時
は
散
水
時
間
3
0
秒
に
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
）

ス
プ
レ
ー
時
間
切
換
ス
イ
ッ
チ（
D
IP
ス
イ
ッ
チ
：
2
）を
操
作
し
ま
す
と
O
N
側
で
1
5
秒
間
散
水
、

O
F
F
側
で
3
0
秒
間
散
水
し
ま
す
。

例
え
ば
水
圧
が
低
い
時
、3
0
秒
を
、節
水
し
た
い
場
合
は
1
5
秒
に
設
定
し
て
く
だ
さ
い
。

異
常
に
よ
り
散
水
が
停
止
し
て
い
る
場
合
は
、制
御
基
板
上
の
L
E
D
が
以
下
の
内
容
を
表
示
し
ま
す
の
で

点
検
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。（
正
常
運
転
時
：
L
E
D
点
灯
）

過
負
荷
／
平
常
切
換
ス
イ
ッ
チ（
D
IP
ス
イ
ッ
チ
 ：
 1
）を
操
作
し
過
負
荷（
外
気
温
4
0
℃
作
動
）の
場
合
は

O
F
F
側
、 
平
常（
外
気
温
3
2
℃
作
動
）の
場
合
は
O
N
側
に
設
定
し
て
く
だ
さ
い
。

最
後
に
基
板
カ
バ
ー
お
よ
び
カ
バ
ー（
白
色
）を
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

使
用
水
量
の
目
安

〈
水
圧
：
0
.1
5
M
P
a
〉

1
5
秒

6
.6
ℓ
/ｈ

3
0
秒

1
3
.2
ℓ
/ｈ

Ｌ
Ｅ
Ｄ

点
滅

項
　
目

サ
ー
ミ
ス
タ
異
常
サ
ー
ミ
ス
タ
断
線
、短
絡

故
障
個
所

電
磁
弁
の
状
態

Ｏ
Ｆ
Ｆ

消
灯

マ
イ
コ
ン
エ
ラ
ー

制
御
基
板
不
良

Ｏ
Ｆ
Ｆ

散
水
キ
ッ
ト
電
源
線
は
、同
電
源
線
と
同
梱
し
て
あ
る
リ
ー
ド
付
端
子
⑨
を
接
続
し
て
結
線
し
て
く
だ
さ
い
。

1
.室
外
機
電
気
品
箱
の
指
定
位
置（
下
図
参
照
）に
補
助
リ
レ
ー
⑩
を
付
属
の
ネ
ジ
⑪
に
て
固
定
し
て
く
だ
さ
い
。

2
.制
御
本
体
部
①
の
カ
バ
ー
裏
面
に
貼
付
し
て
い
る
電
気
配
線
図
に
従
っ
て
、補
助
リ
レ
ー
⑩
の
リ
ー
ド
線
に
対
応
す
る

散
水
キ
ッ
ト
電
源
線
、室
外
機
制
御
基
板
上
の
コ
ネ
ク
タ
、電
源
端
子
盤
に
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

3
.各
リ
ー
ド
線
を
引
き
回
す
際
に
は
、フ
ァ
ス
ナ
ー
⑬
を
使
用
し
て
電
気
部
品
や
制
御
基
板
上
の
電
子
部
品
と
接
触
し
な

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

散
水
キ
ッ
ト
電
源
線
は
、梱
包
材
に
包
ま
れ
て
い
る
補
助
リ
レ
ー
⑩
を
接
続
し
て
結
線
し
て
く
だ
さ
い
。

散
水
キ
ッ
ト
電
源
線
は
、同
電
源
線
と
同
梱
し
て
あ
る
リ
ー
ド
付
丸
端
子
⑧
を
接
続
し
て
結
線
し
て
く
だ
さ
い
。

リ
ー
ド
付（
丸
）端
子
コ
ネ
ク
タ
⑧
⑨
の
接
続
は
、下
記
手
順
に
て
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

※
下
図
に
お
い
て
■
は
ス
イ
ッ
チ
の
位
置
を
示
し
ま
す
。

軟
質
ホ
ー
ス
ま
た
は
硬
質
塩
ビ
管
お
よ
び
継
手
管
を
そ
れ
ぞ
れ
接
続
部
か
ら
取
外
し
、

水
系
統
内
の
水
抜
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
軟
質
ホ
ー
ス
の
場
合
、ホ
ー
ス
バ
ン
ド
を
取
外
し
て
か
ら
上
記
作
業
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
硬
質
塩
ビ
管
の
場
合
、給
水
栓
ソ
ケ
ッ
ト
を
取
外
し
て
か
ら
上
記
作
業
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
継
手
管
の
場
合
、２
丁
ス
パ
ナ
で
フ
レ
ア
ナ
ッ
ト
を
取
外
し
て
か
ら
上
記
作
業
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
継
手
管
）

（
軟
質
ホ
ー
ス
ま
た
は

硬
質
塩
ビ
管
）

電
磁
接
触
器

端
子
盤

圧
縮
機
へ

図
1：
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
制
御
部
内

（
三
相
電
源
機
種
の
場
合
）

〈
2
次
側
〉

〈
1
次
側
〉

散
水

キ
ッ
ト

電
源
線

電
源

（
単
相
電
源
機
種
の
場
合
）

端
子

〈
正
し
い
取
付
け
方
〉

〈
誤
っ
た
取
付
け
方
〉

図
2

リ
ー
ド
線

ネ
ジ

試
運
転
ス
イ
ッ
チ

試
運
転

過負荷30

平常 15SEC
SW3

SW2

O
F
F

洗
浄

1 2

過
負
荷
/平
常
切
換
ス
イ
ッ
チ

試
運
転

過負荷30

平常 15SEC
SW3

SW2

O
F
F

洗
浄

1 2

ス
プ
レ
ー
時
間

切
換
ス
イ
ッ
チ

試
運
転

過負荷30

平常 15SEC
SW3

SW2

O
F
F

洗
浄

1 2 洗
浄
ス
イ
ッ
チ

試
運
転

過負荷30

平常 15SEC
SW3

SW2

O
F
F

洗
浄

1 2

ア
ー
ス
ネ
ジ

ア
ー
ス
線（
現
地
対
応
）

軟
質
ホ
ー
ス
用
ジ
ョ
イ
ン
ト

ホ
ー
ス
バ
ン
ド（
現
地
対
応
）

内
径
φ
1
5

軟
質
ホ
ー
ス

（
現
地
対
応
）

給
水
栓
ソ
ケ
ッ
ト
⑥

硬
質
塩
ビ
管
V
P
1
3

（
現
地
対
応
）

電
磁
接
触
器

端
子
盤

圧
縮
機
へ〈
2
次
側
〉

〈
1
次
側
〉

散
水

キ
ッ
ト

電
源
線

電
源

コ
ネ
ク
タ

接
続

リ
ー
ド
付

（
丸
）端
子
側

⑧
⑨ 散
水
キ
ッ
ト

電
源
線
側

絶
縁
材
⑫

を
巻
付
け
る

フ
ァ
ス
ナ
ー
⑬

で
固
定

室
外
機

制
御
基
板

補
助
リ
レ
ー
⑩

補
助
リ
レ
ー
⑩
の
リ
ー
ド
線

補
助
リ
レ
ー
⑩

散
水
キ
ッ
ト

電
源
線

コ
ネ
ク
タ
部

6
-1
 試
運
転

6
-2
 過
負
荷
/平
常
切
換
ス
イ
ッ
チ
の
設
定

6
-3
 ス
プ
レ
ー
時
間
切
換
ス
イ
ッ
チ
の
設
定

3
-3
 結
線
作
業

5
6
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室
外
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ニ
ッ
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7
8

4
.給
水
管
の
接
続

5
.ア
ー
ス
工
事

〔（
Ｍ
）P
U（
H
）の
場
合
〕

〔（
Ｍ
）P
U
Z
 ： 
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
制
御
基
板
に
コ
ネ
ク
タ
”S
S
”（
シ
ロ
）が
有
る
機
種
の
場
合
〕

〔（
Ｍ
）P
U
Z
 ： 
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
制
御
基
板
に
コ
ネ
ク
タ
”S
S
”（
シ
ロ
）が
無
い
機
種
の
場
合
〕

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
外
郭
パ
ネ
ル
類
を
確
実
に
取
付
け
る
。不
備
が
あ
る
と
、ほ
こ
り・
水
な
ど
に
よ
り
、感
電
・
火
災
の

原
因
に
な
り
ま
す
。

端
子
の
取
付
け
は
、ゆ
る
み
の
な
い
よ
う
確
実
に
締
付
け
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、外
力
が
伝
わ
ら
な
い
よ
う
に
確
実
に

固
定
し
て
く
だ
さ
い
。接
続
や
固
定
に
不
備
が
あ
る
と
、火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

電
磁
接
触
器
へ
の
端
子
の
接
続
は
、図
の
よ
う
に
正
し
く
取
付
け
る
こ
と
。誤
っ
た
取
付
け
を
す
る
と
接
触
面
積
不
足

に
よ
る
発
火
・
焼
損
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

給
水
管
の
接
続
は
水
圧
に
よ
る
外
れ
や
水
漏
れ
の
な
い
よ
う
、確
実
に
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。不
備
が
あ
る
と
電
気
品

に
水
が
か
か
り
、感
電
・
火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

供
給
水
圧
・
水
量
が
足
り
な
い
と
噴
霧
状
態（
拡
散
範
囲・
水
量
・
粒
径
）が
悪
く
、性
能
を
発
揮
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

本
製
品
は
軟
質
ホ
ー
ス
ま
た
は
硬
質
塩
ビ
管
の
接
続
が
可
能
で
す
。出
荷
時
は
軟
質
ホ
ー
ス
用

ジ
ョ
イ
ン
ト
を
取
付
け
て
あ
り
ま
す
。

※
複
数
台
取
付
け
る
場
合
は
、噴
霧
時
の
水
圧
を
確
保
し
十
分
な
水
量
が
確
保
で
き
る
配
管
径

を
選
定
し
て
く
だ
さ
い
。

市
販
の
ホ
ー
ス
バ
ン
ド
を
使
用
し
接
続
部
を
確
実
に
固
定

し
て
く
だ
さ
い
。

軟
質
ホ
ー
ス
用
ジ
ョ
イ
ン
ト
を
取
外
し
、市
販
の
シ
ー
ル
テ
ー

プ
ま
た
は
シ
ー
ル
材
等
で
シ
ー
ル
し
た
後
、付
属
の
給
水
栓

ソ
ケ
ッ
ト
⑥
を
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。※
軟
質
ホ
ー
ス
用
ジ
ョ

イ
ン
ト
を
外
す
時
は
、必
ず
2
丁
ス
パ
ナ
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

ア
ー
ス
工
事
を
行
う
。ア
ー
ス
線
は
、ガ
ス
管
・
水
道
管
・
避
雷
針
・
電
話
の
ア
ー
ス
線
に
接
続
し
な
い
。

ア
ー
ス
工
事
に
不
備
が
あ
る
と
、感
電
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

軟
質
ホ
ー
ス
使
用
の
場
合

硬
質
塩
ビ
管
使
用
の
場
合

ア
ー
ス
工
事
は
、「
電
気
設
備
に
関
す
る
技
術
基
準
」に
し
た
が
っ
て
電
気
工
事
士
の
方
が
実
施
し
て

く
だ
さ
い
。

6
.試
運
転

故
障
診
断

洗
浄
モ
ー
ド

ご
使
用
に
な
る
お
客
様
へ

本
製
品
に
は
、室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
フ
ィ
ン
を
洗
浄
す
る
た
め
の
洗
浄
ス
イ
ッ
チ
を
設
定
し
て
い
ま
す
。取
付
け
時

や
冷
房
シ
ー
ズ
ン
前
な
ど
、フ
ィ
ン
の
洗
浄
に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
洗
浄
ス
イ
ッ
チ
を
押
す
と
1
0
分
間
噴
霧
し
通
常
モ
ー
ド
に
戻
り
ま
す
。

※
洗
浄
運
転
中
で
も
､も
う
一
度
押
す
と
通
常
モ
ー
ド
に
戻
り
ま
す
。

7
. カ
バ
ー
の
取
付
け

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
電
源
回
路
に
漏
電
遮
断
器
が
取
付
け
ら
れ
て
い
る
か
を
確
認
し
、さ
ら
に
D
種
接
地
工
事
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
と
き
接
地
抵
抗
値
が
5
0
0
Ω
以
下
で
あ
る
こ
と
を
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。

1
.散
水
キ
ッ
ト
電
源
線
と
、リ
ー
ド
付
端
子
⑨
を
接
続
後
、リ
ー
ド
付
端
子
⑨
の
端
子
部
を
、室
外
機
制
御

基
板
上
に
有
る
コ
ネ
ク
タ
S
S（
シ
ロ
）と
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

2
.散
水
キ
ッ
ト
本
体
の
電
源
線
と
配
線
さ
れ
て
い
る
リ
ー
ド
線
を
フ
ァ
ス
ナ
ー
⑬
を
使
用
し
て

　
束
ね
て
く
だ
さ
い
。

　（
注
意
）室
外
ユ
ニ
ッ
ト
制
御
部
内
の
イ
ン
バ
ー
タ
主
回
路
配
線
と
一
緒
に
束
ね
な
い
で

　
　
　
　
く
だ
さ
い
。ノ
イ
ズ
に
よ
る
誤
動
作
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

1
.散
水
キ
ッ
ト
電
源
線
は
、室
外
ユ
ニ
ッ
ト
制
御
部
内
の
電
磁
接
触
器
の
2
次
側
へ
既
存
の
端
子
と
共
締
め
し
て
く
だ
さ
い
。

　（
機
種
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、一
例
を
下
記
に
示
し
ま
す
）

※
端
子
の
向
き
は
、必
ず
図
2
の
よ
う
に
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

2
.散
水
キ
ッ
ト
本
体
の
電
源
線
と
配
線
さ
れ
て
い
る
リ
ー
ド
線
を
フ
ァ
ス
ナ
ー
⑬
を
使
用
し
て
束
ね
て
く
だ
さ
い
。

1
. 水
栓
を
開
き
本
キ
ッ
ト
の
接
続
部
に
水
漏
れ
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

2
. エ
ア
コ
ン
を
運
転（
圧
縮
機
運
転
）し
、制
御
部
本
体
の
基
板
上
に
あ
る
試
運
転
ス
イ
ッ
チ
を
押
し
ス
プ
レ
ー

 か
ら
水
を
噴
霧
さ
せ
、ほ
ぼ
均
一
の
粒
子
で
広
が
っ
て
い
る
か
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

 （
試
運
転
ス
イ
ッ
チ
を
押
す
と
1
0
秒
間
噴
霧
、1
0
秒
間
停
止
を
1
分
間
繰
り
返
し
通
常
モ
ー
ド
に
戻
り
ま
す
）

3
. 試
運
転
中
に
再
度
ス
イ
ッ
チ
を
押
す
と
通
常
モ
ー
ド
に
戻
り
ま
す
。

本
製
品
は
、夏
場
で
の
過
負
荷
対
策
お
よ
び
冷
房
時
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化

に
お
い
て
2
種
類
の
選
択
が
可
能
で
す
。用
途
に
応
じ
下
記
設
定
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。（
出
荷
時
は
過
負
荷
モ
ー
ド
に
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
）

冬
期
の
水
抜
き

供
給
水
の
水
質
に
よ
っ
て
は
ス
プ
レ
ー
部
が
つ
ま
り
噴
霧
量
が
減
少
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、定

期
的
に
噴
霧
状
態
の
点
検
お
よ
び
ス
プ
レ
ー
部
の
清
掃
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

冬
期
に
水
系
統
内
の
水
が
凍
結
し
、破
損
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、冷
房
シ
ー
ズ
ン
オ
フ
に

は
必
ず
水
系
統
内
の
水
抜
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

日
常
点
検

フ
ィ
ン
の
養
生
に
つ
い
て

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
周
辺
環
境
お
よ
び
噴
霧
す
る
水
質
に
よ
り
フ
ィ
ン
が
腐
蝕
し
た
り
、ス
ケ
ー
ル
が

付
着
し
た
り
し
ま
す
。こ
の
進
行
は
明
確
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、不
安
の
あ
る
時
は
販
売
店
と
相

談
し
て
、フ
ィ
ン
の
防
錆
剤
塗
布
お
よ
び
定
期
的
な
フ
ィ
ン
洗
浄
等
の
対
策
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
制
御
部
内
の
イ
ン
バ
ー
タ
主
回
路
配
線
と
一
緒
に
束
ね
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ノ
イ
ズ
に
よ
る
誤
動
作
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

散
水
キ
ッ
ト
電
源
線
と
補
助
リ
レ
ー
⑩
の
リ
ー
ド
線
コ
ネ
ク
タ
部
は
室
外
機
制
御
箱
内
に
て
収
め
て
く
だ
さ
い
。

張
力
に
よ
る
コ
ネ
ク
タ
外
れ
や
水
滴
付
着
に
よ
る
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
発
生
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

基
板
カ
バ
ー
の
ネ
ジ
2
本
を
取
外
し
て
く
だ
さ
い
。

散
水
時
間
の
設
定
が
で
き
ま
す
。

（
出
荷
時
は
散
水
時
間
3
0
秒
に
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
）

ス
プ
レ
ー
時
間
切
換
ス
イ
ッ
チ（
D
IP
ス
イ
ッ
チ：
2
）を
操
作
し
ま
す
と
O
N
側
で
1
5
秒
間
散
水
、

O
FF
側
で
3
0
秒
間
散
水
し
ま
す
。

例
え
ば
水
圧
が
低
い
時
、3
0
秒
を
、節
水
し
た
い
場
合
は
1
5
秒
に
設
定
し
て
く
だ
さ
い
。

異
常
に
よ
り
散
水
が
停
止
し
て
い
る
場
合
は
、制
御
基
板
上
の
LE
D
が
以
下
の
内
容
を
表
示
し
ま
す
の
で

点
検
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。（
正
常
運
転
時：
LE
D
点
灯
）

過
負
荷
／
平
常
切
換
ス
イ
ッ
チ（
D
IP
ス
イ
ッ
チ
 ： 
1
）を
操
作
し
過
負
荷（
外
気
温
4
0
℃
作
動
）の
場
合
は

O
FF
側
、 
平
常（
外
気
温
3
2
℃
作
動
）の
場
合
は
O
N
側
に
設
定
し
て
く
だ
さ
い
。

最
後
に
基
板
カ
バ
ー
お
よ
び
カ
バ
ー（
白
色
）を
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

使
用
水
量
の
目
安

〈
水
圧：
0
.1
5
M
P
a〉

1
5
秒

6
.6
ℓ
/ｈ

3
0
秒

1
3
.2
ℓ
/ｈ

Ｌ
Ｅ
Ｄ

点
滅

項
　
目

サ
ー
ミ
ス
タ
異
常
サ
ー
ミ
ス
タ
断
線
、短
絡

故
障
個
所

電
磁
弁
の
状
態

Ｏ
ＦＦ

消
灯

マ
イ
コ
ン
エ
ラ
ー

制
御
基
板
不
良

Ｏ
ＦＦ

散
水
キ
ッ
ト
電
源
線
は
、同
電
源
線
と
同
梱
し
て
あ
る
リ
ー
ド
付
端
子
⑨
を
接
続
し
て
結
線
し
て
く
だ
さ
い
。

1
.室
外
機
電
気
品
箱
の
指
定
位
置（
下
図
参
照
）に
補
助
リ
レ
ー
⑩
を
付
属
の
ネ
ジ
⑪
に
て
固
定
し
て
く
だ
さ
い
。

2
.制
御
本
体
部
①
の
カ
バ
ー
裏
面
に
貼
付
し
て
い
る
電
気
配
線
図
に
従
っ
て
、補
助
リ
レ
ー
⑩
の
リ
ー
ド
線
に
対
応
す
る

散
水
キ
ッ
ト
電
源
線
、室
外
機
制
御
基
板
上
の
コ
ネ
ク
タ
、電
源
端
子
盤
に
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

3
.各
リ
ー
ド
線
を
引
き
回
す
際
に
は
、フ
ァ
ス
ナ
ー
⑬
を
使
用
し
て
電
気
部
品
や
制
御
基
板
上
の
電
子
部
品
と
接
触
し
な

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

散
水
キ
ッ
ト
電
源
線
は
、梱
包
材
に
包
ま
れ
て
い
る
補
助
リ
レ
ー
⑩
を
接
続
し
て
結
線
し
て
く
だ
さ
い
。

散
水
キ
ッ
ト
電
源
線
は
、同
電
源
線
と
同
梱
し
て
あ
る
リ
ー
ド
付
丸
端
子
⑧
を
接
続
し
て
結
線
し
て
く
だ
さ
い
。

リ
ー
ド
付（
丸
）端
子
コ
ネ
ク
タ
⑧
⑨
の
接
続
は
、下
記
手
順
に
て
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

※
下
図
に
お
い
て
■
は
ス
イ
ッ
チ
の
位
置
を
示
し
ま
す
。

軟
質
ホ
ー
ス
ま
た
は
硬
質
塩
ビ
管
お
よ
び
継
手
管
を
そ
れ
ぞ
れ
接
続
部
か
ら
取
外
し
、

水
系
統
内
の
水
抜
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
軟
質
ホ
ー
ス
の
場
合
、ホ
ー
ス
バ
ン
ド
を
取
外
し
て
か
ら
上
記
作
業
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
硬
質
塩
ビ
管
の
場
合
、給
水
栓
ソ
ケ
ッ
ト
を
取
外
し
て
か
ら
上
記
作
業
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
継
手
管
の
場
合
、２
丁
ス
パ
ナ
で
フ
レ
ア
ナ
ッ
ト
を
取
外
し
て
か
ら
上
記
作
業
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
継
手
管
）

（
軟
質
ホ
ー
ス
ま
た
は

硬
質
塩
ビ
管
）

電
磁
接
触
器

端
子
盤

圧
縮
機
へ

図
1：
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
制
御
部
内

（
三
相
電
源
機
種
の
場
合
）

〈
2
次
側
〉

〈
1
次
側
〉

散
水

キ
ッ
ト

電
源
線

電
源

（
単
相
電
源
機
種
の
場
合
）

端
子

〈
正
し
い
取
付
け
方
〉

〈
誤
っ
た
取
付
け
方
〉

図
2

リ
ー
ド
線

ネ
ジ

試
運
転
ス
イ
ッ
チ

試
運
転

過負荷30

平常 15SEC
SW3

SW2

O
FF

洗
浄

1 2

過
負
荷
/平
常
切
換
ス
イ
ッ
チ

試
運
転

過負荷30

平常 15SEC
SW3

SW2

O
FF

洗
浄

1 2

ス
プ
レ
ー
時
間

切
換
ス
イ
ッ
チ

試
運
転

過負荷30

平常 15SEC
SW3

SW2

O
FF

洗
浄

1 2 洗
浄
ス
イ
ッ
チ

試
運
転

過負荷30

平常 15SEC
SW3

SW2

O
FF

洗
浄

1 2

ア
ー
ス
ネ
ジ

ア
ー
ス
線（
現
地
対
応
）

軟
質
ホ
ー
ス
用
ジ
ョ
イ
ン
ト

ホ
ー
ス
バ
ン
ド（
現
地
対
応
）

内
径
φ
1
5

軟
質
ホ
ー
ス

（
現
地
対
応
）

給
水
栓
ソ
ケ
ッ
ト
⑥

硬
質
塩
ビ
管
V
P
1
3

（
現
地
対
応
）

電
磁
接
触
器

端
子
盤

圧
縮
機
へ〈
2
次
側
〉

〈
1
次
側
〉

散
水

キ
ッ
ト

電
源
線

電
源

コ
ネ
ク
タ

接
続

リ
ー
ド
付

（
丸
）端
子
側

⑧
⑨ 散
水
キ
ッ
ト

電
源
線
側

絶
縁
材
⑫

を
巻
付
け
る

フ
ァ
ス
ナ
ー
⑬

で
固
定

室
外
機

制
御
基
板

補
助
リ
レ
ー
⑩

補
助
リ
レ
ー
⑩
の
リ
ー
ド
線

補
助
リ
レ
ー
⑩

散
水
キ
ッ
ト

電
源
線

コ
ネ
ク
タ
部

6
-1
 試
運
転

6
-2
 過
負
荷
/平
常
切
換
ス
イ
ッ
チ
の
設
定

6
-3
 ス
プ
レ
ー
時
間
切
換
ス
イ
ッ
チ
の
設
定

3
-3
 結
線
作
業

4.
給
水
管
の
接
続

5.
ア
ー
ス
工
事

〔（
Ｍ
）P
U（
H）
の
場
合
〕

〔（
Ｍ
）P
UZ
 ： 
室
外
ユ
ニ
ット
制
御
基
板
に
コ
ネ
ク
タ
”S
S”（
シ
ロ
）が
有
る
機
種
の
場
合
〕

〔（
Ｍ
）P
UZ
 ： 
室
外
ユ
ニ
ット
制
御
基
板
に
コ
ネ
ク
タ
”S
S”（
シ
ロ
）が
無
い
機
種
の
場
合
〕

室
外
ユ
ニ
ット
の
外
郭
パ
ネ
ル
類
を
確
実
に
取
付
け
る
。不
備
が
あ
る
と
、ほ
こり
・水
な
ど
に
よ
り
、感
電・
火
災
の

原
因
に
な
り
ま
す
。

端
子
の
取
付
け
は
、ゆ
る
み
の
な
い
よ
う
確
実
に
締
付
け
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、外
力
が
伝
わ
ら
な
い
よ
う
に
確
実
に

固
定
し
て
く
だ
さ
い
。接
続
や
固
定
に
不
備
が
あ
る
と
、火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

電
磁
接
触
器
へ
の
端
子
の
接
続
は
、図
の
よ
う
に
正
しく
取
付
け
る
こ
と
。誤
っ
た
取
付
け
を
す
る
と
接
触
面
積
不
足

に
よ
る
発
火・
焼
損
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

給
水
管
の
接
続
は
水
圧
に
よ
る
外
れ
や
水
漏
れ
の
な
い
よ
う
、確
実
に
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。不
備
が
あ
る
と
電
気
品

に
水
が
か
か
り
、感
電・
火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

供
給
水
圧・
水
量
が
足
りな
い
と
噴
霧
状
態（
拡
散
範
囲・
水
量・
粒
径
）が
悪
く、
性
能
を
発
揮
で
き
な
い
こと
が
あり
ま
す
。

本
製
品
は
軟
質
ホ
ー
ス
ま
た
は
硬
質
塩
ビ
管
の
接
続
が
可
能
で
す
。出
荷
時
は
軟
質
ホ
ー
ス
用

ジョ
イ
ント
を
取
付
け
て
あ
り
ま
す
。

※
複
数
台
取
付
け
る
場
合
は
、噴
霧
時
の
水
圧
を
確
保
し
十
分
な
水
量
が
確
保
で
き
る
配
管
径

を
選
定
し
て
く
だ
さ
い
。

市
販
の
ホ
ー
ス
バ
ンド
を
使
用
し
接
続
部
を
確
実
に
固
定

し
て
く
だ
さ
い
。

軟
質
ホ
ー
ス
用
ジョ
イ
ント
を
取
外
し
、市
販
の
シ
ー
ル
テ
ー

プ
ま
た
は
シ
ー
ル
材
等
で
シ
ー
ル
し
た
後
、付
属
の
給
水
栓

ソ
ケッ
ト
⑥
を
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。※
軟
質
ホ
ー
ス
用
ジョ

イ
ント
を
外
す
時
は
、必
ず
2丁
ス
パ
ナ
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

ア
ー
ス
工
事
を
行
う
。ア
ー
ス
線
は
、ガ
ス
管・
水
道
管・
避
雷
針・
電
話
の
ア
ー
ス
線
に
接
続
し
な
い
。

ア
ー
ス
工
事
に
不
備
が
あ
る
と
、感
電
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

軟
質
ホ
ー
ス
使
用
の
場
合

硬
質
塩
ビ
管
使
用
の
場
合

ア
ー
ス
工
事
は
、「
電
気
設
備
に
関
す
る
技
術
基
準
」に
し
た
が
っ
て
電
気
工
事
士
の
方
が
実
施
し
て

く
だ
さ
い
。

6.
試
運
転

故
障
診
断

洗
浄
モ
ード

ご
使
用
に
な
る
お
客
様
へ

本
製
品
に
は
、室
外
ユ
ニ
ット
の
フィ
ン
を
洗
浄
す
る
た
め
の
洗
浄
ス
イッ
チ
を
設
定
し
て
い
ま
す
。取
付
け
時

や
冷
房
シ
ー
ズ
ン
前
な
ど
、フ
ィン
の
洗
浄
に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
洗
浄
ス
イッ
チ
を
押
す
と
10
分
間
噴
霧
し
通
常
モ
ード
に
戻
り
ま
す
。

※
洗
浄
運
転
中
で
も
､も
う
一
度
押
す
と
通
常
モ
ード
に
戻
り
ま
す
。

7.
 カ
バ
ー
の
取
付
け

室
外
ユ
ニ
ット
の
電
源
回
路
に
漏
電
遮
断
器
が
取
付
け
ら
れ
て
い
る
か
を
確
認
し
、さ
ら
に
D種
接
地
工
事
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
と
き
接
地
抵
抗
値
が
50
0Ω
以
下
で
あ
る
こ
と
を
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。

1.
散
水
キ
ット
電
源
線
と
、リ
ード
付
端
子
⑨
を
接
続
後
、リ
ード
付
端
子
⑨
の
端
子
部
を
、室
外
機
制
御

基
板
上
に
有
る
コ
ネ
ク
タ
SS
（
シ
ロ
）と
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

2.
散
水
キ
ット
本
体
の
電
源
線
と
配
線
さ
れ
て
い
る
リ
ード
線
を
フ
ァ
ス
ナ
ー
⑬
を
使
用
し
て

　
束
ね
て
く
だ
さ
い
。

　（
注
意
）室
外
ユ
ニ
ット
制
御
部
内
の
イ
ン
バ
ー
タ
主
回
路
配
線
と
一
緒
に
束
ね
な
い
で

　
　
　
　
く
だ
さ
い
。ノ
イ
ズ
に
よ
る
誤
動
作
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

1.
散
水
キ
ット
電
源
線
は
、室
外
ユ
ニ
ット
制
御
部
内
の
電
磁
接
触
器
の
2次
側
へ
既
存
の
端
子
と
共
締
め
し
て
く
だ
さ
い
。

　（
機
種
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、一
例
を
下
記
に
示
し
ま
す
）

※
端
子
の
向
き
は
、必
ず
図
2の
よ
う
に
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

2.
散
水
キ
ット
本
体
の
電
源
線
と
配
線
さ
れ
て
い
る
リ
ード
線
を
フ
ァ
ス
ナ
ー
⑬
を
使
用
し
て
束
ね
て
く
だ
さ
い
。

1.
 水
栓
を
開
き
本
キ
ット
の
接
続
部
に
水
漏
れ
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

2.
 エ
ア
コ
ン
を
運
転（
圧
縮
機
運
転
）し
、制
御
部
本
体
の
基
板
上
に
あ
る
試
運
転
ス
イッ
チ
を
押
し
ス
プ
レ
ー

 か
ら
水
を
噴
霧
さ
せ
、ほ
ぼ
均
一
の
粒
子
で
広
が
っ
て
い
る
か
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

 （
試
運
転
ス
イッ
チ
を
押
す
と
10
秒
間
噴
霧
、1
0秒
間
停
止
を
1分
間
繰
り
返
し
通
常
モ
ード
に
戻
り
ま
す
）

3.
 試
運
転
中
に
再
度
ス
イッ
チ
を
押
す
と
通
常
モ
ード
に
戻
り
ま
す
。

本
製
品
は
、夏
場
で
の
過
負
荷
対
策
お
よ
び
冷
房
時
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化

に
お
い
て
2種
類
の
選
択
が
可
能
で
す
。用
途
に
応
じ
下
記
設
定
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。（
出
荷
時
は
過
負
荷
モ
ード
に
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
）

冬
期
の
水
抜
き

供
給
水
の
水
質
に
よ
っ
て
は
ス
プ
レ
ー
部
が
つ
ま
り
噴
霧
量
が
減
少
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、定

期
的
に
噴
霧
状
態
の
点
検
お
よ
び
ス
プ
レ
ー
部
の
清
掃
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

冬
期
に
水
系
統
内
の
水
が
凍
結
し
、破
損
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、冷
房
シ
ー
ズ
ン
オ
フ
に

は
必
ず
水
系
統
内
の
水
抜
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

日
常
点
検

フィ
ン
の
養
生
に
つ
い
て

室
外
ユ
ニ
ット
の
周
辺
環
境
お
よ
び
噴
霧
す
る
水
質
に
よ
り
フィ
ン
が
腐
蝕
し
た
り
、ス
ケ
ー
ル
が

付
着
し
た
りし
ま
す
。こ
の
進
行
は
明
確
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、不
安
の
あ
る
時
は
販
売
店
と
相

談
し
て
、フ
ィン
の
防
錆
剤
塗
布
お
よ
び
定
期
的
な
フィ
ン
洗
浄
等
の
対
策
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

室
外
ユ
ニ
ット
制
御
部
内
の
イ
ン
バ
ー
タ
主
回
路
配
線
と
一
緒
に
束
ね
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ノ
イ
ズ
に
よ
る
誤
動
作
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

散
水
キ
ット
電
源
線
と
補
助
リレ
ー
⑩
の
リ
ード
線
コ
ネ
ク
タ
部
は
室
外
機
制
御
箱
内
に
て
収
め
て
く
だ
さ
い
。

張
力
に
よ
る
コ
ネ
ク
タ
外
れ
や
水
滴
付
着
に
よ
るト
ラッ
キ
ン
グ
発
生
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

基
板
カ
バ
ー
の
ネ
ジ
2本
を
取
外
し
て
く
だ
さ
い
。

散
水
時
間
の
設
定
が
で
き
ま
す
。

（
出
荷
時
は
散
水
時
間
30
秒
に
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
）

ス
プ
レ
ー
時
間
切
換
ス
イッ
チ（
DI
Pス
イッ
チ：
2）
を
操
作
し
ま
す
と
ON
側
で
15
秒
間
散
水
、

OF
F側
で
30
秒
間
散
水
し
ま
す
。

例
え
ば
水
圧
が
低
い
時
、3
0秒
を
、節
水
し
た
い
場
合
は
15
秒
に
設
定
し
て
く
だ
さ
い
。

異
常
に
よ
り
散
水
が
停
止
し
て
い
る
場
合
は
、制
御
基
板
上
の
LE
Dが
以
下
の
内
容
を
表
示
し
ま
す
の
で

点
検
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。（
正
常
運
転
時：
LE
D点
灯
）

過
負
荷
／
平
常
切
換
ス
イッ
チ（
DI
Pス
イッ
チ
 ： 
1）
を
操
作
し
過
負
荷（
外
気
温
40
℃
作
動
）の
場
合
は

OF
F側
、 平
常（
外
気
温
32
℃
作
動
）の
場
合
は
ON
側
に
設
定
し
て
く
だ
さ
い
。

最
後
に
基
板
カ
バ
ー
お
よ
び
カ
バ
ー（
白
色
）を
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

使
用
水
量
の
目
安

〈
水
圧：
0.
15
M
Pa
〉

15
秒

6.
6ℓ
/ｈ

30
秒

13
.2ℓ
/ｈ

ＬＥ
Ｄ

点
滅

項
　
目

サ
ー
ミ
ス
タ
異
常
サ
ー
ミ
ス
タ
断
線
、短
絡

故
障
個
所

電
磁
弁
の
状
態

ＯＦ
Ｆ

消
灯

マ
イ
コ
ン
エ
ラ
ー

制
御
基
板
不
良

ＯＦ
Ｆ

散
水
キ
ット
電
源
線
は
、同
電
源
線
と
同
梱
し
て
あ
る
リ
ード
付
端
子
⑨
を
接
続
し
て
結
線
し
て
く
だ
さ
い
。

1.
室
外
機
電
気
品
箱
の
指
定
位
置（
下
図
参
照
）に
補
助
リレ
ー
⑩
を
付
属
の
ネ
ジ
⑪
に
て
固
定
し
て
く
だ
さ
い
。

2.
制
御
本
体
部
①
の
カ
バ
ー
裏
面
に
貼
付
し
て
い
る
電
気
配
線
図
に
従
っ
て
、補
助
リレ
ー
⑩
の
リ
ード
線
に
対
応
す
る

散
水
キ
ット
電
源
線
、室
外
機
制
御
基
板
上
の
コ
ネ
ク
タ
、電
源
端
子
盤
に
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

3.
各
リ
ード
線
を
引
き
回
す
際
に
は
、フ
ァ
ス
ナ
ー
⑬
を
使
用
し
て
電
気
部
品
や
制
御
基
板
上
の
電
子
部
品
と
接
触
し
な

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

散
水
キ
ット
電
源
線
は
、梱
包
材
に
包
ま
れ
て
い
る
補
助
リレ
ー
⑩
を
接
続
し
て
結
線
し
て
く
だ
さ
い
。

散
水
キ
ット
電
源
線
は
、同
電
源
線
と
同
梱
し
て
あ
る
リ
ード
付
丸
端
子
⑧
を
接
続
し
て
結
線
し
て
く
だ
さ
い
。

リ
ード
付（
丸
）端
子
コ
ネ
ク
タ
⑧
⑨
の
接
続
は
、下
記
手
順
に
て
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

※
下
図
に
お
い
て
■
は
ス
イッ
チ
の
位
置
を
示
し
ま
す
。

軟
質
ホ
ー
ス
ま
た
は
硬
質
塩
ビ
管
お
よ
び
継
手
管
を
そ
れ
ぞ
れ
接
続
部
か
ら
取
外
し
、

水
系
統
内
の
水
抜
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
軟
質
ホ
ー
ス
の
場
合
、ホ
ー
ス
バ
ンド
を
取
外
し
て
か
ら
上
記
作
業
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
硬
質
塩
ビ
管
の
場
合
、給
水
栓
ソ
ケッ
ト
を
取
外
し
て
か
ら
上
記
作
業
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
継
手
管
の
場
合
、２
丁
ス
パ
ナ
で
フ
レ
ア
ナ
ット
を
取
外
し
て
か
ら
上
記
作
業
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
継
手
管
）

（
軟
質
ホ
ー
ス
ま
た
は

硬
質
塩
ビ
管
）

電
磁
接
触
器

端
子
盤

圧
縮
機
へ

図
1：
室
外
ユ
ニ
ット
制
御
部
内

（
三
相
電
源
機
種
の
場
合
）

〈
2次
側
〉

〈
1次
側
〉

散
水

キ
ット 電
源
線

電
源

（
単
相
電
源
機
種
の
場
合
）

端
子

〈
正
し
い
取
付
け
方
〉

〈
誤
っ
た
取
付
け
方
〉

図
2

リ
ード
線

ネ
ジ

試
運
転
ス
イッ
チ

試
運
転

過負荷30

平常 15SEC
SW3

SW2

OF
F

洗
浄

1 2

過
負
荷
/平
常
切
換
ス
イッ
チ

試
運
転

過負荷30

平常 15SEC
SW3

SW2

OF
F

洗
浄

1 2

ス
プ
レ
ー
時
間

切
換
ス
イッ
チ

試
運
転

過負荷30

平常 15SEC
SW3

SW2

OF
F

洗
浄

1 2 洗
浄
ス
イッ
チ

試
運
転

過負荷30

平常 15SEC
SW3

SW2
OF
F

洗
浄

1 2

ア
ー
ス
ネ
ジ

ア
ー
ス
線（
現
地
対
応
）

軟
質
ホ
ー
ス
用
ジョ
イ
ント

ホ
ー
ス
バ
ンド
（
現
地
対
応
）

内
径
φ
15

軟
質
ホ
ー
ス

（
現
地
対
応
）

給
水
栓
ソ
ケッ
ト
⑥

硬
質
塩
ビ
管
VP
13

（
現
地
対
応
）

電
磁
接
触
器

端
子
盤

圧
縮
機
へ〈
2次
側
〉

〈
1次
側
〉

散
水

キ
ット 電
源
線

電
源

コ
ネ
ク
タ

接
続

リ
ード
付

（
丸
）端
子
側

⑧
⑨ 散
水
キ
ット

電
源
線
側

絶
縁
材
⑫

を
巻
付
け
る

フ
ァ
ス
ナ
ー
⑬

で
固
定

室
外
機

制
御
基
板

補
助
リレ
ー
⑩

補
助
リレ
ー
⑩
の
リ
ード
線

補
助
リレ
ー
⑩

散
水
キ
ット

電
源
線

コ
ネ
ク
タ
部

6-
1 
試
運
転

6-
2 
過
負
荷
/平
常
切
換
ス
イッ
チ
の
設
定

6-
3 
ス
プ
レ
ー
時
間
切
換
ス
イッ
チ
の
設
定

3-
3 
結
線
作
業
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室
外
ユ
ニ
ッ
ト

使用目的 / 用途

● PUZ-ZRMP112 ～ 160KA4
● PUZ-ZRP224･280KA10
● PUZ-ERMP112 ～ 160LA4
● PUZ-ERP224･280KA4
● PU-CRMP112 ～ 160LA4
● PUZ-HRMP80 ～ 160KA

仕　様対象ユニット

外形図（単位：mm）

配線要領

（インバータ機種用）
（室外制御基板にコネクタ“SS”(シロ)が有る機種の場合）

（インバータ機種用）
（室外制御基板にコネクタ“SS”(シロ)が無い機種の場合）

ＣＮ１単相200Ｖ
電源

50/60Ｈｚ 3
2
1

散水キット

室外制御基板

ＳＳ
3
2
1

50/60Hz

電源
単相200V

室外ユニット

1

2

TB1

補助リレー

R S T S1S2S3

6
5
7

4
3
8

4
5 1

2
3
CN1

1
CN51

2
3

室外制御基板

141
(取付
寸法)

(取付
寸法)  

141 221

200

301
50

アース端子

給水口
軟質ホースまたは
硬質塩ビ管VP-13接続

3-φ3.6±0.05ヌキ穴
(天面パネル穴あけ)

79
93

150
169 22

250(取付必要寸法)

12
92

38
84
(取
付
寸
法
)

電源ケーブル長 2750
(本体からの取出し寸法)

形　　名 PAC-SJ02ESS
電源供給 AC200V 50/60Hz

ノズル口数 2 ヶ

使用可能給水範囲
水道水のみ　水圧：0.14 ～� 0.25MPa（給水管ホースの場合）

/0.14 ～ 0.3MPa（硬質塩ビ管の場合）
水温：10 ～ 30℃

水道供給用接続パイプ径 軟質ホース　内径 15mm / 硬質ホース　VP13

散水キット

室外ユニット
●“散水キット”は、夏場の室外ユニット過負荷対策および冷房時の省エネルギー

を目的とした部品です。
● 外気温に応じ、室外ユニットの吸込口に水を噴霧し、室外ユニットの高圧カッ

トによる冷房能力低下を解消します。
● 本品は安全ネットとの併用はできません。
● 噴霧した水がケーシングやフィンに当たり、水滴となって室外ユニット周辺

に飛散したり、フィンおよびケーシングに付着した噴霧水が室外ユニットの
ドレンパンに落ち、排水穴から排水されますので地面を濡らします。

注　　意
・冬期に水系統内の水が凍結し、破損するおそれがありますので、冷房シーズ

ンオフには必ず水系統内の水抜きをしてください。
・給水は必ず水道水を使用してください。水温は 10 ～ 30℃でご使用ください。

消費電力削減値

◎平常／過負荷モードの切換え、および散水時間の切換えは基板上のDIPスイッチで切換えます。

性能値は水道水、水圧0.15MPa, 水温20℃, 200Vでのデータ（散水時）を示します。
（参考データ　P160形搭載時）

運転モード

散水時間
性能値

形　名

PAC-SJ02ESS 0.41kW
(10.3%) 10.5 ℓ/h 0.52kW

(13.0%) 21.1 ℓ/h 0.58kW
(14.5%) 10.5 ℓ/h 0.72kW

(18.0%) 21.1 ℓ/h

消費電力削減値
(　)は率を示す

15秒/5分サイクル

平常モード（外気温度：32℃, ON） 過負荷モード（外気温度：40℃, ON）

30秒/5分サイクル 15秒/5分サイクル 30秒/5分サイクル

使用水量 消費電力削減値
(　)は率を示す 使用水量 消費電力削減値

(　)は率を示す 使用水量 消費電力削減値
(　)は率を示す 使用水量

散水キット	
● PAC-SJ02ESS
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室
外
ユ
ニ
ッ
ト

取付説明書

11-94

散水キット: PAC-SJ02ESS
（本マニュアル用に変更・修正しています）

RG
79
A9
32
H
19

K
/L
タ
イ
プ

安
全
の
た
め
に
必
ず
守
る
こ
と

●
据
付
完
了
後
､試
運
転
を
行
い
異
常
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
､こ
の
据
付
工
事
説
明
書
は
取
扱
説
明
書
と
と
も
に
､

　
お
客
様
で
保
管
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
､お
使
い
に
な
る
方
が
代
わ
る
場
合
は
､新
し
く
お
使
い
に
な
る
方
に
お
渡
し
い
た
だ
く
よ
う
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

●
据
付
け
は
､こ
の
｢安
全
の
た
め
に
必
ず
守
る
こ
と
｣を
よ
く
お
読
み
の
う
え
､確
実
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
こ
こ
に
示
し
た
注
意
事
項
は
安
全
に
関
す
る
重
大
な
内
容
を
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
､必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
生
じ
る
危
険
と
そ
の
程
度
を
､次
の
表
示
で
区
分
し
て
説
明
し
て
い
ま
す
。

誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
、

死
亡
や
重
傷
な
ど
に
結
び
つ
く

可
能
性
が
あ
る
も
の
。

誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
、

軽
傷
ま
た
は
家
屋・
家
財
な
ど

の
損
害
に
結
び
つ
く
も
の
。

●
お
客
様
自
身
で
据
付
工
事
さ
れ
不
備
が
あ
る
と
、水
漏
れ
や

　
感
電
・
火
災
等
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

据
付
け
は
､販
売
店
ま
た
は
専
門
業
者
に
依
頼
す
る
。

●
据
付
け
に
不
備
が
あ
る
と
、水
漏
れ
や
感
電
・火
災
等
の
原
因
に

　
な
り
ま
す
。

据
付
工
事
は
、こ
の
据
付
工
事
説
明
書
に
従
っ
て
確
実
に
行
う
。

●
万
一
ガ
ス
が
ユ
ニ
ッ
ト
の
周
囲
に
た
ま
る
と
、発
火
・
爆
発
の

　
原
因
に
な
り
ま
す
。

可
熱
性
ガ
ス
の
発
生
・
流
入
・
滞
留
・
漏
れ
の
お
そ
れ
が
あ
る

場
所
へ
は
据
付
け
な
い
。

●
ア
ー
ス
線
は
、ガ
ス
管・
水
道
管・
避
雷
針・
電
話
の
ア
ー
ス
線
に

　
接
続
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。ア
ー
ス
が
不
完
全
な
場
合
は
、

　
感
電
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

ア
ー
ス
工
事
を
行
う
。

●
サ
ー
ビ
ス
パ
ネ
ル
の
取
付
け
に
不
備
が
あ
る
と
、ほ
こ
り
、

　
水
等
に
よ
り
､感
電
・
火
災
等
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
サ
ー
ビ
ス
パ
ネ
ル
を
確
実
に
取
付
け
る
。

●
当
社
指
定
部
品
を
使
用
し
な
い
と
、水
漏
れ
・
感
電
・
火
災
・

　
ユ
ニ
ッ
ト
落
下
に
よ
る
ケ
ガ
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

据
付
工
事
部
品
は
、必
ず
当
社
付
属
部
品
お
よ
び
指
定
の
部
品
を

使
用
す
る
。

●
電
源
回
路
容
量
不
足
や
施
工
不
備
が
あ
る
と
感
電
・
火
災
等

　
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

電
気
工
事
は
電
気
工
事
士
の
資
格
が
あ
る
方
が
、「
電
気
設
備
に

関
す
る
技
術
基
準
」､
「
内
線
規
程
」お
よ
び
こ
の
据
付
工
事
説
明

書
に
従
っ
て
施
工
し
､必
ず
専
用
回
路
と
し
か
つ
定
格
の
電
圧
･

ブ
レ
ー
カ
ー
を
使
用
す
る
｡

●
接
続
や
固
定
が
不
完
全
の
場
合
や
､途
中
接
続
の
場
合
は
､

　
発
熱
･火
災
等
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

配
線
は
、所
定
の
ケ
ー
ブ
ル
を
使
用
し
て
確
実
に
接
続
し
、

端
子
接
続
部
に
ケ
ー
ブ
ル
の
外
力
が
伝
わ
ら
な
い
よ
う
に

固
定
す
る
。ま
た
､途
中
接
続
は
絶
対
に
行
わ
な
い
｡

●
2
0
kg
以
上
の
製
品
は
原
則
と
し
て
2
人
以
上
で
行
っ
て

　
く
だ
さ
い
｡P
P
バ
ン
ド
な
ど
所
定
の
位
置
以
外
を
も
っ
て

　
製
品
を
動
か
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
｡

●
素
手
で
部
品
端
面
や
フ
ィ
ン
な
ど
に
触
れ
る
と
ケ
ガ
を

　
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
保
護
具
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
｡

製
品
の
運
搬
は
十
分
注
意
し
て
行
う
｡

据
付
け
の
前
に

●
本
製
品
は
､夏
場
で
の
室
外
ユ
ニ
ット
過
負
荷
対
策
お
よ
び
冷
房
時
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

●
給
水
は
必
ず
水
道
水
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。水
温
は
1
0
～
3
0
℃
で
、ご
使
用
く
だ
さ
い
。

●
噴
霧
時
の
水
圧
は
､十
分
な
圧
力
が
必
要
で
す
。

　
給
水
管
に
ホ
ー
ス
を
使
用
す
る
場
合
　
0
.1
4
M
P
a～
0
.2
5
M
P
a

　
給
水
管
に
硬
質
塩
ビ
管
を
使
用
す
る
場
合
　
0
.1
4
M
P
a～
0
.3
M
P
a

　
上
記
水
圧
の
範
囲
内
で
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。水
圧
が
低
い
と
き
は
､市
販
の
加
圧
ポ
ン
プ
を
使
用
し
昇
圧
し
て
く
だ
さ
い
。

●
本
製
品
動
作
中
､噴
霧
し
た
水
が
ケ
ー
シ
ン
グ
や
フ
ィ
ン
に
当
た
り
､水
滴
と
な
っ
て
室
外
ユ
ニ
ット
周
辺
に
飛
散
し
た
り
､

　
フ
ィ
ン
お
よ
び
ケ
ー
シ
ン
グ
に
付
着
し
た
噴
霧
水
が
室
外
ユ
ニ
ット
の
ド
レ
ン
パ
ン
に
落
ち
､排
出
穴
か
ら
排
水
さ
れ
ま
す
の
で

　
地
面
を
濡
ら
し
ま
す
。

三
菱
電
機
パ
ッ
ケ
ー
ジ
エ
ア
コ
ン
別
売
部
品

散
水
キ
ット
据
付
工
事
説
明
書

1
2
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室
外
ユ
ニ
ッ
ト

取付説明書

11-95

散水キット: PAC-SJ02ESS

≪固
定
位
置
対
応
表
≫

ユ
ニ
ット
高
さ

上
ア
ン
グ
ル

固
定
位
置

ス
プ
レ
ー

ピ
ッ
チ

Kタ
イ
プ

Lタ
イ
プ

13
38

13
50

H
(1
29
4)

A
(1
30
9)

57
7

59
2

※
カ
ッ
コ
内
の
数
字
は
取
付
寸
法
を
示
し
ま
す
。

　
ス
ラ
イド
調
整
後
必
ず
上
表
寸
法
の
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

（
例
）K
タ
イ
プ
の
場
合

3
4
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室
外
ユ
ニ
ッ
ト

取付説明書

11-96

散水キット: PAC-SJ02ESS

Kタ
イ
プ
〉

Lタ
イ
プ
〉

5
6
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室
外
ユ
ニ
ッ
ト

取付説明書

11-97

散水キット: PAC-SJ02ESS

7
8
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11-98

室
外
ユ
ニ
ッ
ト

使用目的 / 用途

● PUZ-ERMP112・140LA5

仕　様対象ユニット

外形図（単位：mm）

配線要領
(取付寸法) (取付寸法)

アース端子

3-φ3.6±0.05ヌキ穴
(天面パネル穴あけ)

 

282
141

200

232

8
2
(取
付
寸
法
)141

 電源ケーブル長 3500
(本体からの取出し寸法)

給水口
軟質ホースまたは
硬質塩ビ管VP-13接続50

301

93
38

169 22
150

97
3

250（取付必要寸法）

電源
単相200Ｖ
50/60Ｈｚ

室外ユニット

1

2

TB1

補助リレー

R S T S1S2S3

6
5
7

4
3
8

4
5 1

2
3

CN1
（シロ）

1

CN51
（シロ）

アカ

ア
カ
シ
ロ

シロ

2
3

室外制御基板

形　　名 PAC-SJ77ESS
電源供給 AC200V 50/60Hz

ノズル口数 1 ヶ

使用可能給水範囲
水道水のみ　水圧：0.14 ～� 0.25MPa（給水管ホースの場合）

/0.14 ～ 0.3MPa（硬質塩ビ管の場合）
水温：10 ～ 30℃

水道供給用接続パイプ径 軟質ホース　内径 15mm / 硬質ホース　VP13

散水キット

●“散水キット”は、夏場の室外ユニット過負荷対策および冷房時の省エネルギー
を目的とした部品です。

● 外気温に応じ、室外ユニットの吸込口に水を噴霧し、室外ユニットの高圧カッ
トによる冷房能力低下を解消します。

● 本品は安全ネットとの併用はできません。
● 噴霧した水がケーシングやフィンに当たり、水滴となって室外ユニット周辺

に飛散したり、フィンおよびケーシングに付着した噴霧水が室外ユニットの
ドレンパンに落ち、排水穴から排水されますので地面を濡らします。

注　　意
・冬期に水系統内の水が凍結し、破損するおそれがありますので、冷房シーズ

ンオフには必ず水系統内の水抜きをしてください。
・給水は必ず水道水を使用してください。水温は 10 ～ 30℃でご使用ください。

消費電力削減値

◎平常／過負荷モードの切換え、および散水時間の切換えは基板上のDIPスイッチで切換えます。

性能値は水道水、水圧0.15MPa, 水温20℃, 200Vでのデータ（散水時）を示します。
（参考データ　P112形搭載時）

運転モード

散水時間
性能値

形　名

PAC-SJ77ESS 0.27kW
(12.0%) 6.6 l/h 0.31kW

(13.5%) 13.2 l/h 0.32kW
(14.0%) 6.6 l/h 0.40kW

(17.6%) 13.2 l/h

消費電力削減値
(　)は率を示す

15秒/5分サイクル

平常モード（外気温度：32℃, ON） 過負荷モード（外気温度：40℃, ON）

30秒/5分サイクル 15秒/5分サイクル 30秒/5分サイクル

使用水量 消費電力削減値
(　)は率を示す 使用水量 消費電力削減値

(　)は率を示す 使用水量 消費電力削減値
(　)は率を示す 使用水量

散水キット	
● PAC-SJ77ESS
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室
外
ユ
ニ
ッ
ト

取付説明書

11-99

散水キット: PAC-SJ77ESS
（本マニュアル用に変更・修正しています）

RG
79
A9
32
H
23

安
全
の
た
め
に
必
ず
守
る
こ
と

●
据
付
完
了
後
､試
運
転
を
行
い
異
常
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
､こ
の
据
付
工
事
説
明
書
は
取
扱
説
明
書
と
と
も
に
､

　
お
客
様
で
保
管
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
､お
使
い
に
な
る
方
が
代
わ
る
場
合
は
､新
し
く
お
使
い
に
な
る
方
に
お
渡
し
い
た
だ
く
よ
う
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

●
据
付
け
は
､こ
の
｢安
全
の
た
め
に
必
ず
守
る
こ
と
｣を
よ
く
お
読
み
の
う
え
､確
実
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
こ
こ
に
示
し
た
注
意
事
項
は
安
全
に
関
す
る
重
大
な
内
容
を
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
､必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
生
じ
る
危
険
と
そ
の
程
度
を
､次
の
表
示
で
区
分
し
て
説
明
し
て
い
ま
す
。

誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
、

死
亡
や
重
傷
な
ど
に
結
び
つ
く

可
能
性
が
あ
る
も
の
。

誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
、

軽
傷
ま
た
は
家
屋・
家
財
な
ど

の
損
害
に
結
び
つ
く
も
の
。

●
お
客
様
自
身
で
据
付
工
事
さ
れ
不
備
が
あ
る
と
、水
漏
れ
や

　
感
電・
火
災
等
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

据
付
け
は
､販
売
店
ま
た
は
専
門
業
者
に
依
頼
す
る
。

●
据
付
け
に
不
備
が
あ
る
と
、水
漏
れ
や
感
電・
火
災
等
の
原
因
に

　
な
り
ま
す
。

据
付
工
事
は
、こ
の
据
付
工
事
説
明
書
に
従
っ
て
確
実
に
行
う
。

●
万
一
ガ
ス
が
ユ
ニ
ット
の
周
囲
に
た
ま
る
と
、発
火・
爆
発
の

　
原
因
に
な
り
ま
す
。

可
熱
性
ガ
ス
の
発
生・
流
入・
滞
留・
漏
れ
の
お
そ
れ
が
あ
る

場
所
へ
は
据
付
け
な
い
。

●
ア
ー
ス
線
は
、ガ
ス
管・
水
道
管・
避
雷
針・
電
話
の
ア
ー
ス
線
に

　
接
続
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。ア
ー
ス
が
不
完
全
な
場
合
は
、

　
感
電
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

ア
ー
ス
工
事
を
行
う
。

●
サ
ー
ビ
ス
パ
ネ
ル
の
取
付
け
に
不
備
が
あ
る
と
、ほ
こ
り
、

　
水
等
に
よ
り
､感
電・
火
災
等
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
サ
ー
ビ
ス
パ
ネ
ル
を
確
実
に
取
付
け
る
。

●
当
社
指
定
部
品
を
使
用
し
な
い
と
、水
漏
れ・
感
電・
火
災・

　
ユ
ニ
ット
落
下
に
よ
る
ケ
ガ
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

据
付
工
事
部
品
は
、必
ず
当
社
付
属
部
品
お
よ
び
指
定
の
部
品

を
使
用
す
る
。

●
電
源
回
路
容
量
不
足
や
施
工
不
備
が
あ
る
と
感
電・
火
災
等

　
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

電
気
工
事
は
電
気
工
事
士
の
資
格
が
あ
る
方
が
、「
電
気
設
備
に

関
す
る
技
術
基
準
」､
「
内
線
規
程
」お
よ
び
こ
の
据
付
工
事
説
明

書
に
従
っ
て
施
工
し
､必
ず
専
用
回
路
と
し
か
つ
定
格
の
電
圧
･

ブ
レ
ー
カ
ー
を
使
用
す
る
｡

●
接
続
や
固
定
が
不
完
全
の
場
合
や
､途
中
接
続
の
場
合
は
､

　
発
熱
･火
災
等
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

配
線
は
、所
定
の
ケ
ー
ブ
ル
を
使
用
し
て
確
実
に
接
続
し
、

端
子
接
続
部
に
ケ
ー
ブ
ル
の
外
力
が
伝
わ
ら
な
い
よ
う
に

固
定
す
る
。ま
た
､途
中
接
続
は
絶
対
に
行
わ
な
い
｡

●
2
0
kg
以
上
の
製
品
は
原
則
と
し
て
2
人
以
上
で
行
っ
て

　
く
だ
さ
い
｡P
P
バ
ン
ド
な
ど
所
定
の
位
置
以
外
を
も
っ
て

　
製
品
を
動
か
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
｡

●
素
手
で
部
品
端
面
や
フ
ィ
ン
な
ど
に
触
れ
る
と
ケ
ガ
を

　
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
保
護
具
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
｡

製
品
の
運
搬
は
十
分
注
意
し
て
行
う
｡

据
付
け
の
前
に

●
本
製
品
は
､夏
場
で
の
室
外
ユ
ニ
ット
過
負
荷
対
策
お
よ
び
冷
房
時
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

●
給
水
は
必
ず
水
道
水
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。水
温
は
1
0
～
3
0
℃
で
、ご
使
用
く
だ
さ
い
。

●
噴
霧
時
の
水
圧
は
､十
分
な
圧
力
が
必
要
で
す
。

　
給
水
管
に
ホ
ー
ス
を
使
用
す
る
場
合
　
0
.1
4
M
P
a～
0
.2
5
M
P
a

　
給
水
管
に
硬
質
塩
ビ
管
を
使
用
す
る
場
合
　
0
.1
4
M
P
a～
0
.3
M
P
a

　
上
記
水
圧
の
範
囲
内
で
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。水
圧
が
低
い
と
き
は
､市
販
の
加
圧
ポ
ン
プ
を
使
用
し
昇
圧
し
て
く
だ
さ
い
。

●
本
製
品
動
作
中
､噴
霧
し
た
水
が
ケ
ー
シ
ン
グ
や
フ
ィ
ン
に
当
た
り
､水
滴
と
な
っ
て
室
外
ユ
ニ
ット
周
辺
に
飛
散
し
た
り
､

　
フ
ィ
ン
お
よ
び
ケ
ー
シ
ン
グ
に
付
着
し
た
噴
霧
水
が
室
外
ユ
ニ
ット
の
ド
レ
ン
パ
ン
に
落
ち
､排
出
穴
か
ら
排
水
さ
れ
ま
す
の
で

　
地
面
を
濡
ら
し
ま
す
。

※
据
付
け
前
に
本
説
明
書
を
よ
く
お
読
み
く
だ
さ
い
。

別
売
形
名

P
A
C
-S
J
7
7
E
S
S

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
 1
フ
ァ
ン
機
種
用
 L
タ
イ
プ

適
　
用
　
機
　
種

三
菱
電
機
パ
ッ
ケ
ー
ジ
エ
ア
コ
ン
別
売
部
品

散
水
キ
ッ
ト
据
付
工
事
説
明
書

R
G
7
9
A
9
3
2
H
2
3

指
定
位
置
以
外
に
取
付
け
る
と
､ネ
ジ
先
端
が
内
部
部
品
に

損
傷
を
与
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
｡ま
た
､本
製
品
の
性
能
を

十
分
に
発
揮
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

基
板
カ
バ
ー

ネ
ジ
⑤

ス
ト
レ
ー
ナ

(ろ
過
器
)

フ
ラ
ン
ジ
部

制
御
部
本
体
①

水
道
管
接
続
部

電
磁
弁

ユ
ニ
ット

高
さ

上
ア
ン
グ
ル

固
定
位
置

Lタ
イ
プ

A
(5
1
4
)

E（
4
6
6
）

1
0
1
8

①
制
御
部
本
体

1
カ
バ
ー

2
1

1 2
41

3
1

1
1

⑧
リ
ー
ド
付
端
子

⑨
補
助
リ
レ
ー

⑩
ネ
ジ

⑪
絶
縁
材

⑫
フ
ァ
ス
ナ
ー

②
ス
プ
レ
ー

　
取
付
け
ア
ン
グ
ル
③
ス
プ
レ
ー
取
付
台
④
継
手
管

⑤
ネ
ジ

⑥
給
水
栓
ソ
ケ
ット

⑦
バ
ン
ド

品
番
品
名

個
数

1
5

形 状 品
番
品
名

個
数 形 状 2
.取
付
手
順

2
-1
 取
付
必
要
ス
ペ
ー
ス

室
外
ユ
ニ
ット
背
面
と
障
害
物
(壁
な
ど
)と
の

ク
リ
ア
ラ
ン
ス
を
2
5
0
㎜
以
上
確
保
し
て
く
だ
さ
い
。

2
-2
 制
御
部
本
体
の
取
付
け

1
.制
御
部
本
体
①
の
カ
バ
ー
(白
色
)を
取
外
し
て
く
だ
さ
い
。

2
.制
御
部
本
体
①
の
フ
ラ
ン
ジ
部
を
室
外
ユ
ニ
ット
背
面
に
突
き
当
て
て
指
定
の
位
置
に
仮
置
き
し
た
後
ド
リ
ル
等
で

天
板
に
下
穴
(φ
3
.6
±
0
.0
5
)を
3ヶ
所
あ
け
て
く
だ
さ
い
｡(
天
板
に
下
穴
位
置
の
刻
印
が
3ヶ
所
あ
り
ま
す
)

3
.制
御
部
本
体
付
属
の
両
面
テ
ー
プ
と
､付
属
の
ネ
ジ
⑤
(3
ヶ
所
)で
制
御
部
本
体
①
を
固
定
し
て
く
だ
さ
い
。

250以上

2
.ス
プ
レ
ー
取
付
台
③
を
フ
レ
ア
接
続
部
が
図
示
の
向
き
に
な
る
よ
う
に
セ
ット
し
､ス
プ
レ
ー
取
付
け
ア
ン
グ
ル
に

ネ
ジ
⑤
で
固
定
し
て
く
だ
さ
い
。(
左
右
2ヶ
所
ず
つ
)

3
.制
御
部
本
体
の
電
磁
弁
出
口
と
ス
プ
レ
ー
入
口
に
接
続
す
る

継
手
管
④
の
長
さ
と
形
状
を
決
め
､必
要
に
応
じ
て
管
端
部
を

成
形
加
工
し
て
く
だ
さ
い
｡

(電
磁
弁
出
口
へ
の
接
続
は
後
で
作
業
し
ま
す
)

※
パ
イ
プ
の
曲
げ
加
工
は
､つ
ぶ
し
た
り
折
ら
な
い
よ
う
十
分

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

4
.フ
レ
ア
部
の
中
心
を
合
わ
せ
､フ
レ
ア
ナ
ット
を
手
で

　
3
～
4
回
転
さ
せ
締
め
ま
す
。

5
.ト
ル
ク
レ
ン
チ
ま
た
は
ス
パ
ナ
を
用
い
､1
3
.7
～
1
7
.7
N
･m

　
(1
4
0
～
1
8
0
K
gf
･㎝
)の
ト
ル
ク
で
締
付
け
て
く
だ
さ
い
。

※
必
ず
2
丁
ス
パ
ナ
で
締
付
け
て
く
だ
さ
い
。

フ
レ
ア
ナ
ット
の
締
付
け
は
正
し
く
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

締
付
ト
ル
ク
が
大
き
す
ぎ
る
と
､フ
レ
ア
部
を
破
壊
し
､

水
漏
れ
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

6
.ス
プ
レ
ー
取
付
け
ア
ン
グ
ル
下
部
を
室
外
ユ
ニ
ット
ベ
ー
ス
の
フ
ラ
ン
ジ
に
引
っ
掛
け
､次
に
上
部
の
ツ
メ
を

　
制
御
部
本
体
の
角
穴
に
差
し
込
み
ネ
ジ
⑤
で
固
定
し
ま
す
｡(
左
右
1ヶ
所
ず
つ
)

7
.制
御
部
本
体
の
電
磁
弁
出
口
部
に
フ
レ
ア
部
の
中
心
を
合
わ
せ
､フ
レ
ア
ナ
ット
を
手
で
3
～
4
回
転
さ
せ
締
め
ま
す
。

8
.ト
ル
ク
レ
ン
チ
ま
た
は
ス
パ
ナ
を
用
い
､1
3
.7
～
1
7
.7
N
･ｍ
(1
4
0
～
1
8
0
K
gf
･㎝
)の
ト
ル
ク
で

　
 締
付
け
て
く
だ
さ
い
。(
必
ず
2
丁
ス
パ
ナ
で
締
付
け
て
く
だ
さ
い
)

フ
レ
ア
ナ
ット
の
締
付
け
は
正
し
く
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

締
付
ト
ル
ク
が
大
き
す
ぎ
る
と
､フ
レ
ア
部
を
破
壊
し
､

水
漏
れ
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

ネ
ジ
⑤

ス
プ
レ
ー
取
付
台
③

（
フ
レ
ア
接
続
部・
上
）

フ
レ
ア
接
続
部

継
手
管
④

２
丁
ス
パ
ナ
で
締
付
け

安
全
の
た
め
に
必
ず
守
る
こ
と

●
据
付
完
了
後
､試
運
転
を
行
い
異
常
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
､こ
の
据
付
工
事
説
明
書
は
取
扱
説
明
書
と
と
も
に
､

お
客
様
で
保
管
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
､お
使
い
に
な
る
方
が
代
わ
る
場
合
は
､新
し
く
お
使
い
に
な
る
方
に
お
渡
し
い
た
だ
く
よ
う
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

1
.部
品
の
確
認

こ
の
箱
の
中
に
は
､こ
の
説
明
書
の
他
に
下
記
部
品
が
入
っ
て
い
ま
す
の
で
､ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
据
付
け
は
､こ
の
｢安
全
の
た
め
に
必
ず
守
る
こ
と
｣を
よ
く
お
読
み
の
う
え
､確
実
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
こ
こ
に
示
し
た
注
意
事
項
は
安
全
に
関
す
る
重
大
な
内
容
を
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
､必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
生
じ
る
危
険
と
そ
の
程
度
を
､次
の
表
示
で
区
分
し
て
説
明
し
て
い
ま
す
。

誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
、

死
亡
や
重
傷
な
ど
に
結
び
つ
く

可
能
性
が
あ
る
も
の
。

誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
、

軽
傷
ま
た
は
家
屋・
家
財
な
ど

の
損
害
に
結
び
つ
く
も
の
。

●
お
客
様
自
身
で
据
付
工
事
さ
れ
不
備
が
あ
る
と
、水
漏
れ
や

感
電・
火
災
等
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

据
付
け
は
､販
売
店
ま
た
は
専
門
業
者
に
依
頼
す
る
。

●
据
付
け
に
不
備
が
あ
る
と
、水
漏
れ
や
感
電・
火
災
等
の
原
因
に

な
り
ま
す
。

据
付
工
事
は
、こ
の
据
付
工
事
説
明
書
に
従
っ
て
確
実
に
行
う
。

●
万
一
ガ
ス
が
ユ
ニ
ット
の
周
囲
に
た
ま
る
と
、発
火・
爆
発
の

原
因
に
な
り
ま
す
。

可
熱
性
ガ
ス
の
発
生・
流
入・
滞
留・
漏
れ
の
お
そ
れ
が
あ
る

場
所
へ
は
据
付
け
な
い
。

●
ア
ー
ス
線
は
、ガ
ス
管・
水
道
管・
避
雷
針・
電
話
の
ア
ー
ス
線
に

接
続
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。ア
ー
ス
が
不
完
全
な
場
合
は
、

感
電
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

ア
ー
ス
工
事
を
行
う
。

●
サ
ー
ビ
ス
パ
ネ
ル
の
取
付
け
に
不
備
が
あ
る
と
、ほ
こ
り
、

水
等
に
よ
り
､感
電・
火
災
等
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

室
外
ユ
ニ
ット
の
サ
ー
ビ
ス
パ
ネ
ル
を
確
実
に
取
付
け
る
。

●
当
社
指
定
部
品
を
使
用
し
な
い
と
、水
漏
れ・
感
電・
火
災・

ユ
ニ
ット
落
下
に
よ
る
ケ
ガ
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

据
付
工
事
部
品
は
、必
ず
当
社
付
属
部
品
お
よ
び
指
定
の
部
品

を
使
用
す
る
。

●
電
源
回
路
容
量
不
足
や
施
工
不
備
が
あ
る
と
感
電・
火
災
等

の
原
因
に
な
り
ま
す
。

電
気
工
事
は
電
気
工
事
士
の
資
格
が
あ
る
方
が
、「
電
気
設
備
に

関
す
る
技
術
基
準
」､「
内
線
規
程
」お
よ
び
こ
の
据
付
工
事
説
明

書
に
従
っ
て
施
工
し
､必
ず
専
用
回
路
と
し
か
つ
定
格
の
電
圧
･

ブ
レ
ー
カ
ー
を
使
用
す
る
｡

●
接
続
や
固
定
が
不
完
全
の
場
合
や
､途
中
接
続
の
場
合
は
､

発
熱
･火
災
等
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

配
線
は
、所
定
の
ケ
ー
ブ
ル
を
使
用
し
て
確
実
に
接
続
し
、

端
子
接
続
部
に
ケ
ー
ブ
ル
の
外
力
が
伝
わ
ら
な
い
よ
う
に

固
定
す
る
。ま
た
､途
中
接
続
は
絶
対
に
行
わ
な
い
｡

●
2
0
kg
以
上
の
製
品
は
原
則
と
し
て
2
人
以
上
で
行
っ
て

く
だ
さ
い
｡P
P
バ
ン
ド
な
ど
所
定
の
位
置
以
外
を
も
っ
て

製
品
を
動
か
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
｡

●
素
手
で
部
品
端
面
や
フ
ィ
ン
な
ど
に
触
れ
る
と
ケ
ガ
を

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
保
護
具
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
｡

製
品
の
運
搬
は
十
分
注
意
し
て
行
う
｡

据
付
け
の
前
に

●
本
製
品
は
､夏
場
で
の
室
外
ユ
ニ
ット
過
負
荷
対
策
お
よ
び
冷
房
時
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

●
給
水
は
必
ず
水
道
水
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。水
温
は
1
0
～
3
0
℃
で
、ご
使
用
く
だ
さ
い
。

●
噴
霧
時
の
水
圧
は
､十
分
な
圧
力
が
必
要
で
す
。

給
水
管
に
ホ
ー
ス
を
使
用
す
る
場
合
　
0
.1
4
M
P
a～
0
.2
5
M
P
a

給
水
管
に
硬
質
塩
ビ
管
を
使
用
す
る
場
合
　
0
.1
4
M
P
a～
0
.3
M
P
a

上
記
水
圧
の
範
囲
内
で
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。水
圧
が
低
い
と
き
は
､市
販
の
加
圧
ポ
ン
プ
を
使
用
し
昇
圧
し
て
く
だ
さ
い
。

●
本
製
品
動
作
中
､噴
霧
し
た
水
が
ケ
ー
シ
ン
グ
や
フ
ィ
ン
に
当
た
り
､水
滴
と
な
っ
て
室
外
ユ
ニ
ット
周
辺
に
飛
散
し
た
り
､

フ
ィ
ン
お
よ
び
ケ
ー
シ
ン
グ
に
付
着
し
た
噴
霧
水
が
室
外
ユ
ニ
ット
の
ド
レ
ン
パ
ン
に
落
ち
､排
出
穴
か
ら
排
水
さ
れ
ま
す
の
で

地
面
を
濡
ら
し
ま
す
。

※
据
付
け
前
に
本
説
明
書
を
よ
く
お
読
み
く
だ
さ
い
。

別
売
形
名

P
A
C
-S
J7
7
ES
S

室
外
ユ
ニ
ット
 1
フ
ァ
ン
機
種
用
 L
タ
イ
プ

適
　
用
　
機
　
種

三
菱
電
機
パ
ッ
ケ
ー
ジ
エ
ア
コ
ン
別
売
部
品

散
水
キ
ット
据
付
工
事
説
明
書

2
-3
 ス
プ
レ
ー
取
付
け
ア
ン
グ
ル
の
取
付
け

1
.ス
プ
レ
ー
取
付
け
ア
ン
グ
ル
②
を
ス
ラ
イ
ド
さ
せ
､上
ア
ン
グ
ル
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ット
横
の
穴
(対
応
表
参
照
)と

　
下
ア
ン
グ
ル
の
上
部
の
穴
を
ネ
ジ
⑤
で
固
定
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ユ
ニ
ット
本
体
へ
取
付
け
る
前
に
作
業
を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

《固
定
位
置
対
応
表
》

※
カ
ッ
コ
内
の
数
字
は
取
付
け
寸
法
を
示
し
ま
す
。

ス
ラ
イ
ド
調
整
後
必
ず
上
表
寸
法
の
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

単
位
〈㎜
〉

1
2
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室
外
ユ
ニ
ッ
ト

取付説明書

11-100
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3
4

R
G
7
9
A
9
3
2
H
2
3

指
定
位
置
以
外
に
取
付
け
る
と
､ネ
ジ
先
端
が
内
部
部
品
に

損
傷
を
与
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
｡ま
た
､本
製
品
の
性
能
を

十
分
に
発
揮
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

基
板
カ
バ
ー

ネ
ジ
⑤

ス
ト
レ
ー
ナ

(ろ
過
器
)

フ
ラ
ン
ジ
部

制
御
部
本
体
①

水
道
管
接
続
部

電
磁
弁

ユ
ニ
ット

高
さ

上
ア
ン
グ
ル

固
定
位
置

Lタ
イ
プ

A
(5
1
4
)

E（
4
6
6
）

1
0
1
8

①
制
御
部
本
体

1
カ
バ
ー

2
1

1 2
41

3
1

1
1

⑧
リ
ー
ド
付
端
子

⑨
補
助
リ
レ
ー

⑩
ネ
ジ

⑪
絶
縁
材

⑫
フ
ァ
ス
ナ
ー

②
ス
プ
レ
ー

　
取
付
け
ア
ン
グ
ル
③
ス
プ
レ
ー
取
付
台
④
継
手
管

⑤
ネ
ジ

⑥
給
水
栓
ソ
ケ
ット

⑦
バ
ン
ド

品
番

品
名

個
数

1
5

形 状 品
番

品
名

個
数 形 状 2
.取
付
手
順

2
-1
 取
付
必
要
ス
ペ
ー
ス

室
外
ユ
ニ
ット
背
面
と
障
害
物
(壁
な
ど
)と
の

ク
リ
ア
ラ
ン
ス
を
2
5
0
㎜
以
上
確
保
し
て
く
だ
さ
い
。

2
-2
 制
御
部
本
体
の
取
付
け

1
.制
御
部
本
体
①
の
カ
バ
ー
(白
色
)を
取
外
し
て
く
だ
さ
い
。

2
.制
御
部
本
体
①
の
フ
ラ
ン
ジ
部
を
室
外
ユ
ニ
ット
背
面
に
突
き
当
て
て
指
定
の
位
置
に
仮
置
き
し
た
後
ド
リ
ル
等
で

天
板
に
下
穴
(φ
3
.6
±
0
.0
5
)を
3ヶ
所
あ
け
て
く
だ
さ
い
｡(
天
板
に
下
穴
位
置
の
刻
印
が
3ヶ
所
あ
り
ま
す
)

3
.制
御
部
本
体
付
属
の
両
面
テ
ー
プ
と
､付
属
の
ネ
ジ
⑤
(3
ヶ
所
)で
制
御
部
本
体
①
を
固
定
し
て
く
だ
さ
い
。

250以上

2
.ス
プ
レ
ー
取
付
台
③
を
フ
レ
ア
接
続
部
が
図
示
の
向
き
に
な
る
よ
う
に
セ
ット
し
､ス
プ
レ
ー
取
付
け
ア
ン
グ
ル
に

ネ
ジ
⑤
で
固
定
し
て
く
だ
さ
い
。(
左
右
2ヶ
所
ず
つ
)

3
.制
御
部
本
体
の
電
磁
弁
出
口
と
ス
プ
レ
ー
入
口
に
接
続
す
る

継
手
管
④
の
長
さ
と
形
状
を
決
め
､必
要
に
応
じ
て
管
端
部
を

成
形
加
工
し
て
く
だ
さ
い
｡

(電
磁
弁
出
口
へ
の
接
続
は
後
で
作
業
し
ま
す
)

※
パ
イ
プ
の
曲
げ
加
工
は
､つ
ぶ
し
た
り
折
ら
な
い
よ
う
十
分

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

4
.フ
レ
ア
部
の
中
心
を
合
わ
せ
､フ
レ
ア
ナ
ット
を
手
で

　
3
～
4
回
転
さ
せ
締
め
ま
す
。

5
.ト
ル
ク
レ
ン
チ
ま
た
は
ス
パ
ナ
を
用
い
､1
3
.7
～
1
7
.7
N
･m

　
(1
4
0
～
1
8
0
K
gf
･㎝
)の
ト
ル
ク
で
締
付
け
て
く
だ
さ
い
。

※
必
ず
2
丁
ス
パ
ナ
で
締
付
け
て
く
だ
さ
い
。

フ
レ
ア
ナ
ット
の
締
付
け
は
正
し
く
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

締
付
ト
ル
ク
が
大
き
す
ぎ
る
と
､フ
レ
ア
部
を
破
壊
し
､

水
漏
れ
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

6
.ス
プ
レ
ー
取
付
け
ア
ン
グ
ル
下
部
を
室
外
ユ
ニ
ット
ベ
ー
ス
の
フ
ラ
ン
ジ
に
引
っ
掛
け
､次
に
上
部
の
ツ
メ
を

　
制
御
部
本
体
の
角
穴
に
差
し
込
み
ネ
ジ
⑤
で
固
定
し
ま
す
｡(
左
右
1ヶ
所
ず
つ
)

7
.制
御
部
本
体
の
電
磁
弁
出
口
部
に
フ
レ
ア
部
の
中
心
を
合
わ
せ
､フ
レ
ア
ナ
ット
を
手
で
3
～
4
回
転
さ
せ
締
め
ま
す
。

8
.ト
ル
ク
レ
ン
チ
ま
た
は
ス
パ
ナ
を
用
い
､1
3
.7
～
1
7
.7
N
･ｍ
(1
4
0
～
1
8
0
K
gf
･㎝
)の
ト
ル
ク
で

　
 締
付
け
て
く
だ
さ
い
。(
必
ず
2
丁
ス
パ
ナ
で
締
付
け
て
く
だ
さ
い
)

フ
レ
ア
ナ
ット
の
締
付
け
は
正
し
く
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

締
付
ト
ル
ク
が
大
き
す
ぎ
る
と
､フ
レ
ア
部
を
破
壊
し
､

水
漏
れ
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

ネ
ジ
⑤

ス
プ
レ
ー
取
付
台
③

（
フ
レ
ア
接
続
部・
上
）

フ
レ
ア
接
続
部

継
手
管
④

２
丁
ス
パ
ナ
で
締
付
け

安
全
の
た
め
に
必
ず
守
る
こ
と

●
据
付
完
了
後
､試
運
転
を
行
い
異
常
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
､こ
の
据
付
工
事
説
明
書
は
取
扱
説
明
書
と
と
も
に
､

お
客
様
で
保
管
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
､お
使
い
に
な
る
方
が
代
わ
る
場
合
は
､新
し
く
お
使
い
に
な
る
方
に
お
渡
し
い
た
だ
く
よ
う
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

1
.部
品
の
確
認

こ
の
箱
の
中
に
は
､こ
の
説
明
書
の
他
に
下
記
部
品
が
入
っ
て
い
ま
す
の
で
､ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
据
付
け
は
､こ
の
｢安
全
の
た
め
に
必
ず
守
る
こ
と
｣を
よ
く
お
読
み
の
う
え
､確
実
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
こ
こ
に
示
し
た
注
意
事
項
は
安
全
に
関
す
る
重
大
な
内
容
を
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
､必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
生
じ
る
危
険
と
そ
の
程
度
を
､次
の
表
示
で
区
分
し
て
説
明
し
て
い
ま
す
。

誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
、

死
亡
や
重
傷
な
ど
に
結
び
つ
く

可
能
性
が
あ
る
も
の
。

誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
、

軽
傷
ま
た
は
家
屋・
家
財
な
ど

の
損
害
に
結
び
つ
く
も
の
。

●
お
客
様
自
身
で
据
付
工
事
さ
れ
不
備
が
あ
る
と
、水
漏
れ
や

感
電・
火
災
等
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

据
付
け
は
､販
売
店
ま
た
は
専
門
業
者
に
依
頼
す
る
。

●
据
付
け
に
不
備
が
あ
る
と
、水
漏
れ
や
感
電・
火
災
等
の
原
因
に

な
り
ま
す
。

据
付
工
事
は
、こ
の
据
付
工
事
説
明
書
に
従
っ
て
確
実
に
行
う
。

●
万
一
ガ
ス
が
ユ
ニ
ット
の
周
囲
に
た
ま
る
と
、発
火・
爆
発
の

原
因
に
な
り
ま
す
。

可
熱
性
ガ
ス
の
発
生・
流
入・
滞
留・
漏
れ
の
お
そ
れ
が
あ
る

場
所
へ
は
据
付
け
な
い
。

●
ア
ー
ス
線
は
、ガ
ス
管・
水
道
管・
避
雷
針・
電
話
の
ア
ー
ス
線
に

接
続
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。ア
ー
ス
が
不
完
全
な
場
合
は
、

感
電
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

ア
ー
ス
工
事
を
行
う
。

●
サ
ー
ビ
ス
パ
ネ
ル
の
取
付
け
に
不
備
が
あ
る
と
、ほ
こ
り
、

水
等
に
よ
り
､感
電・
火
災
等
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

室
外
ユ
ニ
ット
の
サ
ー
ビ
ス
パ
ネ
ル
を
確
実
に
取
付
け
る
。

●
当
社
指
定
部
品
を
使
用
し
な
い
と
、水
漏
れ・
感
電・
火
災・

ユ
ニ
ット
落
下
に
よ
る
ケ
ガ
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

据
付
工
事
部
品
は
、必
ず
当
社
付
属
部
品
お
よ
び
指
定
の
部
品

を
使
用
す
る
。

●
電
源
回
路
容
量
不
足
や
施
工
不
備
が
あ
る
と
感
電・
火
災
等

の
原
因
に
な
り
ま
す
。

電
気
工
事
は
電
気
工
事
士
の
資
格
が
あ
る
方
が
、「
電
気
設
備
に

関
す
る
技
術
基
準
」､「
内
線
規
程
」お
よ
び
こ
の
据
付
工
事
説
明

書
に
従
っ
て
施
工
し
､必
ず
専
用
回
路
と
し
か
つ
定
格
の
電
圧
･

ブ
レ
ー
カ
ー
を
使
用
す
る
｡

●
接
続
や
固
定
が
不
完
全
の
場
合
や
､途
中
接
続
の
場
合
は
､

発
熱
･火
災
等
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

配
線
は
、所
定
の
ケ
ー
ブ
ル
を
使
用
し
て
確
実
に
接
続
し
、

端
子
接
続
部
に
ケ
ー
ブ
ル
の
外
力
が
伝
わ
ら
な
い
よ
う
に

固
定
す
る
。ま
た
､途
中
接
続
は
絶
対
に
行
わ
な
い
｡

●
2
0
kg
以
上
の
製
品
は
原
則
と
し
て
2
人
以
上
で
行
っ
て

く
だ
さ
い
｡P
P
バ
ン
ド
な
ど
所
定
の
位
置
以
外
を
も
っ
て

製
品
を
動
か
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
｡

●
素
手
で
部
品
端
面
や
フ
ィ
ン
な
ど
に
触
れ
る
と
ケ
ガ
を

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
保
護
具
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
｡

製
品
の
運
搬
は
十
分
注
意
し
て
行
う
｡

据
付
け
の
前
に

●
本
製
品
は
､夏
場
で
の
室
外
ユ
ニ
ット
過
負
荷
対
策
お
よ
び
冷
房
時
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

●
給
水
は
必
ず
水
道
水
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。水
温
は
1
0
～
3
0
℃
で
、ご
使
用
く
だ
さ
い
。

●
噴
霧
時
の
水
圧
は
､十
分
な
圧
力
が
必
要
で
す
。

給
水
管
に
ホ
ー
ス
を
使
用
す
る
場
合
　
0
.1
4
M
P
a～
0
.2
5
M
P
a

給
水
管
に
硬
質
塩
ビ
管
を
使
用
す
る
場
合
　
0
.1
4
M
P
a～
0
.3
M
P
a

上
記
水
圧
の
範
囲
内
で
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。水
圧
が
低
い
と
き
は
､市
販
の
加
圧
ポ
ン
プ
を
使
用
し
昇
圧
し
て
く
だ
さ
い
。

●
本
製
品
動
作
中
､噴
霧
し
た
水
が
ケ
ー
シ
ン
グ
や
フ
ィ
ン
に
当
た
り
､水
滴
と
な
っ
て
室
外
ユ
ニ
ット
周
辺
に
飛
散
し
た
り
､

フ
ィ
ン
お
よ
び
ケ
ー
シ
ン
グ
に
付
着
し
た
噴
霧
水
が
室
外
ユ
ニ
ット
の
ド
レ
ン
パ
ン
に
落
ち
､排
出
穴
か
ら
排
水
さ
れ
ま
す
の
で

地
面
を
濡
ら
し
ま
す
。

※
据
付
け
前
に
本
説
明
書
を
よ
く
お
読
み
く
だ
さ
い
。

別
売
形
名

P
A
C
-S
J7
7
ES
S

室
外
ユ
ニ
ット
 1
フ
ァ
ン
機
種
用
 L
タ
イ
プ

適
　
用
　
機
　
種

三
菱
電
機
パ
ッ
ケ
ー
ジ
エ
ア
コ
ン
別
売
部
品

散
水
キ
ット
据
付
工
事
説
明
書

2
-3
 ス
プ
レ
ー
取
付
け
ア
ン
グ
ル
の
取
付
け

1
.ス
プ
レ
ー
取
付
け
ア
ン
グ
ル
②
を
ス
ラ
イ
ド
さ
せ
､上
ア
ン
グ
ル
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ット
横
の
穴
(対
応
表
参
照
)と

　
下
ア
ン
グ
ル
の
上
部
の
穴
を
ネ
ジ
⑤
で
固
定
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ユ
ニ
ット
本
体
へ
取
付
け
る
前
に
作
業
を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

《固
定
位
置
対
応
表
》

※
カ
ッ
コ
内
の
数
字
は
取
付
け
寸
法
を
示
し
ま
す
。

ス
ラ
イ
ド
調
整
後
必
ず
上
表
寸
法
の
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

単
位
〈㎜
〉

R
G
7
9
A
9
3
2
H
2
3

指
定
位
置
以
外
に
取
付
け
る
と
､ネ
ジ
先
端
が
内
部
部
品
に

損
傷
を
与
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
｡ま
た
､本
製
品
の
性
能
を

十
分
に
発
揮
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

基
板
カ
バ
ー

ネ
ジ
⑤

ス
ト
レ
ー
ナ

(ろ
過
器
)

フ
ラ
ン
ジ
部

制
御
部
本
体
①

水
道
管
接
続
部

電
磁
弁

ユ
ニ
ット

高
さ

上
ア
ン
グ
ル

固
定
位
置

Lタ
イ
プ

A
(5
1
4
)

E（
4
6
6
）

1
0
1
8

①
制
御
部
本
体

1
カ
バ
ー

2
1

1 2
41

3
1

1
1

⑧
リ
ー
ド
付
端
子

⑨
補
助
リ
レ
ー

⑩
ネ
ジ

⑪
絶
縁
材

⑫
フ
ァ
ス
ナ
ー

②
ス
プ
レ
ー

　
取
付
け
ア
ン
グ
ル
③
ス
プ
レ
ー
取
付
台
④
継
手
管

⑤
ネ
ジ

⑥
給
水
栓
ソ
ケ
ット

⑦
バ
ン
ド

品
番

品
名

個
数

1
5

形 状 品
番

品
名

個
数 形 状 2
.取
付
手
順

2
-1
 取
付
必
要
ス
ペ
ー
ス

室
外
ユ
ニ
ット
背
面
と
障
害
物
(壁
な
ど
)と
の

ク
リ
ア
ラ
ン
ス
を
2
5
0
㎜
以
上
確
保
し
て
く
だ
さ
い
。

2
-2
 制
御
部
本
体
の
取
付
け

1
.制
御
部
本
体
①
の
カ
バ
ー
(白
色
)を
取
外
し
て
く
だ
さ
い
。

2
.制
御
部
本
体
①
の
フ
ラ
ン
ジ
部
を
室
外
ユ
ニ
ット
背
面
に
突
き
当
て
て
指
定
の
位
置
に
仮
置
き
し
た
後
ド
リ
ル
等
で

天
板
に
下
穴
(φ
3
.6
±
0
.0
5
)を
3ヶ
所
あ
け
て
く
だ
さ
い
｡(
天
板
に
下
穴
位
置
の
刻
印
が
3ヶ
所
あ
り
ま
す
)

3
.制
御
部
本
体
付
属
の
両
面
テ
ー
プ
と
､付
属
の
ネ
ジ
⑤
(3
ヶ
所
)で
制
御
部
本
体
①
を
固
定
し
て
く
だ
さ
い
。

250以上

2
.ス
プ
レ
ー
取
付
台
③
を
フ
レ
ア
接
続
部
が
図
示
の
向
き
に
な
る
よ
う
に
セ
ット
し
､ス
プ
レ
ー
取
付
け
ア
ン
グ
ル
に

ネ
ジ
⑤
で
固
定
し
て
く
だ
さ
い
。(
左
右
2ヶ
所
ず
つ
)

3
.制
御
部
本
体
の
電
磁
弁
出
口
と
ス
プ
レ
ー
入
口
に
接
続
す
る

継
手
管
④
の
長
さ
と
形
状
を
決
め
､必
要
に
応
じ
て
管
端
部
を

成
形
加
工
し
て
く
だ
さ
い
｡

(電
磁
弁
出
口
へ
の
接
続
は
後
で
作
業
し
ま
す
)

※
パ
イ
プ
の
曲
げ
加
工
は
､つ
ぶ
し
た
り
折
ら
な
い
よ
う
十
分

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

4
.フ
レ
ア
部
の
中
心
を
合
わ
せ
､フ
レ
ア
ナ
ット
を
手
で

　
3
～
4
回
転
さ
せ
締
め
ま
す
。

5
.ト
ル
ク
レ
ン
チ
ま
た
は
ス
パ
ナ
を
用
い
､1
3
.7
～
1
7
.7
N
･m

　
(1
4
0
～
1
8
0
K
gf
･㎝
)の
ト
ル
ク
で
締
付
け
て
く
だ
さ
い
。

※
必
ず
2
丁
ス
パ
ナ
で
締
付
け
て
く
だ
さ
い
。

フ
レ
ア
ナ
ット
の
締
付
け
は
正
し
く
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

締
付
ト
ル
ク
が
大
き
す
ぎ
る
と
､フ
レ
ア
部
を
破
壊
し
､

水
漏
れ
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

6
.ス
プ
レ
ー
取
付
け
ア
ン
グ
ル
下
部
を
室
外
ユ
ニ
ット
ベ
ー
ス
の
フ
ラ
ン
ジ
に
引
っ
掛
け
､次
に
上
部
の
ツ
メ
を

　
制
御
部
本
体
の
角
穴
に
差
し
込
み
ネ
ジ
⑤
で
固
定
し
ま
す
｡(
左
右
1ヶ
所
ず
つ
)

7
.制
御
部
本
体
の
電
磁
弁
出
口
部
に
フ
レ
ア
部
の
中
心
を
合
わ
せ
､フ
レ
ア
ナ
ット
を
手
で
3
～
4
回
転
さ
せ
締
め
ま
す
。

8
.ト
ル
ク
レ
ン
チ
ま
た
は
ス
パ
ナ
を
用
い
､1
3
.7
～
1
7
.7
N
･ｍ
(1
4
0
～
1
8
0
K
gf
･㎝
)の
ト
ル
ク
で

　
 締
付
け
て
く
だ
さ
い
。(
必
ず
2
丁
ス
パ
ナ
で
締
付
け
て
く
だ
さ
い
)

フ
レ
ア
ナ
ット
の
締
付
け
は
正
し
く
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

締
付
ト
ル
ク
が
大
き
す
ぎ
る
と
､フ
レ
ア
部
を
破
壊
し
､

水
漏
れ
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

ネ
ジ
⑤

ス
プ
レ
ー
取
付
台
③

（
フ
レ
ア
接
続
部・
上
）

フ
レ
ア
接
続
部

継
手
管
④

２
丁
ス
パ
ナ
で
締
付
け

安
全
の
た
め
に
必
ず
守
る
こ
と

●
据
付
完
了
後
､試
運
転
を
行
い
異
常
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
､こ
の
据
付
工
事
説
明
書
は
取
扱
説
明
書
と
と
も
に
､

お
客
様
で
保
管
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
､お
使
い
に
な
る
方
が
代
わ
る
場
合
は
､新
し
く
お
使
い
に
な
る
方
に
お
渡
し
い
た
だ
く
よ
う
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

1
.部
品
の
確
認

こ
の
箱
の
中
に
は
､こ
の
説
明
書
の
他
に
下
記
部
品
が
入
っ
て
い
ま
す
の
で
､ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
据
付
け
は
､こ
の
｢安
全
の
た
め
に
必
ず
守
る
こ
と
｣を
よ
く
お
読
み
の
う
え
､確
実
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
こ
こ
に
示
し
た
注
意
事
項
は
安
全
に
関
す
る
重
大
な
内
容
を
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
､必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
生
じ
る
危
険
と
そ
の
程
度
を
､次
の
表
示
で
区
分
し
て
説
明
し
て
い
ま
す
。

誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
、

死
亡
や
重
傷
な
ど
に
結
び
つ
く

可
能
性
が
あ
る
も
の
。

誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
、

軽
傷
ま
た
は
家
屋・
家
財
な
ど

の
損
害
に
結
び
つ
く
も
の
。

●
お
客
様
自
身
で
据
付
工
事
さ
れ
不
備
が
あ
る
と
、水
漏
れ
や

感
電・
火
災
等
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

据
付
け
は
､販
売
店
ま
た
は
専
門
業
者
に
依
頼
す
る
。

●
据
付
け
に
不
備
が
あ
る
と
、水
漏
れ
や
感
電・
火
災
等
の
原
因
に

な
り
ま
す
。

据
付
工
事
は
、こ
の
据
付
工
事
説
明
書
に
従
っ
て
確
実
に
行
う
。

●
万
一
ガ
ス
が
ユ
ニ
ット
の
周
囲
に
た
ま
る
と
、発
火・
爆
発
の

原
因
に
な
り
ま
す
。

可
熱
性
ガ
ス
の
発
生・
流
入・
滞
留・
漏
れ
の
お
そ
れ
が
あ
る

場
所
へ
は
据
付
け
な
い
。

●
ア
ー
ス
線
は
、ガ
ス
管・
水
道
管・
避
雷
針・
電
話
の
ア
ー
ス
線
に

接
続
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。ア
ー
ス
が
不
完
全
な
場
合
は
、

感
電
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

ア
ー
ス
工
事
を
行
う
。

●
サ
ー
ビ
ス
パ
ネ
ル
の
取
付
け
に
不
備
が
あ
る
と
、ほ
こ
り
、

水
等
に
よ
り
､感
電・
火
災
等
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

室
外
ユ
ニ
ット
の
サ
ー
ビ
ス
パ
ネ
ル
を
確
実
に
取
付
け
る
。

●
当
社
指
定
部
品
を
使
用
し
な
い
と
、水
漏
れ・
感
電・
火
災・

ユ
ニ
ット
落
下
に
よ
る
ケ
ガ
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

据
付
工
事
部
品
は
、必
ず
当
社
付
属
部
品
お
よ
び
指
定
の
部
品

を
使
用
す
る
。

●
電
源
回
路
容
量
不
足
や
施
工
不
備
が
あ
る
と
感
電・
火
災
等

の
原
因
に
な
り
ま
す
。

電
気
工
事
は
電
気
工
事
士
の
資
格
が
あ
る
方
が
、「
電
気
設
備
に

関
す
る
技
術
基
準
」､「
内
線
規
程
」お
よ
び
こ
の
据
付
工
事
説
明

書
に
従
っ
て
施
工
し
､必
ず
専
用
回
路
と
し
か
つ
定
格
の
電
圧
･

ブ
レ
ー
カ
ー
を
使
用
す
る
｡

●
接
続
や
固
定
が
不
完
全
の
場
合
や
､途
中
接
続
の
場
合
は
､

発
熱
･火
災
等
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

配
線
は
、所
定
の
ケ
ー
ブ
ル
を
使
用
し
て
確
実
に
接
続
し
、

端
子
接
続
部
に
ケ
ー
ブ
ル
の
外
力
が
伝
わ
ら
な
い
よ
う
に

固
定
す
る
。ま
た
､途
中
接
続
は
絶
対
に
行
わ
な
い
｡

●
2
0
kg
以
上
の
製
品
は
原
則
と
し
て
2
人
以
上
で
行
っ
て

く
だ
さ
い
｡P
P
バ
ン
ド
な
ど
所
定
の
位
置
以
外
を
も
っ
て

製
品
を
動
か
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
｡

●
素
手
で
部
品
端
面
や
フ
ィ
ン
な
ど
に
触
れ
る
と
ケ
ガ
を

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
保
護
具
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
｡

製
品
の
運
搬
は
十
分
注
意
し
て
行
う
｡

据
付
け
の
前
に

●
本
製
品
は
､夏
場
で
の
室
外
ユ
ニ
ット
過
負
荷
対
策
お
よ
び
冷
房
時
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

●
給
水
は
必
ず
水
道
水
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。水
温
は
1
0
～
3
0
℃
で
、ご
使
用
く
だ
さ
い
。

●
噴
霧
時
の
水
圧
は
､十
分
な
圧
力
が
必
要
で
す
。

給
水
管
に
ホ
ー
ス
を
使
用
す
る
場
合
　
0
.1
4
M
P
a～
0
.2
5
M
P
a

給
水
管
に
硬
質
塩
ビ
管
を
使
用
す
る
場
合
　
0
.1
4
M
P
a～
0
.3
M
P
a

上
記
水
圧
の
範
囲
内
で
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。水
圧
が
低
い
と
き
は
､市
販
の
加
圧
ポ
ン
プ
を
使
用
し
昇
圧
し
て
く
だ
さ
い
。

●
本
製
品
動
作
中
､噴
霧
し
た
水
が
ケ
ー
シ
ン
グ
や
フ
ィ
ン
に
当
た
り
､水
滴
と
な
っ
て
室
外
ユ
ニ
ット
周
辺
に
飛
散
し
た
り
､

フ
ィ
ン
お
よ
び
ケ
ー
シ
ン
グ
に
付
着
し
た
噴
霧
水
が
室
外
ユ
ニ
ット
の
ド
レ
ン
パ
ン
に
落
ち
､排
出
穴
か
ら
排
水
さ
れ
ま
す
の
で

地
面
を
濡
ら
し
ま
す
。

※
据
付
け
前
に
本
説
明
書
を
よ
く
お
読
み
く
だ
さ
い
。

別
売
形
名

P
A
C
-S
J7
7
ES
S

室
外
ユ
ニ
ット
 1
フ
ァ
ン
機
種
用
 L
タ
イ
プ

適
　
用
　
機
　
種

三
菱
電
機
パ
ッ
ケ
ー
ジ
エ
ア
コ
ン
別
売
部
品

散
水
キ
ット
据
付
工
事
説
明
書

2
-3
 ス
プ
レ
ー
取
付
け
ア
ン
グ
ル
の
取
付
け

1
.ス
プ
レ
ー
取
付
け
ア
ン
グ
ル
②
を
ス
ラ
イ
ド
さ
せ
､上
ア
ン
グ
ル
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ット
横
の
穴
(対
応
表
参
照
)と

　
下
ア
ン
グ
ル
の
上
部
の
穴
を
ネ
ジ
⑤
で
固
定
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ユ
ニ
ット
本
体
へ
取
付
け
る
前
に
作
業
を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

《固
定
位
置
対
応
表
》

※
カ
ッ
コ
内
の
数
字
は
取
付
け
寸
法
を
示
し
ま
す
。

ス
ラ
イ
ド
調
整
後
必
ず
上
表
寸
法
の
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

単
位
〈㎜
〉
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6.
試
運
転

ア
ー
ス
工
事
は
､｢
電
気
設
備
に
関
す
る
技
術
基
準
｣に
従
っ
て
電
気
工
事
士
の
方
が
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
電
源
回
路
に
漏
電
遮
断
機
が

取
付
け
ら
れ
て
い
る
か
を
確
認
し
､さ
ら
に
D種

接
地
工
事
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
と
き
接
地

抵
抗
値
が
50
0Ω
以
下
で
あ
る
こ
と
を
確
か
め
て

く
だ
さ
い
。

基
板
カ
バ
ー
の
ネ
ジ
2本
を
取
外
し
て
く
だ
さ
い
｡※
下
図
に
お
い
て
■
は
ス
イ
ッ
チ
の
位
置
を
示
し
ま
す
。

6-
1 
試
運
転

1.
水
栓
を
開
き
本
キ
ッ
ト
の
接
続
部
に
水
漏
れ
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

2.
エ
ア
コ
ン
を
運
転
(圧
縮
機
運
転
)し
､制
御
部
本
体
の
基
板
上
に
あ
る
試
運
転
ス
イ
ッ
チ
を
押
し

ス
プ
レ
ー
か
ら
水
を
噴
霧
さ
せ
､ほ
ぼ
均
一
の
粒
子
で
広
が
っ
て
い
る
か
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

(試
運
転
ス
イ
ッ
チ
を
押
す
と
10
秒
間
噴
霧
､1
0秒
間
停
止
を
1分
間
繰
り
返
し
通
常
モ
ー
ド
に
戻
り
ま
す
)

3.
試
運
転
中
に
再
度
ス
イ
ッ
チ
を
押
す
と
通
常
モ
ー
ド
に
戻
り
ま
す
。

過
負
荷
/平
常
切
換
ス
イ
ッ
チ
(D
IP
ス
イ
ッ
チ
:1
)を

操
作
し
過
負
荷
(外
気
温
40
℃
作
動
)の
場
合
は
OF
F側
､

平
常
(外
気
温
32
℃
作
動
)の
場
合
は
ON
側
に
設
定
し
て

く
だ
さ
い
。

本
製
品
は
､夏
場
で
の
過
負
荷
対
策
お
よ
び
冷
房
時
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化

に
お
い
て
2種
類
の
選
択
が
可
能
で
す
｡用
途
に
応
じ
下
記
設
定
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
｡(出
荷
時
は
過
負
荷
モ
ー
ド
に
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
)

ア
ー
ス
工
事
を
行
う
。
ア
ー
ス
線
は
､ガ
ス
管
･水
道
管
･避
雷
針
･電
話
の
ア
ー
ス
線
に
接
続
し
な
い
。

ア
ー
ス
工
事
に
不
備
が
あ
る
と
､感
電
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

5.
ア
ー
ス
工
事

6-
2 
過
負
荷
/平
常
切
換
ス
イ
ッ
チ
の
設
定

ス
プ
レ
ー
時
間
切
換
ス
イ
ッ
チ
(D
IP
ス
イ
ッ
チ
:2
)を
操
作
し
ま
す
と
ON
側
で
15
秒
間
散
水
､

OF
F側
で
30
秒
間
散
水
し
ま
す
。

例
え
ば
水
圧
が
低
い
時
､3
0秒
を
､節
水
し
た
い
場
合
は
15
秒
に
設
定
し
て
く
だ
さ
い
。

散
水
時
間
の
設
定
が
で
き
ま
す
｡(出
荷
時
は
散
水
時
間
30
秒
に
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
)

使
用
水
量
の
目
安
〈水
圧
:0
.1
5M
Pa
〉

10
.5
ℓ
/h
21
.1
ℓ
/h

15
秒

30
秒

故
障
診
断

異
常
に
よ
り
散
水
が
停
止
し
て
い
る
場
合
は
､

制
御
基
板
上
の
LE
Dが
以
下
の
内
容
を
表
示

し
ま
す
の
で
点
検
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

(正
常
運
転
時
:L
ED
点
灯
)

洗
浄
モ
ー
ド

本
製
品
に
は
､室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
フ
ィ
ン
を
洗
浄
す
る
た
め
の
洗
浄

ス
イ
ッ
チ
を
設
定
し
て
い
ま
す
。
取
付
け
時
や
冷
房
シ
ー
ズ
ン
前
等
､

フ
ィ
ン
の
洗
浄
に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

(洗
浄
ス
イ
ッ
チ
を
押
す
と
10
分
間
噴
霧
し
通
常
モ
ー
ド
に
戻
り
ま
す
)

(洗
浄
運
転
中
で
も
､も
う
一
度
押
す
と
通
常
モ
ー
ド
に
戻
り
ま
す
)

LE
D

点
滅

消
灯

項
　
目

サ
ー
ミ
ス
タ
異
常

マ
イ
コ
ン
エ
ラ
ー

故
障
個
所

サ
ー
ミ
ス
タ
断
線
､短
絡

制
御
基
板
不
良

電
磁
弁
の
状
態

OF
F

OF
F

7.
カ
バ
ー
の
取
付
け

ご
使
用
に
な
る
お
客
様
へ

日
常
点
検

冬
期
の
水
抜
き

最
後
に
基
板
カ
バ
ー
お
よ
び
カ
バ
ー
(白
色
)を
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

給
水
の
水
質
に
よ
っ
て
は
ス
プ
レ
ー
部
が
つ
ま
り
噴
霧
量
が
減
少
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
､

定
期
的
に
噴
霧
状
態
の
点
検
お
よ
び
ス
プ
レ
ー
部
の
清
掃
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

冬
期
に
水
系
統
内
の
水
が
凍
結
し
､破
損
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
､冷
房
シ
ー
ズ
ン
オ
フ
に
は

必
ず
水
系
統
内
の
水
抜
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

フ
ィ
ン
の
養
生
に
つ
い
て

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
周
辺
環
境
お
よ
び
噴
霧
す
る
水
質
に
よ
り
フ
ィ
ン
が
腐
蝕
し
た
り
､

ス
ケ
ー
ル
が
付
着
し
た
り
し
ま
す
｡こ
の
進
行
は
明
確
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
､不
安
の

あ
る
時
は
販
売
店
と
相
談
し
て
､フ
ィ
ン
の
防
錆
剤
塗
布
お
よ
び
定
期
的
な
フ
ィ
ン

洗
浄
等
の
対
策
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

軟
質
ホ
ー
ス
ま
た
は
硬
質
塩
ビ
管
お
よ
び
継
手
管
を
そ
れ
ぞ
れ
接
続
部
か
ら
取
外
し
､

水
系
統
内
の
水
抜
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
軟
質
ホ
ー
ス
の
場
合
､ホ
ー
ス
バ
ン
ド
を
取
外
し
て
か
ら
上
記
作
業
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
硬
質
塩
ビ
管
の
場
合
､給
水
栓
ソ
ケ
ッ
ト
を
取
外
し
て
か
ら
上
記
作
業
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
継
手
管
の
場
合
､2
丁
ス
パ
ナ
で
フ
レ
ア
ナ
ッ
ト
を
取
外
し
て
か
ら
上
記
作
業
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

市
販
の
ホ
ー
ス
バ
ン
ド
を
使
用
し
接
続
部
を
確
実
に
固
定
し
て

く
だ
さ
い
。

軟
質
ホ
ー
ス
用
ジ
ョ
イ
ン
ト
を
取
外
し
､市
販
の
シ
ー
ル
テ
ー
プ

ま
た
は
シ
ー
ル
材
等
で
シ
ー
ル
し
た
後
､付
属
の
給
水
栓
ソ
ケ
ッ
ト
⑥

を
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。
※
軟
質
ホ
ー
ス
用
ジ
ョ
イ
ン
ト
を
取
外
す

時
は
､必
ず
2丁
ス
パ
ナ
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

軟
質
ホ
ー
ス
使
用
の
場
合

硬
質
塩
ビ
管
使
用
の
場
合

給
水
管
の
接
続
は
水
圧
に
よ
る
外
れ
や
水
漏
れ
の
な
い
よ
う
､確
実
に
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。
不
備
が
あ
る
と

電
気
品
に
水
が
か
か
り
､感
電
･火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

〈L
タイ
プ
〉

補
助
リレ
ー
⑨

コネ
クタ
部

散
水
キッ
ト

電
源
線

補
助
リレ
ー
⑨

のリ
ード
線

3.
配
線
手
順

3-
1 
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
パ
ネ
ル
の
取
外
し

3-
2 
配
線
作
業

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
パ
ネ
ル
を
取
外
し
､次
に
側
面
に
あ
る

電
源
線
取
出
穴
(ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
)を
あ
け
て
く
だ
さ
い
。

※
ユ
ニ
ッ
ト
下
部
の
配
管
穴
形
状
は
機
種
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

散
水
キ
ッ
ト
電
源
線
は
､室
外
ユ
ニ
ッ
ト
内
部
の
近
傍
板
金
エ
ッ
ヂ
お
よ
び
配
管
等
に
絶
対

接
触
し
な
い
よ
う
取
り
回
し
下
部
の
配
管
穴
を
通
し
て
ア
ン
グ
ル
に
バ
ン
ド
⑦
で
結
束
し
ま
す
。

散
水
キ
ッ
ト
電
源
線
を
配
管
･板
金
エ
ッ
ヂ

ま
た
は
振
動
物
に
接
触
さ
せ
る
と
被
覆
が

破
れ
､感
電
･火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

3-
3 
結
線
作
業

リ
ー
ド
付
端
子
コ
ネ
ク
タ
⑧
の
接
続
は
､下
記
手
順
に
て
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

1.
室
外
機
電
気
品
箱
の
指
定
位
置
(下
図
参
照
)に
補
助
リ
レ
ー
⑨
を
付
属
の
ネ
ジ
⑩
に
て
固
定
し
て
く
だ
さ
い
。

2.
制
御
本
体
部
①
の
カ
バ
ー
裏
面
に
貼
付
し
て
い
る
電
気
配
線
図
に
従
っ
て
､補
助
リ
レ
ー
⑨
の
リ
ー
ド
線
に
対
応
す
る

散
水
キ
ッ
ト
電
源
線
､室
外
機
制
御
基
板
上
の
コ
ネ
ク
タ
､電
源
端
子
盤
に
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

3.
各
リ
ー
ド
線
を
引
き
回
す
際
に
は
､フ
ァ
ス
ナ
ー
⑫
を
使
用
し
て
電
気
部
品
や
制
御
基
板
上
の
電
子
部
品
と
接
触

し
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

散
水
キ
ッ
ト
電
源
線
は
､梱
包
材
に
包
ま
れ
て
い
る
補
助
リ
レ
ー
⑨
を
接
続
し
て
結
線
し
て
く
だ
さ
い
。

リ
ー
ド
付

端
子
側
⑧

コ
ネ
ク
タ
接
続

散
水
キ
ッ
ト

電
源
線
側

フ
ァ
ス
ナ
ー
⑫

で
固
定

絶
縁
材
⑪
を

巻
付
け
る

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
制
御
部
内
の
イ
ン
バ
ー
タ
主
回
路
配
線
と
一
緒
に
束
ね
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ノ
イ
ズ
に
よ
る
誤
動
作
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

散
水
キ
ッ
ト
電
源
線
と
補
助
リ
レ
ー
⑨
の
リ
ー
ド
線
コ
ネ
ク
タ
部
は
室
外
機
制
御
箱
内
に
て
収
め
て
く
だ
さ
い
。

張
力
に
よ
る
コ
ネ
ク
タ
外
れ
や
水
滴
付
着
に
よ
る
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
発
生
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
外
郭
パ
ネ
ル
類
を
確
実
に
取
付
け
て
く
だ
さ
い
｡不
備
が
あ
る
と
､ほ
こ
り
･水
な
ど
に
よ
り
､

感
電
･火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

端
子
の
取
付
け
は
､ゆ
る
み
の
な
い
よ
う
確
実
に
締
付
け
て
く
だ
さ
い
｡ま
た
､外
力
が
伝
わ
ら
な
い
よ
う
に
確
実
に

固
定
し
て
く
だ
さ
い
｡接
続
や
固
定
に
不
備
が
あ
る
と
､火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

本
製
品
は
軟
質
ホ
ー
ス
ま
た
は
硬
質
塩
ビ
管
の
接
続
が
可
能
で
す
。出
荷
時
は
軟
質
ホ
ー
ス
用

ジ
ョ
イ
ン
ト
を
取
付
け
て
あ
り
ま
す
。

※
複
数
台
取
付
け
る
場
合
は
、噴
霧
時
の
水
圧
を
確
保
し
十
分
な
水
量
が
確
保
で
き
る
配
管
径

を
選
定
し
てく
だ
さ
い
。

供
給
水
圧・
水
量
が
足
り
な
い
と
噴
霧
状
態（
拡
散
範
囲・
水
量・
粒
径
）が
悪
く
、性
能
を
発
揮
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す。

6
.試
運
転

ア
ー
ス
工
事
は
､｢
電
気
設
備
に
関
す
る
技
術
基
準
｣に
従
っ
て
電
気
工
事
士
の
方
が
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
電
源
回
路
に
漏
電
遮
断
機
が

取
付
け
ら
れ
て
い
る
か
を
確
認
し
､さ
ら
に
D
種

接
地
工
事
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
と
き
接
地

抵
抗
値
が
5
0
0
Ω
以
下
で
あ
る
こ
と
を
確
か
め
て

く
だ
さ
い
。

基
板
カ
バ
ー
の
ネ
ジ
2
本
を
取
外
し
て
く
だ
さ
い
｡※
下
図
に
お
い
て
■
は
ス
イ
ッ
チ
の
位
置
を
示
し
ま
す
。

6
-1
 試
運
転

1
.水
栓
を
開
き
本
キ
ッ
ト
の
接
続
部
に
水
漏
れ
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

2
.エ
ア
コ
ン
を
運
転
(圧
縮
機
運
転
)し
､制
御
部
本
体
の
基
板
上
に
あ
る
試
運
転
ス
イ
ッ
チ
を
押
し

ス
プ
レ
ー
か
ら
水
を
噴
霧
さ
せ
､ほ
ぼ
均
一
の
粒
子
で
広
が
っ
て
い
る
か
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

(試
運
転
ス
イ
ッ
チ
を
押
す
と
1
0
秒
間
噴
霧
､1
0
秒
間
停
止
を
1
分
間
繰
り
返
し
通
常
モ
ー
ド
に
戻
り
ま
す
)

3
.試
運
転
中
に
再
度
ス
イ
ッ
チ
を
押
す
と
通
常
モ
ー
ド
に
戻
り
ま
す
。

過
負
荷
/平
常
切
換
ス
イ
ッ
チ
(D
IP
ス
イ
ッ
チ
:1
)を

操
作
し
過
負
荷
(外
気
温
4
0
℃
作
動
)の
場
合
は
O
FF
側
､

平
常
(外
気
温
3
2
℃
作
動
)の
場
合
は
O
N
側
に
設
定
し
て

く
だ
さ
い
。

本
製
品
は
､夏
場
で
の
過
負
荷
対
策
お
よ
び
冷
房
時
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化

に
お
い
て
2
種
類
の
選
択
が
可
能
で
す
｡用
途
に
応
じ
下
記
設
定
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
｡(
出
荷
時
は
過
負
荷
モ
ー
ド
に
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
)

ア
ー
ス
工
事
を
行
う
。
ア
ー
ス
線
は
､ガ
ス
管
･水
道
管
･避
雷
針
･電
話
の
ア
ー
ス
線
に
接
続
し
な
い
。

ア
ー
ス
工
事
に
不
備
が
あ
る
と
､感
電
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

5
.ア
ー
ス
工
事

6
-2
 過
負
荷
/平
常
切
換
ス
イ
ッ
チ
の
設
定

ス
プ
レ
ー
時
間
切
換
ス
イ
ッ
チ
(D
IP
ス
イ
ッ
チ
:2
)を
操
作
し
ま
す
と
O
N
側
で
1
5
秒
間
散
水
､

O
FF
側
で
3
0
秒
間
散
水
し
ま
す
。

例
え
ば
水
圧
が
低
い
時
､3
0
秒
を
､節
水
し
た
い
場
合
は
1
5
秒
に
設
定
し
て
く
だ
さ
い
。

散
水
時
間
の
設
定
が
で
き
ま
す
｡(
出
荷
時
は
散
水
時
間
30
秒
に
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
)

使
用
水
量
の
目
安
〈水
圧
:0
.1
5
M
P
a〉

1
0
.5
ℓ
/h
2
1
.1
ℓ
/h

1
5
秒

3
0
秒

故
障
診
断

異
常
に
よ
り
散
水
が
停
止
し
て
い
る
場
合
は
､

制
御
基
板
上
の
LE
D
が
以
下
の
内
容
を
表
示

し
ま
す
の
で
点
検
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

(正
常
運
転
時
:L
E
D
点
灯
)

洗
浄
モ
ー
ド

本
製
品
に
は
､室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
フ
ィ
ン
を
洗
浄
す
る
た
め
の
洗
浄

ス
イ
ッ
チ
を
設
定
し
て
い
ま
す
。
取
付
け
時
や
冷
房
シ
ー
ズ
ン
前
等
､

フ
ィ
ン
の
洗
浄
に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

(洗
浄
ス
イ
ッ
チ
を
押
す
と
1
0
分
間
噴
霧
し
通
常
モ
ー
ド
に
戻
り
ま
す
)

(洗
浄
運
転
中
で
も
､も
う
一
度
押
す
と
通
常
モ
ー
ド
に
戻
り
ま
す
)

LE
D

点
滅

消
灯

項
　
目

サ
ー
ミ
ス
タ
異
常

マ
イ
コ
ン
エ
ラ
ー

故
障
個
所

サ
ー
ミ
ス
タ
断
線
､短
絡

制
御
基
板
不
良

電
磁
弁
の
状
態

O
FF

O
FF

7
.カ
バ
ー
の
取
付
け

ご
使
用
に
な
る
お
客
様
へ

日
常
点
検

冬
期
の
水
抜
き

最
後
に
基
板
カ
バ
ー
お
よ
び
カ
バ
ー
(白
色
)を
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

給
水
の
水
質
に
よ
っ
て
は
ス
プ
レ
ー
部
が
つ
ま
り
噴
霧
量
が
減
少
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
､

定
期
的
に
噴
霧
状
態
の
点
検
お
よ
び
ス
プ
レ
ー
部
の
清
掃
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

冬
期
に
水
系
統
内
の
水
が
凍
結
し
､破
損
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
､冷
房
シ
ー
ズ
ン
オ
フ
に
は

必
ず
水
系
統
内
の
水
抜
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

フ
ィ
ン
の
養
生
に
つ
い
て

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
周
辺
環
境
お
よ
び
噴
霧
す
る
水
質
に
よ
り
フ
ィ
ン
が
腐
蝕
し
た
り
､

ス
ケ
ー
ル
が
付
着
し
た
り
し
ま
す
｡こ
の
進
行
は
明
確
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
､不
安
の

あ
る
時
は
販
売
店
と
相
談
し
て
､フ
ィ
ン
の
防
錆
剤
塗
布
お
よ
び
定
期
的
な
フ
ィ
ン

洗
浄
等
の
対
策
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

軟
質
ホ
ー
ス
ま
た
は
硬
質
塩
ビ
管
お
よ
び
継
手
管
を
そ
れ
ぞ
れ
接
続
部
か
ら
取
外
し
､

水
系
統
内
の
水
抜
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
軟
質
ホ
ー
ス
の
場
合
､ホ
ー
ス
バ
ン
ド
を
取
外
し
て
か
ら
上
記
作
業
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
硬
質
塩
ビ
管
の
場
合
､給
水
栓
ソ
ケ
ッ
ト
を
取
外
し
て
か
ら
上
記
作
業
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
継
手
管
の
場
合
､2
丁
ス
パ
ナ
で
フ
レ
ア
ナ
ッ
ト
を
取
外
し
て
か
ら
上
記
作
業
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

市
販
の
ホ
ー
ス
バ
ン
ド
を
使
用
し
接
続
部
を
確
実
に
固
定
し
て

く
だ
さ
い
。

軟
質
ホ
ー
ス
用
ジ
ョ
イ
ン
ト
を
取
外
し
､市
販
の
シ
ー
ル
テ
ー
プ

ま
た
は
シ
ー
ル
材
等
で
シ
ー
ル
し
た
後
､付
属
の
給
水
栓
ソ
ケ
ッ
ト
⑥

を
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。
※
軟
質
ホ
ー
ス
用
ジ
ョ
イ
ン
ト
を
取
外
す

時
は
､必
ず
2
丁
ス
パ
ナ
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

軟
質
ホ
ー
ス
使
用
の
場
合

硬
質
塩
ビ
管
使
用
の
場
合

給
水
管
の
接
続
は
水
圧
に
よ
る
外
れ
や
水
漏
れ
の
な
い
よ
う
､確
実
に
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。
不
備
が
あ
る
と

電
気
品
に
水
が
か
か
り
､感
電
･火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

〈L
タ
イ
プ
〉

補
助
リ
レ
ー
⑨

コ
ネ
ク
タ
部

散
水
キ
ット

電
源
線

補
助
リ
レ
ー
⑨

の
リ
ー
ド
線

3
.配
線
手
順

3
-1
 室
外
ユ
ニ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
パ
ネ
ル
の
取
外
し

3
-2
 配
線
作
業

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
パ
ネ
ル
を
取
外
し
､次
に
側
面
に
あ
る

電
源
線
取
出
穴
(ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
)を
あ
け
て
く
だ
さ
い
。

※
ユ
ニ
ッ
ト
下
部
の
配
管
穴
形
状
は
機
種
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

散
水
キ
ッ
ト
電
源
線
は
､室
外
ユ
ニ
ッ
ト
内
部
の
近
傍
板
金
エ
ッ
ヂ
お
よ
び
配
管
等
に
絶
対

接
触
し
な
い
よ
う
取
り
回
し
下
部
の
配
管
穴
を
通
し
て
ア
ン
グ
ル
に
バ
ン
ド
⑦
で
結
束
し
ま
す
。

散
水
キ
ッ
ト
電
源
線
を
配
管
･板
金
エ
ッ
ヂ

ま
た
は
振
動
物
に
接
触
さ
せ
る
と
被
覆
が

破
れ
､感
電
･火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

3
-3
 結
線
作
業

リ
ー
ド
付
端
子
コ
ネ
ク
タ
⑧
の
接
続
は
､下
記
手
順
に
て
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

1
.室
外
機
電
気
品
箱
の
指
定
位
置
(下
図
参
照
)に
補
助
リ
レ
ー
⑨
を
付
属
の
ネ
ジ
⑩
に
て
固
定
し
て
く
だ
さ
い
。

2
.制
御
本
体
部
①
の
カ
バ
ー
裏
面
に
貼
付
し
て
い
る
電
気
配
線
図
に
従
っ
て
､補
助
リ
レ
ー
⑨
の
リ
ー
ド
線
に
対
応
す
る

散
水
キ
ッ
ト
電
源
線
､室
外
機
制
御
基
板
上
の
コ
ネ
ク
タ
､電
源
端
子
盤
に
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

3
.各
リ
ー
ド
線
を
引
き
回
す
際
に
は
､フ
ァ
ス
ナ
ー
⑫
を
使
用
し
て
電
気
部
品
や
制
御
基
板
上
の
電
子
部
品
と
接
触

し
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

散
水
キ
ッ
ト
電
源
線
は
､梱
包
材
に
包
ま
れ
て
い
る
補
助
リ
レ
ー
⑨
を
接
続
し
て
結
線
し
て
く
だ
さ
い
。

リ
ー
ド
付

端
子
側
⑧

コ
ネ
ク
タ
接
続

散
水
キ
ッ
ト

電
源
線
側

フ
ァ
ス
ナ
ー
⑫

で
固
定

絶
縁
材
⑪
を

巻
付
け
る

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
制
御
部
内
の
イ
ン
バ
ー
タ
主
回
路
配
線
と
一
緒
に
束
ね
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ノ
イ
ズ
に
よ
る
誤
動
作
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

散
水
キ
ッ
ト
電
源
線
と
補
助
リ
レ
ー
⑨
の
リ
ー
ド
線
コ
ネ
ク
タ
部
は
室
外
機
制
御
箱
内
に
て
収
め
て
く
だ
さ
い
。

張
力
に
よ
る
コ
ネ
ク
タ
外
れ
や
水
滴
付
着
に
よ
る
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
発
生
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
外
郭
パ
ネ
ル
類
を
確
実
に
取
付
け
て
く
だ
さ
い
｡不
備
が
あ
る
と
､ほ
こ
り
･水
な
ど
に
よ
り
､

感
電
･火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

端
子
の
取
付
け
は
､ゆ
る
み
の
な
い
よ
う
確
実
に
締
付
け
て
く
だ
さ
い
｡ま
た
､外
力
が
伝
わ
ら
な
い
よ
う
に
確
実
に

固
定
し
て
く
だ
さ
い
｡接
続
や
固
定
に
不
備
が
あ
る
と
､火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

本
製
品
は
軟
質
ホ
ー
ス
ま
た
は
硬
質
塩
ビ
管
の
接
続
が
可
能
で
す
。
出
荷
時
は
軟
質
ホ
ー
ス
用

ジ
ョ
イ
ン
ト
を
取
付
け
て
あ
り
ま
す
。

※
複
数
台
取
付
け
る
場
合
は
、
噴
霧
時
の
水
圧
を
確
保
し
十
分
な
水
量
が
確
保
で
き
る
配
管
径

を
選
定
し
て
く
だ
さ
い
。

供
給
水
圧
・
水
量
が
足
り
な
い
と
噴
霧
状
態
（
拡
散
範
囲
・
水
量
・
粒
径
）
が
悪
く
、
性
能
を
発
揮
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
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6.
試
運
転

ア
ー
ス
工
事
は
､｢
電
気
設
備
に
関
す
る
技
術
基
準
｣に
従
っ
て
電
気
工
事
士
の
方
が
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
電
源
回
路
に
漏
電
遮
断
機
が

取
付
け
ら
れ
て
い
る
か
を
確
認
し
､さ
ら
に
D種

接
地
工
事
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
と
き
接
地

抵
抗
値
が
50
0Ω
以
下
で
あ
る
こ
と
を
確
か
め
て

く
だ
さ
い
。

基
板
カ
バ
ー
の
ネ
ジ
2本
を
取
外
し
て
く
だ
さ
い
｡※
下
図
に
お
い
て
■
は
ス
イ
ッ
チ
の
位
置
を
示
し
ま
す
。

6-
1 
試
運
転

1.
水
栓
を
開
き
本
キ
ッ
ト
の
接
続
部
に
水
漏
れ
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

2.
エ
ア
コ
ン
を
運
転
(圧
縮
機
運
転
)し
､制
御
部
本
体
の
基
板
上
に
あ
る
試
運
転
ス
イ
ッ
チ
を
押
し

ス
プ
レ
ー
か
ら
水
を
噴
霧
さ
せ
､ほ
ぼ
均
一
の
粒
子
で
広
が
っ
て
い
る
か
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

(試
運
転
ス
イ
ッ
チ
を
押
す
と
10
秒
間
噴
霧
､1
0秒
間
停
止
を
1分
間
繰
り
返
し
通
常
モ
ー
ド
に
戻
り
ま
す
)

3.
試
運
転
中
に
再
度
ス
イ
ッ
チ
を
押
す
と
通
常
モ
ー
ド
に
戻
り
ま
す
。

過
負
荷
/平
常
切
換
ス
イ
ッ
チ
(D
IP
ス
イ
ッ
チ
:1
)を

操
作
し
過
負
荷
(外
気
温
40
℃
作
動
)の
場
合
は
OF
F側
､

平
常
(外
気
温
32
℃
作
動
)の
場
合
は
ON
側
に
設
定
し
て

く
だ
さ
い
。

本
製
品
は
､夏
場
で
の
過
負
荷
対
策
お
よ
び
冷
房
時
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化

に
お
い
て
2種
類
の
選
択
が
可
能
で
す
｡用
途
に
応
じ
下
記
設
定
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
｡(
出
荷
時
は
過
負
荷
モ
ー
ド
に
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
)

ア
ー
ス
工
事
を
行
う
。
ア
ー
ス
線
は
､ガ
ス
管
･水
道
管
･避
雷
針
･電
話
の
ア
ー
ス
線
に
接
続
し
な
い
。

ア
ー
ス
工
事
に
不
備
が
あ
る
と
､感
電
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

5.
ア
ー
ス
工
事

6-
2 
過
負
荷
/平
常
切
換
ス
イ
ッ
チ
の
設
定

ス
プ
レ
ー
時
間
切
換
ス
イ
ッ
チ
(D
IP
ス
イ
ッ
チ
:2
)を
操
作
し
ま
す
と
ON
側
で
15
秒
間
散
水
､

OF
F側
で
30
秒
間
散
水
し
ま
す
。

例
え
ば
水
圧
が
低
い
時
､3
0秒
を
､節
水
し
た
い
場
合
は
15
秒
に
設
定
し
て
く
だ
さ
い
。

散
水
時
間
の
設
定
が
で
き
ま
す
｡(出
荷
時
は
散
水
時
間
30
秒
に
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
)

使
用
水
量
の
目
安
〈水
圧
:0
.1
5M
Pa
〉

10
.5
ℓ
/h
21
.1
ℓ
/h

15
秒

30
秒

故
障
診
断

異
常
に
よ
り
散
水
が
停
止
し
て
い
る
場
合
は
､

制
御
基
板
上
の
LE
Dが
以
下
の
内
容
を
表
示

し
ま
す
の
で
点
検
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

(正
常
運
転
時
:L
ED
点
灯
)

洗
浄
モ
ー
ド

本
製
品
に
は
､室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
フ
ィ
ン
を
洗
浄
す
る
た
め
の
洗
浄

ス
イ
ッ
チ
を
設
定
し
て
い
ま
す
。
取
付
け
時
や
冷
房
シ
ー
ズ
ン
前
等
､

フ
ィ
ン
の
洗
浄
に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

(洗
浄
ス
イ
ッ
チ
を
押
す
と
10
分
間
噴
霧
し
通
常
モ
ー
ド
に
戻
り
ま
す
)

(洗
浄
運
転
中
で
も
､も
う
一
度
押
す
と
通
常
モ
ー
ド
に
戻
り
ま
す
)

LE
D

点
滅

消
灯

項
　
目

サ
ー
ミ
ス
タ
異
常

マ
イ
コ
ン
エ
ラ
ー

故
障
個
所

サ
ー
ミ
ス
タ
断
線
､短
絡

制
御
基
板
不
良

電
磁
弁
の
状
態

OF
F

OF
F

7.
カ
バ
ー
の
取
付
け

ご
使
用
に
な
る
お
客
様
へ

日
常
点
検

冬
期
の
水
抜
き

最
後
に
基
板
カ
バ
ー
お
よ
び
カ
バ
ー
(白
色
)を
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

給
水
の
水
質
に
よ
っ
て
は
ス
プ
レ
ー
部
が
つ
ま
り
噴
霧
量
が
減
少
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
､

定
期
的
に
噴
霧
状
態
の
点
検
お
よ
び
ス
プ
レ
ー
部
の
清
掃
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

冬
期
に
水
系
統
内
の
水
が
凍
結
し
､破
損
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
､冷
房
シ
ー
ズ
ン
オ
フ
に
は

必
ず
水
系
統
内
の
水
抜
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

フ
ィ
ン
の
養
生
に
つ
い
て

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
周
辺
環
境
お
よ
び
噴
霧
す
る
水
質
に
よ
り
フ
ィ
ン
が
腐
蝕
し
た
り
､

ス
ケ
ー
ル
が
付
着
し
た
り
し
ま
す
｡こ
の
進
行
は
明
確
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
､不
安
の

あ
る
時
は
販
売
店
と
相
談
し
て
､フ
ィ
ン
の
防
錆
剤
塗
布
お
よ
び
定
期
的
な
フ
ィ
ン

洗
浄
等
の
対
策
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

軟
質
ホ
ー
ス
ま
た
は
硬
質
塩
ビ
管
お
よ
び
継
手
管
を
そ
れ
ぞ
れ
接
続
部
か
ら
取
外
し
､

水
系
統
内
の
水
抜
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
軟
質
ホ
ー
ス
の
場
合
､ホ
ー
ス
バ
ン
ド
を
取
外
し
て
か
ら
上
記
作
業
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
硬
質
塩
ビ
管
の
場
合
､給
水
栓
ソ
ケ
ッ
ト
を
取
外
し
て
か
ら
上
記
作
業
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
継
手
管
の
場
合
､2
丁
ス
パ
ナ
で
フ
レ
ア
ナ
ッ
ト
を
取
外
し
て
か
ら
上
記
作
業
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

市
販
の
ホ
ー
ス
バ
ン
ド
を
使
用
し
接
続
部
を
確
実
に
固
定
し
て

く
だ
さ
い
。

軟
質
ホ
ー
ス
用
ジ
ョ
イ
ン
ト
を
取
外
し
､市
販
の
シ
ー
ル
テ
ー
プ

ま
た
は
シ
ー
ル
材
等
で
シ
ー
ル
し
た
後
､付
属
の
給
水
栓
ソ
ケ
ッ
ト
⑥

を
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。
※
軟
質
ホ
ー
ス
用
ジ
ョ
イ
ン
ト
を
取
外
す

時
は
､必
ず
2丁
ス
パ
ナ
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

軟
質
ホ
ー
ス
使
用
の
場
合

硬
質
塩
ビ
管
使
用
の
場
合

給
水
管
の
接
続
は
水
圧
に
よ
る
外
れ
や
水
漏
れ
の
な
い
よ
う
､確
実
に
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。
不
備
が
あ
る
と

電
気
品
に
水
が
か
か
り
､感
電
･火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

〈L
タ
イ
プ
〉

補
助
リレ
ー
⑨

コ
ネ
クタ
部

散
水
キッ
ト

電
源
線

補
助
リレ
ー
⑨

の
リー
ド
線

3.
配
線
手
順

3-
1 
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
パ
ネ
ル
の
取
外
し

3-
2 
配
線
作
業

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
パ
ネ
ル
を
取
外
し
､次
に
側
面
に
あ
る

電
源
線
取
出
穴
(ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
)を
あ
け
て
く
だ
さ
い
。

※
ユ
ニ
ッ
ト
下
部
の
配
管
穴
形
状
は
機
種
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

散
水
キ
ッ
ト
電
源
線
は
､室
外
ユ
ニ
ッ
ト
内
部
の
近
傍
板
金
エ
ッ
ヂ
お
よ
び
配
管
等
に
絶
対

接
触
し
な
い
よ
う
取
り
回
し
下
部
の
配
管
穴
を
通
し
て
ア
ン
グ
ル
に
バ
ン
ド
⑦
で
結
束
し
ま
す
。

散
水
キ
ッ
ト
電
源
線
を
配
管
･板
金
エ
ッ
ヂ

ま
た
は
振
動
物
に
接
触
さ
せ
る
と
被
覆
が

破
れ
､感
電
･火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

3-
3 
結
線
作
業

リ
ー
ド
付
端
子
コ
ネ
ク
タ
⑧
の
接
続
は
､下
記
手
順
に
て
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

1.
室
外
機
電
気
品
箱
の
指
定
位
置
(下
図
参
照
)に
補
助
リ
レ
ー
⑨
を
付
属
の
ネ
ジ
⑩
に
て
固
定
し
て
く
だ
さ
い
。

2.
制
御
本
体
部
①
の
カ
バ
ー
裏
面
に
貼
付
し
て
い
る
電
気
配
線
図
に
従
っ
て
､補
助
リ
レ
ー
⑨
の
リ
ー
ド
線
に
対
応
す
る

散
水
キ
ッ
ト
電
源
線
､室
外
機
制
御
基
板
上
の
コ
ネ
ク
タ
､電
源
端
子
盤
に
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

3.
各
リ
ー
ド
線
を
引
き
回
す
際
に
は
､フ
ァ
ス
ナ
ー
⑫
を
使
用
し
て
電
気
部
品
や
制
御
基
板
上
の
電
子
部
品
と
接
触

し
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

散
水
キ
ッ
ト
電
源
線
は
､梱
包
材
に
包
ま
れ
て
い
る
補
助
リ
レ
ー
⑨
を
接
続
し
て
結
線
し
て
く
だ
さ
い
。

リ
ー
ド
付

端
子
側
⑧

コ
ネ
ク
タ
接
続

散
水
キ
ッ
ト

電
源
線
側

フ
ァ
ス
ナ
ー
⑫

で
固
定

絶
縁
材
⑪
を

巻
付
け
る

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
制
御
部
内
の
イ
ン
バ
ー
タ
主
回
路
配
線
と
一
緒
に
束
ね
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ノ
イ
ズ
に
よ
る
誤
動
作
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

散
水
キ
ッ
ト
電
源
線
と
補
助
リ
レ
ー
⑨
の
リ
ー
ド
線
コ
ネ
ク
タ
部
は
室
外
機
制
御
箱
内
に
て
収
め
て
く
だ
さ
い
。

張
力
に
よ
る
コ
ネ
ク
タ
外
れ
や
水
滴
付
着
に
よ
る
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
発
生
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
外
郭
パ
ネ
ル
類
を
確
実
に
取
付
け
て
く
だ
さ
い
｡不
備
が
あ
る
と
､ほ
こ
り
･水
な
ど
に
よ
り
､

感
電
･火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

端
子
の
取
付
け
は
､ゆ
る
み
の
な
い
よ
う
確
実
に
締
付
け
て
く
だ
さ
い
｡ま
た
､外
力
が
伝
わ
ら
な
い
よ
う
に
確
実
に

固
定
し
て
く
だ
さ
い
｡接
続
や
固
定
に
不
備
が
あ
る
と
､火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

本
製
品
は
軟
質
ホ
ー
ス
ま
た
は
硬
質
塩
ビ
管
の
接
続
が
可
能
で
す
。出
荷
時
は
軟
質
ホ
ー
ス
用

ジ
ョ
イ
ン
ト
を
取
付
け
て
あ
り
ま
す
。

※
複
数
台
取
付
け
る
場
合
は
、噴
霧
時
の
水
圧
を
確
保
し
十
分
な
水
量
が
確
保
で
き
る
配
管
径

を
選
定
し
て
く
だ
さ
い
。

供
給
水
圧・
水
量
が
足
り
な
い
と
噴
霧
状
態（
拡
散
範
囲・
水
量・
粒
径
）が
悪
く
、性
能
を
発
揮
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

6
.試
運
転

ア
ー
ス
工
事
は
､｢
電
気
設
備
に
関
す
る
技
術
基
準
｣に
従
っ
て
電
気
工
事
士
の
方
が
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
電
源
回
路
に
漏
電
遮
断
機
が

取
付
け
ら
れ
て
い
る
か
を
確
認
し
､さ
ら
に
D
種

接
地
工
事
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
と
き
接
地

抵
抗
値
が
5
0
0
Ω
以
下
で
あ
る
こ
と
を
確
か
め
て

く
だ
さ
い
。

基
板
カ
バ
ー
の
ネ
ジ
2
本
を
取
外
し
て
く
だ
さ
い
｡※
下
図
に
お
い
て
■
は
ス
イ
ッ
チ
の
位
置
を
示
し
ま
す
。

6
-1
 試
運
転

1
.水
栓
を
開
き
本
キ
ッ
ト
の
接
続
部
に
水
漏
れ
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

2
.エ
ア
コ
ン
を
運
転
(圧
縮
機
運
転
)し
､制
御
部
本
体
の
基
板
上
に
あ
る
試
運
転
ス
イ
ッ
チ
を
押
し

ス
プ
レ
ー
か
ら
水
を
噴
霧
さ
せ
､ほ
ぼ
均
一
の
粒
子
で
広
が
っ
て
い
る
か
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

(試
運
転
ス
イ
ッ
チ
を
押
す
と
1
0
秒
間
噴
霧
､1
0
秒
間
停
止
を
1
分
間
繰
り
返
し
通
常
モ
ー
ド
に
戻
り
ま
す
)

3
.試
運
転
中
に
再
度
ス
イ
ッ
チ
を
押
す
と
通
常
モ
ー
ド
に
戻
り
ま
す
。

過
負
荷
/平
常
切
換
ス
イ
ッ
チ
(D
IP
ス
イ
ッ
チ
:1
)を

操
作
し
過
負
荷
(外
気
温
4
0
℃
作
動
)の
場
合
は
O
FF
側
､

平
常
(外
気
温
3
2
℃
作
動
)の
場
合
は
O
N
側
に
設
定
し
て

く
だ
さ
い
。

本
製
品
は
､夏
場
で
の
過
負
荷
対
策
お
よ
び
冷
房
時
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化

に
お
い
て
2
種
類
の
選
択
が
可
能
で
す
｡用
途
に
応
じ
下
記
設
定
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
｡(
出
荷
時
は
過
負
荷
モ
ー
ド
に
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
)

ア
ー
ス
工
事
を
行
う
。
ア
ー
ス
線
は
､ガ
ス
管
･水
道
管
･避
雷
針
･電
話
の
ア
ー
ス
線
に
接
続
し
な
い
。

ア
ー
ス
工
事
に
不
備
が
あ
る
と
､感
電
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

5
.ア
ー
ス
工
事

6
-2
 過
負
荷
/平
常
切
換
ス
イ
ッ
チ
の
設
定

ス
プ
レ
ー
時
間
切
換
ス
イ
ッ
チ
(D
IP
ス
イ
ッ
チ
:2
)を
操
作
し
ま
す
と
O
N
側
で
1
5
秒
間
散
水
､

O
FF
側
で
3
0
秒
間
散
水
し
ま
す
。

例
え
ば
水
圧
が
低
い
時
､3
0
秒
を
､節
水
し
た
い
場
合
は
1
5
秒
に
設
定
し
て
く
だ
さ
い
。

散
水
時
間
の
設
定
が
で
き
ま
す
｡(
出
荷
時
は
散
水
時
間
30
秒
に
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
)

使
用
水
量
の
目
安
〈水
圧
:0
.1
5
M
P
a〉

1
0
.5
ℓ
/h
2
1
.1
ℓ
/h

1
5
秒

3
0
秒

故
障
診
断

異
常
に
よ
り
散
水
が
停
止
し
て
い
る
場
合
は
､

制
御
基
板
上
の
LE
D
が
以
下
の
内
容
を
表
示

し
ま
す
の
で
点
検
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

(正
常
運
転
時
:L
E
D
点
灯
)

洗
浄
モ
ー
ド

本
製
品
に
は
､室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
フ
ィ
ン
を
洗
浄
す
る
た
め
の
洗
浄

ス
イ
ッ
チ
を
設
定
し
て
い
ま
す
。
取
付
け
時
や
冷
房
シ
ー
ズ
ン
前
等
､

フ
ィ
ン
の
洗
浄
に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

(洗
浄
ス
イ
ッ
チ
を
押
す
と
1
0
分
間
噴
霧
し
通
常
モ
ー
ド
に
戻
り
ま
す
)

(洗
浄
運
転
中
で
も
､も
う
一
度
押
す
と
通
常
モ
ー
ド
に
戻
り
ま
す
)

LE
D

点
滅

消
灯

項
　
目

サ
ー
ミ
ス
タ
異
常

マ
イ
コ
ン
エ
ラ
ー

故
障
個
所

サ
ー
ミ
ス
タ
断
線
､短
絡

制
御
基
板
不
良

電
磁
弁
の
状
態

O
FF

O
FF

7
.カ
バ
ー
の
取
付
け

ご
使
用
に
な
る
お
客
様
へ

日
常
点
検

冬
期
の
水
抜
き

最
後
に
基
板
カ
バ
ー
お
よ
び
カ
バ
ー
(白
色
)を
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

給
水
の
水
質
に
よ
っ
て
は
ス
プ
レ
ー
部
が
つ
ま
り
噴
霧
量
が
減
少
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
､

定
期
的
に
噴
霧
状
態
の
点
検
お
よ
び
ス
プ
レ
ー
部
の
清
掃
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

冬
期
に
水
系
統
内
の
水
が
凍
結
し
､破
損
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
､冷
房
シ
ー
ズ
ン
オ
フ
に
は

必
ず
水
系
統
内
の
水
抜
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

フ
ィ
ン
の
養
生
に
つ
い
て

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
周
辺
環
境
お
よ
び
噴
霧
す
る
水
質
に
よ
り
フ
ィ
ン
が
腐
蝕
し
た
り
､

ス
ケ
ー
ル
が
付
着
し
た
り
し
ま
す
｡こ
の
進
行
は
明
確
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
､不
安
の

あ
る
時
は
販
売
店
と
相
談
し
て
､フ
ィ
ン
の
防
錆
剤
塗
布
お
よ
び
定
期
的
な
フ
ィ
ン

洗
浄
等
の
対
策
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

軟
質
ホ
ー
ス
ま
た
は
硬
質
塩
ビ
管
お
よ
び
継
手
管
を
そ
れ
ぞ
れ
接
続
部
か
ら
取
外
し
､

水
系
統
内
の
水
抜
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
軟
質
ホ
ー
ス
の
場
合
､ホ
ー
ス
バ
ン
ド
を
取
外
し
て
か
ら
上
記
作
業
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
硬
質
塩
ビ
管
の
場
合
､給
水
栓
ソ
ケ
ッ
ト
を
取
外
し
て
か
ら
上
記
作
業
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
継
手
管
の
場
合
､2
丁
ス
パ
ナ
で
フ
レ
ア
ナ
ッ
ト
を
取
外
し
て
か
ら
上
記
作
業
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

市
販
の
ホ
ー
ス
バ
ン
ド
を
使
用
し
接
続
部
を
確
実
に
固
定
し
て

く
だ
さ
い
。

軟
質
ホ
ー
ス
用
ジ
ョ
イ
ン
ト
を
取
外
し
､市
販
の
シ
ー
ル
テ
ー
プ

ま
た
は
シ
ー
ル
材
等
で
シ
ー
ル
し
た
後
､付
属
の
給
水
栓
ソ
ケ
ッ
ト
⑥

を
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。
※
軟
質
ホ
ー
ス
用
ジ
ョ
イ
ン
ト
を
取
外
す

時
は
､必
ず
2
丁
ス
パ
ナ
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

軟
質
ホ
ー
ス
使
用
の
場
合

硬
質
塩
ビ
管
使
用
の
場
合

給
水
管
の
接
続
は
水
圧
に
よ
る
外
れ
や
水
漏
れ
の
な
い
よ
う
､確
実
に
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。
不
備
が
あ
る
と

電
気
品
に
水
が
か
か
り
､感
電
･火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

〈L
タ
イ
プ
〉

補
助
リ
レ
ー
⑨

コ
ネ
ク
タ
部

散
水
キ
ット

電
源
線

補
助
リ
レ
ー
⑨

の
リ
ー
ド
線

3
.配
線
手
順

3
-1
 室
外
ユ
ニ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
パ
ネ
ル
の
取
外
し

3
-2
 配
線
作
業

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
パ
ネ
ル
を
取
外
し
､次
に
側
面
に
あ
る

電
源
線
取
出
穴
(ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
)を
あ
け
て
く
だ
さ
い
。

※
ユ
ニ
ッ
ト
下
部
の
配
管
穴
形
状
は
機
種
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

散
水
キ
ッ
ト
電
源
線
は
､室
外
ユ
ニ
ッ
ト
内
部
の
近
傍
板
金
エ
ッ
ヂ
お
よ
び
配
管
等
に
絶
対

接
触
し
な
い
よ
う
取
り
回
し
下
部
の
配
管
穴
を
通
し
て
ア
ン
グ
ル
に
バ
ン
ド
⑦
で
結
束
し
ま
す
。

散
水
キ
ッ
ト
電
源
線
を
配
管
･板
金
エ
ッ
ヂ

ま
た
は
振
動
物
に
接
触
さ
せ
る
と
被
覆
が

破
れ
､感
電
･火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

3
-3
 結
線
作
業

リ
ー
ド
付
端
子
コ
ネ
ク
タ
⑧
の
接
続
は
､下
記
手
順
に
て
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

1
.室
外
機
電
気
品
箱
の
指
定
位
置
(下
図
参
照
)に
補
助
リ
レ
ー
⑨
を
付
属
の
ネ
ジ
⑩
に
て
固
定
し
て
く
だ
さ
い
。

2
.制
御
本
体
部
①
の
カ
バ
ー
裏
面
に
貼
付
し
て
い
る
電
気
配
線
図
に
従
っ
て
､補
助
リ
レ
ー
⑨
の
リ
ー
ド
線
に
対
応
す
る

散
水
キ
ッ
ト
電
源
線
､室
外
機
制
御
基
板
上
の
コ
ネ
ク
タ
､電
源
端
子
盤
に
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

3
.各
リ
ー
ド
線
を
引
き
回
す
際
に
は
､フ
ァ
ス
ナ
ー
⑫
を
使
用
し
て
電
気
部
品
や
制
御
基
板
上
の
電
子
部
品
と
接
触

し
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

散
水
キ
ッ
ト
電
源
線
は
､梱
包
材
に
包
ま
れ
て
い
る
補
助
リ
レ
ー
⑨
を
接
続
し
て
結
線
し
て
く
だ
さ
い
。

リ
ー
ド
付

端
子
側
⑧

コ
ネ
ク
タ
接
続

散
水
キ
ッ
ト

電
源
線
側

フ
ァ
ス
ナ
ー
⑫

で
固
定

絶
縁
材
⑪
を

巻
付
け
る

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
制
御
部
内
の
イ
ン
バ
ー
タ
主
回
路
配
線
と
一
緒
に
束
ね
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ノ
イ
ズ
に
よ
る
誤
動
作
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

散
水
キ
ッ
ト
電
源
線
と
補
助
リ
レ
ー
⑨
の
リ
ー
ド
線
コ
ネ
ク
タ
部
は
室
外
機
制
御
箱
内
に
て
収
め
て
く
だ
さ
い
。

張
力
に
よ
る
コ
ネ
ク
タ
外
れ
や
水
滴
付
着
に
よ
る
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
発
生
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
外
郭
パ
ネ
ル
類
を
確
実
に
取
付
け
て
く
だ
さ
い
｡不
備
が
あ
る
と
､ほ
こ
り
･水
な
ど
に
よ
り
､

感
電
･火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

端
子
の
取
付
け
は
､ゆ
る
み
の
な
い
よ
う
確
実
に
締
付
け
て
く
だ
さ
い
｡ま
た
､外
力
が
伝
わ
ら
な
い
よ
う
に
確
実
に

固
定
し
て
く
だ
さ
い
｡接
続
や
固
定
に
不
備
が
あ
る
と
､火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

本
製
品
は
軟
質
ホ
ー
ス
ま
た
は
硬
質
塩
ビ
管
の
接
続
が
可
能
で
す
。
出
荷
時
は
軟
質
ホ
ー
ス
用

ジ
ョ
イ
ン
ト
を
取
付
け
て
あ
り
ま
す
。

※
複
数
台
取
付
け
る
場
合
は
、
噴
霧
時
の
水
圧
を
確
保
し
十
分
な
水
量
が
確
保
で
き
る
配
管
径

を
選
定
し
て
く
だ
さ
い
。

供
給
水
圧
・
水
量
が
足
り
な
い
と
噴
霧
状
態
（
拡
散
範
囲
・
水
量
・
粒
径
）
が
悪
く
、
性
能
を
発
揮
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
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